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は じ め に 

 

 

 東京大学医学系研究科・医学部年報１３６巻（東京医学２０１８年版）をお

届けします。 

 この年報は医学系研究科・医学部及び東京医学会の１年間の活動報告で、研

究、教育、診療、及び各種事業が記載されています。これは私たちの実績の報

告であり、また、自己評価、外部評価の資料として、毎年 CD-Rom による頒布

及びウエブで公表しています。 

 

 東大医学部は創立以来、１６０年の歴史を持ち、常に医学研究、教育と診療

で我が国を牽引してきましたし、いくつかの分野では世界をリードする成果を

あげています。１０００名を越える大学院生を持つ大きな研究科ですし、また、

１５０名もの外国人研究者、学生を擁する国際教育研究拠点の一つでもありま

す。 

 

 今後も高い教育、研究と高度な医療を実現する中で、明日の医学、医療を切

り開く人材の養成に力を尽くしたいと思います。 

 

 

平成３０年１０月 

東京大学大学院医学系研究科長・医学部長 宮 園 浩 平 
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沿     革 

 

安政５年 (1858) ５月 江戸市中の蘭医83名の醵金により神田御玉ヶ池に種痘所が設立された。 

   11月 種痘所は、神田相生町からの出火により類焼したが、伊東玄朴の家な

どで業務を継続した。 

安政６年 (1859) ９月 種痘所を下谷和泉通りに新築し移転した。 

万延元年 (1860)  10月 幕府直轄の種痘所となった。 

文久元年 (1861)  10月 種痘所を西洋医学所と改称し、教育・解剖・種痘に分かれ西洋医学を

講習する所となった。 

文久３年 (1863) ２月 西洋医学所は、医学所と改称された． 

明治元年 (1868) ７月 医学所は、横浜にあった軍事病院を下谷藤堂邸に移し、医学所を含め

て，大病院と称することになった。 

明治２年 (1869) ２月 大病院は、医学校兼病院と改称された。 

   12月 医学校兼病院は、大学東校と改称された。 

明治４年 (1871) ７月 文部省が設置され、大学東校は、東校と改称された。 

明治５年 (1872) ８月 学制が布かれ、東校は、第一大学区医学校と改称された。 

明治７年 (1874) ５月 第一大学区医学校は、東京医学校と改称された。 

明治９年 (1876)  11月 東京医学校は、本郷に移転した。 

明治10年 (1877) ４月 東京医学校は、東京開成学校と合併し東京大学となり、東京医学校は、

東京大学医学部となった。 

明治19年 (1886) ３月 東京大学が帝国大学となり東京大学医学部は、帝国大学医科大学とな

った。また、大学院が設置された。 

明治30年 (1897) ６月 帝国大学は、東京帝国大学となった。 

大正６年 (1917) ８月 文部省医師開業試験附属永楽病院が、本学に移管され東京帝国大学医

科大学附属小石川分院となった。 

大正８年 (1919) ４月 学部制が敷かれ、医科大学は医学部となった。 

昭和６年 (1931) ２月 医学部１号館が竣工した。 

昭和11年 (1936) １月 医学部脳研究室が、堀越久三郎氏の寄付により発足した。 

   11月 医学部２号館(本館)が竣工した。 

昭和22年 (1947)  10月 東京帝国大学は、東京大学となった。 

昭和25年 (1950) ４月 看護養成施設が、医学部附属看護学校と改称設置された． 

昭和28年 (1953) ４月 衛生看護学科が、設置された。 

  ７月 東京大学に新制の大学院が設置され、生物系研究科医学専門課程博士

課程が設けられた。 

   医学部脳研究室が、医学部附属脳研究施設として制度化された。 

昭和31年 (1956) ４月 医学部附属助産婦学校が、設置された。 
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昭和33年 (1958) ４月 医学部薬学科が、薬学部として独立の学部となった。 

  ５月 東京大学医学部創立百年記念式典が挙行された。 

昭和36年 (1961) ３月 医学部総合中央館(医学図書館)が、東京大学医学部創立百年記念事業

の一つとして竣工した。 

  ４月 医学部附属医用電子研究施設が、設置された。 

昭和40年 (1965) ４月 医学部附属音声・言語医学研究施設が、設置された。 

   衛生看護学科を改組し，保健学科が設置された。 

   東京大学大学院が改組され、生物系研究科医学専門課程は医学系研究

科となった。 

   医学系研究科に保健学専門課程が、設置された。 

昭和41年 (1966) ９月 医学部３号館が竣工した。 

昭和46年 (1971) ４月 医学部附属動物実験施設が、設置された。 

昭和48年 (1973) ３月 医学部動物実験棟が竣工した。 

昭和58年 (1983) １月 医学部３号館別棟が竣工した。 

昭和60年 (1985) ９月 医学部国際交流室が、設置された。 

平成４年 (1992) ４月 保健学科が、健康科学・看護学科となった。 

   医学系研究科に国際保健学専攻が設置された。 

  ７月 医学部放射線研究施設が設置された。 

平成７年 (1995) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第三基礎医学、社会医学、第三臨床医

学、第四臨床医学の４専攻を廃止し、病因・病理学、社会医学、生殖・

発達・加齢医学、外科学の４専攻に改組された。 

平成８年 (1996) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一臨床医学、保健学、国際保健学の

３専攻を廃止し、内科学，健康科学・看護学、国際保健学の３専攻に

改組された。 

平成９年 (1997) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一基礎医学、第二基礎医学、第二臨

床医学の３専攻を廃止し、分子細胞生物学、機能生物学、生体物理医

学、脳神経医学の４専攻に改組された。 

   この改組に伴い、脳研究施設、医用電子研究施設、音声言語医学研究

施設の３施設が廃止された。 

平成11年 (1999) ４月 医学系研究科に医学科・歯学科・獣医学科以外の学部学科卒業者を対

象とする医科学修士課程が設置された。 

平成12年 (2000) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センターが設置された(学内共同教育

研究施設)。 

平成13年 (2001) ４月 医学部附属病院分院が医学部附属病院に統合された。 

平成14年 (2002) ３月 医学部附属看護学校、医学部附属助産婦学校が閉校となった。 

平成14年 (2002) ３月 医学部教育研究棟（第１期）が竣工した。 

平成15年 (2003) ４月 疾患生命工学センターが設立され、放射線研究施設と動物実験施設が

統合された。 
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平成16年 (2004) ４月 東京大学は、国立大学法人東京大学となった。 

平成17年 (2005) ３月 医学部教育研究棟（第２期）が竣工した。 

平成19年 (2007) ４月 医学系研究科に公衆衛生の専門職大学院（公共健康医学専攻）が設置

された。 

平成20年 (2008) ５月 東京大学医学部・医学部附属病院創立百五十年記念式典が挙行された。 

平成22年 (2010) ４月 医学部健康科学・看護学科が、健康総合科学科となった。 

平成23年 (2011) １月 医学系研究科に健康と医学の博物館が、設置された。 

平成24年 (2012) ４月 医学系研究科に研究倫理支援室が設置された。 

平成25年 (2013) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センター（学内共同研究施設）は、医

学系研究科附属医学教育国際研究センターに改組された。 

平成25年 (2013) 10月 医学系研究科にライフサイエンス研究器機支援室が設置された。 

平成27年 (2015) 10月 医学系研究科に臨床実習・教育支援室が設置された。 

平成28年 (2016) ４月 医学系研究科に利益相反アドバイザリー室が設置された。 

平成29年 (2017) ４月 医学系研究科にグローバルナーシングリサーチセンターが設置され

た。 

平成29年 (2017) ４月 ライフサイエンス連携研究教育拠点（連携研究機構）が設置された。 

平成29年 (2017) ４月 臨床生命医工学連携研究機構（連携研究機構）が設置された。 
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組     織 

 （専攻） （講座） （分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30.3.31 

細胞生物学  

生体構造学 

細胞構築学 

神経細胞生物学 

神経病理学 

神経生化学 

神経生物学 

統合生理学 

細胞分子生理学 

神経生理学 

放射線診断学（臨床） 

放射線治療学（臨床） 

核医学（臨床） 

発達脳科学 

認知・言語神経科学 

システム脳医学 

こころの発達医学 

精神医学（臨床） 

神経内科学（臨床） 

脳神経外科学（臨床）

分子予防医学 

公衆衛生学 

量子環境医学 

分子生物学 

細胞情報学 

代謝生理化学 

免疫学 

臨床免疫学（臨床） 

細胞分子薬理学 

システムズ薬理学 

微生物学 

感染制御学（臨床） 

システム生理学 

生体情報学 

生体機能制御学 

人体病理学・病理診断学 

分子病理学 

外科病理学（臨床） 

法医学 

医療情報学（臨床） 

がん政策科学講座（国立がん研究センター） 

感染病態学講座（国立感染症研究所） 

腫瘍病理学講座（国立がん研究センター） 

分子腫瘍学講座（(公) がん研究会がん研究所） 

生化学・分子生物学

法医学・医療情報経済学

社会予防医学

臨床神経精神医学

基礎神経医学

統合脳医学脳神経医学 

連携講座

社会医学 

生体物理医学 

免疫学

微生物学

病因・病理学 

分子細胞生物学 

機能生物学 

薬理学

細胞生物学・解剖学

生理学

病理学

放射線医学

医用生体工学

連携講座

臨床ゲノム情報学(国立国際医療研究センター) 

脂質医科学(国立国際医療研究センター) 

連携講座
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臨床病態検査医学 

輸血医学 

老年病学 

老化制御学 

皮膚科学 

形成外科学 

口腔顎顔面外科学 

整形外科学 

眼科学 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 

リハビリテーション医学 

麻酔学 

救急科学 

内分泌病態学 

代謝・栄養病態学 

血液・腫瘍病態学 

アレルギー・リウマチ学 

生体防御感染症学 

ストレス防御・心身医学 

小児科学 

発達発育学 

小児外科学 

小児腫瘍学 

生殖内分泌学 

生殖腫瘍学 

周産期医学 

分子細胞生殖医学 

呼吸器外科学 

心臓外科学 

消化管外科学 

肝胆膵外科学 

泌尿器外科学 

人工臓器・移植外科学 

腫瘍外科学 

血管外科学 

乳腺・内分泌外科学 

感覚・運動機能医学

臓器病態外科学

生体管理医学

健康科学

健康社会学 

精神保健学 

疫学・予防保健学 

健康学習・教育学 

健康増進科学 

生物統計学 

医療倫理学 

看護体系・機能学 

看護管理学 

家族看護学 

地域看護学 

行政看護学 

予防看護学

大学院医学系 
研究科 

生殖・発達・ 

加齢医学 

病態診断医学

産婦人科学

小児医学

生体防御腫瘍内科学

加齢医学

外科学 

健康科学・看護学 

分子糖尿病学講座（国立国際医療研究センター）連携講座

成育政策科学講座（国立成育医療研究センター）連携講座

内科学 

循環器内科学 

血管病態学 

呼吸器内科学 

消化器内科学 

腎臓内科学 

器官病態内科学
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骨・軟骨再生医療 

軟骨・骨再生医療（富士ソフト） 

免疫細胞治療学 

先端臨床医学開発 

コンピュータ画像診断学／予防医学 

医療安全管理学（東京海上日動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際社会医学 

国際生物医科学 

国際保健学 

国際保健政策学 

国際地域保健学 

人類遺伝学 

発達医科学 

人類生態学 

生物医化学 

生物統計学 

社会予防疫学 

臨床疫学・経済学 

医療コミュニケーション学（臨床） 

精神保健学 

健康教育・社会学 

保健社会行動学 

健康増進科学 

医療倫理学 

健康医療政策学 

医療情報システム学（臨床） 

臨床情報工学 

法医学・医事法学 

公共健康医学 行動社会医学

分子病態医科学部門 

構造生理学部門 

医療材料・機器工学部門 

臨床医工学部門 

健康環境医工学部門 

動物資源学部門 

放射線分子医学部門 

医工情報学部門 

附属疾患生命工学 
センター 

動物資源研究領域 

放射線研究領域 

医工情報研究領域 

研究基盤部門 

医学教育学部門 

医学教育国際協力学部門 

疫学保健学

医療科学

寄付講座 

医科学（修士） 

医学図書館 

国際交流室 

ＭＤ研究者育成プログラム室 

健康と医学の博物館 

研究倫理支援室 

ライフサイエンス研究機器支援室 

臨床実習・教育支援室 

統合医学のための CPC教育推進室（準備室） 

利益相反アドバイザリー室 

附属医学教育国際
研究センター 

研究科内施設 

保健医療科学講座（国立保健医療科学院）連携講座

臨床看護学

高齢者在宅長期ケア看護学 

緩和ケア看護学 

母性看護学・助産学 

精神看護学 

老年看護学 

創傷看護学 

精神保健政策学講座（国立精神医療研究センター）連携講座

ケアイノベーション創生部門 

看護システム開発部門 
附属グローバル 
ナーシングリサーチ 
センター 
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臨床試験データ管理学 

ユビキタス予防医学 

関節機能再建学 

重症心不全治療開発 

分子構造・動態・病態学 

ゲノム医学 

コンチネンス医学 

ライフサポート技術開発学（モルテン） 

ユースメンタルヘルス 

肺高血圧先進医療研究学 

免疫療法管理学 

慢性腎臓病（CKD）病態生理学 

運動器疼痛メディカルリサーチ＆マネジメント 

分子糖尿病科学 

統合的分子代謝疾患科学 

骨免疫学 

地域医薬システム学 

医療経済政策学 

生物統計情報学 

ロコモ予防学 

新世代創薬開発 

先進代謝病態学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康空間情報学 

リピドミクス 

アドバンスト ナーシング テクノロジー 

音声病態分析学 

ヘルスサービスリサーチ 

スキンケアサイエンス 

イメージング看護学 

医療品質評価学 

肥満メタボリックケア 

認知症先進予防治療学 

社会連携講座 

附属疾患生命工学センター 事務室 

細胞生物学・解剖学 

生化学・分子生物学 

生理学 

薬理学 

病理学 

微生物学 

免疫学 

放射線医学 

医用生体工学 

基礎神経医学 

統合脳医学 

臨床神経精神医学 

社会予防医学 

医学原論・倫理学 

法医学・医療情報経済学 

器官病態内科学 

生体防御腫瘍内科学 

病態診断医学 

（学科） 
 
医学科 

事務組織 

医学部 

医学系研究科・ 

医学部 

事務部

総務係 

人事係 

研究支援係 

教務係 

大学院係 

財務係 

契約係 

外部資金係 

経理係 

施設係 

図書受入係 

図書整理係 

情報サービス係 
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老年看護学 

家族看護学 

地域看護学 

基礎看護学 

成人保健・看護学 

精神衛生・看護学 

保健社会学 

保健管理学 

疫学・生物統計学 

人類生態学 

保健栄養学 

母子保健学 

母性看護学・助産学 

健康総合科学科 

一般外科 

胃・食道外科 

大腸・肛門外科 

肝・胆・膵外科 

血管外科 

乳腺・内分泌外科 

人工臓器・移植外科 

心臓外科 

呼吸器外科 

脳神経外科 

麻酔科・痛みセンター 

泌尿器科・男性科 

女性外科 

外科診療部門

内科診療部門

医学部 
附属病院 

皮膚科 

眼科 

整形外科・脊椎外科 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

リハビリテーション科 

形成外科・美容外科 

口腔顎顔面外科・矯正歯科 

総合内科 

循環器内科 

呼吸器内科 

消化器内科 

腎臓・内分泌内科 

糖尿病・代謝内科 

血液・腫瘍内科 

アレルギー・リウマチ内科 

感染症内科 

神経内科 

老年病科 

心療内科 診療部門 
・診療科 

感覚・運動機能科
診療部門 

産婦人科学 

小児医学 

加齢医学 

臓器病態外科学 

感覚・運動機能医学 

生体管理医学 
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材料管理部 

集中治療部 

病理部 

角膜移植部 

無菌治療部 

光学医療診療部 

血液浄化療法部 

地域医療連携部 

感染制御部 

企画情報運営部 

大学病院医療情報ネットワーク研究センター 

臓器移植医療部 

環境安全管理室 

こころの発達診療部 

組織バンク 

検診部 

がん相談支援センター 

パブリック・リレーションセンター 

国立大学病院データベースセンター 

外来化学療法部 

病歴管理部 

救命救急センター 

緩和ケア診療部 

小児医療センター 

災害医療マネジメント部 

国際診療部 

病態栄養治療部 

小児・新生児集中治療部 

臨床研究支援センター 

２２世紀医療センター 

ティッシュ・エンジニアリング部 

医工連携部 

トランスレーショナルリサーチセンター 

ゲノム医学センター 

早期・探索開発推進室 

薬剤部 

看護部 

事務部 

検査部 

手術部 

放射線部 

救急部 

輸血部 

総合周産期母子医療センター 

リハビリテーション部 

医療機器管理部  

中央施設部門

総務課 

管理課 

経営戦略課 

医事課 

臨床研究部門

小児科 

小児外科 

女性診療科・産科 

小児・周産・女性科
診療部門 

放射線科 

精神神経科診療部門

放射線科診療部門

精神神経科 



10 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入退院センター 

キャンサーボード 

 

バスキュラーボード 

周術期管理センター 

てんかんセンター 

免疫疾患治療センター 

入院診療運営部

外来診療運営部

中央診療運営部

診療運営組織

人事部 
地域連携型高度医療人
養成推進センター 

企画経営部

研究支援部

運営支援組織

医療評価室 

医療安全対策センター 

感染対策センター 

患者相談・臨床倫理センター 

医療評価・安全部

教育・研修部 総合研修センター 

接遇向上センター 

 臨床研究ガバナンス部 
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職 員 名 簿 

平成３０年３月１６日現在 

大学院医学系研究科 

専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師 

分子細胞生物学専攻 

細胞生物学・解剖学講座 

細胞生物学 (兼)  吉川雅英 

生体構造学 吉 川 雅 英 柳 澤 春 明 

細胞構築学 金 井 克 光 田 中 庸 介 

神経細胞生物学 岡 部 繁 男 岩 﨑 広 英 

生化学・分子生物学講座 

分子生物学 水 島  昇 山 本  林 

細胞情報学 間 野 博 行 

代謝生理化学 栗 原 裕 基 栗 原 由紀子 

連携講座 

臨床ゲノム情報学 (委嘱 )加藤規弘 

（国立国際医療研究センター） 

脂質医科学 (委嘱 )進藤英雄 

  （国立国際医療研究センター）    

機能生物学専攻 

生理学講座 

統合生理学 大 木 研 一 根 東  覚 

細胞分子生理学 松 崎 政 紀 

神経生理学 狩 野 方 伸 

薬理学講座 

細胞分子薬理学 ( 兼 ) 廣 瀬 謙 造 大久保 洋 平 

システムズ薬理学 上 田 泰 己 洲 崎 悦 生 

病因・病理学専攻 

病理学講座 

人体病理学・病理診断学 深 山 正 久 牛 久 哲 男 

森 川 鉄 平 

  分子病理学 宮 園 浩 平 鯉 沼 代 造  

外科病理学（臨床） 

微生物学講座 

微生物学 畠 山 昌 則 紙 谷 尚 子 

感染制御学（臨床） 森 屋 恭 爾 

免疫学講座 

免疫学 高 柳  広 新 田  剛 

臨床免疫学（臨床） 
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連携講座 

感染病態学講座 (委嘱 )脇田隆字 

（国立感染症研究所） 

腫瘍病理学講座 (委嘱 )中釜 斉 

  （国立がん研究センター）    

分子腫瘍学講座 (客員 )中村卓郎 

（(公)がん研究会がん研究所） 

生体物理医学専攻 

放射線医学講座 

放射線診断学（臨床） 阿 部  修 森 墾 

放射線治療学（臨床） 中 川 恵 一 山 下 英 臣 

核医学（臨床） 高 尾 英 正 

医用生体工学講座 

システム生理学 山 本 希美子 

生体情報学 ( 兼 ) 浦 野 泰 照 神 谷 真 子 

生体機能制御学 阿 部 裕 輔 磯 山  隆 

脳神経医学専攻 

基礎神経医学講座 

神経病理学 岩 坪  威 

神経生化学 尾 藤 晴 彦 

神経生物学 廣 瀬 謙 造 

統合脳医学講座 

発達脳科学 

認知・言語神経科学 

システム脳医学 

こころの発達医学 金 生 由紀子 

臨床神経精神医学講座 

精神医学（臨床） 笠 井 清 登 神 出 誠 一 郎 安 藤 俊 太 郎 

神経内科学（臨床） 戸 田 達 史 清 水  潤 

脳神経外科学（臨床） 齊 藤 延 人 中 冨 浩 文 

社会医学専攻 

社会予防医学講座 

分子予防医学 松 島 綱 治 上 羽 悟 史 

公衆衛生学 (兼) 小林廉毅 (兼) 豊川智之 冨 尾  淳 

量子環境医学 

法医学・医療情報経済学講座 

法医学 (兼)岩瀬博太郎 ( 兼 )槇野陽介  

医療情報学（臨床） (兼) 大江和彦 田 中 勝 弥 
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 連携講座    

  がん政策科学講座  (委嘱 )東 尚弘  

  （国立がん研究センター）    

内科学専攻 

器官病態内科学講座 

循環器内科学 小 室 一 成 森 田 啓 行 

血管病態学 

呼吸器内科学 長 瀬 隆 英 田 中  剛 

山 内 康 宏 

消化器内科学 小 池 和 彦 大 塚 基 之 

腎臓内科学 南 學 正 臣 

生体防御腫瘍内科学講座 

内分泌病態学 (兼) 南學正 臣 槙 田 紀 子 

代謝・栄養病態学 門 脇  孝 山 内 敏 正 鈴 木  亮 

血液・腫瘍病態学 黒 川 峰 夫 正 本 庸 介 

アレルギー・リウマチ学 藤 尾 圭 志 庄 田 宏 文 

生体防御感染症学 ( 兼 ) 森 屋 恭 爾 奥 川  周 

ストレス防御・心身医学 吉 内 一 浩 

病態診断医学講座 

臨床病態検査医学 矢 冨  裕 池 田  均 

輸血医学 岡 崎  仁 

 

連携講座    

 

分子糖尿病学講座    

 

（国立国際医療研究センター）    

生殖・発達・加齢医学専攻 

産婦人科学講座 

生殖内分泌学 藤 井 知 行 永 松  健 

生殖腫瘍学 織 田 克 利 

周産期医学 甲 賀 か を り 

分子細胞生殖医学 大 須 賀  穣 平 池  修 

小児医学講座 

小児科学 岡   明 滝 田 順 子 

発達発育学 北 中 幸 子 平 田 陽一郎 

小児外科学 藤 代  準 

小児腫瘍学 (兼) 滝田順子 

加齢医学講座 

老年病学 秋 下 雅 弘 小 川 純 人 

老化制御学 (兼) 秋下 雅 弘 山 口 泰 弘 
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 連携講座    

  成育政策科学講座  (委嘱)森臨太郎  

  （国立成育医療研究センター）    

外科学専攻 

臓器病態外科学講座 

呼吸器外科学 中 島  淳 

心臓外科学 小 野  稔 平 田 康 隆 

消化管外科学 瀬 戸 泰 之 野 村 幸 世 

肝胆膵外科学 長谷川   潔 

泌尿器外科学 久 米 春 喜 福 原  浩 

人工臓器・移植外科学 阪 本 良 弘 金 子 順 一 

腫瘍外科学 野 澤 宏 彰 川 合 一 茂 

血管外科学 保 科 克 行 

乳腺・内分泌外科学 田 辺 真 彦 

感覚・運動機能医学講座 

皮膚科学 佐 藤 伸 一 浅 野 善 英 宮 垣 朝 光 

形成外科学 岡 崎  睦 飯 田 拓 也 

口腔顎顔面外科学 星  和 人 西 條 英 人 

整形外科学 田 中  栄 齋 藤  琢 廣 瀬  旬 

松 原 全 宏 

眼科学 相 原  一 加 藤  聡 

蕪 城 俊 克 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 山 岨 達 也 岩 崎 真 一 

近 藤 健 二 

リハビリテーション医学 芳 賀 信 彦 

生体管理医学講座 

麻酔学 山 田 芳 嗣 内 田 寬 治 伊 藤 伸 子 

救急科学 森 村 尚 登 橘 田 要 一 

健康科学・看護学専攻 

健康科学講座 

健康社会学 (兼) 近藤 尚 己 

精神保健学 (兼) 川 上憲人 

疫学・予防保健学 (兼) 松 山  裕 (兼) 大庭幸治 

健康学習・教育学 (兼) 橋本 英樹 

健康増進科学 

生物統計学 

医療倫理学 (兼) 赤林  朗 (兼) 瀧本禎之 中 澤 栄 輔 

予防看護学講座 

看護体系・機能学 (兼) 武村雪絵 
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  看護管理学  武 村 雪 絵 竹 原 君 江 

家族看護学 上別府 圭 子 佐 藤 伊 織 

地域看護学 ( 兼 ) 山 本 則 子 成 瀬  昂 

行政看護学 

臨床看護学講座 

高齢者在宅長期ケア看護学 山 本 則 子 五 十 嵐  歩 

緩和ケア看護学 (兼) 山 本 則 子 

母性看護学・助産学 春 名 めぐみ 

精神看護学 (兼) 川 上憲人 宮 本 有 紀 

老年看護学 真 田 弘 美 仲 上 豪二朗 

創傷看護学 (兼) 真 田 弘 美 

 連携講座    

  精神保健政策学講座 (委嘱)金 吉晴 (委嘱)西 大輔  

  （国立精神・神経医療研究センター）     

国際保健学専攻 

国際社会医学講座 

国際保健政策学 渋 谷 健 司 GIRMOUR  STUART 

国際地域保健学 神 馬 征 峰 

国際生物医科学講座 

人類遺伝学 徳 永 勝 士 馬 淵 昭 彦 

発達医科学 水 口  雅 田 中 輝 幸 

人類生態学 梅 崎 昌 裕 

生物医化学 野 崎 智 義 渡 邊 洋 一 

公共健康医学専攻 

疫学保健学講座 

生物統計学 松 山  裕 (兼) 大庭幸治 

社会予防疫学 佐々木   敏 

臨床疫学・経済学 康 永 秀 生 

医療コミュニケーション学（臨床） 木 内 貴 弘 石 川 ひろの 

行動社会医学講座 

精神保健学 川 上 憲 人 

健康教育・社会学 近 藤 尚 己 

保健社会行動学 橋 本 英 樹 高 木 大 資 

健康増進科学 (兼) 瀧本禎之 

医療倫理学 赤 林  朗 瀧 本 禎 之 

医療科学講座 

健康医療政策学 小 林 廉 毅 豊 川 智 之 

医療情報システム学（臨床） 大 江 和 彦 
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臨床情報工学 小 山 博 史 

法医学・医事法学 (委嘱)岩瀬博太郎 槇 野 陽 介 

 連携講座    

  保健医療科学講座  (委嘱)福田 敬  

  （国立保健医療科学院）    

附属疾患生命工学センター 

分子病態医科学部門 宮 崎  徹 新 井 郷 子 

構造生理学部門 河 西 春 郎 

医療材料・機器工学部門 東 隆 伊 藤 大 知 

臨床医工学部門 (兼) 鄭  雄 一 大 庭 伸 介 

健康環境医工学部門 村 上  誠 大 迫 誠一郎 

動物資源学部門 饗 場  篤 中 尾 和 貴 

   葛 西 秀 俊  

放射線分子医学部門 宮 川  清 榎 本  敦 

細 谷 紀 子 

 医工情報学部門  今 井  健  

研究基盤部門 

動物資源研究領域 (兼) 饗場  篤 

放射線研究領域 (兼) 宮 川  清 

医工情報研究領域 (兼) 今井  健 

附属医学教育国際研究センター    

  医学教育学部門 江 頭 正 人  孫  大 輔 

  医学教育国際協力学部門   大 西 弘 高 

研究科内施設 

医学図書館 (館長・兼)康永秀生

国際交流室 (室長・兼)瀬戸泰之 GREEN JOSEPH

HOLMES CHRISTOPHER

名 西 恵 子 

MD 研究者育成プログラム室 (室長・兼)尾藤晴彦

健康と医学の博物館 (館長・兼)大江和彦

研究倫理支援室 (室長・兼)矢冨 裕 上 竹 勇三郎 

ライフサイエンス研究機器支援室 (室長)北 芳博 

臨床実習・教育支援室 (室長・兼)山岨達也

 総合医学のための CPC教育推進室(準備室) (室長・兼)深山正久  池 村 雅 子 
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内科診療部門 

総合内科 (兼) 南學正 臣 

循環器内科 (兼) 小室一 成 (兼) 森 田啓行 

赤 澤  宏 

瀧 本 英 樹 

呼吸器内科 (兼) 長瀬 隆 英 (兼) 田 中  剛 

(兼) 山 内康宏 

消化器内科 (兼) 小池和彦 (兼) 大塚基之 

多 田  稔 

    立 石 敬 介 

腎臓・内分泌内科 (兼) 南學正 臣 (兼) 槇田 紀 子 

    田 中 哲 洋 

    加 藤 秀 樹 

糖尿病・代謝内科 (兼) 門脇  孝 (兼) 山 内敏正 (兼) 鈴木  亮 

血液・腫瘍内科 (兼) 黒川峰夫 (兼) 正 本 庸 介 

    荒 井 俊 也 

アレルギー・リウマチ内科 (兼) 藤 尾圭志 (兼) 庄田宏文  

    久 保 か な え 

感染症内科 (兼) 森 屋 恭 爾 (兼) 奥川  周 

神経内科 (兼) 戸 田 達 史 (兼) 清 水  潤 岩 田  淳 

作 石 か お り 

老年病科 (兼) 秋下 雅 弘 (兼) 小川純人 (兼) 山口泰 弘 

心療内科 (兼) 吉 内 一 浩 

(兼) 瀧本禎之 

外科診療部門 

一般外科 (兼) 瀬 戸 泰之 

胃・食道外科 (兼) 瀬 戸 泰之 (兼) 野 村幸世 山 下 裕 玄 

大腸・肛門外科 (兼) 野 澤宏彰 (兼) 川 合 一茂 

    田 中 敏 明 

肝・胆・膵外科 (兼)長谷川  潔 有 田 淳 一 

血管外科 (兼) 保 科 克 行 

    高 山 利 夫 

乳腺・内分泌外科 (兼) 瀬 戸 泰之 (兼) 田辺真 彦 

人工臓器・移植外科 (兼)長谷川  潔 (兼) 阪本良弘 (兼) 金 子順一 

    赤 松 延 久 

心臓外科 (兼) 小野  稔 (兼) 平 田康隆 山 内 治 雄 

呼吸器外科 (兼) 中 島  淳 佐 藤 雅 昭 

脳神経外科 (兼) 齊 藤 延 人 (兼) 中 冨 浩 文 辛  正 廣 
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麻酔科・痛みセンター (兼) 山 田芳嗣 (兼) 内 田寬治 (兼) 伊藤 伸 子 

森  芳 映 

    河 村  岳 

泌尿器科・男性科 (兼) 久米春喜 (兼) 福原  浩 高 橋 さ ゆ り 

山 田 大 介 

女性外科 (兼)大須賀 穣 (兼) 織田 克利 平 田 哲 也 

感覚・運動機能科診療部門 

皮膚科 (兼) 佐藤 伸 一 (兼) 浅野善英  (兼) 宮垣朝光 

吉 崎  歩 

    菅   析 

眼科 ( 兼 )相原  一 (兼) 加 藤  聡 本 庄  恵 

(兼) 蕪城俊 克 小 畑  亮 

    澤 村 裕 正 

    宮 井 尊 史 

整形外科・脊椎外科 (兼) 田 中  栄 (兼) 齋藤  琢 (兼) 廣 瀬  旬 

    (兼) 松 原全宏 

大 島  寧 

    武 冨 修 治 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 (兼) 山岨達也 (兼) 岩 崎 真 一 二 藤 隆 春 

(兼) 近藤健二 安 藤 瑞 生 

吉 田 昌 史 

江 上 直 也 

リハビリテーション科 (兼) 芳賀信彦 

形成外科・美容外科 (兼) 岡 崎  睦 (兼) 飯田拓也 

口腔顎顔面外科・矯正歯科 (兼) 星  和人 (兼) 西條英 人 小笠原   徹 

大久保 和 美 

末 永 英 之 

小児・周産・女性科診療部門 

小児科 (兼) 岡   明 (兼) 北中幸子 (兼)平田陽一郎 

   (兼) 滝田順子 張 田  豊 

犬 塚  亮 

松 井 彦 郎 

小児外科 (兼) 藤 代  準 鈴 木  完 

女性診療科・産科 (兼) 藤 井 知 行 (兼)甲賀かをり 廣 田  泰 

(兼) 平池  修 原 田 美 由 紀 

(兼) 永松  健 松 本 陽 子 
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精神神経科診療部門 

精神神経科 (兼) 笠 井 清 登 (兼)神出誠一郎 (兼)安藤俊太郎 

荒 木  剛 

放射線科診療部門 

放射線科 (兼) 阿 部  修 (兼) 中 川 恵 一 ( 兼 ) 山 下 英 臣 

(兼) 高 尾 英 正 渡 谷 岳 行 

(兼) 森   墾 古 田 寿 宏 

中央診療施設等 

薬剤部 鈴 木 洋 史 高 田 龍 平 

    本 間  雅 

検査部 (兼) 矢冨  裕 (兼) 池 田  均 髙 井 大 哉 

湯 本 真 人 

大 門 雅 夫 

蔵 野  信 

手術部 安 原  洋 深 柄 和 彦 室 屋 充 明 

    村 越  智 

放射線部 (兼) 阿 部  修  佐 藤 次 郎 

救急部 (兼) 森 村 尚 登 (兼) 中 島  勧 (兼) 軍神 正 隆 

輸血部 (兼) 岡 崎  仁 

総合周産期母子医療センター (兼) 藤 井 知 行 坊 垣 昌 彦 

    垣 内 五 月 

リハビリテーション部 (兼) 芳賀信彦 篠 田 裕 介 

医療機器管理部 張  京 浩 

材料管理部 (兼) 深柄和彦 

集中治療部 (兼) 森 村 尚 登 (兼) 土井 研 人 

病理部 (兼) 牛 久 哲 男 牛 久  綾 

   佐々木   毅  

角膜移植部 臼 井 智 彦 

無菌治療部 (兼) 黒川峰夫 樋 渡 光 輝 

光学医療診療部 藤 城 光 弘 

血液浄化療法部 (兼) 南學正 臣 濱 崎 敬 文 

    松 本 明 彦 

地域医療連携部 (兼) 笠 井 清 登 (兼) 住谷 昌 彦 長 野 宏一朗 

感染制御部 (兼) 森 屋 恭 爾 

企画情報運営部 (兼) 大江和彦 (兼) 田 中勝弥 

    新  秀 直 

    河 添 悦 昌 

大学病院医療情報ネットワーク研究センター (兼) 木 内貴弘 (兼)石川ひろの 
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

臓器移植医療部 (兼)長谷川 潔 (兼) 赤松 延 久 

環境安全管理室 (兼) 山 本 知孝 

    泉 谷 昌 志 

こころの発達診療部 (兼)金生由紀子 

組織バンク (兼) 田 村純人 

検診部 (兼) 山 崎  力 

がん相談支援センター (兼) 野 村幸世 

パブリック・リレーションセンター (兼) 大江和彦 (兼) 新  秀直 

外来化学療法部 (兼) 黒川峰夫 

病歴管理部 (兼) 大江和彦 

救命救急センター (兼) 森 村 尚 登 (兼) 橘田要一 (兼) 軍神 正 隆 

   中 島  勧 土 井 研 人 

緩和ケア診療部 住 谷 昌 彦 

小児医療センター (兼) 岡   明 (兼) 藤 代  準 

災害医療マネジメント部 (兼) 森 村 尚 登 軍 神 正 隆 

国際診療部 田 村 純 人 山 田 秀 臣 

 病態栄養治療部  窪 田 直 人 伊地知 秀 明 

 小児・新生児集中治療部 高 橋 尚 人   

臨床研究支援センター 山  崎   力 坂 中 千 恵 

２２世紀医療センター (兼) 南學正 臣 

ティッシュ・エンジニアリング部 (兼) 星  和人 

医工連携部 (兼) 小野  稔 (兼) 山 内 治 雄 

トランスレーショナルリサーチセンター (兼) 黒川峰夫 (兼) 永井純正 

ゲノム医学センター (兼) 南學正 臣 

早期・探索開発推進室 (兼) 岩 坪  威 

人事部 (兼) 秋下 雅 弘 

地域連携型高度医療人養成推進センター 

医療評価・安全部 (兼) 佐藤 伸 一 

医療評価室 (兼) 山 本 知孝 

医療安全対策センター (兼) 中 島  勧 山 本 知 孝 

感染対策センター (兼) 森 屋 恭 爾 

患者相談・臨床倫理センター (兼) 瀧本禎之 

 教育・研修部 (兼) 佐藤 伸 一   

 総合研修センター (兼) 山岨達也  木 村 光 利 

 接遇向上センター (兼) 笠 井 清 登   

企画経営部 (兼) 田 中  栄 

研究支援部 (兼) 南學正 臣 

 臨床研究ガバナンス部    
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

入院診療運営部 (兼) 田 中  栄 

入退院センター 

キャンサーボード (兼) 宮 川  清 

外来診療運営部 (兼) 笠 井 清 登 

中央診療運営部 (兼) 住谷 昌 彦 

バスキュラーボード (兼) 住谷 昌 彦 
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寄付講座 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

骨・軟骨再生医療講座 松 本 卓 巳 矢 野 文 子 

セル＆ティッシュエンジニアリング講座  疋 田 温 彦 

免疫細胞治療学講座 垣 見 和 宏 松 下 博 和 

先端臨床医学開発講座 

コンピュータ画像診断学/予防医学講座 林  直 人 
宇 野 漢 成

吉 川 健 啓  

医療安全管理学(東京海上日動)講座 安 樂 真 樹 

臨床試験データ管理学講座    

ユビキタス予防医学講座 池 田 祐 一 

関節機能再建学講座 茂 呂  徹 

重症心不全治療開発講座  波 多 野  将  

分子構造・動態・病態学講座 廣 川 信 隆 

ゲノム医学講座 河 津 正 人 

コンチネンス医学講座 井 川 靖 彦 相 澤 直 樹 

ライフサポート技術開発学(モルテン)講座 森  武 俊 野 口 博 史 

肺高血圧先進医療研究学講座    

免疫療法管理学講座  神 田 浩 子  

慢性腎臓病（CKD）病態生理学講座  稲 城 玲 子  

運動器疼痛メディカルリサーチ＆マ

ネジメント講座 
松 平  浩 岡  敬 之  

分子糖尿病科学講座  脇  裕 典  

統合的分子代謝疾患科学講座  岩 部 真 人  

骨免疫学講座  岡 本 一 男  

地域医薬システム学講座 今 井 博 久   

医療経済政策学講座 田 倉 智 之   

生物統計情報学講座 小 出 大 介 平 川 晃 弘 坂 巻 顕 太 郎 

ロコモ予防学講座 吉 村 典 子   

新世代創薬開発講座  松 岡  茂  

分子神経学講座 辻  省 次 三 井  純  

先進代謝病態学講座  岩 部 美 紀  
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社会連携講座 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

健康空間情報学講座 脇  嘉 代 

リピドミクス講座 清 水 孝 雄 徳 舛 富由樹 

アドバンスト ナーシング テクノロジー講座 村 山 陵 子 

音声病態分析学講座  徳 野 慎 一  

ヘルスサービスリサーチ講座  城  大 祐  

スキンケアサイエンス講座  峰 松 健 夫 玉 井 奈 緒 

イメージング看護学講座  藪 中 幸 一 吉 田 美 香 子 

医療品質評価学講座 宮 田 裕 章 縄 田  寛 隈 丸  拓 

肥満メタボリックケア講座  愛 甲  丞 小 川 雅 子 

認知症先進予防治療学講座  橋 本 唯 史  

 

運営費交付金（精神保健学分野） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

メンタルヘルス専門家養成プログラ

ム 
  今 村 幸 太 郎 

 

運営費付金（医学部附属病院） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

外来化学療法の安全向上に関する研

究   
石 神 浩 徳 

 

特定事業費 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

大学病院医療情報ネットワーク研究

センターの機能強化   
岡 田 昌 史 

グローバルナーシングリサーチセン

ターにおける看護研究推進 

C H A N  K O 

E D W A R D 
  

トランスレーショナルリサーチ  大 江 真 琴  
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大学教育再生戦略推進費（文部科学省） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

がん最適化医療を実現する医療人育

成（多様な新ニーズに対応する「がん

専門医療人材（がんプロフェッショナ

ル）」養成プラン） 

  

畑  啓 介 

建 石 良 介 

 

 

大学改革推進等補助金（文部科学省） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

ライフイノベーションを先導するリ

ーダー養成プログラム  
江 幡 正 悟 

 

社会構想マネジメントを先導するグ

ローバルリーダー養成プログラム 
 李  廷 秀  

 

未来医療研究人材養成拠点形成事業（文部科学省） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

新しい大学－地域間連携での研究人

材養成  
山 中  崇 

 

メディカル・イノベーション推進人材

の養成 
 吉 本  真  

 

大学病院における医師等の教育研究基盤充実経費（医学部附属病院） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

臨床研究ガバナンス部 

臨床研究の監査体制とガバナンスの

強化 

森 豊 隆 志 
  

 

 

※平成３０年３月１６日現在、特任教授、特任准教授、特任講師のいずれかが在職する組織のみ記載した。 
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人事異動（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 

 

区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 村 上  誠 H29.4.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

健康環境・医工学部門教授 

東京都医学総合研究所 

参事研究員 

兼 務 山 本 則 子 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

地域看護学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

高齢者在宅長期ケア看護学 

採 用 野 澤 宏 彰 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

腫瘍外科学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

特任講師 

採 用 大 庭 伸 介 H29.4.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

臨床医工学部門准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

採 用 葛 西 秀 俊 H29.4.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

動物資源学部門准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

特任准教授 

昇 任 仲上豪二朗 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

老年看護学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

老年看護学講師 

昇 任 西 條 英 人 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔顎顔面外科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師 

昇 任 齋 藤  琢 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

整形外科学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

整形外科学講師 

昇 任 高 尾 英 正 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

核医学准教授 

東京大学医学部附属病院 

放射線科講師 

兼 務 瀧 本 禎 之 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

健康増進科学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

医療倫理学准教授 

配 置 換 宮 垣 朝 光 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

皮膚科学講師 

東京大学医学部附属病院 

皮膚科・皮膚光線レーザー科講師

配 置 換 山 口 泰 弘 H29.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

老化制御学講師 

東京大学医学部附属病院 

老年病科講師 

採 用 山 田 大 介 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科講師 

国立国際医療研究センター病院 

第二泌尿器科医長 

採 用 鈴 木  完 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

小児外科講師 

埼玉県立小児医療センター 

医長 

採 用 松 本 陽 子 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

女性診療科・産科講師 

厚生労働省医政局地域医療計画課

厚生労働技官 
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区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 本 間  雅 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

薬剤部講師 

東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

昇 任 宮 井 尊 史 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

眼科・視覚矯正科講師 

東京大学医学部附属病院 

眼科・視覚矯正科助教 

昇 任 末 永 英 之 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科講師 

東京大学医学部附属病院 

顎口腔外科・歯科矯正歯科助教 

昇 任 渡 谷 岳 行 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

放射線科講師 

東京大学医学部附属病院 

放射線科助教 

昇 任 蔵 野  信 H29.4.1 
東京大学医学部附属病院 

検査部講師 

東京大学医学部附属病院 

検査部助教 

委 嘱 國 土 典 宏 H29.4.6 
東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学教授 

国立国際医療研究センター 

理事長 

昇 任 槇 野 陽 介 H29.4.16 
東京大学大学院医学系研究科 

法医学・医事法学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

法医学・医事法学講師 

昇 任 大 塚 基 之 H29.4.16 
東京大学大学院医学系研究科 

消化器内科学講師 

東京大学医学部附属病院 

消化器内科助教 

採 用 松 原 全 弘 H29.4.16 
東京大学大学院医学系研究科 

整形外科学講師 

東京大学医学部附属病院 

特任臨床医 

昇 任 江 頭 正 人 H29.5.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属医学教育国際研究センター 

医学教育部門教授 

東京大学医学部附属病院 

教育・研修部教授 

昇 任 高 橋 尚 人 H29.5.1 

東京大学医学部附属病院 

総合周産期母子医療センター 

教授 

東京大学医学部附属病院 

総合周産期母子医療センター 

准教授 

昇 任 森   墾 H29.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

放射線診断学准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

放射線診断学講師 

昇 任 田 中 庸 介 H29.5.1 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞生物学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

細胞生物学助手 

採 用 荒 木  剛 H29.5.1 
東京大学医学部附属病院 

精神神経科講師 

東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

辞 職 藤 乘 嗣 泰 H29.5.31 

獨協医科大学 

循環器・腎臓内科血液浄化センター

准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

腎臓内科学講師 

委 嘱 岡 崎  睦 H29.6.1 
東京大学大学院医学系研究科 

形成外科学教授 

東京医科歯科大学 

医歯学総合研究科教授 

所属変更 高 橋 尚 人 H29.6.1 
東京大学医学部附属病院 

小児・新生児集中治療部教授 

東京大学医学部附属病院 

総合周産期母子医療センター教授
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昇 任 中 澤 栄 輔 H29.6.1 
東京大学大学院医学系研究科 

医療倫理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

医療倫理学助教 

昇 任 垣 内 五 月 H29.6.1 
東京大学医学部附属病院 

総合周産期母子医療センター講師

東京大学医学部附属病院 

小児科助教 

昇 任 藤 尾 圭 志 H29.6.16 
東京大学大学院医学系研究科 

アレルギー・リウマチ学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

アレルギー・リウマチ学准教授 

配 置 換 山 下 英 臣 H29.6.16 
東京大学大学院医学系研究科 

放射線治療学講師 

東京大学医学部附属病院 

放射線科講師 

辞 職 鎌 田 昌 洋 H29.6.30 
帝京大学医学部附属病院 

講師 

東京大学医学部附属病院 

皮膚科講師 

昇 任 柳 澤 春 明 H29.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

生体構造学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

生体構造学助教 

昇 任 正 本 庸 介 H29.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

血液・腫瘍病態学講師 

東京大学医学部附属病院 

血液・腫瘍内科助教 

昇 任 古 田 寿 宏 H29.7.1 
東京大学医学部附属病院 

放射線科講師 

東京大学医学部附属病院 

放射線科助教 

昇 任 田 中 敏 明 H29.7.16 
東京大学医学部附属病院 

大腸・肛門外科講師 

東京大学医学部附属病院 

大腸・肛門外科助教 

昇 任 高 山 利 夫 H29.7.16 
東京大学医学部附属病院 

血管外科講師 

東京大学医学部附属病院 

血管外科助教 

辞 職 小 松 孝 美 H29.7.31 
NTT 東日本関東病院 

麻酔科部長 

東京大学医学部附属病院 

手術部講師 

採 用 戸 田 達 史 H29.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経内科学教授 

神戸大学大学院医学系研究科 

教授 

採 用 野 崎 智 義 H29.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

生物医化学教授 

国立感染症研究所 

寄生動物部部長 

昇 任 根 東  覚 H29.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

統合生理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

統合生理学助教 

配 置 換 槙 田 紀 子 H29.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

内分泌病態学講師 

東京大学医学部附属病院 

腎臓・内分泌内科講師 

辞 職 高 橋 倫 子 H29.8.31 北里大学医学部主任教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

構造生理学講師 

辞 職 武 笠 晃 丈 H29.8.31 
熊本大学医学部附属病院 

脳神経外科教授 

東京大学医学部附属病院 

脳神経外科講師 

配 置 換 垣 内 千 尋 H29.8.31 
東京大学バリアフリー支援室 

准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

精神医学准教授 
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昇 任 庄 田 宏 文 H29.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

アレルギー・リウマチ学講師 

東京大学医学部附属病院 

アレルギー・リウマチ内科助教 

昇 任 久保かなえ H29.9.1 
東京大学医学部附属病院 

アレルギー・リウマチ内科講師 

東京大学医学部附属病院 

アレルギー・リウマチ内科助教 

昇 任 室 屋 充 明 H29.9.1 
東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター講師 

東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター助教 

死 亡 渡 邉 聡 明 H29.9.29  
東京大学大学院医学系研究科 

腫瘍外科学教授 

早期退職 多田敬一郎 H29.9.30 
国立国際医療研究センター病院 

乳腺外科医長 

東京大学大学院医学系研究科 

乳腺・内分泌外科准教授 

採 用 岡 崎  睦 H29.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

形成外科学教授 

東京医科歯科大学 

形成外科教授 

採 用 松 井 彦 郎 H29.10.1 
東京大学医学部附属病院 

小児科講師 

長野県立こども病院 

小児集中治療科部長 

勤 務 換 室 屋 充 明 H29.10.1 
東京大学医学部附属病院 

手術部講師 

東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター講師 

兼 務 永 井 純 正 H29.10.1 
東京大学医学部附属病院 

トランスレーショナルリサーチセンター講師 

東京大学医科学研究所 

附属最先端医療研究センター講師

採 用 田 辺 真 彦 H29.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

乳腺・内分泌外科講師 

佐々木研究所附属杏雲堂病院 

乳腺外科科長 

昇 任 菅    析 H29.11.1 
東京大学医学部附属病院 

皮膚科講師 

東京大学医学部附属病院 

皮膚科助教 

昇 任 村 越  智 H29.11.1 
東京大学医学部附属病院 

手術部講師 

東京大学医学部附属病院 

材料管理部助教 

死 亡 狩野章太郎 H29.11.9  
東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科講師 

辞 職 渡 辺 昌 文 H29.11.30 山形大学医学部教授 
東京大学医学部附属病院 

循環器内科講師 

辞 職 林  俊 宏 H29.11.30 
帝京大学医学部 

生理学講座教授 

東京大学医学部附属病院 

神経内科講師 

昇 任 長谷川  潔 H29.12.1 
東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学准教授 

採 用 久 米 春 喜 H29.12.1 
東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学教授 

国立国際医療研究センター病院 

手術管理部門長 

辞 職 藤 村 哲 也 H29.12.31 
国立国際医療センター病院 

第一泌尿器科医長 

東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学准教授 

昇 任 梅 崎 昌 裕 H30.1.1 
東京大学大学院医学系研究科 

人類生態学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

人類生態学准教授 
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昇 任 星  和 人 H30.1.1 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔顎顔面外科学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

口腔顎顔面外科学准教授 

昇 任 安藤俊太郎 H30.1.1 
東京大学大学院医学系研究科 

精神医学講師 

東京大学医学部附属病院 

精神神経科助教 

採 用 瀧 本 英 樹 H30.1.1 
東京大学医学部附属病院 

循環器内科講師 

東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

昇 任 作石かおり H30.1.1 
東京大学医学部附属病院 

神経内科講師 

東京大学医学部附属病院 

神経内科助教 

兼 務 吉 川 雅 英 H30.1.10 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞生物学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

生体構造学教授 

分野変更 田 中 庸 介 H30.1.24 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞構築学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

細胞生物学講師 

昇 任 河 村  岳 H30.2.1 
東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター講師 

東京大学医学部附属病院 

麻酔科・痛みセンター助教 

辞 職 間 野 博 行 H30.3.31 国立がん研究センター研究所長 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞情報学教授 

定年退職 松 島 綱 治 H30.3.31 
東京理科大学生命医科学研究所 

嘱託教授 

東京大学大学院医学系研究科 

分子予防医学教授 

定年退職 門 脇  孝 H30.3.31 帝京大学医学部常勤客員教授 
東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学教授 

早期退職 山 崎  力 H30.3.31 
国際医療福祉大学 

大学院医学系研究科教授 

東京大学医学部附属病院 

臨床研究支援センター教授 

辞 職 森 川 鉄 平 H30.3.31 
NTT 東日本関東病院 

病理診断科部長 

東京大学医学部附属病院 

臨床研究支援センター教授 

任期満了 阿 部 裕 輔 H30.3.31 さくらテラス青葉町診療所長 
東京大学大学院医学系研究科 

生体機能制御学准教授 

任期満了 池 田  均 H30.3.31 住友商事診療所非常勤医師 
東京大学大学院医学系研究科 

臨床病態検査医学准教授 

早期退職 阪 本 良 弘 H30.3.31 杏林大学医学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

人工臓器・移植外科学准教授 

辞 職 福 原  浩 H30.3.31 杏林大学医学部教授 
東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学准教授 

辞 職 
GILMOUR 

STUART 
H30.3.31 

聖路加国際大学 

公衆衛生大学院教授 

東京大学大学院医学系研究科 

国際保健政策学教授 

辞 職 石川ひろの H30.3.31 
帝京大学 

大学院公衆衛生学研究科教授 

東京大学大学院医学系研究科 

医療コミュニケーション学准教授

辞 職 臼 井 智 彦 H30.3.31 
国際医療福祉大学 

三田病院眼科主任教授 

東京大学医学部附属病院 

角膜移植部准教授 
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辞 職 根 東  覚 H30.3.31 
東京大学ニューロインテリジェン

ス国際研究機構特任准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

統合生理学講師 

任期満了 上 羽 悟 史 H30.3.31 
東京理科大学生命医科学研究所 

嘱託准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

分子予防医学講師 

辞 職 竹 原 君 江 H30.3.31 
名古屋大学大学院医学系研究科 

准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

看護管理学講師 

定年退職 

HOLMES 

CHRISTOP

HER 

H30.3.31 東京大学医学部非常勤講師 
東京大学大学院医学系研究科 

国際交流室講師 

辞 職 加 藤 秀 樹 H30.3.31 
東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

東京大学医学部附属病院 

腎臓・内分泌内科准教授 

辞 職 荒 井 俊 也 H30.3.31 
東京警察病院 

血液内科主任医長 

東京大学医学部附属病院 

血液・腫瘍内科講師 

辞 職 高橋さゆり H30.3.31 帝京大学医学部講師 
東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科講師 

辞 職 江 上 直 也 H30.3.31 江上耳鼻咽喉科医院医師 
東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科講師 

辞 職 張  京 浩 H30.3.31 
帝京大学医学部附属病院 

麻酔科准教授 

東京大学医学部附属病院 

医療機器管理部講師 

任期満了 長野宏一朗 H30.3.31  
東京大学医学部附属病院 

地域医療連携部講師 
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（延べ人数） 

地   域 国     名 教   授 准 教 授

アジア・大洋州 

中東 

アラブ首長国連邦 

イスラエル国 

イラン・イスラム共和国 

インド 

インドネシア共和国 

オーストラリア連邦 

カンボジア王国 

シンガポール共和国 

スリランカ民主社会主義共和国 

タイ王国 

大韓民国 

台湾 

中華人民共和国 

トルコ共和国 

ネパール連邦民主共和国 

バングラデシュ人民共和国 

フィジー共和国 

フィリピン共和国 

ベトナム社会主義共和国 

香港 

マレーシア 

モンゴル国 

ラオス人民民主共和国 

４

１ 

１ 

２ 

６ 

１１ 

１ 

１３ 

１ 

１１ 

２０ 

１９ 

３２ 

１ 

３ 

０ 

１ 

０ 

２ 

４ 

２ 

２ 

３ 

０

０ 

０ 

０ 

４ 

２ 

０ 

６ 

１ 

１ 

８ 

５ 

２０ 

０ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

北米・中南米 アメリカ合衆国 

アルゼンチン共和国 

カナダ 

メキシコ合衆国 

７２

１ 

１ 

３ 

４３

１ 

２ 

１ 

ヨーロッパ 英国

イタリア共和国 

オーストリア共和国 

オランダ王国 

キプロス共和国 

ギリシャ共和国 

クロアチア共和国 

スイス連邦 

スウェーデン王国 

スペイン 

セルビア共和国 

チェコ共和国 

デンマーク王国 

ドイツ連邦共和国 

ハンガリー 

フィンランド共和国 

フランス共和国 

ベルギー王国 

ポルトガル共和国 

１２

１０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

５ 

７ 

１ 

３ 

２ 

１２ 

０ 

２ 

８ 

１ 

４ 

５

２ 

０ 

３ 

０ 

０ 

０ 

３ 

１ 

１０ 

２ 

１ 

２ 

６ 

１ 

１ 

４ 

０ 

０ 

アフリカ エジプト・アラブ共和国

ガーナ共和国 

南アフリカ共和国 

１

０ 

２ 

０

１ 

０ 
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細胞生物学・細胞構築学 
 

准 教 授  

金井克光 

講 師 ・ 助 手  

田中庸介、本間典子 

 

ホームページ http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

教 育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座が一体となっ

て行っている。教育は、講義と実習ならびにフリ

ークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨

学（５コマ、16時間）、肉眼解剖学（実習 61コマ、

193時間）、細胞生物学、発生学、組織学総論・各

論（講義、実習 36 コマ、114 時間）合計 323 時

間を大講座全体で協力し一体として行っている。

また健康科学・看護学科生に研究方法論（２コマ、

６時間）、解剖示説（５コマ、16 時間）合計 22

時間の教育を行っている。実習は教授、准教授、

講師の内１名と助手が１名組んで担当している。

なお、他学部（教育学部、理学部、文学部等）生

を対象に肉眼解剖学及び組織学の講義、実習（25

コマ、80時間）も行っている。又大学院共通講義

（分子細胞生物学入門）を 15コマ（23時間）と

実習 40コマ（70時間）行っており、総計 518時

間である。 

講義は、細胞生物学、発生学、組織学総論、組

織学各論を教授、准教授、講師が分担しており、

細胞及び組織の構造を機能と関連づけて、遺伝子、

分子のレベルから理解できるように配慮した研究

の先端を取り入れた魅力あるものにしようと努力

している。 

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、

細胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 

 

研 究 

本大講座では細胞生物学の分野の多岐にわた

る研究を行っており特に細胞骨格の分子細胞生物

学；細胞内の物質輸送の機構及び細胞の形作りの

機構の研究を行っている。 

神経細胞や上皮細胞をはじめすべての細胞は、

細胞の機能にとり必須の機能蛋白分子を合成後、

様々な膜小器官あるいは蛋白複合体さらには

mRNA 蛋白複合体として目的地へ適正な速度で

輸送する必要がある。この細胞内の物質輸送は細

胞の重要な機能、形作りそして生存のため必須で

ある。私達は今までにこの輸送機構の主役である

微小管をレールとしたキネシンスーパーファミリ

ーモーター分子群（KIFs）を発見し哺乳類の全遺

伝子４５個を同定した。またこの KIFs が多様な

機能分子を輸送するだけでなく脳の高次機能、神

経回路網形成、左右の決定、腫瘍の抑制等に重要

な役割を果たす事を明らかにして来た。このよう

にモーター分子群 KIFs は重要な細胞機能の根幹

を担っていると同時に私達の体の様々な基本的生

命現象に深く関わっておりこの研究は分子細胞生
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物学、神経科学、発生生物学、生物物理学、臨床

医学等の広範な学問分野に大きな学術的意義を有

すると思われる。私達は今まで遺伝子群の発見、

機能の解析、個体レベルの機能解析、作動原理等

すべての課題について常に世界をリードする研究

を行なって来た。しかしながら未知の多くの課題

が存在しこれらを解く為世界に先駆けて研究を大

きく発展させることを目的としている。本年度は

以下の研究成果を得た。 

 

A) KIF2による効率の良い微小管脱重合機構を解

明 

KIF2 は私たちが同定したキネシンで、微小管を

脱重合する特殊な活性を持つ。今回私達は KIF2

が ATP を使い、チューブリンと大きな複合体を

形成して微小管を効率良く脱重合することを示し

た。神経細胞の形成や細胞分裂など、微小管の脱

重合は秩序立って効率良く進められる必要がある

が、多くのチューブリンからなる微小管を、どの

ように少数の KIF2が先端から順番に解体するの

か、その仕組みは不明だった。 

 私達は KIF2が微小管を脱重合する過程の分子

の変化を、サイズ排除クロマトグラフィーや動的

光散乱法・超遠心分析法・質量分析法などを用い

て詳細に解析し、ATP１分子を加水分解する過程

で、KIF2 の機能ドメイン１つがチューブリン二

量体を２セット捉えた大きな構造（１：２複合体）

を形成し、１分子の KIF2でチューブリン二量体

を２分子解体することを明らかした（Ogawa et al. 

Cell Rep, 2017）。 

 私達はさらにそのメカニズムも明らかにした。

微小管末端におけるKIF2のATP加水分解開始は、

KIF2 表面の屈曲や α４ヘリックス末端の弛緩な

どの構造変化を伴いチューブリン表面への強い結

合を引き起こす。さらに、KIF2に特異的なNeck

と呼ばれる構造がとなりのチューブリン２量体の

表面に結合し、後から結合しようとする KIF2を

阻害する。これらのメカニズムによって KIF2は

チューブリンと１：２複合体を形成できる

（Ogawa et al. Cell Rep,  2017）。 

微小管の重合／脱重合のコントロールの破綻は、

神経変性疾患や細胞分裂異常による癌の形成など、

多くの疾患を引き起こす。本研究によって明らか

になった微小管脱重合機構の解明は、今後の微小

管関連疾患の病態理解・治療法解明の基盤となる。 

 

B) KIF2A は、神経軸索、及び樹状突起の形成、

及び海馬の神経回路形成に基本的役割を持ちそ

の欠損は、回帰性回路を形成し癲癇を起因する。 

マウスの生後の海馬において、歯状回顆粒細胞に

特に多く存在する KIF2A が、細胞骨格である微

小管に働きかけて神経突起の長さと形状を巧みに

調節することによって、その突起が将来軸索と樹

状突起のどちらになるかを決定づけ、さらには精

緻な神経回路の形成と維持に重要な役割を果たし

ていることを明らかにした（Homma et al. eLife, 

2018）。 

KIF2A は、微小管を端から脱重合させることで、

その長さを調節するタンパク質である。KIF2Aは、

哺乳類胎児の脳に多く存在し、胎児の神経系が発

達する時に、神経細胞の軸索分枝の不必要な伸長

を抑制し、神経細胞の移動や伸び縮みに重要な働

きをすることを私たちは、先に明らかにした。こ

の KIF2A は、神経細胞の新生が生後も長く続く

とされる海馬や嗅球で多く見られることから、生

後の脳の成長や機能に重要な役割を果たしている

と考え、さらには、大脳皮質形成異常をもつヒト

乳児において、KIF2Aの遺伝子に異常がみつかっ

たことから、大脳皮質の発達にも関わりがあると

注目した。しかし、既存のKIF2A 欠損マウスは、

生後 1 日で死んでしまうため、生後の機能解析が

不可能であった。 

 そこで今回、タモキシフェンを投与するとその

タイミングで KIF2A を欠損させられる「条件つ
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き KIF2A 欠損マウス」を作成し、生後のいくつ

かの時期に KIF2A を欠損させた。その結果、幼

若期に KIF2A を欠損させたマウスは、過活動や

てんかん発作を起こして多くが死亡した。KIF2A

が海馬の中でも特に「歯状回顆粒細胞」に多く存

在したことから、歯状回に注目して解析を進めた

ところ、KIF2Aは、歯状回顆粒細胞の突起が適正

な長さになると、その伸長を抑制することで、軸

索を軸索として、樹状突起を樹状突起として成長

させることを明らかにした。また、条件付き

KIF2A 欠損マウスの歯状回には、異常な回帰性神

経回路ができていて海馬全体が興奮しやすくなっ

ていたことから、歯状回顆粒細胞の神経突起が正

常な長さに伸長して適正な軸索や樹状突起に成長

することは、正確な神経回路の形成と維持・再編

に重要であることが示唆された（Homma et al. 

eLife, 2018）。 

 ヒトの海馬では、歯状回の顆粒細胞のみが、一

生を通じて作り続けられており、新生した細胞の

突起形成や神経回路の精緻な再構成が、記憶に特

に重要と考えられていることから、KIF2Aは、記

憶や学習の要となる過程に深く関わっていること

が示唆された。また、KIF2Aのさらなる機能の研

究は、神経系疾患の病態解明・創薬にも応用でき

る可能性がある。 

 

C) 分子モーターKIF21B による恐怖記憶の制御

機構の解明 

恐怖の記憶消去の異常は、心的外傷後ストレス障

害(PTSD)などに重要な役割を演じているが、その

メカニズムはほとんど明らかになっていなかった。

私たちは、KIF21B分子モーターがシナプスの構

造を制御する Rac1 タンパク質の制御分子

ELMO1 複合体をダイナミックに輸送して Rac1

タンパク質の「活性サイクル」を終結させ、シナ

プス伝達効率の「長期抑圧」を通して恐怖記憶が

消去されることを解明した（Morikawa Mo. et al. 

Cell Rep, 2018）。Kif21b遺伝子を欠損したノッ

クアウトマウスを作成したところ、Rac1 タンパ

ク質の活性化が長く持続し、場所につながる恐怖

の記憶がほとんど消去できない PTSD 様の症状

を示した。そこで、このノックアウトマウスに

ELMO1複合体の阻害剤 CPYPPを投与してみる

と、野生型マウスとまったく同じように恐怖記憶

を消去できるようになった。この研究により、キ

ネシン分子モーターのかかわるシナプス可塑性の

新しい分子機構が解明されたことは、記憶の書き

換え障害が関与する PTSD 等の難治性精神疾患

の治療に道を開くものである（Morikawa Mo et 

al.Cell Rep, 2018）。 

 

D) KIF1B beta は、IGF1R を輸送し軸索伸長に

基本的な役割を持ち、ヒトでのその結合部位の変

異は、IGF1R輸送を傷害し Charcot-Marie-Tooth 

type 2A1 ( CMT2A1 )の病態の本態をなす。 

私たちは先に、KIF1B beta モーター分子を同定

し、KIF1B beta が、相同性の高いKIf1A ととも

にその satlk domainがDENN/MADD を介して

シナップス小胞前駆体に含まれる Rab3A に結合

しシナップス小胞前駆体を軸索内で順行性に輸送

する事を示した。さらにその遺伝子欠損マウスの

解析により、KIF1B beta の欠損により、軸索の

伸長が障害され神経細胞死が起こることを示した。 

ホモ個体は、生後すぐに死ぬがヘテロ個体は、生

き残り 1 年後には、筋力低下、staggering gate を

示しヒト神経変性症様の症状を呈した。そこで

KIF1B beta の遺伝子座の解析から CMT2A1 の

家系の患者の KIF1B beta のモーター領域に、

Q98L 変異がありこの為この変異モーターの運

動活性は極めて低くこれが病態の根拠となってい

ることを示した。しかしシナップス小胞蛋白の遺

伝子欠損マウスでは、神経細胞死を説明できずに

不明な点が残っていた。 

今回、私たちは、KIF1B beta の stalk domain が
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直接 IGF1R beta の細胞内 domain と結合し、

KIF1B beta は、IGF1R を含む小胞を軸索内で

順行性に輸送する事を解明した。これにより

KIF1B beta が PI3K signaling を介して軸索の

伸長を制御していることも分かった（Xu et al. J. 

Cell Biol, 2018）。 

又、米国のCMT2A1 患者の 2 家系で共通に stalk 

domain に Y1087C 変異があり、この KIF1B 

beta は、IGF1R と結合できずに 1GF1R を含む

小胞を輸送できず、この為、軸索伸長も障害され

ることが判明した。この解明により CMT2A1 の

病態がより明らかになった。 

発表論文 

 

1. Ogawa, T., S. Saijo, N. Shimizu, X. Jiang 

and N. Hirokawa. Mechanism of Catalytic 

Microtubule Depolymerization via KIF2-

tubulin Transitional Conformation. Cell  

Rep.  20: 2626–2638, 2017. 

2. Ogawa, T., and N. Hirokawa.  Multiple 

analyses of protein dynamics in solution. 

Biophy. Rev. https://doi.org/10.1007/s12551

-017-0354-7 2017 

3. Homma, N. R., Zhou, M. I. Naseer, A. G.. 

Chaudhary, M. H. Al-Qahtani, and N. 

Hirokawa. KIF2A regulates the develop-

ment of dentate granule cells and postnatal 

hippocampal wiring. eLife 7: e30935. DOI: 

https://doi.org/10.7554/eLife. 30935, 2018. 

4. Morikawa, Mo.,Y. Tanaka, H. –S. Cho, M. 

Yoshihara, and N. Hirokawa. The 

molecular motor KIF21B mediates synaptic 

plasticity and fear extinction by 

terminating Rac1 activation. Cell Rep. 23: 

3864-3877, 2018. 

5. Xu, F., Takahashi, H., Tanaka, Y., Ichinose, 

S., Niwa, S., M. P. Wicklund, and N. 

Hirokawa. KIF1B beta mutations detected 

in hereditary neuropathy impair IGF1R 

transport and axon growth.  J. Cell Biol.  

217:3480-3496, 2018. 

6. Wang, L., Y. Tanaka, D. Wang, R. Zhou, N. 

Homma, Y. Miyamoto and N. Hirokawa. 

The atypical kinesin KIF26A facilitates  

termination of noticeptive responses by 

sequestering focal adhesion kinase. Cell 

Rep.  24:2894-2907. 2018 

7. Shima, T., M. Morikawa, J. Kaneshiro, T. 

Kambara, S. Kamimura, T. Yagi, H. 

Iwamoto, S. Uemura, H. Shigematsu, M. 

Shiromizu, T. Ichimura, T. Watanabe, R. 

Nitta, Y. Okada, N. Hirokawa.  Kinesin-

binding triggered conformation switching of 

microtubules contributes to polarized 

transport. J. Cell Biol. 2018 https://doi.org/

10.1083/jcb.201711178 . 

 



36 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

 

生体構造学 
 

教授  

吉川雅英 

講師  

柳澤春明 

助教  

牧野司、山口博史 

 

ホームページ http://structure.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

生体構造学分野の前身は、東京大学医学部第二解

剖学教室であり、1997 年の大学院講座制への移行

に伴い、細胞生物学・解剖学講座の一部門として、

生体構造学分野が設置された。2009 年 5 月 16 日

に現教授である吉川が着任した。 

生体構造学分野の現在の構成員は、教授(吉川雅

英)、 講師（柳澤春明）、助教２名(牧野司、山口

博史)、特任助教 1 名（包明久）、MD 研究者育成

プログラムの学生 3 名（森川源大、小森 雄太、

高 碩航）、学術支援員 1 名（中村一彦）、技術補

佐員 3 名(大坂谷章子、小笠原綾子、千葉光史)、

秘書 2 名(柳内美香子、柴田 愛子) である。  

 

教育 

 教育は細胞生物学・解剖学大講座の一部門とし

て他の講座と協力しながら、医学部医学科の組織

学、解剖学の講義と実習を行っている。また、M1 、

M2 の学生を対象にフリークオーターを担当して

いる。 

医学部医学科と理学部人類の M0(二年生)を対象

に骨学、解剖学１（組織学総論・各論、細胞生物

学)、M1(三年生)を対象に解剖学２(マクロ)、解剖

学３（神経）を、他の三分野と協力して受け持っ

ている。 

 大学院向けの講義は、医学部共通講義、細胞生

物学及び解剖学を担当している。医学部共通講義

では、主に電子顕微鏡について講義をしている。 

 MD 研究者育成プログラムの学生も積極的に研

究に参加しており、 鞭毛の中心微小管に局在する

新たなタンパク質を同定し、修了論文で有馬聡記

念賞を受賞しているなどの実績がある。フリーク

オーターの学生にも各自にテーマが与えられ、研

究の面白さを体験して貰えるようにしている。 

 

研究 

我々の研究室では、真核生物の繊毛・鞭毛を主な

研究対象としている。繊毛・鞭毛は「プロペラ」

と「アンテナ」の両方の機能を備えた太さ 260nm

程度、長さ数ミクロンから数十ミクロンの細胞器

官で、最近の研究から様々な生命現象に関わるこ

とが分かってきている。 

 

また、方法論としては、２０１７年にノーベル賞

を受賞したクライオ電子顕微鏡法を用いている。 
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クライオ電子顕微鏡・クライオ電子線トモグラフ

ィー 

クライオ電子顕微鏡は、生物試料を固定すること

なく、そのまま急速に凍結し、染色することなく

観察する手法である。この方法で撮影された電子

顕微鏡像には原子レベルでの情報が含まれており、

コンピュータによる画像解析により分子複合体の

三次元構造を高解像度で観察することが可能にな

る。これまでに、我々は独自の画像解析技術

Asymmetric Helical Reconstructionやソフトウ

エア Ruby-Helix等を開発してきた。また、2013

年には、モデル生物であるクラミドモナスの遺伝

学を用いることで、特定の遺伝子によってコード

されるタンパク質が鞭毛の三次元構造の中でどこ

に位置するのかを調べることが出来るようになっ

た。この方法を用いて、鞭毛の中の繰り返し構造

の長さを決定する「モノサシタンパク質」を同定

した。 

 

2017 年 10 月からは、日本医療研究開発機構

（AMED）の支援を受け、クライオ電子顕微鏡法

を広く生命科学・医学の研究に使って貰うプロジ

ェクトが開始した。年度末までには、新たに最先

端クライオ電子顕微鏡が医学部・教育研究棟一階

に導入される事になっており、今後、国内の共用

施設として貢献することが期待されている。 

 

モデル生物による解析 

鞭毛のモデル生物として、現在我々の研究室では

クラミドモナス、ゼブラフィッシュ、マウスを用

いている。鞭毛の動きを制御する遺伝子の解明す

ることを目指しており、鞭毛関連遺伝子の siRNA

に寄る特異的抑制、新たな変異体の同定などを行

っている。さらに、鞭毛の動きの定量的解析の為

に、東京大学・工学部と共同で、三次元空間内を

泳ぐ細胞を追跡しながら観察することの出来る

3Dトラッキング顕微鏡を開発している。 
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沿革と組織の概要 

神経細胞生物学部門の前身は、1936 年に発足し

た旧東京帝国大学医学部附属脳研究施設 神経解

剖学分門であり、1997 年の大学院講座制への移行

に伴い、東京大学大学院医学系研究科分子細胞生

物学専攻 細胞生物学・解剖学講座の１部門とな

った。 初代教授は小川鼎三で、草間敏夫、金光 晟、

廣川信隆についで第５代目となる岡部繁男が平成

19 年 9 月 1 日より当部門を主宰している｡ 

神経細胞生物学部門の現在の構成員は、教授

（岡部繁男）、講師 1 名（岩崎広英）、助教 2 名（田

中慎二、大城洋明）、特任助教 2 名（飯田忠恒、

柏木有太郎）、特任研究員 3 名（藍澤陽子、東誉

人、小橋一喜）、大学院生 8 名（井口晶絢、浦田

真次、水谷俊介、Yang Luan、井口理沙、亀井亮

佑、田宗秀隆、高橋愛）、学部生 7 名（中野雄太、

岩﨑奏子、小松大樹、張琢成、福田裕太、増田康

隆、成家悠太）、技術職員 4 名（佐藤由佳、西口

隆雄、大久保佳奈、村永香織）、秘書 2 名（三瓶

あゆ子、伊能理恵）である。 

 

教 育 

当教室は細胞生物学・解剖学大講座の一部門と

して学部学生教育においては主に医学部医学科学

生を対象とした講義、実習、フリークォーターを

担当する。 

具体的には医学部学生及び理学部人類学学生

を対象に脳マクロ・顕微鏡実習（14 コマ、49 時

間）、肉眼解剖実習、発生学（54 コマ、189 時間）、

細胞生物学、骨学、組織学総論・各論（35 コマ、

122.5 時間）合計 360.5 時間を細胞生物学・生体

構造学・細胞構築学部門と協力して受け持つ。大

学院講義として神経細胞生物学３コマ（5.25 時

間）を当部門単独で、またヒトの構造及び解剖実

習 6 コマ（19.25 時間）、医学共通講義 13 コマ

（22.75 時間）を細胞生物学・生体構造学・細胞

構築学部門と協力して担当する。 

講義は、細胞生物学、組織学総論、組織学各論

を教授、講師が担当しており、細胞及び組織の構

造を機能と関連づけて、遺伝子、分子のレベルか

ら理解できるように配慮した研究の先端を取り入

れ魅力ある講義となるよう努力している。実習は

教授、講師、助教が担当している。 

フリークォーターは、神経細胞の分散培養や脳

組織のスライス培養法、蛍光免疫染色法、蛍光顕

微鏡観察法、レーザー顕微鏡観察法など参加する

学生の希望を取り入れて、実験手法を理解するこ

とから始まり、研究の面白さまで実感してもらえ
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るよう工夫している。 

学部学生教育とは別に大学院生を対象とした

教育として論文紹介セミナーを行うほかに、研究

成果報告セミナーを毎週行っている。また、神経

生理学講座・疾患生命工学研究センター構造生理

学部門との合同セミナーを毎週実施している。 

 

研 究 

脳は多数の神経細胞が相互に情報をやりとり

することによってその機能を発揮する。神経細胞

間での情報のやりとりを行う主要な構造はシナプ

スと呼ばれる。シナプスは発達の初期に多数形成

されるが、不必要なシナプスは“刈り込み”によ

り除去され、安定化していく。シナプスの性質が

長期間安定に維持されることによってヒトの行動

やこころの働きは安定した再現性のあるものとな

る。一方でシナプスの性質が外界の刺激によって

変化することで、ヒトの個性や経験による行動変

化が引き起こされると考えられる。シナプスは従

って「長期間安定に存在する」構造であると同時

に、脳の機能変化の基盤として「急速に変化しう

る」性質を併せ持つ必要がある。このシナプスの

ユニークな特性がどのような分子レベルでの機構

によって成立しているのか、を知ることが当部門

の主要なテーマである。 

＜シナプス後部構造の分子的理解＞ 

シナプス後部に存在するシナプス後肥厚部

（PSD）には、グルタミン酸受容体や足場蛋白と

いったシナプス機能に重要な分子が集積している。

当部門では PSD に存在するいくつかの分子に注

目し、培養神経細胞を用いたイメージング実験等

により、それら分子のシナプス形成、維持への関

与を調べている。 

＜生体内におけるシナプス分子の動態＞ 

近年、二光子励起顕微鏡を使用することによっ

て生きた動物の大脳皮質浅層を観察する事が可能

となっている。蛍光タンパク質を発現する遺伝子

改変マウスや蛍光タンパク質融合型の PSD 蛋白

を発現させたマウスを使用することで、生体内で

のシナプス形成過程の解明にも取り組んでいる。

また、様々な病態モデルマウスを利用することで、

精神疾患に関連するシナプス動態異常の解明にも

着手している。シナプスの構造と機能の理解には

シナプスの動的構造の解析が必須であり、様々な

イメージング手法を活用した研究が当部門では行

われている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は、1893年医化学講座として創設された。

1897年に生理学教室より分離独立、1927年には

栄養学教室の創設に伴い生化学講座に、1974年に

は生化学第二講座の創設に伴い生化学第一講座に

改名、更に 1997 年には医学部が医学系研究科に

改組されたのに伴い生化学・分子生物学講座・分

子生物学分野に改名され、現在に至る。当講座は、

これまで日本の生化学の発展に多大な貢献をされ

た７名の歴代教授によって教室の運営がなされて

きた。 

本邦最初の生化学講座である医化学講座を創

設した初代隈川宗雄教授は、明治 15 年東京大学

を卒業後、同 17 年にベルリン大学の Rudolf 

Virchow 教授の病理学教室の化学部に留学、

Ernst Salkowski教授の元で５年間の研鑽を重ね

た。帰国後、帝国大学病理化学の講師を経て、教

授に任ぜられた。1908年、現在ではω酸化や一部

の奇数脂肪酸の例外を除いて常識となっている、

脂肪酸の糖原性欠如の発見、1906年 C. Eijkman

により発見された米糠に含まれる脚気予防因子

（ビタミン B1）の抽出・精製、更に糖及び脂肪

の定量法の考案等の業績を残した。更に、本邦の

生化学を担う幾多の人材を育成した。その中には、

坂口反応として国際的にも広く使用されているア

ルギニン呈色反応を開発した坂口昌洋、化学発癌

の佐々木隆興らがいる。 

第二代の柿内三郎教授は、明治 39 年東京帝国

大学医科大学を卒業後、同大理学部で化学を学び、

隈川教授の元で講師、助教授を歴任し、大正４年

より米国留学、隈川教授の没後教授に昇任、大正

12年欧州留学。医化学の講座名を生化学に改めた。

大正 11年、Journal of Biochemistry を発刊、大

正 14 年日本生化学会を創設した。門下生から第

三代児玉桂三教授、第四代島薗順雄教授等の多数

の人材を輩出した。 

第三代の児玉桂三教授は、大正７年東京帝国大

学医科大学を卒業後、副手、助手、助教授として

柿内教授を補佐、大正 13 年英国ケンブリッジ大

学に留学、愛知医科大学生化学教授、九州帝国大

学医学部生化学教授を歴任し、昭和 18 年より本

講座を担任した。生体酸化還元、栄養学で多大な

成果を収めた。 

第四代の島薗順雄教授は、昭和３年東京帝国大

学を卒業後、生化学講座助手、講師を経て、前橋

医学専門学校教授、新潟医科大学教授に任ぜられ、

昭和 27年より本講座を担任した。ビタミン B1と

コカルボキシラーゼ、ケト酸代謝、ビタミン Cに
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関連した六炭糖の代謝の研究で業績を上げた。 

第五代の山川民夫教授は、昭和 19 年東京帝国

大学医学部を卒業後、東京帝国大学伝染病研究所

化学部に入り、32 年助教授、34 年教授に昇進、

昭和 41年より本講座を担任した。糖鎖研究では、

世界的なパイオニアである。赤血球に糖脂質およ

びシアル酸が存在しそれが ABO 血液型抗原であ

ることの発見等がある。 

第六代の村松正實教授は、昭和 30 年東京大学

医学部を卒業し、第一内科に入局し米国ベイラー

大学H. Busch教授の元に留学、帰国後、癌研究

所生化学部に入り、昭和 46 年徳島大学医学部生

化学教授、昭和 52 年癌研生化学部長を歴任し、

昭和 57 年より、本講座を担任した。留学時に開

始したリボゾーム RNA の研究に業績を残すとと

もにとインターフェロンを初めシトクローム

P-450 の遺伝子クローニングを世界に先駆けて成

功した。 

第七代の岡山博人教授は、昭和 48 年に熊本大

学医学部を卒業後、京都大学大学院医学研究科に

進学、京都大学医学部助手を務め、昭和 53 年ス

タンフォード大学医学部生化学講座 P. Berg教授

の元に留学、56年より米国NIH 客員科学者、63

年大阪大学微生物病研究所分子遺伝学教授を歴任

し、平成 4年より本講座を担任した。スタンフォ

ード大学留学時には、遺伝子クローニング法の根

幹をなす、完全長 cDNAの発現クローニング法を

開発した。帰国後、それを用いて哺乳類の細胞周

期制御遺伝子のクローニングを行い、細胞周期制

御機構の普遍性を明らかにするとともに、細胞周

期制御の観点から、癌化の普遍機構を解明した。 

現在教室を主宰している水島昇教授は、平成 3

年東京医科歯科大学医学部を卒業、平成 8年同医

学研究科を修了した。岡崎国立共同研究機構基礎

生物学研究所の助手などを務め、平成 16 年東京

都臨床医学総合研究所室長、平成 18 年東京医科

歯科大学医歯学総合研究科教授を経て、平成 24

年 10 月より本講座を担任している。基礎生物学

研究所在籍時より細胞内分解系であるオートファ

ジーの研究に従事し、オートファジーの分子機構

と哺乳動物などにおける生理機能に関する研究を

中心に行っている。 

 

研 究 

現在の主たる研究は、オートファジーを中心と

した細胞内分解系の分子機構と生理的意義の解明

である。 

1. オートファジー分子機構の解析 

オートファジーは細胞質の一部がオートファ

ゴソームによって隔離され、それがリソソームと

融合することで分解される一連の細胞機能である。

当教室ではオートファジーの分子機構について、

（１）制御機構、（２）オートファゴソーム形成開

始機構、（３）オートファゴソーム膜伸長機構、（４）

オートファゴソーム閉鎖・融合・分解機構、（５）

選択的基質認識機構などについて研究を行ってい

る。2017年の主要な成果は次の通りである。 

オートファゴソーム膜関連構造体の生化学的

解析を行い、ATG因子群の最上のULK 複合体が

まず小胞体膜に局在し、次に PI3K 依存的に

ATG9A 陽性の隔離膜構造体に局在することを見

いだした。ULK 複合体が局在する小胞体膜上に

は、PI 合成酵素などの脂質合成酵素が豊富に存在

していることから、このような特殊なドメインが

オートファゴソーム形成に重要であることを示唆

した。 

オートファゴソーム形成中期の膜伸長過程に

必要なATG2についてATG2A/B ダブルノックア

ウト細胞を樹立し、ATG2A が隔離膜および脂肪

滴に局在するのに必須な領域を解析した。新規に

見いだした両親媒性へリックスが両者への移行に、

ATG2Aの N 末端領域は隔離膜局在に、C 末端領

域は脂肪滴局在に関与することが分かった。C 末

端領域は進化的に保存されているにもかかわらず
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オートファジーには必要なく、ATG2 の他の機能

に必要であると考えられた。 

オートファゴソームとリソソームの融合を仲

介する SNAREタンパク質である syntaxin 17の

N 末端領域欠損体が優勢阻害効果を示すことを発

見し、それを用いて簡便にオートファゴソームを

蓄積させる系を構築した。 

２. オートファジーの生理・病態生理的意義 

これまでのオートファジー関連（ATG）遺伝子

の全身あるいは組織特異的ノックアウトマウスの

解析から、オートファジーの生理的意義が急速に

明らかにされつつある。オートファジーの機能は

二つに大別することができる。一つは、アミノ酸

などの分解産物を調達するための栄養素のリサイ

クルで、この機能は飢餓時のアミノ酸プールの維

持、初期胚発生、内因性抗原提示などにおいて重

要である。二つ目の機能は細胞内の品質管理や浄

化を目的としたもので、変性タンパク質や不良オ

ルガネラの除去、細胞内侵入病原菌の除去などを

行うものである。後者の機能は寿命の長い細胞で

特に重要であり、神経細胞変性抑止や腫瘍抑制の

ような長期的作用をもつことが明らかになってい

る。2017年には、耳鼻咽喉科藤本博士、山岨教授

らとの共同で、内耳におけるオートファジーの意

義を解析した。さらに、ゼブラフィッシュの ATG

遺伝子ノックアウトシリーズの作製などを行った。 

３. オートファジーの活性測定方法の開発 

 オートファジーの基礎研究および臨床研究

をするためには、正確なオートファジーの動態や

活性の定量は必須である。これまでのオートファ

ジーの活性測定は比較的困難であった。例えば、

オートファゴソームの蓄積は必ずしもオートファ

ジーの誘導によっておこるだけではなく、リソソ

ームなどの後期ステップのブロックによってもお

こる。最近、オートファジー活性（フラックス）

を簡便かつ定量的に測定できる新規レポーター

GFP-LC3-RFP-LC3ΔG を開発した。2017 年に

は、本レポーターを発現するマウスの作製を行っ

た。 

 

教育 

医学部医学科の学生を対象とした、生化学・栄

養学の講義の中で、代謝、タンパク質合成・分解

の講義を担当している。主たる講義内容は、代謝

総論、翻訳、糖代謝、アミノ酸代謝、核酸代謝、

タンパク質分解等である。 

大学院博士課程の学生に対しては、大学院共通

講義 分子生物学実験法の講義および実習を行っ

ている。 
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細胞情報学 
 

教授 

間野博行 

助教 

曽田学、上野敏秀 

 

 

 

沿革と組織の概要 

「がん」は先進諸国における成人死因の第一位

を占めており、他の主要な死亡原因である脳血管

障害、心疾患による死亡者数が現在では減少に転

じているのに比し、未だなお死亡者数が増加の一

途をたどっている。毎年世界中で約 800 万人がが

んのために亡くなっており、我が国だけでも 30

万人以上が死亡しているのが現状である。 

当教室は独自の機能スクリーニング法と次世代

シークエンサーによる大規模ゲノミクス解析を組

み合わせることで、「発がんの本質的原因遺伝子」

を解明し、その情報に基づいてがんの新しい分子

診断法、分子標的療法を開発することを目指して

いる。 

なお当教室は上記スタッフに加え、1 名の研究

員、5 名の博士課程大学院生、1 名の特別研究学

生、1 名の医学部学生、4 名の実験補助員及び 1

名の事務補佐員が所属している。またゲノム医学

寄付講座と密接な連携を取り、共同して研究を推

進している。 

 

教育 

医学部学生に生化学･栄養学講義を行い、生化学

実習を担当している。また研究室体験コース、フ

リークオーターの学生を指導するとともに、研究

を志望する学生を随時受け入れている。 

さらに本学大学院医学系研究科修士課程の授業

を行うとともに、東京大学医学部附属病院より医

師を博士課程大学院生として受け入れ、指導を行

っている。 

 

研究 

細胞情報学分野は、ヒトがん臨床検体及びがん

細胞株用いて、主に以下の 2 種類のアプローチに

より発がん原因を解明することを目指している。

(1) レトロウィルスライブラリーによる機能ス

クリーニング 

これまで「がん遺伝子」の同定には、3T3 繊維

芽細胞にがん細胞ゲノム DNA を直接導入し形質

転換フォーカスをスクリーニングする focus 

formation assayが1980年代から多用されてきた。

しかしこの方法はがん細胞のゲノム DNA を直接

利用するため、各遺伝子の発現はそれ自体のプロ

モーター・エンハンサーによって規定される。し

たがって繊維芽細胞で転写がオンになるプロモー

ターでドライブされるがん遺伝子は単離可能であ

るが、例えば臓器特異的プロモーターで発現制御

されるがん遺伝子は繊維芽細胞内で発現がオフの

ままであり、スクリーニングから漏れてしまうの

である。そこで我々らは「がん組織内の mRNA

から cDNA を作り、それらを発現させる組換え型

レトロウィルスライブラリー」を構築するシステ

ムを開発した。本ライブラリーを用いれば 3T3 細

胞のみならず任意の増殖細胞にがん組織内 cDNA
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を導入・発現可能であり、しかもライブラリーに

組み込んだ全ての cDNA の発現は強力なプロモ

ーターであるレトロウィルス LTR によってドラ

イブされる。我々らのシステムは微量の臨床検体

からでも cDNA を増幅し多数のクローンからな

るライブラリーを構築でき、しかも得られたライ

ブラリー内の cDNA サイズが十分に長くかつ人

為的配列変異がほとんど無いことを特徴とする、

世界有数の機能スクリーニング法である。 

(2) がんゲノムリシークエンス 

次世代シークエンサーを用いた網羅的配列解析

は、近年のがん研究発展の重要な推進力となって

いる。我々はイルミナ社の次世代シークエンサー

HiSeq2000 および HiSeq2500 システムを用いて

極めて高精度に塩基配列異常を検出する新しいリ

シークエンス技術の開発に成功した。 

(3) がん遺伝子変異機能スクリーニング法の開

発 

がんゲノムプロジェクトが進んだ結果、臨床的

意義不明の遺伝子変異（variants of unknown 

significance: VUS）が数多く同定されている。例

えば gefitinib などの使用根拠となる EGFR 遺伝

子変異として L858Rやエキソン 19内欠失が知ら

れるが、公共のがんゲノム変異データベースには

1000 種類以上のアミノ酸置換が登録されている。

これら変異の発がん・薬剤耐性への関与を一度に

解析可能なmixed-all-nominated-mutants-in-one手法

を開発し、EGFR の非同義変異 101 種類について

薬剤感受性への関与を明らかにした。 
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ホームページ http://bio.m.u-tokyo.ac.jp/home-j.html 

 

 

沿革と組織の概要 

代謝生理化学教室は昭和 27 年に栄養学教室と

して開設され、平成 9年 4月から大学院部局化に

伴い、現在の名称となった。当教室には、上記ス

タッフをはじめ、ポストドクトラルフェロー1名、

大学院生 7名（博士課程 5名、修士課程 2名）、

技術補佐員 1名、事務補佐員1名が在籍している。

また、非常勤講師として広島大学医学部の浅野知

一郎教授を招聘し、研究指導や助言と学部学生へ

の講義をお願いしている。 

 

教 育 

医学部医学科の教育では、医学部医学科（M0）

と理学部人類学科を対象として、分子生物学教

室・細胞情報学教室とともに生化学の講義・実習

を担当している。講義では、主に遺伝子発現制御、

細胞運動、発生・再生、代謝の領域を担当し、実

習では上記教室との合同による基礎篇（核酸・糖

質・脂質・タンパク質）および応用編のうち２テ

ーマ（ホルモン情報伝達機構の解析・マウス発生

学と発生工学の基礎）を担当している。その他、

M1, M2を対象としたフリークォーター、教養学

部１年を対象としたゼミナール「医学に接する」

で学生の受け入れを行っている。 

教室における大学院教育（修士、博士課程）で

は、週１回ずつ研究報告会、輪読会、ジャーナル

クラブを行うとともに、学外の講師を招聘して研

究室内セミナーと研究室内ディスカッションを随

時開催している。また、文部科学省「生命動態シ

ステム科学推進拠点事業：転写の機構解明のため

の動態システム生物医学数理解析拠点

（iBMath）」（代表研究者：東京大学 井原茂男教

授）と科学技術振興機構「戦略的創造研究推進事

業 CREST」 生命動態の理解と制御のための基盤

技術の創出：「細胞動態の多様性・不均一性に基づ

く組織構築原理の解明」の共催により、月１回程

度大学院生、学部生など若手を対象とした生命科

学と数理科学の融合教育「ミニ数理デザイン道場」

を開催している。 

 

研 究 

１．発生学 

発生学は、受精から誕生までのダイナミックな

生命現象を対象とした学問であるが、近年、再生
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医学の基礎として臨床医学にも密接に関わってい

る。当研究室では、頭部顔面、心臓、血管を中心

に、生命の「かたちづくり」の分子メカニズム解

明に取り組んでいる。 

 

(1)  頭部顔面の形成 

 顎顔面の原基である鰓弓（咽頭弓）は、脊椎動

物に特有かつ共通の構造であり、その骨格成分は、

主に頭部から遊走する神経堤細胞によって形成さ

れる。当研究室ではこれまで、元来内皮由来血管

収縮ペプチドとして同定されたエンドセリン−１

（ET1）とその受容体（ETAR）シグナルが神経

堤細胞に作用して上顎と下顎の違いを決定するこ

とを、遺伝子改変マウスを用いて明らかにしてき

た。最近、ヒトにおいて顎と耳の形成異常および

先天性無毛症を合併するエンドセリンA型受容体

遺伝子異常が発見され、マウスでも同じ遺伝子変

異により同一の顔面形成異常を呈することからそ

の因果関係が確認された。また、マウス胚ではエ

ンドセリンシグナル欠損によって鼓膜や外耳道が

形成されなくなるのに対し、ニワトリ胚では逆に

重複形成が起こることから、鼓膜が哺乳類と爬虫

類／鳥類で独立に獲得した収斂進化の産物である

ことを明らかにした。 

 さらに、頭部顔面形成においてボディープラン

のマスター遺伝子である HOX 遺伝子の改変によ

り、Hoxa2の異所性発現により第１鰓弓の第２鰓

弓化が誘導されることから、Hoxa2 により HOX

陰性と陽性を分ける前後軸方向の領域性が制御さ

れることを直接的に証明するとともに、エンドセ

リンシグナル欠損マウスやその下流の Dlx5/Dlx6

遺伝子欠損マウスとの比較により、鰓弓領域にお

ける腹側要素と背側要素の境界領域がどこでどの

ように定まるかを明らかにした。 

 

(2)  心臓の形成 

心流出路に遊走して心臓形成に寄与する３つの細

胞群について解析を進めた。①羊膜原基となる胚

外体壁葉の中胚葉細胞が胚内に流入し、心筋細胞

や血管内皮細胞に分化すること、これらの分化誘

導に BMP、FGFシグナルがそれぞれ関わること

を明らかにした。②心臓内に流入する神経堤細胞

のトランスクリプトーム解析により、幹細胞・前

駆細胞様の未分化細胞群、平滑筋様細胞などを含

む多様な細胞集団を形成していることを明らかに

し、細胞系譜の時間発展予測を行った。③冠動脈

形成において、大動脈起始部周囲の胎生期毛細脈

管網とそこから派生すると思われるリンパ管細胞

が関与しており、Semaphorin シグナルが関与し

ていることを明らかにした。これらの多様な細胞

群間の相互作用がそれぞれの組織形成を通して心

臓発生にどのように寄与しているか、現在解析を

進めている。 

 

(3)  血管の形成 

 血管新生に関しては、これまで in vitro 血管新

生モデルの経時的イメージングにより、特別の形

質を獲得した先端細胞が血管新生を先導し、茎細

胞がそれに後続するという従来の考え方とは異な

り、細胞が追い越しあったり行きつ戻りつしなが

ら相互の位置関係を変えていく複雑な集団運動に

よって、全体的に樹状構造が形成されていくこと

を発見した。さらに、これらの実験データを基盤

とした確率論的数理モデルから、個々の細胞の自

律的運動と細胞間相互作用との組み合わせによっ

て、血管伸長過程での追い越し現象や速度変化な

どを伴う複雑な細胞動態が説明できることを明ら

かにした。また、東京大学大学院数理科学研究科

の時弘哲治博士らとの共同研究により、２細胞間

の相互作用に基づく決定論的数理モデルの確立を

試み、樹枝状構造の形成をシミュレーションによ

って再現した。 

 発芽伸長を可能にする血管内皮細胞の集団的運

動特性を明らかにするため、マウス膵ラ氏島微小
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血管由来内皮細胞株 MS-1細胞の動態を解析した

ところ、細胞接触による方向性を持った直線運動

と回転運動の亢進がその基盤となっていることを

見出した。各種阻害剤やゲノム編集による遺伝子

改変により、これらの内皮細胞特有の運動特性を

規定する分子が一部明らかになった。さらに、和

田グループと共同で、同種内皮細胞株で通常培養

とゲル内血管新生モデル形成過程で単一細胞レベ

ルでの遺伝子発現パターンを比較し、血管新生過

程で変動する特定転写因子とその下流候補遺伝子

群を同定するとともに、クラスタリング解析など

により血管新生に伴う遺伝子変動のパターンが明

らかになり始めた。現在、遺伝子発現プロファイ

ルと細胞表現型を対比させながら、細胞運動と転

写制御の連携機構の解明を進めている。 

 

出版物等 

 

1. Asai R, Haneda Y, Seya D, Arima Y, 
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Kurihara H. Amniogenic somatopleure: a 
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Yamada T, Vu Hoang T, Rijli FM, Kurihara 

H, Kuratani S, Iseki S. Differing 

contributions of the first and second 

pharyngeal arches to tympanic membrane 

formation in the mouse and chick. 

Development. 144(18):3315-3324, 2017.  

3. Shinohara K, Watabe AM, Nagase M, 
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Essential role of endogenous calcitonin 

gene-related peptide in pain-associated 

plasticity in the central amygdala. Eur. J. 
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6. Hayashi T, Tokihiro T, Kurihara H, 
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統合生理学 
 

教授 

大木研一 

 

ホームページ http://www.physiol2.med.kyushu-u.ac.jp 

 

 

沿革と組織の概要 

統合生理学教室は、学科目担当としては生理

学第一講座であって、1877 年に開設されたわが

国最古の生理学講座である。1997 年の大学院化

によって改組され、大学院講座としては生理学大

講座の一部門となった。2004 年にそれまでの医

学部１号館より、医学部教育研究新棟に移転した。

現在の構成員は、教授 1、助教 2である。そのほ

か、非常勤講師 4が教育に当たっている。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は生理学講座の他の

部門（細胞分子生理、神経生理）および疾患生命

工学センター・構造生理学部門と一体となって行

なっており、従って当講座としては全体の１／４、

主に動物性生理機能を担当している。教育は講義

と実習、並びにフリークォーターからなる。 

講義は主に教授が担当し、生理学の特徴である

明快な階層的学問体系の構造の理解に主眼を置い

ている。近年、分子細胞生物学をはじめとする学

際的研究の展開にともない、他講座の講義との連

関が重要になった。過度の重複を避けつつ、現代

医科学の統一的理解に導くよう努力している。 

学生実習は、医学部１号館実習室にて生理学講

座の他の部門と協力して、計７つのテーマのうち

２テーマを分担している。学生自身が被験者にな

る人体生理のテーマが 0.5 コマ、動物実験が 1.5

コマ、である。細胞の信号伝達の基本実験は過去

10年ほど継続している。心電図・血圧実験は、学

生自身が施術者・被験者になる部分と動物実験を

組み合わせて、臨床への橋渡しと基礎的細胞生理

学的理解の統合をはかっている。学生実習で各自

が必ず実験動物標本の作成を体験し、また被験者

となる、手技体験重視のやり方は、好評のようで

ある。 

当教室のフリークォーターは、Ｍ0 からＭ4 に

至るまで継続して課題に取り組む学生が多いのが

特徴である。なかには、国際学会への発表・一流

誌への英文論文発表に至る優れた成果を挙げる例

もある。筆頭著者として英文論文を執筆・発表す

る経験は、学部段階からの研究者教育として重要

である。フリークォーター経験者が臨床研修終了

後に大学院生として教室に戻ることも多く、フリ

ークォーター経験者が M2 終了後 Ph-D.-M.D コ

ース大学院生として当教室に入学したり、MD研

究者養成プログラム修了者が臨床研修を経ずに大

学院博士課程へ進学してきたりと、将来の我が国

の研究医・MD研究者育成に、この制度が大きな

役割を果たしていることは東京大学医学部の重要

な特徴であると考えている。 

大学院生を対象とした教育は毎週口頭発表の

研修を行なうほかに、教室内セミナーを実施して

いる。 

 

研 究 

当講座では、脳・中枢神経系の高次機能が研究
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されている。大脳皮質は、外界から情報を受け取

り、それを処理することによって、複雑な反応選

択性を獲得しているが、実際にどのような神経回

路によって、この情報処理がなされているかにつ

いては、依然として不明である。近年、イメージ

ング技術の進歩（二光子励起法）により、生体か

ら数千個の神経細胞の活動を同時に計測すること

が可能になった。他にも、神経回路を調べる技術

が続々と開発されており、神経科学の研究は変革

期を迎えつつある。当講座では、これら最新の手

法を用いて、視覚野の神経回路が情報処理を行う

上での基本構造とその発生のメカニズムを解明し

ようとしている。 

大脳皮質には数百億の神経細胞が存在するが、

その機能によって何十もの領野に分かれている。

各領野も神経細胞の機能によって、さらに細かい

モジュールに分割されている。それでは何が機能

的な神経回路の最小単位なのだろうか？そのよう

な最小単位の存在が解明できれば、大脳皮質は単

位回路が並列に組み合わさったものとして理解さ

れるだろう。このような、単位回路の動作原理の

解明を通して、神経回路の情報処理の原理を知ろ

うとしている。 

当講座では、単一細胞レベルの解像度をもつ in 

vivo 二光子イメージング技術を用いて、機能的な

大脳局所回路の解明を目指してる。具体的に、６

つのテーマに取り組んでいる。 

①ミニコラムに対応する機能的構造の解明。大脳

皮質の機能的神経回路に基本単位―ミニコラ

ムに対応する機能的構造―が存在するかどう

かを解明しようとしている。 

②機能的局所回路の発生‐クローン説。単一神経

幹細胞の子孫（クローン）が、同一の方位選択

性の細胞からなる subnetworkになるかどうか

を解明しようとしている。方位選択性が、発生

段階で活動に依存せず、すでに決定されている

のかを検証している。また、げっ歯類と高等哺

乳類の間の機能構築の違いを説明しようとし

ている。 

③機能的局所回路の発生-活動依存説。生後発達の

初期段階の神経活動が、方位選択性の形成に関

与しているかどうかを検証しようとしている。 

④局所神経回路と細胞の反応選択性の関係。同じ

方位選択性をもつ細胞の間に特異的な結合が

存在するかどうかを解明しようとしている。こ

れにより、大脳皮質の神経細胞が、どのような

神経回路によって、反応選択性を獲得している

かを解明しょうとしている。 

⑤情報表現。複数の視覚特徴が、どのように視覚

野の神経細胞の集団によって表現されている

のかを解明しようとしている。細胞レベルでみ

たときの表現のばらつき(scatter)が役立ってい

るかどうかを調べている。 

⑥デコーディング。神経細胞の集団の活動から、

複雑な視覚刺激を再構成するための最適なデ

コーディング法を解明しようとしている。それ

とともに、複数の細胞の活動パターンによって

表現される、新しい神経コーディングの可能性

を探求している。 

 

以上のように、大脳皮質における情報処理は、

各領野における局所回路において行われていると

ともに、複数の領野間の相互作用においても行わ

れている。視覚情報処理においては、一次視覚野

から高次視覚野へのボトムアップの相互作用と、

高次視覚野から一次視覚野（V1）へのトップダウ

ンの相互作用が存在し、これらの双方向性の相互

作用を介して情報処理が進められている。このよ

うな領野間の相互作用は巨視的な相互作用として

研究されてきたが、それを担う神経回路の細胞・

シナプスレベルでの機能は研究されていない。 

当講座では、複数の領野への並列的な情報の分

配、複雑な反応選択性の形成、注意による細胞の

反応修飾について、他の領野から入力する軸索と、
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局所の細胞体の活動を、２光子イメージングによ

り同時に調べ、それらの間の相互作用を明らかに

し、領野間相互作用のメカニズムの解明を目指し

ている。 

①神経細胞の軸索の 2 光子カルシウムイメージン

グを開発し、軸索の活動の方位選択性を計測し

ている。これを用いて、V1 から複数の高次視

覚野への並列的な情報分配のメカニズムにつ

いて、V1 からの出力の段階で、既に情報が分

配されているかどうか調べている。 

② ①で開発した軸索の 2 光子カルシウムイメー

ジングを用いて、マウスの外側膝状体から V1

の４層へ方位選択性的な情報が伝えられるか

どうか調べている。 

③マウスの全脳をマクロレベルで全て同時に機能

マッピングする技術を開発して、高次視覚野の

外にも視覚刺激に反応する領域があるかどう

か調べている。 

④ ③の技術を用いて高次視覚野を全て同時に機

能マッピングし、高次視覚野間の機能的な差異

があるかどうか調べている。 

⑤マウスの全脳をマクロレベルで機能マッピング

する方法を用いて、全脳の領野間相互作用をマ

クロレベルで調べている。 

⑥発達期のマウスの自発活動をマクロレベルとミ

クロレベルの両方で調べている。 

⑦マウスの高次視覚野に錯視に対応して特異的に

活動する領野があるかどうか調べている。 

以上、ボトムアップとトップダウンの領野間相

互作用の解明を通じて、複数の領野にわたるグロ

ーバルな視覚情報処理のメカニズムを明らかにし

ようとしている。 

 

出版物等 
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細胞分子生理学 
 

教 授  

松崎政紀 

助 教  

正水芳人、田中康裕、蝦名鉄平 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/~Matsuzaki-Lab/ 

 

 

沿革と組織の概要 

細胞分子生理学教室は、旧第二生理学教室を受け

継ぎ、生理学講座の一部門を担当している。大学

院としては、機能生物学専攻に属し、研究室は医

学部教育研究棟７階南にある。平成 28 年 4 月に

現教授である松崎政紀が着任し現在の体制となっ

た。現在の構成員は、教授１、助教３、事務補佐

員２、技術支援員４、博士研究員４、大学院生４

（受託大学院生を含む）である。 

 

教育 

細胞分子生理学教室では、学部学生を対象に、生

理学の講義と実習を行っている。また、フリーク

オーターでは、蛍光イメージング、電気生理学的

実験法や動物行動実験、画像処理法や数理統計解

析法を学部学生に教えている。 運動・認知生理学

や脳神経系の細胞分子生理学に興味を持つ大学院

生や学部学生に対しては、研究の実際に即した講

義や指導を行っている。大学院生には、大学院講

義を担当するとともに、セミナー、研究報告、

Journal Club を恒常的に行っている。また大学

院生は、毎月の他研究室との合同セミナー（機能

生物学専攻セミナー等）に参加している。他に、

他分野との合同セミナーを毎週実施している。 

 

研究 

本研究室は、運動発現に関わる情報が脳内でどの

ように生成・維持・記憶され、読みだされるかを

神経回路レベルで明らかにすることを目標として

いる。この目標を達成するために、我々は主に生

体組織の奥深くからの蛍光シグナルを計測するこ

とができる 2光子顕微鏡法を使用し、また新規の

光刺激法や動物行動課題を開発している。最近で

は、随意運動がどのように記憶され、皮質回路で

表現されるかをマウスを用いて明らかにすること

を大きな目的としている。また、より高次な脳機

能の情報処理機構を理解するために、非ヒト霊長

類の一種である新世界ザルのコモンマーモセット

において、行動課題中の 2光子イメージング法を

適用する研究にも取り組んでいる。 

 

本年度の具体的な研究項目として以下の４つを紹

介する。 

（1）内発性運動の学習と実行に関与する視床皮

質軸索活動の解明。 

 動物は運動学習を通して、熟練した運動動作を

獲得し、日々の生活の中での基本的な目標を効率

的に達成する。一次運動野の神経細胞集団による

学習された運動の表現は、運動学習を通じて安定

化されることが知られている。一次運動野へ強く

入力する視床核は、運動学習において重要な役割
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を果たす大脳基底核および小脳からのシグナルを

運動野へ伝達するハブであるが、運動学習中およ

び実行中の視床皮質投射軸索の活動の時間的ダイ

ナミクスは、ほとんど知られていないままである。

そこで本年度は、自発的なレバー引き課題（Hira

ら、2013; Masamizuら、2014）の学習中に、マ

ウス運動野の視床皮質軸索の 2光子カルシウムイ

メージングを行った。視床皮質軸索活動は、学習

を通じて特定の運動に関連する情報表現を増加さ

せたが、それらは投射層に依存しており、様々な

時間的ダイナミクスを示した。さらに、解剖学的

および生理学的実験から、マウスの 1 層および 3

層の視床皮質の軸索は、それぞれ大脳基底核およ

び小脳からの情報を運ぶことがわかった。背側線

条体または深部小脳核の破壊は、運動学習を阻害

した。従って、視床皮質軸索は学習を通して、熟

練した運動の実行のために必要な運動情報を一次

運動野へ層特異的に伝達するようになることがわ

かった。 

 

（2）単一シナプス空間解像度を持つ in vivo 広視

野カルシウムイメージング法の開発。 

 高い時空間分解能を有する神経細胞活動のイン

ビボ広視野撮像法の開発は、現代の神経科学にお

ける課題のひとつである。2 光子イメージング法

は非常に強力であるが、励起レーザーをイメージ

ング領域内で連続してスキャンする必要があるた

め、高解像度のピクセルサイズを必要とする単一

シナプス解像を持つシナプス活動の高速イメージ

ングでは、側面で約 200 µmのイメージング領域

に制限される。広域の 1光子落射蛍光イメージン

グは、高速撮像が可能で 1 mm2以上の領域で神経

細胞活動を明らかにすることができるが、単一の

シナプスを解像することはできない。そこで本年

度は、高い空間-時間分解能を持つイメージングを

達成するために、8K 超高精細（8K UHD）カメ

ラとスピニングディスク 1光子共焦点レーザー顕

微鏡（SDCLM）を組み合わせた。SDCLMでは、

回転するニポウディスクがピンホールを介して励

起レーザービームを 1000 個の光源に分割するこ

とで高速で広い視野を画像化することができる。

さらに、SDCLMは、ピンホールが焦点外蛍光を

カメラの受光面に到達させないため 3次元の解像

度を備えている。8K UHD カメラと SDCLM を

組み合わせることで、60 fpsで約 0.2 µmのピク

セル解像度で 1 mm2 の視野のイメージングに成

功した。頭部固定したマウスの運動野 1 層をイメ

ージングすると、遺伝的にコードされたカルシウ

ムインジケータ（GECI）を発現する視床皮質軸

索の数千のシナプス前終末でカルシウム上昇が検

出された。個々のシナプス前終末のカルシウム上

昇に対する焦点外蛍光変化の影響は最小限であっ

た。高い相関を持つ活動を示す軸索シナプス前終

末が、1 mm2の広い視野から検出され、同一と推

定される視床神経細胞に由来する複数の軸索の枝

に分布していた。8K UHD カメラを用いたこの新

しいイメージング法は、広範囲に分布する大脳皮

質シナプスの活動および可塑性を明らかにするた

めの有用なツールになると期待される。 

 

(3）皮質低侵襲の前頭前野２光子カルシウムイメ

ージング法の開発。 

 ２光子カルシウムイメージングは、細胞および

細胞微細構造の分解能で多数の神経細胞の in 

vivo 活動を検出できる。最近では、頭蓋骨に作成

したガラス窓を通して、1000〜1100 nmの波長の

励起光によって、赤色蛍光指示薬を励起すること

で、皮質表面から 800〜900 µmの深さ（5 層およ

び 6 層に対応）のマウス感覚野における神経活動

を画像化することが可能であることが実証された。

しかし、内側前頭前野、海馬、および大脳基底核

などのより深い領域の機能的イメージングでは侵

襲的にならざるを得ず、皮質組織にマイクロレン

ズまたはマイクロプリズムを挿入すること、また
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は標的領域の上の皮質組織を除去することが必要

である。深部イメージングの困難さは、主に屈折

率の不一致と組織内の光の散乱によって引き起こ

されるが、開口数（NA）が低い対物レンズの使

用時には、高NA対物レンズが使用される場合よ

りも対物レンズから出射する光の角度がより小さ

く、組織内の光路長も短いため、散乱を弱めるこ

とができる。しかし、低 NA対物レンズを使用す

る場合、蛍光信号の空間分解能および収集効率は、

高NA対物レンズを使用する場合よりも悪い。高

NA 対物レンズにその径よりも細く、しかし単一

神経細胞（Z 軸に沿って 10-15 µm）を解像するの

に十分な径の励起光を導入すると、蛍光信号の収

集効率は高いままに、神経細胞の 2光子カルシウ

ムイメージングの最大深度を増加させる可能性が

ある。この技術は理論的に予測されていたが

（Helmchen and Denk, 2005）、行動動物では適

用されていなかった。さらに、長波長励起光およ

び赤色 GECIの蛍光は、より長い波長で光散乱が

弱いため、深部イメージングに適している。そこ

で、本年度は、組織侵襲をしていないマウス脳の

2 光子カルシウムイメージングを確立し、脳表か

ら 1200 µm までの神経活動を検出するために、

赤色 GECIとともに対物レンズの背面開口を半分

ほど満たす 1100 nmレーザーを使用した。このイ

メージングによって、内側前頭前野および海馬

CA1 領域から神経細胞活動を単一細胞レベルで

検出することができた。深部イメージングは比較

的高出力のレーザーを必要としたが、15分または

30 分間の連続イメージングでは脳組織に明らか

な形態学的または機能的損傷をもたらさないこと

を確認した。このイメージング法を、一定間隔で

繰り返して水報酬が与えられる条件付けを行って

いるときのマウスに適用し、水報酬前の神経活動

は、内側前頭前野のほうが２次運動領野の 2/3の

層よりも高いことを見出した。このように、認知

と記憶に関連する脳内処理機構を明らかにするた

めに重要な戦略である、低侵襲性深部イメージン

グ法を確立した。 

 

（4）2光子カルシウムイメージングが可能なマー

モセット前肢運動課題の開発。 

 最近のカルシウムイメージングの進歩により、

げっ歯類、魚類、および無脊椎動物における様々

な脳機能を実現する脳回路機構が明らかにされて

きている。しかし、カルシウムイメージング法は、

意思決定や運動計画/実行の研究で広く用いられ

ている非ヒト霊長類の前肢運動課題に適用するこ

とは未だ困難である。私たちの研究室では以前に、

小型の非ヒト霊長類であるコモンマーモセットで

の麻酔状態における 2光子カルシウムイメージン

グ法を確立した（Sadakane et al., 2015）。本年度

はこの技術を発展させ、行動中のマーモセットに

適用するための技術開発を行った。これまでにマ

ーモセットで報告された行動課題は眼球運動と舌

舐め運動のみであったが、本研究室では、上肢運

動課題を構築した。実際には、新たなマーモセッ

ト用チェアとレバー操作装置を開発し、訓練プロ

トコールを開発した。プロトコールは、装置への

馴化、装置内での上肢を用いた摂食行動、頭部固

定状況での上肢運動、刺激提示による上肢運動、

２次元マニピュランダムを用いた上肢運動を含む。

2～5 ヶ月の訓練期間の後、頭部固定マーモセット

は上肢を用いてマニピュランダムを操作して、眼

前のスクリーン上の目標にスクリーン上のカーソ

ルを移動させることができようになった。さらに、

動物は、二つの標的のいずれかが各試行において

無作為に提示された場合でも、カーソルを適切に

標的へ動かすことを学習した。その後、この運動

課題の実行中にマーモセット運動皮質の 2/3 層神

経細胞の 2 光子カルシウムイメージングを行い、

細胞体、樹状突起および軸索からの課題関連活動

を検出した。マーモセットは、霊長類大脳皮質に

特徴的な性質を持つ新世界サルでありながら、約
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1.5-2.0 mm の厚さを有する小さく平らな大脳皮

質を有するため、イメージングにおいては他のサ

ルに優る利点がある。マーモセット頭部固定課題

の構築と課題実行中の 2光子カルシウムイメージ

ングを確立したことから、行動および認知の基礎

となる大脳皮質の活動ダイナミクスの解明を今後

目指す予定である。 

 

出版物等 

 

1. Kondo M, Kobayashi K, Ohkura M, Nakai J, 

Matsuzaki M. Two-photon calcium imaging 

of the medial prefrontal cortex and 

hippocampus without cortical invasion. 

eLife 6: e26839 (2017). 

2. Endo K, Ishigaki S, Masamizu Y, Fujioka Y, 

Watakabe A, Yamamori T, Hatanaka N, 

Nambu A, Okado H, Katsuno M, Watanabe 

H, Matsuzaki M, Sobue G. Silencing of FUS 

in the common marmoset (Callithrix 

jacchus) brain via stereotaxic injection of an 

adeno-associated virus encoding shRNA. 

Neuroscience Research AOP (2017). 
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沿革と組織の概要 

昭和 28 年に脳研究施設脳生理部門として発足

し、平成 9 年の大学院重点化に伴い機能生物学専

攻・生理学講座・神経生理学分野に改称された。

平成 19 年 9 月に現教授である狩野方伸が着任し

現在の体制になる。教室の現在の構成員は教授、

助教、特任助教（渡邉貴樹）、MD 研究者育成プロ

グラム助教（菅谷佑樹）、特任研究員 3 名（Esther 

Lai、佐郡和人、高至輝）、博士課程大学院生 11

名（日高直樹、佐野慶和、Celine Mercier、Michael 

Mahoney、西田舞香、Alvaro Carrier Ruiz、長濱

健一郎、Jianling Zhang、赤松翼、鈴木穂香、

Hsiao-Chun Lin）、修士課程大学院生 2 名（奥野 

優人、櫛部 恭子）、学部生 2 名（結城貴和、頼

友梨恵（MD 研究者育成プログラム在籍））、技術

専門職員 1 名（松山恭子）、学術支援職員 4 名（菊

池夕子、渡邉街香、鴈金 美穂、加藤 弓希）の

総勢 28 人である。現在の研究スタッフの出身は

医学部 4 名、他学部 17 名となっている。 

 

教育 

大学院講義（博士、修士課程）、医学部医学科

M1 の生理学講義・実習、およびメディカルバイ

オロジー入門コースの講義、ならびにフリークオ

ーターを担当している。 

講義内容は生理学の基本であるイオンチャン

ネル、シナプス伝達、シナプス可塑性、神経回路

の機能発達、脊髄、脳幹、小脳を担当している。 

学生実習は、医学部 1 号館実習室にて 2 つのテ

ーマを担当している。カエルの神経筋標本を用い

た終板電位の実習と、学生自身が被験者となる筋

電図の実習とで構成され、細胞レベルのシナプス

伝達の原理から、生体内における信号伝達までの

広い理解が得られるよう工夫されている。 

フリークォーターでは、学生に研究室で行って

いる脳スライス標本や個体脳の神経細胞からの電

気活動記録やイメージング実験を実際に体験して

もらっている。また、研究室で毎週行っている抄

読会に参加して、最先端の研究に触れることがで

きるよう努めている。 

大学院の教育では、毎週、プログレスレポート

を兼ねた抄読会を研究室で行っている。毎回担当

者が最新の実験データをプレゼンテーションする

か関連の新着論文を紹介し、全員で討論を行って

いる。他に、神経細胞生物学分野、構造生理学部

門、動物資源学部門、細胞分子生理学、統合生理

学との合同セミナーを実施している。 

 

研究 

個々のニューロンは樹状突起、細胞体、軸索か
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らなる複雑な構造をもち、多数のニューロンが無

数のシナプスによって連絡し合って複雑なネット

ワークを形成している。したがって脳機能の解明

には個々のニューロン機能の研究とシナプス機能

の研究の両方が必要となる。シナプスでは、常に

一定の強さで情報伝達がなされるのではなく、

種々の要因により情報の伝わりやすさ（伝達効率）

が変化する。例えば、生後発達期の脳においては、

初期に過剰なシナプス結合が作られ、発達につれ

て不要なものは除去され、必要なものが強化され

て機能的シナプス結合が作られる。成熟動物の脳

でも、長期増強や長期抑圧などのシナプス可塑性

が知られ、これらが記憶や学習の基礎過程と広く

考えられている。 

当研究室では、様々な機能分子のニューロンや

シナプスにおける動態を、脳スライス、培養神経

細胞、丸ごとの動物脳などの生きた標本を対象に

し、主として電気生理学的および光学的測定法、

行動解析法を駆使して研究を行っている。また、

トランスジェニックマウスや遺伝子ノックアウト

マウスの解析を積極的に行い、正常マウスとの比

較により特定の機能分子の役割を追及している。

現在の主な研究テーマは以下の３つである。 

(1) 発達脳におけるシナプスの刈り込みと機能成

熟： 

生後間もない動物の小脳プルキンエ細胞は複

数の登上線維によって多重支配されている。生後

発達につれて１本の登上線維入力のみが強化され、

過剰な登上線維は除去されて（シナプスの刈り込

み）、マウスでは生後 3 週目の終わりまでにほと

んどのプルキンエ細胞は 1 本の登上線維に支配さ

れるようになる。当研究室では、いかにして 1 本

の登上線維が選択され、過剰な登上線維の刈り込

みが起こるのかを追求している。 

(2) 内因性カンナビノイドによる逆行性シナプス

伝達調節： 

私たちは、2001 年にシナプス後部のニューロン

から活動依存性にマリファナ類似物質（内因性カ

ンナビノイド）が放出され、シナプス前終末のカ

ンナビノイド受容体に逆行性に作用して、伝達物

質放出を抑圧することを発見した。それ以来、そ

のメカニズムを研究してきたが、最近では、記憶・

学習などの脳機能におけるこの現象の生理的役割

について研究している。 

(3) 個体脳におけるシナプス伝達機構と情報統合： 

生体内におけるシナプスの生理的機能を理解

するために、丸ごとの動物からホールセル記録法

および 2光子励起観察法を用いて、生体内におけ

るシナプス伝達機構およびシナプス統合について

研究している。これらの実験を可能にするための

様々な技術開発もあわせて行っている。 

 

出版物等（平成 28） 

 

(1) Kano M, Watanabe T. Type-1 metabotropic 

glutamate receptor signaling in cerebellar 

Purkinje cells in health and disease. 

F1000Res. 2017 Apr 4; 6:416. doi: 10.

12688/f1000research.10485.1.eCollection 

2017. Review.  

(2) Aikawa T, Watanabe T, Miyazaki T, Mikuni 

T, Wakamori M, Sakurai M, Aizawa H, 

Ishizu N, Watanabe M, Kano M, Mizusawa 

H, Watase K. Alternative splicing in the 

C-terminal tail of Cav2.1 is essential for 

preventing a neurological disease in mice. 

Hum Mol Genet. 2017 Aug 15;26(16):

3094-3104. doi: 10.1093/hmg/ddx193.  

(3) Miyazaki T, Yamasaki M, Hashimoto K, 

Kohda K, Yuzaki M, Shimamoto K, Tanaka 

K, Kano M, Watanabe M. Glutamate 

transporter GLAST controls synaptic 

wrapping by Bergmann glia and ensures 

proper wiring of Purkinje cells. Proc Natl 

Acad Sci U S A. 2017 Jul 11;114(28):

7438-7443. doi: 10.1073/pnas.1617330114. 

Epub 2017 Jun 27.  
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(4) Nakai N, Nagano M, Saitow F, Watanabe Y, 

Kawamura Y, Kawamoto A, Tamada K, 

Mizuma H, Onoe H, Watanabe Y, Monai H, 

Hirase H, Nakatani J, Inagaki H, Kawada 

T, Miyazaki T, Watanabe M, Sato Y, Okabe 

S, Kitamura K, Kano M, Hashimoto K, 

Suzuki H, Takumi T. Serotonin rebalances 

cortical tuning and behavior linked to 

autism symptoms in 15q11-13 CNV mice. 

Sci Adv. 2017 Jun 21;3(6):e1603001. doi: 10.

1126/sciadv.1603001. eCollection 2017 Jun.  

(5) Choo M, Miyazaki T, Yamazaki M, 

Kawamura M, Nakazawa T, Zhang J, 

Tanimura A, Uesaka N, Watanabe M, 

Sakimura K, Kano M. Retrograde BDNF to 

TrkB signaling promotes synapse 

elimination in the developing cerebellum. 

Nat Commun. 2017 Aug4;8(1):195. doi: 10.

1038/s41467-017-00260-w.  

(6) Good JM, Mahoney M, Miyazaki T, Tanaka 

KF, Sakimura K, Watanabe M, Kitamura K, 

Kano M. Maturation of Cerebellar Purkinje 

Cell Population Activity during Postnatal 

Refinement of Climbing Fiber Network. 

Cell Rep. 2017 Nov 21;21(8):2066-2073. doi: 

10.1016/j.celrep.2017.10.101. 

(7) Uesaka N, Kano M. Presynaptic 

Mechanisms Mediating Retrograde 

Semaphorin Signals for Climbing Fiber 

Synapse Elimination During Postnatal 

Cerebellar Development. Cerebellum. 2018 

Feb;17(1):17-22. doi: 10.1007/s12311-017-

0888-z. Review. 

(8) Jung D, Hwang YJ, Ryu H, Kano M, 

Sakimura K, Cho J. Corrigendum: 

Conditional Knockout of Cav2.1 Disrupts 

the Accuracy of Spatial Recognition of CA1 

Place Cells and Spatial/Contextual 

Recognition Behavior. Front Behav 

Neurosci. 2017 Dec 8;11:242. doi: 10.3389/

fnbeh.2017.00242. 

(9)  Yokoyama R, Kinoshita K, Hata Y, Abe M, 

Matsuoka K, Hirono K, Kano M, Nakazawa 

M, Ichida F, Nishida N, Tabata T. A mutant 

HCN4 channel in a family with 

bradycardia, left bundle branch block, and 

left ventricular noncompaction. Heart 

Vessels. 2018 Jul; 33(7): 802-819. doi: 10.

1007/s00380-018-1116-6. Epub 2018 Jan 

(10) Uesaka N, Abe M, Konno K, Yamazaki M, 

Sakoori K, Watanabe T, Kao TH, Mikuni T, 

Watanabe M, Sakimura K, Kano M. 

Retrograde Signaling from Progranulin to 

Sort1 Counteracts Synapse Elimination in 

the Developing Cerebellum. Neuron. 2018 

Feb 21; 97(4): 796-805.e5. doi: 10.1016/j.

neuron.2018.01.018. Epub 2018 Feb 1. 

(11) Chen S, Weitemier AZ, Zeng X, He L, Wang 

X, Tao Y, Huang AJY, Hashimotodani Y, 

Kano M, Iwasaki H, Parajuli LK, Okabe S, 

Teh DBL, All AH, Tsutsui-Kimura I, 

Tanaka KF, Liu X, McHugh TJ. 

Near-infrared deep brain stimulation via 

upconversion nanoparticle-mediated 

optogenetics. Science. 2018 Feb 9; 359

(6376):679-684. doi: 10.1126/science.aaq

1144. 

(12) Hirai H, Kano M. Type 1 metabotropic 

glutamate receptor and its signaling 

molecules as therapeutic targets for the 

treatment of cerebellar disorders. Curr 

Opin Pharmacol. 2018 Feb;38:51-58. doi: 10.

1016/j.coph.2018.02.002. Epub 2018 Mar 8. 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部薬理学教室は、1885 年（明治

18 年）薬物学教室として創設された。1908 年に

第二講座の創設に伴い、本分野の前身は薬物学第

一講座と呼ばれることになった。1927年、薬物学

講座は薬理学講座と呼称変更された。これにより

「-ology」の概念がより強く押し出され、1931年

には医学部一号館に移転した。創設後 100年を経

て、1986年には薬理学教室百周年記念事業が行わ

れた。東京大学が大学院部局化されるのに伴い、

1997 年に薬理学第一講座は薬理学講座細胞分子

薬理学分野と改組された。そして、教室創設 120

周年となる 2005 年、新築された医学部教育研究

棟８階に移転し新たなスタートを切っている。 

教室の構成員は、教授 1、講師 1、助教 2、大学

院生 1、ラボラトリスタッフ 2である。その他に、

システムズ薬理学教室と合わせて 6名の非常勤講

師が講義の一部を担当している（平成 29年度）。 

 

教 育 

医学科の学生に対して、薬理学の講義と実習を

システムズ薬理学分野および神経生物学分野と協

力して行っている。薬理学は、薬物治療の基本原

理を扱う学問であり、基礎医学と臨床医学をつな

ぐ任務を負っている。専任教員による薬理学講義

は、薬理作用の発現機序に関した薬力学を中心に

講義を行っている。この際、薬物の作用を単に羅

列するのではなく、基本的な考え方を重視して、

将来応用することが可能な薬理学の基礎を築くこ

とを念頭に講義を行っている。非常勤講師と専任

教員の講義の一部では、最先端の研究内容の紹介

を行っている。 

学生実習は、基本的な事項を中心に行っている

が、最新の手法を取り入れた実験も組み込んでい

る。研究室配属、フリークォーターにも積極的に

取り組んでおり、フリークォーター期間前後の実

験も歓迎している。 

大学院教育では、学生一人当り一つのテーマを

担当させ、問題点の発見、実験手技の習得、新た

な方向性への展開、研究成果の取りまとめという

一連の課題を自分でやり遂げることを通して、自

立した研究者を育成することを基本的な目標とし

ている。 

 

研 究 

Ca2+シグナルは、筋収縮、分泌、免疫、シナプ

ス可塑性、発生、分化など広汎な細胞機能制御に

極めて重要な働きをしている。当研究室は、Ca2+
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シグナル機構およびその関連シグナル機構を対象

として、生理学、生化学および分子生物学的手法

など必要なものは全て取り入れて、多角的に研究

を展開している。その中でも、生命現象の可視化

（イメージング）に重点を置く研究を展開してい

る（後述）。このような研究を通して、Ca2+シグ

ナルの多彩な機能の基本原理に迫りたいと考えて

いる。特に、中枢神経系の機能に着目している。 

 

１）Ca2+シグナルの時空間制御機構解析 

Ca2+シグナルは、細胞内を波のように伝播する

Ca2+ウエーブや、周期的に振動する Ca2+オシレー

ションといったダイナミックな時空間分布をとる。

これが、Ca2+シグナルに多様な細胞機能を制御し

得る能力を付与しているものと考えられている。

イノシトール 1,4,5三リン酸（IP3）受容体は Ca2+

シグナル形成に極めて重要な細胞内 Ca2+放出チ

ャネルであり、多種多様で重要な細胞機能制御に

関わっている。IP3受容体は単に細胞内 IP3濃度に

だけ応答するのではなく、細胞内Ca2+濃度やATP

濃度にも依存して活性化を受ける。特に Ca2+によ

る制御は Ca2+放出にフィードバックをかけるた

め、Ca2+シグナルのパターン形成に重要であると

考えられる。我々は、IP3受容体上の Ca2+センサ

ー領域を同定することに成功している。また、こ

の領域に変異を導入して IP3受容体のCa2+感受性

を低下させることにより、Ca2+オシレーションが

抑制されることを実験的に示しており、Ca2+放出

のフィードバック制御が Ca2+シグナルパターン

形成に重要であることを明確にした。 

さらに Ca2+オシレーションの形成メカニズム

を追究するため、細胞内小器官（小胞体およびミ

トコンドリア）内腔の Ca2+濃度を細胞質 Ca2+濃

度と同時に測定する新たな測定法を開発した。こ

の方法を用いて、Ca2+オシレーションの際の細胞

内 Ca2+動態を詳しく解析した結果、オシレーショ

ンと同期して小胞体とミトコンドリアの間を

Ca2+が行き来する「Ca2+シャトル機構」を発見し

た。この Ca2+シャトル機構により、Ca2+オシレー

ションの頻度が決定されることを明らかにした。 

この方法をさらに発展させ、ミトコンドリア・

小胞体内における Ca2+シグナルの時空間動態を

可視化できる蛍光タンパク質型 Ca2+センサー

（CEPIA）の開発に成功した。これにより、ミト

コンドリア・小胞体内 Ca2+シグナルを、時間的・

空間的に高い解像度で観察することが可能になっ

た。細胞の生理機能および病理に対し、ミトコン

ドリア・小胞体内 Ca2+シグナルが果たす役割を解

明する上で、新規センサーが新しい展望をもたら

すことが期待される。 

以上のように、Ca2+オシレーションの形成機構

について分子レベルの理解を深める研究を推進し

てきた。一方、Ca2+オシレーションによってコー

ドされる情報を細胞がどのように解釈するのかと

いう基本的問題も重要である。Ca2+依存性に脱リ

ン酸化されると核内に移行して IL-2 などの転写

を制御する NFAT について、細胞内局在と Ca2+

シグナルの関係を解析した。この結果、脱リン酸

化 NFAT は Ca2+シグナルの作業記憶素子（平均

寿命 7分）として機能することが明らかになった。

従って、Ca2+オシレーション頻度が増加するとと

もに、作業記憶素子である脱リン酸化NFATが細

胞質に蓄積し核内移行が促進される。このメカニ

ズムによって、Ca2+オシレーション頻度のデコー

ディングが行われることが明らかになった。 

 

２）シグナル分子の可視化解析 

Ca2+シグナルの研究を通して、シグナル分子の

時間的・空間的分布がシグナルの意義を決定する

のに極めて重要であることが明らかになってきた。

そこで、当研究室ではシグナル分子の新しいイン

ジケーターの開発を行ってきた。まず、Ca2+シグ

ナルの上流に位置する IP3シグナルを細胞内で可

視化する試みを行い、プレクストリン・ホモロジ
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ー・ドメイン（PHD）を用いた方法を世界に先駆

けて確立した。この方法を小脳プルキンエ細胞に

適用し、従来考えられていた平行線維入力に伴う

代謝型グルタミン酸受容体を介する IP3産生の他

に、登上線維入力に伴う脱分極によっても IP3が

産生されるという、新しい IP3産生系の存在を明

らかにした。また、平行線維入力に伴う IP3シグ

ナルは、代謝型グルタミン酸受容体によって活性

化されるのに加えて、イオンチャネル型グルタミ

ン酸受容体の活性化も細胞内 Ca2+濃度上昇を介

して IP3シグナル形成を促進することが明確にな

った。 

また、一酸化窒素（NO）のインジケーターを、

可溶性グアニル酸シクラーゼのヘム結合領域を利

用して作製した。これを用い、小脳スライス標本

において、平行線維刺激に伴うプルキンエ細胞内

NO 濃度変化を可視化することに成功した。この

結果、NO シグナルは活性化されたシナプスから

の距離とともに急速に減衰することが明らかにな

るとともに、シナプス特異的な長期増強（LTP）

を惹起することを明確にした。また、NO シグナ

ル強度は、平行線維入力周波数に二相性に依存し、

LTP も全く同様な周波数依存性を示すことを明

らかにした。このような結果により、ある特定の

入力パターンに対してのみ、NOが生成され、LTP

を惹起することが明確になった。 

さらに、中枢神経系の主要な伝達物質であるグ

ルタミン酸のインジケーターを AMPA 型グルタ

ミン酸受容体のグルタミン酸結合部位を用いて作

成した。これを用い、脳スライス標本において、

シナプス間隙外部でのグルタミン酸動態を可視化

することに成功した。この方法を用い、シナプス

伝達に伴い、グルタミン酸がシナプス間隙を逃れ

てシナプス周囲に存在する代謝型グルタミン酸受

容体などを活性化し得ることを明確にした。この

成果は、様々な重要な脳機能に関与するシナプス

外グルタミン酸伝達に関して、基盤となる知見を

与えるものである。 

 

３）Ca2+シグナルにより制御される機能の探索 

Ca2+は多様な細胞機能を制御するが、Ca2+によ

り制御される機能が全て明らかになっているわけ

ではない。当教室では、Ca2+シグナルにより制御

される新たな細胞機能を探索する試みを続けてい

る。 

細胞が隣接して他の細胞が存在することをど

のようにして検知するのかはまだ十分に明らかに

なっていない。細胞同士が接触する部位の Ca2+

濃度変化を詳しく解析した結果、細胞が触れ合う

部位に限局した一過性の Ca2+シグナルを発見し

て、Ca2+雷光（Ca2+ lightning）と名付けた。Ca2+

雷光は、細胞が他の細胞と接触した後に退縮する

現象を制御していることも明らかにした。 

大脳皮質および小脳皮質における代謝型グル

タミン酸受容体刺激に引き続く IP3-Ca2+シグナル

の機能的意義を解析した結果、シナプス入力によ

る IP3-Ca2+シグナルの下流に脳由来神経栄養因子

があり、これがシナプス前部のグルタミン酸放出

能を制御していることを明らかにした。これは、

活動依存的にシナプス強度を制御するメカニズム

があることを示唆している。すなわち、神経回路

を使い続けることが、その維持に必要であること

の分子機構を示しているものと考えられる。 

アストロサイト（グリア細胞）における IP3-Ca2+

シグナルの機能的意義を解析した結果、細胞表面

の分子発現を調節して神経の突起伸長を制御して

いることを明らかにした。また、小脳のアストロ

サイト（バーグマングリア）内の IP3-Ca2+シグナ

ルは、同細胞のグルタミン酸トランスポーターの

発現量を調節して、シナプス間隙外のグルタミン

酸濃度制御に関与することも明らかにしている。

さらに、脳に機械的な傷害が加わった場合、アス

トロサイトで細胞内 Ca2+濃度が上昇し、これが活

性化アストログリオーシスと神経保護作に重要で
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あることを示した。この分子機構を追究したとこ

ろ、Ca2+シグナルに依存して、アストロサイトに

おいて翻訳抑制因子Pum2がダウンレギュレーシ

ョンを受け、これによって N-cadherin の発現上

昇が起こることを明らかにした。アストロサイト

特異的に N-cadherin 遺伝子をノックアウトした

ところ、脳傷害に伴う活性化アストログリーシス

と神経保護作用も抑制され、N-cadherin が Ca2+

シグナルの下流で機能することが示された。以上

の結果より、脳損傷に伴うアストロサイトの Ca2+

シグナルから神経保護作用に至る分子機構の概要

が明らかとなった。 

上記の NO により LTP が惹起されるメカニズ

ムをさらに追究した結果、NOが Ca2+放出チャネ

ルであるリアノジン受容体をSニトロシル化して

活性化し、神経細胞内で Ca2+動員を起こし、これ

が LTPを惹起することを明らかにした。これは、

従来考えられてきたリアノジン受容体の活性化機

構とは異なる新たな Ca2+シグナル機構が神経細

胞に存在することを示す重要な結果である。しか

も、この Ca2+動員機構には病態生理的意義もあり、

脳虚血などに伴うNO産生に引き続いてこの機構

が活性化されると、神経細胞死が誘導されること

も明らかになった。従って、脳虚血障害の治療標

的としてこの機構を考えることが可能になった。 

超高感度 Ca2+センサーをアストロサイトに導

入した遺伝子改変マウスを作製し、これまで捉え

ることが困難であったグリア細胞の微細な突起を

含む細胞全体の Ca2+シグナルを、生きたマウスの

脳内で鮮明に可視化できる方法を確立した。本イ

メージング法により、アストロサイトの微細な突

起に限局して発生する Ca2+シグナル（Ca2+ 

twinkle）を発見した。グリア細胞の Ca2+シグナ

ルをこれまでになく詳細に解析できる本法は、脳

の様々な生理・病態生理機能に重要であることが

示唆されているアストロサイトの機能解明に画期

的な貢献をすると期待される。 

以上のように、当教室ではダイナミックな Ca2+

シグナルの基盤となる分子機構の追究を進めると

共に、その生理的意義を中枢神経系に主眼におい

て探索している。 
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沿革と組織の概要 

システムズ薬理学教室の現在の構成員は、教授

（上田 泰己）、講師（洲﨑 悦生）、助教（大出 晃

士、史 蕭逸）、大学院生 9名（桑島 謙、勝俣 敬

寛、村上 達哉、張 千惠、小野 宏晃、茂田 大地、

金子 みずほ、須貝 秀平、昆 一弘）、特任研究員

2名（黒田 真史、大野 怜一朗）、学振 PD1名（糸

総 るり香）、学術支援職員 3 名（加藤 美峰、冨

田 幸子、劉 陽、真野智之）、派遣職員 1 名（太

田 緑）である。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は、薬理学の講義と実

習およびフリークオーターからなり、講義と実習

は細胞分子薬理学分野と共同して薬理学大講座が

一体となって行っている。講義は、中枢神経薬理、

濫用薬物・毒物、化学療法薬、免疫抑制薬、血液

作用薬の講義を分担している。非常勤講師は腎臓

薬理、抗がん薬、薬物代謝、臨床薬理、薬剤疫学、

特別講義を分担している。 

学生実習は手法の異なる４つのテーマを取り上

げ、講師・助教が各テーマの責任者となり、教室

全体で実習の指導に当たっている。 

フリークオーターは、研究室で進めている研究

プロジェクトの中から、学生の希望に合わせてそ

の一部を担当する形で行っている。 

大学院生の教育は、教授、講師、助教による実

地の研究指導と研究室全員が参加するプログレス

レポートと文献セミナー、機能生物学専攻の機能

生物学セミナーを行っている。 

 

研究 

本研究室は、哺乳類の睡眠・覚醒リズムをモデ

ル系として、生体の一日の動的恒常性の解明に取

り組んでいる。特に、細胞と個体の階層間のつな

がりをとらえ複数の要素と系全体の振る舞いとの

関係性を調べるためにシステム科学的アプローチ

を採用し、個体レベルのシステム生物学を牽引す

る先進的な研究開発を行っている。本研究室では、

実験計画から変異マウス個体を高速・並列に作製

する技術（高速変異マウス作製技術）、個体レベル

で細胞間ネットワークを効率的に同定する技術

（細胞ネットワーク同定技術）の構築に成功して

おり、これらの技術を用いて、睡眠・覚醒の時間

分布における平均・分散・総量が環境・履歴に応

じて動的に決定される仕組みの解明に取り組んで

いる。本研究により個体レベルでのシステム生物

学の先導例を実現し、生命科学・医科学研究の次
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世代化を図る。 

これまでのゲノム科学・生命科学の進歩により、

「分子」と「細胞」（あるいは細胞集団としての組

織）の階層における体系的な理解が急速に進みつ

つある。一方で、特に医学的により有用な哺乳類

において、個体レベルの高次の生命現象に対し、

分子・細胞の階層との繋がりを詳細にとらえ、複

数の要素と系全体の振る舞いとの関係を調べるシ

ステム科学的アプローチを適用することは、ほと

んど実現されていない。本研究室では、創薬・医

科学分野で強く望まれている個体と細胞の階層に

焦点を絞り、具体的な実験系として哺乳類の睡

眠・覚醒リズムをモデル系として選択し生体の一

日における動的恒常性（睡眠・覚醒の時間分布）

の解明に取り組んでいる。個体レベルでのシステ

ム科学的アプローチを展開するために必要な先進

的技術基盤を確立すると共に、それらを用いて睡

眠・覚醒の一日における時間分布の問題の中でも、

とりわけ平均（睡眠・覚醒の位相）・分散（睡眠・

覚醒の ON/OFF）・総量（睡眠・覚醒の質×量）

が外的な環境や内的な履歴に合わせてどのように

動的に決定されているのかを解明することを目指

している。 

 

個体レベルのシステム生物学を牽引する技術 

①高速変異マウス作製技術 

古典的な方法で遺伝子ノックアウト・ノックイ

ン動物を大量に作製するには通常複数回の交配が

必要なため、個体レベルのシステム生物学を推進

するためのボトルネックとなっていた。そこで本

研究室では、交配を行わずに遺伝子改変マウスを

作出し解析に使用する「次世代マウス遺伝学」の

概念を提唱し、技術開発を進めている。交配無し

で直接遺伝子ノックアウト個体を作るために、

CRISPR-Cas9 法で用いるガイド RNA のデザイ

ンを改良し、3 ヶ所を同時に切断する「トリプル

CRISPR法」を開発した（Sunagawa et al., Cell 

Reports 2016）。この手法をマウスに適用したと

ころ、1 世代目で極めて高い確率（ほぼ 100%）

で大量の遺伝子ノックアウトマウスを作製するこ

とに成功した。また、交配無しで直接遺伝子ノッ

クイン個体を作るために、ゲノム改変を施したES

細胞から直接 100%ES細胞由来個体（ESマウス）

を作製し実験に使用する技術の確立を進めた。こ

の手法を用いて、時計遺伝子ノックアウトマウス

に対する個体レスキュー実験を 20 系統に渡って

実施し、時計遺伝子中の重要な修飾部位や構造を

発見するに至った（Ode et al., Molecular Cell 

2017）。これらの開発した手法では、交配を重ね

る必要がないため、わずか 3ヶ月程度で遺伝子改

変マウスを作製し解析に使用できることが可能と

なった（Susaki et al. npj Systems Biology and 

Applications, 2017, Ukai et al. Nature Protocols 

2017）。 

 

②細胞ネットワーク同定技術 

睡眠・覚醒状態の表現型と責任細胞を効率的に

結びつけるために睡眠・覚醒の表現型解析と責任

細胞の同定の高速化・並列化を確立する。本研究

室では、これまでに高感度な呼吸測定法を新たに

開発し、従来の高い侵襲性・技術・コストを要求

する表現型解析とは異なる非侵襲睡眠解析法の構

築に成功した（Sunagawa et al., Cell Reports 

2016）。また、当研究室では既に時系列データの

自動解析による睡眠・覚醒状態の自動判定システ

ムを構築している（Sunagawa et al., Genes to 

Cells 2013）。これらにより、マウスを飼育容器に

収納するだけで睡眠覚醒状態の自動解析ができる

システムを確立しており、高速変異マウス作製技

術と組み合わせて、種々の変異マウスの睡眠・覚

醒の表現型解析を行っている。また、本研究室で

は、脳や全身における遺伝子発現の様子を 1細胞

解像度で 3次元イメージとして取得し、情報科学

的な方法を応用した定量的な比較解析が可能な一
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連のパイプライン “CUBIC” 法を開発した

（Susaki et al., Cell 2014; Tainaka et al., Cell 

2014; Susaki et al., 2015; Kubota et al. Cell 

Reports 2017; Nojima et al. Scientific Reports 

2017）。CUBICにより全脳・全身レベルでの細胞

活動や細胞種を可視化することで睡眠・覚醒の時

間分布決定に関与する細胞ネットワークの同定に

取り組んでいる。さらに本年度には、データ解析

リソースとしてマウス脳の 1細胞解像度アトラス 

“CUBIC-Atlas” の作製に成功するとともに

（Murakami et al., Nature Neuroscience 2018）、

様々な生物学的アプリケーションの拡張を目指し

た共同研究を推進している（Yamamoto et al., 

Nature Communications 2018; Watanabe et al., 

Developmental Biology 2018）。 

 

生体の一日の動的恒常性：睡眠・覚醒の総量の問

題の解明 

一日の睡眠時間は恒常的に制御されており、断

眠によって失われた睡眠時間は、翌日の睡眠を深

くあるいは長くすることで補償される。その一方

で、必要な睡眠量は生物種間で大きく異なってお

り、必要睡眠量を規定する要因は明らかでなかっ

た。我々は、各神経イオンチャネルの働きによる

神経膜電位の変動をコンピュータシミュレーショ

ンによって解析し、さらに上記で開発した一連の

技術を用いて、中枢神経細胞におけるカルシウム

依存的な細胞膜電位の過分極に関わる一連の遺伝

子群が、個体の睡眠時間を遺伝学的に規定する一

因となっていることを明らかにした（Sunagawa 

et al., Cell Reports 2016; Tatsuki et al., Neuron 

2016）。この “Ca2+-dependent hyperpolarization

仮設 ” を各種論文媒体で提唱するとともに

（Tatsuki et al., Neurosci. Res. 2017; Ode et al., 

Curr. Opin. Neurobiol. 2017; Ode and Ueda. 

Cold Spring Harb. Perspect. Biol. 2017; Shi and 

Ueda. BioEssays 2018）、現在覚醒から睡眠への

切り替わりを担う分子の探索を進めている。 

我々は特に、Ca2+依存的に多くの神経チャネル

の翻訳後制御を担う CaMKII（カルシウム・カル

モジュリン依存性プロテインキナーゼ II）に着目

し、Camk2a、Camk2bノックアウトマウスが睡

眠表現型の異常を示すことを明らかにした。これ

らのリン酸化酵素が神経チャネルの性質を制御す

ることで秒単位の神経活動パターンの変遷を、数

分から数時間の時間スケールで生じる睡眠と覚醒

の状態遷移へと変換する可能性を検討している。 

さらに、睡眠と密接に関係する概日リズム周期

が温度に依存せず常に一定であるという特徴「温

度補償性」のメカニズムについて、生化学実験と

実験データに基づいた数理モデルにより、「CKⅠ

δ-ATP複合体と基質との結合が高温で弱くなるこ

と」と「CKⅠδ-ADP 複合体と生成物との結合が

高温で強くなること」の二つの結合メカニズムが、

高温に伴う反応速度の上昇にブレーキをかけ、そ

の結果として、温度に依存しないリン酸化反応を

実現していることを解明した（Shinohara et al., 

Molecular Cell 2017）。本成果により、約 60年間

にわたって謎とされてきた温度補償性の分子機構

が明らかとなり、体内時計研究の進展に大きく貢

献すると期待された。 

多くの臨床的な睡眠あるいは精神疾患モデルが

齧歯類を用いて作出されていることを鑑み、我々

の研究成果が睡眠障害、概日リズム障害およびそ

れに付随する精神疾患、神経変性疾患の理解と治

療戦略の探索へ貢献することを期待している。 
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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院・病院病理部と一体となって病理診断、教

育、研究にあたっている。幅広い病理学のフィー

ルドをカバーするとともに、「臨床医学としての病

理学」、「最先端科学との融合による次世代病理学」

の構築を目指している。 

森田助教が三井記念病院医長として転出した。

種井助教が病理部に異動，4 月より山内博士が教

室助教として、日向博士が病理部助教として加わ

った。 

大学院博士課程では、平成 29 年度の修了者 4

名（細井、牧瀬、三角、山澤）が学位を取得した。

新年度に 7 名の新入生を迎える予定で、平成 30

年度には 23名が在籍する予定である。 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院の病理診断、剖検診断業務を支える一方、

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を行

っている。教育に関しては、M1 の病理学総論を

皮切りに、M2 系統病理学、M3 エレクティヴ・

クリニカル・クラークシップ、M4 のクリニカル

クラークシップに及ぶ医学部病理学教育、さらに

大学院教育、臨床研修医教育を担当している。 

宮園研究科長を代表者として、文部科学省「基

礎研究医養成活性化プログラム」に福島県立医科

大学、順天堂大学と連携して「福島・関東病理法

医連携プログラム『つなぐ』」を申請し、採択され

た。平成 30年度から 4年間、大学院教育の中で、

循環的地域支援型人材育成により、「死因究明を担

い、遠隔病理診断、ゲノム医学に強い病理医」を
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育てていく予定である。 

平成 28 年度末からゲノム医療研究プロジェク

トとして、がんのクリニカルシーケンシングの実

装に向け「臨床ゲノムカンファランス」を行って

いる（研究代表間野博行教授）。年度末に東大病院

が、がんゲノム医療中核拠点病院に選定され、来

年度から先進医療として実際の診療に取り入れら

れる予定である。 

平成 28年度末から日本病理学会による「AI等

の利活用を見据えた病理組織デジタル画像

（P-WSI）の収集基盤整備と病理支援システム開

発」に協力し、人工知能による病理診断補助シス

テムの開発を目指してwhole slide image1000例

の症例登録を行った。また、放射線科、脳外科と

共に院内で画像登録を行う際の問題点について検

討を行った。 

 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに、東大医学部附属病院の病

理診断、剖検診断業務を支えている。「遠隔病理

診断・地域連携推進センター」を立ち上げ、デジ

タルパソロジーにより迅速診断支援も行ってい

る（佐々木センター長、病院病理部の項参照）。 

生検・手術を扱う、いわゆる病理診断（外科病

理）業務に関しては、胸部、肝臓・胆膵、泌尿器、

婦人科、乳腺、整形外科の手術症例、ならびに腎

臓、皮膚生検について、臨床各科と定期的にカン

ファランスを行っている。 

病理解剖症例については毎月 1回 2例を取り上

げ、病院 CPC を行っている。毎週月曜日に開催

している剖検症例カンファランスとともに臨床研

修医教育の場となっている。平成 22 年度から

CPCダイジェストを院内に公開し（堂本、日向助

教）、平成 25年度からは臨床研修医が自ら問題を

解決して、CPC の内容を理解できるよう、CPC 

e-learning コースを設け（池村講師）、年 1 回、

全員必修 e-learningとして実施している。 

教 育 

M1 に対する病理総論では、病理形態学的な部

分について講義、実習の一部を担っている。 

系統病理学講義、ならびに実習は、系統講義の

進行にあわせ、一週間に各 1 回、それぞれ計 19

回行っている。実習での理解を促進するため、前

半、後半に分けてハンドアウトを配布するととも

に、実習に使用する病理組織標本は、すべてバー

チャルスライドとしてホームページ上に掲載し、

閲覧できるようにしている。 

M4 のクリニカルクラークシップでは、学生 2

名単位で 1例の剖検症例をまとめる剖検病理演習、

種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演習、ならび

に病院病理部見学を行っている。 

エレクティブ・クリニカルクラークシップでは

4 名の学生が病理部を選択した。なお、フリーク

ォーターでは病理部も含め、M1の学生 3名を受

け入れた。 

博士課程教育では、医学共通科目「感染・免疫・

腫瘍学Ⅱ」、「腫瘍病理学概論」の講義を行ってい

る。また、医学集中実習として「神経病理・画像・

臨床連関」、「組織化学・免疫組織化学・臨床電子

顕微鏡学」を設けており、好評である。 

 

研 究 

研究の第一の柱は、「慢性炎症と腫瘍」の病態

解明であり、Epstein-Barr（EB）ウイルス関連

腫瘍（胃癌）を対象に研究を展開している（国田

助教、牛久綾講師、阿部病院講師）。本年度は、千

葉大学分子腫瘍学講座と共同で、EB ウイルス関

連胃癌にみられるエピジェネティック異常の分子

機構（文献 1、14、24）について解明を進めた。

とくに不死化胃細胞に人工的に EBウイルスを感

染させ、広範囲のメチル化異常を再現することに

成功した（文献 15）。腫瘍微小環境についても検

討を進めている（文献 27）。 

研究の第二の柱は、トランスレーショナル・リ
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サーチ病理学である。東京大学先端科学技術研究

所、医科歯科大学ゲノム病理学と共同で、癌の網

羅的ゲノム、エピゲノム、トランスクリプトーム

解析に基づき、モノクローナル抗体、組織マイク

ロアレイを用いた発現解析を行ってきた（牛久准

教授、森川准教授）。共同研究者の医科歯科大学ゲ

ノム病理学石川俊平教授、加藤洋人助教は、次世

代シーケンサーを用いた免疫ゲノム解析により、

胃癌組織におけるリンパ球の抗原受容体の全体像

を明らかした。なかでも硫酸化グリコサミノグリ

カンが主要ながん免疫抗原であることを突き止め、

ゲノム情報から抗腫瘍活性をもつヒト抗体を作り

出すことに成功した（文献 7）。 

研究の第三の柱は、従来の組織病理学的立場か

らの疾患概念、腫瘍概念の再検討である。牛久准

教授は腸型胃癌の中に胎児形質発現を特徴とする

予後の悪い一群があることを見出した（文献 35）。

この他、腫瘍においては尿管癌（文献 11、18）、

乳癌（文献 26）、胸膜中皮腫（文献 29）、膵癌（文

献 33）、肝内胆管癌（文献 17）、軟部腫瘍（文献

12）、リンパ腫（文献 16）などの研究を進めた。

一方、非腫瘍性疾患においては、デスミン心筋症

に対し、プロテオミクスを用いて病的蛋白の切片

上での分布を検討し、疾患の病態解明を試みてい

る（文献 30）。 
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沿革と組織の概要 

分子病理学分野は100年以上の歴史を持つ教室

で、現在の宮園浩平教授は平成 12年（2000年）

8 月に教授として着任し、以来、分子レベルでの

がんの基礎研究を展開している。平成 30年（2018

年）3月現在の構成員は教授 1、准教授 1、特任准

教授１、助教 2 で、そのほか 5 人の大学院生、1

人の修士学生、5 人の特任研究員、研究補助員、

事務補佐員等で構成されている。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は人体病理学分野と共

同で行っているが、病理学の講義のうち病理学総

論を分子病理学分野が中心となって担当している。

また大学院の共通講義、医科学修士や健康総合科

学科の講義などを担当している。 

医学部医学科学生の病理学総論ではとくに腫瘍

学の講義に力を入れて行っている。がん遺伝子や

がん抑制遺伝子の働き、ウィルスによる発がんの

メカニズム、がんの疫学、がんのゲノム解析、が

んの浸潤・転移のメカニズムなどは医学部学生が

学ぶべき重要な問題の一つであり、これらについ

て実例をあげながら集中的に講義を行っている。

実習はアポトーシスに関する実験を指導している。

近年、医学部の講義の中で腫瘍学を系統立てて講

義することの必要性が論じられているが、我々は

病理学総論の講義を通じて「がんの基礎」を医学

部学生が理解してくれることを強く期待している。 

研究室は医学系研究科教育研究棟 11階にある。

一つのフロアーでほとんどすべての実験が行え、

研究の効率が極めてよいことが特徴である。分子

病理学教室では月 2回の教室内のプログレスミー

ティング、月１回のマンデーセミナーのほか、准

教授、特任准教授、助教を中心としたグループミ

ーティングを頻繁に行い、学生の研究指導を行っ

ている。 

我々の研究室はスウェーデンの Uppsala 大学

Ludwig がん研究所と平成７年（1995年）以来、

共同研究を行って来た（http://c2ctgfb.umin.jp/）。

また毎年秋にはUppsala（スウェーデン）または

Leiden（オランダ）で開催される TGF-β meeting

に大学院生数名が出席し研究成果の発表を行って

いる。平成 29年（2017年）度はUppsalaで TGF-β 

meeting が開催され、4 名の大学院生が参加し、
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発表を行った。 

平成 23年（2011年）度より東京大学ライフイ

ノベーション・リーディング大学院（GPLLI 

Graduate Program for Leaders in Life 

Innovation）が採択され、俯瞰力と独創力を備え

て広く産学官にわたりグローバルに活躍するリー

ダーを養成することをめざしてプログラムがスタ

ートした（http://square.umin.ac.jp/ gplli/）。本プ

ログラムにより分子病理学教室所属の大学院生と

他の研究科の学生、教員との交流も盛んに行われ

ている。 

 

研究 

分子病理学分野は実験病理学を中心とした研究

をこれまで推進してきた。平成 12年（2000年）

以来、こうした基本姿勢はかわらず、分子病理学

的研究によって疾患の分子メカニズムを明らかに

することを目標としている。平成 29年（2017年）

度は TGF-β のシグナル伝達機構の研究とがんと

の関連に関する研究などを行った。 

平成 27年（2015年）度以降は日本学術振興会

基盤研究(S)「TGF-β シグナルによる転写調節と

がん悪性化機構」の支援をうけ、TGF-βファミリ

ーのがんとの関わりを中心に研究 (課題番号

15H05774)を進めている。また平成 29年（2017

年）度より文部科学省科学研究費新学術領域「細

胞社会ダイバーシティーの統合的解明と制御（領

域代表者：藤田直也）」の支援を受け、研究（課題

番号 17H06326）を開始した。 

宮園浩平は、平成 29 年（2017 年）に Rik 

Derynck（UCSF）と共に書籍「The Biology of the 

TGF-β Family（全 35章）」を Cold Spring Harbor 

Perspectives in Biologyシリーズとして編集、発

刊した。 

以下に平成 29年（2017年）の我々の研究成果

を紹介する。 

Ras 形質転換乳腺上皮細胞の TGF-β による

EMT 誘導にともなうクロマチンアクセシビリテ

ィの変化：TGF-βは様々な細胞において、その増

殖や分化、アポトーシス、運動、細胞外マトリク

スの産生などを制御するサイトカインである。

EMT は上皮間葉転換と呼ばれ、上皮細胞がその

特質を失い、間葉系細胞へと分化するプロセスで

あり、TGF-βなどのサイトカインによって制御さ

れる。EMTが起こると E-カドヘリンなどの上皮

細胞特異的なタンパク質の発現が低下し、N-カド

ヘリンなどの間葉系細胞で見られるタンパク質が

作られるようになり、細胞の運動能が亢進する。 

本研究では EMT を誘導する代表的なサイトカ

インの一つ TGF-β によってクロマチンアクセシ

ビリティにどのような変化がおこるか、マウス乳

腺上皮細胞株 EpH4 およびその Ras 形質転換株

EpRasをモデルとして FAIRE-seqなどにより俯

瞰的な検討を行った。EMT のプロセスはエピジ

ェネティックな変化を伴うことが既に報告されて

いるが、我々の検討においても Ras形質転換の有

無及び TGF-β 刺激のいずれかまたは双方によっ

て、クロマチンアクセシビリティの変化が生じる

ことが明らかになった。モチーフ解析の結果、い

くつかの特異的な転写因子結合配列が見出された。

さらに腫瘍促進作用を有する ETS ファミリー転

写因子の Etv4 の発現が Ras 形質転換細胞及び

TGF-β 刺激により上昇することが明らかになっ

た。Etv4と関連タンパク質であるEtv5について、

ChIP-seq を含めた網羅的な検討を行った結果、

Etv4やEtv5は少なくとも一部はクロマチンアク

セシビリティの変化を伴って EMT のプロセスを

制御していることが分かった（荒瀬ほか、

Scientific Reports 2017）。 

ALK-2やDLX2に制御されるBMPシグナルの

脳腫瘍幹細胞における役割：多形性膠芽腫は成人

の最も予後の悪い脳腫瘍である。脳腫瘍幹細胞

（glioma-initiating cell, GIC）は神経幹細胞関連

の形質を有し、腫瘍の再発に重要な役割を果たし
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ている。BMPは TGF-βファミリーのサイトカイ

ンであり種々のがんの進展に密接に関わっている。

BMPはGICの分化を誘導することが報告されて

いることから、我々は BMP シグナルが多形性膠

芽腫の治療標的となるか否かを検討した。 

その結果、BMP のシグナルに関与する I 型受

容体のうち、ALK-2 が GIC の細胞死に重要な働

きを持つことが明らかとなった。さらに細胞内の

BMP の標的遺伝子を検索したところ、DLX2 が

GIC のアポトーシスや細胞分化に関わっている

ことを見出した。ALK-2 や DLX2 の作用は、マ

ウス担がんモデルにおいても確認することができ

た。抗てんかん薬として知られるバルプロ酸は脳

腫瘍にも有効であることが期待されているが、バ

ルプロ酸はGICにおいて BMP2、BMP4、ACVR1

（ALK-2の遺伝子）、DLX2のmRNAの発現を上

昇させた。また BMP のシグナル分子である

Smad1/5のリン酸化をバルプロ酸は促進した。バ

ルプロ酸はGICのアポトーシスを誘導し、その作

用は ALK-2や DLX2のノックダウンで部分的に

抑制された。このことはバルプロ酸による GICの

アポトーシス誘導の少なくとも一部は BMP シグ

ナル経路の誘導を介していることを示唆するもの

である（Rajaほか、Oncogene 2017）。 

BMP シグナルを標的とした大腸がんの分子標

的治療：大腸がんは世界で３番目に多く見られる

がんで、大腸がんによる死亡はがんによる死亡原

因の４位である。大腸がんの治療法は年々進歩し

てきているが転移を伴う大腸がんの治療はいまだ

に困難で、新しい治療法の開発が期待されている。 

手術検体や細胞株を用いた解析から、正常大腸

上皮細胞と比較して、大腸がん細胞では、恒常活

性化したWnt/β-cateninシグナルによってBMP4

の転写が誘導され、自己分泌的に BMP シグナル

を活性化していることが分かった。BMP の I 型

受容体のシグナル阻害剤である LDN-193189 の

添加を行うと、自己分泌的 BMP シグナルが阻害

され、大腸がん細胞にアポトーシスが起こること

が明らかとなった。LDN193189 はホスファター

ゼであるDUSP5の発現を誘導し、これが Erkの

脱リン酸化を維持し、大腸がん細胞にアポトーシ

スが誘導されることが分かった。さらにヒト大腸

がん細胞の移植モデルにおいて LDN-193189 を

投与すると、がん細胞の腫瘍形成が抑制されるこ

とが明らかとなった。以上より大腸がん細胞で活

性化されている BMP-4 を介したシグナルは新規

治療標的のひとつであると考えられた（横山ほか、

Cancer Research 2017）。 

ZEB1 による乳がん細胞の炎症性分泌形質の制

御： 転写因子 ZEB1と ZEB2は、多くの上皮細

胞に EMTを引き起こす。しかし ZEB1や ZEB2

がどのような転写のプログラムを制御するか、そ

の網羅的な解析は十分には行われていない。我々

は basal-typeの乳がん細胞株などを用いて ZEB1

の ChIP-seqや RNA-seqを行い、GSEA解析を行

うことでZEB1の転写制御機構を網羅的に明らか

にすることを試みた。 

その結果、ZEB1 が転写促進的に働く EMT 関

連標的遺伝子群の存在が明らかになった。さらに

複数の細胞株を用いた細胞培養上清の抗体アレイ

による網羅的解析によって、ZEB1 が制御する分

子を抽出したところ、IL-6 や IL-8 などの炎症性

サイトカインが同定された。ZEB2 についてもこ

れらのサイトカインの発現制御はZEB1と同様で

あることが分かった。ELISA による検討でも

ZEB1 によってこれらの分泌因子のタンパク発現

は制御されていることが確認された。in vitro で

ZEB1 のがん細胞への影響を検討したところ、

ZEB1は IL-6依存的にがん細胞の増殖を促進した。

また線維芽細胞の増殖もがん細胞のZEB1発現に

よって促進されていた。さらにマウス乳がん細胞

移植モデルを用いた検討では、ZEB1 の過剰発現

により、転移を促進することが知られるMyeloid- 

derived suppressor cells (MDSCs)が、腫瘍に集



78 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

積していることが観察された。以上の結果は、

ZEB1 の予後不良因子たる所以の少なくとも一部

が、これまでに知られていなかった EMT 関連分

泌形質の制御にあることを示唆するものであると

考えられた（桂、田村ほか、Molecular Oncology 

2017）。 
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沿革と組織の概要 

平成 21 年 3 月まで当教室主任であった野本明

男教授の定年退職に伴い、平成 21 年度より新た

に畠山昌則教授が赴任し、新体制でのスタートを

切った。現在、当教室の構成員は、教授 1名（畠

山）、講師 1 名（紙谷）、助教 2 名（髙橋、林）、

特任助教 1名（藤井）に加え、特任研究員 4名（西

川、菊地、Tang、橋）、学術支援職員 2名（島田、

小松）、大学院生 9 名（大木、野嶋、Ben、Lu、

Knight、井上、和田、今井、Suzuki）、研究生 5

名（Tahmina、Marrero、武、呉、賀）の合計 25

名であり、日々研究・教育活動に励んでいる。 

 

教育 

当教室は基礎系唯一の感染症関連講座である。

医学科１年生（M1）の学生を対象として細菌学、

ウイルス学を中心に微生物学教育を担当している。

臨床微生物学に関しては平成７年度に新設された

感染制御学教室が一部担当しているが、当教室に

おいても基礎医学にとどまらず、感染症の臨床医

学、社会医学の重要性を考慮した教育をおこなっ

ている。 

系統講義は、微生物学総論（生化学、生理学、

遺伝学、疫学等）と各論からなる。前者は学生が

医微生物学の理解に必要な基礎理論を習得し、医

学領域における微生物学の役割を理解することを

目的とする。各論の講義は、病原微生物の病原性

発現機構、感染症の臨床、ウイルスの分子生物学

などトピック別に行う。学生が医微生物学に対す

る学究的興味を持つ機会が得られるべく、実際の

臨床事例に基づく話題や基礎研究における最新の

知見等を含めて講義を組み立てている。 

実習は、(1) 病原細菌の分離同定法（市販肉か

らの食中毒菌分離、血清凝集反応・PCRによる同

定等を含む）、(2) 微生物遺伝（細菌およびファー

ジの増殖・変異、遺伝子組換え、遺伝子相補試験、

DNA修復経路、DNAの修飾と制限、ラムダファ

ージの溶原化誘導等）、(3) その他（細菌のグラム

染色、接触感染流行モデルの実験室内シミュレー

ション等）からなる。臨床微生物学や基礎研究に

おいて必要な基本的技術と理論的背景の習得を目

的としている。 

大学院教育としては、医学系研究科博士課程の

微生物演習、微生物学実習を担当している。その

他、医科学専攻修士課程の微生物学講義も担当し

ている。 
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研究 

当教室では胃がんを中心とした感染がん発症

機構の解明ならびにその成果を基にがんの革新的

予防・治療法開発を目指し研究を進めている。胃

がんは部位別がん死亡の第二位を占め、胃がん死

亡者数は全世界がん死亡者総数の 10.4%を占める。

ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）の感染は胃

がん発症に深く関与していることが明らかとなり、

なかでも cagA 遺伝子を保有するピロリ菌の持続

感染は胃がん発症に決定的に重要な役割を演ずる。

cagA 陽性ピロリ菌は IV 型分泌機構を介して

CagA タンパク質を胃上皮細胞内に注入する。当

教室ではこれまでの一連の研究を通して、cagA

陽性ピロリ菌が胃上皮細胞をがん化させる分子機

構を明らかにしてきた。 

日本を含む東アジア諸国は胃がんの多発国と

して知られており、ピロリ菌感染を起点とする各

種胃粘膜病変の予防・治療法の確立は急務である。

当教室では、ピロリ菌感染を基盤とする胃発がん

における細菌性がんタンパク質としてのCagAの

役割ならびにCagAを分子標的とした治療開発を

目指し、分子から個体レベルにいたる先端的研究

を進めている。本年度は以下の研究に大きな前進

が得られた。 

 

1. ピロリ菌の発がん活性を規定する分子構造基

盤の解明 

ほぼ全ての胃がんは cagA 陽性ピロリ菌の慢性

感染を基盤として発症すると考えられている。興

味深いことに、疫学調査から東アジアで見られる

ピロリ菌が保有する CagA（東アジア型 CagA）

は、それ以外の地域で見られる世界標準の CagA

（欧米型 CagA）に比べ、胃がん発症により深く

関与することが指摘されている。しかしながら、

これら 2 種のCagA 間の発がん活性に違いが生じ

る分子構造基盤は不明であった。 

 CagA は IV 型分泌機構を介して胃上皮細胞内

に侵入した後、Src ファミリーキナーゼや c-Abl

キナーゼによりチロシンリン酸化される。CagA

のチロシンリン酸化部位は Glu-Pro-Ile-Tyr-Ala 

(EPIYA) モチーフで特徴づけられる。チロシンリ

ン酸化されたCagAは細胞がん化に深く関わるチ

ロシンホスファターゼ SHP2に結合し、そのホス

ファターゼ活性を異常活性化する。CagA のチロ

シンリン酸化依存的なSHP2の脱制御は胃がん発

症に重要な役割を担うと考えられている。 

 本研究では、X 線結晶構造解析を通して CagA

が標的とする発がんタンパク質SHP2との複合体

の立体構造を原子レベルで解明した。その立体構

造の比較から、欧米型 CagAと東アジア型 CagA

の間に存在する 1つのアミノ酸残基の違いによっ

て生じる分子構造の差異が、CagAの SHP2 結合

能に大きな影響を与えることを明らかにした。さ

らに、東アジア型 CagAが示す欧米型 CagAに比

べて圧倒的に強固な SHP2 結合が、SHP2の酵素

活性を著しく増強し、胃の細胞のがん化を促す異

常なシグナルを強力に誘導することを見出した。

これらの結果から、日本において高い胃がん発症

リスクを招く東アジア型 CagAが強い発がん活性

を発揮するための分子構造的な仕組みが初めて明

らかになった。 

 

2. ピロリ菌 CagA の構造多型が CagA と PAR1b

の結合強度に与える影響 

胃の上皮細胞内に侵入したピロリ菌 CagA は、

CagA 分子内の特定の領域（CM モチーフ）を介

してリン酸化非依存的に partitioning-defective 

1b(PAR1b)/microtubule affinity-regulating kinase 

2（MARK2）に特異的に結合する。CagAは PAR1b

との結合を介して PAR1b キナーゼ活性を抑制す

る結果、上皮細胞の密着結合（タイトジャンクシ

ョン）を破壊し上皮細胞極性を崩壊させる。 

本研究では、定量的な手法を用いて CagA と

PAR1bの結合強度を解析した。その結果、CM モ
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チーフを 2つ保有する CagAは PAR1bと強く結

合する一方、ある種の CagA は PAR1b 結合能を

持たないことが明らかになった。さらに、

CagA-PAR1b の結合強度がストレスファイバー

形成能と上皮細胞のタイトジャンクション破壊能

の強さを規定することを見出した。以上の結果か

ら、CM モチーフの構造の違いがピロリ菌 CagA

の病原性の強度を決定していることが示唆された。

従って、CagAの CM モチーフの違いによって、

ピロリ菌感染者の臨床経過が異なる可能性が考え

られる。 

 

3. Parafibromin による形態形成シグナルの統合

的制御 

Wnt シグナル、Hedgehog シグナル、Notch シ

グナルは、多細胞生物の形態形成に関わる主要な

シグナル伝達経路であり、個体の発生や維持に重

要な役割を担っている。しかしながら、1 個の細

胞が２種類以上の形態形成シグナルを同時に受け

取った場合、細胞内でシグナルを統合的に処理す

る分子機構は不明であった。 

Parafibromin はヒトにおける出芽酵母 Cdc73

のオルソログであり、PAF 複合体の構成タンパク

質の１つである。PAF 複合体の構成因子が欠損あ

るいは変異により機能が破綻すると、遺伝子発現

に異常が生じる。その結果、細胞増殖・分化が脱

制御され、がんを含む様々な疾患を引き起される

と理解されている。本研究では、parafibrominが 

-cateninとGli1に対して競合的に結合し、Wnt

シグナルとHedgehog シグナルの標的遺伝子群の

うちどちらか一方のみを転写活性化することを見

出 し た 。 一 方 、 parafibromin は Notch 

intracellular domain（NICD）とも結合するが、

NICD は -catenin や Gli1 と同時に結合するた

め、協調的にシグナル標的遺伝子が誘導される。

Parafibromin による Wnt シグナル、Hedgehog

シグナルおよび Notch シグナルの活性化は、

SHP2 による parafibromin のチロシン脱リン酸

化によって促進される一方、PTK6 によるチロシ

ンリン酸化により抑制される。実際に小腸では、

これら 3 種の形態形成シグナルが統合的に活性

化・不活性化されており、マウスの小腸で

parafibromin の発現をノックアウトすると上皮

構造が崩壊する。本研究から、parafibrominは複

数の形態形成シグナルを細胞内で統合的に制御す

る転写のプラットホームであることが明らかにな

った。 
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沿革と組織の概要 

感染制御学教室の前身は、1991年 1月 23日に

院内措置として設置した院内感染対策部である。

これが 1993年 9月 1日に感染制御部と改組にな

った後、1994年 6月 24日に感染制御学講座が開

設した。院内措置であった感染制御部も、2002

年に正規の部として承認された。当講座の構成は、

教授 1、助教 6、技術補佐員 1、事務補佐員 1、検

査技師 11である。検査技師は、2001年に細菌検

査室が検査部から感染制御部に移動したのに伴い、

感染制御部所属となっている。講座の実際の業務

運営には、看護部等の協力･援助に頼る所が多大で

ある。 

 

診 療 

当講座の病院内業務は以下の事項である。 

1) 院内で発生したMRSAその他の多剤耐性菌感

染症および各種病院感染症に対する監視、サーベ

イランスの実施と対策の策定･介入ならびにその

評価分離状況調査と各科への定期的報告、保菌者

のスクリーニング（依頼時）、ムピロシン･バンコ

マイシン･テイコプラニンの適正使用の指導、多発

時の警告、介入･指導、手洗法の指導など。 

2) 病棟ラウンド：毎週病棟ラウンドを行い、現場

の情報を収集する。2000 年 6 月より看護部病院

感染対策委員も加わり、感染対策チーム（ICT）

としてラウンドを行っており、同年 10 月から病

院感染症全体の包括的サーベイランスも開始した。

病院感染対策や感染治療の上での問題点がある場

合には、担当医師･看護師と相談したうえで問題解

決を図る。 

3) 病棟･外来の環境調査感染が多発した病棟にお

いて、必要に応じ病棟側と相談の上、病室、処置

室などの環境や器具の汚染状況を調査している。 

4) アウトブレイク発生時の対策と検討：検査部細

菌検査室からの情報をもとに、特定の菌種の分離

が病院内で特定の部署で増加していないかどうか

調べている。増加が見られる場合には、その部署

への情報提供や分離菌株の遺伝子解析（pulsed 

field gel electrophoresis）を行い、原因を明らか

にしたうえ、共同で対策を立案する。 

5) その他の伝染性感染症患者に対する治療およ

び病棟での対処法に関する情報提供。結核、麻疹、

水痘など感染力の強い空気感染性感染症発生時、

伝染性角結膜炎や疥癬などの接触感染で感染力の

強いものが発生した時などに、有効な防止法を指

導する、また特殊な菌が分離された場合に、担当

医に治療・対策について情報を提供する。 
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6) HIV感染症患者の治療に関する情報提供：HIV

感染症の専門医の立場から、患者の治療および院

内感染対策についての情報を提供する。 

7) その他感染症全般の診療サポート 

8) 水質検査：無菌室、手術室などの減菌状況のモ

ニタリング、クーリングタワー水のレジオネラの

調査などの依頼に協力、検査を行う。 

9) 針刺し･血液曝露防止針刺し事故や血液･体液

による皮膚･粘膜の曝露による職員の感染を防ぎ、

安全な職場とするために、各種安全器材の導入や

安全手技の指導を行っている。また産業医を中心

に経過観察者確認、ワクチンプログラムの確認に

努めている。 

10) 手指洗浄･消毒法の指導：MRSA や多剤耐性

緑濃菌などの院内伝播による院内感染症を防止す

るために最も有効な方法は職員の手洗い励行であ

るが、なかなか徹底しないのが現状である。この

点を改善するために、各部署でくり返し職員の指

導を行っている。 

 

教 育 

当講座は、医学部医学科のM2で感染制御学の

系統講義と実習を担当している。講義･実習は必ず

しも感染制御学に関する内容だけではなく、臨床

微生物学･感染症学を含めた広いスタンスで行う

ことを目標としている。したがって、病院感染防

止対策に加え、病原微生物の基礎的･臨床的な知

識･各臓器における感染症、抗菌薬・ワクチンの使

用法などの内容についても教育を行っている。卒

後教育としては、大学院生の入学時ガイダンスと

研修医オリエンテーションに際して感染制御に関

する教育を行っている。この他に、病棟から感染

制御および感染症治療に関する質問･依頼等があ

った場合、随時、情報提供・技術指導を行なって

いる。1998 号年 6 月に内科診療科再編によって

感染症内科がスタートしたが、外来･病棟における

感染症内科の診療、研修医の指導などにも積極的

に協力している。 

 

研 究 

当講座の主な研究のテーマは以下の事項であ

る。薬学部、臨床各科との連携研究も開始してい

る。 

1) 医療関連感染制御の組織的方法の確立 

2) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 

4) HIV感染症の進展に関する研究 

5) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 

6) B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解

析 

7) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 

8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

10) 多剤耐性菌出現機構討 

11) Clostridioides difficile感染症の疫学的解析 
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沿革と組織の概要 

当免疫学教室の歴史は 1918 年に溯る。当時は

血清学教室と呼ばれており歴代、三田定則、緒方

富雄、鈴木鑑教授が主宰した。1977 年に多田富雄

教授が着任、1981 年に免疫学教室と名称を変更し、

それまでの教室の伝統を活かしながら、免疫系の

負の制御に関する研究を重ねた。多田教授は国際

免疫学連合会長を歴任するなど国際的に広く認知

される教室へと発展させた。1994 年からは谷口維

紹教授（現・東京大学生産技術研究所 炎症・免

疫制御学社会連携研究部門 分子免疫学 特任教

授）がⅠ型インターフェロン遺伝子の発現制御、

IRF転写因子ファミリーによる免疫系と発がんの

制御機構について世界をリードする研究を行った。 

2012 年 5 月に高柳広が教授として東京医科歯

科大学から着任した。自己免疫寛容の破綻による

自己免疫疾患の発症機序という免疫学の根幹的命

題に取り組むとともに、骨をはじめとする多臓器

間ネットワークを対象とした免疫システムの解明

を目指している。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は、講義と実習、なら

びにフリークォーターからなる。講義全体を通し

て免疫学の基礎知識、免疫学研究の歴史、最先端

の研究まで幅広くカバーすることをねらいとし、

全教員が分担して行っている。平成 29 年度は非

常勤講師として、大阪大学の坂口志文教授、東京

医科歯科大学の烏山一教授、京都大学の河本宏教

授、東京大学の谷口維紹特任教授（前免疫学講座

教授）に各論の一部と研究の最前線についての講

義をしていただいた。学生実習では、免疫学の基

礎的技術を経験することを趣旨とし、フローサイ

トメトリーによるリンパ球亜集団の解析とウェス

タンブロットによる抗体の検出を行った。 

当講座では、フリークォーターの特別カリキュ

ラムを用意せず、学生の希望と能力に応じて、進

行中の研究プロジェクトを分担させるようにして

いる。また、医学部 MD 研究者育成プログラムの

学生を受け入れ、独自のテーマを数ヶ月〜年単位

で主体的に遂行させることで、基礎医学マインド

を持つ医師・医学研究者の育成に務めている。 

大学院生に対する研究指導としては、基本的に

は週 1回毎に担当を決めて研究報告会を行ってい

るが、そこでは毎回 1 名が順番に約 1 時間の持ち

時間で、各自のプロジェクトの成果と進捗状況を

まとめて発表し、全体的な方向性を討論する。さ

らに 2 〜 3 名が最新の研究進捗状況を 1人 15 分
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の持ち時間で報告する。同じく週１回行う抄読会

では、最新のトップジャーナルに発表された論文

の紹介や、参加した学会の報告を行っている。こ

のほか第一線で活躍中の外国の研究者が当教室を

訪れる際には、教室内外でセミナーを行うととも

に、当教室構成員との個別の議論を持つ機会を設

けている。 

 

研究 

当研究室では、免疫細胞の分化過程や自然免疫

系・適応免疫系の制御機構を分子レベルで解析し、

免疫反応を統合的に理解することを目指している。

特に、骨髄や胸腺における組織微小環境の形成機

構と、リンパ球の分化と活性化を制御する分子機

構に焦点を当て、分子生物学的アプローチと遺伝

子改変マウスを用いた生体レベルでの検証を重視

し、自己免疫疾患、難治感染症や骨関節疾患に対

する画期的な治療法の開発に繋げることを目標と

している。具体的には、以下の研究課題について

独自性のある研究を展開している。 

 

1）骨免疫学研究 

当研究室では骨髄を免疫器官として捉え、骨髄

構成細胞と免疫細胞との相互作用を注目し、骨髄

内の免疫細胞分化制御の解明を進めてきた。骨髄

造血における骨構成細胞の役割を検討するため、

骨髄ストロマ細胞サブセットを特異的に欠損する

遺伝子改変マウスを作製した（Terashima et al., 

Immunity. 2016）。その結果、骨芽細胞特異的欠

損マウスにおいて、骨髄のリンパ球共通前駆細胞

および末梢のリンパ球の数が減少することが判明

した。骨芽細胞はサイトカイン IL-7 を産生するこ

とで、骨髄中の共通リンパ球前駆細胞の維持に寄

与することがわかった。さらに、急性炎症時にお

こるリンパ球減少症の原因の中には、骨芽細胞に

よるリンパ球前駆細胞制御の破綻に起因するもの

があることを明らかにした。本成果により、従来

の敗血症治療法と併せて、骨芽細胞を標的として

発症後期の免疫力低下のコントロールを目指す新

しい治療法開発の可能性を提示することができた。 

破骨細胞は単球/マクロファージ系前駆細胞に

由来する多核の巨細胞であり、骨基質上に局在し、

自らと骨の間隙に酸やタンパク質分解酵素を放出

し、骨基質を分解するユニークな細胞である。また、

破骨細胞分化・機能の異常は、関節リウマチで認め

られる炎症性骨破壊や、閉経後骨粗鬆症、がんの骨

転移などの骨量減少、大理石骨病などに深く関わっ

ている。我々はこれまで、破骨細胞分化に関与す

るシグナル伝達機構を解析し、マスター転写因子

nuclear factor of activated T cells c1（NFATc1）

の同定（Takayanagi et al., Dev Cell. 2002; 

Asagiri et al., J Exp Med. 2005）、RANK の共刺

激シグナルの重要性（Koga et al., Nature 2004）

と RANK-ITAM のシグナルを結ぶキナーゼの解

明（Shinohara et al., Cell. 2008; Shinohara et al., 

Bone. 2014）、Semaphorin タンパク質による破

骨細胞と骨芽細胞の制御（Negishi-Koga et al., 

Nature Med., 2011；Hayashi et al., Nature. 

2012）などを報告してきた。また、血中の免疫複

合体が IgG受容体（FcR）を介して破骨細胞分化

を促進し、骨量低下を引き起こすことを発見した

（Negishi-Koga et al., Nat Commun. 2015）。破

骨細胞分化の制御因子として報告された lysil 

oxidase (LOX) について検証を行い、LOX が活性

酸素産生を介して骨髄ストロマ細胞のRANKL発

現を誘導し、破骨細胞分化を促進することを報告

した（Tsukasaki et al., J Bone Miner Res. 2017）。 

さらに、骨の損傷治癒メカニズムを明らかにす

るため、マウスの骨折モデル実験系を用いて免疫

細胞の寄与を解析した。その結果、骨損傷箇所に

おいて IL-17 が骨芽細胞の分化と骨損傷治癒を促

進すること、および損傷箇所に集積するT 細胞

が IL-17 の主要な産生源であることが明らかにな

った（Ono et al., Nat Commun. 2016）。 
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平成 29 年度には、もっとも罹患率の高い感染

症のひとつである歯周炎のメカニズム解明のため

マウスモデルを用いて解析を行い、制御性 T細胞

のマスター転写因子である Foxp3 を発現する T

細胞の一部から分化転換した Th17 細胞

（exFoxp3Th17 細胞）が、歯周炎における主要

な骨破壊誘導性T細胞であることを明らかにした。

この骨破壊誘導性T細胞は抗菌免疫の誘導と歯の

脱落を介して口腔内細菌の制御を行うことで感染

防御や炎症の終焉に貢献することを見出した。し

たがって歯周炎においては骨破壊誘導性T細胞が

生体防御に寄与するという善玉細胞としての機能

をもつことを明らかにした（Tsukasaki et al., 

Nat Commun. 2018）。 

これらは、骨と免疫系の相互作用に関する新た

なパラダイムを提唱する大きな成果となった。 

 

2）免疫細胞分化と免疫微小環境の制御機構 

本研究室では胸腺における T 細胞分化機構や、

免疫微小環境の成立機構の解明に取り組んでいる。

胸腺は有用 T細胞の選抜（正の選択）と自己反応

性 T細胞の除去（負の選択）に必須の免疫器官で

あり、微小環境を構成する様々なストロマ細胞が

それらの過程に重要な役割を担っている（Nitta & 

Suzuki, Cell Mol Life Sci. 2016）。 

平成 29 年度には、胸腺皮質上皮細胞に発現す

るプロテアソーム因子 PSMB11 (5t) の遺伝的

多様性（genetic variation）について研究を行っ

た。ヒト PSMB11 遺伝子には、機能に影響を及

ぼす変異・多型（damaging variation）が高頻度

に存在する。これらの damaging variation を導

入したマウスでは、胸腺皮質上皮細胞における

MHC クラス I結合ペプチドが変化し、CD8 T細

胞のレパトアが変容していた。また、日本人に高

頻度に検出される G49S 多型が、シェーグレン症

候群のリスクと有意に関連することがわかった。

これらの成果は、抗原ペプチドを生成するプロテ

アソームの多様性がT細胞のレパトア選択と疾患

感受性を決定づけるという画期的な発見となった。 

また、IL-17 産生型T細胞 (T17) の分化を

制御する T cell receptor (TCR) シグナル経路の

研究を行った。これまでに認知されていなかった

Syk—PI3K を介する TCR シグナル経路がT17

細胞の分化に必須であり、Syk シグナル欠損マウ

スではT17依存的な乾癬様皮膚炎が抑制される

ことを明らかにした（Muro et al., J Clin Invest. 

2018）。Syk-PI3K 経路が炎症性疾患に対する有効

な治療標的となる可能性が示された。 

近年、腸管の免疫制御系が病原菌に対する感染

防御だけでなく腸内細菌叢の制御にも重要であり、

その制御の破綻が炎症性腸疾患をもたらすことが

注目されている。我々は、腸管関連リンパ組織を

形成するストロマ細胞の分化制御機構の解明に取

り組んだ。腸管のパイエル板にて抗原の取り込み

を担う M 細胞は、その分化誘導に RANKL シグ

ナルを必要とする。我々は、腸管パイエル板の上

皮直下にて新規間葉系細胞（M cell-inducer (MCi) 

cells）が RANKL を発現し、腸管上皮の M 細胞

への分化を制御することを明らかにした

（Nagashima et al., Nat Immunol. 2017）。MCi

細胞はM細胞の分化とケモカインCCL20の発現

を誘導し、IgA の産生を介して腸内細菌叢の多様

性維持に寄与することが示された。さらに、新た

な MCi 細胞特異的 Cre 発現マウス系統

Col6a1-Cre を見出し、MCi 細胞の研究に有用で

あることを報告した（Nagashima et al., Biochem 

Biophys Res Commun. 2017）。これらの成果によ

り、MCi を標的とした炎症性腸疾患の治療やワク

チン開発に繋がる可能性が示された。 

 

3）自己免疫疾患と自己寛容の制御機構 

関節リウマチでは滑膜の炎症により、骨関節破

壊が生じ、患者の運動機能は制限され QOL が著

しく低下する。我々は関節リウマチにおいて
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IL-17 産生性のヘルパーT細胞、「Th17細胞」が

骨破壊の誘導に寄与することを証明し（Sato et 

al., J. Exp. Med., 2006）、Th17細胞分化に重要な

転写制御因子 IκBζを同定した（Okamoto et al., 

Nature. 2010）。また、Foxp3 を発現する T細胞

の一部が、関節リウマチにおいて強力な IL-17 お

よび RANKL 産生能を持ち、炎症および骨破壊の

増悪化に寄与する細胞（exFoxp3Th17 細胞）に

分化転換することを見出した（Komatsu et. al., 

Nature Med. 2014）。さらに、滑膜を構成する種々

の細胞特異的にRANKLを欠損したマウスの解析

により、関節リウマチの骨破壊において滑膜線維

芽細胞によって産生されるRANKLが重要な役割

を担うことを明らかにした（Danks et al., Ann 

Rheum Dis. 2016）。これらの成果は関節リウマチ

における破骨細胞性骨破壊に対する治療法の開発

基盤の確立につながると期待される。 

また、Th17細胞における RANKL の病理学的

意義を追求するため、T細胞特異的 RANKL欠損

マウスを作製した。マウスの多発性硬化症モデル

（実験的自己免疫性脳脊髄炎:EAE）において、病

原性T細胞はRANKLを介して中枢神経組織内の

アストロサイトに働きかけてケモカインを放出さ

せ、その結果多数の免疫細胞の浸潤を促し、慢性

的な炎症を起こすことが明らかとなった。さらに

RANKL に対する低分子阻害剤投与により EAE

の発症が抑えられ、RANKL を標的とした多発性

硬化症制御の可能性を提言した（Guerrini et al., 

Immunity. 2015）。 

一方、自己免疫疾患の根源である自己反応性 T

細胞の発生機序を解明するため、胸腺における自

己寛容成立機構の解析に取り組んだ。胸腺髄質上

皮細胞は末梢組織自己抗原を発現することで自己

反応性 T細胞を負の選択により除去する。末梢抗

原の約半分は核内因子 Aire によって制御される

が、Aire 非依存的な末梢抗原の発現制御は不明で

あった。我々は髄質上皮細胞に高発現する転写因

子 Fezf2 が Aire 非依存的な末梢抗原の発現を制

御することを見出した。Fezf2 欠損マウスは多臓

器に自己免疫病態を呈するが、その標的組織は

Aire欠損マウスとは異なり、Fezf2 と Aire が互い

に機能補完しながら免疫自己寛容を成立させてい

ることが示された。これらの知見は自己寛容と自

己免疫に関する理解を飛躍的に進展させた成果と

いえる（Takaba et al., Cell. 2015）。 
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沿革と組織の概要 

放射線医学講座の歴史は古く、1932 年に開設

された。大学院重点化により従来の放射線医学教

室は放射線診断学、放射線治療学、核医学の 3専

攻分野に分割されたが、実際には一体となって放

射線医学に関する診療・教育・研究を行っている。

現在の構成員は教授 1、准教授 3、講師 4、助教

（特任講師）12、医員 2、大学院生 32 となって

いる。これに放射線部専任教官（講師 1、助教 1）、

医科学研究所附属病院放射線科（准教授 1、講師

1、助教 1）、緩和ケア診療部（助教 1）、診療放

射線管理室（助教 1）、コンピュータ画像診断学

／予防医学（ハイメディック・GE 横河メディカ

ルシステム）（特任教授 1、特任准教授 2、特任助

教 5）と相互の協力体制を敷いている。放射線診

断学分野は中央診療棟 1階と中央診療棟 2地下 1

階 MRI 室、放射線治療学分野は中央診療棟 2 地

下 3階治療外来と入院棟 A9階南、核医学分野は

中央診療棟地下 1階で診療と臨床研究を行ってい

る。なお、医局、研究室及び図書室は内科研究棟

と東研究棟 CRC室にある。 

 

診 療 

1) 放射線診断：血管・消化管などの造影検査、

CTやMRIを実施している。また、血管造影技術

や CT、超音波診断技術を応用した治療

（interventional radiology、 IVR）も行っている。

大部分は中央診療棟 1階放射線診断部門と中央診

療棟 2地下 1階MRI室で施行され、一部は手術

室、救急部や 2、3 の診療科でも行われている。

検査実績については放射線部の項を参照されたい。

近年、多列検出器型 CT、3.0テスラMRIや多目

的血管造影装置などが相次いで導入されており、

最近の放射線部における撮影件数はいずれの検査

も増加傾向にある。 

2) 放射線治療：ライナック 3台、イリジウム小線

源治療装置、頭部定位放射線照射用ガンマナイフ、

治療計画専用 CT撮影装置、治療計画装置などを
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用いた放射線治療を行っている。 

各装置はネットワーク化されている。治療計

画装置は、原体照射、ノンコプラナー照射、定位

照射、強度変調放射線治療にも有効である。放射

線治療実績については放射線部の項を参照され

たい。 

3) 核医学：診断用放射性医薬品を用いた in vivo

核医学検査（PET,SPECT、各種シンチグラフィ

ー）と Y-90、Sr-89などの治療用放射性核種を用

いた RI治療が行われている。in vivo核医学検査

には骨、ガリウム、腎動態、肺血流、甲状腺、唾

液腺、センチネルリンパ節、心交感神経シンチグ

ラフィー、心筋 SPECTや脳血流 SPECTが含ま

れ、トレーサー法を応用した機能画像が診療に供

されている。この他、2 台の小型サイクロトロン

と 5機のホットセル内で製造されたポジトロン核

種（11C、13N、15O、18F）標識トレーサーを用い

る PET 検査が血流、代謝の評価やレセプター、

アミロイドなど各種分子標的イメージングに利用

されている。2007年より Sr-89ベータ線核種によ

る骨転移疼痛緩和治療、2008 年から CD20 抗原

を標的とする Y-90 標識モノクローナル抗体によ

る Radioimmunotherapy（RIT）を開始し、多く

の癌治療の一環を担ってきた。さらに Ra-223 ア

ルファ線核種による骨転移治療の開始にむけて、

核医学専門医、核医学専門技師による技術習得と

安全管理体制の整備をすすめている。核医学検査

実績については放射線部の項を参照されたい。 

 

教 育 

卒前教育：放射線医学系統講義（12コマ）と臨

床診断学（正常画像解剖）講義（6 コマ）、M4

において各班 1 週間ずつの臨床教育（Clinical 

Clerkship, CC）、12週間の Elective Clerkship

（EC）を担当している。M2の系統講義では放射

線医学総論､PACS､神経･腹部放射線診断､IVR､造

影剤､放射線治療等の各分野において最新の話題

を中心に学生の興味を引き出せるようなテーマを

絞って取り上げている。さらにM2の時点で、各

科での臨床診断学実習が始まる準備として、画像

から見た正常人体解剖についても講義（M2 画像

解剖学講義）を行っている。M3/4 の CC では放

射線診断学（CT・MRI・血管造影の見学､全身の

CT･中枢神経系の MRI の読影）に重点をおき､読

影に必要な正常解剖を復習した後に、各学生が実

際に教育的症例を読影しスタッフと討論する方式

を採用している。また、放射線治療（放射線治療

総論・各論、治療計画演習、放射線医学総合研究

所での重粒子線治療見学､緩和医療）と核医学（腫

瘍核医学､中枢神経核医学）に関する臨床実習も行

っている。M3/4 の EC では、学生希望に応じて

画像診断または放射線治療学に関する 4 週間の

実習を計 2期行う。その際にはより実践的な画像

診断報告書作成や放射線治療計画を遂行し、スタ

ッフからマンツーマン指導を受ける。 

卒後教育：初期研修としては 2年目で当科希望

研修医を受け入れており、2013 年度に当科で研

修した初期研修医は延べ約 80 ヶ月と比較的多人

数で、初期研修医の希望に応じた、多彩な研修が

可能である。3 年目以降の専門研修では本院また

は指導体制の整った関連大学・病院において放射

線診断学､放射線治療学､核医学の各分野で研修を

行い、放射線科専門医（旧認定医/一次試験）取得

を目指す。その後は､各分野の専門グループに所

属し診療に従事するとともに研究活動を行う。こ

の間に放射線診断専門医・放射線治療専門医（旧

専門医/二次試験）を取得するとともに学位論文の

完成をめざす。また大学院へは卒後 2年終了時以

降随時入学が可能で､入学時の臨床経験と本人の

希望によって診療と研究に従事する時間配分が決

定される。 

 

研 究 

1) 放射線診断学 
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各種画像診断の診断精度の向上･適応の確立･医

療経済の面から見た最適化と IVR の適応拡大が

大きなテーマとなっている。CT・MRIのハード･

ソフトの進歩による新しい展開を先取りし､新た

に得られる画像情報が臨床に与えるインパクトを

正しく評価･報告することを目指している。具体

的には CTでは縦方向に多数の検出器（最大 320

列）を配列したmultidetector CTの導入により、

3 次元画像の臨床的有用性の評価が急務となって

いる。新たな 3次元画像作成法の開発にも精力的

に取り組み、画像情報処理・解析研究室スタッフ

や専門技師チームの協力のもと、消化管 CT内視

鏡、肺の胸膜下面・腎臓の皮質下面の画像描出や

肝臓の表面形態抽出に成果を上げている。また、

心臓･冠動脈領域のイメージングの高画質化、被ば

く低減にも取り組んでいる。MRI では

functional MRI 、  MR digital subtraction 

angiographyの精度向上のためのパルス系列の改

良、MRCP 等の MR hydrography や肝特異性

MR 造影剤の臨床的有用性の評価に取り組んでい

る。また、拡散強調画像を用いて diffusion 

tensor 画像解析を行うプログラムを独自に開発

し、その臨床評価を行っている。さらに、診断技

術 を 治 療 に 応 用 し た い わ ゆ る IVR

（interventional radiology）はその裾野を拡大し

つつある。 

2) 放射線治療学 

放射線治療における線量分布の最適化等の物

理工学的研究、放射線障害の軽減を目的とした臨

床的・生物学的研究を行い、臨床研究では最近の

EBM に則り、脳腫瘍、頭頸部癌、食道癌、子宮

頸癌、前立腺癌などを中心に研究を進めている。

当院の放射線治療部門は伝統的に物理工学的研究

に積極的で、これまでわが国の高精度放射線治療

における主要な役割を担ってきた。高精度放射線

治療の一つである定位照射においては、体幹部の

ほかに、ガンマナイフを用いた頭部の定位照射を

行っている。強度変調放射線治療（ intensity 

modulated radiotherapy;IMRT）は頭頸部癌、前

立腺癌、直腸癌や肺癌に対しても行っており、有

害事象の軽減に役立っている。コーンビーム CT

を用いた IGRT（ Image Guided Radiation 

Therapy）により精度向上に努めている。  

子宮頸癌の腔内照射、組織内照射、前立腺癌

の組織内照射を行っており、局所制御率の向上に

貢献している。また甲状腺癌のヨード内用療法も

積極的に行っている。  

3) 核医学 

非侵襲的で精度の高い診療を目指し、非密封放

射性同位元素を様々な疾患に利用し研究を行って

いる。認知症やパーキンソン病関連疾患等の脳変

性疾患においては脳血流、脳糖代謝、ドーパミン

システム、脳内アミロイド蓄積量変化の in vivo

計測を行い、機能と病理学的変化の両側面から疾

患を捉える解析法の開発を行い成果を挙げている。

腫瘍核医学では、FDGに加え、アミノ酸、核酸代

謝、低酸素イメージングの放射性薬剤の開発と、

その臨床応用を行っている。小動物用 PET-CT装

置を用いた基礎研究では、がん特異性の高い抗原

に対する抗体や、ペプチドなど分子標的イメージ

ング剤の開発を行い、これと平行して、イメージ

ング剤の体内分布を高精度に検出するため、新た

な PET・SPECT装置の開発を、本学の工学部と

連携し推進している。β線核種によるがん治療法

の開発も成果を挙げており、イメージングと同一

分子を治療標的化することで、非侵襲的診断法の

確立と、それに基づく治療へと展開しつつある。

予防医学と関連し、咀嚼による脳血流賦活の可能

性をテーマにした研究も行っている。 

 

おわりに 

放射線診断学､放射線治療学そして核医学は放

射線医学を支える 3本の柱である。モダリティー

により分割されたこれら 3分野を相互に連携して
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いくことは総合画像診断、集学的治療においても

基本となり、当講座ではその実現に向けて精力的

に取り組んできた。今後は各分野において横断的

知識･経験･研究業績をもつ、より領域志向型の放

射線科医を育成することが強く求められている。 
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沿革と組織の概要 

本講座は医学と工学の境界領域研究を推進する

ことを目的として、昭和 36 年に医学部に設置さ

れた医用電子研究施設の基礎医学部門として発足

した。平成９年における大学院講座制への移行に

伴い、同施設が生体物理医学専攻の医用生体工学

講座として改組された３講座の中の１つである。

現在の組織は准教授 1となっている。 

 

教 育 

教養学部 1 年の学生には、「医学に接する」で

医学研究の手ほどきと「メカノバイオロジー」の

講義を、M1 の学生には「医用工学基礎論」を、

大学院生には博士課程の学生を対象に、医学共通

講義「医用生体工学入門」を、医科学修士には「医

科学概論・メカノバイオロジー」の講義を行って

いる。また、MD研究者育成プログラムとして、

M0を対象とした基礎系研究室紹介、M0～M2を

対象としたフリークオーターに参加している。部

門内では週１回のセミナーを実施し、論文の紹介、

各自の研究成果の発表等を行っている。また、適

宜各研究員とのディスカッションを通じて、研究

指導、論文発表の内容及びスタイルなどについて

綿密な打ち合わせを行い、一貫した教育効果のあ

がるように努力している。 

 

研 究 

当研究室では生体の力学的現象を扱うバイオメ

カニクス、とくに細胞に加わる力学的刺激とその

刺激に対する細胞の感知・応答機構に焦点を当て

た細胞のメカノバイオロジー研究を行っている。

主題は血流や血圧に起因する力学的刺激である流

れずり応力（shear stress）や伸展張力（cyclic 

stretch）と、それが作用する血管内皮細胞の機能

との関係を探ることである。これらのことは血流

を介した血管系システムの生理機構制御の解明に

役立つだけでなく、血流依存性に起こる血管の新

生や成長、リモデリング、あるいはヒトの粥状動

脈硬化症や動脈瘤の発生といった臨床医学的に重

要な問題の解明にもつながる。  

研究方法は培養した内皮細胞に流体力学的に生

理学的な血行力学因子を再現する事のできる流れ

負荷装置を設計、作製し、定量的な shear stress

や cyclic stretch を作用させて細胞応答を観察す

るオリジナルな生体医工学的実験手法を用いてい

る。また、生体顕微鏡による遺伝子改変マウスの

微小循環観察により、血流や血圧、血管のリモデ

リング反応を解析し、さらに、粥状動脈硬化症や

動脈瘤の病態モデルマウスを作製し、病態発症機

構の解析している。 

これまで行ってきた研究の成果を以下の４項目

に分けて紹介する。 

 

１．血行力学因子に対する細胞応答 

２．血行力学因子による遺伝子発現制御機構 

３．血行力学因子による細胞の分化誘導 
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４．メカノセンシングとメカノトランスダクション 

 

１．血行力学因子に対する細胞応答 

内皮細胞が血行力学因子である shear stressに

反応して多くの細胞機能を変化させることを明ら

かにした。例えば、培養内皮層に人工的に剥離部

をつくると、周辺の内皮細胞が遊走・増殖して剥

離部を修復するが、shear stressは内皮細胞の遊

走・増殖を刺激し剥離部再生を促進した。また、

内皮細胞において、shear stressが血管拡張物質

である一酸化窒素（NO）の産生を、shear stress

の強さ依存性に亢進させること、及び抗血栓活性

を発揮するトロンボモデュリンの細胞膜発現量を

増加させることを観察した。併せて、shear stress

が内皮細胞と白血球との接着に関わる接着分子

VCAM-1 （vascular cell adhesion mokecule-1）

の細胞膜発現量を減少させ、リンパ球の接着を抑

制することを示した。さらに、shear stressがNO

と同様血管拡張作用を持つ C-型利尿ペプチド、ア

ドレノメデュリンの mRNA レベルを上昇させる

こと、また、酸化型低比重リポ蛋白（oxLDL）受

容体（LOX-1）の蛋白および mRNA レベルを増

加させることを明らかにした。 

 

２．血行力学因子による遺伝子発現制御機構 

Shear stressが内皮細胞の遺伝子の発現を転写

調節あるいは転写後調節することを明らかにした。

転写調節に関しては、VCAM-1 遺伝子の発現が

shear stressで抑制を受けるが、それには遺伝子

プロモータに２個並んで存在する転写因子 AP-1

結合エレメント（TGACTCA）が shear stress応

答配列として働いていることを示した。転写後調

節に関しては、顆粒級・マクロファージ・コロニ

ー刺激因子（GM-CSF）の遺伝子発現が shear 

stress で増加するが、その効果は転写ではなく

mRNA の安定化を介していることを明らかにし

た。また既知の遺伝子だけでなく多くの未知の遺

伝子も shear stress に感受性のあることを

mRNAの differential display法で示し、DNAマ

イクロアレイ解析で遺伝子全体の約３％（約 600

の遺伝子に相当）が shear stressに応答すること

を観察し、shear stressに反応するG蛋白受容体

ファミリーに属する未知の遺伝子をクローニング

した。また、流れで誘発される Ca2+反応に関わる

P2X4プリノセプターの発現が shear stressで抑

制を受けるが、これは転写因子 SP1が関連した転

写抑制に基づくことを明らかにした。 

さらに、遺伝子に対する shear stressの作用が

層流と乱流で異なることを明らかにした。線溶と

血管のリモデリングに関わるウロキナーゼ型のプ

ラスミノーゲン・アクチベータ（uPA）の遺伝子

の発現は層流で低下し、乱流で増加した。層流は

転写因子 GATA6 を活性化し転写を抑制するとと

もに mRNA の分解速度を速める効果が認められ

た。一方、乱流は転写には影響せず mRNA の安

定化を起こす作用が確認された。内皮細胞に留ま

らず肝細胞においても shear stressが遺伝子の発

現を調節する、すなわち shear stressは転写因子

Sp1と Ets-1を介して PAI-1（PA阻害因子）の遺

伝子の転写を活性化することが示された。また、

最近我々が開発したシリコンチューブ型の流れ負

荷装置による shear stressと cyclic stretchの同

時負荷と各々の単独負荷を行った実験では、内皮

遺伝子の応答が異なることを観察した。NO 合成

酵素（eNOS）の発現が shear stressにより増大

するが、血管を収縮させる生理活性物質である

ET-1の発現は減少した。一方、cyclic stretch に

より、ET-1の発現は増大し、eNOSの発現には影

響が無いことが示された。 

 

3．血行力学因子による細胞の分化誘導 

ヒトの末梢血を流れる内皮前駆細胞（EPCs）

が shear stressに反応して増殖能が増大し、分化

や管腔形成能が亢進することを観察した。さらに、
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shear stressが EPCsにおいて動脈内皮のマーカ

ーである ephrinB2 の発現を増加させる反面、静

脈内皮マーカーである EphB4 の発現を抑制する

ことから、shear stressが内皮の動静脈分化にも

影響を及ぼすことを示した。 

また、shear stressや cyclic stretchがマウスの

胚性幹細胞（ES 細胞）の血管細胞への分化に及

ぼす影響も明らかにした。Shear stressは ES細

胞を血管内皮細胞へ分化誘導する効果があり、こ

の際に、血管内皮増殖因子受容体（VEGFR2）の

リガンド非依存性のリン酸化が関わっていること

を明らかにした。さらに、cyclic stretch刺激がマ

ウスの ES 細胞を血管平滑筋細胞へ分化誘導し、

その効果に血小板由来内皮増殖因子受容体

（PDGFR）のリガンド非依存性のリン酸化が関

わっていることを明らかにした。これらの知見を

応用し、ポリマーの管に ES 細胞を播種し拍動性

の shear stressを与えることで生体の血管に近い

組織を持つハイブリッドの人工血管の開発を行う

ことができた。また、shear stressが ES細胞に

おいて ephrinB2 の発現を増加させることから、

動脈内皮への分化を誘導する効果がり、その分子

機構に shear stressによるNotchシグナルの活性

化が関与していることを明らかにした。以上の結

果は初期胚の血管形成に及ぼす機械的な刺激の影

響を示唆する。 

 

４．メカノセンシングとメカノトランスダクション 

内皮細胞が shear stressを感知して、その情報

を細胞内部に伝達する機構に関して、セカンドメ

ッセンジャーである Ca2+を介する情報伝達経路

のあることを世界に先駆けて明らかにした。強い

機械的刺激（バルーンによる摩擦）は単独で内皮

細胞内に Ca2+上昇反応を起こすが、弱い機械的刺

激である shear stressは細胞外 ATPの存在を必

要とし、とくに ATP濃度が 500 nM付近で shear 

stress の強さに依存した Ca2+上昇反応の起こる

ことを発見した。この Ca2+反応は流速依存性に増

加する細胞膜への ATP の到達量の増加ではなく

機械的刺激である shear stressに依存することを

流れ負荷に使う灌流液の粘性を変える独自の実験

方法で確認した。さらに、この Ca2+反応が細胞の

辺縁の局所から開始し、Ca2+波として細胞全体に

伝搬して行くこと、この開始点はカベオリンが密

に分布する場所であることから、流れ刺激の情報

が細胞膜の陥入構造物であるカベオラから入力さ

れる可能性を示した。肺動脈内皮細胞に ATP 作

動性カチオンチャネルの P2X4が優勢的に発現し、

それが流れ刺激で起こる Ca2+ 流入に中心的な役

割を果たすこと、さらに P2X4 を介した Ca2+ 反

応に流れ刺激によって放出される ATP が関わる

ことを示した。P2X4 遺伝子の欠損マウスを作製

したところ、このマウスの内皮細胞では shear 

stressによる Ca2+ 流入反応が起こらず NO産生

が抑制されていた。このため血流増加による血管

拡張反応が障害され血圧が上昇していたと共に、

血流を変化させたときに生じる血管のリモデリン

グも障害を受けていた。このことから、P2X4 を

介する血流刺激の情報伝達は循環系の調節に個体

レベルで重要な役割を果たしていることが示され

た。さらに、shear stressによる内因性 ATPの放

出反応に細胞膜カベオラ・ラフトに存在する FoF1 

ATP合成酵素が関わっていることが判明した。最

近、高感度、高速で細胞外 ATP を画像化するシ

ステムを独自に構築し、単一細胞における ATP

放出反応と Ca2+反応を観察した所、shear stress

による ATP放出と Ca2+波の発火は同一局所のカ

ベオラ膜で起こることが観察された。 

また、shear stressにより細胞膜の脂質の配向

性（lipid order）が減少し、流動性が増加した一

方、stretch刺激では lipid orderが増大し、流動

性が減少した。この変化は人工脂質二分子膜で構

成された巨大リポソームでも同様であったことか

ら、物理現象であることが示された。さらに、



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 105 

shear stressにより VEGFR2が、stretchにより

PDGFR がリン酸化するが、細胞にコレステロー

ルを添加して shear stressによる lipid orderの変

化を減少させると shear stress による VEGFR2

のリン酸化が有意に抑制され、膜コレステロール

を除去する働きのある methyl--cyclodextrin 

(MCD)の作用により stretch による lipid order

の変化を減少させると、stretch による PDGFR

のリン酸化が抑制された。これらの結果から、内

皮細胞形質膜自体がメカノセンサーとして働く可

能性を示した。 
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沿革と組織の概要 

当教室は、生体物理医学専攻医用生体工学講座

の一教室で、医学部三号館別棟 2, 3, 6階にその研

究室がある。2010年にスタートした比較的新しい

研究室であり、2017 年度末現在、博士研究員 2

名、医学博士課程学生 11 名、医科学修士課程学

生 4 名、学術支援専門職員 1 名が在籍している。

当研究室では、「化学に基づき、新しい機能を持っ

た光機能性分子を創出する」ことを目指し、化学・

生物・医学の融合分野であるケミカルバイオロジ

ーやケミカルメディスンの研究を進めている。 

 

教育 

講義は、医学部 M1 学生向け医用工学基礎論、

医科学修士課程学生向けの医科学概論Ⅲ医用工学

（蛍光イメージング）、大学院学生向けの医学共通

講義Ⅵ 医用生体工学入門の一部を担当した。 

 

研究 

当研究室では、各種蛍光イメージングプローブ

の開発とその生物・医療応用を目指し研究を行っ

ている。2017年度においては、我々が確立した光

吸収・蛍光制御原理に則り、がんイメージングプ

ローブ、光増感プローブ、超解像イメージングプ

ローブなどの各種プローブの開発と応用を行った。 

がんイメージングプローブとしては、前立腺癌

を蛍光可視化するべく、hepsine/matriptaseを標

的とした蛍光イメージングプローブを開発し、前

立腺がん細胞を用いたライブセルイメージング、

担がんモデルマウスを用いた蛍光イメージングを

行った。その結果、前立腺癌を蛍光可視化するプ

ローブの開発に成功した（出版物１、なお、本結

果は、2016年度まで所属していたＭＤ研究者育成

コースの学生による成果でもある）。また、これま

でに乳がんをはじめとする種々のがんに対するプ

ローブとして機能することを見出していた、

-glutamyl transferase（GGT）をターゲットと

するがんイメージングプローブの長波長化を狙い、

近赤外蛍光を発するシリルローダミンを母核とし

て、分子内スピロ環化特性を最適化することで、

近赤外領域で機能する GGT 活性検出蛍光プロー

ブ gGlu-HMJSiRを開発することに成功した（出

版物２）。 

光増感プローブに関しては、GGT活性検出蛍光

プローブ gGlu-HMRG のキサンテン環１０位元

素を酸素からゼレンに置換することで、GGTによ

り活性化される activatable光増感剤を開発した。

培養細胞・スフェロイド・受精鶏卵漿尿膜がん移
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植モデルを用いた検討から、開発した activatable

光増感剤は GGT 活性に依存して光増感作用を示

し、正常組織への光毒性を低減し、GGTを発現す

るがん組織に選択的に細胞死を誘導可能であるこ

とを示した。（出版物３） 

超解像イメージング用プローブに関しては、

我々はこれまでに、ローダミンの分子内スピロ環

化平衡特性を光化学的な観点から最適化すること

で、自発的に明滅する赤色超解像イメージングプ

ローブ HMSiR の開発に成功していた（Nat. 

Chem. 6, 681-689 (2014)）。本年度は、確立した

設計法に則り、多色化した超解像イメージングプ

ローブの開発を目指した。具体的には、蛍光団の

キサンテン環 10 位元素ならびに 3,6 位アミノ基

の置換基を最適化することで、488 nm レーザー

で励起可能な誘導体を開発し、チオールや脱酸素

剤などの添加物を加えない温和な条件下で自発的

な光明滅を繰り返し、超解像画像を 3次元で構築

できることを確認した（出版物 4）。 
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沿革と組織の概要 

1963 年、東京大学医学部内に我が国で最初の

医工学研究機関として医用電子研究施設が設立さ

れた。翌 1964年、ME（Medical engineering医

用工学）診断治療技術の先鋭的研究開発拠点とし

て医用電子研究施設臨床医学電子部門がスタート

した。1997 年、大学院重点化に伴い、医学部附

属医用電子研究施設臨床医学電子部門は、大学院

医学系研究科生体物理医学専攻医用生体工学講座

生体機能制御学分野となり現在に至る。 

生体機能制御学分野の現在の構成員は、准教授

1、講師 1、特任研究員 2、大学院生 3、客員研究

員 17、技術専門員 1、学術支援職員 1である。当

研究室は、臨床医学に関連した医用工学領域の学

際研究を行っているために、学部の枠を越えて内

外の多くの研究室と共同研究を行っている。 

 

教育 

医学部医学科の 1 年生に対しては、専門科目

「医用工学基礎論」を、生体情報学分野、システ

ム生理学分野および疾患生命工学センター再生医

療工学部門の教員と分担して担当しており、当研

究室は、ME 診断治療技術の基礎、特に学部を卒

業して臨床医となったときに最低限必要な電気の

知識を含めたME機器の原理と安全、および現代

の医療に必要不可欠となっている人工臓器に関す

る総論の講義を行っている。また、フリークォー

ターで学部学生数名を引き受け、もの作りをキー

ワードに医用工学に関する実地教育を行っている。

これ以外にも、学生は自由に出入り可能である。 

大学院博士課程に対しては、医学共通講義の

「医用生体工学入門」を、同様に生体情報学分野、

システム生理学分野および疾患生命工学センター

再生医療工学部門と分担して行っており、当研究

室は、先端ME診断治療技術の研究と開発に関す

る講義を行っている。医科学修士課程に対しては、

講義「人工臓器」を担当しており、最先端の研究

も含めた人工臓器の総合的な講義を行っている。

この他、国際保健学専攻の講義「環境工学・人間

工学」の一部を分担しており、ここでは臨床工学

も含めた包括的な講義を行っている。 

当研究室の大学院生に対する研究教育指導は、

オンザジョブトレーニングを主とした実地指導で

あり、日常研究の遂行の中で教育指導を行ってい

る。特に、大型動物（ヤギ）を用いた人工心臓の

慢性動物実験を通して、大型実験動物の術前管理、

術前処置、麻酔、手術、術後管理、術後処置、感

染対策、データ採取方法、データ処理方法、病理

解剖、組織標本作製、動物実験倫理などを学び、

実験動物の状態や対処方法に関して自ら考え実行

する力を養う。修士課程の学生には、研究室のメ

インテーマである人工臓器に関連した研究を中心
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として、ある程度的を絞った研究テーマを選択し

て遂行するように教育指導を行っている。また、

博士課程の学生は、人工臓器の研究開発に縛られ

ることなく、先端ME診断治療技術の広い領域を

カバーして自由な発想で自ら研究テーマを見出し、

自ら研究のための機器を創造し、自らそれを設計

製作し、自ら研究を遂行できるように教育指導を

行っている。 

スタッフ全員と学生は、毎週火曜日に行われる

論文ゼミ、連絡ゼミおよび研究ゼミに参加する義

務を有する。研究ゼミでは、研究内容や研究計画

に関する詳細な討論、新しい技術や情報の紹介等

を行っており、外部研究者の参加も可能である。 

 

研究 

研究分野は先端ME診断治療技術であり、人工

臓器（人工心臓、補助循環、人工肺、人工弁、ハ

イブリッド人工臓器、バイオ人工臓器、他）の研

究と開発を中心として、種々の新しいME診断治

療技術の研究と開発を行っている。ME 診断治療

技術は、科学技術の進歩に伴い常に進歩しなけれ

ばならない重要な技術であり、特に近年は、コン

ピューター技術の画期的な進歩により急速に発展

している分野である。 

人工臓器研究の中でも人工心臓の研究は、東京

大学が世界のパイオニアとして 50 年以上の歴史

を持っており、当研究室を中心として学内外の多

くの研究者が参加して研究チームを組み精力的に

研究と開発を推進している。人工心臓には、心臓

を切除して置換する完全人工心臓 Total artificial 

heart と、心臓に装着してポンプ機能を補助する

補助人工心臓 Ventricular assist deviceとがある。

東京大学人工心臓研究チームは、完全人工心臓を

中心として総合的な研究と開発を行っている。そ

の内容は血液ポンプ、駆動機構、カニューレ、医

用材料、センサー、制御回路、制御アルゴリズム、

経皮的ワイヤレスエネルギー伝送システム、経皮

的ワイヤレス情報通信、数値流体解析、解剖学的

適合性、組織適合性、血液適合性、循環生理や病

態生理の研究など多岐に渡る。 

ハードウエアに関しては、最新型の螺旋流ポン

プを用いた完全人工心臓（螺旋流完全人工心臓）

の完成度が向上し、慢性動物実験が遂行できるレ

ベルに達している。螺旋流ポンプは、完全人工心

臓の小型高性能化と優れた耐久性を両立するため

に、2005 年当研究室で発明された新しい原理の

連続流ポンプであり、動圧軸受けを用いて血液を

潤滑液としてインペラーが非接触で浮上回転する

ポンプである。現在までに、螺旋流完全人工心臓

のヤギへの埋め込み実験で100日の生存を達成し

ている。螺旋流完全人工心臓は、自然心臓の最高

性能に迫る性能を実現しており、拍動流での駆動

も可能であるため、従来の波動ポンプを用いた完

全人工心臓（波動型完全人工心臓）の後継機種と

して、精力的に研究と開発を進めている。 

完全人工心臓の場合、時々刻々と変化する必要

心拍出量をどのように判断し、駆出するかという

生理的血流量制御が非常に重要である。生理的血

流量制御法としては、コンダクタンス（1/R：末

梢血管抵抗の逆数）並列回路モデルを用いて作成

した 1/R制御がある。1/R制御は、当研究室にお

いて、長い年月をかけて慢性動物実験により開発

された生理的血流量制御法である。1/R 制御では、

中心静脈圧の上昇、軽度の貧血、甲状腺ホルモン

の低下などそれまでの完全人工心臓動物に特有に

見られた病態が生じず、また自然心臓のごとく代

謝に応じて自動的に心拍出量が変動する。1/R 制

御は、空気圧駆動方式の完全人工心臓で最長 532

日の実績がある。この記録は、完全人工心臓の動

物実験としては現在でも世界最長生存記録とな

る。 

日本人のような小柄な体格の人にも適用可能な

小型高性能な完全人工心臓を開発する上で、性能、

効率および耐久性のいずれを考慮しても連続流ポ



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 111 

ンプの使用は必須となるが、連続流ポンプを用い

た場合、どの程度の拍動流が必要とされるかは重

要な研究課題である。また、1/R 制御を連続流ポ

ンプベースの完全人工心臓に適応するには種々の

パラメーター変換が必要である。1/R 制御を波動

型完全人工心臓および螺旋流完全人工心臓に移植

する研究において、ハードウエアの制御系と生体

の制御系との時定数が合わないことに起因する制

御の発散がまれに発生するという問題点が明らか

になり、現在新しい制御方法の開発を行っている。

現在までに、1/R 制御関数を簡略化して、動脈圧

および静脈圧の変動をベースとした関数（ΔP 制

御）にすることにより制御の発散が起こらないこ

とが分かってきた。また、無拍動流完全人工心臓

の研究から、1/R 制御下では、拍動流から無拍動

流に切り換えても実験動物の一般状態、臓器機能

や循環動態に変化は無いが、無拍動流では心房の

サッキングが発生し易いため、生理的な循環動態

を維持するためには、ある程度の拍動流が必要で

あることがわかってきた。 

材料の研究では、生体材料と人工材料のよい点

を兼ね備えた材料を開発するために、生体材料と

人工材料のハイブリッド化技術の研究を行ってい

る。一般的に生体材料は強度が不十分であるため

に、ある程度の強度を必要とする人工臓器のパー

ツとして使用するのは困難である。これを克服す

る方法として、強度と耐久性を兼ね備えた人工材

料と生体適合性に優れた生体材料をハイブリッド

化させて人工臓器のパーツを作製するインサート

モールド法を開発した。現在、この方法を用いて、

血栓の好発部位である補助人工心臓用心尖脱血カ

ニューレの先端部コンジットを開発中である。こ

のコンジットは、核となる人工材料を型に入れ、

ヤギの皮下に埋め込んでおくと、生体組織侵入用

の穴を通して型の中に生体組織が侵入し、型の形

状通りにハイブリッドコンジットができる。一定

期間後に摘出し、脱細胞処理を施してから、凍結

乾燥し、滅菌処理をして使用する。この方法は、

植え込み型人工臓器の様々なパーツ製作に応用で

きるため、生体適合性に優れた新しい材料の製作

方法として期待している。 

新しい医療機器としては、バッテリー駆動によ

るウェアラブルタイプの肺移植待機患者用ブリッ

ジデバイスの研究開発を開始した。これは、人工

心臓の血液ポンプを応用して、膜型人工肺を灌流

することで、将来在宅での使用も可能なシステム

を開発するものである。現在、数ヶ月使用できる

システムを開発するために、完全人工心臓用とし

てこれまで開発を進めてきた螺旋流ポンプの左心

側をベースとして研究開発すると同時に、より高

負荷用途のシーケンシャルフローポンプの開発も

継続する。シーケンシャルフローポンプは、

2013 年に当研究室で発明された特殊な遠心ポン

プであり、一枚のインペラーで流体に２回遠心力

を負荷するため、一般的な遠心ポンプよりも高い

駆出圧を実現する。それにより一般的な遠心ポン

プよりもインペラーの回転数を低減できるため、

血液に対するシアストレスを低く抑えることが出

来る。また、シーケンシャルフローポンプは入出

力ポートの配置が一般的な遠心ポンプとは逆にな

っているため、人工肺と血液ポンプの一体化が容

易であり、装置の小型化を実現できると期待して

いる。 
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沿革と組織の概要 

 神経病理学は、神経疾患の病因・病態解明の基

礎的側面と、神経病理診断学・治療法開発への貢

献などの臨床的側面を合わせ持つ疾患科学として、

時代に即応した発展を遂げてきた。本分野の前身

である脳研究施設・脳病理学部門の初代教授・白

木博次博士は本邦の臨床神経病理学の礎を築き、

第二代教授の山本達也博士は脳炎の実験病理学の

分野を拓いた。第三代教授の朝長正徳博士は現代

的な神経病理形態学を基礎として老年性神経疾患

の研究を推進し、第四代教授の井原康夫博士はア

ルツハイマー病の病理生化学の分野において世界

トップレベルの研究を推進するとともに、本邦の

アルツハイマー病研究を世界水準に育成した。平

成１９年４月より、第五代教授として、岩坪威が

神経変性疾患、とくに脳の老化過程と密接な関係

を有するアルツハイマー病、パーキンソン病や筋

萎縮性側索硬化症などを主な研究対象とし、その

発症機構の解明と、病態に即した根本的治療法の

創出を目標として研究活動を開始している。 

 

教 育 

当教室では、医学科３年生の病理学総論の一部

を分担するとともに、修士課程の神経病理学講義、

フリークォーター、大学院講義などを担当してい

る。また MD 研究者養成プログラム生を含む多数

の学部生に研究を指導している。 

 

研 究 

1. アルツハイマー脳におけるβアミロイド蓄積機

構に関する研究 

 アミロイドβペプチド（Aβ）からなるアミロ

イドの蓄積は、アルツハイマー脳に必発の老人斑

などの特徴的病理変化を形成する。Aβの前駆体

である APP 遺伝子変異が、APP 蛋白の代謝を A

βの蓄積を促進する方向に変化させ、家族性アル

ツハイマー病の発症に至るという知見を考え合わ

せると、Aβ蓄積はアルツハイマー病の結果であ

るのみならず、原因にも深く関連した病変と解釈

できる。Aβはアミノ酸 40~42個からなる蛋白質

断片であり、APP からβ-secretase, γ-secretase

という２種類のプロテアーゼの作用によって切り

出される。当研究室では、カルボキシ末端が 2残

基長く、蓄積性の高い Aβ42 分子種がアルツハイ

マー脳において最初期から優先的に蓄積する分子

種であることを免疫組織化学的に実証して以来、

患者脳、トランスジェニックマウス脳などを対象

にアミロイド蓄積過程、神経細胞脱落過程などを

病理学的に検討している。また Aβの C末端を形

成するγ-secretase と次項で述べるプレセニリン

の関係についても研究している。最近、神経活動

とアミロイド蓄積の関係を光遺伝学を用いて実証

した。 
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2. 家族性アルツハイマー病病因遺伝子プレセニリ

ンに関する研究 

 アルツハイマー病の一部は、常染色体優性遺伝

を示す家族性アルツハイマー病（FAD）として

初老期に発症する。FAD の病因遺伝子が追求さ

れた結果、９回膜貫通型蛋白をコードするプレセ

ニリン遺伝子の点突然変異が、多くの AD 家系の

原因であることが明らかになった。当研究室では、

FAD 変異を有するプレセニリンが APP のγ

-cleavage に影響を与え、蓄積性の高い Aβ42 の

産生を亢進させることを明らかにし、アルツハイ

マー病発症における Aβ、ことに Aβ42 の重要

性を示すとともに、プレセニリンと APP, γ

-secretase の関連を指摘した。γ-cleavage の遂

行に関わる機能型プレセニリンは、他の必須結合

蛋白とともに高分子量の複合体を形成する。

APH-1 蛋白がγセクレターゼ複合体の安定化因

子、PEN-2 蛋白が活性化因子であることを解明、

in vitro におけるγ-secretase アッセイ系を本邦

ではじめて樹立した。また阻害剤をプローブとし

たケミカルバイオロジー的アプローチによりγ

-secretase阻害剤作用機序の解明を進めてきた。 

 

3. アルツハイマー脳アミロイド非β蛋白成分

CLAC に関する研究 

 老人斑アミロイドの主成分は Aβであるが、他

にもいくつかの蛋白性構成成分が同定されてお

り、アミロイド線維の形成やアルツハイマー病発

症への関与が考えられている。アルツハイマー脳

アミロイドを抗原として作製したモノクローナ

ル抗体を手掛かりに、老人斑アミロイドを構成す

る 50/100 kDa 蛋白を分離し、構造を解析したと

ころ、細胞外部分に反復するコラーゲン様配列を

持つ新規の一回膜貫通型蛋白の細胞外部分から

な る こ と を 見 出 し 、 CLAC （ collagenous 

Alzheimer amyloid plaque component）ならび

に CLAC precursor（CLAC-P）と命名した。

CLAC がアミロイド形成過程の“elongation”過

程を抑制することを in vitro で実証するととも

に、CLAC-P の膜結合型コラーゲンとしての生

理機能について研究を進めている。最近 CLAC-P

ノックアウトマウスを作出し、運動ニューロンの

骨格筋支配の発生に必須の因子であることを明

らかにした。 

 

4. パーキンソン病の病因遺伝子機能に関する研

究：Lewy小体とその構成蛋白α-synuclein、な

らびに LRRK2 に関する研究 

 Lewy小体はパーキンソン病、ならびにアルツ

ハイマー病についで頻度の高い変性型認知症で

ある Lewy 小体型痴呆症（DLB）の変性神経細

胞に形成される封入体であり、これらの疾患にお

ける神経変性の鍵を握る構造と考えられている。

当研究室では DLB 脳から Lewy小体を単離精製

する方法を確立し、精製 Lewy小体を抗原として

モノクローナル抗体を作製することにより、その

主要構成成分としてα-synuclein を同定した。α

-synuclein は優性遺伝型家族性パーキンソン病

の病因遺伝子であることが同時期に解明され、現

在α-synuclein の異常蓄積は孤発例を含むパー

キンソン病、DLB の細胞変性に広く重要な役割

を果たすものと認識されている。DLB 脳に蓄積

したα-synuclein を精製分離し、蛋白化学的に解

析するという病理生化学的アプローチにより、蓄

積α-synuclein は特定のセリン残基において高

度のリン酸化を受けていることを明らかにした。

この発見は、アルツハイマー病におけるタウに続

いて、パーキンソン病とその類縁疾患においても

蛋白質過剰リン酸化が神経変性に重要な役割を

果たしていることを実証した。また新規の家族性

パーキンソン病病因遺伝子 LRRK2 の機能解析

を推進し、最近 LRRK2 のキナーゼとしての基質

Rab8,10 などを同定し、リソソームの恒常性維持

機構における役割を解明した。 
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5. アルツハイマー病治療薬開発のためのサロゲー

トバイオマーカー同定のための大規模臨床研究 

 γセクレターゼ阻害薬、Ａβ免疫療法などのア

ルツハイマー病根本治療法の実現、すなわち臨床

治験の成功を導くためには、アルツハイマー病の

発症過程を反映する画像、体液等のバイオマーカ

ーを確立することが必須である。全国 38 臨床施

設からなる Japanese ADNI 臨床研究プロジェク

ト（J-ADNI）の主任研究者として、2008 年度

より本格的な臨床研究を展開、指揮をとっている。

J-ADNI は 537例の臨床・画像・バイオマーカー

データを収集し、科学技術振興機構 NBDC より

データベースは公開され、活用されている。最近

米国 ADNI との比較検討により、MCI due to AD

の人種を越えた共通性を実証し、グローバル AD

治験の実現可能性を支持する知見を広めた。 
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沿革と組織の概要 

神経生化学教室は、平成 13 年から平成 15 年に

かけて、大きく変貌を遂げた。平成 13 年 3 月末

には、2 代目教室主任であった芳賀達也教授が定

年退官し、同 4 月に学習院大学理学部教授・生命

科学研究所所長に就任した。これに伴い、教室の

大半が東大医学部（本郷キャンパス）より目白の

学習院大学へ異動した。代わって、平成 15 年 1

月より 3 代目教室主任として尾藤晴彦助教授が、

京都大学医学研究科より着任した。平成 15 年度

より新教室の整備が進み、脳神経医学専攻におけ

る先端研究および専門教育の一端を担う体制を確

立するとともに、これまでに 21 世紀 COE「脳神

経医学の融合的研究拠点」や GCOE「疾患のケミ

カルバイオロジー教育研究拠点」の事業をも担当

してきた。平成 29 年 5 月 1 日現在の教室構成員

は、教授 1（尾藤晴彦）、助教 2（藤井哉、坂本雅

行）、専門技術職員 1（岡村理子）、特任助教 2、

研究員 1、大学院生 4、医学部生 4 である。 

 

教育 

本教室は、医学部生に対し、生化学・分子生物

学・代謝生理化学講義の一環として「神経生化学」

の授業を担当し、シナプス伝達・シナプス可塑性・

長期記憶の分子機構などについて講義している。

また、同様のテーマで、教養学部学生に対する脳

神経科学の講義の一部を担当している。 

脳神経医学専攻所属の大学院生に対しては、医

学共通講義「神経科学入門」を主催し、molecular 

and cellular neuroscience の最先端に関する知識

を体系的に学べるカリキュラムを整えている。 

神経生化学教室に所属する大学院生の教育の主

要部分は、毎日の実験・ディスカッション・（随時

行う）教室内発表を通じて行っている。定例発表

会として、週 2 回の論文抄読会ならびに毎週のプ

ログレスリポートを設けている。 

さらに、神経生化学セミナーを毎月開催し、脳

神経科学の最先端の研究成果を、世界各国の第一

線の研究者自身により直接発表してもらう機会を

設けている。また、オックスフォード大学、スタ

ンフォード大学、エジンバラ大学、マックスプラ

ンク研究所、ジョンズホプキンス大学、ハーバー

ド大学、トロント大学などと国際共同研究を進め

ており、内外研究拠点との交流を積極的に推進し

ている。 

 

研究 

神経回路は、神経細胞の結合と機能的なシステ

ム形成のための厳格な「設計図」と、個体ごとに

内部・外部の環境変化に刻一刻と対応しその経験

を蓄積できる「適応性・学習能力」という、「剛」

と「柔」の性質を併せ持つ。特に後者の特性は、
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シナプスにおける電気的シグナルと化学的シグナ

ルの絡み合いから成り立っている。本研究室では、

その一つ一つの素過程を同定し、そのダイナミク

スを明らかにすることを通じ、脳の作動原理を明

らかにしたいと考えている。 

脳は 1000 億個の細胞から構成され、個体の生

存と種の繁栄のための営為を調節する最重要器官

である。脳の活動は、神経回路を構成するニュー

ロン間の情報受け渡しにコードされている。ニュ

ーロン自身は決して受動的な細胞でなく、ニュー

ロン活動の結果、細胞内シグナル経路を活性化し、

特定遺伝子産物を誘導し、その結果として神経伝

達物質放出過程や神経伝達物質受容体の機能修飾

を短長期的に行う可塑的な性質を有している。 

1 個のニューロンには数万個のシナプスがあり、

各々独立した入力を受ける。独立した数万個の入

力が一つの神経核の遺伝子発現をどのように調節

制御するのか（many-to-one problem）。また一つ

の神経核で転写された transcript の情報が、どの

ように再分配されて最終的に各シナプスへ伝達さ

れるのか（one-to-many problem）。またこのよう

な情報変換を過不足なく実行可能な神経回路形

成・シナプス形成を支配するルールは何か。 

これらの根本的な神経科学の諸問題を解き明か

すため、ここ数年来、グルタミン酸光融解法を用

いた局所刺激法、遺伝子発現イメージング、単一

シナプス蛋白相互作用解析などの新規解析手法を

独自に開発しており、単一ニューロン生化学から

単一シナプス生化学への脱皮を目指し、新規技術

開発に努めている。その一方で、同定した素過程

の in vivo 個体における機能解析にも取り組んで

いる。 

具体的には現在、当教室では、 

1) 長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核か

らシナプスへのシグナリングに関する研究、 

2) 神経回路形成・シナプス形成を制御する分

子機構に関する研究、 

3) 神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調

節機構に関する研究 

を中心に研究活動を推進している。 

 

1) 長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核からシナ

プスへのシグナリングに関する研究 

 

長期記憶が成立するためには、シナプス伝達の

場である樹状突起スパインにおけるシグナル伝達

効率の上昇が持続的に維持されることが必須と考

えられている。その分子機構として着目されてい

るものの一つは、転写因子 CREB を介したシナプ

ス活動依存的遺伝子発現上昇に伴う入力特異的シ

ナプス修飾である。CREB の関与はアメフラシか

らマウス・ラットに至る多くの動物種において確

認されている、しかしながら、その本当の意義、

すなわち、転写因子として生理的下流標的遺伝子

群やシナプス活動依存的活性制御機構については、

詳細はまだ明らかになっていない（Okuno and 

Bito, AfCS/Nature Molecule Page 2006）。 

我々は、これまで、CaMKK-CaMKIV カスケ

ードが興奮性海馬 CA1 錐体細胞における主要な

活動依存的 CREB リン酸化経路であり、シナプス

長期可塑性の発現に必要であることを世界に先駆

けて示し、同時に CREB のリン酸化そのものより

も CREB リン酸化の持続性が神経活動パターン

によって制御されることが下流の遺伝子発現に必

須であることを証明した（Bito et al., Cell 1996; 

Deisseroth, Bito et al., Neuron, 1996; Bito et al., 

Curr. Opin. Neurobiol., 1997; Bito, Cell 

Calcium 1998；Redondo et al., J. Neurosci. 2010）。

さらに、NMDA 受容体ならびにカルシウム電位

依存性カルシウムチャンネルの中でも L型カルシ

ウムチャンネル活性化が、CaMKIV活性化による

CREB リン酸化に重要であることを解明した
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（Mermelstein, Bito et al., J. Neurosci., 2000）。 

CREB リン酸化の持続こそが活動依存的シグ

ナルであることを示す事例として、小脳顆粒細胞

のカルシウム依存的生存が上げられる。CaMKIV

は小脳顆粒細胞において非常に強く発現している

が、長らくその意義は不明であった。フランス

Strasbourg 大 Loeffler 研究室からの派遣留学生

Violaine See との協同研究により、CaMKIV活性

の維持による核内リン酸化 CREB 量の保持が小

脳顆粒細胞の生存にとって必須であることが明ら

かになった（See et al., FASEB J. 2001）。 

 

このようなデータにより、CaMKIV による

CREB リン酸化制御が、海馬錐体細胞における長

期可塑性の発現以外にも、数多くの生理的意義を

有していることを初めて明らかにしたものである。

ほぼ同時期に、一部の遺伝性変性疾患の病因にお

ける CREB 転写阻害の重要性が示されたことも

あり、本発見は、CaMKIV による CREB リン酸

化機構が、生存制御により脳高次機能を司る神経

回路網の長期的維持にも関与している可能性を示

唆するものである（図 1）（Bito and Takemoto-

Kimura, Cell Calcium 2003）。また、CREB のコ

アクチベーターである CRTC1 についても解析を

進め、活動依存的な核移行のメカニズムとしての

リン酸化・脱リン酸化経路を同定し、CRTC1 が

CREB 依存的転写活性および扁桃体において場

所依存的恐怖記憶に関わることを明らかにした

（Nonaka et al., Neuron 2014）。 

 

一方、CREB転写に限らず、神経活動依存的に

転写制御される生理的標的遺伝子の同定および機

能解析が遅れている。我々は、可塑的シナプス活

動により効率よく誘導される機能未知蛋白である

Arc に焦点をしぼり、その神経活動依存的、シナ

プス入力特異的誘導の分子機序ならびに蛋白機能

の解明を進めている（Okuno et al. Cell 2012）。 

最近の大きな成果は、シナプス活動が神経回路に

おける遺伝子発現スイッチをオンにするゲノム上の

配列「 SARE （ Synaptic Activity-Responsive 

Element）」を発見したことである。SARE は、わ

ずか 100塩基の中に、これまでそれぞれ全く別の

役割を持つと考えられていた 3種類の活動依存的

転写因子（CREB, MEF2, SRF）を結合させるユ

ニークな配列であり、脳が受け取る多様なシグナ

ルを統合し長期記憶を制御していると考えられる

（Kawashima et al., PNAS 2009; Kim et al., 

Nature 2010; Inoue et al., Commun. Integr. Biol. 

2010）。SARE の発見を端緒に、まさに貯蔵され

つつある長期記憶の痕跡をリアルタイムに可視化

する研究戦略が実現可能となった（Kawashima 

et al., Nat. Methods 2013）。 

さらに、当教室で蓄積のある CaMKK-CaMKIV

シグナル伝達の研究を応用した可視化技術として、

合理的な分子デザインにより単一活動電位の検出

が可能である高感度赤色 Ca2+インディケーター

R-CaMP2 の開発に成功した（Inoue et al., 2015）。

従来用いられてきた緑色 Ca2+インディケーター

G-CaMP と組み合わせることで、興奮性細胞と抑

制性細胞の活動の違いをマウス大脳体性感覚野に

おいて明らかにした（Inoue et al., Nat. Methods 

2015） 

記憶のメカニズムの全貌解明に向けて今後とも

図 1：CaMKシグナルの神経生存における役割の模式図
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全力投球する所存である。 

 

2) 神経回路形成・シナプス形成を制御する分子

機構に関する研究 

 

シナプス伝達受容は、シナプス後肥厚部に存在

する神経伝達物質受容体とその受容体に結合して

共役する受容体複合体により決定される。神経伝

達物質受容体分子にはイオン透過型のものと、代

謝共役型のものがあり、いずれも足場蛋白を介し

たシグナル蛋白複合体と共役にしていることが近

年明らかになってきている。 

我々は、興奮性伝達の主要な伝達物質であるグ

ルタミン酸受容体のひとつである NMDA 受容体

の足場蛋白である PSD-95蛋白に低分子量Ｇ蛋白

Rho 関連蛋白 Citron が結合することを見出し、

シナプス膜の神経伝達物質受容体とアクチン細胞

骨格を制御する Rho シグナル伝達系の間の密接

な連関 を示唆す る初めて の証拠 を得た

（ Furuyashiki et al., J. Neurosci., 1999；

Shiraishi et al., J. Neurosci., 1999）。 

一方、われわれは、形態的に最も単純な神経細

胞である小脳顆粒細胞に着目して、まず極性が生

じ、2本の軸索がまず伸展し始め、その後に細胞体

周辺に数多くの樹状突起が発生する過程を支配す

るシグナル経路の役割を探索した（図2）。 

 

 
図 2：小脳顆粒細胞の突起進展機構 

 

その結果、1）Rho/ROCK/LIMK 経路が最初の

突起形成のゲートとして働いており、その活性を

阻害すると軸索形成が一挙に促進され、成長円錐

ダイナミクスが亢進すること（Bito et al., Neuron,  

2000）、さらに 2）mDia1 は、Rho下流のアダプ

ター分子として軸索形成・突起伸展を促進させる

活性を有することが明らかになった（図 3）

（Arakawa et al., J. Cell Biol., 2003; Bito, J. 

Biochem. 2003; Yamana et al., Mol. Cell Biol. 

2006）。 

これらの結果、突起形成・軸索伸展からシナプ

スにおける神経伝達物質局在制御に至るまで、一

貫としてアクチン細胞骨格再編成が大きく寄与し、

特に Rho ファミリー低分子量 GTPase の下流に

ある複数のエフェクターの協調的制御が不可欠で

はないかということが示唆された。 

 

図 3：ROCKとmDia1の協調による突起伸展 

 

このような考え方を検証する目的で、PSD-95

の足場蛋白としての結合能を担う PDZ モチーフ

の結合親和性を特異的に低下させた変異体を成熟

神経細胞にて過剰発現させると、PSD-95 のクラ

スタリング不全とともに、スパイン形態成熟不全

が共存することが明らかとなった（Nonaka et al., 

J. Neurosci., 2006）。すなわち、morphogenesis

の分子機構・シナプス蛋白局在の stoichiometry・

スパイン成熟との間に、強い連関があることが確

認された。 

このような神経回路形成・シナプス形成に関わ

る遺伝子産物の機能障害が、ヒトの認知や脳高次

機能の破綻に関与していることが最近提唱されて
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いる。従って、このような研究を推進し、得られ

た知見を基盤に一般原理が解明されれば、将来、

分化神経細胞を目的部位に移動させ、軸索伸展や

シナプス形成を自在に促進させるという、生理的

分子機序に基づく機能的な神経回路再構築という

新たな治療戦略が期待できるかもしれない。 

3) 神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調節

機構に関する研究 

 

海馬錐体細胞の樹状突起スパインは、活動依存

的な形態可塑性を引き起こすことが知られている。 

我々は、GFP とアクチン分子の融合蛋白を作製し、

adenovirus を用いて神経細胞に導入し、この過程

で生じるアクチン細胞骨格の活動依存的再編成の

可視化に初めて成功した。GFP-actin imaging を

生きた初代培養海馬錐体細胞で行った結果、a)ア

クチン細胞骨格に動的な成分と静的な成分が共存

すること、b)一定の条件下でスパインや細胞体辺

縁膜へのアクチンの集積が神経活動依存的に引き

起こされること、c)スパインへのアクチン移行は

NMDA 受容体依存的カルシウム流入により、ま

た細胞体辺縁膜へのアクチン集積は、電位依存性

カルシウムチャンネルにより特異的に引き起こさ

れることを発見した（図４）（Furuyashiki et al., 

PNAS 2002）。 

 

図4：NMDA刺激依存的アクチン集積のスパインへの誘導の可視化 

 

上記の結果は、神経細胞骨格シグナリングが、

神経回路の発生途上あるいは発達後を問わず、重

要な役割を果しており、神経細胞の形態制御の時

空間的ダイナミクスが高次脳機能に大きく寄与し

ている可能性を強く裏付けるものである。 

我々は、現在 CaMK ファミリーの中のいくつ

かの分子種が、カルシウム流入の下流で神経アク

チン骨格制御に関与しているという可能性を追求

している。特に注目すべきは、膜挿入型の CaM

キナーゼである CLICK-III/CaMKIである。 

CLICK-III は、膜局在シグナルであるＣ末端

CAAX 配列により prenyl 化修飾を受ける結果、

Golgi 膜および形質膜へ局在化する。このように

脂質修飾を受け、膜移行を行う神経特異的キナー

ゼの存在を中枢神経系で発見したのは全く最初の

例である（Takemoto-Kimura et al., J. Biol. 

Chem. 2003）。 

CLICK-III は prenyl 化後に、さらにキナーゼ

活性依存的にパルミトイル化され、樹状突起ラフ

ト膜へ移行する。その結果、BDNF の下流で制御

される大脳皮質細胞の樹状突起形成・伸展の重要

な制御キナーゼであることを最近見出した（図５）

（Takemoto-Kimura et al., Neuron 2007）。 

 

図5：CLICK-IIIノックダウン細胞で観察される樹状突起形成異常 

 

興味深いことに、類似の機構が軸索伸展制御に

おいても見出されている（Ageta-Ishihara et al., 
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J. Neurosci. 2009）。これらの知見は、神経細胞に

おいて、膜やカルシウム動員箇所の近傍における

カルシウム動態が、細胞内部位特異的に特定のカ

ルシウム・カルモデュリン依存性キナーゼを活性

化させ、excitation-transcription coupling のみな

らず、 excitation-morphogenesis coupling によ

っても、長期的に神経回路機能を調節するという

新たな可能性を示唆するものである（Takemoto-

Kimura et al. Eur. J. Neurosci. 2010）。 

細胞内カルシウム上昇によって活性化される複

数のシグナリング分子は、いかに協調して、多彩

な細胞応答を誘導するのか？我々は近年、複数の

シグナリング経路の活性化状態を、同時計測する

手法 dFOMA（dual FRET imaging with optical 

manipulation）を開発した。この dFOMA法と、

独自に開発を行った FRET probe を用いて、神経

細胞が様々な周波数の興奮性のシナプス入力を受

けた際の、CaMKII ならびに脱リン酸化酵素

（calcineurin）、及び、カルシウム濃度の変動を

同時計測した。その結果、各酵素固有の異なる特

性を組み合わせた情報処理の機構が示唆された

（Fujii et al., Cell Reports 2013）。 

 

今後の展望 

CREB-Arcシグナリング伝達機構の全貌解明と

機能解読とともに、活動依存的なアクチン細胞骨

格シグナリング機構の解明に向け、in vitro なら

びに in vivo レベルでの研究が急速に進展してい

る。活動依存的な転写や神経形態変化により、神

経ネットワーク機能の修飾がいかに行われるのか、

その分子機構と生理的意義を今後とも検討してい

きたい。これらの実験から、脳高次機能形成の根

本的な分子原理の一端を明らかにし、記憶障害・

認知症・精神疾患等の予防・進行阻害のための新

たな創薬標的探索の端緒となることを期待したい。 

 

教室員による出版物等 

（2017 年 1 月～2017 年 12 月） 
 

1. Rapanelli M, Frick L, Pogorelov V, Ohtsu H, 

Bito H, Pittenger C. (2017) Histamine H3R 

receptor activation in the dorsal striatum 

triggers stereotypies in a mouse model of tic 

disorders. Transl. Psychiatry 7: e1013. 

(DOI: 10.1038/tp.2016.290.) 

2. Takemoto-Kimura S, Suzuki K, Horigane S, 

Kamijo S, Inoue M, Sakamoto M, Fujii H, 

Bito H. (2017) Calmodulin kinases: 

essential regulators in health and disease. 

J Neurochem. 141: 808-818. (DOI: 10.1152/

jn.00834.2015.) 

3. Inokuchi K, Imamura F, Takeuchi H, Kim R, 

Okuno H, Nishizumi H, Bito H, Kikusui T, 

Sakano H. (2017) Nrp2 is sufficient to 

instruct circuit formation of mitral-cells to 

mediate odour-induced attractive social 

responses. Nat Commun. 8:15977. (DOI: 

10.1038/ncomms15977.) 

4. Nikolaienko O, Eriksen MS, Patil S, Bito H, 

Bramham CR. (2017) Stimulus-evoked ERK-

dependent phosphorylation of activity-

regulated cytoskeleton-associated protein 

(Arc) regulates its neuronal subcellular 

localization. Neuroscience. 360:68-80. (DOI: 

10.1016/j.neuroscience.2017.07.026.) 

5. Jenks KR, Kim T, Pastuzyn ED, Okuno H, 

Taibi AV, Bito H, Bear MF, Shepherd JD. 

(2017) Arc restores juvenile plasticity in 

adult mouse visual cortex. Proc Natl Acad 

Sci U S A. 114: 9182-9187. (DOI: 10.1073/

pnas.1700866114.) 

6. Honjoh S, de Vivo L, Okuno H, Bito H, 

Tononi G, Cirelli C. (2017) Higher Arc 

Nucleus-to-Cytoplasm Ratio during Sleep 

in the Superficial Layers of the Mouse 

Cortex. Front Neural Circuits.11: 60. (DOI: 

10.3389/fncir.2017.00060.) 



122 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

 

神経生物学 
 

教授 

廣瀬謙造 

助教 

並木繁行、浅沼大祐 

 

ホームページ http://www.neurobiol.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

神経生物学分野の前身は旧医学部附属脳研究

施設の心理学部門である。1984年に神経生物学部

門に改組され、高橋國太郎が初代教授となった。

1997年の大学院講座化に伴い、脳神経医学専攻に

所属することになった。2008年に現教授である廣

瀬謙造が名古屋大学医学系研究科細胞生理学分野

より着任（兼坦）し、2009 年 2 月に医学部 3 号

館 6 階への研究室の移転作業を完了した。順次、

最先端の研究設備の整備を進め、日常の研究、教

育活動を行っている。2017年度の構成は教授以下、

助教 2名、研究員 1名、大学院生 4名、研究補助

員 3名である。 

 

教 育 

医学部医学科のM1, M2を対象としたフリーク

ォーター、教養学部 1年を対象とした「全学体験

ゼミナール：医学に接する」で学生の受け入れ、

指導を行っている。 

大学院教育では、医科学専攻修士課程のローテ

ーションで大学院生の受け入れを行っている。ま

た、研究室内のセミナーとして、月 1回ずつの研

究報告会とレビューセミナー、週 1回ずつのジャ

ーナルクラブを行っている。さらに学外の講師を

招聘して研究室内セミナーと研究室内でのディス

カッションを随時実施している。 

研 究 

本研究室では、主に中枢神経系のシナプス機能

の制御を担う分子メカニズムの解明を目指して研

究を進めている。当研究室では分子生物学、生化

学、ケミカルバイオロジーなどを駆使して先端的

な技術を独自に開発し、神経科学の問題に取り組

んでいる。現在はシナプス機能の精密な解析を目

指して蛍光イメージング技術や超解像イメージン

グ技術など新規技術の開発を進めつつ、中枢神経

系の機能制御メカニズムについて、主にシナプス

機能に着目した研究に取り組んでいる。 

 

神経伝達物質放出の可視化解析技術の開発 

神経細胞間の情報伝達はシナプス前部からの

神経伝達物質の放出量や放出されるタイミングに

よって制御されている。神経細胞上に無数にある

シナプスのうち、どのシナプスが、いつ、どれく

らいの量の神経伝達物質を放出しているのかを精

密に理解することはシナプス伝達を理解する上で

重要である。当研究室では、中枢神経系の主要な

神経伝達物質であるグルタミン酸の精密解析のた

めにグルタミン酸の蛍光イメージング技術の開発

と応用に関する研究を進めてきた。これまでに多

くの高性能なグルタミン酸プローブの開発に成功

し、神経細胞のシナプス前部から放出されたグル

タミン酸の可視化を実現した。今後もこれまでの
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可視化プローブ開発のノウハウを生かしてグルタ

ミン酸以外の神経伝達物質の可視化解析を実現し

ていく予定である。 

 

中枢神経シナプスのグルタミン酸放出様式の解明 

高性能グルタミン酸プローブを用いて、中枢神

経系でのグルタミン酸の可視化解析を行ってきた。

これまでに培養海馬神経細胞や脳スライス標本に

おいてシナプスからのグルタミン酸放出を高精細

に可視化する系を確立した。また、培養海馬神経

細胞において活動電位発生に伴って生じる放出さ

れたグルタミン酸を単一シナプスレベルで精密に

可視化し、放出されたグルタミン酸量をシナプス

毎に見積もることによって、シナプス小胞の開口

放出のダイナミクスの解析を実現した。現在、さ

らに実験・解析を進めて、プレシナプス終末から

の開口放出によるグルタミン酸の放出様式や、シ

ナプス可塑性の制御機構の解明を進めている。今

後は単一シナプスグルタミン酸イメージングを脳

組織標本や動物個体の脳に応用することで神経回

路の制御機構の理解への貢献が期待できる。 

 

シナプス関連分子の微細配置の実態とその機能的

意義の解明 

微小領域であるシナプスでは分子のナノメー

トルスケールの微細な配置がシナプス機能の調節

に重要であることが示唆されている。当研究室で

は最先端の超解像顕微鏡技術を駆使することで、

シナプス関連分子の微細な空間配置の実態を明ら

かにするとともに、シナプス分子の微細配置がシ

ナプス機能制御において担う機能的意義の解明を

目指し研究を進めている。また、シナプス分子の

微細配置の異常に伴うシナプス機能の変容と精神

疾患の病態との関連を精神疾患モデル動物の解析

を通じて明らかにすることを目指して研究を進め

ている。 

 

出版物等 
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こころの発達医学 
 

准教 授  

金生由紀子 

助教 

江里口陽介、石井礼花、川久保友紀 

 

ホームページ http://childpsy.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

近年、子どものこころやこころの発達の問題が

増大し続けており、児童精神科医をはじめとする

専門家の不足とその育成の必要性が叫ばれてきた。

特に、諸外国と比べて児童精神医学の立ち遅れて

いる我が国の状況を考えると、研究を推進すると

共にそれに基づいて診療の質的向上を図れるよう

な人材の育成が強く求められている。このような

ニーズにこたえるため、2010 年 4 月に医学系研

究科脳神経医学専攻統合脳医学講座にこころの発

達医学分野が開設された。医学系で児童精神科医

が主任を務める児童精神医学教室としては我が国

で最初と言える。精神神経科小児部、さらに 2005

年 4月からはこころの発達診療部として診療と臨

床家の育成に加えて臨床に根ざした研究を積み重

ねてきた実績を踏まえつつ、新たな活動を展開し

ている。教員はこころの発達診療部も兼務してそ

の運営の中心となっており、こころの発達診療部

が臨床研究のフィールドとしての機能も発揮する

ようにしている。  

 

教育 

2017 年度には 5 名の博士課程大学院生が在籍

して、その研究指導を担当した。通年での児童精

神医学レクチャ、ケースカンファレンス、ジャーナ

ルクラブを含めた教育プログラムのさらなる充実

を図りつつ実施した。 

 

研究 

自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動

症（ADHD）、重症なチック症であるトゥレット

症候群、児童思春期強迫症（OCD）を主な研究対

象としている。科学的な臨床評価に基づく精神・

行動指標の解析、神経心理、脳神経画像や遺伝子

など多面的なアプローチを統合して脳とこころの

発達における問題に取り組んでいる。このような

統合的な手法を活用して薬物療法や療育などの治

療法に関する研究も行っている。 

2017 年度に実施した主な研究プロジェクトは

以下の通りである。 

・トゥレット症候群、児童思春期 OCD の疫学、

臨床評価、神経心理、遺伝要因、認知行動療法

の検討 

トゥレット症候群、児童思春期 OCD における

チック、強迫症状、それらに先立つ衝動などを評

価して相互の関連を検討すると共に、それらの治

療や支援の実態を調査してガイドラインの改良を

行っている。また、トゥレット症候群の神経心理

の検討、遺伝子解析、チックに対する包括的行動

介入（Comprehensive Behavioral Intervention 

for Tics: CBIT）の予備的検証を行っている。さら

に、一般の幼児におけるチック及び関連行動の調
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査を継続したり、チックの客観的計測の開発を試

みたりもしている。 

 

・ASD、ADHD、トゥレット症候群に関する

MRI、fMRI、NIRSを用いた脳画像解析 

ADHD成人、トゥレット症候群成人を対象にし

て遅延報酬課題を行って fMRIで計測したデータ

を解析したり、ASDや ADHDをもつ児童及び成

人を対象にしてNIRSで計測したデータを解析し

たりしている。 

 

・ASDの遺伝・環境要因の検討 

両親の年齢や生殖補助医療が ASD の発症に

及ぼす影響に関する医療機関ベースのデータを

解析している。ASD の多発家系についてエクソン

シークエンスによる解析を進めている。 

 

・ADHD に対する薬物療法及びペアレントト

レーニングの効果予測指標の開発 

ADHD 小児に対するメチルフェニデートの効

果が臨床指標、神経心理検査、NIRS で予測でき

るかを検討してきた。またペアレントトレーニン

グが養育者および ADHD 児のどのような側面に

影響を及ぼすかの検討も行っている。 

 

・ASDの療育及び集団認知行動療法の効果の検証 

ASD 幼児を対象にする療育の効果を検討して

いる。また、高機能 ASD 成人を対象にして実施

した集団認知行動療法の効果を検討している。 

 

・発達障害成人の臨床評価及び心理教育の検討 

発達障害が疑われる成人患者を対象に ASD や

ADHD の症状をはじめとして詳細な臨床評価を

行うと共にそれを踏まえて心理教育をする発達障

害検査入院プログラムで得られたデータの収集及

び解析を進めている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は、わが国で最初の大学精神医学教室と

して 1886年に設立された。1960年代に始まる反

精神医学・学園紛争の影響によって、長く「外来」

「病棟」という 2派に分かれて臨床を行うという

歴史を経たが、1994年に一本化が実現し、再び臨

床・教育・研究においてわが国の精神医学をリー

ドする教室を目指し歩みはじめた。2008 年に外

来・病棟の診療統合後の入局世代である笠井清登

教授が就任し、新たな体制で精神医学・医療への

更なる貢献を目指している。 

 

診 療 

外来：2017年 4月から 2018年 3月までの新来患

者数は計 704 名であり、一日平均外来患者数は

137.1 人であった。地域連携枠への参加も継続し

ている。2016年度には院内にリカバリーセンター

を立ち上げ、うつ病等で治療中の当科外来患者を

対象に、心理療法と身体活動の両面からアシスト

し、医学的な症状改善から実際の社会参加へ橋渡

しする外来プログラム「リカバリープログラム」

を開始した。 

病棟：2017 年度の再編成で個室を増床し、B 棟

11階閉鎖病棟の 27床のうち、3床が隔離室、12

床が個室、また同開放病棟の 21床のうち、9床が

個室と、より急性期に対応可能な体制を整えた。

2017 年度の入院患者数は 426 名で、稼働率は安

定傾向にあり、また平均在院日数は 30 日前後と

着実に短縮化している。入院経路は外来からの予

約入院が主であるが、救急外来からの緊急入院や、

自殺未遂症例などの集中治療室を経由した入院も

最近増加傾向にある。治療の手段としては、精神

療法・薬物療法・無けいれん電気けいれん療法

（mECT）に加え、作業療法士・臨床心理士の協

力も得て、回復期にある患者を対象として精神科

作業療法も行い、また最近は試験的に集団認知行

動療法も試みている。 

入院患者の年齢分布は、10歳台から 80歳台ま

での拡がりがある。疾患構成は、統合失調症圏、

気分障害圏、身体疾患等により生じた精神疾患が
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主なものである。毎週木曜午後１時からは、新患

紹介に引き続き教授回診があり、4 時より症例検

討会ないし発達回診、リカバリーカンファ等が行

われている。月曜午後 2時からは病棟看護師や発

達診療部、デイホスピタルスタッフ等を交えた多

職種による症例検討会を行っている。 

当科独自の検査入院プログラムとして、2011

年度より正式に開始したNIRS検査を中心とする

「こころの検査入院プログラム」と、2012年度よ

り成人の発達障害の診断を目的とする「発達障害

検査入院プログラム」に加え、2014 年 8 月から

はビデオ脳波記録システムによるてんかんモニタ

リングユニット（Epilepsy Monitoring Unit: 

EMU）を立ち上げ、てんかん学会専門医によるて

んかんの鑑別診断に関する検査入院も継続してい

る。2018 年 3 月には、10 代から 20 代の統合失

調症の患者の包括的な治療、支援を重視した外来

及び入院診療を行う、統合失調症 AYA世代センタ

ーを設立した。 

リエゾン：コンサルテーション・リエゾンにつ

いては、2014年度より保険制度に対応したリエゾ

ン専門のチームを、市橋特任講師による統括のも

とで整えたことにより、2015年度以降は対応件数

が年間約2000件と飛躍的に増加している。また、

救急部との連携も引き続き継続している。 

 

教 育 

(1) M2：系統講義 

今年度も引き続き社会的に重要性が増してい

る児童精神医学、司法精神医学、リエゾン精神医

学、依存症に加え、2015年度からは地域精神医療

に関する講義も行っている。学生の理解を助ける

ためにレジュメを完全配布するとともに、継続的

質の改善のためのアンケートを全講義で実施して

おり、今後も反映させていく。 

(2) M3：クリニカルクラークシップ 

医学部の方針に沿って、より参加型の臨床実習

に内容を変更し、病棟、外来、松沢病院にて、セ

ミナーを交え行った。学生からのアンケートをも

とに、適宜改善を行っているが、いずれも学生か

ら引き続き高い評価を得ている。 

(3) Mental Health Research Course 

2010 年度から臨床研究者育成プログラムの一

環として、基礎、臨床 8 教室の参加により立ち上

げられたMental Health Research Courseを継

続している。学生の要望を反映させ、個別プロジ

ェクトとして各テーマに基づくプログラムを進め

ている。 

 

研 究 

これまで、神経画像・臨床生理学的手法を用い

て、統合失調症、自閉症、心的外傷後ストレス性

障害などの脳病態解明で成果を挙げてきた。笠井

清登教授は自らが経験した米国ハーバード大学に

おける精神科臨床研究体制をもとに、帰国後、医

療機器メーカーとの産学協同研究や放射線科・臨

床検査部との共同によるマルチモダリティ神経画

像計測を加え、精神科臨床研究ラボを育てた。臨

床試験やコホート研究によるバイオマーカーや治

療介入法の開発を通じた当事者の利益に結実させ

る研究を目標とし、統合失調症の前駆状態から初

発統合失調症に至る時期の縦断研究（Integrated 

Neuroimaging studies in Schizophrenia 

Targeting Early intervention and Prevention; 

IN-STEP; http://plaza.umin.ac.jp/arms-ut/)、発

達障害の総合的研究、医療機器を薬剤選択・薬効

予測の臨床検査法として確立するための臨床試験

などを、10 年、20 年という長期的視野にたって

展開している。前年度に引き続き、さまざまな基

礎系研究者や社会医学系研究者との連携も強化し

ている。脳と精神の関係をもう一度捉えなおし、

精神の障害とその修復を本質的に解明するような

分野横断的な学問領域を提唱し、精神医学のアイ

デンティティを再構築するという意識をもち、
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日々、努力している。現在の当科における研究内

容は次の通りである。 

 

① 統合失調症の初期診断と発症予防に関する臨

床研究 

② 内因性精神疾患、小児の疾患を対象とした脳画

像研究 

③ 脳磁図、誘発電位トポグラフィーなどの手法を

用いた統合失調症の認知神経心理学的研究 

④ 統合失調症など内因性精神疾患の分子遺伝学

的研究 

⑤ 我が国初となる思春期コホートプロジェクト

（Tokyo Teen Cohort Study） 

⑥ NIRS（近赤外分光法）、MRS（磁気共鳴スペ

クトロスコピー）などによる脳代謝研究 

⑦ 自閉症を中心とした小児精神疾患の認知神経

心理学的研究及び分子遺伝学的研究 

⑧ モデル動物を用いた精神疾患病態の研究 

 

出版物等 

 

(1)  Tamune H, Taniguchi G, Morita S, 

Kumakura Y, Kondo S, Kasai K: Emotional 

stimuli-provoked seizures potentially 

misdiagnosed as psychogenic non-epileptic 

attacks: A case of temporal lobe epilepsy 

with amygdala enlargement Epilepsy & 

Behavior Case Reports 9: 37-41, 2018. 

(2)  Koshiyama D, Fukunaga M, Okada N, 

Yamashita F, Yamamori H, Yasuda Y, 

Fujimoto M, Ohi K, Fujino H, Watanabe Y, 

Kasai K, Hashimoto R: Role of subcortical 

structures on cognitive and social function 

in schizophrenia. Sci Rep 8: 1183, 2018. 

Jan 2018. 10.1038/s41598-017-18950-2. 

(3)  Yoshikawa A, Nishimura F, Inai A, 

Eriguchi Y, Nishioka M, Takaya A, Tochigi 

M, Kawamura Y, Umekage T, Kato K, 

Sasaki T, Ohashi Y, Iwamoto K, Kasai K, 

Kakiuchi C: Mutations of the glycine 

cleavage system genes possibly affect the 

negative symptoms of schizophrenia 

through metabolomic profile changes. 

Psychiatry Clin Neurosci 72: 168-179, 2018. 

2018 Mar; doi: 10.1111/pcn.12628. 

(4)  Hashimoto N, Ito YM, Okada N, Yamamori 

H, Yasuda Y, Fujimoto M, Kudo N, 

Takemura A, Son S, Narita H, Yamamoto 

M, Tha KK, Katsuki A, Ohi K, Yamashita F, 

Koike S, Takahashi T, Nemoto K, 

Fukunaga M, Onitsuka T, Watanabe Y, 

Yamasue H, Suzuki M, Kasai K, Kusumi I, 

Hashimoto R: The effect of duration of 

illness and antipsychotics on subcortical 

volumes in schizophrenia: Analysis of 778 

subjects. Neuroimage: Clin 17: 563-569, 

2017. (Nov. 2017) doi: 10.1016/j.nicl.2017.

11.004. 

(5)  Otowa T, Shimada M, Miyagawa T, 

Umekage T, Kawamura Y, Bundo M, 

Iwamoto K, Ikegame T, Tochigi M, Kasai K, 

Kaiya H, Tanii H, Okazaki Y, Tokunaga K, 

Sasaki T: An epigenome-wide methylation 

study of healthy individuals with or 

without depressive symptoms. J Hum 

Genet 63: 319-326, 2018. Mar; doi: 10.1038/

s10038-017-0382-y. 

(6)  Yoshikawa A, Nishimura F, Inai A, 

Eriguchi Y, Nishioka M, Takaya A, Tochigi 

M, Kawamura Y, Umekage T, Kato K, 

Sasaki T, Kasai K, Kakiuchi C: Novel rare 

variations in genes which regulate the 

developmental change in N-Methyl-D-

Aspartate receptor in patients with 

schizophrenia Hum Genome Var 5, 17056, 

2018. 2018 Feb; doi: 10.1038/hgv.2017.56. 

(7)  Koshiyama D, Fukunaga M, Okada N, 

Yamashita F, Yamamori H, Yasuda Y, 

Fujimoto M, Ohi K, Fujino H, Watanabe Y, 

Kasai K, Hashimoto R: Subcortical 

association with memory performance in 

schizophrenia: a structural magnetic 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 129 

resonance imaging study. Transl 

Psychiatry 8: 20, 2018. Jan. 2018 doi: 

10.1038/s41398-017-0069-3. 

(8)  Koike S, Satomura Y, Kawasaki S, 

Nishimura Y, Kinoshita A, Sakurada H, 

Yamagishi M, Ichikawa E, Matsuoka J, 

Okada N, Takizawa R, Kasai K: 

Application of functional near infrared 

spectroscopy as supplementary examin-

ation for diagnosis of clinical stages of 

psychosis spectrum. Psychiatry Clin 

Neurosci 71: 794-806, 2017. 2017 Dec; doi: 

10.1111/pcn.12551. 

(9)  Koshiyama D, Kirihara K, Tada M, Nagai 

T, Koike S, Suga M, Araki T, Kasai K: 

Duration and frequency mismatch 

negativity shows no progressive reduction 

in early stages of psychosis. Schizophr Res 

190: 32-38, 2017. 2017 Dec; doi: 10.1016/

j.schres.2017.03.015. 

(10) Murata Y, Bundo M, Ueda J, 

Kubota-Sakashita M, Kasai K, Kato T, 

Iwamoto K: DNA methylation and 

hydroxymethylation analyses of the active 

LINE-1 subfamilies in mice. Sci Rep 7: 

13624, 2017. 2017 Oct 19; doi: 10.1038/

s41598-017-14165-7. 

(11) Sasabayashi D, Takayanagi Y, Takahashi T, 

Koike S, Yamasue H, Katagiri N, Sakuma 

A, Obara C, Nakamura M, Furuichi A, 

Kido M, Nishikawa Y, Noguchi K, 

Matsumoto K, Mizuno M, Kasai K, Suzuki 

M: Increased Occipital gyrification and 

development of psychotic disorders in 

individuals with an at-risk mental state: a 

multicenter study. Biol Psychiatry 82: 

737-745, 2017. 2017 Nov 15; doi: 10.1016/

j.biopsych.2017.05.018. 

(12) Eriguchi Y, Kuwabara H, Inai A, 

Kawakubo Y, Nishimura F, Kakiuchi C, 

Tochigi M, Ohashi J, Aoki N, Kato K, 

Ishiura H, Mitsui J, Tsuji S, Doi K, 

Yoshimura J, Morishita S, Shimada T, 

Furukawa M, Umekage T, Sasaki T, Kasai 

K, Kano Y: Identification of candidate 

genes involved in the etiology of sporadic 

Tourette syndrome by exome sequencing. 

Am J Med Genet B Neuropsychiatr Genet 

174: 712-723, 2017. 10.1002/ajmg.b.32559 

(Oct. 2017) 

(13) Kanehara A, Kotake R, Miyamoto Y, 

Kumakura Y, Morita K, Ishiura T, Shimizu 

K, Fujieda Y, Ando S, Kondo S, Kasai K: 

The Japanese version of the questionnaire 

about the process of recovery: development 

and validity and reliability testing. BMC 

Psychiatry 17: 360, 2017. 

(14) Kondo S, Kumakura Y, Kanehara A, 

Nagato D, Ueda T, Matsuoka T, Tao Y, 

Kasai K: Premature deaths among 

individuals with severe mental illness after 

discharge from long-term hospitalization in 

Japan: a naturalistic observation during a 

24-year period. BJPsych Open 3: 193-195, 

2017. 

(15) Higuchi Y, Sumiyoshi T, Seo T, Suga M, 

Takahashi T, Nishiyama S, Komori Y, 

Kasai K, Suzuki M: Associations between 

daily living skills, cognition, and real-world 

functioning across stages of schizophrenia; 

A study with the Schizophrenia Cognition 

Rating Scale Japanese version. Schizophr 

Res Cogn 7: 13-18, 2017. 2017 Feb 22; doi: 

10.1016/j.scog.2017.01.001. 

(16) Nagai T, Kirihara K, Tada M, Koshiyama D, 

Koike S, Suga M, Araki T, Hashimoto K, 

Kasai K: Reduced mismatch negativity is 

associated with increased plasma level of 

glutamate in first-episode psychosis. Sci 

Rep 7(1): 2258. [May 23, 2017; PMID: 

28536477; doi: 10.1038/s41598-017-02267-

1] 

(17) Ueda J, Murata Y, Bundo M, Oh-Nishi A, 

Kassai H, Ikegame T, Zhao Z, Jinde S, Aiba 



130 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

A, Suhara T, Kasai K, Kato T, Iwamoto K: 

Use of human methylation arrays for 

epigenome research in the common 

marmoset (Callithrix jacchus). Neurosci 

Res 120: 60-65, 2017. 2017 Jul; doi: 10.

1016/j.neures.2017.02.005. 

(18) Watanabe T, Otowa T, Abe O, Kuwabara H, 

Aoki Y, Natsubori T, Takao H, Kakiuchi C, 

Kondo K, Ikeda M, Iwata N, Kasai K, 

Sasaki T, Yamasue H: Oxytocin receptor 

gene variations predict neural and 

behavioral response to oxytocin in autism. 

Soc Cogn Affect Neurosci 12: 496-506, 2017. 

2017 Mar 1; doi: 10.1093/scan/nsw150. 

(19) Sawada K, Kanehara A, Sakakibara E, 

Eguchi S, Tada M, Satomura Y, Suga M, 

Koike S, Kasai K: Identifying neuro-

cognitive markers for outcome prediction of 

global functioning in ultra-high-risk for 

psychosis and first episode psychosis. 

Psychiatry Clin Neurosci 71: 318-327, 2017. 

2017 May; doi: 10.1111/pcn.12522. 

(20) Fujino H, Sumiyoshi C, Yasuda Y, 

Yamamori H, Fujimoto M, Fukunaga M, 

Miura K, Takebayashi Y, Okada N, 

Isomura S, Kawano N, Toyomaki A, Kuga 

H, Isobe M, Oya K, Okahisa Y, Takaki M, 

Hashimoto N, Kato M, Onitsuka T, Ueno T, 

Ohnuma T, Kasai K, Ozaki N, Sumiyoshi T, 

Imura O, Hashimoto R; for COCORO. 

Estimated cognitive decline in patients 

with schizophrenia: A multicenter study. 

Psychiatry Clin Neurosci 71: 294-300, 2017. 

2017 May; doi: 10.1111/pcn.12474. 

(21) Inoue T, Morita M, Wada A, Kasai K, 

Kondo S: A case of persistent delirium 

resolved promptly with suvorexant. Prim 

Care Companion CNS Disord 19: 16102026, 

2017. 

(22) Shimada-Sugimoto M, Otowa T, Miyagawa 

T, Umekage T, Kawamura Y, Bundo M, 

Iwamoto K, Tochigi M, Kasai K, Kaiya H, 

Tanii H, Okazaki Y, Tokunaga K, Sasaki T: 

Epigenome-wide association study of DNA 

methylation in panic disorder. Clin 

Epigenetics 9: 6, 2017. 2017 Jan 21; doi: 

10.1186/s13148-016-0307-1. 

(23) Morita K, Miura K, Fujimoto M, Yamamori 

H, Yasuda Y, Iwase M, Kasai K, Hashimoto 

R: Eye movement as a biomarker of 

schizophrenia: using an integrated eye 

movement score. Psychiatry Clin Neurosci 

71: 104-114, 2017. 2017 Feb; doi: 10.1111/

pcn.12460. 

(24) Takano Y, Aoki Y, Yahata N, Kawakubo Y, 

Inoue H, Iwashiro N, Natsubori T, Koike S, 

Gonoi W, Sasaki H, Takao H, Kasai K, 

Yamasue H: Neural basis for inferring false 

beliefs and social emotions in others among 

individuals with schizophrenia and those 

at ultra-high risk for psychosis. Psychiatry 

Res: Neuroimaging 259: 34-41, 2017. 2017 

Jan 30; doi: 10.1016/j.pscychresns.2016.11.

003. 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 131 

 

神経内科学 
 

教授 

戸田 達史 

准教授 

清水 潤 

講師 

岩田 淳，林 俊宏（～平成 29 年 11 月），作石 かおり（平成 29 年 12 月～） 

助教 

作石 かおり（～平成 29 年 11 月），濱田 雅，石浦 浩之，久保田 暁， 

代田 悠一郎，宮川 統爾，間野 達雄（平成 29 年 12 月～） 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/neurotky/ 

 

 

沿革と組織の概要 

神経内科学教室は，豊倉康夫先生を初代教授と

して，昭和 39 年に医学部附属脳研究施設の臨床

部門として開設された．その後萬年 徹教授，金

澤一郎教授，辻 省次教授を経て現在に至る．平

成９年に，脳研究施設が脳神経医学専攻として改

組され，臨床神経精神医学講座・神経内科学分野

という組織になった． 

 

診療 

神経内科領域の幅広い疾患に対して，充実した

診療を行っている．初期研修に対応した診療と，

高度先進医療をめざす診療の両立を目標に診療を

行っている． 

外来診療においては，診療時間をできるだけ確

保しながら充実した診療を行っている．パーキン

ソン病，認知症，多系統萎縮症など専門外来も開

設している． 

病棟診療は，卒後研修（初期研修，後期研修）

に対応したプログラムを用意し，先進的な医療を

含めた診療に努めている．平成１７年度より，脳

神経外科や関連の診療科と協力して，パーキンソ

ン病を対象とした深部脳刺激による治療を開始し

た．ポリグルタミン病の治療研究など先進的な診

療を目指している． 

 

教育 

卒前教育では，当教室は M2 の系統講義及び臨

床診断学実習，M3 と M4 の臨床統合講義とクリ

ニカルクラークシップを担当している．今年度の

系統講義は，神経診断学，臨床神経生理，高次脳

機能，感染症など 9 項目について行った．クリニ

カルクラークシップでは，代表的神経疾患の症例

について学ばせ，臨床統合講義では，代表的な神

経内科疾患について，講義を行った．また，神経

生理および脳卒中のクルズスにより実践的知識の

習得に配慮している．フリークォーターでは，で

きるだけ多くの機会を学生に提供するようにして

おり，常時 2-3 名の学生が研究室に参加している． 

卒後教育では，初期研修医の受け入れ，内科系

の病棟の診療が総合内科体制になり総合内科に参

加して診療を行っている． 
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神経内科専門医の養成については，神経内科の

診療，神経生理学，神経病理学の研修，東大病院

全体のコンサルテーションへの対応，総合内科へ

の参加，救急部へのローテーション，関連病院で

の診療，病棟指導医などを組み合わせた充実した

プログラムを提供している． 

大学院教育については，学生の希望に応じて幅

広い研究を進めている． 

 

研究 

 当教室では，神経疾患を対象として，その病態

解明，治療法開発，臨床研究を行い，臨床神経学

に貢献することを目指している．そのアプローチ

としては，分子遺伝学，分子生物学，発生工学，

生化学，薬理学，細胞生物学，病理学，生理学な

ど多岐にわたって幅広い discipline を統合したア

プローチを目指している． 

 分子標的治療のアプローチとして，ジストログ

リカノパチーの分子病態解明と治療において，薬

開発糖たんぱく質質量分析法，精密質量分析法，

ガスクロマトグラフィー，二次元NMR などの糖

質化学的な手法を駆使し，糖鎖の中に，リビトー

ルリン酸という物質が 2 つ連なった形で存在する

ことを見出した．フクチン，そして，肢帯型筋ジ

ストロフィー2I の原因遺伝子 FKRP が，CDP-リ

ビトールを供与体基質として，リビトールリン酸

を糖鎖に順に組み込むリビトールリン酸転移酵素

であることを発見した．さらに胎生期のモデルマ

ウスの解析で，脳形成過程で放射状グリアに発現

しているジストログリカン糖鎖の有無が，その後

の脳病変の重篤度に寄与する可能性が示唆された．

（戸田達史，金川基，小林千浩，首藤篤史） 

 ゲノム手法を駆使した孤発性および家族性パー

キンソン病の治療最適化研究を行っている．孤発

性および家族性パーキンソン病における新規

rare variant の解明では，エクソンに存在する

Rare ながら強いパーキンソン病(PD)ゲノム因子

を発見するため，とくに孤発性 PD 患者を中心に，

エクソーム解析を行っている．インフォマティク

スを用いた新手法による新規抗 PD 薬発見では，

vitro と MPTP動物モデルにおいて，神経細胞死

抑制効果を示す薬剤を同定している．抗 PD 薬の

薬剤感受性 SNP による副作用予測，効能予測で

は，ゾニサミドの効能に関するゲノムワイド水準

で有意な SNP を GWAS で同定している．（戸田

達史，佐竹渉，上中健，Cha Pei Chieng、藤野悟

央） 

 分子遺伝学の面からは，次世代シーケンサーを

駆使したゲノム解析研究を進めている．遺伝性神

経疾患として，てんかん，多系統萎縮症，筋萎縮

性側索硬化症，痙性対麻痺，脊髄小脳変性症など，

家系の解析を行っている．孤発性神経疾患として

は，多系統萎縮症，筋萎縮性側索硬化症，アルツ

ハイマー病に対して，網羅的ゲノム配列解析に基

づく患者・対照関連解析を行い，疾患関連遺伝子

の同定を進めている．COQ2遺伝子変異が家族性・

孤発性多系統萎縮症の発症に関わるという研究成

果をもとに医師主導治験に取り組んでいる．さら

に，ゲノム医学センターにおける共同研究から，

遺伝性筋萎縮性側索硬化症（TBK1），シャルコー・

マリー・トゥース病 2A2A（MFN），SCA42

（CACNA1G）患者の多数例における臨床像の検

討を行った．また，次世代シーケンサーを臨床診

断に応用する研究（クリニカルシーケンシング）

も精力的に進め，筋ジストロフィー（LAMA2），

家族性筋萎縮性側索硬化症（HNRNPA1），ミニ小

束性ニューロパチー（DHH），若年性脊髄小脳変

性症（PEX10），成人ポリグルコサン病（GBE1）

の変異報告を行った．（戸田達史，辻省次，伊達英

俊，三井純，石浦浩之，松川敬志，田中真生，佐

藤奈穂子，成瀬紘也，松川美穂，上田順子，柴田

頌太，近田彩香，永迫友規，羽尾曉人，新見淳，

三枝亜希） 

 生理学からのアプローチとしては，磁気刺激法・
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脳波・脳磁図などの神経生理学的検査法や，

functional MRI，近赤外分光法による脳血流測定

（NIRS），positron emission tomography（PET）

などの神経機能画像を用いて，運動・感覚生理と

運動機能障害の生理学的病態機序について研究を

おこなっている．運動系の研究では，運動神経を

非侵襲的に刺激できる経頭蓋磁気刺激についてそ

の開発当初から研究に携わり，これまで多くの新

しい磁気刺激法の臨床応用を実現してきた（錐体

交叉刺激，大型円形コイルによる馬尾刺激・脊髄

円錐刺激法，二発刺激法，小脳刺激法など）．最近

では，neuromodulation を可能にする反復経頭蓋

磁気刺激法（rTMS）を用いた神経疾患の治療応用

実現に向けて新規 rTMS法の開発や機序解明とい

った基礎的研究から実際の多施設共同研究による

臨床研究まで幅広く先駆的に研究を展開している．

具体的には quadripulse stimulation（QPS）と呼

ばれる，これまでになく強力な効果を誘導できる

新しい rTMS を開発し，臨床応用を目指した基礎

的な研究を行っている．またパーキンソン病に対

する rTMS の多施設共同・臨床治験を統括し

rTMS 治療確立について研究を進めている．実地

臨床面では，針筋電図，神経伝導検査，経頭蓋磁

気刺激法，脳波・脳磁図，各種誘発電位，眼球運

動検査などを用いて，神経疾患患者の診断および

病態把握のための生理検査を行っている．（濱田雅，

代田悠一郎，佐々木拓也，小玉聡，杉山雄亮，佐

藤和也，大塚十里） 

末梢神経・筋疾患に対するプローチとしては，

年間約 200 例の末梢神経・筋疾患の生検症例に対

して病理診断を提供している．また，免疫性神経

疾患の診断補助となる血清中の抗糖脂質抗体，筋

炎特異抗体，傍腫瘍神経抗体の測定をおこなって

いる．研究分野では，炎症性筋疾患に関して，臨

牀像，筋炎自己抗体，サイトカインやケモカイン，

筋病理所見，筋組織内発現 mRNA の関連解析を

おこない，多発筋炎，皮膚筋炎，壊死性筋炎，封

入体筋炎，癌合併筋炎，膠原病合併筋炎，自己抗

体陽性筋炎などの筋炎のグループごとの特徴に注

目することで筋炎の病態機序解明をめざしている．

一方，筋炎，加齢，廃用に伴う筋の定量評価を DXA

で検討し，組織所見の解析から筋萎縮に伴う筋機

能変化の臨床研究も進めている．（清水潤，久保田

暁，前田明子，角谷真人，池永知誓子，内尾直裕，

平賢一郎，鵜沼敦） 

 生化学実験室では，アルツハイマー病，レビー

小体型認知症，多系統萎縮症，筋萎縮性側索硬化

症に対して剖検脳を用い，神経細胞に特化したメ

チル化解析を中心として neuro-epigenetics 研究

を推進 し て い る ． ア ルツハイマー 病 で は

EpigeneticsDNAメチル化研究から BRCA1 の機

能異常を見出し，病態における DNA 傷害蓄積の

重要性を報告した．得られた病態仮説を証明する

ため，神経前駆細胞を用いたヒト型アルツハイマ

ー病モデルを樹立し，病態モデルの検証を行って

いる．また更に，メチル化解析以外の重要な発現

制御因子として，ヒストン修飾解析から分子病態

への新たなアプローチを行っている．また，パー

キンソン病において FGFR3 のメチル化変化から

MAPK カスケードとα-シヌクレインの関係性に

ついても報告を行った．神経核内封入体病につい

てFACSを用いて原因の探索を行っている．また，

ポリグルタミン病における HDAC3 の機能につい

て解析を行った．さらに，慢性虚血の分子メカニ

ズムをモデルマウスを用いて研究を行っている．

その他，ラマン分光法を用いた新規の組織観察法

の開発を継続しており，自発ラマン分光顕微鏡を

用いてアミロイドβ（Aβ）の in vitro 凝集過程

の観察や Fabry 病 の末梢神 経 に お け る

globotriaosylceramide の空間分布を行った．また，

ポリマー性フォトニック結晶を用いた高感度認知

症生化学バイオマーカーセンサーの開発を行って

おり，髄液および血液検体中の Aβ定量実験にお

いて ELISA を超える測定感度を達成した．一方
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でプレクリニカル期の孤発性アルツハイマー病の

観察研究（AMED Preclinical 研究）や家族性アル

ツハイマー病の発症前 追跡研究 DIAN-J への参

加と神経心理バッテリーの標準化を行っている．

（岩田淳，鈴木 一詩，長島優，宮川統爾，大友

亮，間野達雄，坂内太郎，土田剛行，濱田健介，

間野かがり，大友岳） 

高次脳機能に関しては，個別症例での詳細な研

究と大規模データ解析の二本柱で神経疾患の高次

脳機能障害の解明を目指している．個別症例では，

認知症や脳卒中における記憶障害や失語・失認・

失行などの神経心理学的評価を行う専門診療のほ

か，病巣解析と認知神経心理学的アプローチを用

いた病態生理の解明を目指した臨床研究を行って

いる．また神経機能画像法には力を入れており，

安静時 fMRI や ASL などの新しい方法論の開発

や少数例での臨床応用にも取り組んでいる．大規

模データ解析として各種バイオマーカーなども含

むマルチモードデータを用いた認知症の早期診断

や予後予測の方法論確立を目指している．また多

施設共同研究「パーキンソン病発症予防のための

運動症状発症前 biomarker の特定研究（J-PPMI）」

の心理評価を担当し，パーキンソン病の非運動症

状の解明と早期診断法の確立を目指している．（林

俊宏） 

神経免疫学的研究として、多発性硬化症や視神

経脊髄炎に代表される中枢神経系の炎症性疾患に

ついて解明を目指している．髄液・血液・生検組

織検体をもとに、病期によっても大きく変動する

免疫学的環境について、分子生物学的手法と細胞

生物学的機能解析を主軸に精密な臨床情報と照ら

し合わせながら検証を進めている．また、重症筋

無力症などに代表される抗体介在性の神経筋疾患

についても、細胞性免疫学の視点から検討を行っ

ている．（作石かおり、小口絢子） 
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沿革と組織の概要 

脳神経外科学教室は、昭和 26 年に診療科とし

て設置され、初代佐野圭司教授が昭和 37 年に外

科学第三講座担任となり、翌年に脳神経外科学講

座と改名したことに端を発する。その後高倉公朋

教授、桐野高明教授が教室および脳神経外科学の

発展に尽力され現在に至っている。 

脳神経外科の扱う疾患は、脳腫瘍、脳血管障害、

脊椎脊髄疾患、機能的疾患、小児奇形、頭部外傷

などで、外科の一分野でありながら神経学、神経

科学、オンコロジー、画像診断学などの幅広い知

識と経験を必要とする。この分野の進歩は著しく、

CT、MRI などの画像機器の進歩により頭蓋内の

病変が描出できるようになって外科治療の対象と

なる疾患が拡大した。同時に手術顕微鏡の導入を

はじめとする様々な治療手技の開発により、手術

法は洗練され治療成績は向上してきた。 

現在、大学には教授 1、准教授 1、講師 1、助教

11 の 13 名のスタッフに加え、医員 4 名、後期研

修医 4 名、大学院生 19 名、また、国外へ留学中

の医師が 7 名、海外からの留学生が 3 名（中国 3

名）いる。（2017 年 7 月時点） 

東京大学 脳神経外科は約 400 名の同門会員を

擁し、脳神経外科の老舗として全国各地に多くの

臨床家、研究者、指導者を輩出してきた。診療、

研究の活動の場として、外来は外来診療棟３階，

病棟は新病棟 7 階南、医局と研究室は管理・研究

棟２階にある。 

 

診 療 

外来診療は、月曜日から金曜日まで一般外来（新

患、再来）を行い、さらに月・水・金に専門外来

を行っている。専門外来には脳腫瘍外来、脳血管・

動脈瘤外来、血管内治療外来、頭蓋底腫瘍外来、

下垂体腫瘍外来、脊髄外来、てんかん外来および

ガンマナイフ外来等がある。平成 29 年度の外来

患者数は延べ 18,443 名であった。 

入院診療は、主に 7 階南病棟と 4 階第１第２

ICU および 2 階南小児病棟等で行っている。病棟

では、スタッフ以外に 4 名の医員、4 名の後期研

修医、1～2 名の初期研修医が入院診療を担当して

いる。月・水・金の朝 8 時からクリニカルカンフ

ァレンスと教授回診が行われている。カンファレ

ンスには、放射線診断医や放射線治療医も参加し、

金曜日には地域医療連携部との合同カンファレン

スも行っている。 

平成 29 年度の入院患者数は 939例であった。

手術件数は平成 29 年 519件であり、この他にガ
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ンマナイフ治療例が 151件であった。手術の内訳

は、脳腫瘍 188件、脳血管障害 54件、頭部外傷

35件、脳脊髄奇形 3件、水頭症 53件、脊髄脊椎

疾患 11件、機能的疾患 69件、血管内手術 77件、

その他 29件である。 

当教室で扱うことが多い疾患は髄膜種・神経膠

腫・転移性脳腫瘍・神経鞘腫・聴神経腫瘍・下垂

体腺腫・脊索腫・軟骨肉腫などの脳腫瘍と、脳動

脈瘤・脳動静脈奇形などの血管障害、および顔面

痙攣・三叉神経痛・難治てんかん・パーキンソン

病などの機能的疾患である。各種疾患のバリエー

ションに富む点が際だった特色である。 

脳機能を最大限に温存するために、脳腫瘍手術

における脳機能モニタリングや、てんかん手術に

おける術前・術中の脳機能マッピングなどを積極

的に取り入れている。また、ナビゲーションシス

テムや血管内手術などの最先端の技術を駆使して、

手術の安全性を高める努力を続けている。 

他分野の専門家と協力して治療に当たる取り組

みも行われている。頭蓋底腫瘍の手術では耳鼻科・

形成外科との協力のもと、脊髄披裂・骨癒合症な

ど小児奇形の治療では小児外科・形成外科との協

力のもと合同手術が行われている。脳動静脈奇形

については血管内手術による塞栓術とガンマナイ

フによる定位的放射線照射や開頭摘出術による複

合治療が行われ、良好な成績が得られている。 

 

教 育 

卒前教育では、当教室は M2 の系統講義および

診断学実習、M3・M4 の臨床講義とベッドサイド

教育を担当している。系統講義では脳神経外科疾

患全般についての基本的理解を深めることを主眼

とし、診断学実習では意識障害および脳死の診断

を重点項目とした。臨床講義では各疾患の基本と

ともに最近の動向をとりあげた。 

ベッドサイド教育では学生に病棟・手術室実習

を通して臨床について学ばせるとともに、セミナ

ーを多く設けて出来る限りインターアクティブに

実地に必要な知識を習得させるよう配慮した。実

習の効率を上げるよう、ポイント集・問題集など

の教材を充実し、一方ではより実際の臨床に近づ

くようカンファランスでの発表や患者説明への参

加などの経験を積めるよう配慮した。またクリニ

カルクラークシップでは各回数名の学生を対象に、

救急疾患の経験などより臨床に近づくための実地

に則した教育を行っている。 

東大病院における初期研修プログラムでは，1

年目は外科研修の一環として 1.5 ヶ月の研修が脳

神経外科で行われることがある。また，2 年目は

希望すれば最大 8ヶ月の研修を脳神経外科で受け

ることができる。平成 29 年度は 1 年目 12 名，2

年目 5 名が脳神経外科にて初期研修を受けてくれ

た。日本脳神経外科学会関東支部学術集会や各種

カンファランスにおいて症例発表の機会を与えて

いる。 

平成 26 年度は 9 名、平成 27 年度は 14 名、平

成 28 年度は 6 名、平成 29 年度は 16 名、平成 30

年度は 5 名の後期研修医を受け入れた。平成 23

年からは日本脳神経外科学会の新しい専門医制度

での研修が始まっている。大学病院や連携教育施

設において研修を行い、卒後 7 年目に脳神経外科

専門医の取得を目指す。この専門医試験と前後し

て大学院への進学を受け入れる。その後の研修と

して、得意領域を強化した専門家を目指すサブス

ペシャリティー修練コースを設けている。これら

後期研修プログラムについては、教室のホームペ

ージに詳しく掲載してある。 

 

研 究 

当教室は管理研究棟２階に研究室を構え、脳血

管障害、悪性脳腫瘍を主に基礎的研究に力を注い

でいる。また臨床研究にも多角的に取り組んでい

る。以下に主要な研究テーマの概要を記す。 
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虚血性神経細胞死に関する研究 

神経細胞は虚血に脆弱であり、中でも海馬の

CA1 と呼ばれる領域は、ラットや砂ネズミの全脳

虚血モデルにおいてたった 5 分間の虚血でも神経

細胞死が起こる。しかもこの神経細胞死には 2－

4 日かけてゆっくりと進行する（遅発性神経細胞

死）ので、その間に治療の可能性があると考えら

れ、そのメカニズムの解明と治療法の開発は当研

究室の主要な研究テーマとなって来た。また、ラ

ットやミニブタを用いた大脳白質のオリジナルの

脳梗塞モデルもある。これらの in vivo 実験を通

じて、脳虚血後の遺伝子発現解析や、Imaging 

mass spectrometry による網羅的な解析を行い、

虚血ストレスに対する脳の反応機構を解明し、脳

保護治療への可能性を探る基礎研究を行っている。 

脳虚血後の神経再生の研究 

成体脳における神経幹細胞の存在が明らかにな

ってから、これらの細胞を用いて神経細胞の再生

を試みる治療法が研究課題となってきた。当研究

室では、成長因子投与によって内因性神経幹細胞

を賦活化し、脳虚血によって死滅した海馬の神経

細胞を 40％再生させることに動物モデルにて世

界に先駆けて成功した。現在、海馬以外の部位で

の神経再生にも有る程度成功している。また、霊

長類での研究にも着手して基礎研究を続け、将来

的な臨床応用への可能性を探っている。また、成

体の各部位に幹細胞が存在し、その一部は神経細

胞に分化し得ることも分かってきた。我々は、特

に皮膚由来幹細胞に注目して脳内への移植を行い、

神経細胞への分化条件などを検索している。 

悪性脳腫瘍に対する新規治療法の開発 

脳腫瘍の遺伝子解析として、手術で摘出した神

経膠腫組織の遺伝子変異のシークエンス解析

（IDH遺伝子、TP53、ヒストン遺伝子）や、1p, 

19q, 10q の LOH解析、Methylation specific PCR

法による MGMT プロモーターのメチル化解析を

行い、結果に基づいた治療の最適化に生かすとと

もに、網羅的遺伝子発現・メチル化解析を加えた、

新たな分子マーカーや治療標的の同定のための研

究を行っている。正中に発生する神経膠腫に成人

でもヒストン遺伝子変異が見られるという我々の

知見から、脊髄神経膠腫に対しても関連施設との

共同研究の形で解析を進めている。また、神経膠

腫の多様性や悪性転化の研究に特に力を入れてお

り、腫瘍免疫の見地も含めて新規治療の開発を目

指している。さらに、von Hippel-Lindau 病（VHL

病）やNF2 などの家族性脳腫瘍では、種々の遺伝

子異常を検索し、その結果を患者の病歴などと照

合を行うことで、これらの関連性を明らかにする

ための研究を行っている。 

また、悪性神経膠腫の手術検体より、治療抵抗

性の原因になっているのではないかと近年考えら

れている脳腫瘍幹細胞株を単離樹立し、これに対

する特異的な治療法の開発研究も行っている。 

さらには、基礎の研究室と共同で、脳腫瘍の術

中の同定を容易にし摘出度を向上させるための新

たな蛍光プローブの開発研究を行っており、臨床

応用を目指している。 

難治性てんかんに対する機能温存的・低侵襲的治

療法の開発と評価 

抗てんかん薬で発作を抑制できない薬性抵抗性

の難治性てんかんのうち、側頭葉てんかんなど一

部の患者には、既に標準化された外科治療法が存

在するが、多くの患者には根本的な治療法が存在

しない。これまで積極的治療の対象外だった難治

度の高いてんかんを対象としてその治療法の開発

や評価、標準化を目的とした研究を行っている。

迷走神経刺激療法は、薬事承認前より研究医療と

して施行を開始し、本邦導入の契機となった。国

内最多の症例数を生かし、他施設に先駆けて有効

性と安全性の検証を行い、確実な手術のための術

中モニタリング法を確立した。また同時に、ラッ

トVNSモデルを用いた基礎研究も展開している。

機能温存的手術手技として開発された軟膜下皮質
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多切術や海馬多切術は、国内・国外とも一部のて

んかん治療施設で導入されているが、評価は定ま

っていない。手術器具の開発とともに、豊富な症

例数を生かした有効性の評価を目指している。ま

た、難治性てんかんの治療におけるガンマナイフ

の応用について、基礎的・臨床的研究を行ってき

ている。てんかん焦点局在診断の精度向上やてん

かん原性機構の解明を目指して、次世代型頭蓋内

電極の開発研究も行っている。 

非侵襲的・侵襲的検査による大脳機能の解明 

機能的 MRI、脳磁図、NIRS を用いた大脳機能

研究の他、当科の特色とも言える頭蓋内脳波を用

いた脳機能研究を進めている。てんかん外科治療

において長期頭蓋内に留置された硬膜下電極から

は、高い空間解像度と SN比で大脳皮質の電気活

動を記録でき、また電気刺激による介入も可能で

ある。これらの侵襲的検査で得られた情報を統合

してネットワークとしての脳機能を明らかにし、

非侵襲的検査の精度向上へ繋げることを目的とし

て研究を行っている。硬膜下電極から得られる皮

質脳波は brain-computer interface (BCI)の情報

源としても有力であり、医学部他教室や工学系研

究室との共同により、主に意思伝達・運動制御を

目的とした BCI 研究への発展を目指している。 

脳神経外科手術における脳機能画像の応用と 3次

元手術シミュレーション 

頭蓋内疾患の外科治療前に、機能 MRI、脳磁図、

脳白質画像（tractography）などの脳機・代謝能

画像を駆使して、患者毎に非侵襲的に脳機能マッ

ピングを行っている。これらにより主に運動・言

語関連機能脳内ネットワークの画像化が実用化し、

あらゆる脳神経外科手術計画の立案に応用してい

る。これらの画像情報をニューロナビゲーター装

置上に表示することで術中に機能的に重要な領域

の温存を可能とさせた。術前検討は電気生理学的

モニタリング手法（電気刺激、脳皮質電位計測）

により検証することで、より正確、かつ詳細な脳

機能マッピング方法の確立に努めている。また、

全ての画像データを 3DCG として描出した手術

シミュレーションを行い、詳細な術前検討が可能

になった。 

ガンマナイフ 

ガンマナイフは病変に対し一回で大線量の放射

線を照射する定位放射線治療装置の一種で、脳腫

瘍、脳血管疾患、脳機能性疾患といった幅広い脳

疾患の治療に応用されている。当院ではガンマナ

イフを我が国で最初に導入し、多くの症例の治療

を行ってきた。それらの臨床データの蓄積は、国

内外の学会、学術誌に広く発表されている。近年

脳神経外科では、より安全で低侵襲な治療が求め

られており、頭蓋底腫瘍や脳深部の脳動静脈奇形

などの治療に際しては、合併症のない範囲で手術

を行い、それに組み合わせてガンマナイフ治療を

行うことも多く、脳神経外科領域において、ガン

マナイフの重要性は今後も増していくと考えられ

る。さらに、ガンマナイフの技術も更新されてお

り、例えば拡散テンソル tractography を治療計画

に導入するといった先進的な治療も当院で試みら

れている。治療技術の進歩によって、ガンマナイ

フによる治療がより安全なものとなることが期待

される。 
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沿革と組織の概要 

近年の生命科学の飛躍的な発展、情報科学の

進展、社会医学に対するニーズの多様化にともな

い、衛生学・予防医学は変革の時代にある。従来

の免疫血清学的診断のみならず、塩基配列の決定

はルーチン化し、近い将来、次世代遺伝子解析技

術などを用いた広範な遺伝子発現プロファイル、

エピジェネティクスならびに多型の検索に基づく

パーソナルメディシンへの移行が期待されている。

様々な癌、糖尿病、高血圧症などの生活習慣病、

アレルギーや自己免疫疾患などの難病の原因・病

態解明、さらには遺伝子治療・臓器移植・再生医

学などの新しい医学が急速に我々の周囲に展開し

ている。また環境問題は現代の我々の健康を脅か

すのみならず、次世代への影響も危惧され、今ま

でにない新たな、グローバルな社会問題としてク

ローズアップされている。このような状況で、感

染症、生活習慣病、環境医学などに対して、分子

レベルでの新しいアプローチ、すなわち「分子予

防医学」的な取り組みが必要な時代が到来してい

る。平成 12 年より分子予防医学教室と改名し、

教育、研究も以上のような背景をふまえて、新し

い方向を目指している。 

現在、当講座には上記のスタッフ 5 名に加え、

研究員 3名、学生 8名およびテクニカルスタッフ

6 名が在籍する。また他大学および民間からの客

員研究員等も在籍している。 

 

教 育 

我々を取り巻く医療、健康、環境問題は、近年

益々重大なものとして取り上げられており、社会

医学に対する期待もかつてなく大きなものとなっ

ている。一方、この 30 年余りの分子生物学、生

化学、免疫学における革命的な進歩は疾患の発症

機序、病態、診断治療に対する理解を根本的に変

え、医学研究分野の壁は取り払われたとも言える。

これらの情勢に鑑み、分子予防医学分野における

教育は、現在の生命科学、情報科学を基盤とした

新しい社会医学、分子予防医学教育を目指してい

る。分子医学、生命科学の発展を基礎として、疫

学から分子病理、治療、予防医学に関して、現在

社会的に問題になっているテーマを積極的に取り

上げている。 

学生実習においては小グループによる指導を
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行っており、学外の第一線で御活躍の先生方の御

協力も頂き、ホットな社会医学的問題への対処、

取り組み方、考え方を指導し、同時に最先端の知

識と技術が身につけられるよう配慮している。 

研 究 

分子予防医学は、内的・外的ストレスに対する

生体防御反応、生体侵襲による疾病発症機序の解

明、それに基づいた疾患の初期段階の定義付け、

疾患の多段階発症、複数因子による修復機構、新

しい分子レベルでの疾患の定義付けや診断法の提

供を基盤としている。治療に対しては分子薬理学

的発展を、予防医学的には新しいスクリーニング

法の提供とワクチン戦略の提示、そして分子疫学

に基づく危険因子の除去につながるような研究を

目指す。さらにこれに基づいた臨床への応用研究

を目指し炎症・免疫反応制御機構の研究を進めて

いる。 

炎症・免疫反応は生体防機構の根幹をなし、白

血球を含めた細胞遊走/浸潤がその中心的な役割

を担っている。当グループ責任者らが発見した

IL8（CXCL8）やMCP-1（CCL2）が属するケモ

カインファミリーは細胞遊走・活性化作用を有す

る塩基性のヘパリン結合性蛋白質であり、炎症・

免疫反応に伴う細胞の生体内移動を制御している。

さらに、近年ではケモカインが生理的な条件下で

の免疫組織の構築、臓器発生、血管新生、癌の転

移、HIV感染を制御することも明らかになってき

た。 

ケモカインの異所性および過剰産生は様々な

病的状態の原因となるため、ケモカインを標的と

した細胞遊走制御は、新たな疾患治療戦略となる

ことが期待される。そこで当教室では様々な生命

現象におけるケモカインの関与および意義を解明

すべく、炎症、感染症、癌、移植片対宿主病、自

己免疫疾患、アレルギーにおけるケモカインの病

態生理機能の解明を目指している。 

特に、炎症・免疫応答を時間軸、空間軸を含め

た４次元の生体反応として理解することにより、

ケモカインなどを分子標的とした新規疾患治療戦

略や癌・感染症ワクチンの開発を通じた難病克服

を目指している。現在は以下の 5つの研究を中心

に研究を展開している。 

 

①慢性炎症に伴う臓器線維化機序の研究 

肺線維症や肝硬変、腎硬化症などに代表される

臓器線維化は、組織傷害後の再生過程で I型コラ

ーゲンをはじめとする細胞外マトリックスが過剰

沈着することで引き起こされる病態であり、慢性

炎症に共通する終末像である。現在、臓器線維化

に対する効果的治療法は存在せず、また罹患者が

多いことから莫大な医療費の一端を担う疾患群で

あり、臓器線維化の治療法確立は社会医学的・医

療経済的に喫緊の課題となっている。私たちは、

次世代 DNA シークエンサーとネットワーク解析

を用いて明らかにした線維芽細胞の分化・活性化

の分子機序に基づき、臓器線維症の新規治療法を

目指した研究を行っている。 

 

②がん関連線維芽細胞（CAF）の役割解明 

がん部位はがん細胞だけでなく線維芽細胞、内

皮細胞、免疫細胞といった細胞と細胞外マトリッ

クスから構成されている。これまでの研究はがん

細胞自身の増殖や浸潤、転移、血管新生の能力に

主に注目されてきたが、がん細胞の周囲に存在す

る線維芽細胞などとの相互作用によってもがん部

位の増殖などが制御されることが明らかとなって

きた。がん部位に存在する線維芽細胞は

cancer-associated fibroblasts（CAFs）と名付け

られており、alpha-SMA の発現など通常の線維

芽細胞とは性質が違うことが報告されているが詳

細には検討されていない。我々は CAFsの分子発

現パターンを詳細に解析することによって CAF

ｓとがん細胞との相互作用などを解明し、抗がん
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治療のターゲットの探索をめざしている。 

 

③移植片対宿主病の発症機構の研究 

同種造血幹細胞移植患者において、移植片対宿

主病（GVHD）との相関をもって顕現する免疫不

全は、患者の生存予後に大きな影響を与える。我々

は、これまでにドナーCD4+ T 細胞が媒介する骨

髄間葉系細胞の障害がリンパ球再構築不全をもた

らすこと、またドナーCD8+ T 細胞が媒介するリ

ンパ節線維芽細胞・高内皮細静脈細胞の障害によ

り不可逆的な液性免疫不全に陥ることを明らかに

してきた。現在、慢性GVHDをもたらすドナー T 

細胞の誘導・維持機構を解析している。 

 

④ケモカイン受容体制御機構の研究 

ケモカイン受容体の複雑な細胞内シグナル制

御機構は、現在も十分には明らかにされていない。

当グループで発見した新しい細胞内シグナル制御

分子「フロント（FROUNT）」は、マクロファー

ジなどの白血球に発現するケモカイン受容体

CCR2とCCR5に直接結合して PI3KおよびRac

の活性化を正に制御し、白血球遊走をコントロー

ルする。マクロファージは、血管新生、組織再構

築および抗腫瘍免疫応答の制御を通じて腫瘍の増

殖および転移に重要な役割を果たしている。現在、

このフロント遺伝子改変マウスを作出し、がん・

炎症・免疫疾患におけるフロントの機能を研究し

ている。フロント欠損マウスは B16メラノーマ細

胞株および LLC 肺がん細胞株を用いたマウスモ

デルにおいて腫瘍増生・転移の低下を示した。ま

た創薬スクリーニングを通して同定したフロント

阻害剤を投与したマウスはフロント欠損マウスと

同様の抗腫瘍作用を示した。これらの結果をもと

に新規癌および炎症性疾患治療薬の開発を目指し

て研究を行っている。 

 

⑤ヒト型化抗 CD4抗体の固形癌治療への応用 

１）私達は、協和発酵キリンとともに強力な

ADCC 活性を付加した抗 CCR4 抗体を ATLL 治

療薬「ポテリジオ」として共同開発した（2012

年）。しかしながら、本抗体治療のみでは ATLL

の cure をもたらす事は困難であり同種造血幹細

胞移植（allo-HSCT）施行によるGVL/T効果によ

る cure が期待されている。しかし、allo-HSCT

に伴う GVHD は致死的であり、造血・免疫シス

テム再構築遅延・不全は深刻な問題である（未だ

に 5 年生存が 50 ％）。私達は、これを克服すべ

くマウス allo-HSCTにおいて早期に抗 CD4除去

抗体を投与することで、P815 白血病細胞に対す

るGVL効果を温存しつつGVHDを軽減できるこ

とを見いだし論文発表するとともに特許申請をし

た。また、Colon26大腸がん株皮下接種に対する

GVT効果評価系においても、移植後の抗 CD4抗

体投与は、GVHDを抑制する一方、皮下接種され

た癌の増殖を抑制し顕著な延命効果を示した。さ

らに DLIの有効性を検証した結果、抗 CD4抗体

による GVHD 改善効果に影響することなく、腫

瘍増殖を抑制した。これらの知見に基づき、ヒト

型抗 CD4 抗体の同種造血幹細胞移植への応用を

目指した共同研究を進めている。 

２）近年、担癌に伴う免疫不全に関与する分子

CTLA-4 や PD-1 などに対する抗体療法

Immune-Checkpoint 抗体が癌治療に大きなイン

パクトを与えた。私達の抗 CCR4抗体は Treg除

去剤として大きな可能性がある。一方、マウス担

癌モデルにおいては抗 CD25 抗体で Treg を除去

するのみよりも、CD4+ 細胞全体を除去する方が

非常に強い抗腫瘍効果が観られる。これは、担癌

に伴う免疫抑制に関わるCD4+ 細胞にはTregのみ

ならず、CD4+ IDO+ pDCs、CD4+ MDSCs等も含

まれるからだと思われる。抗 CD4 抗体は、様々

な Immune Checkpoint Absと相加、相乗効果を

示した。とりわけ、抗 PD-1/PDL-1抗体との相乗

効果は劇的であり、colon26 大腸がん株では完全
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退縮と免疫メモリーの確立が確認された。それ故、

私達は ADCC活性を付加したヒト型化抗 CD4抗

体の癌治療への適応を期待し固形癌患者への抗体

単独投与による first in human医師主導第 1相臨

床治験実施を予定している。その後、本抗体と様々

な癌免疫・細胞療法との併用、allo-HSCTへの応

用を目指した臨床治験を国内外で実施できればと

期待している。 
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沿革と組織の概要 

公衆衛生（Public Health）は、産業革命期の英

国で誕生し、その後、欧米を中心に発展してきた

実践及び学術分野である。わが国では 1883（明治

16）年、度々のコレラ流行に対応すべく、官民挙

げた組織である大日本私立衛生会が設立され、そ

の頃より日本の公衆衛生活動も本格化した。 

第二次世界大戦後、日本国憲法第 25 条に、国

の責務として公衆衛生の向上と増進が謳われるよ

うになり、米国の医学教育と公衆衛生システムを

モデルとして、日本の大学医学部、医科大学に公

衆衛生学教室が次々と設置されることとなった。

東京大学医学部公衆衛生学教室は、1947（昭和

22）年、わが国最初の公衆衛生学講座として設置

された。1995（平成 7）年には大学院重点化によ

り、社会医学専攻公衆衛生学分野（医学博士課程）

となった。2007（平成 19）年には、東京大学に

おける公衆衛生大学院（専門職学位課程）設置に

伴って公共健康医学専攻健康医療政策学分野とな

り、元の社会医学専攻公衆衛生学分野も兼担し、

現在に至っている。 

2017（平成 29）年度の構成員は、教員 6（上記）、

特任講師（非常勤）1、特任研究員（常勤）1、特

任研究員（非常勤）2、事務補佐員 2、大学院生

12（医博 11、研究委託 1）、非常勤講師 19、客員

研究員 29である。 

 

教 育 

（１）医学部医学科ほか：医学科における公衆衛

生学の教育はM2（第 4学年）、M3（第 5学年）、

M4（第 6学年）を対象に行われる。M2冬学期の

公衆衛生学系統講義では、当該分野の体系的理解

と基礎的方法論の習得を目的とした講義を計 18

コマ行った。内容は、公衆衛生学総論、健康管理

論、疫学、医療経済、へき地包括ケア、在宅医療、

地域医療、感染症・結核対策、精神保健、人類生

態学、グローバルヘルス、医療政策・行政、診療

の質、災害医療などである。とりわけ行政、地域
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医療等について、現場の行政官、医師などを非常

勤講師として招いて講義を実施した。M3の 7月

または 9月（1週間）あるいは夏季休暇期間中に、

分子予防医学教室と共同して、公衆衛生学衛生学

実習を実施した。実習指導は両教室のスタッフ、

非常勤講師、国際保健学専攻及び公共健康医学専

攻の各教室スタッフの協力をえて、少人数の班

（24 班）に分かれて実施した。M4の秋には社会

医学集中講義（6 コマ）を担当した。内容は、公

衆衛生学・保健医療論の総括や産業・環境医学、

栄養疫学、高齢者医療などについてである。 

このほか、医学科のフリークォーター、教養学

部（駒場生）小人数ゼミナール「医学に接する」、

健康総合科学科「産業保健・看護」「公共健康科学

統合講義Ⅰ」、工学部「環境公衆衛生学」を分担し

た。 

（２）公共健康医学専攻（専門職学位課程）：健康

医療政策学（講義）、健康危機管理学（講義）、保

健行政・健康危機管理学実習（実習）を実施した。 

（３）社会医学専攻（医学博士課程）：疫学、統計

学、産業医学、医療経済学などの各論及び公衆衛

生学全般について、演習及び実習を毎週実施した。

毎月 1 回行われる研究発表会（土曜セミナー）で

は大学院生のみならず、客員研究員、外部講師を

招いて活発な議論が展開された。上記以外に、疫

学調査等のフィールド活動、事業所等における健

康管理、学部授業補助などを通して、公衆衛生学

分野の研究者・教育者としてのトレーニングを実

施した。 

 

研 究 

医療政策、健康政策、健康管理などに関わる実

証分析を中心に行っている。主要な研究テーマは

以下のとおりである。 

（１）健康政策・医療政策に関する研究：予防・

医療全般における様々な問題を制度・政策論的及

び医療経済学的な視点から分析している。具体的

には、1) わが国の医療保険制度のもとでのインセ

ンティブ構造に基づく医療の効率性、公平性の実

証分析、2) レセプト情報を活用した傷病の頻度推

計や医療の質の評価（がん・糖尿病・脳血管疾患・

骨粗鬆症など）、3) わが国の医療従事者の将来需

給や医師の地理的・診療科別分布、住民の医療ア

クセスに関する研究、4) 社会格差の健康への影響、

5) 途上国における HIV/AIDS の医療費及び社会

的費用の推計、6) ユニバーサルヘルスカバレッジ

に係わる医療制度研究などである。これらの研究

を通じて、根拠に基づく健康医療政策形成のあり

方を検討している。 

（２）産業保健、労働者の健康管理に関する研究：

具体的には、労働者の生活習慣や社会経済要因、

疾病罹患などの縦断調査をとおして、職域健康管

理に関連した疫学研究、予防活動の評価などを行

っている。 

（３）その他、1) 地域住民および保健医療機関の

災害対策に関する研究、2) 健康危機におけるコミ

ュニケーション手法に関する研究、3) 脳性麻痺児

の発生頻度や予後に関する研究などを行っている。 

 

出版物等 

 

1.  Zaitsu M, Kurita Y, Iwahana M, Akiyama 

H, Watanabe F, Higashikawa A, Kaneko R, 

Konishi R, Itoh M, Kobayashi Y. Hypnotics 

use and falls in hospital inpatients 

stratified by age. Global Journal of Health 

Science 9(4): 148-155, 2017. doi: org/10.

5539/gjhs.v9n4p148. 

2.  Miyawaki A, Tomio J, Kobayashi Y, 

Takahashi H, Noguchi H, Tamiya N. 

Impact of long-hours family caregiving on 

non-fatal coronary heart disease risk in 

middle-aged people: Results from a 

longitudinal nationwide survey in Japan. 

Geriatrics Gerontology International 17

(11):2109-2115,2017. doi:10.1111/ggi.13061.  

3.  Morioka N, Tomio J, Seto T, Kobayashi Y. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 151 

The association between higher nurse 

staffing standards in the fee schedules and 

the geographic distribution of hospital 

nurses: A cross-sectional study using 

nationwide administrative data. BMC 

Nursing doi: 10.1186/s12912-017-0219-1, 

2017. 

4.  Tanaka H, Toyokawa S, Tamiya N, 

Takahashi H, Noguchi H, Kobayashi Y. 

Changes in mortality inequalities across 

occupations in Japan: a national register 

based study of absolute and relative 

measures, 1980-2010. BMJ Open doi: 10.

1136/bmjopen-2016-015764, 2017. 

5.  Miyawaki A, Noguchi H, Kobayashi Y. 

Impact of medical subsidy disqualification 

on children’s healthcare utilization: A 

difference-in-differences analysis from 

Japan. Social Science & Medicine 191: 89–

98, 2017 doi: 10.1016/j.socscimed.2017.09.

001. 

6.  Sugiyama T, Goryoda S, Inoue K, 

Sugiyama-Ihana N, Nishi N. Construction 

of a simulation model and evaluation of the 

effect of potential interventions on the 

incidence of diabetes and initiation of 

dialysis due to diabetic nephropathy in 

Japan.  BMC Health Services Research 

17(1):833, 2017. doi: 10.1186/s12913-017-

2784-0. 

7.  Kinoshita Y, Ishikawa A, Hara K, Sugihara 

T, Ishibashi Y, Homma Y. Plasma cell 

neoplasm as a risk factor for early 

thrombosis of arteriovenous fistula. 

Hemodialysis International doi: 10.1111/hdi.

12581. Epub 2017 Aug 1. 

8.  Pei L, Toyokawa S, Kobayashi Y. Labor 

factor barriers to seeking medical services 

among metropolitan workers: A cross-

sectional analysis by sex using the 

J-SHINE study.  Journal of Occupational 

Health 59(5): 418-427, 2017. doi: 10.1539/

joh.16-0242-OA. 

9.  Itoh M, Tomio J, Toyokawa S, Tamura M, 

Isojima T, Kitanaka S, Kobayashi Y. 

Vitamin D-Deficient Rickets in Japan. 

Global Pediatric Health 4:1-5, 2017. doi: 

10.1177/2333794X17711342 

10.  Tomio J, Yamana H, Matsui H, Yamashita 

H, Yoshiyama T, Yasunaga H. Tuberculosis 

screening prior to anti-tumor necrosis 

factor therapy among patients with 

immune-mediated inflammatory diseases 

in Japan: a longitudinal study using a 

large-scale health insurance claims 

database. International Journal of 

Rheumatic Diseases 20(11): 1674-1683, 

2017. doi: 10.1111/1756-185X.13190. 

11. Tomio J, Nakahara S, Takahashi H, 

Ichikawa M, Nishida M, Morimura N, 

Sakamoto T. Effectiveness of Prehospital 

Epinephrine Administration in Improving 

Long-term Outcomes of Witnessed Out-

of-hospital Cardiac Arrest Patients with 

Initial Non-shockable Rhythms. Pre-

hospital Emergency Care 21(4): 432-441, 

2017. doi:10.1080/10903127.2016.1274347. 

12.  Inada H, Tomio J, Nakahara S, Xu X, 

Taniguchi A, Ichikawa M. National 10-year 

trend in road injuries involving school 

children on the way to and from school in 

Japan, 2003-2012. Injury Prevention 23(5): 

297-302, 2017. doi:10.1136/injuryprev-

2016-042042. 

13.  Mishra GD, Lee JS, Hayashi K, Watanabe 

E, Mori K, Kawakubo K. How do health 

behaviors relate to dietary practice 

patterns among Japanese adults? Asia 

Pacific Journal of Clinical Nutrition 

(APJCN) 26(2): 351-357, 2017. doi: 10.6133/

apjcn.022016.01. 

14.  Hino K, Lee JS, Asami Y. Associations 

between seasonal meteorological conditions 

and the daily step count of adults in 



152 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

Yokohama, Japan: Results of year-round 

pedometer measurements in a large 

population. Preventive Medicine Reports 8: 

15-17, 2017. doi: 10.1016/j.pmedr.2017.07.

0097.  

15.  Ideno Y, Hayashi K, Abe Y, Ueda K, Iso H, 

Kiyohara Y, Noda M, Lee JS, Suzuki S. 

Blood Pressure-lowering Efficacy of 

Shinrin-yoku (Forest Bathing): A 

Systematic review and meta-analysis. BMC 

Complementary and Alternative Medicine 

(BCAM) 17: 409, 2017. DOI 10.1186/

s12906-017-1912-z.  

16.  Mishra GD, Pandeya N, Dobson AJ, Chung 

HF, Anderson D, Kuh D, Sandin S, Giles 

GG, Bruinsma F, Hayashi K, Lee JS, 

Mizunuma H, Cade JE, Burley V, 

Greenwood DC, Goodman A, Simonsen MK, 

Adami HO, Demakakos P, Weiderpass E. 

Early Menarche Nulliparity, and the Risk 

for Premature and Early Natural 

Menopause:Results from Pooled Analysis of 

Data from 51,126 Women. Human 

Reproduction 32(3): 679-686, 2017. doi:10.

1093/humrep/dew350. 

17.  Katanoda K, Noda M, Goto A, Mizunuma H, 

Lee JS, Hayashi K. Impact of birth weight 

on adult-onset diabetes mellitus in relation 

to current body mass index: The Japan 

Nurses' Health Study. J Epidemiol. 27(9):

428-434, 2017. doi:10.1016/j.je.2016.08.016. 

18. Hasegawa H, Hanakita S, Shin M, 

Sugiyama T, Kawashima M, Takahashi W, 

Nomoto AK, Shojima M, Nakatomi H, Saito 

N. Does Advanced Age Affect the Outcomes 

of Stereotactic Radiosurgery for Cerebral 

Arteriovenous Malformation? World 

Neurosurgery doi: 10.1016/j.wneu.2017.10.

071. Epub 2017 Oct 21. 

19.  Tsujimoto T, Kajio H, Sugiyama T. Statin 

Therapy in Patients with Low Serum 

Levels of Low-Density Lipoprotein 

Cholesterol. American Journal of 

Cardiology 120(11): 1947-1954, 2017. doi: 

10.1016/j.amjcard.2017.08.011. 

20.  Tsujimoto T, Kajio H, Sugiyama T. 

Association Between Caffeine Intake and 

All-Cause and Cause-Specific Mortality: A 

Population-Based Prospective Cohort Study. 

Mayo Clinic Proceedings 92(8): 1190-1202, 

2017. doi: 10.1016/j.mayocp.2017.03.010.  

21.  Tsujimoto T, Sugiyama T, Shapiro MF, 

Noda M, Kajio H. Risk of Cardiovascular 

Events in Patients With Diabetes Mellitus 

on β-Blockers. Hypertension 70(1):103-110, 

2017. doi: 10.1161/HYPERTENSIONAHA.

117.09259.  

22.  Tsujimoto T, Kajio H, Sugiyama T. 

Association between hyperinsulinemia and 

increased risk of cancer death in nonobese 

and obese people: A population-based 

observational study. International Journal 

of Cancer 141(1):102-111, 2017. doi: 10.

1002/ijc.30729.  

23.  Ihana-Sugiyama N, Yamamoto-Honda R, 

Sugiyama T, Tsujimoto T, Kakei M, Noda M. 

Cross-Over Study Comparing Postprandial 

Glycemic Increase After Addition of a 

Fixed-Dose Mitiglinide/Voglibose Combina-

tion or a Dipeptidyl Peptidase-4 Inhibitor to 

Basal Insulin Therapy in Patients with 

Type 2 Diabetes Mellitus. Medical Science 

Monitor Basic Research 23: 36–44, 2017. 

doi: 10.12659/MSMBR.902218. 

24.  Tsujimoto T, Sugiyama T, Kajio H. Effects 

of β-blockers on all-cause mortality in 

patients with type 2 diabetes and coronary 

heart disease. Diabetes, Obesity & 

Metabolism 19(6):800-80, 2017. doi: 10.

1111/dom.12878. 

25.  Zaitsu M, Kawachi I, Takeuchi T, 

Kobayashi. Alcohol consumption and risk of 

upper-tract urothelial cancer. Cancer 

Epidemiology 48(2017): 36-40, 2017. doi: 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 153 

org/10.1016/j.canep.2017.03.002. 

26.  Maeda E, Ishihara O, Tomio J, Sato A, 

Terada Y, Kobayashi Y, Murata K. 

Cesarean section rates and local resources 

for perinatal care in Japan: A nationwide 

ecological study using the national 

database of health insurance claims. 

Obstetrics and Gynaecology Research doi: 

10.1111/jog.13518. Epub 2017 Nov 2. 

27.  Okamoto M, Kobayashi Y, Nakamura F. 

Association Between Nonrestorative Sleep 

and Risk of Diabetes: A Cross-Sectional 

Study. Behavioral Sleep Medicine 15:483-

490, 2017. doi: 10.1080/15402002.2016.

1163701. 

28.  Toyokawa S, Maeda E, Kobayashi Y. 

Estimation of the number of children with 

cerebral palsy using nationwide health 

insurance claims data in Japan. Develop-

mental Medicine & Child Neurology 59(3):

317-321, 2017. doi: 10.1111/dmcn.13278.  

29.  Sugiyama T, Miyo T, Tsujimoto T, 

Kominami R, Ohtsu H, Ohsugi M, Waki K, 

Noguchi T, Ohe K, Kadowaki T, Kasuga M, 

Ueki K, Kajio H. Design of and rationale for 

the Japan Diabetes comprehensive data-

base project based on an Advanced 

electronic Medical record System (J-

DREAMS). Diabetology International 8: 

375-382, 2017.  

30.  冨尾 淳, 佐藤 元: 欧米における臨床研究の

規制, 監視制度：人を対象とした研究にかか

る法令, 規制機関, 倫理審査, 利益相反と被

験者保護. 臨床医薬 33(8): 621-641, 2017. 

31.  佐藤 元, 冨尾 淳: 人を対象とした研究にか

かる米国連邦規則の改定：コモンルール改定

の経緯と新規則 . 臨床評価 45: 431-434, 

2017. 

32.  佐藤 元, 冨尾 淳, 藤井 仁, 湯川慶子, 原 湖

楠: 義肢・装具の審査・承認制度と臨床研究: 

臨床研究の登録制度と国内外の現況. 日本義

肢装具学会誌 33(3): 187-196, 2017. 

33.  森 克美, 李 廷秀, 浅見泰司, 樋野公宏, 渡

辺悦子: 地域の物理的環境と移動に伴う歩行

時間との関連. 厚生の指標 64(6): 1-8, 2017. 

34.  豊川智之: 第 12 章「線形モデル」・第 14 章「生

存分析」和訳担当 [Peter Dalgaard (著), 岡田

昌史 (監訳): Rによる医療統計学［原書 2 版］

丸善出版, 2017. 

35.  冨尾淳: 第 8 章「分割表データ」・第 9 章「検

出力および標本の大きさの計算」和訳担当 

[Peter Dalgaard (著), 岡田昌史 (監訳): Rに

よる医療統計学［原書 2 版］.]丸善出版, 2017. 

36.  白鳥敬子(委員長）, 奈良信雄, 吉村典子, 磯部

光章, 小林廉毅, 須田年生, 那須民江, 樋口輝

彦, 矢野栄二, 吉田素文: 大学教育の分野別

質保証のための教育課程編成上の参照基準

(医学分野）. 医学分野の参照基準検討分科会 

日本学術会議, 2017. 

37.  小林廉毅: 2.6 節 「医師の偏在問題と医療政

策」[田宮菜奈子・小林廉毅 (編): ヘルスサー

ビスリサーチ入門.] 東京大学出版会, 2017. 

38.  冨尾 淳, 佐藤 元: 連邦規則集 第 45 編 (厚

生関係, 保健福祉省), パート 46 (被験者保護), 

サブパート A (ヒト被験者の保護のための保

健福祉省の基本規則) 和訳担当. 臨床評価 

45: 435-453, 2017. 



154 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

 

法医学 
 

教授 

岩瀬博太郎 

准教授 

槇野陽介 

助教 

千葉文子 

鳥光優 

特任助教 

猪口剛 

本村あゆみ 

山口るつ子 

 

ホームページ http://ut-forensic.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

明治 7年（1874）、東京大学医学部の前身であ

る東京医学校で、解剖学教師デーニッツが法医学

に関連した講義を行った。その後、デーニッツは

警視庁の裁判医学校（すぐ警視医学校に名称変更）

で裁判医学の講義を行うとともに、解剖を実施し

た。警視医学校の廃校後、その学生が東京大学医

学部に編入したこともあり、この時期が当法医学

教室の源流とも言える。一方、明治 15年（1882）

の刑法施行に備え、政府は法医学の知識を有する

日本人医師の養成を喫緊の課題と考えた。当時、

東大では生理学教師のティーゲルが司法省所員や

警視庁医員に裁判医学の講義を行っていたが、当

時学生であった初代教授片山國嘉がその通訳をし

ていた。明治 14 年（1881）、司法卿の要請によ

り、その片山が医学部卒業後 2年で助教授となり、

東京大学別課生に日本人教師として初めて裁判医

学の講義を行った。その後 4年間のドイツ・オー

ストリア留学を経て、明治 21 年（1888）、帝国

医科大学（帝国大学令により名称変更）教授に就

任、翌明治 22 年（1889）、裁判医学教室を開い

た。これがわが国における専門教室の始まりであ

る。さらに、立法上など裁判以外の問題も研究す

るべきという趣旨で、明治 24 年（1891）、裁判

医学を法医学と改称した。司法解剖は当初司法省

内で行われていたが、これも片山の意向によって

明治 30 年（1897）より東大の解剖室で行われる

ようになり、現在に至っている。 

二代教授三田定則は血清学（現免疫学）教室を

創設し、抗原抗体反応、補体結合反応など当時の

血清学研究の最先端を担う業績を残した。また三

代教授古畑種基は ABO 式血液型研究の第一人者

であり、鑑識学の発展にも貢献し、犯罪史上に残

る帝銀事件、下山事件等の解剖を手掛けた。四代

教授上野正吉は補体を発見し、また法医病理学の

発展に尽くしており、医事法にも目を向けた。ま

た、全国の検視官に対する法医学講習を開始した。

五代教授三木敏行は、紛争により四年間司法解剖
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ができなかったが、血液型を用いた親子鑑定に多

くの業績を残した。六代教授石山昱夫は法医病

理学の普及に加えて、DNA フィンガープリント

法、PCR 法を法医学実務に導入した。七代教授

高取健彦は死体現象の生化学的解明を進め、地下

鉄サリン事件では、生化学技術を駆使して被害者

からサリンを検出した。八代教授吉田謙一は、心

臓性突然死や睡眠時無呼吸症候群の分子病態、異

状死や診療関連死の死因調査制度の検証などに関

する研究を行なった。 

平成 26 年からは、九代教授岩瀬博太郎が千葉

大学法医学教室教授と兼任する形で就任した。従

来の小規模な講座制の下では、死体解剖や基礎研

究のみに偏りがちであり、本来の社会医学として

の法医学の魅力が失われる傾向があることから、

千葉大学、東京医科歯科大学等と連携し、法医学

を構成する法病理学、法画像診断学、臨床法医学、

法歯科学、法遺伝学、法中毒学といった６分野を

共同で運営することで、本来の社会医学としての

魅力ある法医学を創生し、その中で人材を育成す

るモデルを開始した。法画像診断学分野に関連し

て、平成 27 年から解剖室の隣に CT 室を設置し、

解剖が実施される死体について全例 CT検査を実

施することを開始したほか、死因身元調査法に基

づく死後 CT検査を警察の嘱託により実施してい

る。 

平成 29 年度における、教室の構成員は教授 1、

准教授 1、助教 2、特任助教 3、専門技術職員 4、

博士課程 1、研究員 2である。医師は、教員 7で

ある。国にとって、法医の人材難は問題であり、

条件の厳しい中、いかに人材を集めるかが今後の

大きな課題である。 

 

実 務 

法医学教室では年間約120件の司法解剖および

死因・身元調査法に基づく解剖（平成 25 年度か

ら開始された所謂新法解剖あるいは調査解剖）及

び死後 CT 検査が行われている。平成 29 年度は、

前年よりも解剖数は減少し、司法解剖は 60 体、

死因・身元調査法に基づく解剖は 93 体で両者合

計、207 体の解剖を行なった。死因・身元調査法

に基づく死後 CT 検査は 92 件行われた。解剖で

は、組織検査、薬毒物検査、血液型検査等を行い、

全例について鑑定書あるいは報告書を作成してい

る。 

 

教 育 

医学科学生の卒前教育では、M1・2 のフリー

クォーター、M2の講義、M3のエレクティブクラ

ークシップを担当している。M1・2 のフリークォ

ーターでは法医学教室で行われている実務や研究

に関する研修を行っており、特に研究に興味のあ

る学生には、研究の一部を分担してもらっている。

M2 の講義では、法病理学、法画像診断学、臨床

法医学、法歯科学、法遺伝学、法中毒学といった

法医学を構成する各分野に関する講義を行ってい

る。M3 のエレクティブクラークシップでは、法

医解剖の事例をもとに鑑定の流れを体験してもら

っている。法学部、法科大学院、公衆衛生大学院

の講義も担当しており、これまでにも増して、法

医学の医療現場や社会への普及を目指した教育に

取り組んでいる。健康科学保健学科の解剖示説や

医科学修士の学生に対する解剖見学を通じた解剖

教育にも貢献している。 

研 究 

千葉大学、東京医科歯科大学等と連携し、法病

理学、法画像診断学、臨床法医学、法歯科学、法

遺伝学、法中毒学といった各分野において多面的

な研究を行っている。各分野の主な研究テーマを

紹介する。 

１. 法病理学 

死因診断の精度向上を目指し、解剖において

剖出することが困難である椎骨動脈に対して血
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管内視鏡を用いて検査を行う研究を行っている。

また、冠状動脈や脳底部動脈の検索において、

血管造影を3D－CTを用いて行うことを試みて

いる。実験的な研究においては、筋挫滅症候群

や覚醒剤中毒事例における、血中あるいは組織

中の脂質酸化に関する研究を行っている。 

２. 臨床法医学 

臨床法医学とは、各臨床科と連携し、何らか

の侵襲を受けた可能性のある生体を診察し、侵

襲の有無を判定する学問領域であるほか、死因

情報の集積から得られた情報を元に、事故予防

などの施策に活用することを考案する学問領域

である。現在、小児科医と連携し、小児の死亡

事例を集積・分析し、予防に活用する研究を行

っている。その一環として、千葉大学との協力

の下、千葉県 child death review（CDR）研究

会を立ちあげている。 

３. 法中毒学 

LC/MS/MS、LC/QTOF-MS 等を用い、危険

ドラッグなどの検出方法に関する研究を行って

いる。また、死後の薬物の再分布に関して、動

物実験による研究を行っている。さらには、全

国的な統一された精度管理方法がこれまで日本

に存在しなかったことから、複数大学と連携し

て、統一的精度管理のシステム構築に関する研

究を行っている。 

4. 法歯科学 

一本の歯から、薬物分析、年齢推定、DNA

検査等を実施する方法に関して研究を行ってい

る。 

５. 法遺伝学 

突然死事例などについて、疾患遺伝子を検索

する研究を行っている。また人体寄生生物の

DNA 型から、出身地域の推定を行う研究を行

っている。 

６. 法画像診断学 

3D-CTを用い、骨長や骨の形態等から、死者

の身長や性別、年齢を推定可能か研究を行って

いる。また死後画像検査を実施し、死因を判定

するにあたって、どのような利点や危険性があ

るかについて研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

医療と情報学の境界領域での医療情報システ

ムに応用可能な基礎的手法の開発、医療情報に関

連する基盤情報環境の開発と構築、医療情報シス

テムの実践的研究、およびこれらの領域での知見

と手法を、臨床医学・医療管理学等に応用し、医

療変革と社会貢献をめざしている。 

対象領域をキーワードとして列挙すると、医療

情報システム、次世代電子カルテ、医療情報ネッ

トワーク、バーチャル医療情報環境、医学概念の

コンピュータ表現と標準化、医用知識工学、病院

情報疫学、医療の質の評価、臨床情報工学、プラ

イバシー保護と暗号化、情報セキュリティー、医

療分析、病院経営分析、医療安全管理、などがあ

る。 

教授は東京大学医学部附属病院の企画情報運

営部の部長を併任しており、同部所属のスタッフ

とともにこれらの組織を運営していることから、

大学院教育と研究の場は、医学部附属病院企画情

報運営部と一体となっている。企画情報運営部は

医学部附属病院の将来計画や企画に関する情報分

析を医療情報システムにより行う実践の場である

とともに、病院全体の医療情報システムの企画・

設計・開発・運用など実務のすべてを行っている。 

当教室は、1983年に医学部附属病院中央医療情

報部が正式に設置され、当時の大学院第一基礎医

学に医療情報学博士課程が設置されたことに始ま

る。初代教授は日本の医療情報学を確立した開原

成允（故人）であり現在は二代目である。1997

年には東京大学の大学院大学化に伴い現在の社会

医学専攻医療情報経済学分野となり、中央医療情

報部に所属していた教授１、助教授１が大学院を

本務とすることになった。2000年には東京大学大

学院情報学環・学際情報学府に医療情報学が設置

され、当時の助教授定員を移籍して、同コースの

院生の受入れも開始し、この助教授として初代は

小野木雄三助教授、2012年度までは山本隆一准教

授が着任していたが、現在は移籍を解消している。

当教室は東京大学医学部附属病院の管理研究棟 4

階にある。病院の組織としては、東京大学医学部

附属病院企画情報運営部となっており、これは平

成 15 年 3 月末まであった中央医療情報部と院内

措置で設置されていた新病院整備企画室とが統合

し、平成 15年 4月 1日に新たに設置された組織

である。平成 28 年 4 月から分野名を医療情報経

済学から医療情報学に変更した。 

 

教 育 

2017年度は教授の他、田中勝弥講師がそれぞれ

講座担当教員である。その他に当教室の教育を兼

担する教員は、附属病院企画情報運営部所属の講

師（新秀直、河添悦昌）、特任講師・病院（横田慎
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一郎）、助教（毛利王海、井田有亮、笠井暁史、土

井俊祐）、疾患生命工学センターの准教授（今井健）、

当教室が協力講座となっている健康空間情報学講

座の脇嘉代特任准教授（2015.1〜）が当教室の兼

担教員として大学院教育を担当している。 

医学博士課程では医療情報学の院生教育を行

い、公共健康医学専攻（専門職修士課程）では医

療情報システム学を担当し（医療情報システム学

講義 15コマ 2単位、同実習 30コマ 1単位）、選

択学生が毎年約１０数名履修している。前者講義

は「1) 国内外の医療情報化政策と関連する情報技

術基盤、制度の概要、2) 病院情報システム、電子

カルテシステム、医療情報の標準化、3) 医療パー

ソナルデータの安全管理と情報ネットワーク技術、

4) 医療情報データベース—ナショナル DB とセ

ンチネル DB、5) モバイル IT 医療、生活習慣病

マネジメントと IT、6) 医療における知識と情報

の取扱い、言語処理、7) オープンデータの取扱い、

議論」といった内容であった。また後者実習は「１）

データ作成・変換・インターネットの基本技術実

習、２）データベース設計とデータベース操作：

医療サンプルデータをもとに、リレーショナルデ

ータベースの一連の基本操作を学ぶ。他のソフト

ウエアとデータベースとのデータ相互変換の基本

的な技術を習得する。３）データの標準化コード

への変換を学ぶ。４）データベースを作成し、与

えられた課題に適合するデータの抽出、変換をプ

ログラム作成により行い、研究に必要なデータを

作成する。」という内容で行った。 

一方、健康科学・看護学専攻の保健医療情報学

協力講座でもあり、同講座では、健康科学・看護

博士課程（3 年制）を受け持っている。また希望

があれば、医科学修士専攻の学生も受け入れてお

り、医科学修士課程では医療情報学と臨床医学オ

ントロジーに関する講義を 1コマ担当した。この

ように、当教室では医学博士、公共健康医学専門

職修士、保健学博士、医科学修士の学位を取得で

きる教育体制をとっており、在籍する大学院生は

2017年度：医博課程 5名であった。 

医学部ではM2において５コマの医療情報学講

義を「(1) 大江教授：情報学の視点から見た医療

と、診療データの取扱いについて講義、(2)小山教

授：人間の学習能力と同様の機能をコンピュータ

で実現させるための技術・手法とされる機械学習

（Machine learning）など臨床情報工学の応用に

ついて概説、(3) 脇特任准教授：モバイルＩＴ環

境を駆使したこれからの疾患管理手法を概説、(4) 

田中講師：個人情報保護、パーソナルゲノム情報

の取扱い、情報保護の課題などを概説、(5) 岡田

講師（UMIN)：研究者のために必須の医学文献情

報の投稿、査読、公表、業績評価を巡る諸問題に

ついて講義、という内容で行った。 

 

研 究 

2017 年度の研究スタッフは病院企画情報運営

部スタッフを含めて次のようなメンバーで構成さ

れている。 

教授：大江和彦、講師：田中勝弥、新秀直、河

添悦昌講師、准教授：今井健（疾患生命工学セン

ター）、特任講師・病院：横田慎一郎、助教：毛利

王海、井田有亮、笠井暁史、土井俊祐プロジェク

ト特任教員／研究員：6名。 

主要な研究領域としては、1）病院情報システ

ムと電子カルテに代表される診療の情報システム

化に関する応用研究、2）電子カルテや病院情報

システムのデータベースを対象とした新しい医学

的知見抽出や医療経済学的な指標の分析、3）臨

床医学用語と概念の記述の標準化と知識の構造化

表現手法の研究、4）臨床研究用情報システム基

盤研究、5）医療情報システムにおける個人情報

保護とセキュリティーに関する研究、6）医療資

源の現状分析と適正配置に関する研究、などを行

ってきた。これらのなかでも代表的な研究テーマ

は以下のとおりである。 
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１）医療知識基盤の開発研究：医療情報の電子的

管理と流通が今後の医療や医学の情報基盤として

期待されており、電子カルテや健診・医療データ

の生涯にわたる管理と活用が検討されている。こ

れにともない、医療の場では膨大な電子化テキス

トが蓄積されることが予想され、新たな医学的知

見の発見、日常診療での類似症例の検索、医療事

故防止支援など多彩な活用が望まれている。そこ

で臨床医学分野での多様な用語ラベルと意味同士

の関係をコンピュータが自動的にたどり、医学的

意味を処理できる基盤となる知識データベース

（オントロジー）をこれまでに構築し、約 6,000

疾患について記述され、特に主要 7診療領域の約

3,100疾患については異常状態約35,000ノードに

ついて異常状態連鎖により記述された。今後慢性

疾患における患者の異常状態と本オントロジーと

の自動マッピングを生成して臨床支援アプリケー

ションの開発研究に発展させる計画となっている。 

 

２）文科省・科学技術振興機構（JST）東京大学

COI（Center Of Innovation）拠点「自分で守る

健康社会」における ICT基盤開発、厚労省臨床効

果データベース整備事業におけるMCDRS（多目

的臨床症例データ登録システム）の開発 

本 COI 拠点の健康医療 ICT オールジャパン標

準化 G のリーダとして医療情報基盤研究開発に

2013 年度から参加している。医療機関の

SS-MIX2標準ストレージ、拡張ストレージを経由

して臨床研究データベースを効率良く構築する

ICT技術基盤の開発を行っている。また SS-MIX2

と連携する機構を有する多目的臨床症例登録シス

テム MCDRS を開発し国内の研究者グループに

普及を進めた。厚生労働省臨床効果データベース

事業の虚血性心疾患データベース、救急医学統合

症例データベース、腎臓病データベース

J-CKD-DB、AMED 糖尿病症例データベース

J-DREAMSなどで採用されるに至っている。 

３）2015年 9月から AMEDの受託研究により医

用人工知能基盤開発研究が開始された。この研究

では、札幌データセンターの 4 大学病院の

SS-MIX2 バックアップデータベースを統合する

匿名化データベースを構築し、これをベースに類

似症例の高速検索システム、臨床オントロジーへ

のマッピング、時系列データマイニングによる予

測モデル構築を行うとともに、Deep Learningに

よる胸部X線画像所見自動検出システムの開発を

向こう 3年間で目指している。 

 これらの規模の大きい研究プロジェクト以外に、

入院患者の転倒リスク予測モデルと評価に関する

研究、腎臓病理画像の AI による自動所見分類、

臨床ガイドラインによる診療支援システムの開発、

ePhenotyping など多様な医療情報学領域の研究

を推進している。 

社会活動として、厚生労働省の各種医療情報政

策に関する検討会等（医療情報標準化会議、ICD

専門委員会）、日本医学会用語管理委員会、社会保

険診療報酬支払基金標準傷病名マスター検討委員

会、国際標準化機構 ISO/TC215（医療情報標準化

委員会）WG2、厚労省・PMDA 医療情報データ

ベース基盤整備事業 MID-NET、全国レセプトデ

ータベース NDB の利活用研究などで複数のスタ

ッフが重要な役割を果たしている。 
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循環器内科学 
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小室一成 
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武田憲彦、武田憲文 

 

ホームページ https://cardiovasc.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

循環器内科は 1998 年に 5 つの旧内科講座から

循環器診療を志す内科医により編成された。当科

教授は、初代 矢崎義雄教授、第二代 永井良三

教授に続き、2012 年 8 月から、小室一成教授が

担当している。現在の構成員は、教授 1、講師 4、

特任講師 2、助教 15、特任臨床医 10、大学院生

45 などであり、他部門と連携して、循環器内科学

全般にわたる教育、研究、診療を行っている。 

 

診 療 

循環器疾患のすべてを対象とし診断、治療を行

っている。とりわけ、当院は心臓移植認定施設で

あり、重症心不全の「最後の砦」として、最高レ

ベルの心不全診療を心がけている。 

外来は平日の午前と午後に行っており、2017

年度の受診者は一日平均 202.0 人であった。午前

中に初診外来、午後に外科系診療科からの術前コ

ンサルトのための専門外来（術前外来）を毎日開

いている。専門外来として、移植後外来・ペース

メーカー外来・不整脈外来・マルファン外来・弁

膜症外来・心筋症外来・肺高血圧外来・成人先天

性心疾患外来が設置されており、さらに他の内科

部門と協力し総合内科の外来も担当している。ま

た CCU （Coronary Care Unit）ネットワーク

に参加しており、24 時間常時、冠動脈疾患、大動

脈疾患などの救急患者を積極的に受け入れている。 

2017 年の新入院患者数は 1,923 名、入院患者病

床数は一日平均 63 床、平均在院日数は 12.1 日で、

入院患者は病状に応じて CCU で治療をうけてい

る。当院は 2002 年に心臓移植認定施設に指定さ

れ、重症心不全例の入院が多く、左室補助装置

（LVAD）の使用症例数は 20 件、PCPS 32 件で

あった。2006 年に最初の心移植手術が行われ、こ

れまでに、2017 年の 17 例を含めて、総計 95 例

を数える。埋め込み式人工心臓で治療された患者

や心移植後患者の外来管理などは当科の特徴であ

る。心臓カテーテルは、冠動脈造影検査 867 件、

経皮的冠動脈形成術 476 件が施行され、うち 26

件が緊急治療であった。不整脈部門では、電気生

理学的検査が 32 件、カテーテルアブレーション

274 件、ペースメーカー植え込み 新規 74 件・交

換 40 件、植え込み型除細動器植え込み 新規 20

件・交換 14 件、除細動器付き心臓再同期療法

（CRTD）新規 16 件・交換 16 件が施行された。

画像検査では、冠動脈 CT 454 件、心血管 MRI 

85 件、負荷心筋血流シンチ 212 件、肺血流シン

チ 53 件が行われた。肺高血圧の診療も重点的に
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行っており、2014 年 3 月に当院は肺移植実施施

設に認定された。経カテーテル大動脈弁留置術

（TAVI）、経皮的僧帽弁接合不全修復システム

(MitraClip)、閉鎖デバイスによる心房中隔欠損孔

閉鎖術、肺動脈バルーン形成術（BPA）、エキシ

マレーザーシースを用いたリード抜去術などにも、

積極的に取り組んでいる。 

 

教 育 

医学部学生に対して、内科系統講義，臨床統合

講 義 を 担 当 し て い る 。 Clinical Clerkship 、

Elective Clinical Clerkship のベッドサイド教育

では、参加型実習を心がけ、きめ細かい指導を行

うと同時に、各専門グループによる体験型クルズ

スで、実地的な知識を身に着けさせている。 

初期研修医には二人の指導医が担任として指

導にあたり、チャート・ラウンド、チームカンフ

ァランスを通して、循環器学のみにとらわれず内

科医としての基本教育を行っている。 

 

研 究 

当教室では、以下のような研究がすすめられて

いる。 

■心肥大と心不全：病態機構の解析と新しい治療

法（遺伝子治療など）の開発 

■心血管病における NO と血管内皮機能の研究 

■慢性炎症における臓器細胞分子間連関の解明 

■血管作動物質の心腎保護への臨床応用 

■心血管疾患の病態において低酸素シグナルが

果たす役割の解明 

■遺伝性心筋症の遺伝子変異探索 

■疾患 iPS 細胞を用いた心筋症発症機序の解明 

■重症心不全患者の病態解析と新規治療法の開

発（心臓移植など） 

■Structure Heart Disease の診療と開発 

■マルファン症候群の診断法と治療法の開発 

■肺高血圧症の病態解析と新規治療の開発 

■成人先天性心疾患の病態解析と治療 

■心肺運動負荷および心臓リハビリテーション

の研究 

■循環器疾患の画像診断の研究（心エコー図、

MRI、CT、核医学など） 
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沿革と組織の概要 

呼吸器内科学教室は、教授 1名、講師 2名、特

任講師（病院）1名、助教 7名を含め約 70名が所

属している。このうち海外、国内他施設への研究・

臨床出張者を除いた約 24 名で東京大学医学部附

属病院における呼吸器疾患の診療に当たっている。 

肺癌や慢性閉塞性肺疾患などの呼吸器疾患の罹患

患者数は、今後、急速に増加することが予想され、

呼吸器病学における研究の発展と成果が期待され

ている。当教室では肺癌、慢性閉塞性肺疾患、気

管支喘息、間質性肺疾患など多彩な呼吸器疾患を

対象として基礎的・臨床的研究を展開している。

特に、呼吸器疾患の発症の分子機構の解明を進め

ることにより新しい診断・治療法の開発・実用化

を目指している。  

 

診療 

呼吸器疾患症例の入院診療は，主に入院棟 A13

階にて行っている。疾患別の症例数では、原発性

肺癌が多数を占め、次いで呼吸器感染症、間質性

肺炎などとなっているが、原発性肺癌症例は、間

質性肺炎や慢性閉塞性肺疾患を合併していること

が少なくない。また、肺炎・呼吸不全や肺癌の増

悪などによる救急入院も多く、重症肺炎・ARDS

や COPD・間質性肺炎の急性増悪など重篤な呼吸

不全は、ICUと連携して呼吸管理を行い救命に務

めている。また、1990年代後半から、呼吸器外科

および放射線科と合同で、毎週、呼吸器カンファ

レンスを開催し、問題症例の治療方針の決定を行

ってきたが、現在の院内の各領域のCancer Board

の原型として高く評価されている。現在は、呼吸

器 Cancer Boardとして毎週開催されており、各

領域の Cancer Boardの中で、最も数多く開催さ

れているものの一つである。その他、術前呼吸機

能評価や術後肺合併症の他、各診療分野の症例に

おいて合併する呼吸器疾患について、ほとんどす

べての診療科から、コンサルト依頼を日常的に受

けている。このように、呼吸器疾患に関する診療

の充実が、当科の基盤である。 

現在、呼吸器病学の重要性は、急速に増大しつ

つある。環境要因の悪化や人口高齢化などにより、

呼吸器疾患は益々増加する傾向にある。死因統計

上、悪性腫瘍の中で首位を占め、さらに増え続け

ている難治癌の代表である原発性肺癌は、近年の
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分子標的治療の進歩においても、非常に注目され

ている。肺炎・気管支炎は、３大死因のひとつ（第

３位）を占めており、慢性閉塞性肺疾患も死因の

上位に位置している。また、ARDS、間質性肺炎

など呼吸不全を呈する炎症性疾患は、難治性・致

死性の点において極めて重要な疾患群であり、有

効な治療法の開発が切実に待たれている。 

 

＊2017年度の年間入院症例数（延べ）： 

１．原発性肺癌 394 

２．間質性肺炎 63 

３．呼吸器感染症 42 

４．原発性肺癌以外の悪性腫瘍 18 

５．非結核性抗酸菌症 15 

６．慢性閉塞性肺疾患 11 

７．気管支喘息 9 

８．胸水貯留 5 

 

＊チャートラウンド及び回診を毎週火曜日午後行

っている。 

＊呼吸器内科、呼吸器外科、放射線診断部、放射

線治療部の医師が参加するカンファレンスを呼吸

器 Cancer Boardとして毎週木曜日夕方に開催し

ており、悪性腫瘍のみならず、その他の多彩な呼

吸疾患についても含めて、診断・治療方針を集学

的に検討し、個々の症例に応じた最善の診療が行

われるように努力している。 

 

教育 

卒前教育では，第 4学年の系統講義で、呼吸器

内科学の基本的事項・疾患についての概念・病態

生理・診断・治療法などの習得を目標として，8

単位の講義を行っている。第 5学年と第 6学年に

行う臨床統合講義では、代表的呼吸器疾患として

原発性肺癌と気胸をとり上げ、呼吸器外科と協力

して、各々の疾患・病態についてのさらに深い理

解と最新の知見の習得を目指している。 

第 5学年で行われる呼吸器内科クリニカル・ク

ラークシップでは、担当医療チームの一員として、

呼吸器疾患症例 2症例程度を担当し、問診、身体

診察法、画像所見や検査所見を含めた診断、治療

法の選択など実際の呼吸器疾患の診療に必要な事

項を、学生自ら積極的に習得することを目標とし

ている。また、必修セミナーとして、胸部 X線写

真読影を取り入れており、学生から好評を博して

いる。 

第 5学年終盤に行われるエレクティブ・クラー

クシップでは、呼吸器内科のコンサルトチームと

行動を共にし、他科からの多彩な症例のコンサル

テーションや救急外来受診症例の診療にあたり、

クリニカル・クラークシップとは異なる臨床実習

を体験することに主眼を置いている。さらに大学

病院とは異なる臨床の場を経験すべく、市中の第

一線の基幹病院での実習も組み入れて、各病院の

呼吸器専門医の先生方から御指導頂いている。 

卒後教育では、呼吸器内科医（病院診療医と助

教）が研修医とチームを組み、症例について診療

しながら、呼吸疾患の診断・治療に必要な知識・

技能が習得できるよう研修医を指導している。ま

た、肺癌診療における薬物療法、胸部画像診断な

どのセミナーも定期的に行っている。 

 

研究 

肺癌、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、間質性

肺炎、呼吸器感染症などを主な対象として、その

病態の解明と診断・治療法の開発にむけて、基礎

的・臨床的研究を行っている。呼吸器外科との協

力で、切除肺癌組織を用いての遺伝子解析や、気

道上皮細胞・線維芽細胞・平滑筋細胞などを用い

た細胞レベルでの研究、遺伝子改変マウスを用い

た疾患モデルでの研究など、多方面に及んでおり、

方法論も疫学的、臨床病理学的手法から分子細胞

生物学的方法までを駆使して、精力的に行われて

いる。その成果は、日本呼吸器学会・日本癌学会・
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ATS・ERS・APSR・AACRなどの国内外の関連

学会において発表され、また国際誌に掲載されて

いる。 

＊主な研究テーマは、以下の通り： 

呼吸器疾患の疾患感受性遺伝子の検索とその病態

生理的意義の解明 

遺伝子改変マウスを用いた疾患モデルの解析 

肺癌における DNA メチル化・ヒストン修飾や

miRNAに関する解析と臨床応用 

肺癌における新たなドライバー変異の検索と薬剤

耐性化機構の解明 

気管支喘息・COPDにおける気道上皮細胞・線維

芽細胞の創傷治癒・リモデリングにおける機能変

化、特に上皮間葉転換における機構および様々な

サイトカイン・ケモカインの役割の解明 

オッシレーション法を用いた末梢気道病変の検出

とその臨床応用 

肺癌を中心とした癌化学療法における効果予測因

子の探索 

DPC データを用いた呼吸器疾患の疫学研究 

 

なお、教室の長瀬は、GOLD National Leader

としても国内外において活躍している。 
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沿革と組織の概要 

平成 10（1998）年度に消化器内科として発足

し、現在肝胆膵及び消化管領域の診療、教育及び

研究を行っている。平成 29 年 3 月の構成員は教

授 1、講師 3、助教 22、特任臨床医 7、大学院生

67、研究生および留学生が数名であり、その他に、

多数の国内外出張者がいる。消化器内科病床は A

棟 11 階北・南をコアとしているが、B 棟 9 階へ

の入院患者数も多い。消化器内科の研究室は、

2016 年初旬に大半がクリニカルリサーチセンタ

ーA棟 1期に移転したが、一部の研究室が第一研

究棟に残った形で研究を行っている。 

 

診 療 

消化器内科の入院患者数は平均約 87 名、年間

新入院約 2,900名である。平均在院日数は約 10.7

日であり、一週間に約 110名の入退院患者がある。

外来患者数は月約 5,300名、うち 150名は新患で

ある。月、水曜日午前に教授回診、各専門グルー

プによる症例検討会も毎週月曜に行われている。 

疾患別入院患者数では肝細胞癌が最も多く、2017

年度は延べ約 600名の入院があった。肝細胞癌に

対するラジオ波焼灼療法を中心とした、経皮的局

所療法はおよそ年間 300症例を数え、累積 12,000

例、世界最多の経験を有する。最近では転移性肝

癌に対するラジオ波焼灼療法にも力を入れている。

その他にも積極的に肝疾患診療・治療に新機軸の

導入を図っている。たとえば従来慢性肝疾患の進

行度は肝生検に依っていたが、FibroScanという

超音波を利用して肝臓の硬さを測る機械を導入し

たことにより、非侵襲的な評価を可能とした。さ

らには、近年増加傾向が著しい非アルコール性脂

肪肝疾患において非侵襲的に肝脂肪量を測定する

ことも可能である。従来インターフェロンを必要

としたＣ型慢性肝炎治療において経口剤のみで

100％近いウイルス排除が可能になった。高齢者

や肝線維化進展例にとって非常に大きな朗報であ

る。現在までに約 900人が治療を受け、そのほと

んどで著効が得られている。 

胆膵領域の診療における標準的な内視鏡治療
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として行われるERCPは年間約1,000件施行して

いる。内視鏡的乳頭切開術やバルーン拡張術を用

いて、これまでに 1,000例を超える胆管結石の内

視鏡的治療を行っている。悪性胆道閉塞に対する

標準治療となった金属ステント、特に Covered 

Metal Stentは開発段階から報告しており、これ

までに 500件を超えるCovered Metal Stent留置

の経験がある。さらに高度な内視鏡治療として、

術後腸管症例に対するバルーン内視鏡を用いた

ERCP や超音波内視鏡穿刺吸引生検(EUS-FNA)

は 1,000 件、超音波内視鏡を用いたドレナージ治

療を 250 件以上施行するなど、豊富な経験を持っ

ている。他にも慢性膵炎・膵石症に対する内視鏡

治療も行っている。また胆道・膵臓癌に対する化

学療法にも力を注いでおり、切除部能膵癌に対し

て切除を目指した術前化学療法もいち早く臨床研

究として報告している。膵癌・胆道癌に対する新

規化学療法を先進医療として行い、新たな治療レ

ジメンの開発に積極的に取り組んでいる。 

消化管領域では、悪性腫瘍に対する内視鏡

的粘膜下層剥離術（Endoscopic Submucosal 

Dissection、ESD）を年間約 400症例施行してお

り、早期の胃癌・食道癌・大腸癌治療の大部分が

当科で行われている。他科との共同治療も積極的

に施行しており、耳鼻咽喉科と共同で下咽頭癌に

対する全身麻酔下の ESD も行っている。胃食道

外科と共同で開発した非穿孔式内視鏡的胃壁内反

切除術（NEWS）はGIST治療から胃癌治療へと

臨床応用が広がっている。以前より注力している

ダブルバルーン内視鏡及びカプセル内視鏡による

小腸疾患の診断と治療も年間約320例施行してお

り、また、悪性消化管狭窄に対する金属ステント

留置も積極的に行っている。内視鏡治療が困難な

進行癌患者に対しての治療も増加しており、分子

標的治療薬を含む多彩なレジメンを駆使して、難

治進行癌の集学的治療にも力を入れている。 

外来での検査数は、腹部超音波は年間 12,500

件、上部消化管内視鏡は年間約 12,000 件、大腸

内視鏡検査は年間約 6,000 件行われており、消化

管領域では年間約 370 件の食道癌・約 660例の胃

癌・約 1300 例の大腸腫瘍の内視鏡診断を行い、

その約 50%は内視鏡的切除術により治療してい

る。切除検体を用いた基礎的研究も積極的に行っ

ており、その成果を臨床へ還元する研究にも取り

組んでいる。 

 

教 育 

M2の診断学と系統講義、M3、M4の臨床統合

講義と臨床実習教育とを担当している。臨床実習

であるクリニカル・クラークシップでは、学生は

入院患者を実際に担当し、病棟スタッフの一員と

して毎朝の病棟カンファランスに出席し、病態の

把握や討論および手技実習に積極的に参加するシ

ステムをとっている。また期間中半日の外部病院

実習も取り入れている。種々の消化器系疾患につ

いて具体的に学ぶとともに、全体カンファでは受

け持ち症例のプレゼンテーションを行い、また教

授試問の際には、海外一流誌に掲載された最新の

消化器病関連論文を要約する機会がある。 

卒後教育としては、当科は東京大学医学部附属

病院内科研修医のローテーションに参加し、初期

研修を行っている。現状では内科研修医の大多数

が消化器内科の研修を 1ヶ月～4ケ月間行ってい

る。短期間で消化器内科の全領域を研修すること

は困難であるが、内科医としての初期トレーニン

グとともに、消化器内科領域の種々の検査や治療

について、少しでも多くの実技を身につけられる

ような研修を目指している。また学会発表の指導

も重視し、日本内科学会、日本消化器病学会の地

方会などを中心に、初期研修医が症例報告発表を

できる機会を積極的に（年 7 ～ 8 件）設けている。

一方で新たな内科専門医制度にも対応しており、

消化器内科医を志す内科専攻医のみならず、消化

器内科以外のサブスペシャリテイに所属する内科
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専攻医に対しても消化器病症例の研修指導を行っ

ている。 

当科は、東京大学大学院医学系研究科内科学専

攻器官病態内科学消化器内科学として多数の大学

院生（現在 67 名在籍）を受け入れ、臨床研究あ

るいは基礎研究の指導を行っている。 

 

研 究  

消化器内科領域の研究テーマは基礎、臨床とも

に多岐に渡っている。現在当科で行われている研

究の一部を紹介すると、各種消化器癌の発癌に関

する分子医学的検討、肝炎ウイルスの感染機構の

解明、代謝性肝疾患の病態解明、肝再生ならびに

線維化機序の解明、Helicobacter pylori感染の病

原性発現機構の解析、マクロ形態学と分子マーカ

ー発現様式の関連の解明、新規の病態モデルマウ

スの樹立、細胞分化の追跡や幹細胞研究などに取

り組んでいる。臨床観察に根ざした基礎研究が求

められており、臓器透明化 や オルガノイド、

liquid biopsyなど、新しい方法論に基づいた臨床

検体の解析を行い、研究成果の臨床への還元を目

指した研究を行っている。 

臨床面では、極めて活発な臨床活動のデータを

多数集積かつ分析し、エビデンス作りを行なって

いる。さらに、代謝性因子の肝発癌への影響、大

腸癌肝転移に対するラジオ波治療の有用性の検証、

また薬剤治験として、進行肝癌に対する種々の血

管増殖阻害剤の効果、C型肝炎抗ウイルス療法時

の遺伝的素因の関与、切除不能胆道癌に対する

FOLFIRINOX 療法、腹膜播種を有する膵癌に対

する腹腔内化学療法、急性胆管炎に対する抗生剤

投与期間の研究、ERCP 後膵炎予防の為の膵管

stentを用いた strategyの開発、内視鏡治療後の

ポリグリコール酸シート被覆の効果の検証、ヘリ

コバクター除菌困難症例に対する個別化治療の検

討など、臨床試験のプロトコール作成から実施ま

で一連の流れを作って実施して、治療効果の検証

を行っている。 

おわりに 

東京大学医学部消化器内科では、悪性疾患を中

心とした多くの消化器疾患症例を通じて、最新・

最高の臨床を実践するとともに、これに根ざした

臨床・基礎・疫学研究を展開することによって、

新しい医学を創造することを目標としている。 
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組織の概要 

腎臓・内分泌内科学教室の構成は、教授 1、講

師 3、助教 12、医員 4、大学院生など約 90 名で

ある。また、検査部、国際診療部、集中治療部、

感染制御部、研究倫理支援室、コンピュータ画像

診断学・予防医学講座などにスタッフを輩出して

いる。当科の診療研究教育活動は、腎臓病学・内

分泌学・高血圧学という相互に深い関連のある各

領域の専門グループの密接な協力体制のもとに行

われている。また、血液浄化療法部と共同して腎

不全に対する血液透析をはじめとする血液浄化療

法を、腎疾患総合医療学と共同して腹膜透析を、

泌尿器科と共同して腎移植等を行っている。 

 

診 療 

外来は、腎臓、内分泌、高血圧の各専門外来が、

毎日、新患担当と再来担当を置いている。総合内

科外来も分担している。また、外来腹膜透析にも

24時間体制を敷いて、積極的に取り組んでいる。 

入院は、入院棟 A 12階北、14階北(2018年 1

月~)を中心に、常時 25～30 名程度の入院患者の

診療を行っている。入院患者の内訳は、糸球体腎

炎、ネフローゼ、高血圧（内分泌性も含む）、保存

期腎不全、糖尿病性腎症、透析導入患者、急性腎

不全、間脳下垂体疾患、副腎疾患、甲状腺疾患、

副甲状腺疾患、骨ミネラル代謝疾患など多岐に渡

っている。教授回診は毎週火曜日午前 10 時から

行われ、新患プレゼンテーション、週間プレゼン

テーションが回診に先立って行われる。また、他

科に入院中の腎臓・内分泌疾患患者に対しても、

コンサルトチームを組んで積極的に診療にかかわ

っている。 

診療体制としては、研修医、病棟指導医（担当

医）、専門指導医（主治医）、管理医がチームを組

み、それぞれの研修医に対して責任を持つ指導医

が決まっており、遺漏の無いよう留意されている。

診療方針は、腎臓カンファ、内分泌カンファを経

て、最終的に回診前のプレゼンテーションでチェ

ックされる。診療手技としては、腎生検、各種内

分泌負荷試験、超音波診断、血液透析の準備施行

などがある。腎生検症例の病理組織検討会として

病理部やアレルギー・リウマチ内科、小児科の医

師らを交えて議論する腎生検カンファレンスを月

1 回、また腎移植症例を泌尿器科と合同で議論す
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る腎移植カンファレンスを月 1 回開催している。

また、血液浄化療法部の運営に全面的に協力して

おり、東大病院の全入院患者を対象に、他の疾患

で他科に入院中の患者に対する慢性血液透析療法

を担っているほか、心臓、血管手術などに伴う急

性腎障害に対する血液透析療法を行っている。さ

らに、移植外科と協力しての肝臓移植前後の血漿

交換、その他の疾患に対する吸着療法なども行っ

ている。 

内分泌疾患の診断にあたっては、静脈サンプリ

ング、各種画像診断などを放射線科と協力して推

進している。内分泌疾患の治療では、放射線科と

共同してバセドウ病に対する放射性ヨード治療を

行っている。また、間脳下垂体疾患、副腎疾患、

甲状腺クリーゼ、甲状腺腫瘍、副甲状腺腫瘍等に

対しては、脳神経外科・泌尿器科・乳腺内分泌外

科等と緊密な連係をとりつつ診療に当たっている。 

 

教 育 

卒前教育として、診断学、内科系統講義、内科

臨床講義とクリニカルクラークシップを分担して

行っている。講義内容は腎臓病学、内分泌学であ

る。クリニカルクラークシップではそれぞれの領

域の多様な症例を専門的な立場からより深く解説

するとともに、特に末期腎不全医療としての血液

透析の実際にも触れられるようにしている。また，

糖尿病・代謝内科・循環器内科・老年病科との合

同で臨床研究者育成プログラムの Metabolism 

Research Courseを推進している． 

卒後教育については、通年（1 期は 1 ないし 2

ヶ月間）にわたって、病棟で研修医の指導を行っ

ている。各研修医には腎臓および内分泌専門の若

手医局員および助教がチームを組んで、責任をも

って指導をおこなっている。毎週木曜日は、腎臓・

内分泌内科の入院患者だけでなく、循環器内科、

消化器内科などの他内科および、外科（特に心臓

外科、血管外科）を含んだ他科の透析患者・血液

浄化療法施行患者を対象とした血液浄化療法室の

カンファランスを行っている。 

月１回の症例検討会は、研修医および若手医局

員の教育に重要な役割を果たしている。 

 

研 究 

大きく腎臓と内分泌に分かれるが、高血圧など

ではオーバーラップする面もある。 

（腎臓） 

1. 慢性腎臓病の進行機序の解明と治療法の開発

（低酸素、酸化ストレス、小胞体ストレス、カ

ルボニルストレス、エピジェネティックスなど

の観点から） 

2. 進行性腎障害におけるエピジェネティック異

常に関する研究 

3. 非典型溶血性尿毒症症候群に関する研究 

4. 尿蛋白の機序と腎蛋白代謝の研究 

5. 腎生検組織所見と発症頻度・長期予後の検討 

6. 体液量調節および高血圧発症における腎近位

尿細管輸送の意義 

7. Na-HCO3共輸送体NBCe1の生理的病態的意

義 

（内分泌） 

1. ミネラル・骨代謝異常症の病因と治療法の検討 

2. G タンパク質共役受容体を介する情報伝達と

疾患の分子メカニズムの解析 

3. G タンパク質共役受容体を標的とする新しい

薬剤・制御法のデザイン 

なお、症例検討会の後に研究カンファランスが

開かれ、教授から大学院生まで教室員全員の研究

発表、外部講師を招いての講演、学会予行などが

行われている。 

 

血液浄化療法部 

はじめに 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成
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12年に設置，稼働するようになったもので，東京

大学医学部附属病院としては比較的新しい部門の

一つである。従来，腎不全は各科でそれぞれ対応

してきたが，このような対応は設備・人的資源の

面から非効率的であるため，関係各科の連携を企

図して設立された。平成 18年 12月より中央診療

棟２での診療を新たに開始し，現在の血液浄化療

法室では圧コントロール可能な個室 1 床を含む

12 床を稼働している。当院の特殊性にフルに対応

したシステムを開発し，血液透析のみならず，血

漿交換療法，免疫吸着療法等の浄化療法を網羅的

に実施する過程で，器械情報・生体情報・会計情

報を電子情報として確保し，当院の院内システム

HIS へと情報のリンクを可能とした。同時に当部

門が業務担当している ICU透析，持続透析，血漿

交換等の器械情報をクラウド化することで、院内

のどこからでもリアルタイムにモニターを可能と

した。機器統一を図ることで，このような高度の

安全性・透明性・教育性を確保している。 

① 教 育 

卒前教育はＭ２の系統講義等を行っており，

内容は腎不全の病態の理解，腎疾患の自然経過

と治療，近年透析導入患者の第一位疾患として

急増している糖尿病性腎症の病態と臨床研究

についてである。BSLは血液浄化療法部として

は行っていないが，腎臓・内分泌内科での教育

における腎不全治療に関しての内容を分担し

ている。近年、救急部・集中治療部との合同で

臨床研究者育成プログラムに Critical care 

nephrologyコースを推進している。卒後研修教

育では，後期研修の希望者を中心に透析治療の

基本的考え方から，日々行われている持続的血

液濾過療法，血漿交換，DFPP，LCAP，GCAP

などの特殊治療における病態の把握と処方の

決め方を実践的に教え，これらをアフェレシス

療法ポケットマニュアル（第二版）・CRRT ポ

ケットマニュアルの 2部構成にマニュアル化し

た。なお、アフェレシス療法ポケットマニュア

ル（第二版）は日本語の他に英語・中国語に翻

訳され、好評を博している。 

② 診 療 

末期腎不全の透析導入，各科に検査・治療目

的で入院した維持血液透析患者の入院透析，

ICU 急性腎不全症例の持続的血液濾過透析及

び血液透析，神経疾患・自己免疫疾患・肝移植

前後の血漿交換，免疫吸着療法，白血球除去療

法など多彩な血液浄化療法を行っている。腹膜

透析の導入や維持管理も，腎臓・内分泌内科と

連携しながら積極的に行っている。また，担癌

患者などの難治性腹水に対する腹水濾過濃縮

再静注法（CART）を各科と協力の上で行って

いる．国際的には AKIN（Acute Kidney Injury 

Network），ADQI（Acute Dialysis Quality 

Initiative）に参加している。 

③ 研 究 

当院の特殊性を生かして，肝移植後に血漿交

換療法を行った症例における予後を決める因

子の解明を移植外科の協力の下に行った．また，

パルスフォトメトリー法を用いた無侵襲ヘモ

グロビンメーターの開発を行い，国際支援に運

用している。更に，ネフローゼ症候群感受性遺

伝子に関与する Genome wide association 

study 及びその機能解析，関連解析が進行して

いる。腎代替療法導入期の因子と長期予後との

関連を明らかにするための研究を進めている。

基礎研究では，急性腎不全の病態解明，急性腎

不全モデルを用いた再生医療の研究，マウス進

行性腎障害モデルの樹立等をおこない，ヒト型

L-FABPを中心とした腎疾患バイオマーカーと

病態の分子生物学的，生理学的研究，疫学研究，

更には尿バイオマーカーによる国際協力を広

く行っている。 
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沿革と組織の概要 

1998年の内科再編に伴い、当時のナンバー内科

から糖尿病・代謝病学を専門とする医師が集まり、

代謝栄養病態学講座、糖尿病・代謝内科学講座が

設立された。初代教授は木村哲、2 代目教授は藤

田敏郎、そして現教授（初代専任教授）は門脇孝

である。現在の教室員は上記スタッフに加え、医

員・研究員 13、専門研修医 3、大学院生 18、そ

の他計 60 名であり、糖尿病・代謝内科として糖

尿病を中心とした代謝疾患全般にわたる診療、教

育、研究に携わっている。また、病態栄養治療部

准教授 1（窪田直人）、分子糖尿病科学講座特任准

教授 1（脇裕典）、同講座特任助教 1（小林正稔）、

統合的分子代謝疾患科学講座特任准教授 1（岩部

真人）、先進代謝病態学講座特任准教授 1（岩部美

紀、平成 29年 9月～）、ゲノム医学研究支援セン

ター特任准教授 1（庄嶋伸浩、平成 30年 1月～）、

疾患生命工学センター疾患生命科学部門講師 1

（高橋倫子、～平成 29年 8月）、健康空間情報学

講座特任准教授 1（脇嘉代）、検査部講師 1（蔵野

信）、東京大学保健・健康推進本部助教 2（岡崎佐

智子、山田朋英）、臨床研究支援センター特任助教

1（岸暁子）、検診部特任助教 1（升田紫、平成 30

年 1 月～）も診療、教育、研究に携わっている。

病棟は入院棟A12階北及びB4階を中心としてお

り、平成 30年 1月からは A12階北のみに集約し

ている。 

 

診療 

糖尿病、脂質異常症、肥満症などの代謝疾患を

対象とし、これらの代謝異常に基づく臓器障害（動

脈硬化性疾患、腎障害、神経障害、眼疾患など）

の診療を行っている。病態の背景にある生活習慣

に対し合理的対応を行い、さらに代謝疾患の分子

病態と遺伝要因を明らかにし、先進的医療を推進

している。疾患の性質上、外来診療の比重が大き

いが、糖尿病・代謝内科が開設されてからは、入

院患者数も増加している。外来診療は糖尿病・代
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謝内科外来を毎日午前・午後、それぞれ 4～13ブ

ース行い、外来受診者数は 1日平均約 174人（新

患 337人、延数 42,482人）であった。栄養指導、

透析予防指導、外来糖尿病教室、ベストウェイト

教室など患者教育にも配慮している。足外来を開

設し、糖尿病療養指導士資格を持つ看護師が中心

になって患者のフットケアを担当している。 

入院診療では入院棟 A12 階北とB4階を固有床

として、腎臓・内分泌内科、循環器内科、消化器

内科等の各内科と協力して病棟運営を行っており、

平成 30年 1月からは A12階北のみに集約してい

る。行事としては毎週月曜日にチャートラウンド、

回診を行って入院症例の検討を行っている。基準

病床割り当ては 28 床で、今年度の年間新入院数

は 482人であった。診療方針としては、患者の全

身に眼を向け、病態生理を総合的に深く理解し、

最新の治療の進歩を取り入れた、患者さんにベス

トの医療をめざしている。具体的には、月曜日か

ら金曜日まで連日開催されている入院糖尿病教室

による患者教育、食事療法や運動療法の指導、自

己血糖測定指導、服薬・インスリン白己注射の指

導、低血糖に対する対処法などきめ細かな患者指

導を行っている。同時に、糖尿病性昏睡をはじめ

とする急性の代謝失調に対して迅速な対応を行っ

ている。検査部・薬剤部・栄養管理室と連携を図

り、病棟薬剤師、病棟管理栄養士が常時業務に従

事している。更に、他科からの依頼も外科系を含

め病院全体から多く、糖尿病専門医による往診を

毎日行っている。 

 

教育 

教育にも大きな力を注ぎ、医学部学生に対して、

M2 の臨床診断学実習、内科系統講義、M3 のク

リニカルクラークシップとエレクティブクラーク

シップ、M4 の統合臨床講義を担当している。臨

床診断学実習では診断の基本的手技から指導し、

系統講義では糖尿病など代謝学の基礎的事項を、

統合臨床講義では実際の症例をもとに代謝疾患の

講義をしている。クリニカルクラークシップでは、

助教が中心となって、患者に対する医療面接や身

体所見の取り方など実際の患者との接触を通じて、

診療参加型の臨床実習を行っている。さらに、教

授による糖尿病臨床セミナーや口頭試問等を通し

て、糖尿病・代謝疾患について一層理解を深める

ことを目指している。 

卒後教育では、初期研修医・後期研修医に対し、

総合内科チームおよびコンサルトチームがつき、

チャートラウンド、回診、カンファランスを通じ

て、糖尿病・代謝疾患を中心に患者の全身に目を

配った全人的治療を行えるように内科医としての

基本教育を行うとともに、内科セミナー・グラン

ドカンファランスによる専門教育も行っている。

また研修医が日本内科学会などの地方会で症例報

告を行うよう指導している。 

 

研究 

分子生物学的・分子遺伝学的手法を用いて、糖

尿病・代謝疾患の成因解明と治療法確立に向けた

最先端の研究を行っている。 

1) 2 型糖尿病やメタボリックシンドロームの発症

の分子機構や遺伝素因の解明 

各臓器でのインスリンやアディポカインの情報

伝達経路とその生理的役割、さらにはインスリン

分泌機構の解明、および 2型糖尿病や肥満による

それらの異常の分子メカニズムを発生工学的手法

を用いてモデル動物を作製し解析している。また、

理化学研究所やコホートと共同で、日本人におけ

る 2 型糖尿病感受性遺伝子多型の探索研究を実

施している。さらに、糖尿病モデル動物や培養細

胞におけるインスリン抵抗性の機序を解析するこ

とによって、糖尿病の病態解明や新規治療法の確

立を試みている。特に、アディポネクチンなど脂

肪細胞から分泌されるアディポカインの病態生理

学的役割、あるいは我々が同定したアディポネク
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チン受容体 AdipoRを介する作用機構の解明、ア

ディポネクチン受容体活性化低分子化合物(アデ

ィポロン)の開発、膵β細胞の増殖期機構、食欲調

節機構と全身のエネルギー代謝に及ぼす影響、臓

器間ネットワークと糖代謝・エネルギー代謝調節、

褐色・白色脂肪細胞における転写・エピゲノム制

御の解明などについて研究を行っており、これら

が糖尿病やメタボリックシンドロームの新しい治

療法の開発につながるものと期待している。 

2) 動脈硬化症及び脂質代謝 

動脈硬化症の発症・進展に関与する代謝学的な

危険因子の意義について研究している。特に、脂

質の蓄積に関与する遺伝子と肥満、脂肪肝、糖尿

病、脂質異常症、動脈硬化症の病態生理の関連に

ついて、分子生物学や発生工学などの手法を用い

て調べている。 

3) 臨床疫学研究 

糖尿病合併症予防のための戦略研究(J-DOIT3)

追跡研究や診療録直結型全国糖尿病データベース

事業（J-DREAMS）、メタボリックシンドローム

などの臨床的に重要なテーマに関する疫学的解析、

新規糖尿病治療薬の開発を目指した臨床研究など

を実施している。 
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沿革と組織の概要 

1998 年 5 月の病院診療科再編成により各内科

講座の血液グループが合併し血液・腫瘍内科の診

療が開始されました。2005年に黒川峰夫が教授に

就任し、現在に至っています。 

血液・腫瘍内科は多岐にわたる血液疾患の外

来・入院診療を行うとともに、医学部教育、血液・

腫瘍病態学専攻の大学院教育、血液専門医の育成

などの教育活動を行っています。さらに血液・腫

瘍疾患克服のためのさまざまな基礎的・臨床的研

究を行っています。血液・腫瘍内科に所属する教

室員が全員で協力して、これらの広範な活動に取

り組んでいます。血液・腫瘍内科のスタッフの数

は、教授 1、講師 1、助教 8です。 

 

診 療 

血液・腫瘍内科は東大病院の総合内科に参加し

ております。2018年 1月に病棟フロアは入院棟 A

の 14階北と 5階北から入院棟 B7階・8階に移転

し、フロア全体がクラス 10000以下の無菌的環境

になりました。入院患者数は約 55〜65人です。 

週 3回のモーニングカンファレンス、週 1回の

チャートラウンド・回診を通して、科全体で症例

検討を行い、最適な治療方針を決定します。造血

幹細胞移植症例を対象としたカンファレンスは、

無菌治療部及び小児科血液グループと連携して月

1 回開催しています。特徴的あるいは教育的症例

を詳細に検討し、疾患に関する知識を深めるクリ

ニカルカンファレンスを月 2回開催しております。 

外来では月曜日から金曜日の午前午後に 3ブー

スずつを担当し、平日 1日あたりの平均患者数は

60～65人です。初診枠による初診の患者様の診療

は、月～金曜日の午後に行われています。外来診

療でも、個々の症例について上級医を交えた検討

を行っています。平成 16 年に開設された外来化

学療法室を活用し、外来で施行可能な化学療法を

施行するとともに、その運営にも積極的に参加し

ています。 

血液・腫瘍内科では、白血病、悪性リンパ腫、

多発性骨髄腫などの造血器悪性腫瘍から、骨髄増

殖性腫瘍、さらに造血不全疾患、免疫機序による

造血障害、出血性疾患など、多岐にわたる血液疾

患の診療を行っています。とくに造血器悪性腫瘍

の診療は大きな柱の１つです。 

血液領域の診断では、分子生物学的手法による

疾患関連遺伝子の同定・定量が、診療に不可欠な
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ものとなっています。当院では最新の知見に基づ

き、様々な遺伝子の変異解析を導入し、診断・治

療法の選択に役立てています。また、治療後の経

過観察において微小残存病変を評価するために、

PCR 法を駆使した遺伝子診断を積極的に取り入

れています。 

血液疾患の治療法は多彩であり、抗がん剤によ

る化学療法、造血幹細胞移植、放射線療法、サイ

トカイン療法、免疫抑制療法、輸血療法を動員し

て最適な集学的治療と QOL 重視の全人的医療を

行っています。 

造血幹細胞移植は、無菌治療部などの関連部署

と連携して実施しています。自家造血幹細胞移植

併用大量化学療法や臍帯血移植を含むさまざまな

同種造血幹細胞移植を積極的に施行し、血液疾患

の完全治癒を目指しています。高齢者の移植にお

いても、倫理委員会の承認を得て、60歳以上の高

齢者に対する同種造血幹細胞移植を積極的に行っ

ており、疾患予後の改善を目指しています。さら

に、悪性リンパ腫の的確な診断・治療方針の決定

のために、病理診断・細胞表面形質解析・染色体

検査・CT検査・PETなどの種々の検査結果を総

合して個々の症例に最適な治療方針の決定に役立

てています。治療についても，最新の抗体医薬を

含めた様々な治療法を実施しています。 

 

教 育 

学部学生を対象に系統講義、臨床統合講義、血

液診断学実習とクリニカルクラークシップを行っ

ています。講義では、血液・腫瘍学の基礎的知識

の習得を目的とし、造血細胞の分化機構、造血系

サイトカインとそのシグナル伝達機構、血液細胞

の悪性化の機構、免疫制御機構、止血機構、化学

療法、造血幹細胞移植などを扱い、また重要な疾

患については、病態、診断、治療を深く掘り下げ

て検討します。クリニカルクラークシップでは、

臨床チームの一員として日常診療活動に参加し、

実際の症例を通して全人的医療に必要なさまざま

な要素を身につけることを目標としています。 

大学院生教育では血液学における基礎・臨床研

究を中心として、独立した一流の研究者の育成を

目指し教育を行っています。 

初期研修終了後の後期研修では、専門研修医ま

たは大学院生として、血液・腫瘍内科医としての

専門的な臨床研修を行います。さらに、スタッフ

による講義や個別指導を通して、学会発表などの

臨床的な学術活動に取り組む力を養う体制を確立

しています。 

 

研 究 

造血器疾患の発症機構、診断および治療に関す

る基礎的・臨床的研究を、分子生物学、細胞生物

学、発生工学、免疫学などの手法を多面的に用い

て行っています。造血細胞の転写制御やシグナル

伝達、造血幹細胞の制御機構などから、ゲノム医

学、再生医学、移植・腫瘍免疫を基盤とした疾患・

治療研究まで幅広く展開し、臨床への応用をめざ

しています。おもな研究テーマには次のようなも

のがあります。 

・造血幹細胞の維持・分化機構 

・造血器腫瘍発症の分子機構 

・白血病原因遺伝子を用いた白血病モデルマウ

スの解析 

・造血器腫瘍におけるゲノム・遺伝子異常 

・白血病幹細胞の生成機構、難治性白血病にお

ける難治化の分子メカニズム 

・リプログラミング技術を用いた造血器腫瘍細

胞の iPS細胞化 

・造血システムの恒常性の維持機構 

 

さらに、これらの基礎研究から得られた知見を

臨床に還元し、さらに広く社会に貢献するため、

良質なトランスレーション・リサーチを推進して

います。 
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 アレルギー・リウマチ学教室の構成員は、現在

のところ教授１名、専任講師２名、外来医長１名、

病棟医長１名、特任講師１名、助教５名、特任准

教授１名、特任助教２名、医員５名、大学院生１

７名である。医局と研究室は東研究棟、クリニカ

ルリサーチセンターＡ棟、分子ライフイノベーシ

ョン棟および旧中央診療棟にある。以下、当教室

の教育、研究、診療の現状について述べる。 

 

１．教 育 

 卒前教育では、当教室は他の教室と分担して M

２の診断学を講師が担当し、診断学のテキストそ

の他を用いて症候学・理学的診察法を概説、基本

的診察法の指導を行っている。系統講義はリウマ

チ膠原病、アレルギー性疾患について疾病概念、

病態、臨床症状、診断法、治療法を講義している。

臨床統合講義は、全身を診る診療科としての特性

を生かし、膠原病、特に、全身性エリテマトーデ

ス、関節リウマチ、皮膚筋炎などに関して、神経

内科、整形外科など他領域の教員の参加を得て分

野横断的な講義を行っている。ベッドサイド教育

には特に力を入れており、外来、コンサルト症例、

入院受け持ち症例について診断、臨床推論の実践

による体験型の実習を行っている。並行してクル

ズスを通じて知識の横断的な把握につとめ、また

患者との接し方について指導をしている。 

 卒後教育では、研修医を受け入れて、臨床医と

してのトレーニングを行っている。当科病棟の主

治医チームにスタッフを配置するとともに、助

教・医員・大学院生からなるコンサルトチームを

組織して病院全体の専門診療をサポートしている。

コンサルトチーム配属の後期研修医には３人の指

導医が直接つき指導を行っている。主な病棟は１

３北病棟に位置し、呼吸器内科・心療内科との混

合床として運営されている。１３北病棟配属の研

修医には、当科スタッフによるアレルギー、リウ
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マチ、膠原病の診断、治療について直接指導を行

うとともに、カンファ、チャートラウンド、回診

などの検討を通じて研修医の臨床力の向上に努め

ている。また、様々な疾患を経験し、学会報告、

論文執筆の経験ができるように配慮している。３

年目に他施設での研修を希望する研修医には、関

連病院の斡旋をしている。 

 

２．研 究 

 当教室ではリウマチ・膠原病、アレルギー・呼

吸器疾患の臨床的ならびに基礎的研究を行ってい

る。近年は、高速シークエンサーを用いたマルチ

オミックス解析手法による関節リウマチ・膠原病

病態研究に力を入れている。また医科学研究所、

理化学研究所など国内留学や海外留学も盛んであ

る。以下に主な研究テーマを列挙する。 

 

1. 自己免疫疾患における機能ゲノム解析  

2. 新しい制御性 T細胞および抑制性サイトカ

インによる自己免疫疾患治療機序の解析 

3. 疾患における T細胞レセプター, B細胞レセ

プターの分子生物学的解析 

4. 自己免疫疾患の疾患感受性遺伝子の機能に

関する研究 

5. 自己免疫性疾患における細胞内シグナル伝

達の研究 

6. 自己免疫疾患特異的 iPS細胞研究 

7. 呼吸器疾患動物モデルにおけるプレニル化

の病態への関与の解明  

8. ステロイド性骨粗しょう症の骨強度の解析  

9. 自己免疫疾患のバイオマーカーの検討 

３．診 療 

 専門別外来については、当科よりアレルギー・

リウマチ内科外来、総合内科外来にスタッフが参

加している。 

 現在、病床数は２５～３０である。研修医、指

導医が入院患者の診療を担当している。毎週月曜

日の午後にチャートラウンド、火曜日の午後に回

診が行われている。また、教室全体のクリニカル

カンファランス、専門グループ（リウマチ膠原病

グループ、呼吸器グループ、腎グループなど）に

よるカンファランスにより診療方針を決定するな

ど、万全を期している。入院患者で多い疾患は、

血管炎症候群、全身性エリテマトーデス、強皮症、

多発性筋炎・皮膚筋炎、関節リウマチ等の膠原病・

リウマチ性疾患、薬剤・食物アレルギー、気管支

喘息などのアレルギー疾患である。生物学的製剤

を用いた関節リウマチ治療も積極的に行っている。 
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沿革と組織の概要 

生体防御感染症学（感染症内科）は診療科再編

に伴い 1998年に発足した。その構成員は、教授 1

（感染制御学兼任）、准教授 1、助教２である。感

染制御学と密接な関係にあり、感染制御部教員も

当科の診療、教育の一部を分担している。これら

常勤職員に加え、非常勤医員、大学院生が在籍し

ている。外来は、内科の感染症（HIV感染症など）

を担当し、他の内科診療科とともに、総合内科外

来を分担している、病院各科からの感染症に関す

る問合せも多い。研究室は、第一研究棟、クリニ

カルリサーチセンターＡ棟および中央診療東棟に

ある。 

 

診療 

外来診療部門では、月曜日から金曜日まで毎日

午前に感染症専門外来を行っている。曜日によっ

ては、午後にも感染症内科専門外来を行なってい

る。また他の内科診療科とともに総合内科外来を

分担している。入院診療部門では、当科の入院患

者とともに他科からのコンサルテーションが多数

あり、併診患者が多いのが特徴である。東京大学

医学部附属病院は、エイズ拠点病院になっており、

わが国におけるエイズ診療において重責を担って

いる。 

感染症内科入院症例は、HIV感染症、ウイルス

性慢性肝炎、肺外結核症などの慢性感染症から、

肺炎などの急性感染症まできわめて多岐にわたっ

ている。不明熱を呈した患者が精査のため当科に

入院することもあるため、悪性リンパ腫などの血

液疾患、膠原病などの症例もしばしば経験してい

る。 

行事としては、毎週火曜日の午後に、感染症内

科専門カンファランスを実施し、引き続いて科長

回診を行っている。本専門カンファランスでは、

教員はもちろんのこと若手医局員、研修医まで科

学的な見地から、和気あいあいとした雰囲気の中

で、自由闊達に討論がなされている。また専門研

修医には、定期的な抄読会や症例検討会での発表

を行うことで、より深く学べるよう教育的な視点

に配慮している。診療の基本的方針として、1 人

1 人の患者について、疾患に関する病態生理の理

解を行い、それに関連する事柄については、最新

の基礎的および臨床的知見を取り入れると同時に、

合理的で適切な診断プロセス、医療の費用効果や

患者の利益を最大限配慮し、検査および治療の具

体的適用について徹底的に検討を加え、現時点に

おいて最良と考えられる医療を目指している。 
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また感染症は多くの臓器に関係し、かつ内科、

外科を問わず、すべての科にまたがった分野であ

ることから、他の多くの診療科から感染症の診療、

治療に関する問い合わせが多く、他の診療科のコ

ンサルテーションにも積極的に応じている。コン

サルテーションの件数は着実に増加しており、現

在は年間１０００件以上の相談があり、他の診療

科と共に継続して診療にあたっている。 

 

教育 

卒前教育では、M2 の内科系統講義の感染症を

担当し、他の内科系教室と分担してM2の臨床診

断学を担当している。M3、M4の教育では、BSL、

クリニカル・クラークシップおよび臨床統合講義

を分担している。 

BSLは、入院症例を中心とした病歴聴取から身

体診察、診断・治療計画を立案するまでの臨床の

基本的トレーニングを行うとともに感染症治療の

基本を指導している。さらに、専門カンファラン

スヘの参加によって、臨床の実態を体験させると

同時に、科学的に病態を把握するための基本的考

え方の習得を重視した教育を行っている。また、

学生一人一人に症例に即した課題を課しており、

カンファランスの席でプレゼンテーションをして

もらっている。課題は初期研修医・後期研修医の

教育にもなるように配慮されている。 

クリニカル・クラークシップでは、BSLよりも

より学生に診療チームの一員として参加してもら

い、実際の診療を経験してもらっている。実習期

間中は受け持った症例に関連したテーマをまとめ

て発表する機会を設けている。また、クリニカル・

クラークシップ中には、虎の門病院および聖路加

国際病院感染症科での実習に参加し、大学病院と

は異なる幅広い感染症を学習、経験していただい

ている。 

エレクティブ・クリニカル・クラークシップで

はこれに加え、感染症の原因になっている微生物

の同定過程を経験して頂く。 

卒後教育としては、1年目および 2年目の研修

医を 2-3ケ月ごとに数名ずつ受け入れ、受持症例

を通した助教による直接指導を行っている。担当

患者の診察およびカンファでのプレゼンテーショ

ンを日々行い、患者を詳細に診察することを学ぶ。

そして、診断、治療計画を立案し患者を適切に治

療できるよう内科医としての基本的な考え方と技

術の修得が可能になるように配慮している。各研

修医には主として受持ち症例に関連した感染症に

関連した最新の論文を提供し、より深い感染症診

療を学んでもらっている。また、各研修医ができ

るだけ多く学会や論文発表を行えるよう奨励･指

導している。これらの指導の結果、感染症内科を

はじめとする指導方針は、研修医をはじめとして、

内科の中でも高い評価を得ている。 

 

研究 

HIV感染症、肝炎ウイルス感染症、日和見感染

症、宿主の免疫反応を主な研究対象とし、病原微

生物に対する生体防御機構の解析などを中心に研

究を行っている。それらの成果を踏まえ、ウイル

ス感染症に対する新たな予防・治療・発症抑制法

の開発も行っている。 

1) ウイルス肝炎の治療・予防に関する研究 

2) HIV感染症の臨床的研究 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる発癌機構及びその抑

制に関する研究 

4) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝外病変発生機構と

その抑制に関する研究 

5) Ｂ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制に関する研究 

6) Ｂ型肝炎ウイルスの遺伝子変異と病態との関

連についての解析 

7) インフルエンザ感染症の病態解析 

8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 
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10)  Clostridium difficile感染症の病態解明 

11) HIV・HBV重複感染症及びHIV・HCV重複

感染症に関する研究 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科内科学専攻生体

防御腫瘍内科学講座ストレス防御・心身医学は、

病院では内科の一部門の心療内科として診療に当

たっている。平成 29 年度末現在のメンバーは、

准教授 1、非常勤講師 5、特任講師（病院）1、助

教 1、特任臨床医 2、専門研修医１、届出診療医 2、

届出研究医 2、登録研究医 2、登録研究員 1、大学

院生 9、客員研究員 2である。 

平成13年10月の入院棟Aのオープンに合わせ

て、全ての診療活動を本郷で行うようになり、平

成 14年 3月末の分院からの引越し終了によって、

医局、研究室なども病院地区に移転となった。平

成 29 年度末現在、外来は 2 階に、病棟の固有床

が入院棟 A14階北に、医局および研究室は中央棟

北 11階にある。 

 

診 療 

近年、心身症、摂食障害などの、内科系外来を

訪れるストレス関連疾患の増大に伴い、心療内科

へのニーズは高まっており、外来は常に予約待ち

の状況である。 

特に外来初診においては、患者一人に最低でも

1 時間程度の時間をかけて診断・治療を実施した

いと考えているため、新患外来は最大で 1日 2～3

人で、基本的に紹介予約制としている。また、一

般初診枠に加え、摂食障害初診枠を設け、それぞ

れ地域医療連携枠としても対応している他、平成

17年度より院内医師紹介枠も設けている。 

平成 29年度の外来初診患者は 227名、延べ数

は 4,541 名、入院患者は 51 名、延べ数は 1,547

名であった。入院患者は、男性 1 名、女性 50 名

と女性が 9割以上を占め、主診断名の内訳は、摂

食障害 49名、気分障害 2名と、9割以上が摂食

障害患者であった。特に、当科では, 社会的なニ

ーズは高いものの治療施設が少ない摂食障害の診

療に力をいれている。初診患者でも 3～4 割が摂

食障害患者であり、本邦における摂食障害治療の

拠点となることを目指している。 

また、それ以外にも、血液内科無菌病棟（骨髄

移植治療）とのリエゾン活動を行い、入院患者全

般へのコンサルテーション活動は別途予約枠を設

けて対応している。さらには、緩和ケアチームへ

の参加や、糖尿病代謝内科における肥満症治療へ

の参加など、他科とのチーム医療を積極的に行っ

ている。 
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教 育 

卒前教育においては、M2 の内科系統講義、症

候学、M3 のクリニカルクラークシップとアドバ

ンスドクリニカルクラークシップ、M4 の臨床統

合講義を実施している。 

臨床講義では、全 6回で、心身医学総論、筋骨

格系及び消化器系心身症、摂食障害、心身医学的

治療法、糖尿病と行動変容、循環器系及び呼吸器

系心身症について講義した。 

臨床統合講義では、サイコオンコロジー（M3）

と、特にプライマリケアの現場で遭遇する可能性

が高く、内科的身体合併症がみられることが多い

摂食障害について（M4）、実際の患者ケースを交

えながら講義した。 

ベッドサイドでは、まず心療内科的面接法につ

いての模擬面接、患者さんの協力を得ての実地研

修を行い、さらには回診前のプレミーティングや

クルズスで摂食障害を中心にした各種病態の理解

を深め、そして、心理テスト、自律訓練法、箱庭

療法などは自分を題材にして体験学習するととも

に、臨床倫理的思考を身につけるためのケース学

習を行うなど、医師としての治療的自我の育成を

目指した。 

 

研 究 

現在の研究状況としては、自律神経機能の非侵

襲的評価法、ヒトの時系列生体情報の測定を行う

Ecological Momentary Assessment（EMA）など

の方法論の発達によって、様々なストレス関連疾

患の発症や維持における身体・心理・行動面の相

互関係を明らかにするためのより基礎的研究を積

極的に進めつつある。また、研究対象を従来の心

身症、生活習慣病、摂食障害などから、さらに癌

患者の疼痛コントロールなどにも広げてきている。

また、EMA の方法論によって得られた時系列デ

ータを扱うために、従来医学分野では用いられる

ことが少なかった洗練された解析手法を用いて行

っている。 

現在、当教室で取り組んでいる研究を、その方

法論別にまとめておく。 

EMA を中心にした行動科学的手法：緊張型頭

痛を対象とした EMAによる病態評価。摂食障害

を対象とした再摂食期の自律神経活動、日常生活

下における食行動・排出行為と体動パターンの

EMAによる検討。糖尿病患者を対象とした EMA

を利用した治療介入。緩和ケアを受けている患者

を対象とした日常生活下における癌性疼痛による

活動量への影響・心理社会的因子との関連の検討。 

神経内分泌・神経免疫学的手法：神経性食欲不

振症患者における再摂食期のエネルギー代謝の多

面的評価、治療前後での各種摂食関連物質の変動

の検討、骨代謝と関連マーカーの検討、治療効果

を評価可能なバイオマーカーの探索。 

サイコオンコロジー：癌患者における抑うつ症

状の評価のための新しい質問紙の開発についての

共同研究。 
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沿革と組織の概要 

1949年（昭和 24年）に院内措置として発足し

た輸血部は、1966年（昭和 41年）に予算措置が

なされ、正式に認可された。1984年（昭和 59年）

に遠山博先生が初代教授に就任され、その後、

1997 年（平成 9 年）に、東京大学医学部の大学

院大学発足に際して、内科学専攻輸血医学講座と

なった。遠山博元教授の「輸血学」出版（現在は

第 3版）に引き続き、大河内一雄先生による輸血

後肝炎の原因としての B 型肝炎ウィルス（HBs

抗原）の発見、十字猛夫元教授による移植片対宿

主病（Graft-versus Host Disease, GVHD）の発

症機序の解明、また柴田洋一元教授による血小板

抗原・抗体検査法の開発と新しい血小板型の発見

など、輸血医学の分野への貢献は非常に大きい。

現在の輸血部の構成は次のとおりである。医師 6

名（内常勤 4名、非常勤 2名）、臨床検査技師 10

名、看護師 2-3 名（材料部と兼任）、事務員 1 名

（医事課）である。 

 

診療 

輸血部の主な業務は輸血用血液の管理、検査及

び供給である。当院では、全ての輸血用血液（ア

ルブミン製剤を含む）は輸血部で管理されており、

適正かつ安全な輸血療法の実施について院内での

指導も行っている。輸血関連検査、移植関連検査、

感染症検査を実施し、輸血副作用が認められた場

合の対応（検体保管・関連検査）も行っている。

また、これまでも自己血輸血を積極的に実施して

きたが、髙橋孝喜前教授により 2006年 1月より

全国に先駆けて自己血外来を設置し、自己血輸血

の普及に努めている。自己血外来では、患者の診

察を行い、採血スケジュールを決定し、同意書を

作成して採血を実施している。採血した自己血の

管理・供給も従来通り適切に行っている。また、

当院で盛んに実施している自己血輸血に関して、

自己血の保存方法の改良のための研究や自己血に

伴う副作用などを防止するための保存前白血球除

去について、特にサイトカイン･ケモカインや活性

脂質に注目して研究を進めている。さらに、末梢

血幹細胞の採取・保存も関連診療科と連繋しなが

ら積極的に行っている。 

I. 輸血用血液（血液製剤）の管理供給 

II. 輸血関連検査 

1) 血液型検査、交差適合試験、不規則抗体同定検

査； 

2) 赤血球抗体、白血球抗体（HLA 抗体、顆粒球

抗体）及び血小板抗体； 

3) 感染症検査（A 型肝炎、B 型肝炎、C 型肝炎、

HIV、HTLVなど） 

4) 造血幹細胞移植及び臓器移植のためのHLA検

査（血清学及び DNA タイピング）； 
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III. 臨床 

1) 自己血採血・保存・管理・供給； 

2) 末梢血幹細胞の採取及び保存； 

 

教育 

医学部学生（6 年生）に対して輸血医学の実習

を行っている。学生は 1グループ 6名、18グルー

プに分かれて、5 日間の実習を受ける。実習内容

は以下のとおりである。 

1) 輸血部を見学し、当院の輸血用血液（血液製剤）

の管理・検査・供給システムを理解する。 

2) 輸血および移植（造血幹細胞および臓器）にお

ける血液型（赤血球型、白血球型、血小板型）

の重要性について学ぶ。 

3) 血液型検査及び適合検査の実施方法について

学ぶ。 

4) 輸血における不規則抗体の重要性及びその同

定検査を学ぶ。 

5) 輸血副作用の発症機序、予防及び治療方法につ

いて学ぶ。 

6) 輸血感染症防止対策としてのNAT検査および

遡及調査について学習する。 

7) 輸血関連同意書の取得方法について、ロール・

プレーイング形式で学習する。 

8) 自己血輸血の適応及び実施方法について学ぶ。 

9) 末梢血幹細胞の採取・保存方法及び適応につい

て学ぶ。 

10) 輸血に関する法律、血液製剤の使用指針、輸

血療法の実施に関する指針などについて把握す

る。 

11) 日本赤十字社血液センターを見学し、日本の

献血制度、輸血用血液（血液製剤）の種類及び

適応について学ぶ。 

 

研究 

当輸血部では、輸血の際に重要な血液型（赤血

球型、白血球型、血小板型）の研究を初め、輸血

副作用、移植免疫、免疫療法、造血幹細胞などに

ついて研究を行っている。血液型に関しては、血

清学的及び遺伝子学的な研究を行っている。造血

幹細胞移植や臓器移植の際に重要なHLA（白血球

型）検査は、十字猛夫元教授によって国内で積極

的に実施されるようになり、現在でも DNA タイ

ピングが導入されるなど、研究が進められている。

また血小板型の検査法として本邦で広く利用され

ているmixed-passive hemagglutination（MPHA）

法は、柴田洋一元教授によって開発され、その研

究は血小板型に限らず、顆粒球型、内皮細胞型の

検査法としても検討が行われている。また、移植

免疫を初め、癌の免疫療法など、免疫学的な研究

も実施している。移植に関連しては、造血幹細胞

の増殖・分化に関する研究も行っている。また、

医療材料の開発に関する研究も行っている。さら

に、貯血式自己血輸血患者における循環動態の把

握を通じた有害事象関連リスク因子の研究も開始

している。 

主な研究テーマは下記のとおりである。 

1. 血小板抗原・抗体検査とその臨床的意義に関す

る研究； 

2. 血小板減少性紫斑病（輸血後、新生児）の診断、

予防、治療に関する研究； 

3. 自己血の保存方法、臨床応用に関する研究； 

4. 自己血の保存前白血球除去と輸血副作用に関

する研究； 

5. 新たな血小板クロスマッチ法の開発に関する

研究； 

6. 血小板型及び白血球型（HLA 及び顆粒球型）

のDNAタイピング； 

7. 新たな血小板機能評価システムの開発に関す

る研究； 

8. 造血幹細胞の増殖・分化に関する研究； 

9. 輸血関連急性肺障害、輸血関連循環負荷に関す

る研究； 

10. 貯血式自己血輸血患者の有害事象関連リスク
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因子に関する研究； 

11. 従来の凝固検査と精密凝固検査機器

（Thromboelastogram test）との相関性に関す

る研究。 
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生殖内分泌学・生殖腫瘍学・周産期医学・

分子細胞生殖医学 
 

 

 

はじめに 

産科婦人科学講座は生殖・発達・加齢医学専

攻に属し、生殖内分泌学、生殖腫瘍学、周産期医

学および分子細胞生殖医学の 4つの専攻分野に分

かれている。前三者は各々産科婦人科学の主要 3

臨床部門である生殖内分泌医学、腫瘍医学、周産

期医学に対応し、分子細胞生殖医学は主として基

礎的領域を取り扱う専攻分野として設置された。

また、附属病院の診療科としては、女性診療科・

産科、女性外科を担当しており、また診療部とし

ての周産母子診療部（平成 23 年 4 月より総合周

産期母子医療センター）を運営している。現在の

構成員は、教授：藤井知行（周産期医学、女性診

療科・産科科長、総合周産期母子医療センター

長）、大須賀穣（生殖内分泌医学、女性外科科長）、

准教授：織田克利、平池修、甲賀かをり、永松健、

講師：廣田泰、平田哲也、原田美由紀、松本陽子、

入山高行、助教 18 名、医員 10 名、専門研修医

13 名、大学院生 46 名、留学者 3 名、出張者約

100 名である（平成 30 年 7 月現在）。外来は外

来診療棟 1階、病棟はＡ病棟 3階南・B病棟 6階、

周産母子診療部は中央診療棟 2の 3階、医局およ

び研究室はCRC-A棟６階、および旧中央診療棟 6

階に位置する。以下に当教室の教育、研究、診療

の現状について述べる。 

 

教 育 

卒前教育では、系統講義（M2）、臨床講義（M3、

M4）、ベッドサイド教育（M3、M4）を担当して

いる。講義では、産科学・婦人科学の学問的基礎

から臨床の最前線まで取り上げている。ベッドサ

イド教育では、M3は都内の連携病院で 2週間過

ごし、非常勤講師の指導の下、分娩や手術、外来

等臨床の現場に直接触れる機会を設けている。ま

た M4 では、医学部附属病院にて病棟臨床実習、

外来実習を行い、産婦人科を理論的に学び、また

先端的医療に触れる機会としている。 

卒後教育においては、新臨床研修制度に対応し

た教育システムを構築した。スーパーローテート

では初期研修の 2 年目に産婦人科を研修するが、

周産期（妊娠・分娩管理）、生殖（不妊・内視鏡手

術・内分泌）、腫瘍（悪性腫瘍）に分かれて、上級

医の指導の下実地臨床の研修を行っている。 

選択科目で産婦人科を長期に研修する場合は、

周産期・生殖・腫瘍勤務をすべて回り、帝王切開

の執刀等より高度な医療を実践する機会を設け、

また症例報告の学会発表も指導している。 

平成 21 年度から始まった産婦人科重点コース

では 1年目から産婦人科をローテーションし、帝

王切開や内視鏡下手術の執刀、NICU研修、地域

病院産婦人科研修等実地臨床の実践の機会をふん

だんに設け、また学会発表も指導している。 

専門研修においては、全員が産婦人科専門医を

取得できるよう、医学部附属病院と連携病院で有

機的に連携し、臨床経験が積めるようプログラム

を組んでいる。 

また、臨床を行っていく中で研究に興味を持つ

者に対しては大学院コースを用意している。なお、

大学院教育では、研究的視点を持った臨床医を育

成すること、臨床的視点を持った研究指導者を育
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成することを目標としている。そのため対象は基

本的臨床研修が終了した者のみとしている。教室

内外の研究室で、産婦人科臨床と関連のある研究

プロジェクトに従事し、成果を臨床に還元すべく

努力している。 

 

研 究 

当教室では以下のような研究グループを形成

し、臨床的・基礎的研究活動を行っている。最近

の主な業績は後に示すが、臨床教室として極めて

高い研究 activityを持っている。その理由は全教

室員にチューター的な研究指導教官を割り当て、

責任を持って研究面の指導を行っているためであ

る。 

① 生殖内分泌領域 

② 周産期領域 

③ 悪性腫瘍・感染症領域 

④ 女性のプライマリケア領域 

 

診 療 

病院の診療体制は、女性診療科・産科と女性

外科で行っている。 

(1) 外来診療 

月曜日から金曜日まで一般外来の他、妊婦外来、

不妊外来、腫瘍外来、腫瘍検診外来、腫瘍遺伝外

来、腫瘍ヘルスケア外来、不育症外来、遺伝外来、

ヘルスケア外来、女性アスリート外来、子宮内膜

症外来、子宮腺筋症外来、着床外来、超音波外来

等の専門外来を開設している。年間外来患者数は、

女性診療科・産科が延べ 35000名超（うち新来患

者 2500名超）、女性外科が延べ約 9000名（うち

新来患者約 500 名）である。診療は、専門医 59

名、医員/専門研修医約 15名が当たっている。 

(2) 入院診療 

現在、実病床数は 71床で、このうち 40床を主

として婦人科疾患患者（女性外科）、31 床を妊婦

及び褥婦（女性診療科・産科）に充てている。 

分娩数は近年増加傾向であり、平成 29 年は

1184 件（22週以降）となっている。平成 23年度

より総合周産期母子医療センターに指定され、都

中央ブロックを中心に母体搬送を多数受け入れて

いる。当院は医師数、特に専門医数が非常に多い

こと、手術室・ICU・NICU・輸血部等のバック

アップ体制がしっかりしていることから分娩の安

全性が非常に高いのが特徴である。平成 30 年か

らは周産期病棟の拡張工事が開始している。産

科・NICU の増床が平成 31 年には終了し、都内

屈指の規模を誇る総合周産期母子医療センターと

なる。 

また、腹腔鏡下手術は週 10 件程度コンスタン

トに施行している。子宮体癌に対する腹腔鏡下子

宮全摘術や子宮脱に対する腹腔鏡下仙骨腟固定術、

子宮腺筋症に対する核出術など、先進的医療も積

極的に行っている。採卵周期での体外受精・胚移

植は年間約 70 件、凍結融解胚移植は年間約 200

件行っており、これらの治療により年間約 60 人

の児が出生した。 

悪性腫瘍に対しては、子宮頸癌、子宮体癌、卵

巣癌、子宮肉腫、外陰癌、腟癌、絨毛性疾患に対

し、手術療法、化学療法、放射線療法を組み合わ

せて集学的に治療している。広汎子宮頸部全摘出

術や子宮体癌に対するホルモン療法といった妊孕

性温存治療、また腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術にも

積極的に取り組んでいる。患者数はこの 5年間増

加傾向であり、平成 27年は約 400人に対し治療

を行った。 

手術日は月・火・木・金曜日である。毎週水曜

日には総回診が行われ、教授・准教授を中心に症

例の方針について検討している。小児科・小児外

科との合同の周産期ミーティング、放射線科との

合同ミーティング、病理部との CPC が毎月開か

れ、診療の連携に努めている。 
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おわりに 

産科婦人科領域を取り巻く状況は、社会情勢の

変化に伴って大きく変貌しつつある。不妊症治療

においては、体外受精・胚移植法、顕微授精、凍

結融解胚移植が中核的治療法として確立したとい

えるが、成功率の向上と、一方で多胎妊娠の減少

などの課題を克服していく必要がある。外科的手

術を低侵襲化する手段としての内視鏡下手術は、

普及の一途をたどっているといえ、需要もさらに

多くなってきているが、一方で安全性の追求及び

教育システムの確立などが今後の課題となってい

る。少産社会では周産期領域のより一層の充実が

不可欠である。高齢化社会における婦人の健康管

理に婦人科医の果たす役割は増大していく。この

ような様々な要請に応えるべく、柔軟な体制で一

層の努力を継続して行きたいと考えている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部小児科学教室は本年で設立 122

年目を迎え、わが国で最も長い小児科学教室の歴

史を有する。江戸時代のわが国ではすでに各地に

小児科医が活動していたが、明治 21 年に弘田長

（ひろたつかさ）先生が本学（前身の帝国大学医

学部）にわが国初の小児科学教室を設立し、その

初代教授に就任された。以来当教室は指導的な小

児科医を多数輩出し、わが国の小児科臨床、小児

保健、小児医学研究、小児医学教育のすべての面

において多大の貢献を果たしてきた。 

現在の小児科学教室のスタッフは教授１、准教

授３、講師５、助教１５、特任助教３、特任臨床

医２、病院診療医２、後期研修医１４、大学院生

から構成される。近年 10 名／年以上の新たな小

児科医が後期（専門）研修医として当科に加わっ

ているが、平成 27 年度には 9 名の後期（専門）

研修医が入局した。 

診 療 

新外来棟 2階南に小児科外来と小児外科外来が

あり、現在両科は小児心理部門と一緒に外来診療

を行っている。午前中は一般外来と専門外来、午

後は専門外来が主体の外来である。平均外来患者

数は 1日に約 70名、救急外来の平均患者数は 10

～15名である。小児科外来は助教以上のすべての

常勤小児科医が担当する。さらに、院外から数名

の届け出診療医が主に月数回専門外来を担当して

いる。 

小児病棟は 2008年 7月より増床され小児用病

床は 100床となり、小児総合医療施設と名乗るこ

とが可能となった。入院 A棟の 2階北と南に小児

用の一般床が、2階南に Pediatric Intensive Care 

Unit（PICU）が 6 床、3 階南には Neonatal 

Intensive Care Unit（NICU）が 9床、Growing 

Care Unit（GCU）が 15床存在する。 

PICU は国立大学病院としてはわが国初の治療
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ユニットである。PICU には小児の重症患者が入

院するが、その半数以上が心臓外科の先天性心疾

患の術後患者である。 

小児科への新規の入院患者数は年間約800名で、

先天性心疾患患者と血液・悪性腫瘍患者、

NICU/GCU への新生児患者が約 200名、神経・

筋疾患が約 150名を占める。その他、感染症、免

疫・アレルギー疾患、腎疾患、内分泌代謝疾患が

主な入院患者である。小児医療センターとなって

から小児科入院患者数は増加し 60 - 70名となり、

病床稼働率は 90%以上を占める。准教授、講師、

助教、医員、専門（後期）研修医の 5-10 名から

構成される 5 つの臨床班（〔1〕血液・悪性腫瘍、

〔2〕神経、〔3〕腎・内分泌・免疫・一般、〔4〕

循環器、〔5〕新生児）が分担して入院患者を担当

する。後期研修医は 5 つの診療グループを 1～3

ヶ月単位でローテーションし研修を受ける。 

月曜、木曜の午前 8時から教室員全員が入院 A

棟のカンファランスルームに集合し、新規入院患

者と重症患者について討議する（モーニングカン

ファランス）。火曜日午後１時からは全入院患者に

ついて経過や治療方針について討議する（チャー

トラウンド）。終了後、教授、准教授、講師による

患者回診が行われる。木曜日午後 5 時 00 分から

は症例検討会や研究報告会が行われる。 

平成 14年 9月から入院 A棟に小児病棟が設立

されてから、当科の小児科医は当院の小児外科医、

産婦人科医、心臓外科医と一緒に診療している。

科の間を結びつけるパイプは現在極めて太くなっ

ており、極めて良好なコミュニュケーションと協

力・信頼関係を保つことが出来ている。 

小児病棟に入院中の学童・生徒の多くは院内学

級である「こだま学級」に通学している。入院中

であっても教育を受ける権利が患児に確保されて

いることは、患児と親御さんの両方にとって極め

て有用である。また、病院全体のボランティア組

織「にこにこボランティア」に所属するボランテ

ィアによる患児と親御さんへの訪問活動も子供達

にとって大変楽しみな行事となっている。特に、

医療関係者以外の人との交流は患児にとっては安

らぎを与えるだけでなく、社会性を身につけさせ

る上でも有用である。親御さんにとっても安らぎ

を与えると共に、親御さんに私的な行動を保障す

る重要な時間を生み出している。平成 18 年 4 月

からは小児病棟に長年の念願であった病棟保育士

2 名が導入され乳幼児と付き添いの精神的ケアに

大きな力を発揮している。 

 

教 育 

M2 学生には小児科系統講義を行う。学外の非

常勤講師の協力を得て、専門性の高い講義を行っ

ている。M3学生は 2 週間の病棟実習（M3 クリ

ニカルクラークシップ）を行う。実習期間中に学

生は各臨床班に配属となり 1名の入院患者を担当

し、病歴聴取、診察、入院診療録の記載、心臓カ

テーテル検査を含めた種々の検査の見学などを行

う。また、学生は心身障害児総合医療センターへ

訪問し実習する。小児病棟での実習中に、小児神

経学、腎臓病学、輸液、内分泌学、新生児学、血

液・腫瘍学などのクルズスを行う。M3 エレクテ

ィブクラークシップ毎年 5-6名の希望者に対して

行なっている。１か月単位で病棟に配属され、2

週間の病棟実習では経験できない専門性の高い実

習を体験できるようになっている。M4 クラーク

シップでは、M4学生には外来実習を5日間行う。

外来実習の 2日目、3日目には現在外来小児科学

会で活躍中の 4名の開業小児科医と外来患者数の

多い 5カ所の公的病院と 5つのクリニックに学生

が訪問し、それらの施設の外来にて学生は外来実

習を受ける。大学病院小児科外来で小児の

common diseaseを経験することは現在難しい状

況にある。外部病院と診療所における外来実習で

学生は小児の common diseaseを経験し、さらに

乳児健診や保育園検診を通じて健康小児に接する
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ことができる。なお、東京大学医学部における臨

床実習において開業されている先生方が非常勤講

師となって外来実習を担当しているのは小児科だ

けである。このような実習に対する医学部学生か

らの評判は極めて良好である。 

 

研 究 

血液・悪性腫瘍グループは、小児悪性腫瘍の分

子病態を解明するために、次世代シークエンサー

およびアレイ解析を用いて、急性 T 細胞性リンパ

性白血病、膵芽腫、神経芽腫におけるターゲット

キャプチャーシーケンス、トランスクリプトーム

解析、網羅的メチル化解析を行った。その結果、

急性T 細胞性リンパ性白血病において新規の重複

する SPI1 関連融合遺伝子を約 4%の例に見出し

た。この融合遺伝子を有する例は非常に悪性度が

高いことが判明した。また膵芽腫の 100%にWNT

シグナル系の異常を見出し、高頻度に 11 番染色

体の片親ダイソミーを見出した。神経芽腫の大規

模検体の解析では、遺伝学的に異なる 6つのサブ

グループを見出し、臨床的因子、予後と関連する

ことを明らかにした。 

腎臓グループは様々な小児腎疾患に対して次世

代シークエンサーを用いた遺伝子診断と、それを

元にした病態の解明を目指している。蛋白尿の分

子メカニズムとして糸球体性の蛋白尿（ネフロー

ゼ症候群）の原因遺伝子の機能解析を行っている。

また糸球体で濾過された蛋白が尿細管で再吸収さ

れるメカニズムの解析を行い、貧血と尿細管性蛋

白尿を呈する Imerslund-Grasbeck症候群の分子

機序を明らかにした。 

内分泌グループは、小児内分泌・骨代謝疾患に

おいて、原因遺伝子解析および発症機序の分子生

物学的解析を行っている。以前当研究室で同定し

た希少先天性難治性疾患の原因遺伝子についての

研究では、その機能をみるために、モデル動物の

作成や iPS 細胞を用いた研究を行っている。また、

遺伝性くる病の原因遺伝子と発症機序の解析を行

い、常染色体優性低リン血症性くる病の世界初と

なる変異による発症機序や、ビタミン D 依存性く

る病の遺伝子変異の研究を行っている。 

循環器グループは先天性心疾患の網羅的遺伝子

解析のための遺伝子ライブラリーの作成やモデル

マウスを用いた川崎病の治療法開発のための研究

を行っている。 

神経グループは、後天性脳障害の最大の原因で

ある急性脳症の病態の研究や、頻度の高い先天異

常である結節性硬化症、周産期脳障害の中で治療

が検討されている先天性サイトメガロウイルス感

染症の研究を行っている。 

新生児グループはDOHaD研究の一環として臍

帯血・新生児末梢血の網羅的 DNA メチル化解析

を行っている。また新生児免疫応答への腸管マイ

クロバイオームの影響や自己免疫疾患母体から出

生した児の免疫応答も解析中である。一方、教育

学部と共同で近赤外光分析を用いた脳機能解析を

行い、発達と相関する新たなパラメーターを発見

し報告した。その他にも他大学と共同で行ったビ

オチン添加ミルクの単盲検臨床試験や周産期各種

疾患における新生児のサイトカインプロファイリ

ングの結果などを報告している。 
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沿革と組織の概要 

小児外科は、1951 年（昭和 26 年）に第二外科

学講座の小児診療チームとして発足した。その後、

1961 年（昭和 36 年）当時の第二外科木本誠二教

授の指導で、石田正統講師をチーフとして小児外

科の研究班が結成され、横隔膜ヘルニアの発生学

の研究に心血がそそがれた。 

1971 年（昭和 46 年）には、国立大学では初め

て診療科として小児外科が認可された。 

1973 年（昭和 49 年）には、当時の石田正統教

授のもとで中央診療部門として小児術後集中治療

部が新設され、小児外科患児を専門に収容できる

病棟が完成した。斉藤純夫助教授が小児外科診療

科長に就任され、第二外科から独立した。 

1983 年（昭和 58 年）には斉藤純夫先生が小児

外科専任教授となられた。胆道閉鎖症の術式、術

後管理などの臨床研究が精力的に行われた。 

1985 年（昭和 60 年）より中條俊夫先生が教授

に就任され、臍帯ヘルニアの腹壁閉鎖法や胆道閉

鎖症の逆流防止弁など、オリジナルな小児外科の

術式を開発された。これらの術式は、中條法とし

て現在も日本の小児外科医に受け継がれている。 

1989 年（平成元年）には、九州大学に引き続き、

国立大学では 2 番目の小児外科学講座として文部

省に認可された。 

1991 年（平成３年）より土田嘉昭先生が教授に

就任され、神経芽腫、悪性胚細胞腫瘍を中心とし

た悪性腫瘍の研究・臨床に携られ、高い評価の論

文を発表された。 

1995 年（平成７年）東京大学の大学院重点化に

伴い、小児外科学教室は生殖・発達・加齢医学専

攻 小児医学講座 小児外科学分野として再編さ

れた。 

1996 年（平成 8 年）より橋都浩平先生が教授

に就任され、第二外科の幕内教授らとともに、小

児の生体肝移植手術を開始された。 

2006 年（平成 18 年）8 月より岩中督教授が第

6 代教授として着任し、小児内視鏡手術に関する

臨床、研究を精力的に行い、2015 年 3 月に退官

された。 

現在、准教授１、講師１、助教 4、特任助教 1、

病院診療医 1、大学院生 6 名で教室を構成してい

る。また各地の小児外科の拠点とされる関連病院

で、20 名以上の教室員が、臨床の最前線を担って

いる。 
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診 療 

外来診療は月曜から金曜まで、主に助教以上の

スタッフが行っている。現在、外来は小児科と共

通であり、両科で緊密な連携を取りながら診療を

行っている。専門外来として、肝胆道外来、腫瘍

外来、二分脊椎外来を行なっている。最近では、

セカンド・オピニオン外来を開設し、慎重、精緻

な説明をおこない、好評を得ている。 

病棟は、入院 A 棟２階南から新 B 棟 2 階に平

成 30 年 1 月に移転した。引き続き形成外科など

他の外科系小児症例もこの病棟に入院している。

現在の病床数は 16 床で、年間約 400例の入院が

ある。手術症例でもっとも数が多いのは鼠径ヘル

ニアであるが、その他に神経芽腫、ウィルムス腫

瘍などの小児悪性腫瘍、胆道閉鎖症、胆道拡張症

などの胆道疾患、気管狭窄症、肺嚢胞症などの呼

吸器外科疾患、新生児の消化管奇形、水腎症、膀

胱尿管逆流症などの泌尿器科疾患などバラエティ

に富んでいる。 

他施設の小児外科と較べて特記すべき点は、内

視鏡手術（腹腔鏡手術・胸腔鏡手術）に積極的に

取り組んでいることである。保険に収載されてい

ない小児外科疾患に対しても、先進医療への申請

をめざして様々な術式の開発を行なっている。一

方で、重症心身障害児・神経難病疾患患児の外科

的治療にも積極的に取り組み、患児の生活の質

（Quality of Life：QOL）を改善するために内視

鏡手術を駆使し、在宅療養の支援を行なっている。

また、総合周産期母子医療センターとの協力によ

り、出生前診断症例に対しては、出生前治療なら

びに予定分娩による待機手術を行なっており、小

児科（新生児科）との連携も確立している。 

教 育 

学部Ｍ１、Ｍ２の学生に対しては、研究室配属

とフリークオーターでの指導を行なっている。臨

床の現場に積極的に係わるように指導されており、

研究プロジェクトの一部を担当させ、実習の終わ

りに成果発表会を行なっている。また、Ｍ２学生

に対しては様々な小児外科疾患の臨床講義を、Ｍ

４学生には、５日間のＢＳＬで、１回の手術見学、

１回の小児病院見学、５回のクルズスを行ってい

る。その中で、ビデオ、医学教育用モデルなどを

用いて、学生が理解し易いよう、またクルズスに

おいても、問題解決型の教育を行うよう、スタッ

フは鋭意工夫を重ねている。 

初期臨床研修では、外科研修科として臨床研修

医の教育を担当している。基本外科手技・術後管

理、及び小児外科疾患の基本から輸液管理、呼吸、

循環管理について学ぶことのできるプログラムと

なっている。 

 

研 究 

岩中教授赴任後より継続している低侵襲外科

研究は、小児内視鏡外科手術のためのトレーニン

グツールの開発や手術機器の開発、小児疾患疑似

モデルの作成といった手術を安全かつ効率的に行

うための研究にシフトチェンジしてきている。 

また、今年度より生体吸収性医用高分子を用い

た縫合不全防止用の腸管吻合部補強材の開発や生

体吸収性金属を用いたクリップやステープルなど

の外科手術用デバイスの開発を他大学や企業と合

同で開始している。 

そのほかに、炎症性腸疾患患者における腸管内

トリプシン活性の研究、リンパ管腫の細胞生物学

的解析と新規治療法の開発、医療ビッグデータを

用いた解析などのテーマで研究が行われている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は昭和 37 年本邦で初の老年病学教室と

して発足した。医学部附属病院診療科再編成に伴

い、当診療科の呼称を、平成 10 年 4 月、老人科

より「老年病科」に改めた。当教室は、診療部門

としての診療科、および教育部門としての大学院

講座の双方を担当している。 

診療科としての老年病科は内科診療部門に属

している。老年病科は教授 1、准教授 1、講師 1、

助教 6、特任臨床医 1、大学院生 7 名より構成さ

れている。 

大学院講座としての加齢医学講座は、生殖・発

達・加齢医学専攻部門に属している。加齢医学講

座は老年病学分野および老化制御学分野の 2分野

に分かれ、各々臨床医学的、基礎医学的アプロー

チにより加齢医学を究めることを目的としている。 

 

診 療 

老年病科の入院診療は、11階南フロアを中心に

おこなわれている。外来診療は、内科外来フロア

で 3つの診療室（206、207、208）を利用し月曜

日から金曜日まで午前、午後行われている。 

老年病科は、高齢者を主な対象として、多様な

疾患の診療をおこなっている。ADL低下や食欲低

下など、どのような病気がわかりにくく、どこの

診療科へ行けばよいか分からない症状を有する場

合、臓器別の診療では診療先が決定しない患者さ

んはまさに老年病科の対象といえる。特に高齢救

急患者は、原疾患にかかわらず容易に多臓器の障

害に至るので、救急診療において、老年病科の意

義は大きい。また、多くの対象疾患のなかでも、

認知症は主要な対象疾患であり、心理検査や地域

医療連携部との連携をとりいれて、検査、治療か

ら社会資源の活用にまで携わっている。 

高齢者の特徴として、一人の患者さんが多くの

疾患と症状を抱えていることが多い。当科では、

複数の疾患により惹起される老年症候群と呼ばれ

る高齢者に多い症候・症状にも専門的知識を結集

して診療にあたっている。さらには高齢者総合的

機能評価（CGA）を積極的に活用し、高齢者を個

人として包括的に診療することで、「病気を治す」

だけではなく、ADLやQOLを重視し「病人をよ

くする」ことを目標としている。 

そのほか、平成 15 年からは女性医師による女
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性のための女性専用外来（予約制）を開設した。

女性特有の悩みから女性の疾患まですべて対応し

ている。 

 

教 育 

卒前教育では当教室は他の内科学教室と分担

して M2 の臨床診断学実習と系統講義、症候学、

M3 と M4 の臨床統合講義、M3 に対する臨床実

習（クリニカルクラークシップ）を担当しており、

老年医学に関する教育を行っている。系統講義で

は老年医学総論、次いで老化の概念、老化に伴う

身体諸機能の変化（循環器、神経系、骨運動器、

呼吸器）、高齢者薬物療法、病診連携、老年症候群

や総合機能評価について行った。症候学は浮腫を

担当した。臨床統合講義では、物忘れや低栄養な

ど、個々の疾患の枠を超えた、いわゆる老年症候

群について、教育的症例を挙げて講義している。

ベッドサイド教育では CGA や老年症候群の評価

を踏まえた症例検討を行い、さらに担当症例に関

わる最新の知見を学び発表する機会を設けること

より、治療方針を検討するための実践的な能力が

習得できるよう配慮している。卒後教育では、総

合内科研修システムに参加しており、1 ヶ月もし

くは 2ヶ月ごとに内科研修医を 2-3名程度受け入

れて、内科・老年病臨床医としてのトレーニング

を行っているほか、卒後 3年目以降の専門研修医

における研修も積極的に行っている。多彩な疾患

の診断から治療に至る全過程を経験できる科とし

て、近年、研修希望者が増えてきている。 

 

研 究 

当教室の主な研究テーマは以下の通りである。 

1) 心血管組織石灰化の分子機序の解明 

2) 性ホルモンの血管壁細胞に対する作用の分子

生物学的検討 

3) 老化制御の分子機序の解明―血管・神経老化

連関および Sirt1の役割 

4) サルコペニアの発症機序と治療法探索のため

の分子生物学的検討 

5) 高齢者高血圧や高齢者脂質異常症の至適管理

探索のための大規模臨床試験 

6) 後期高齢者におけるメタボリック・シンドロ

ームの影響を検討する臨床研究 

7) 認知症、介護ストレスおよび老年症候群のバ

イオマーカーの探索研究 

8) 薬物療法を初めとする高齢者に対する適切な

医療提供に関する研究 

9) 骨芽細胞および破骨細胞における核内受容体

の発現とその調節 

10) 骨粗鬆症治療薬の作用メカニズムの研究 

11) 骨粗鬆症ならびに変形性関節症の遺伝因子の

解明 

12) 前立腺癌と乳癌のホルモン応答に関わる標的

ネットワークの探索と機能解析 

13) 核内受容体の老化とがんにおける役割の研究 

14) ビタミン K の分子作用機序と老化における

役割 

15) 抗菌ペプチド defensin の新規病態生理学的

意義の探索 

16) アドレノメデュリンと気道過敏性 

17) klotho蛋白、ビタミンD代謝と肺細胞 

18) 睡眠呼吸障害の臨床研究 
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沿革と組織の概要 

1916 年に我が国では日本外科学会にて肺臓外

科の宿題報告が行われたとあり、日本の呼吸器外

科学がこの頃から始まったと考えられる。東京大

学における呼吸器外科学は前身の第二外科教室が

担当された。都築 正男 教授（1917卒）は肺結核

治療を教室の主題とし、1934 年から Coryllos 氏

変法胸成術を行い、1942年には肺結核に対する肺

虚脱療法として胸腔鏡手術をわが国で初めて報告

した。 

既に欧米では第二次大戦前から気管内麻酔によ

る手術が始められたが、日本では当時「平圧開胸

論争」を経て自発呼吸による開胸術が主に行われ

た。安全な気管内挿管・人工呼吸下全身麻酔が肺

切除では必要とされたが、本学では 1950 年に日

本初の気管内麻酔器を作成し臨床に応用した。 

肺結核は抗結核薬の出現のために治療法の主体

は外科から内科に移り、呼吸器外科は肺癌をはじ

めとする悪性腫瘍が対象疾患となっていった。我

が国における肺癌治療は 1920 年代には既に報告

が散見されたが、戦後 10 年を経たころから国内

の肺癌研究が盛んになってきた。教室では 1950

年右肺癌に対する肺全摘が行われた。縦隔腫瘍に

対する手術治療も同年に始まった。さらに 1954

年重症筋無力症（MG）（胸腺腫合併例）に対する

胸腺摘除が胸骨正中切開下に行われた。 

1964 年12月15 日胸部外科学教室が第二外科

学教室から独立し心臓外科学と呼吸器外科学を担

当することとなった。胸部外科学の教授として木

本誠二（1964.12.15～1968. 3.31）、三枝正裕

（1968.4. 1～1981. 3.31）、浅野献一（1981.4. 1

～1986.3.31）、古瀬彰（1986. 4. 1～1997. 3.31）、

高本眞一（1997. 6. 1 - 2009. 3.31）が歴任し、2011

年 4月から中島淳がその任にある。大学院大学へ

の移行に伴い、胸部外科学教室は 1997 年から心

臓外科学と呼吸器外科学に分かれた。呼吸器外科

学は胸部臓器のうち肺・胸膜・縦隔・胸壁疾患に

対する外科学と位置づけられる。 

診療 

東京大学医学部附属病院呼吸器外科において、

呼吸器外科専門医 5名｛中島・佐藤・似鳥・長山・

北野｝が中心となって高度な専門的治療をおこな

っている。特に肺･縦隔悪性腫瘍の治療に最も重点

をおいている。 

原発性肺癌はわが国における癌死の臓器別第一

位を占める疾患である。厚生労働省人口動態統計

によると、2016年の死因統計では、死亡総数 131
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万人のうち悪性新生物による死亡は約 38 万人で

あるが、気管・気管支及び肺の悪性新生物によっ

て 7.4万人が死亡している。肺がんによる死亡数

は最近 60 年間では年々増加している。非小細胞

肺癌に対する外科療法は、当科における最も重要

な課題である。EBM に基づき、さらに院内では

関連各科の参加する呼吸器 cancer board での討

議を経た治療を実践することにより、医学部学

生・大学院生に対する臨床呼吸器外科学の基礎修

練、ならびに卒後研修医ならびに専門医のための

修練医に対する専門教育を行なっている。 

近年の社会構造変化に伴う患者年齢の高齢化、

心血管疾患や閉塞性肺疾患などを合併した患者に

対する安全な肺切除術に対する臨床的研究として、

当科は全国に先駆け、1992年からビデオモニター

による内視鏡下手術（胸腔鏡下手術）を導入した。

現在は、臨床病期 I期非小細胞肺癌に対する当科

の標準術式は胸腔鏡下肺葉切除および肺門縦隔リ

ンパ節廓清となった。2015年からは全肺癌手術の

約 90％以上が完全鏡視下に行われている。胸腔鏡

における低侵襲性、胸部悪性腫瘍に対する治療手

段として用いた場合の術後成績について、従来の

開胸手術と胸腔鏡手術の比較検討を行なっている。 

切除不可能または術後再発非小細胞肺癌に対す

る治療は近年進歩をとげ、化学療法・放射線療法

に加え免疫療法が保険医療として認められた。し

かし現状では非手術療法では根治までには至って

いない。我々は本学免疫細胞治療学と共同でＴ細

胞γδ分画による細胞移入免疫療法の安全性を確

立するための臨床研究を施行し、2012年度から第

３項先進医療技術【先進医療Ｂ】「ゾレドロン酸誘

導γδT 細胞を用いた免疫療法」(非小細胞肺癌)

を引き続き行っている。 

転移性肺腫瘍は他臓器の癌・肉腫の遠隔転移と

位置づけられるが、一定の条件において肺切除の

適応となりうる。当科では多数の肺転移に対する

手術を行ない、生物学的予後、低侵襲手術に関す

る検討を行なっている。 

胸腺腫・胸腺癌をはじめとする胸腺上皮腫瘍は

縦隔腫瘍の中では最も多い疾患である。本疾患は

被包された良性腫瘍から、遠隔転移を示す悪性腫

瘍までさまざまな悪性度を呈することから、様々

な分類がなされてきたが、診断・治療方針を確定

する上でさらに研究が必要であると考えられる。

当科では本疾患に対する200例以上の手術経験を

有している国内でも有数の施設であり、さらに国

内胸腺上皮腫瘍データベースに参加し、全国規模

の解析を行い成果を上げてきた。 

肺移植は薬物その他の保存療法によっては治療

が不可能な、びまん性肺疾患を有する患者に対す

る最終的な治療法であり、全世界では年間 4000

例あまりに行なわれている。一方日本ではドナー

数が少ないこともあり 1999 年脳死法が施行され

てから 2017年末までに 388例の脳死肺移植が行

なわれた。2010年脳死移植法改正施行後はドナー

数が増加し、全国的に肺移植治療の重要性が再認

識されつつある。国内では脳死肺移植を行なう施

設は認定を受ける必要があるが、2014 年 3 月に

脳死肺移植実施施設の認定を受け、肺移植適応患

者の登録を開始した。2015 年 4 月には東京都で

初めての生体肺移植を肺線維症の患者に行い、成

功に導いた。また、2015 年 7 月には脳死ドナー

肺による両側肺移植を肺高血圧症の患者に行い、

患者は順調に回復し退院した。2017年度末までに

13例の肺移植治療（脳死肺移植 10、生体肺移植 3）

を行った。 

 

教育 

5 名の教員および 2 名の非常勤講師によって、

医学部医学科学生に対する系統講義（M2）・統合

臨床講義（M3, M4）・臨床実習（M3）・フリーク

オーター（M1, M2）等の教育を行っている。リ

サーチマインドを医学生のうちから育てるべく、

自主的な研究を積極的に支援し、学術集会での発
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表や論文作成を指導している。同様に大学院生に

対しては上記の研究分野における研究指導を行っ

ている。卒後臨床教育については、東大病院研修

医のうち当科研修を希望して配属されたものは当

科チームの一員として、呼吸器外科学における基

本的な疾患に対する診断・治療法の基礎知識、術

前術後管理・手術手技の習得を通じて、一人前の

臨床医となるための修練に貢献している。呼吸器

外科専門医資格の習得を希望する者に対しては、

研修医修了後をめどに専門的修練を開始する。現

在全科の専門医制度が改まろうとしているが、日

本胸部外科学会・日本呼吸器外科学会合同委員会

の定める呼吸器外科専門医資格取得に必要な手術

経験・呼吸器外科専門知識の習得については、当

科のプログラムにおいて達成することが可能であ

る。 

 

研究 

肺癌・転移性肺腫瘍・胸腺上皮腫瘍などの胸部

悪性腫瘍に対する外科治療学ならびに臨床腫瘍学

については当科単施設または、当科と関連の深い

病院と共同で多施設研究をおこなうとともに、近

年は全国規模の多施設共同研究に参加し、国内に

おける研究成果を海外に発信すべく活動している。

臨床研究に加え、肺癌における発癌機序に関する

研究、バイオマーカーの基礎的研究、新しい診断

法の研究、癌免疫療法の基礎・臨床研究、肺移植・

気管移植の慢性拒絶や移植肺保存に関する研究、

長期使用可能な人工肺開発など幅広い研究を大学

院生とともに研究している。 

1. 胸部悪性腫瘍に対する低侵襲手術の研究 

2. 肺内微少病変の術中部位同定法に関する研究 

3. 肺腺癌の画像所見と悪性度の関連に関する研究 

4. 原発性肺癌の発癌機序に関する基礎研究 

5. 新しい蛍光物質を用いた肺癌診断法に関する

基礎研究 

6. 肺癌に対する免疫療法の基礎研究 

7. 結腸、直腸癌の肺転移に対する外科治療の成績

ならびに予後因子の研究 

8. 気管移植、肺移植における慢性拒絶の研究 

9. 肺移植におけるドナー肺保存の研究 

10.肺移植待機のため長期使用を目指した人工肺

開発 
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沿革と組織の概要 

心臓外科の沿革は木本誠二先生の時代に遡る

ことができる。助教授であった木本先生は、昭和

26年 6月に動脈管開存症に対する結紮術、7月に

は弓部大動脈瘤切除、10月には日本で最初のファ

ロー四徴症に対するブラロック手術を行い、心臓

血管外科の幕を開いた。教授昇任後の昭和 27 年

には、腹部大動脈瘤に対して同種アルコール保存

大動脈移植、昭和 29 年には僧帽弁狭窄に対する

交連切開術を開始された。昭和 30 年 1 月には、

独自に開発した選択的脳灌流冷却法を用いて、米

国に遅れること約 2年、最初の開心術（心房中隔

欠損閉鎖術）に成功し、以後日本の心臓血管外科

の礎を築かれていった。 

昭和 39年 12月 15日、国立大学として最初の

胸部外科学講座の開設が認められ、木本教授が初

代教授となられた。木本教授のもとではペースメ

ーカーや人工心臓に関する研究も盛んに行われ、

日本をリードする多数の人材を輩出した。大学紛

争の混乱の中で就任された第 2代三枝正裕教授は

毅然として医局運営を行い、次々と新たな人工心

肺装置の導入を進め、開心術の安全性を高めてい

かれた。第 3代浅野献一教授は、僧帽弁置換にお

ける後尖組織温存術式を日本で最初に導入し、フ

ァロー四徴症では手術成績を著しく向上させた。 

第 4代古瀬彰教授は、多忙極まる胸部外科の病

棟運営や診療システムの整備を行い、手術成績の

さらなる向上を図られた。当時の東京大学の大学

院重点化に伴い、胸部外科学教室は医学系研究科

外科学専攻・心臓外科と同・呼吸器外科に再編成

された。 

平成9年6月より高本眞一教授が第5代教授（心

臓外科・呼吸器外科兼任）として着任された。診

療グループを成人心疾患、大動脈疾患、先天性心

疾患、肺縦隔疾患に分け、急速な心臓・呼吸器外

科の進歩を先取りできる体制を導入した。平成 21

年 11 月に小野稔教授が第 6 代教授に就任した。

重症心不全外科治療のニーズの高まりに応えるた
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めに、新たな診療グループとして重症心不全チー

ムを創設した。心臓外科は、教授 1、准教授 1、

講師 2～3、助教 8～9、特任臨床医 2～3、大学院

生 5～7 から構成されている。多数の関連病院を

有し、約 30 名の教室員が関連病院で臨床の最前

線を担っている。 

 

診 療 

平日は、毎朝 7 時 15 分のカンファランスから

始まる。月水金は手術日で、2～3例並列で手術を

行い、火は病棟回診を行っている。心臓大血管疾

患は 5階南病棟、小児心疾患は 2階南病棟、術後

管理は 4階の CCU・ICUまたは 2階の PICUと

機能の分化が進むと同時に、症例数の増加も伴っ

て活発な臨床実績を蓄積している。外来診療につ

いては、専門外来、初診外来ともに月曜から金曜

まで毎日行っている。 

2017 年度は心臓大血管手術数が約 350 例で、

日本でトップクラスの手術症例数を有している。

他施設から重症で治療困難な症例が多く紹介され

てくる中で手術成績も非常に優れており、名実と

もに日本の心臓外科をリードしている。成人心疾

患（虚血性心疾患、弁膜症、不整脈）、胸部大動脈

疾患、先天性心疾患の 3チーム体制で診療を行い、

心臓血管外科専門医は 8名おり、それぞれの分野

を得意とする専門医を有する。得意分野はオフポ

ンプ冠状動脈バイパス、僧帽弁形成術、感染性心

内膜炎の手術、重症心不全に対する補助人工心臓

植込み（成人および小児）、自己弁温存大動脈基部

置換手術、弓部大動脈瘤や広範囲胸部大動脈瘤の

治療、ハイリスク症例に対するステントグラフト

治療、複雑心奇形に対する手術（Jatene, Fontan, 

Norwood手術）や新生児開心術など多岐にわたっ

ている。僧帽弁形成術・自己弁温存大動脈基部置

換手術や補助人工心臓植込みでは日本のみならず、

世界に誇れる実績を残している。2015年からカテ

ーテル大動脈弁置換実施施設認定を受け、高齢者

ハイリスクの大動脈弁狭窄症の治療をこれまでに

約 40 例に実施した。また、東大病院組織バンク

を開設・運営して、ヒト同種心臓弁・血管（ホモ

グラフト）の採取・保存・供給を積極的に推進し

て、日本における同種組織治療の普及にも尽力し

てきている。ホモグラフトを使用した手術治療は

2006年に先進医療の認定を受けた。ホモグラフト

による重症の感染性心内膜炎・感染性大動脈瘤・

人工血管感染の治療においては、日本をリードし

ている。心臓移植実施施設として 2018年 3月ま

でに小児 9例を含む心臓移植 101例（国内第 2位）

を成功裏に施行した。これと平行して、重症心不

全の治療に欠かせない人工心臓治療を 2018 年 3

月までに 279例に行い、国内トップの優れた遠隔

成績を挙げている。 

 

教 育 

学部教育としてはM2の春に心臓外科学系統講

義を行っている。内容は、心臓血管外科学総論お

よび各論（虚血性心疾患、弁膜疾患、先天性心疾

患、大血管、心臓移植）である。M2 の夏秋には

臨床診断学実習の循環器の分野を担当している。

M1・M2の夏休みと春休みにあるフリークオータ

ーおよび研究室配属では、臨床や実験の現場に積

極的に関わってもらっている。 

M3・M4の臨床統合講義では循環器内科や小児

科などと合同で行い、一般臨床における心臓・大

動脈重要疾患の治療の現況とその問題点について

多角的にわかりやすく解説している。M3 を中心

に行われる必修クリニカルクラークシップでは、

学生 1 人が 1～2 名の患者を担当し、診療チーム

と行動を共にする。見学ではなく、積極的な参加

型の実習を目指し、術前診断・治療計画、手術、

術後管理を一貫した流れの中で学べるように配慮

している。また 3週間のクリニカルクラークシッ

プの間には15 単位の実習およびクルズスがあり、

心臓解剖・疾患・手術などにおける重要ポイント
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をわかりやすく解説している。英語による症例プ

レゼンテーションを行い、医学英語にも親しんで

もらうように心がけている。選択型クリニカルク

ラークシップでは参加型実習を徹底して、チーム

の一員として診療に参加して、手技実習を含んだ

充実した実際的な内容としている。 

卒後初期臨床研修では外科研修を担当してお

り、基本的外科手技・術後管理に加えて、成人心

疾患、胸部大動脈疾患、先天性心疾患各グループ

で疾患の基本から、手術手技、呼吸・循環管理に

いたるまで学ぶことができるプログラムを組んで

いる。 

新専門医制度の導入の過渡期の 1年であったが、

心臓血管外科専門研修を目指す場合は原則的には

まず卒後3, 4年目に東京大学医学部附属病院外科

系研修プログラム参加関連病院で一般外科を中心

に豊富な幅広い経験を蓄積して、5 年目に外科専

門医の資格を取得する。その後、心臓血管外科専

門プログラムを専攻し、卒後 9～10年を目途に心

臓血管外科専門医を取得できるようにトレーニン

グプログラムを作成している。学位の取得を目指

す場合には、外科専門医取得後に大学院生として

臨床におけるニーズを視野においた研究を行う。 

 

研 究 

心臓、大血管に関する基礎的ならびに臨床的研

究を行っている。基礎研究は、日常の臨床業務の

中で生じた疑問を解決するために着想されること

が多く、臨床的応用を常に視野に入れて進められ

ている。日本の心臓外科の歴史を作ってきた当教

室には数多くの臨床データがあり、また、現在は

心臓移植、補助人工心臓装着、同種心臓弁・血管

移植術、大動脈弁温存基部置換術、経カテーテル

弁置換術、ステントグラフト治療などの高度医療

を積極的に推進している。これらのデータ解析に

基づく臨床研究・学会発表も枚挙に暇がない。研

究成果の発表は、国内学会にとどまらず、主要な

国際学会でも数多く行われている。また、発表論

文も多数あり、そのうちの一部を最後に挙げてあ

る。毎月 1回リサーチミーティングが持たれ、研

究の進行状況の報告や研究内容についての活発な

討論が行われている。 

研究テーマの主なものを挙げると、1）補助人

工心臓治療の成績向上と新たな駆動方式の開発、

2）凍結保存同種組織移植の基礎研究と臨床応用、

3）重症心不全の外科治療への再生医療の応用、4）

右心不全に対する薬物治療の研究、5）新しい縫

合デバイスの開発、6）新しい脊髄保護に関する

臨床研究、7)開心術における人工膵臓の有用性に

関する研究などがある。 
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組 織 

消化管外科学教室は分院外科（旧第三外科）を

母体としている。旧第三外科は、1997年の大学院

部局化以降、消化管外科学と代謝栄養内分泌外科

学の二つの分野として活動してきたが、代謝栄養

内分泌外科は 2017年 4月に大学院講座名を乳腺

内分泌外科学に改称した。消化管外科学は現在、

教授 1名、准教授１名、講師１名、助教７名で構

成されており、これ以外に大学院生、研究生、留

学生が研究に従事している。また、社会医療法人

蘇西厚生会、社会医療法人河北医療財団、ライザ

ップ株式会社の賛意のもと、2017 年 4 月より社

会連携講座として肥満メタボリックケアが設立さ

れ、特任准教授 1名、特任講師 1名で構成されて

いる。 

高齢化社会の到来に伴い、癌患者および種々の

合併疾患を伴う重篤な患者が増えており、そうし

た患者に対しては専門的かつ横断的なアプローチ

による適切な診断と治療がますます必要となって

いる。患者治療にあたっての当教室の基本方針は、

術前・術中・術後にわたる包括的な疾患管理を行

なうと同時に、術後の長期的なケア（終末期にお

よぶこともまれではない）を提供することにある。

生涯に渡るこうした患者ケアによって新たな外科

的治療法の開発や、臨床的問題の解決のために必

要な基礎研究の新たな展開が生まれ、外科におけ
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る診断・治療体系が確立されることになる。 

以上を通して、臨床的にも学問的にも必要水準

を満たしたよき外科医、そしてよき科学者を育成

することが、当教室の常に変わらぬ指導理念であ

る。 

 

教育活動 

学部学生（M3）に対しては、平成 25年より参

加型臨床実習が開始されている。より実践的、臨

床的な実習を目指したものであり、採血、静脈注

射、結紮、理学的所見の診察実習などを取り入れ

ている。また、積極的に手術にも参加し、実際の

外科治療を体験できるように心がけている。また、

積極的な学生に対しては臨床チームの一員である

との意識をもって、診療の実際に立ち会ってもら

っている。これにより学生は、周術期の疾患管理

に限らず、術後、長期経過後の障害に対する治療

と終末期医療をも含んだ包括的な患者ケアを学ん

でいく。当教室の教育制度によって、学生たちは

医学的観点からみて実践に役立つ情報を豊富に手

に入れると同時に、生と死の意味について深く考

察する機会も持つことができる。学生実習におけ

る講義は外部の専門医師（非常勤講師）を招聘し、

週２，３回程度行われるが、豊富な臨床経験にも

とづいた斬新的な内容であり、学生間にも評判

上々である。 

卒後初期研修については、主な外科的疾患の診

断、治療における基礎的な考え方を教育すると同

時に、基本的な外科的手技ついての修練を行って

いる。初期研修を終えた後は、本院および学外施

設にて外科専門研修を合計３年間積み、その後本

院の病棟担当医としてさらなる専門的課題につい

て修練を行う。外科専門医の取得と前後して、よ

り専門的な分野への道、あるいは大学院生として

の課程を歩むことになる。このように、学部学生、

初期研修医、外科専攻研修医に対する当教室の教

育制度は、先に触れた理念を反映している。 

研究活動 

当教室は外科学を担うところであり、「よりよ

い手術で治す」ことを主たるテーマとしている。

癌手術においては、根治性が第一であり、術後の

QOLは二の次であった。しかしながら、癌手術の

特徴は臓器損失であり、患者さんの癌切除と引き

換えに余儀なくされる代償は計り知れない。理想

的癌手術は、「根治性を維持しつつ術前後で QOL

が維持される」であるとの理念のもと、ロボット

支援下非開胸食道癌根治切除術（NOVEL）とい

う術式の開発を行い、実際に肺炎予防、入院期間

短縮、QOL改善と良好な成績を治めている。この

術式を確立発展させるべく志を共にする外科医と

ともに 2016 年非胸腔アプローチ食道癌根治術研

究会(現在は縦隔アプローチ食道癌根治術研究会

に改称)を設立し、活動を行っている。学内におい

ては、術後合併症発症率が高い食道癌手術におい

て合併症ゼロ（特肺炎）を目指し麻酔科、歯科口

腔外科、感染症内科と協力し定期的なカンファラ

ンスを継続している。胃粘膜下腫瘍に対して開発

した新たな術式である腹腔鏡・内視鏡共同下での

非穿孔式胃壁内反切除術（NEWS）においては、

症例を選択して胃癌への適応拡大も始まっている。 

従来からの教室の重要な基礎的テーマは「外科

と炎症」である。癌の発生においては、多種多様

な原因による「慢性炎症」に対する生体の適応反

応からの逸脱がその本態であること、「急性炎症」

は、周術期管理において重要な課題であり患者の

予後にも影響を与えることを念頭におき、これま

で研究を行ってきた。最近は神経（特に迷走神経）

と「免疫・炎症」の関係について手術部と協力し

て研究を行なっている。 

当教室は日本消化器癌発生学会を 1989 年に創

立し、消化器癌発生メカニズムの基礎的検討も行

っている。愛知県がんセンター研究所との共同研

究にてヘリコバクター・ピロリ感染が胃癌発生の

強力なプロモーターであることを世界で初めて実
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験的に証明し、また胃癌におけるエピジェネティ

クスの研究も病理部、東京大学先端科学時術研究

センターなどとの共同研究で成果を上げている。

さらに免疫細胞治療学講座と連携し食道癌術後補

助DCワクチン療法、高度進行食道癌に対する化

学免疫療法（DCF+γδＴ細胞療法）などをこれ

まで行っている。生体物理医学専攻／医用生体工

学講座と連携し、蛍光プローブを用いて癌を光ら

せる手法は食道癌において成功し、臨床応用に向

けた段階に入っている。アイソトープを用いて微

小転移をとらえる研究は放射線部門との共同研究

で行っている。このように当教室では学内外の研

究機関と連携し最先端の基礎的研究からトランス

レーショナルリサーチまで積極的に行っている。 

炎症、癌の研究のみならず、社会的な問題とな

っている肥満・骨格筋減少（サルコペニア）とい

った代謝栄養関連の疾患に対しての基礎研究、臨

床研究を通して、その機序の解明や新たな治療

法・デバイスの開発に関する研究を行うため、社

会連携講座肥満メタボリックケアにおいて臨床お

よび研究活動がなされており、今後の研究成果が

待たれる。 

 

臨床活動 

病院における担当診療科は胃・食道外科であり

手術症例は、胃癌、食道癌が数多く占めている。

食道癌に対しては手術用ロボットda Vinciを用い

た非開胸食道癌根治手術を行い、胃癌に対しては

腹腔鏡（補助）下手術を積極的に導入し患者の

QOL向上を目指した治療を行なっている。肥満メ

タボリックケアでは、重症肥満症に対する腹腔鏡

下スリーブ状胃切除術導入に向けて準備を行って

おり、来年度の導入の目途が立っている段階であ

る。 

一週間のスケジュールは、月曜日に教授回診、

術後、術前の症例検討会が乳腺内分泌外科と合同

で水・木・金の朝８時に、術後経過検討と手術予

定および化学療法予定患者についてのカンファラ

ンスを水曜午後６時に、抄読会が月曜日８時に行

われている。また隔週で cancer boardを消化器内

科、放射線科と合同で行っており、食道癌は新患

症例全例、胃癌は困難例などが提示され、その場

で治療方針について討議検討される。また、不定

期ではあるが、若手向けに手術手技ビデオ検討会

や腹腔鏡手術手技訓練も行なっている。 

手術は原則として火曜日、水曜日、木曜日に行

われる。胃癌が約 180例、食道癌が約 70例、ほ

か良性疾患であるヘルニアなどに対しても積極的

に手術を行い、年間合計手術症例数は約 400例と

なる。教室員は上下を問わず全員、高い意識をも

って患者のために全力を尽くすべく努力を傾注し

ている。 
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1．沿革と組織の概要 

肝胆膵外科、人工臓器移植外科学の前身である

第二外科学講座は 1893年に開設されて以来、125

年の歴史があり、日本外科学会の創立をはじめと

して、日本の外科学の発展に多大な貢献をしてき

た。東京大学の大学院大学への移行と臓器別診療

体制を目指す診療科再編成が進み、1998年 6月 1

日より旧第二外科学講座は肝胆膵外科および人工

臓器移植外科に名称を変えて今日に至る。 

現在肝胆膵領域疾患の診療および研究、生体部

分肝移植の臨床、移植免疫や人工臓器に関する研

究などに努力している。以下に当教室の教育、研

究、診療の特徴について述べる。 

 

2. 診療 

臨床チームは 4-5チームに分かれており、チー

ム単位で術前検査、手術、術後管理を行う。定時

手術は月、水、金に週９枠で行われ、年間の総手

術件数は約 500件である。症例検討会は月・火・

木曜日の朝に行われ、診断、治療方針が討議され

る。 

主な治療対象疾患は肝胆膵領域の悪性腫瘍や良

性腫瘍、胆石症、末期肝硬変患者などである。主

な外科手術として、肝切除、胆道再建を伴った拡

大半肝切除、膵頭十二指腸切除、膵体尾部切除、

腹腔鏡下胆嚢摘出術、生体および脳死肝移植など

が挙げられる。術前・術後管理を徹底させ、手術

死亡率を常に非常に低率に抑えていることや、術

後補助療法を積極的に取り入れ生存率を向上させ

る努力を続けていることが当科の特色である。 

 

3. 教育 

卒前教育は、他の外科学講座および内科学講座

と協力してM2の外科学系統講座、M3とM4の

臨床総合講義とベッドサイド教育を担当している。

本年からM3の臨床教育は Clinical Clerkshipと

してより実践的な形態に発展した。当科は

Clinical Clerkshipの有り方を示す先進的立場で、

学生にも積極的な外科診療への参加を促している。

今年度の系統講義は、肝疾患、胆道疾患、膵疾患、

肝を含む臓器移植、門脈圧亢進症・脾疾患につい

て担当している。また臨床総合講義では、肝移植

の実際、肝門部胆管癌の外科治療、膵腫瘍の診断

と治療、胆嚢胆道癌の外科治療、肝細胞癌の外科

治療を取り上げることになっている。 

Clinical Clerkship では、病棟で症例を担当す

ることにより、診療の実際を学びチーム医療に参

加することに主眼を置いている。実際の患者の診

察、検査、採血などの侵襲的処置を通じて、外科

診断学に基づいた治療（手術）方針決定の実際、
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手術、術前術後の管理を体験することが目的であ

る。主に肝胆膵領域の固形悪性腫瘍を有する患者

の診断、検査、病状の把握、併存合併症への対策、

治療方針の立て方、実際の手術手技、術後管理、

術後補助療法の考え方、外来での経過観察計画な

どをチームに参加することで自然に学べるような

教育方針を取っている。その他に、関連病院で先

進的治療を行っている医師によるクルズス、チー

ムで与えるテーマに従ったレポート作成、諮問な

どを行っている。Clinical Clerkshipの 3週間の

うち 1週間は関連病院での実習を組み込んでおり、

より実践的な診療形態を学ぶことができるような

プログラムとなっている。 

 

4. 研究 

当教室では、肝・胆・膵、人工臓器・移植に関

する臨床的研究を積極的に進めている。特に小型

肝癌に対して切除がラジオ波に優れていることを

検証する多施設ランダム化比較試験や手術デバイ

スの有用性を検証するランダム化比較試験などの

前向き検証試験に力を注いでいる。また、ICG蛍

光法を用いた胆道、肝腫瘍、肝血流動態の把握、

転移性肝癌や肝細胞癌に対する補助化学療法の多

施設共同の臨床試験の推進、コンピューターを用

いた肝切除前シミュレーションの導入など、独創

性の高い研究で世界をリードしている。 
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沿革と組織の概要 

泌尿器科学は外科的、内科的手法を用いて副腎、

腎臓、尿管、膀胱、尿道、前立腺をはじめとする

男性生殖器の疾患を取り扱う臨床医学の一分野で

ある。更に泌尿器科学に包括される分野には、小

児泌尿器科学、神経泌尿器科学、女性泌尿器科学、

腎移植、腎血管外科学、内分泌外科学、老年泌尿

器科学が存在する。そのため、泌尿器科医は腫瘍

学、腎臓病学、内分泌学、男性学、免疫学、小児

科学、解剖学、微生物学、神経学、老年学などの

幅広い科学的知識を持つことを要求される。現在

では泌尿器科学の研究には細胞生物学、分子生物

学の知識、手法が広く用いられる。当教室は泌尿

器科学の科学的進歩に大きく寄与することを目的

としている。 

近年においても当教室は最新かつ低侵襲性治療

の導入において、国際的にも指導的立場を取り続

けてきた。例としては上部尿路内視鏡手術、尿路

結石に対する ESWL・レーザー砕石術、前立腺肥

大症に対するレーザー療法、従来の開放性手術に

代わる小切開鏡視下手術や腹腔鏡手術による副腎

摘除術・腎摘除術、さらにはロボット支援下の前

立腺全摘術・腎部分切除術・膀胱全摘術が挙げら

れる。 

 

診療 

泌尿器外科は A棟 8階北病棟に 44床を所有し

ている。泌尿器科の教授、講師、助教、大学院生

らは日々外来診療、入院診療に従事し、また学生

教育、臨床研究、基礎研究にも精力的に取り組ん

でいる。関連病院からの非常勤講師は主に学生教

育に従事している。後期研修医は常時入院患者の

診療に当たっている。指導医師は後期研修医とチ

ームを組み、一対一の指導のもとに診療を行う。

2017 年 1 月から 12 月までの入院患者数は約

1,100人であった。 

待機手術は火曜日、水曜日、木曜日、金曜日に

施行されている。2017年の手術件数は 1,285例で

あった。2016年における主な手術症例数は、副腎

摘除術 17 件、腎摘出術 39 件、腎部分切除術 36

件、腎尿管摘出術 30件、膀胱全摘術 21件、前立

腺全摘術 132 件、経尿道的膀胱腫瘍切除術
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（TUR-Bt）158 件、経尿道的前立腺切除術

（TUR-P）5 件、腹腔鏡視下手術 66 件、ロボッ

ト支援下手術 164件（うち前立腺全摘術 132件、

腎部分切除術 31件）であった。 

毎週水曜日の午前中には病棟にて教授回診が行

われる。その場では個々の入院患者のデータが詳

細に提示され、適切な治療方針が決定される。 

同じく水曜日の夕方には外来カンファランスを

開き、様々な症例の治療方針について詳細に議

論・検討している。 

外来診療は毎週月曜日から金曜日まで行われて

いる。専門外来としてはセカンドオピニオン外来、

腎腫瘍外来、副腎外科外来、膀胱腫瘍外来、前立

腺外来、腎移植外来、腹膜透析外来、シャント外

来、小児泌尿器科外来、尿路結石外来、排尿障害・

夜間頻尿外来、女性泌尿器外来、男性不妊外来、

排尿障害外来、前立腺肥大症外来、女性泌尿器科

外来、間質性膀胱炎外来、男性不妊外来が設けら

れ、専門的な立場から診療が行われている。 

2017年 1月から 12月までの 1年間における、

延べ外来患者数は 14,185人であった。 

 

教育 

教授、准教授、講師によりそれぞれの専門分野

に関する 13 回の泌尿器科系統講義が医学部 2 年

生に対して行われる。臨床講義、ベッドサイド実

習は医学部 3・4年生に対して行われる。 

ベッドサイド実習は患者に対する診療に集約さ

れる。主に泌尿器科患者の術前･術後管理、解剖学、

手術技術に関する解説が教官によって行われる。 

 

研究 

研究全体の主題は手術技術の向上および難治性

疾患の治療である。手術技術としては、腹腔鏡下

手術、ロボット支援下手術などがある。難治性疾

患には各種泌尿器科癌、腎不全、性機能障害、間

質性膀胱炎などがある。研究成果として毎年約 50

編の英語論文を発表している。 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は腫瘍外科学、

血管外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学第一講座の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は血管外科と共同で行っている部分が少なくあり

ません。構成員は、准教授 1、講師 3、非常勤講

師 7、助教 8、医員 8、大学院生 21、研修医 4で

す(平成 30年 3月現在)。外来は外来棟 3階、固有

病床は入院棟 Aの 8階南、医局と研究室は管理研

究棟の 1階と地下 1階にあります。 

腹腔鏡手術・ロボット手術（da Vinci）による

低侵襲手術や直腸癌に対する術前化学放射線療法

など、個々の患者さんにとって、最も負担の少な

くかつ最善の治療法を探求しています。 

 

診 療 

外来診療は月曜日から金曜日まで、一般外来と

専門外来を行っています。大腸肛門疾患を主な診

療としています。2017年の腫瘍外科の手術件数は、

571 件でした。毎週、月、水、金曜日午前に、術

前、術後のカンファレンスがあり、毎週水曜日に

教授回診が行われています。手術日は、月、火、

木曜日です。月曜日に教室全体の研究カンファレ

ンス、金曜日に英文論文の抄読会が開かれている

ほか、各グループでの臨床検討会が週一度の割合

で行われています。また、週三回、年間約 1200

例の大腸内視鏡検査を施行しています。大腸癌の

診断、治療に最新の技術を導入しているほか、炎

症性腸疾患の診断、長期にわたるサーベイランス

を数多く実施しています。 

 

教 育 

卒前教育は他の外科教室と分担でM2の系統講

義、M3 M4 の臨床統合講義を担当しています。

系統講義では、腫瘍学、外科免疫、大腸肛門病学、

ヘルニアなどを担当し講義を行っております。ま

た臨床統合講義では、主に大腸癌、炎症性腸疾患

を対象とした講義を行っています。M2 M3 を中

心とする臨床実習（クリニカル・クラークシップ、

エレクティブ・クラークシップ）では、各学生は

各チームに配属され、実際の診療の流れを体験で

きるような診療参加型の実習を行っています。こ

のような実習を通じて、基礎となる医学知識のみ

ならず、医師としての態度（マナー）、疾患につい

て自ら勉強する姿勢について習得してもらうこと
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を主眼にしています。また医学部進学に興味をも

つ教養学部の学生に全学ゼミナール「医学に接す

る」の１コマとして当科の診療の一端を見学する

機会を提供しています。卒後臨床研修では、希望

に応じ 6週間から 4か月のタームで 3～6名の研

修医を受け入れ外科医としての基礎的トレーニン

グを行っています。研修医には、外科集談会など

において発表する機会を与えています。また、日々

の診療を通じて外科の各種検査法、術前、術後の

患者管理について理解を深め、個々の患者に必要

かつ十分な検査・処置・治療を実施できるように

なることを目標としています。 

 

研 究 

癌の発生・進展の機構解明から治療に至る広範

囲な領域を、臨床試験をはじめ、分子細胞生物学、

遺伝子工学の手法も含めた様々な解析方法を用い

て、多角的な研究を行っています。本教室では、

臨床医としての研究は、学位取得や英文誌への論

文掲載を最終目標とするのではなく、個々の研究

成果をどのように日々の診療に生かすことができ

るのかということを最も重要な観点と考えていま

す。この観点からの研究課題の設定、討論、評価

を行うことを基本的姿勢としています。  

  

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 下部直腸癌に対する術前照射療法 

2) 潰瘍性大腸炎に対する大腸癌サーベイランス 

3) 潰瘍性大腸炎の発癌機構 

4) 腹腔鏡補助下大腸切除術 

5) 大腸癌における局所免疫 

6) 大腸癌と大腸腺腫の遺伝子解析 

7) 早期大腸癌の予後因子 

8) 大腸癌術後のサーベイランスプログラム 

9) 大腸癌 conversion surgeryと関連する因子の

解析 

10) 腫瘍血管を標的とした癌免疫療法 

11) がんとオートファジー 

12) がん転移における活性脂質とその産生酵素の

役割 

13) 癌の発生、進展と脂質代謝 

14) 閉塞性大腸癌における病理学的研究 

15) 抗癌剤感受性と関連する遺伝子解析 

16) 癌と血液凝固、線溶系 

17) 消化器癌におけるアデイポネクチンとその受

容体の解析 

18) 腹膜播種における腹腔内抗癌剤治療 

19) 腹腔内化学療法後の薬物動態の検索 

20) 切除不能大腸癌における抗癌剤の単施設およ

び多施設臨床試験 

21) 炎症性腸疾患における SNPの役割 

22) 腹腔内血管解剖に関する研究 

23) 固形癌に対する集束超音波治療 

24) 腹膜播種における腹腔細胞の定量的検討 

25) 直腸癌に対する放射線化学療法における免疫

能の関与とその増強による治療効果の変化 

26) ロボット支援腹腔鏡補助下大腸切除術（da 

Vinch手術） 

27) 直腸癌術後の排便機能、性機能および排尿機

能の評価 

28) 3D imageおよび 3Dプリンターの大腸手術へ

の応用 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は血管外科学、

腫瘍外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は腫瘍外科と共同で行っている部分が少なくあり

ません。構成員は、講師 2（うち科長 1）、助教 3、

大学院生 9、研修医 1（平成 30 年 4 月現在）です。

外来は外来棟 3 階、固有病床は入院棟 A の 8 階南、

医局と研究室は管理研究棟 1 階にあります。 

高齢化社会の到来に伴い動脈硬化性疾患は増

加の一途をたどっており、今後もますます手術治

療を要する症例は増えるものと予測されます。ま

た、下肢静脈瘤や深部静脈血栓症などの静脈系疾

患も年々増加しており、血管疾患に対するさらに

きめの細かい教育、診療、研究が求められるもの

と考えています。 

 

診 療 

外来診療として月～金曜日の毎日，専門外来を

開いています。水、金曜日には DSA を中心とし

た血管撮影検査を行い、血管超音波検査や近赤外

線分光法・皮膚灌流圧などの無侵襲検査は 2007

年より活動を開始した Vascular Board と連携し

て行っています。Vascular Board は中央検査部、

放射線部及び脈管疾患を扱う診療科が協力して病

院に設置した脈管疾患評価組織です。手術日は月、

火、木曜日であり、大動脈瘤やバイパス手術など

を中心に、木曜日にはハイブリッド手術室枠での

血管内治療が多く行われています。その他内シャ

ント造設術や静脈瘤レーザー治療などの手術も適

宜行っています。毎週、月、水、金曜日午前に術

前術後カンファランスが行われています。月曜日

午前に腫瘍外科と合同で主に大学院生による研究

カンファランス、火曜日午後に血管疾患症例検討

会が行われており、金曜日午前には英文論文抄読

会が開かれています。 

 

教 育 

外科の基本は手術手技です。2017 年より Off 

the Job Training（Off JT）が心臓血管外科専門

医受験のクレジットとなり、各施設での Off JT の

施行がほぼ義務化されました。それに一早く呼応

して当科では Off JT システムを作り、そのトレー

ニングに若手医師・医学生らをリクルートするス

タディを始めました（倫理委員会承認：11567）。

日本血管外科学会の home page でも動画が紹介

されており、また施術者の評判もよく実際の手技
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に直結する成果がでています。縫合の時間やでき

ばえを評価していますが、learning curve が有意

に示されています。今後の外科医師の手技をボト

ムアップする有効な教育方法の一つと位置づけて

います。卒前教育は他の外科教室と分担で M2 の

系統講義・臨床導入実習、M3 M4 の臨床統合講

義を担当しています。血管外科の対象疾患は、腹

部大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤、深

部静脈血栓症、リンパ浮腫など血管疾患の多岐に

わたっていますが、学生に対しては各々の疾患に

ついて十分な基礎的知識が得られるよう教育を行

っています。M2、M3 の臨床実習では、学生が血

管チームの一員として配属され、実際の診療の流

れを体験できるような診療参加型実習を行ってい

ます。このような実習を通じて、基礎となる医学

知識のみならず、医師としての態度（マナー）、疾

患について自ら勉強する姿勢について習得しても

らうことを主眼にしています。卒後臨床研修では、

三外科に胸部外科を含めた各科で、常時 5～7 名

の研修医を受け入れ外科の基礎的トレーニングを

行っています。また月一回臨床研修医を含めた外

科系医師を対象として開催される教育セミナー

（外科 ground round）にて血管外科領域の担当

をしています。研修医には外科の各種検査法、術

前、術後の患者管理について理解を深めてもらい、

個々の患者に必要かつ十分な検査・処置・治療を

実施できるようになることを目標としています。

術前、術後のカンファレンス以外にも、教室全体

の抄読会、外科集談会、日本血管外科学会関東甲

信越地方会などにおいて症例を発表する機会を与

えるようにしています。 

 

研 究 

毎年 1～4 人の血管外科分野の大学院生を受け

入れており、臨床研究では腹部大動脈瘤に対する

ステントグラフト内挿術後血行力学的変化の解明

や閉塞性動脈硬化症の遺伝子解析を、また基礎研

究としては小口径人工血管の開発、血管新生など

について遺伝子工学的ならびに分子生物学的な手

法を用いて研究を行っています。月に一回土曜日

午前には血管外科のリサーチカンファランスを行

っています。 

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 低侵襲血管外科手術をめざしたナビゲーシ

ョンシステムの確立 

2) 動脈瘤発育の病態生理学的研究 

3) ステント再狭窄の病態生理学的研究 

4) 血管平滑筋細胞における細胞間伝達機構 

5) 近赤外線分光法を用いた組織酸素動態 

6) 動脈硬化症関連遺伝子の探索 

7) 動物モデルを用いた微小循環の薬学的解析 

8) 血管新生メカニズムの解明 

9) 血管新生を目指した新しいドラッグデリバ

リーシステムの開発 

10) ステントグラフト挿入後の血行力学的検討 

11) ナノテクノロジーを応用した血管壁細胞へ

の遺伝子導入法の開発 

12) 血管形成を伴った人工臓器開発のための基

礎研究 

13) 下肢虚血評価のための新しい診断法の開発 

14) 生体内皮機能自動測定装置の開発 

15）間欠性跛行患者の歩行様式に関する研究 

16) 嚢状瘤モデルの作成とシミュレーション 

 

出版物等（英文） 

 

1. Akagi D, Hoshina K, Watanabe T, Conte MS. 

Drug therapy for abdominal aortic 

aneurysms utilizing omega-3 unsaturated 

fatty acids and their derivatives. Curr Drug 

Targets. In press 

2. Haga M, Yamamoto S, Okamoto H, Hoshina 

K, Asakura T, Watanabe T. Histological 

Reactions and the In Vivo Patency Rates of 

Small Silk Vascular Grafts in a Canine Model. 

Ann Vasc Dis. 10: 132-138. 2017 
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3. Hoshina K, Akai T, Ohshima M, Watanabe T, 

Yamamoto S. Theoretical mechanism of 

temporary renal function improvement after 

abdominal aortic aneurysm surgery: 

Applications for clinical imaging and 

laboratory data. Medicine (Baltimore). 96: 

e7428. 2017 

4. Hoshina K, Ishimaru S, Sasabuchi Y, 

Yasunaga H, Komori K; Japan Committee for 

Stentgraft Management (JACSM). Outcomes 

of Endovascular Repair for Abdominal Aortic 

Aneurysms: A Nationwide Survey in Japan. 

Ann Surg. In press 

5. Isaji T, Hashimoto T, Yamamoto K, Santana 

JM, Yatsula B, Hu H, Bai H, Jianming G, 

Kudze T, Nishibe T, Dardik A. Improving the 

Outcome of Vein Grafts: Should Vascular 

Surgeons Turn Veins into Arteries?. Ann Vasc 

Dis. 10(1): 8-16. 2017 

6. Li J, Zhao L, Urabe G, Fu Y, Guo LW. 

Epigenetic intervention with a BET inhibitor 

ameliorates acute retinal ganglion cell death 

in mice. Mol Vis. 23: 149-159. 2017 

7. Nemoto Y, Hoshina K, Kobayashi M, Kimura 

M, Yamamoto S, Watanabe T, Ohshima M. 

Morphological Changes and Device 

Migration After Stent Graft Insertion - 

Clinical Application of an Image-Based 

Modeling System and Analysis With 

Geometric Parameters. Circ J. In press   

8. Nemoto Y, Hosoi Y, Hoshina K, Nunokawa M, 

Kubota H, Watanabe T. In Situ 

Reconstruction with Extended Debridement 

in Patients with Mycotic Abdominal Aortic 

Aneurysms. Ann Vasc Dis. 10: 159-163. 2017 

9. Protack CD, Foster TR, Hashimoto T, 

Yamamoto K, Lee MY, Kraehling JR, Bai H, 

Hu H, Isaji T, Santana JM, Wang M, Sessa 

WC, Dardik A. Eph-B4 regulates adaptive 

venous remodeling to improve arteriovenous 

fistula patency. Scientific Rep. 7(1): 15386. 

2017 

10. Suhara M, Hoshina K, Akai A, Isaji T, Akagi 

D, Yamamoto K, Miyahara T, Watanabe T. 

Stenotic lesion level did not affect outcomes of 

carotid endarterectomy. Asian Cardiovasc 

Thorac Ann. 25: 271-275. 2017 

11. Yamamoto K, Hoshina K, Akai A, Isaji T, 

Akagi D, Miyahara T, Watanabe T. Results of 

surgical interventions for critical limb 

ischemia due to vasculitis or collagen-tissue 

related disease. Int Angiol. 36(4): 332-339. 

2017 

12. Yamamoto K, Hoshina K, Akai A, Isaji T, 

Akagi D, Miyahara T, Watanabe T. Results of 

surgical interventions for critical limb 

ischemia due to vasculitis or collagen-tissue 

related disease. Int Angiol. 36: 332-339. 2017 

13. Yu Q, Wang B, Chen Z, Urabe G, Glover 

MS, Shi X, Guo LW, Kent KC, Li L. 

Electron-Transfer/Higher-Energy Collision 

Dissociation (EThcD)-Enabled Intact 

Glycopeptide/Glycoproteome 

Characterization. J Am Soc Mass Spectrom. 

28(9): 1751-1764. 2017 
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乳腺・内分泌外科学 
 

教授 

瀬戸泰之 

講師 

田辺真彦 

助教 

西岡琴江 菊池弥寿子 分田貴子 石橋祐子 笹原麻子 﨑山香奈 

 

 

組 織 

乳腺・内分泌外科学は現在、教授 1名、講師 1

名、助教 6名で構成されており、これ以外に臨床

登録医、大学院生、が研究に従事している。臨床

科は乳腺内分泌外科である。当教室の理念と教育

活動、職務スケジュールは消化管外科学教室とほ

ぼ同様である。 

 

教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自覚

を持たせ指導している。そして学生は、周術期の

疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に対

する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患者ケ

アを学んでいく。当教室の教育制度によって、学

生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情報を

豊富に手に入れると同時に、生と死の意味につい

て深く考察する機会も持つことができる。当教室

の BSL は与えられる課題が多いが、大変役立ち

やりがいのある実習として評価が高い。 

卒後初期研修については、主に乳腺、甲状腺・

副甲状腺疾患の診断、治療の基礎を教育すると同

時に、基本的な外科的手技についての修練を行っ

ている。初期研修を終えた後は、学外施設にて一

般外科修練を数年間積み、その後、本院の病棟担

当医としてさらなる専門的課題について修練をし、

外科専門医（認定医）取得後、より専門的な臨床

医への道、あるいは大学院生としての課程を歩む。

とくに乳癌の病理、乳癌の全身治療（抗がん剤・

ホルモン剤・分子標的薬）、マンモグラフィ読影勉

強会を行っており、研修医と学部学生に対する当

教室の教育制度は、先に触れた理念を反映してい

る。 

 

臨床活動 

病院においては乳腺・内分泌外科を担当してい

る。これまで東大病院においては、乳腺疾患、甲

状腺・副甲状腺疾患に対する外科診断、外科治療

体制が十分整備されておらず、その確立が急務で

あったため、診療科再編に伴い当教室が乳腺内分

泌外科の診療を行なうことになった。乳腺、甲状

腺・副甲状腺の疾患を対象としており、乳腺・甲

状腺の診断・治療に習熟した乳腺外科・内分泌外

科医の育成を目指している。2017年における症例

は、乳腺外科としては乳癌が 185例であり、内分

泌外科としては甲状腺癌、副甲状腺機能亢進症を

中心に 47例である。 

一週間の勤務スケジュールとしては、胃食道・
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乳腺内分泌外科合同で、月曜日に教授の総回診が

行われ、術前・術後の症例検討会が水・木・金曜

日の朝に、抄読会が月曜日朝に行われている。乳

腺内分泌外科の術後経過検討と手術予定患者につ

いてのカンファランスは、火曜の夕方に、科長病

棟カンファ＋回診は木曜(金曜)夕方に行っている。

他科との連携として、病理、放射線科との合同カ

ンファランスを各々月１回、放射線技師を交えた

マンモグラフィ読影勉強会、さらに内外の乳癌専

門家による研究会も月に 2-3 回開催している。教

室員は上下を問わず全員、高い意識をもって患者

のために全力を尽くすべく努力を傾注している。 

 

研究活動 

乳癌・甲状腺・副甲状腺の症例を蓄積して、新

しい臨床的な視点を発見し、積極的に公表してい

る。 

1) 遺伝性乳癌卵巣癌症候群の臨床と研究 

2) 東大オンコパネルへの積極的貢献 

3) Dose dense 化学療法の臨床と研究 

4) 乳癌でのKi-67の臨床的な意義 

5) 新しい乳癌補助化学療法の適切・合理的な運

用とその広報活動 

6) 新規乳癌化学療法薬の使用実績の調査とそ

の広報活動 

7) センチネルリンパ節生検術を含めた、乳癌腋

窩治療の適切・合理的な運用とその広報活動 

8) 新しい甲状腺薬の使用実績の調査 

9) 抗がん剤副作用に対する副作用対策の研究 

10) 癌治療にともなう体表変化を最小限にする

カバーメイクの研究 

 

また、多くの業績のある研究室と協同して、基

礎的な研究の発展にも貢献している。 

 

1) 乳癌発生の基盤となるエピゲノム変化 

2) 遺伝性乳癌卵巣癌症候群における乳癌発生

分子機構の解明 

3) 甲状腺腫瘍におけるエピジェネティク解析 

4) 乳癌組織からの癌幹細胞株の樹立とそれを

用いた分子標的治療薬の開発 

5) 乳腺腫瘍および甲状腺腫瘍のゲノム・遺伝子

解析および腫瘍由来の無細胞 DNAの研究 

6) Digital PCRを用いた乳癌HER2 タンパク定

量法の開発 

7) TGFβ細胞内情報伝達物質をターゲットに

した分子標的治療薬の開発 

 

出版物等 

1.  Masahiko Tanabe, Takayo Fukuda, 

Yoshinori Ito. The Position of Combination 

Chemotherapy with Mitomycin C and 

Methotrexate in the Treatment of 

Metastatic Breast Cancer - Especially 

Triple Negative Breast Cancer. 

Oncomedicine 2017; 2: 126-131. 

2.  Otsuji K, Sasaki T, Tanaka A, Kunita A, 

Ikemura M, Matsusaka K, Tada K, 

Fukayama M, Seto Y. Use of droplet digital 

PCR for quantitative and automatic 

analysis of the HER2 status in breast 

cancer patients. Breast Cancer Res Treat. 

2017 Feb;162(1):11-18. 

3.  Sasahara A, Tominaga K, Nishimura T, 

Yano M, Kiyokawa E, Noguchi M, Noguchi 

M, Kanauchi H, Ogawa T, Minato H, Tada 

K, Seto Y, Tojo A, Gotoh N. An autocrine/

paracrine circuit of growth differentiation 

factor (GDF) 15 has a role for maintenance 

of breast cancer stem-like cells. Oncotarget. 

2017 Apr 11;8(15):24869-24881. 

4.  Tada K, Nishioka K, Kikuchi Y, Niwa T, 

Seto Y. Post-mastectomy radiation therapy 

in breast cancer with 1-3 involved lymph 

nodes: the Pros.Breast Cancer. 2017 Jul;

24(4):502-504. 

5.  Ishibashi Y, Ohtsu H, Ikemura M, Kikuchi 

Y, Niwa T, Nishioka K, Uchida Y, Miura H, 
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Aikou S, Gunji T, Matsuhashi N, Ohmoto Y, 

Sasaki T, Seto Y, Ogawa T, Tada K, Nomura 

S. Serum TFF1 and TFF3 but not TFF2 are 

higher in women with breast cancer than in 

women without breast cancer. Sci Rep. 2017 

Jul 7;7(1):4846. 

6.  Kikuchi Y1, Uchida Y2, Shirakawa K3, 

Kanauchi H4, Niwa T1, Nishioka K1, Tada 

K1, Hashimoto M5, Yasuda H5, Sugiura R5, 

Kawabata H6, Seto Y1, Ogawa T. A 

multicenter, observational study of 

metastatic breast cancer patients who were 

treated with eribulin mesylate or 

taxane-based regimens. Asia Pac J Clin 

Oncol. 2018 Mar 1. 

7.  Ayaka Sato, Masahiko Tanabe, Yumi Tsuboi, 

Masako Ikemura, Keiichiro Tada, Yasuyuki 

Seto, Yoshinori Murakami. Detection of the 

PIK3CA Mutation in Circulating Tumor 

DNA as a Possible Predictive Indicator for 

Poor Prognosis of Early-Stage Breast 

Cancer. Journal of Cancer Therapy. Vol.09 

No.01(2018) 

8.  Shien T, Tanaka T, Tanabe M, Okumura Y, 

Masuda N, Yoshida A, Arima N, Komoike Y, 

Tanaka S, Iwase T, Taguchi T, Nakatsukasa 

K, Inaji H, Ishitobi M; Collaborative Study 

Group of Scientific Research of the 

Japanese Breast Cancer Society. 

Evaluation of ALDH1 expression in 

ipsilateral breast cancer recurrence. Oncol 

Lett. 2017 Mar;13(3):1071-1077. 

9.  Tominaga K, Shimamura T, Kimura N, 

Murayama T, Matsubara D, Kanauchi H, 

Niida A, Shimizu S, Nishioka K, Tsuji EI, 

Yano M, Sugano S, Shimono Y, Ishii H, 

Saya H, Mori M, Akashi K, Tada KI, Ogawa 

T, Tojo A, Miyano S, Gotoh N. Addiction to 

the IGF2-ID1-IGF2 circuit for maintenance 

of the breast cancer stem-like cells. 

Oncogene. 2017 Mar 2;36(9):1276-1286. 

10.  Yamamoto M, Sakane K, Tominaga K, 

Gotoh N, Niwa T, Kikuchi Y, Tada K, 

Goshima N, Semba K, Inoue JI. 

Intratumoral bidirectional transitions 

between epithelial and mesenchymal cells 

in triple-negative breast cancer. Cancer Sci. 

2017 Jun;108(6):1210-1222. 

11.  Kawazu M, Kojima S, Ueno T, Totoki Y, 

Nakamura H, Kunita A, Qu W, Yoshimura 

J, Soda M, Yasuda T, Hama N, Saito-Adachi 

M, Sato K, Kohsaka S, Sai E, Ikemura M, 

Yamamoto S, Ogawa T, Fukayama M, Tada 

K, Seto Y, Morishita S, Hazama S, Shibata 

T, Yamashita Y, Mano H. Integrative 

analysis of genomic alterations in triple-

negative breast cancer in association with 

homologous recombination deficiency. PLoS 

Genet. 2017 Jun 21;13(6):e1006853. 

12.  佐藤 綾花, 宮城 由美, 坂井 威彦, 五味 直

哉, 堀井 理絵, 秋山 太, 岩瀬 拓士, 大野 真

司「多量のヘモジデリン沈着がマンモグラフ

ィで石灰化様に描出されたと推測される一側

多発乳癌の 1例」乳癌の臨床 (0911-2251)32

巻 1 号 Page51-57(2017.02) 

13.  笹原 麻子「GDF15による乳がん幹細胞の制

御」月刊「細胞」第 49 巻第 3 号 Page112-115 

(2017.03) 

14.  尾辻 和尊, 多田 敬一郎 【知っておきたい 

乳がん診療のエッセンス】治療編 術後フォロ

ーアップ(解説/特集) 臨床外科 (0386-9857) 

72 巻 9 号 Page1086-1090(2017.09) 

15.  森園 亜里紗，多田 敬一郎 【手術ステッ

プごとに理解する-標準術式アトラス】乳腺 

腋窩の手術(図説 /特集) 臨床外科  (0386-

9857) 72 巻 11 号 Page338-343 (2017.10) 

16.  多田 敬一郎 【外科における controversy-誌

上ディベート】 リンパ節転移 1～3 個の場合

の乳房切除後放射線治療 施行すべきか? 

施行する 外科(0016-593X)79 巻 5 号 Page

402-404(2017.05) 
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皮膚科学 
 

教授 

佐藤伸一 

准教授 

浅野善英 

講師 

宮垣朝光、吉崎歩 

特任講師 

山田大資、赤股要 

助教 

管析、宮嵜美幾、吉崎麻子、三枝良輔、船水薫、山下尚志、宍戸菜穂美、 

大垣淳、河合徹 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/der/ 

 

 

沿革と組織の概要 

1990 年に開講 100 周年を迎えている。現在のス

タッフは教授 1、准教授 1、講師 2、特任講師 2、

助教 9である。外来は、新外来棟 4階、病棟は主

として 6階北、医局及び研究室は管理研究棟 2階

にある。以下に、当教室の診療・研究・教育の現

状について述べる。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般外来（午前）と専門外

来（午後）を行っている。専門外来は、アトピー

性皮膚炎・乾癬・膠原病・皮膚外科・リンフォー

マ・水疱症などに加えて、レーザー外来を行って

いる。皮膚科の治療の特徴のひとつは、各種紫外

線（UVA, narrow band UVBなど）による治療を

行っていることもある。また、乾癬や悪性腫瘍に

生物学的製剤による治療を行っている。生検・小

手術は通常外来手術室で行っている。教室全体と

して病理組織検討会・外来症例検討会を毎週火曜

日午後 5:30から行っている。教授廻診は、毎週水

曜日午前中に病棟勤務医全員で行っている。また

対象疾患では、アトピー性皮膚炎や乾癬など外用

療法が基本の疾患、SLEや汎発性強皮症など内臓

疾患を伴う膠原病、悪性黒色腫や有棘細胞癌など

皮膚外科手技を要する疾患、壊死性筋膜炎や真菌

症などの感染症など広範な領域にわたっており常

時 30 名以上の入院患者がいる。皮膚症状は、そ

れを理解できる『眼』ができている場合に意味を

もつものであるので病理組織検査や臨床検査と相

俟って『皮疹を正確に把握できる眼』をもつ皮膚

科医を育てるべく力を注いでいる。 

 

教 育 

卒前教育では、皮膚科学の総論・各論について系

統的な講義を行う一方、診断学の中で皮膚症状の

見方についての教育を行っている。また、学内外

の講師による皮膚疾患についての系統立った臨床

的な講義を行い、皮膚科学の研究と臨床がどのよ
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うに結びついているかの理解を助けるようにして

いる。学生実習では、様々な患者の診察を通じて、

皮膚科の診療の仕方について理解してもらえるよ

うに配慮している。卒後教育では、医療全般につ

いての訓練を充分に行うとともに皮膚科医として

の診療の仕方についてのトレーニングを行ってい

る。更に、日本皮膚科学会その他の学会で数多く

の発表の機会がもてるように配慮している。 

 

研 究 

当教室においては、専門外来を中心として臨床研

究及び基礎的研究を行っている。研究室としての

枠組みはとっていないが、大きく 1)免疫・アレル

ギー、2)膠原病、3)悪性腫瘍、4)リンパ腫のグル

ープができている。大学院生は、講師レベル以上

で留学経験のある指導者と共に研究を始めるよう

になっている。以下に主な研究内容を挙げる。 

（1）アトピー性皮膚炎などアレルギー疾患につ

いての臨床的・基礎的研究 

（2）乾癬についての臨床的・基礎的研究 

（3）膠原病（強皮症、SLE、皮膚節炎）の臨床

的研究 

（4）皮膚悪性腫瘍に関する臨床的・基礎的研究 

（5）樹状細胞の研究 

（6）細胞接着分子・ケモカインによる炎症制御

機構に関する研究 

（7）線維芽細胞からのコラーゲン産生制御に関

する分子生物的検討 

（8）皮膚リンパ腫の臨床的・基礎的研究 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

形成外科学教室の現在の構成は、教授 1名、准

教授 1名、特任講師 1名、助教 6名、特任臨床医

（医員）と専門研修医合わせて、全体で 18 名で

ある。 

教室員の多くは関連病院に出張しているが、現

有教室員の総数は約 100名である。外来は外来診

療棟３階にあり、病棟は新病棟 10 階南に、研究

室は東研究棟に、教授室、講師室、医員室、医局

およびカンファランス室は CRC-A棟にある。 

以下に当教室の教育、研究、診療の現状につい

て述べる。 

 

診療 

月曜日から金曜日までの午前中、外来診療を行

っている。顔面神経麻痺、乳房、耳介変形、腫瘍

再建、美容皮膚、美容外科の各専門外来がある。

2017 年の実績では初診 924 名、入院手術数 785

件、外来手術数 316件、救急受入れ 808件であっ

た。 

現在利用病床数は約 20 床で、毎週金曜朝に教

授回診が行われる。毎週火曜日夜に科全体で術前

検討会を行なっており、全ての手術について適切

な治療法が選択されるようにしている。また毎週

水曜日夜には、術後並びに外来診療症例の検討会

を行い、手術症例の適切なフィードバックができ

るシステムを構築している。 

 

教育 

卒前教育では、M2、M4 の講義と M4 の BSL

を担当している。講義の内容としては、形成外科

学総論（先天性、後天性疾患）、創傷治癒、外傷、

植皮、頭蓋顎顔面外科、マイクロサージャリー、

組織移植、頭頸部再建外科、美容外科などを取り

上げている。BSLでは、手術見学、病棟回診に加

え、非常勤講師によるクルズスおよび助教による

実技経験型学習を行い、教授、講師、助手の指導

のもとに、形成外科が対象とする多様な疾患に多

く触れられるように配慮している。 

卒後教育では、初期研修２年間の後、後期研修と

して形成外科全般のトレーニングを行い、卒後6

年間で形成外科認定医の資格が取得できるよう指

導を行っている。 
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研究 

研究室は東研究棟地下 1階にあり、平成 29年 7

月現在、大学院生 2名が籍を置き、教官とともに

研究活動を行っている。 

代表的な研究テーマを下記に列挙する。 

１）顔面神経麻痺患者においての瞬目の分析によ

る閉瞼機能再建の研究 

２）フレキシブル電子デバイスによる局所血流の

可視化 

３）ICG検査による、リンパ・皮弁血流評価と適

応術式に関する研究 

４）毛乳頭細胞、真皮毛根鞘細胞、表皮角化細胞

を用いた毛髪再生に関する研究 

５）脂肪由来幹細胞の血管新生治療、創傷治癒治

療、組織増大治療への応用に関する研究 

６）微小血管吻合を用いた各種組織移植の基礎研

究 
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科，克誠堂出版．60:1038-1040, 2017 

38. 岡崎 睦. 遊離皮弁移植術（マイクロ手術）

オペナーシング 形成外科の手術看護パーフ

ェクトマニュアル. メディカ出版 10:155〜

166,2017 

39. 光嶋 勲, 吉田 周平, 水田 栄樹, 播摩 光宣, 

山下 修二. 陰茎癌の治療 手術療法 術後合

併症に対する機能・形態再建術. 日本臨床 

75(7): 531-538, 2017 

40. 岡崎 睦. 広背筋皮弁．形成外科治療手技全

書Ⅱ 形成外科の基本手技 2（分担） 克誠堂 

2017 192-199 

41. 岡崎 睦. 胸背動脈穿通枝皮弁．形成外科治

療手技全書Ⅱ 形成外科の基本手技 2（分担） 

克誠堂 2017 236-241 

42. 岡崎 睦. 創傷治癒の原理．創傷治療の原理 

外科系医師が知っておくべき創傷治療のすべ

て（分担） 南江堂 2017 17-28 

43.岡崎 睦. 腓腹神経 採取のための臨床解剖、

採取のコツと採取部への対応 イラスト手術

手技のコツ 耳鼻咽喉科・頭頚部外科（分担） 

東京医学社 2017 559-562 
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口腔外科学 
 

教 授  

高戸毅（６月まで）、星和人（１月から） 

準 教 授  

星和人（１２月まで）、西條英人 

講 師  

小笠原徹、大久保和美、末永英之、阿部雅修 

助 教  

安部貴大、藤原夕子、杉山円、井口隆人、 

菅家康介、岡安麻里、久保田恵吾、谷口明紗子 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/%7Eoralsurg/ 

 

 

沿革と組織の概要 

口腔外科学教室は、本邦における最初の歯科学

講座として、明治 35 年に創設され、これまで日

本の口腔外科の進歩に大きな役割を果たしてきま

した。現在、講座名は東京大学大学院医学系研究

科感覚・運動機能医学講座（口腔外科学分野）、病

院の診療科名は顎口腔外科・歯科矯正歯科と称し

ています。顎口腔外科・歯科矯正歯科は、医学部

附属病院唯一の歯科関連の診療科として、顎顔面

変形症（口唇口蓋裂をはじめとした先天的疾患や

“受け口”のような疾患）や、顎顔面外傷、口腔

内炎症、口腔腫瘍など歯や顎に先天性または後天

性異常のある方を対象としています。医師、歯科

医師、言語聴覚士、歯科衛生士などがチームを組

んで集学的治療を行っているのが、当科の特徴で

す。  

また、研究分野では、多くのスタッフが臨床お

よび基礎的研究にあたっており、特に骨、骨膜、

軟骨、軟骨膜、神経、皮膚などの再生医療につい

て重点を置いています。東京大学医学部附属病院

にはティッシュ・エンジニアリング部が平成 13

年 10 月に設立され当教室の髙戸毅教授が部長を

兼任しておりますが、近い将来の臨床応用を目標

とし、トランスレーショナル・リサーチセンター

として機能すべく研究を行っています。口腔外科

学教室は軟骨･骨再生医療寄付講座をティッシュ･

エンジニアリング部に有しており、ここで助教や

大学院生が顎顔面領域における再生医療に関する

基礎的研究を日々行っています。  

 

診療 

口腔顎顔面外科・矯正歯科においては主に、口

唇口蓋裂を始めとする先天性疾患、顎顔面変形症、

外傷、腫瘍などの疾患を持つものを対象として専

門外来を開設して診療にあたっています。また重

い全身疾患のある方の歯科診療も対象としていま

す。外来には、12の歯科治療ブースと外来手術室

1 室、および言語治療室を備えており、1 日の再

来患者数は現在約 100名となっています。 

実際の診療では、大きく２つの部門に分かれて

治療にあたっています。 

口腔顎顔面外科部門は、智歯（親知らず）抜歯
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を始め、口、歯、顎に関連した外科手術を中心に、

口腔関連の炎症や腫瘍の管理をはじめ、腫瘍や外

傷による歯・顎骨欠損部を、入れ歯やデンタルイ

ンプラント（人工歯根）を用いて補う治療を行っ

ております（補綴歯科）。矯正歯科部門では、著し

い顎骨変形を持つ患者の咬合改善、顎の成長のコ

ントロールをおこなっております。 

また月曜日午後の専門外来では、口腔外科医、

矯正歯科医による臨床カンファレンスを行ってお

り、その他顎関節症の方を対象にした顎関節外来

も設けています。 

入院患者は年間 400人ほどで、全身麻酔による

手術件数は年間 300 例となっています。口唇口蓋

裂、顎変形症における外科的咬合改善術や骨移植、

顎骨骨折の整復固定、腫瘍切除等が主な手術内容

となっています。最近では、骨延長を顎顔面領域

に併用して、顎顔面変形に対する咬合改善を行っ

たり、カスタムメイド人工骨を移植して、顎顔面

骨形態の改善を図るようなことも行っています。  

 

教育 

当教室では、教授、准教授、講師および他大学

のエキスパートを含めた非常勤講師がそれぞれの

専門分野について、M2、M4 の学生に対して講

義・実習を行っています。M2 の学生には口腔外

科総論、歯科概論、口唇口蓋裂、嚢胞、腫瘍、外

傷、口腔粘膜疾患、感染症、顎顔面補綴について、

M4 の学生への臨床実習（BSL）では、歯および

口腔顎顔面の構造、う蝕・歯周病・不正咬合など

の歯科疾患、先天異常・腫瘍・嚢胞、感染症、外

傷などの口腔顎顔面疾患についての症例呈示をお

こなって歯科治療、口腔顎顔面外科治療について

の理解をしていただき、病棟見学、手術見学など

で、医師として最小限必要な口腔に関する知識を

深めています。卒後研修としては、現在は主に歯

学部卒業生に対し、歯科臨床研修医として口腔外

科、矯正歯科各指導医の下、歯科治療全般にわた

る知識・技術の向上を目的とした研修が行えるよ

う、指導を行っております。研修期間中に総合的

な歯科臨床知識を習得した上で、積極的に大学院

進学も勧めており、臨床・研究のバランスのとれ

た各分野の専門医の育成を目指しております。 

 

研究 

当教室での研究は当科で扱われる臨床症例と密

接に関連しています。すなわち口唇口蓋裂等の先

天奇形、顎顔面変形症、さらには再生医療の分野

においては、骨・軟骨の再生医療に関して臨床お

よび基礎の研究が行われています。 

 

臨床研究 

1. 口唇口蓋裂その他の先天異常に伴う顔面変形

に対する集学的治療 

2. 顎変形症・外傷および顎関節症に対する集学

的治療 

3. 頭頚部領域における悪性腫瘍に対する集学的

治療 

4. 骨延長法を用いた顎骨延長 

5. 口唇口蓋裂患者の顔面変形に対する治療 

6. 口唇口蓋裂患者に対するインプラント型自己

細胞再生軟骨の安全性及び有効性を確認する

臨床試験 

7. 口唇口蓋裂患者の言語障害 

8. 頭蓋顎顔面部の先天異常における成長発育 

9. 口唇口蓋裂に対する治療評価悪性腫瘍に対す

る外科･化学・放射線治療について 

10. 顎変形症に対する外科的矯正治療 

11. コンピュータビジョンと拡張現実を用いたコ

ンピュータ支援手術 

12. 顎関節症に対する治療効果 

13. 顎顔面領域への再生骨による修復・咬合再建 

 

基礎研究 

1. 再生医療による顎顔面領域の骨･軟骨再生 
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2. インプラント型再生軟骨作製のためのヒト細

胞を用いた基礎研究 

3. iPS 細胞を用いた軟骨再生の研究 

4. 骨軟骨細胞分化制御機構における細胞周期関

連分子の役割 

5. 間葉系細胞の多分化能維持機構における転写

因子の役割 

6. 骨髄間葉系幹細胞を用いた骨・軟骨再生研究 

7. 口腔がん・口腔前がん病変におけるエピジェ

ネティクス異常 

8. 口腔扁平上皮癌における腫瘍会合性マクロフ

ァージの宿主免疫抑制機構と癌増殖転移機構

の解明 

 

出版物等 

 

「著書・分担執筆」 

1. 西條英人：口腔の先天異常と口唇裂・口蓋裂. 

今日の治療指針 2018, 1576-1577, 福井次矢, 

高木 誠, 小室一成 総編集, 医学書院, 東

京, 2018 

 

「原著・症例報告」 

原著英文（症例報告含む） 

1. Fujihara Y, Hikita A, Takato T, Hoshi K. 

Roles of macrophage migration inhibitory 

factor in cartilage tissue engineering. J Cell 

Physiol. 2018 Feb;233(2):1490-1499. 

2. Komura M, Komura H, Komuro H, 

Ikebukuro K, Hikita A, Hoshi K, Takato T. 

Tracheal cartilage growth by intratracheal 

injection of basic fibroblast growth factor. J 

Pediatr Surg. 2017 Feb;52(2):235-238. 

3. Zong L, Wu A, Wang W, Deng J, Aikou S, 

Yamashita H, Maeda M, Abe M, Yu D, 

Jiang Z, Seto Y, Ji J. Feasibility of 

laparoscopic gastrectomy for elderly gastric 

cancer patients: meta-analysis of non-

randomised controlled studies. Oncotarget. 

2017 Mar 29;8(31):51878-51887. 

4. Watanabe S, Ogasawara T, Tamura Y, Saito 

T, Ikeda T, Suzuki N, Shimosawa T, 

Shibata S, Chung UI, Nangaku M, Uchida 

S. Targeting gene expression to specific 

cells of kidney tubules in vivo, using 

adenoviral promoter fragments. PLoS One. 

2017 Mar 2;12(3):e0168638. 

5. Yamauchi M, Moriyama M, Hayashida JN, 

Maehara T, Ishiguro N, Kubota K, 

Furukawa S, Ohta M, Sakamoto M, Tanaka 

A, Nakamura S. Myeloid dendritic cells 

stimulated by thymic stromal 

lymphopoietin promote Th2 immune 

responses and the pathogenesis of oral 

lichen planus. PLos One. 2017 Mar;12(3):

e0173017. 

6. Abe M, Hoshi K, Shojima M, Ushiku T, 

Suenaga H, Yonenaga K, Kobayashi K, 

Zong L, Abe T, Takato T. A large pyogenic 

granuloma with extensive maxillary bone 

resorption penetrating the maxillary sinus: 

a rare case report. J Oral Maxillofac Surg 

Med Pathol.  2017 May;29(3):254-257. 

7. Zujur D, Kanke K, Lichtler AC, Hojo H, 

Chung UI, Ohba S. Three-dimensional 

system enabling the maintenance and 

directed differentiation of pluripotent stem 

cells under defined conditions. Sci Adv. 

2017 May 12;3(5): e1602875. 

8. Kubota K, Moriyama M, Furukawa S, 

Rafiul HASM, Maruse Y, Jinno T, Tanaka A, 

Ohta M, Ishiguro N, Yamauchi M, 

Sakamoto M, Maehara T, Hayashida JN, 

Kawano S, Kiyoshima T, Seiji Nakamura S. 

CD163+ CD204+ tumor-associated 

macrophages contribute to T cell regulation 

via interleukin-10 and PD-L1 production in 

oral squamous cell carcinoma. Sci Rep. 

2017 May;7(1):1775. 

9. Wang J, Suenaga H, Yang L, Kobayashi E, 

Sakuma I. Video see-through augmented 

reality for oral and maxillofacial surgery. 
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Int J Med Robotics Comput Assist Surg. 

2017 Jun;13(2):e1754 

10. Hikita A, Chung UI, Hoshi K, Takato T. 

Bone regenerative medicine in oral and 

maxillofacial region using a three-

dimensional printer. Tissue Eng Part A. 

2017 Jun;23(11-12):515-521. 

11. Yonenaga K, Nishizawa S, Nakagawa T, 

Fujihara Y, Asawa Y, Hikita A, Takato T, 

Hoshi K. Protocol for collagenase digestion 

of articular cartilage based on differences in 

the biological characteristics of articular 

and auricular cartilage. Regenerative 

Therapy. 2017 Jun;6:9-14. 

12. Horie N, Hikita A, Nishizawa S, Uto S, 

Takato T, Hoshi K. Impairment of the 

transition from proliferative stage to 

prehypertrophic stage in chondrogenic 

differentiation of human induced 

pluripotent stem cells harboring the 

causative mutation of achondroplasia in 

fibroblast growth factor receptor 3. 

Regenerative Therapy. 2017 Jun;6:15-20. 

13. Ishibashi M, Hikita A, Fujihara Y, Takato T, 

Hoshi K. Human auricular chondrocytes 

with high proliferation rate show high 

production of cartilage matrix. 

Regenerative Therapy. 2017 Jun;6:21-28. 

14. Hoshi K, Fujihara Y, Saijo H, Asawa Y, 

Nishizawa S, Kanazawa S, Uto S, Inaki R, 

Matsuyama M, Sakamoto T, Watanabe M, 

Sugiyama M, Yonenaga K, Hikita A, Takato 

T. Implant-type tissue-engineered cartilage 

for secondary correction of cleft lip-nose 

patients: an exploratory first-in-human 

trial. J Clin Trials. 2017;7(3):1000315. 

15. Abe M, Abe T, Mogi R, Kamimoto H, 

Hatano N, Taniguchi A, Saijo H, Hoshi K, 

Takato T. A case of cervical necrotizing 

fasciitis of odontogenic origin in a healthy 

young patient without pre-systemic 

disorders. J Oral Maxillofac Surg Med 

Pathol. 2017 July;29(4):341-344. 

16. Inagaki Y, Abe M, Inaki R, Zong L, Suenaga 

H, Abe T, Hoshi K. A case of systemic 

infection caused by streptococcus pyogenes 

oral infection in an edentulous patient. 

Diseases. 2017 Aug;5(3):E17. 

17. Zhou Y, Hu W, Chen P, Abe M, Shi L, Song 

S, Tan S, Li Y, Zong L. Ki67 is a biological 

marker of malignant risk of gastro-

intestinal stromal Ttmors: a systemic 

review and meta-analysis. Medicine, 2017 

Aug;96(34):e7911. 

18. Inaki R, Abe M, Zong L, Abe T, Shinozaki-

Ushiku A, Ushiku T, Hoshi K. Secretory 

carcinoma - impact of translocation and 

gene fusions on salivary gland tumor. Chin 

J Cancer Res. 2017 Oct;29(5):379-384. 

19. Komatsu N, Mitsui K, Kusano-Arai O, 

Iwanari H, Hoshi K, Takato T, Abe T, 

Hamakubo T. Enhancement of anti-robo1 

immunotoxin cytotoxicity to head and neck 

squamous cell carcinoma via photochemical 

internalization. Arch Can Res. 2017 Oct;

5(4): 157 

20. Kanazawa S, Nishizawa S, Takato T, Hoshi 

K. Biological roles of glial fibrillary acidic 

protein as a biomarker in cartilage 

regenerative medicine. J Cell Physiol. 2017 

Nov;232(11):3182-3193.  

21. Harata M, Watanabe M, Nagata S, Ko EC, 

Ohba S, Takato T, Hikita A, Hoshi K 

Improving chondrocyte harvests with poly 

(2-hydroxyethyl methacrylate) coated 

materials in the preparation for cartilage 

tissue engineering. Regenerative Therapy. 

2017 Dec;7:61-71. 

22. Hoshi K, Fujihara Y, Saijo H, Kurabayashi 

K, Suenaga H, Asawa Y, Nishizawa S, 

Kanazawa S, Uto S, Inaki R, Matsuyama M, 

Sakamoto T, Watanabe M, Sugiyama M, 

Yonenaga K, Hikita A, Takato T. 

Three-dimensional changes of noses after 
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transplantation of implant-type tissue-

engineered cartilage for secondary 

correction of cleft lip-nose patients. 

Regenerative Therapy. 2017 Dec;7:72-79.  

23. Kanke K, Abe T, Abe M, Mori Y, Hoshi K, 

Takato T. In-hospital surgical treatment for 

haemorrhage after aesthetic mandibular 

osteotomy performed as an office-based day 

surgery: A case report. Ann Med Surg. 2017 

Dec 13;24:15-18. 

24. Wang G, Guo S, Xiao H, Zong L, Aaakawa T, 

Abe M, Hu W, Ji J. Remarkably different 

results between two studies from North 

America on genomic mutations and 

sensitivity to DNA demethylating agents 

for myelodysplastic syndromes. Chin J 

Cancer Res. 2017 Dec;29(6):587-588. 

 

原著和文（症例報告含む） 

1. 山脇 孝徳, 松井 瑞子, 大竹 尚之：自家組織

による鼻尖形成術と鼻尖延長の留意点につい

て, 日本美容外科学会会報, 第 39 巻 2 号, 

2017年, 69-79. 

 

「総説・その他」 

総説・単行本 

1. 髙戸 毅, 藤原 夕子, 疋田 温彦, 星 和人. 

【再生医療-臨床応用の最前線-】 再生医療に

おける産官学の連携 インプラント型再生軟

骨の開発を例に . Progress in Medicine. 

2017;37:543-46. 

2. 髙戸 毅，藤原夕子：再生技術を用いた近未

来の再建および細胞治療「顎顔面補綴」（印刷

中） 

 

特許 

1. Wang J, Suenaga H, Sakuma I, Kobayashi 

E, Hoshi K: Surgical navigation system, 

surgical navigation method, and program. 

(Patent Publication No. WO/2017/057175, 

International Application No. PCT/JP2016/

077979) 

2. 王君臣, 末永英之, 佐久間一郎, 小林英津子, 

星 和人: 手術ナビゲーションシステムおよ

び手術ナビゲーション方法並びにプログラム. 

(特許公開番号 2017-064307, 特許出願番号

2015-196791) 

 

新聞・雑誌掲載 

1. 藤原夕子，髙戸 毅：北羽新報 歯の『いま』

は能代山本のみなさんへ 日本の歯科が目指

す道, 秋田, 2017年. 

2. 藤原夕子，髙戸 毅：北羽新報 歯の『いま』

は能代山本のみなさんへ 口の健康は長寿の

秘訣, 秋田, 2017年. 

3. 菅家康介，髙戸 毅：北羽新報 歯の『いま』

は能代山本のみなさんへ リンパ管腫, 秋田, 

2017年.  



276 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

 

整形外科学 
 

教授 

田中 栄 

准教授 

齋藤 琢 

講座専任講師 

松原 全宏、廣瀬 旬 

講師 

大島 寧、武冨 修治 

特任講師（病院） 

乾 洋、森崎 裕 

助教 

谷口 優樹、小林 寛、田中 健之、岡田 慶太、松林 嘉孝、 

山神 良太、川畑 謙介、佐藤 雄亮、川口 航平、日高 亮、 

長谷部 弘之、西村 健、平井 利英 

 

ホームページ http://www.u-tokyo-ortho.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は 1906 年に日本で初めての整形外科学

講座として開講された。初代教授はドイツとオー

ストリアに留学した田代義徳であり、「整形外科」

の名称は田代教授が提案し、採用されたものであ

る。 

開講当初、主な対象疾患はポリオや脊椎カリエ

スなどの感染症と、内反足や先天性股関節脱臼な

どの先天性疾患であった。田代教授は外傷を整形

外科の治療対象と認識し、門下を教育した。また

田代教授と高木憲次教授（第 2代）は肢体不自由

児の療育事業を推進し、それは本邦におけるリハ

ビリテーション医学の源流へと発展した。また、

高木教授による関節鏡の発明は、現在の小侵襲手

術の基礎となった歴史的な業績である。近年では、

骨粗鬆症や変形性関節症などの研究、脊柱靱帯骨

化症や関節リウマチの研究、骨・関節のバイオメ

カニクスの研究など運動器を対象とする学科とな

っている。本講座は、平成 7年に始まった医学部

の大学院重点化に伴って大学院医学系研究科外科

学専攻感覚運動機能講座の中の整形外科学専門分

野となった。 

平成 30 年 2 月現在の教職員は、教授１名、准

教授 1名、講座専任講師 2名、講師 2名、特任講

師 2名、助教 13名、特任臨床医 7名、病院診療

医 2名、専門研修医 8名、学外非常勤講師 11名

である。 

 

教 育 

卒前教育としては医学部医学科学生、同保健学

科学生に対し、卒後教育としては医学系大学院学

生、初期臨床研修医（スーパーローテーター）、後
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期臨床研修医、学会認定医資格取得前の医師、同

取得後の医師、および他院の理学療法士の教育を

行った。 

医学科学生の教育は、学部 2年生に対して、系

統講義、診断学実習、症候学講義、チュートリア

ルを行った。系統講義は 12 コマの講義で、基礎

研究、小児疾患、リウマチ性疾患、代謝性骨疾患、

骨軟部腫瘍、外傷、各関節における疾患が含まれ

ている。診断学実習は、四肢の疾患、脊椎疾患の

診断手技、画像診断の実習を行った。学部 3年生

に対しては、学生が 3週間に渡って各診療グルー

プの一員として活動する参加型の臨床実習を導入

した。整形外科実習の手引を作成配布し、学生の

ためのカンファランスを行って重要な疾患の診断

学、治療学の習得を促している。学部 4年生に対

するエレクティブクリニカルクラークシップでは

学生を病棟のチームに配属し、手術を含めた入院

患者診療、救急外傷医療に参加させ、より実践的

な実習体制とした。また、学部 4年生に対して形

成外科、リハビリテーション科と合同で臨床統合

講義を行った。大学院学生は、講座内、学内の寄

付講座や関連講座、学外に国内外留学者がおり、

研究に従事している。 

平成 29 年度は 8 名のスーパーローテーターが

当科で初期研修を行った。プライマリーケアとし

ての運動器診療の修得を目標とし、一般的な疾病

の担当をする体制とした。専門研修医の研修は関

係病院との 1年間の研修プログラムの下、医学部

附属病院において整形外科学の初期研修を行うと

ともに、救急医学講座との連携により救急医療の

研修も行った。系統的に重要な運動器疾患につい

ての参加型講義を、年間を通して週 1回行った。 

学会認定医資格取得前の医師の教育は、専門外

来診療カンファランスおよびリサーチカンファラ

ンスへの参加によって行い、認定医資格取得者の

教育は、個別指導のほか、専門的なテーマを取り

上げている教室の研究会および研修会によって行

った。 

保健学科学生の教育は、看護コースの臨床実習

の一部を担当した。主として病棟で行っており、

看護師長はじめ看護職員が直接の指導にあたった。 

 

診 療 

平成 29年度の外来患者は延 36,018人、初診患

者 2,033人であった。 

専門外来は脊髄脊椎、股関節、リウマチ、腰痛、

腫瘍、脊柱側弯、四肢再建・脚延長、膝関節、先

天股脱、手の外科、肘関節、肩関節、スポーツ外

傷、末梢神経、骨系統疾患、足の外科の各外来の

ほか、新たに骨粗鬆症外来を開設した。 

病棟入院患者数は概ね 60-70床の間で推移して

いる。全入院患者に関して週 3回の病棟カンファ

ランスを開催し、診断・治療計画・経過について

検討・討議を行っている。平成 29 年度の入院手

術件数は 1,382件で、脊椎手術 338件（うち内視

鏡視などの低侵襲手術 70件）、膝関節手術 276件

（うちナビゲーション使用前十字靱帯再建 46件、

ナビゲーション使用人工関節手術 136件（人工膝

関節全置換術 107 件、人工膝関節単顆置換術 29

件）、手の外科 228件、外傷 183件、股関節手術

134 件（うち人工股関節全置換術 116 件）、骨・

軟部腫瘍 111件、関節リウマチ手術 118件（脊椎・

手・足と重複あり）、足外科 62件、小児 43件で

あった。 

特色ある治療法としては、三次元画像表示によ

るナビゲーションシステムを用いた脊椎・関節手

術、棘突起縦割法脊柱管拡大術、棘突起還納型腰

椎椎弓形成術、脊椎内視鏡手術、変形性股関節症

に対する寛骨臼回転骨切り術、膝十字靭帯損傷の

3 次元画像ナビゲーションを使用した解剖学的再

建術、骨軟部悪性腫瘍に対する集学的治療、高度

な関節破壊をきたした関節リウマチ患者に対する

人工関節置換術などを行なっている。また、研究

から発展した臨床応用として新しい人工股関節の
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治験を行い、現在販売されている。一方、検査法

としては、3次元 CTおよび 3次元造型モデルを

用いた術前手術計画、有限要素法を用いた骨強度

予測を行っている。 

 

研 究 

最先端の生物学的および工学的手法を駆使し

て、各種運動器疾患の病態解明および治療におけ

る世界的な業績をあげている。特に、骨・軟骨の

分子生物学的研究では、世界をリードする存在と

なっている。本講座を中心に 5つの寄付講座が設

置され、緊密な協力のもとに研究を推進している。

整形外科学本講座と骨軟骨再生医療講座（ティッ

シュエンジニアリング部）は分子生物学、再生医

療学などを、関節疾患総合研究講座、臨床運動器

医学講座（22世紀医療センター）は観察疫学、医

用情報工学、臨床介入研究、ヒトゲノム疫学を、

運動器疼痛メディカルリサーチ&マネジメント講

座（22世紀医療センター）は腰痛などの計量心理

学的研究、診断・治療・予防ツールの開発、関節

機能再建学講座はバイオマテリアル工学を担当し

ている。 

当教室では以前より骨代謝学に対しての研究

を積極的に行っており、特に破骨細胞の分化・活

性化・アポトーシス研究に関しては今までも重要な

報告を行ってきた。近年は、骨代謝学と免疫学のシ

グナル伝達のクロストークが明らかになることで

新しい研究分野として確立された骨免疫学 

osteoimmunology 分野における研究や、網羅的

解析法の発達で注目を集めている epigenetic な

研究を行い、成果を上げている。 

運動器疾患の基礎的研究のうち、軟骨研究につ

いては当教室を協力講座とする骨軟骨再生医療講

座と共同で行っており、軟骨細胞の発生・分化か

ら、関節軟骨の形成・成熟、さらに関節軟骨の変

性に至るまでの分子メカニズムと、これらを治療

するための研究を系統的に行っている。現在は力

学的負荷に対する軟骨細胞の応答研究や、組織幹

細胞の役割について研究を続けている。脂肪幹細

胞を用いた変形性関節症治療研究のほか、iPS細胞

を用いた軟骨再生医療研究も行っている。 

学外の施設においても、国内外の複数の一流研

究施設に大学院生を研究生として派遣しており、

頻繁に学術的交流を行っている。国立病院機構な

どとともに関節リウマチに関するコホート研究

（Ninja）に参加しているほか、各診療グループ

が骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）などの多施設

共同研究体制における臨床研究を遂行している。 
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沿革と組織の概要 

1871年（明治 4年）8月、プロシアよりレオポ

ルド・ミュルレル（外科）、テオドール・ホフマン

（内科）が着任。ミュルレルが眼科学を兼任した

ことにより東大眼科開講となる。以来、梅錦之丞、

河本重次郎、石原忍、庄司義治、中島實、萩原朗、

鹿野信一、三島済一、増田寛次郎、新家眞、天野

史郎らが東京大学眼科学教室の教授を歴任してき

た。東京大学眼科学教室は臨床科として眼科学講

座、附属病院角膜移植部からなり、その構成は教

授 1、准教授 3、講師 4、助教 13、特任臨床医 7、

専門研修医 10、大学院生 15、留学生 2、非常勤

講師 9である。外来は外来診療棟 3階、病棟は入

院棟Ａ7階、医局は第一研究棟 2階にある。 

 

診 療 

2015 年 9 月より一般外来制から専門外来制へ

と外来診療体制の移行が行われた。これまでの一

般外来の担当医制が廃止され、専門外来制では各

グループで患者さんの診療に取り組むようになっ

た。以前の担当医制は専門外来医へのコンサルト

形式で、患者さんを待合に待たせることも多かっ

たが、専門外来制では専門外来の中で完結するか、

専門外来同士でのコンサルトとなったため、患者

さんが受診して、診察を終えるまでの待ち時間を

大幅に減らすことができ、病院や患者さんへ大き

く貢献した。 

専門外来は、角膜、緑内障、ぶどう膜、網膜、

黄斑、網膜硝子体外科、糖尿病、神経眼科、斜視、

ロービジョン、腫瘍、涙道、ドライアイが特定の

曜日に行われている。外来手術は外眼部疾患を中

心に行われた。平成 29 年の新来患者数は 2,705

名、再来患者数延べ 50,373名であった。 

病床数は 32 床で平成 29 年入院患者数は延べ

8,293 名、中央手術室における手術件数は 1,548

件であった。病棟は水曜朝教授回診、火、金（全

日）が定時手術日となっている。手術症例として

は白内障が最も多く、次いで緑内障、網膜剥離、

重症糖尿病網膜症を中心とする眼底疾患、角膜移

植手術となっている。症例数及び緊急を要する症

例が多く定時手術枠内での手術は不可能で慢性的

に臨時、救急手術を中央手術室や外来手術室に依
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頼せざるを得ない状態となっている。 

 

教 育 

卒前教育としてはＭ2 の系統講義（14 単位）、

臨床診断学実習（16 回）、PBL（12 回）、M3 の

クリニカルクラークシップ、M4 の統合講義（2

単位）、臨床実習（16 週）等を担当している。ベ

ッドサイド教育の骨子は眼科の特殊性と他科領域

との関連、老齢化社会に向かっての眼科の役割に

ついて理解を深めることとし、講師にはシニアレ

ジデント～スタッフが幅広く担当することとした。

系統講義においては眼科の基礎知識を、臨床講義

にあっては他科領域との問題も含めた代表的な眼

科的疾患をスライド、ビデオを用いて行っている。

卒後教育として、初期研修医は指導医のもと眼科

の基本診察方法、進路に関わらず役立つ代表的な

眼科的疾患について研修する。後期研修医は専門

外来制に準じて各グループを 4ヶ月毎にローテー

ションし、その間集中して疾患病態像の理解を深

めることを研修の基礎としている。その他白内障

手術の技術習得のための豚眼実習や眼科各疾患に

ついてのクルズスを実施する。 

毎週水曜日、午後 1時から症例、研究報告会を

行っている。教室外から講師を依頼し例年行う

Tokyo Ophthalmology Club（TOC, 日本眼科学

会専門医制講習会認定）も 2017年度は 5回主催

した。卒後教育の充実、教室内外との交流をはか

った。研修期間内における研修の補足、充実をは

かっている。 

 

研 究 

研究は専門外来を基盤として研究内容（角膜、

緑内障、ぶどう膜、神経眼科、網膜等）の他、形

態、薬理、生理、分子生物学、免疫学的方法によ

る研究、また非侵襲的検査、研究方法の開発がな

されている。その主なものは 

1) 眼疾患（緑内障、黄斑変性、ドライアイなど）

における脂質メディエーター研究 

2) 正常緑内障の病態研究 

3) 緑内障に対する薬物効果の検討 

4) 緑内障（特に正常眼圧緑内障）早期診断法、

臨床病態像の解明 

5) 糖尿病網膜症の臨床病態像および分子生物学

的アプローチによる検討 

6) 視覚障害者における視機能と生活不自由度と

の関連 

7) 網膜動静脈炎の分子生物学的機序の解明 

8) 眼内悪性リンパ腫の遺伝子変異の解析と新規

治療法の開発 

9) ベーチェット病における疾患特異的 HLA が

病態に関わる機序の研究 

10) 黄斑疾患における構造機能関連解析 

11) 角膜血管新生、瘢痕に対するメカニズム解明

と新しい治療法開発 

12) 角膜ジストロフィーに対する遺伝子治療 

13) マイボグラフィーを用いたマイボーム腺関連

疾患の解析 

14) 培養角膜上皮シートを用いた点眼薬の安全性

の検討 

15) 円錐角膜及び角膜拡張症に対する角膜クロス

リンキングの臨床試験 

16) 無痛無汗症の眼科検診 

17) 高次視機能の fMRIによる評価 

18) 眼科疾患と中枢機能との関連 
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沿革と組織の概要 

耳鼻咽喉科学教室の現在の構成員数は教授 1、

准教授 2、講師 4、助教 11、特任臨床医 5、病院

診療医 2、後期研修医 11、大学院生 9である（留

学や昇任、異動のため、上記リストの数と矛盾す

る）。外来は新外来棟 3階、病室は新病棟 10階北

ウィング、医局と研究室は CRC 棟 2 階と旧外科

病棟 5階にある（南研究棟から CRC棟に 2016年

5月に移転した）。脳神経医学専攻の認知言語学講

座の第 4部門として協力講座の感覚運動神経科学

分野を持ち、3号館に無響室を持つ。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般および専門外来を行

っている。専門外来には、腫瘍、難聴、中耳炎、

小児難聴、人工内耳、めまい、顔面神経、鼻、音

声言語、気管食道、ABR、補聴器の外来がある。 

病棟はA棟 10階北ウィングに 33床と新病棟 2

階の小児病棟に病床を有し、手術は毎週月曜日 2

列、水曜日 3列、金曜日 2列で行われる。耳手術

は月・金、腫瘍は月・水、鼻副鼻腔は水、音声、

気管食道は金曜日である。 

入院患者の診療は、手術は各専門コースの責任

者のもとに研修医と医員が受け持ち、シニアの助

教が担当している。毎週火曜日早朝に術前検討会、

木曜日早朝に手術報告会、火曜日午前に准教授回

診、木曜日午前に教授回診が行われている。入院

患者の内訳は、中耳疾患、人工内耳、頭頸部悪性

腫瘍、鼻副鼻腔疾患、咽頭、扁桃疾患、音声･障害、

喉頭疾患、気管・食道などの手術症例が大部分を

占めるが、悪性腫瘍の放射線・化学療法や急性の

難聴・めまいの保存的治療例も含まれる。当領域

の患者の特色は、生命的予後と機能的予後の両面

の配慮を要することにあり、診療に当たっては特

にヒューマンなコミュニケーションを重視してい

る。人工内耳手術は成人よりも小児が圧倒的に多

く、400例を越えた。 

 

教 育 

卒前教育では、M2の系統講義、M2～4の基礎

統合講義、M4の臨床統合講義、M3～4の Clinical 

clerkship を担当している。現在、系統講義は 11
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コマで、耳科学、聴覚医学、平衡神経科学、鼻科

学、口腔・咽頭科学、喉頭科学、音声言語医学、

気管食道科学、頭頸部腫瘍外科学について行って

いる。BSLは実質 5日間、M4に対し 1 班 6~7名

のグループごとに外来実習、病棟実習、手術見学、

セミナー、教授・准教授によるカンファランスな

ど、いきいきとした内容で行われている。他にM1

～M2 の特別実習であるフリークォーター、研究

室配属があり、聴覚や嗅覚の基礎を中心に約 2名

の教育を行っている。また M3～4 のクリニカル

クラークシップでは研修医に近い臨床実習を行っ

ている。 

初期臨床研究教育では、スーパーローテート制

度により１年目に 1.5ヶ月、2年目に 2ヶ月～8ヶ

月研修医が回っている。専門教育は専門コース制

度を行っている。耳、腫瘍、気管食道、外来と 4

つのコースに分けて教育を行っている。また、火

曜早朝の術前検討会、木曜早朝の手術報告会、火

曜および木曜夕方の抄読会、医局集談会、各コー

ス・専門外来・研究グループごとのカンファラン

スや抄読会を行っている。 

 

研 究 

耳鼻咽喉科領域、細胞生理、誘発電位、超微細

形態、側頭骨病理、分子生物学、腫瘍、組織培養、

発生と発達、成長、加齢、認知科学、音声言語、

EMG ゲノム解析等の研究グループがあり、さら

に疾患生命工学センター、細胞分子生理学講座、

医科学研究所粘膜炎症免疫学分野等にも協力を願

って、形態学・生理学・分子生物学などの各種の

基礎的研究を行っている。関連領域との共同研究

を重視している。さらに、各専門コース・専門外

来においては、臨床から着想を得た基礎的研究を

行っている。以下に主な研究テーマを挙げる。 

1) 中耳・内耳の病理からみた病態 

2) 難聴のモデル動物の作成と治療・予防法の開

発 

3) 感覚器の老化の機序の解明と予防 

4) 内耳有毛細胞の再生誘導 

5) 先天性難聴児・人工内耳児の聴覚言語発達 

6) 前庭誘発筋原電位の起源の解明と応用 

7) 電気刺激による平衡障害のリハビリ 

8) 顔面神経麻痺の電気生理学的予後研究 

9) 増殖因子を用いた顔面神経再生の促進に関す

る研究 

10) 嗅上皮の発生と発達、老化に関する研究 

11) 嗅覚生理・嗅覚障害の発症機序と治療 

12) 後鼻神経切断術モデル動物作成と評価システ

ムの構築 

13) 内視鏡的副鼻腔手術の研究および嗅覚障害の

診断・治療 

14) 鼻粘液の匂い物質代謝能に関する研究 

15) 好酸球性副鼻腔炎の病態生理解明に関する研

究 

16) 嚥下障害の手術療法の開発 

17) 音声障害の解析と治療法の開発 

18) 声帯の炎症モデルを用いた病態解析と予防・

再生 

19) 頭頸部悪性腫瘍に対する頭蓋底外科手術の改

良と開発 

20) 頭頚部癌発癌因子の関与と予後解析 

21) アルコール摂取やウイルス感染と咽頭癌の発

癌の関係 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション医学分野が外科学専攻の中

に設置されたのは 2001年 4月である。東大病院

では、全国の大学病院に先駆けて中央診療施設の

1 部門としてリハビリテーション部が 1963 年に

開設された。しかし、文部科学省が認める名称は

理学療法部であった。理学療法の歴史は古く、東

京大学でも整形外科や物療内科において、約 100

年前から手がけられてきた。後者は 1926 年に設

置され、かつての英文名称は物理療法そのもの

（Department of Physical Therapy）であり、主

として、関節リウマチなどの骨関節疾患あるいは運

動器疾患が対象であった。しかし、リハビリテーシ

ョン科医の専門性が誕生した背景は、近代医学の

展開により救命技術が劇的に進歩したことにある。 

脳卒中、外傷性脳損傷、脊髄損傷などの肢体不

自由だけでなく、心筋梗塞や慢性閉塞性肺疾患な

どの内部臓器の障害を有する人々の早期退院と社

会統合を支援、促進するためには、包括的介入と

チームアプローチが必要である。したがって、リ

ハビリテーション科は疾患特異性をもつ診療科で

はなく、日常生活活動を制限する障害を標的とし

た横断的な診療科である。チームを構成する各種

医療職（メディカルスタッフ）の養成という使命

も持っている。 

大学院学生は 2001年 4月から受け入れ、2016

年までに 17名が入学し、13名が学位を取得して

卒業した。しかし、当初は教員スタッフが配置さ

れないだけでなく、研究室も配備されていなかっ

たので、研究は学内外の関連施設の協力により遂

行してきた。2006年以降は、医学部附属病院内で

の研究体制を整えてきた。 

リハビリテーション科は病棟を運営していない。

診療活動は中央診療施設のリハビリテーション部

と一体であり、教育と研究に関しても同様である。 

 

診 療 

2006年 11月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転した。 

リハビリテーション部は中央診療部として活動

し、原則として入院患者を対象としているが、一

部患者については退院後も外来で治療を継続した

り、経過の追跡をしたりする。また、紹介外来患

者の診療も行う。東大病院は、1996年度よりリハ

ビリテーション診療総合承認施設に指定され、保

険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリハビリテ

ーション医療に関わる保険診療システムは大きく

変わり、疾患別リハビリテーションの体制となっ

た。この中で東大病院リハビリテーション部は、

脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器リハ

ビリテーション料、呼吸器リハビリテーション料

の施設基準認可を受け、更に 2007年 11月には循

環器内科・心臓外科等の協力により心大血管疾患

リハビリテーション料の施設基準認可が追加され、

理学療法および作業療法を行っている。2009年度

にはリハビリテーション部内で勤務する言語聴覚
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士が赴任し、言語療法や摂食嚥下障害に対する治

療を行っている。2010年度にはがん患者リハビリ

テーションの施設基準も取得している。 

年間の新患数は入院・外来合わせて約 4,000人

で、入院患者の約 25～30％に相当する 250～300

人程度を常時担当し、リハビリテーション診療を

行っている。外来通院でのリハビリテーション診

療対象は 1 日約 30 人である。入院患者へのサー

ビスのニーズ拡大に対応することを優先するため、

外来通院患者数の比率は減少傾向にある。臨床各

科からの依頼に応じて入院患者の診療を行うのが

主であり、ほぼ全科から依頼がある。診療件数の

多い主な診療科は、整形外科、精神科、循環器内

科、心臓外科、神経内科、脳神経外科、小児科な

どである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の

20％を超えている。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部まで来られない患者も

多く、各セラピストが病棟に出張する例が増加し

ている。毎朝、前日の新患患者のプレゼンテーシ

ョンを行い、毎週木曜の午前中に、過去 1週間の

入院新患患者の回診を教授以下の医師により行っ

ている。 

精神疾患のリハビリテーション診療については、

作業療法士 4名が専門的に担当している。精神科

作業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が約

40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ばれ、

月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に参加

している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005

年 4月からは自由診療として外来診療を行ってい

る。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ４の臨床実習

（クリニカルクラークシップ）、等を行っている。

系統講義は、リハビリテーション医学総論、切断

と義肢、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋

疾患、骨関節疾患、小児疾患、呼吸障害のリハビ

リテーション医学・医療をテーマとして年間 7単

位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3日間行っている。この必修の

臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関（国立療養所東京病院、JR

東京総合病院、東京都リハビリテーション病院、

荏原病院等）の協力により、4 週間のエレクティ

ブ・クリニカルクラークシップを実施している。

さらに、メディカルスタッフの学生教育として、

年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ指導

を行っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学か

らの研修希望者を多く受け入れていたが、近年は

私学を中心として他大学にリハビリテーション医

学講座が増えてきたこともあり、入局者は一時減

少していた。しかし 2012 年度以降、増加してい

る。初期研修は、卒後初期 2年間の臨床研修義務

化に伴い、2 年目のローテート研修医十数名を受

け入れ指導している。後期研修希望者に対しては、

いくつかの協力施設との連携により研修プログラ

ムを設定し、臨床医として学会専門医の取得を目

標とした教育を行っている。 
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研 究 

リハビリテーションという多くの分野にまたが

る医学・医療の特長を生かして、病院内の他診療

科、東大の他学部、外部の各種機関との共同研究

を進めている。以下に、2017年現在進行中、ある

いは開始予定の研究を幾つか挙げる。 

1) 三次元動作解析を用いた運動器疾患研究 

2) 感覚障害と運動コントロールの関係に関する

研究 

3) 骨系統疾患のリハビリテーション、長期予後に

関する研究 

4) 先天性四肢形成不全の病態、治療に関する研究 

5) DPC データを用いたリハビリテーション効果

に関する研究 
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沿革と組織の概要 

当麻酔科学教室は 1952 年に設置された本邦最

古の麻酔科学教室である。2017年 10月 1日現在

の構成員は教授山田芳嗣、准教授内田寛治、住谷

昌彦、講師張京浩、伊藤伸子、坊垣昌彦、森芳映、

室屋充明、河村岳、助教鈴木愛枝他 19名、専門研

修医が計 15名、大学院生 11名である。外来は外

来棟 2階および中央診療棟 2の 3階、病棟は A棟

6 階北、医局と研究室は臨床硏究棟東および中央

棟南にある。 

以下に当教室の診療、教育、研究の現状につい

て述べる。 

 

診 療 

手術治療を受ける患者に対する麻酔・全身管理

業務、急性・慢性の疼痛患者に対する治療業務、

がん患者の緩和ケア業務を担当している。 

東大病院での手術件数は上昇傾向にあり、平成

19 年 1 月に中央診療棟 2 の手術室が使用可能と

なって手術室数が 23 と倍増した結果、年間手術

件数は現在 12000件を超え、麻酔科管理症例数も

8500件程度となっている。近年、合併症を多く持

つ患者や高齢患者の手術数が増加している。合併

症を持つハイリスク患者の手術や、長時間、大侵

襲手術は以前から多かったが、臓器移植法の改正

により、脳死ドナーからの心臓移植、肝臓移植、

肺移植も行われるようになっている。これら臓器

移植のレシピエントは、末期臓器不全患者であり、

麻酔管理上の難度は最高の群に属する。我々は、

全ての手術治療を受ける患者に対し、丁寧な術前

の状態評価を行い、患者状態を術前に最適化した

上で、適切な術中管理計画のもと、安全に手術が

施行されることで、良好な術後回復に寄与できる

と考えている。また手術中に発生する緊急事態に

も迅速に対応出来る物的人的準備を整えて臨んで

いる。特に重症患者の術前評価をより的確に行い、

効果的に術前の対応を行うため、術前コンサルト

外来を月曜日〜金曜日の午後に開設している。ま
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た東大病院での周術期管理をより効率的に、適切

に行うため開始された周術期管理センターに参加

してシステム作りを行っている。さらに術後に集

中治療を必要とする患者が入室する第二 ICU で

の診療を救急部・集中治療部と協力して担当して

おり、術後の安全な患者管理に寄与している。 

月曜日～金曜日まで痛みセンター（ペインクリ

ニック）外来を行っている。各種疼痛疾患患者（他

科入院患者を含む）を対象に、痛みの感覚的要素

だけでなく生物心理社会的要素にも着目し、痛み

に関連する複数の診療科と連携しながら、神経学

的評価・精神医学的評価など集学的な痛みの評価・

治療を行っている。 

2017 年度 4 月から 2018 年 3 月までの外来患

者数はおよそ 10000人であった。そのうち、初診

患者は約 270人である。現在の病床数は 3床であ

る。麻酔科入院患者は約 40人であり、他科入院患

者の疼痛管理は、約 100人であった。また、術前

コンサルト数は約 1600人であった。 

この他に、緩和ケア診療部では緩和ケアチーム

による集学的緩和ケアの提供に加え、がん治療機

関である当院の特徴に応じたがん治療に伴う慢性

疼痛に対する「がん治療期の痛み」外来、支持療

法期～進行期のがん性疼痛に対するセカンドオピ

ニオン外来を担当している。 

 

教 育 

卒前教育では、M2の系統講義、M4の臨床統合

講義とベッドサイド教育（クリニカルクラークシ

ップ）を担当している。今年度の系統講義は、麻

酔法と術前評価、吸入麻酔、静脈麻酔、全身麻酔

総論、局所麻酔、麻酔と循環管理、輸液管理・代

謝管理、麻酔と呼吸管理、術後管理、ペインクリ

ニックをとりあげた。クリニカルクラークシップ

の内容は、①手術麻酔実習、②ペインクリニック

実習、③クルズスで構成されている。手術麻酔実

習では、術前診察・麻酔管理法の立案・手術麻酔

管理に参画することで、周術期の生体管理に必要

な診察・検査手技ならびに生理学・薬理学の基礎

知識を臨床の現場で学習することを目的としてい

る。ペインクリニック実習では、様々な難治性疼

痛の成因ならびに薬物療法、神経ブロック療法、

運動療法、認知行動療法を中心とした鎮痛方法に

関して理解を深めることを目的としている。クル

ズスの内容としては、麻酔学総論・気道確保およ

び気管挿管・中心静脈穿刺・脊髄くも膜下麻酔・

ペインクリニックの 5項目を取り上げ、麻酔科医

が担う医療において必要とされる基本的知識の修

得を目標としている。なお、気管挿管・中心静脈

穿刺・脊髄くも膜下麻酔はシミュレーターを用い

た実技実習も行っている。ベッドサイド教育の総

括として、手術麻酔症例に関するレポートと麻酔

薬・循環作動薬に関するレポートを提出させると

ともに、それらの内容に関する発表と討論を行っ

ている。 

卒後教育では、1〜3ヶ月期間で、初期研修医の

ローテーションを受け入れている。麻酔管理を含

む、術前・術中・術後管理のトレーニングを行い、

救急・蘇生の基本的技術と知識を修得してもらっ

ている。年間 50 名程度の研修医の卒後教育を行

っている。研修期間中でも、意欲のある研修医に

は、（社）日本麻酔科学会地方会等の学会で発表や

論文投稿させるように配慮している。 

 

研 究 

当研究室には、大きく 7つの研究グループがあ

り、呼吸、循環、疼痛機構、免疫、ショックなど

の臨床ならびに基礎的研究を行っている。 

以下研究テーマの主なものを列挙してみる。 

1) 急性肺障害におけるサイトカインシグナルの

役割 

2) 呼吸不全患者における至適換気モードの検討 

3) 麻酔薬による免疫機能の修飾 

4) 敗血症及び虚血—再灌流傷害における細胞障
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害機構 

5) ショックの病態の解明 

6) マウス下肢虚血再灌流後臓器障害の脂質受容

体による制御機構 

7) 痛覚過敏病態形成における脂質シグナル分子

の解明 

8) α2 アゴニストの抗痛覚過敏効果と止痒効果

の検討 

9) 炎症によって惹起される神経障害性疼痛の成

立における脊髄グリア細胞の役割 

10) 脊髄鎮痛機構 

11) 末梢性及び中枢性掻痒メカニズムの検討 

12) 臨床疼痛患者の疼痛重症化および鎮痛薬感受

性に関する遺伝子多型解析 

13) 麻酔中の脳波解析 

14) 心臓手術と中枢神経障害の検討 

15) 大規模データベースの後ろ向き解析による麻

酔に伴う合併症疫学および麻酔関連薬剤の全

身麻酔予後に与える影響の検討 

16) 麻酔薬の生体内糖代謝機構に与える影響 

17) 代用血漿剤のショックにおける役割の解明 

18) がん化学療法による神経系合併症の解明 
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沿革と組織の概要 

昭和 36 年 2 月、東大病院を訪れる救急患者に

対応するため、中央手術室の管理下に外科病棟 1

階に救急処置室が設置され、救急患者、時間外受

診患者の診療が全てここで行なわれるようになっ

た。この救急処置室は昭和 38 年 4 月、中央手術

部から離れて救急部として独立した中央診療施設

の一つとなり、当時導入された救急告示病院制度

に本院も参画した。昭和 52年 4月には所謂 11人

セットと呼ばれる予算配置が講じられ、医師、看

護婦を含む 11 人の予算が救急部についた。昭和

50 年代に入って、厚生省による救急医療制度の

見直しが行なわれるようになり、当院でもこれに

呼応し、地域三次救急応需を企画して、外科病棟

3 階に重症患者室の整備を開始、続いて昭和 56

年 1月から専業方式の診療を開始した。以来、当

部は東京都の三次救急医療ネットワーク、熱傷ネ

ットワークの指定施設となっている。 

平成 2年 4月に国立大学では 2番目の救急医学

講座が新設され、平成 3年 4月には初代教授が着

任し、救急部長を兼任することとなった。これを

機に救急医学の診療・研究・教育が実質的に開始

された。卒前教育では、M2 に系統講義と一次救

命処置実習を、M４に臨床統合講義と救急車同乗

実習及び救命救急センター病院での実習を行なっ

ている。卒後教育では、各科からの研修医を受け

入れ、救急医学、集中治療医学の短期教育を行な

い、臨床医に不可欠な救急患者診療及び重症患者

管理の初歩を修得させている。 

救急診療に関しては、平成 3 年 10 月の病院科

長会議において東大病院が地域救急要請に応じる

ことが確認され、一次から三次までの救急患者を

積極的に受け入れるようになった。その後、救急

用 CTの整備、放射線部、臨床検査部、輸血部な

どの救急医療を支える組織の体制作り、また夜間

緊急入院手続きの簡略化、各科当直医の意識の変

化などが大きく寄与し、救急部受診患者が増加し

た。 
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平成 3年以来、救急部は院外からの三次救急患

者のみならず、各科に収容できない救急患者、院

内で発生した集中治療を要する重症患者も、ベッ

ドの余裕がある限り積極的に受け入れてきた。特

定機能病院指定に当たり、小児術後集中治療部か

ら集中治療部に名称の訓令改正が行なわれ、救急

部内に集中治療部が併設されることになり、平成

5年 5月には救急部病床の内 4床が特定集中治療

病床として認可され稼働を開始した。この後は、

院内の重症患者の入室が大幅に増加した。 

平成 13 年 9 月に新病棟が開設され、救急医学

講座の業務が集中治療室（ICU・CCU）14床、外

科系HCU36床の管理運営へと大幅に拡張された

ことに伴い、集中治療部に助手 7名が配置された。

その後一次・二次まで含めた救急外来運営や病院

全体の病床管理へと業務を拡張し、救急外来患者

数も増加した。平成 19 年には、これまでの集中

治療室（ICU・CCU）が 16 床に増床し、外科系

HCU が術後管理・重症急性期離脱後管理を中心

とした第 2 ICU 24床となり、また救急外来から

の夜間入院患者管理を中心とした救急病棟 10 床

が新設された。さらに平成 22年 12月には東京都

より救命救急センターの指定を受け、救命 ICU6

床が新設された。 

 

診 療 

救急医学講座が担当している診療業務は、(1) 救

急診療、(2) 集中治療、(3) 病床管理、(4) 危機

管理、の 4つに大別される。 

（1）救急診療 

救急診療として、三次救急患者のみならず、地

域の救急患者の初診や、一次・二次救急患者であ

っても全身状態や意識状態などから必要とみなさ

れた場合、常時対応している。平成 29 年の救急

外来受診患者数は、総数 17607 件、うち救急車

6595件、うち救急部担当救急車 5193件であった。 

救急外来は旧施設の約 4 倍の面積を有し、一般

診察室 5、特殊診察室 4（歯科、耳鼻咽喉科、眼科、

産婦人科）、初療室 3、観察室４、また入院床とし

ては救命救急センター20（救急病棟 14 床、救命

ICU6床）が設置されている。 

（2）集中治療 

集中治療としては、ARDS等の重症呼吸不全・

敗血症・多臓器不全･ショック等の重症患者、高

侵襲の術後患者、救急外来から搬入された三次救

急患者の管理・治療などを主な業務とし、内科・

循環器科・整形外科・外科・脳外科・麻酔科など

それぞれの専門性を有するスタッフが治療にあた

る Semi-closed ICUの形をとる。また最新のエビ

デンスに立脚した治療を重視している。平成 28 年

度の集中治療部入室患者数は約2,300名であった。 

（3）病床管理 

東大病院には重症度に応じて第 1 ICU・第 2 

ICU・一般病棟の 3段階の病棟がある。急性期病

院としての機能を最大限活用するためには、院外

からの患者受け入れ、重傷度に応じた入院床の決

定、急性期離脱後の速やかな転床・転院を推進す

る必要がある。これを可能にするために、第 2 

ICU が中心となって病院全体の病床管理を行な

っている。 

（4）危機管理 

危機管理は大きく院内と院外に分けられる。院

内危機管理としては、院内で急変が起きた時に発

令されるコードブルーへの対応を始めとして、

24 時間 365 日院内で起きる患者状態変化に対応

している。 

院外危機管理として災害派遣医療チーム

(DMAT)を擁し、災害訓練に積極的に参加してい

る。また、東大病院は災害拠点病であり、災害時

には多数傷病者を積極的に受け入れることになる

ため、救急外来の廊下には酸素および吸引設備があ

らかじめ設置されている。 
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教 育 

M2 の系統講義では、救急医学総論、救急初期

診療の基本、心肺停蘇生法、外傷初療診療、災害

医療などの救急分野に関わる最新の知見を講義し

紹介する。臨床実習ではシミュレーターによる一

次救命処置（BLS）の習得を行なっている。 

M3 ではエレクティブクリニカルクラークシッ

プ（ECC）を受け入れ、救急部スタッフと一体と

なり救急外来や救急病床での実際の診療への参加

および第 1ICU・第 2ICU・救命 ICUでの入院患

者の集中治療を経験する。またECC参加者には、

日本救急医学会認定の二次救命処置（ICLS）プロ

バイダ−コース及び英国 ALSG 認定 Hospital 

MIMMS（Major Incident Medical Management 

and Support）を開催し、合格者にはそれぞれ修了

証を授与している。 

M4 では臨床統合講議において、重症救急患者

の診断と治療「ショック、意識障害、外傷、中毒、

感染症、熱傷、体温異常、痙攣など」についてケ

ーススタディ−を提示し活発な議論を展開し、ま

た脳死、災害医療などの最近のトピックにも言及

する。また臨床実習においては、全員が二次救命

処置の基礎を習得した上で、救急車同乗実習でプ

レホスピタルの現場を経験し救急医療の最前線を

体験させている。また、東大病院救急集中治療部

のみならず、都立墨東病院救命救急センター、公

立昭和病院救急部、さいたま赤十字病院救命救急

センターなどの救急医療の現場でスタッフと共に

終日行動を共にし、救急医療の現場を実習する。 

平成 16年度から卒後臨床研修が必修化されて、

全ての研修医が救急部門の研修を受けることが義

務付けられた。厚生労働省の研修指針に則り、救

急外来における一次から三次まで包括した総合診

療的救急医療を学習・実践している。また心肺停

止症例に対する対処法について、日本救急医学会

認定二次救命処置（ICLS）プロバイダ−コースを

救急部配属期間中に開催し全ての研修医に正しい

心肺蘇生法を習得させ、実際の救急現場で実践で

きるよう指導している。 

また初期臨床研修医を集中治療業務にも配属し、

病態生理や内科学的な観点から集中治療について

理解できるように教育を行なっている。 

平成 18 年度から後期臨床研修が開始となり、

外傷初療や、多臓器不全やショック、各臓器不全

に対する機械的補助など、応用的な危機管理医学

について初期臨床研修医の指導的立場にたてる教

育を行なっている。 

 

研 究 

基礎実験としてはヒストン投与による ARDS

モデルや各臓器の虚血再灌流障害モデルを用い、

遠隔臓器障害のメカニズムの解明を目指して解析

を進めている。臨床研究では、ICU入室症例にお

ける種々の臨床パラメータあるいは新規バイオマ

ーカーを用いた臓器ネットワーク解析に関する報

告を行った。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神保健学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看護

学第四講座である。その後、1965（昭和 40）年

の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い東京

大学医学部保健学科精神衛生学教室となった。精

神衛生学教室という名称での活動が長く続いてい

たが、1992（平成 4）年 4月、保健学科が健康科

学・看護学科に移行すると同時に精神衛生・看護

学教室となった。そして大学院重点化構想に基づ

く大学院講座制への移行に伴い、1996（平成 8）

年 4月に精神衛生・看護学教室は組織上、東京大

学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻健康

科学講座精神保健学分野および看護学講座精神看

護学分野の２つの分野となった。しかし 1996（平

成 8）の大学院講座化以降も精神保健学分野の教

授が精神看護学の教授を兼任しており、教室は教

職員も院生も精神保健学分野と精神看護学分野が

一体となって活動している。また、学部教育は従

来の学部講座の担当を引き継いでいるため、医学

部健康総合科学科での教育活動は精神衛生・看護

学教室としてあたっている。2007年から精神保健

学分野は公共健康医学専攻（専門職学位課程）の

一分野ともなり「公衆衛生の精神保健学」の教育、

研究を担当している。 

精神保健学分野は、教授 1、特任講師 1、助教 1、

特任研究員 1、大学院生 14（博士課程 11、修士課

程 3）、客員研究員、研究生等によって構成されて

いる。 

当分野のミッションは、精神看護学分野との協

力体制のもとに、国際的、学際的な視点から、精

神保健学に関する国内・国際リーダーとなる研究

者・実践家を教育すること、および幅広いテーマ

に関する研究を推進することである。 

 

教育 

精神保健学および看護学に関わる諸問題を研究

及び実践の対象としている当分野の学部教育は講

義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看護

学教室として精神保健学分野と精神看護学分野が

一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、公共健康科学統合講義Ⅱ、健康心理学、

心の健康トピックス、心の健康科学、および精神

看護学を担当している。実習は精神保健学実習、

および精神看護学実習を担当している。精神保健
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学実習、および精神看護学実習では、多くの施設

の協力を得て、大学院生のティーチングアシスタ

ントなども関与して行われている。 

大学院教育は、精神保健学Ⅰ、精神保健学Ⅱ、

および産業保健の理論と実践が開講されており、

平成 29 年度はそれぞれ精神保健疫学の研究方法

論および職場のメンタルへルスをトピックスとし

て取り上げた。また、精神保健学分野と精神看護

学分野共通の教室セミナーとして、毎週水曜日夕

方に、教室所属の大学院生と研究生が参加して、

研究計画に関する発表と議論、文献紹介、学外講

師による講義を行っている。 

 

研究 

当分野では、心の健康問題とストレスの研究を

国際的視野から推進している。WHO 国際共同研

究の一環である世界精神保健日本調査は、わが国

最大規模の地域住民を対象とした精神疾患の疫学

調査である。労働者を対象とした職業性ストレス

の健康影響およびこれへの対策の効果評価研究も

当分野の中心的な研究活動の１つである。最近で

は，職場のメンタルヘルスに関する新しいトピッ

ク（インターネット認知行動療法など）に関して

も積極的に取り組んでいる。当分野の研究テーマ

としてはさらに、精神障がいを持つ人々の社会復

帰とリカバリーの推進、自殺予防、災害精神保健、

国際精神保健などがある。これらの研究の多くは

国内外の機関や大学の研究者たちとの共同研究で

行われている。 
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沿革と組織の概要 

平成 30年 3月 31日現在の構成員は、教授 1（松

山裕）、准教授 1（大庭幸治）、助教 2（柏原康佑、

篠崎智大）、特任助教 1（竹内由則）、大学院生 10、

事務補佐 2、研究生 2、非常勤講師 9である。 

 

教育 

平成 4年度から、疫学・生物統計学に関しては

国内では唯一の、学部から大学院への体系化され

た教育コースを実現している。この一連のコース

として担当する講義は以下の通り： 

 学部：「疫学」、「生物統計学」（医学科M0「統

計学」と共同開講）、「生物統計学実習」、「応

用数理」、「臨床・疫学研究の実例」、「医学デ

ータの統計解析」、「同実習」、「理論疫学」で

あり、学科横断講義として「公共健康科学演

習 I」を当教室が担当している。 

 大学院：平成 19年度からは医学系研究科公共

健康医学専攻で「医学データの統計解析」、「医

学統計学演習」、「医学研究のデザイン」の 3

講義を担当しており、毎年「課題研究」の指

導を受けて入れている。健康科学・看護学専

攻博士後期課程では「生物統計学特論 I・II」

「疫学・予防保健学特論 I・II」を行っている。 

学部講義では、「疫学」「生物統計学」で学んだ

健康・疾病現象の数量的把握についての知識を「生

物統計学実習」で実践するという体系的な教育プ

ログラムを採っている。本実習は、市販のインス

タントコーヒー（カフェインの有無で比較）をは

じめ、快眠や健康をサポートすると謳われている

サプリメント、整腸薬、肩こり軽減機器などを、

実習用に作成依頼したプラセボを用いて二重盲検

試験を行うという本格的な研究作法をプラットフ

ォームとして、研究の計画・実施・発表までを学

生自らが研究実施者かつ被験者となり主体的に体

験できるよう、20年にわたり蓄積してきたノウハ

ウで運用されている。特に、文献検索・批判的吟

味・プロトコル作成・データ収集・コンピュータ

による統計解析・レポート作成・発表・討論とい

う一連のプロセスを本実習で体験できるような工

夫がなされている。学科の公共健康科学専修必修

として「臨床・疫学研究の実例」で臨床試験・栄

養疫学・環境疫学を含む疫学方法論を、「医学デー

タの統計解析・同実習」で統計解析理論と統計解
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析ソフト SAS の実行方法を体系立てて指導して

いる。より専門性のある内容について学習意欲の

ある学生には「応用数理」で線形代数・数理統計

の基礎を、「理論疫学」で疫学方法論の基本的枠組

みを習得してもらう。 

公共健康医学専攻（専門職学位課程）では、医

学研究実践を想定した講義を開講している。「医学

データの統計解析」では統計的推測の基礎ととも

に、医学研究で常用される解析手法について実例

を中心に講義し、「医学統計学演習」で主要な解析

手法について実例を用いて統計解析ソフト JMP

による演習を行う。「医学研究のデザイン」では、

講義と事例研究に基づいて主要雑誌に掲載される

レベルの研究デザインについて理解するための基

礎知識習得を目指している。他に、医学系研究科

全体に対する共通講義として「医学統計学入門」

を担当している。博士後期課程を対象とした「特

論」は主に、数理統計の入門的講義と専門書の輪

読を実施している。 

平成 29年度に指導した卒業論文、修士論文（公

共健康医学専攻課題研究）、博士論文はそれぞれ 4、

名、5名、1名であった。 

 

研究 

当教室で研究を行っているテーマを大別すると

(1) 臨床試験の方法論、(2) time-to-event データ

の解析や因果推論などの医学データ解析の方法論、

(3) 胃がんを主な対象とした個票データに基づく

国際的メタアナリシス事業への参加、(4) 動脈硬

化を主な対象疾患とした（前向きメタアナリシス

による）大規模疫学研究のコーディネーションと

データ解析、(5) QOL 調査票や評価尺度の信頼

性・妥当性の研究、およびこれらを用いた実証的

研究、(6) 医療技術の経済的評価に関する研究に

分けられる。 

平成 13 年度に当教室の教官（当時）が中心と

なり、研究者主導の疫学・臨床試験を支援するこ

とを主な目的として設立された NPO 法人・日本

臨床研究支援ユニット（現・EP クルーズ株式会

社）では、日本各地で実施されている地域コホー

ト研究をデータ標準化のもとに統合する日本動脈

硬化縦断研究（JALS；約 12 万人を追跡）、乳が

ん・肝細胞がん・膵がん・糖尿病・慢性腎臓病な

どの大規模臨床研究のデータセンターを担当し、

教員・大学院生もこれら実践研究に参加していた。 

この経験を活かす形で、当研究室では基礎･臨床

あるいは予防を問わず、医学研究の統計的側面に

関し多くの研究指導･研究協力を他研究室および

学外の研究者に対して行っている。指導･協力の形

態もデータ解析から、より本質的な研究計画立案

に重みが移行しつつある。生物統計学の分野は、

わが国では欧米に比べ極端な人材不足であり、ま

た生物統計学の重要性が研究者に浸透するにつれ、

これらのコンサルテーションの需要はますます増

えている。東京大学附属病院・臨床研究支援セン

ターと協力しながら、東京大学附属病院に関係す

る臨床研究の研究計画策定・統計解析の支援も行

っている。 

また、平成 28 年度より国立研究開発法人日本

医療研究開発機構（AMED）が開始した産官学協

働事業である「生物統計家育成支援事業」に東京

大学として参画している（代表：松山裕教授）。本

事業は、国内の臨床研究実施機関・研究センター

等での活躍できる生物統計業務を担う実務家育成

を目標に、博士前期（修士）課程の教育・研修プ

ログラムの作成と実践を行うものである。当研究

室スタッフも研究協力者として本事業に参画し、

これまでの教育実績と研究サポート実績を活用し、

日本ひいては世界の臨床研究の未来へ向けて生物

統計家育成を支援していく体制である。 
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沿革と組織の概要 

医療倫理学・健康増進科学分野の前身は保健管

理学教室である。 

旧保健管理学教室は、1967年に設立され、1974

年に田中恒男博士が最初の主任教授として着任し

た。田中教授は日本の地域健康管理システムの開

発に大きく貢献し、地域健康管理に関する保健管

理システムとデータ管理システムの理論に関する

多数の論文を発表するとともに、健康総合科学科

の前身である保健学科の設立から携わった。 

1985年に、郡司篤晃博士が二代目教授として着

任した。郡司教授は、大きく二つの研究プロジェ

クトを担当した。一つ目は、身体活動と不活動の

健康影響に関する国際研究、二つ目は保健管理シ

ステムに関する研究で、特に保健経済と保健管理

の質に関する研究である。 

1996年に、保健管理学教室は健康増進科学分野

と旧保健経済学分野の二つの分野に分離された。

両分野は大学院医学系研究科に設立された。1996

年から健康増進科学分野は川久保清博士が助教授

として担当し、1998年に保健経済学分野の教授と

して小林康毅博士が着任した。小林教授は主に日

本の医療政策に関する研究を行った。 

2001年に、小林教授は同大学大学院医学系研究

科公衆衛生学の主任教授として異動した。 

2002年からは、現在の主任教授である赤林朗博

士が小林教授の後任として着任し、保健経済学分

野は医療倫理学分野となった。健康増進科学分野

は、川久保清助教授の転任に伴い、2007年より李

廷秀准教授が、その後、2017年より、瀧本禎之准

教授が担当（医療倫理学分野と兼担）するように

なった。 

医療倫理学・健康増進科学分野の平成 29 年度

の構成員は、教授 1、准教授 1、講師 1、助教 1、

技術専門職員 1、事務補佐員 3人である。その他、

特任研究員 8名、客員研究員 5人、大学院非常勤

講師 6人で、研究・教育にあたっている。 

大学院生は、博士課程 4人、修士課程 1人であ

る。 

 

教育 

学部教育：医療倫理学・健康増進科学分野が平

成 29 年度に担当した学部講義・実習は以下の通

りである。 
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医学科 

(1) 医療倫理（M2） 

(2) M4臨床統合講義（医療倫理）（M4） 

(3) M4臨床統合講義（医療倫理・老年病科）（M4） 

(4) M4 臨床統合講義（心療内科・医療倫理学）

（M4） 

(5) 社会医学講義（M4） 

健康総合科学科 

(1) 生命・医療倫理 I（2年、必修、2単位） 

(2) 生命・医療倫理 II（3年、選択、2単位） 

(3) 臨床倫理（4年、選択、2単位） 

(4) 保健･医療管理論（4年、選択、2単位） 

(5) 保健･医療管理実習（4年、選択、2単位） 

全学 

(1) 初年次ゼミナール（理科）（1年、必修、2単

位、公衆衛生学分野と） 

(2) グローバル生命倫理（全学年、選択、2単位） 

 

その他、健康総合科学概論、公共健康科学統合

講義 IIの講義の一部を担当した。 

大学院教育：医療倫理学分野では、医療倫理学

特論 I、II、演習 I、II、実習 I、II を、健康増進

科学分野では、健康増進科学特論 I、II、演習 I、

II、実習 I、II を担当した。また、教室での研究

会を定期的に行い、教室員の教育･研究指導に努め

ている。 

なお、教員は、高知大学医学部（医療コミュニ

ケーション学・漢方医学）、帝京大学大学院公衆衛

生学研究科（医療倫理学）、神田外語大学（自然科

学概論 I、II）、学習院大学哲学科（西洋比較思想）、

慶應義塾大学文学部（倫理学 I）、神奈川大学経済

学部（社会経済学 I、II）、関東学院大学（近代経

済学史）など他大学の教育の協力をおこなった。 

 

研究 

医療倫理学分野では、医療に関わる政策決定や

臨床現場での倫理的判断の基礎となる倫理・哲学

的理論、生命・医療倫理学のトピックスについて、

人文・社会科学的方法論を用いて多彩な教育研究

を行っている。授業では、医療倫理学に関する諸

問題を理解するだけにとどまらず、倫理的な考え

方を身に付けることを重視しているため、全体講

義や文献講読のほか、グループ・ディスカッショ

ンや演習などにも重点を置いている。 

なお、「東京大学生命・医療倫理教育研究センタ

ー」（CBEL）では、① ライフサイエンス・医療

技術が日本社会および国際社会にもたらす倫理

的・法的・社会的諸問題に関して学際的に研究す

ると共に、② 国内外の研究拠点と連携することで、

質の高い国際ネットワークを形成している

（GABEX プロジェクト）。そして、③ 政策、研

究および臨床という実践の場に適した教育プログ

ラムを提供している。これら ①～③ により、今

後リーダーシップを発揮して国際的にも活躍でき

る高度な人材を養成し、次世代の国際標準となる

生命・医療倫理の教育・研究拠点となることを目

的としている（http://www.cbel.jp/）。 

 

主な研究テーマ 

(1) 医療倫理学総論・歴史 

(2) 倫理学の諸理論（規範理論とメタ倫理学） 

(3) 政治理論（正義論） 

(4) 医療資源の配分 

(5) 臨床研究や疫学研究における倫理 

(6) 倫理委員会 

(7) インフォームド・コンセント 

(8) 守秘義務 

(9) 情報開示 

(10) 脳死・臓器移植 

(11) 遺伝子医療 

(12) 安楽死・尊厳死 

(13) 人工妊娠中絶の倫理性 

など 
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沿革と組織の概要 

当教室の前身は、1954（昭和 29）年に医学部

衛生看護学科に開設された基礎看護学講座である。

衛生看護学科は基礎医学系 2 講座と看護系 6 講座

の計 8 講座で構成されていたが、1965（昭和 40）

年の保健学科への学科名称変更に伴って看護系講

座が 1 講座のみに縮小されたため、当教室の名称

は看護学講座となり、学科における看護学教育の

ほとんどを担うことになった。1992（平成 4）年

4 月、学科名称は再度、保健学科から健康科学・

看護学科に変更され、看護系 2 講座が増設された

ので、講座名称は基礎看護学講座に戻された。そ

の後、1996（平成 8）年 4 月の大学院部局化に伴

い、基礎看護学講座は看護管理学分野と看護体系･

機能学分野という 2 つの大学院分野となった。2

分野になった後も、両分野は一体として運営され

ている。また、学部教育については、従来どおり、

基礎看護学教室として担当している。 

 

教育 

学部教育 

2017（平成 29）年度学部教育では、新カリキ

ュラムへの移行に伴い、2・3 年次は新カリキュラ

ム、4 年次は旧カリキュラムの科目を担当した。

健康総合科学科共通必修科目として 2 年次に看護

学概論（講義：1 単位）、看護科学専修の必修科目

として基礎看護学Ⅰ（講義・演習：2 単位）、3 年

次に看護科学専修必修科目として、看護支援技術

論（講義・演習：2 単位）及び基礎看護学実習（実

習：2 単位）、4 年次に看護学コース必修科目とし

て、看護管理学（講義：1 単位）、看護管理学実習

（実習：1 単位）を開講している。 

看護学概論では、看護を学ぶ上で基礎となる看

護の構成概念や機能を理解し、看護の諸理論、看

護の対象や看護の実際について講義や討論を通じ

て学ぶ。基礎看護学Ⅰでは、人を理解し援助する

ための知識・技術を身につけることを目的とし、

患者に適切なケアを提供するための思考過程、患

者を知る技術、患者を援助する技術、患者の環境

を整える技術を、講義や演習、早期体験実習を通

して学ぶ。看護支援技術論では、ヘルスアセスメ

ントに必要なフィジカルエグザミネーション、臨

床場面での基本的な援助技術について、学問的な

根拠と実践を前提にした知識・方法について学ぶ。
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看護過程の展開は事例を通して演習する。つづい

て行われる基礎看護学実習では、実習期間中入院

患者を受け持ち、講義や演習で学んだ患者・看護

師関係の構築、患者理解、看護過程の展開、基本

的技術を臨床場面に適用する。看護管理学では、

看護管理過程、組織と人の管理、キャリアと生涯

学習、医療安全と質保証、医療情報学、チーム・

コミュニケーションについて講義と討議を通じて

学ぶ。看護管理学実習では、講義をふまえ、病院

における看護管理の実際や各部門の役割について

学び、看護管理者との話し合いを通して看護管理

の視点を養う。 

 

大学院教育 

大学院教育では、看護管理学特論Ⅰ(2 単位)、看

護管理学特論Ⅱ（2 単位）および看護体系・機能

学Ⅰ（2 単位）を開講している。看護管理学特論

Ⅰ・Ⅱでは組織と人の管理に関する基盤となる理

論を学び、組織を研究する際、あるいは、組織に

働きかける際に必要となる知識やパースペクティ

ブを講義、演習および文献抄読を通じて学んでい

る。 

看護体系・機能学特論Ⅰでは、変化する保健医

療福祉制度の中での看護学及び看護実践を取り巻

く環境、政策過程や公共哲学の基礎を学び、講義

と討議を通してこれからの看護の役割と機能につ

いて学んでいる。 

 

研究 

看護管理者が力を発揮できる職場環境及び構造 

患者に良質な看護ケアを提供するためには、看

護管理者がさまざまな資源・資産を効果的に活用

して、組織的に良質なサービスを提供する仕組み

を構築ことが重要である。当研究室では、看護管

理者が力を発揮するための職場環境や構造的要因

を明らかにすることに取り組んでいる。たとえば、

看護管理者のコンピテンシーやリーダーシップが

スタッフの成長や職業コミットメント、職務行動、

職務満足感、職場風土、退職率とどのように関連

しているかを明らかにする研究や、看護部門責任

者の職場環境や組織的位置づけが看護部門責任者

の活動や効力感、管理課題の状況とどのように関

連しているかを明らかにする研究に取り組んでい

る。また、東日本大震災後の福島県内の看護組織

管理の事例研究を通じて、危機時の看護組織運営

に関する実践モデルの構築を目指している。 

 

看護師が力を発揮できる職場環境及び構造 

看護師のキャリア発達、チーム・組織の発展、

チーム・コミュニケーション、ダイバーシティ・

マネジメントなど、さまざまな角度から看護師や

医療チームが力を発揮できる職場づくりに資する

研究に取り組んでいる。 

 

看護ケア技術の開発に関する研究 

看護の機能を効果的に発揮するため、エコーを

用いた新しいアセスメント方法の開発や、糖尿病

足病変予防ケア技術の開発に関する研究を行った。 
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沿革と組織の概要 

家族看護学講座は、平成 4年度に新設され、平

成 29年度の構成員は、教授 1、非常勤講師 6、講

師 1、助教 2、大学院博士後期課程 8、修士課程 6、

研究生 1、客員研究員 31、事務職員 3名である。 

 

教 育 

医学部健康総合科学科において、看護学コー

ス・看護科学専修の学生を対象に小児看護学（3 年

生は講義 2単位、保育所・特別支援学校実習 1単

位、4年生は講義 1単位、病棟実習 2単位）、全学

科生を対象に家族と健康 2単位、ヘルスコミュニ

ケーション学 1単位を担当し、全体で講義 6単位、

実習 3単位の教育を行なっている。大学院教育で

は、家族看護学特論 I、II各 2単位と家族看護学

演習 I、II、実習 I、II、各 4単位計 16単位、医

学集中実習「トランスレーショナルリサーチ看護

学入門」2単位を担当している。 

 

研 究 

当教室・分野では、いわゆる健常な家族および

看護や介護を必要とする家族員を抱えた家族に関

して、周産期から高齢期までさまざまな発達段階

にある家族を対象とした研究を行なっている。 

現在進行中のテーマは、 

1) 産後うつの重症化予防および児童虐待予防に

関する研究 

2) 慢性疾患をもつ子どもと養育者のための

QOL尺度開発 

3) 小児がん経験者の晩期合併症のケアと教育・

復学・就労支援 

4) 医療的ケアを要する子どものいる家族の介護

負担と社会サービスの利用行動 

5) 死にゆく患者とその家族への援助（QOL、家

族機能に関する研究） 

6) 認知症高齢者を抱える家族の生活支援 

7) 慢性疾患をもつ子どもと家族の移行期支援 

「小児がん経験者の晩期合併症の実態」、「小児

がん経験者の復学支援」に関する研究は、平成 16

～18 年度文部科学省科学研究費補助金による研

究から引き続き、日本医療研究開発機構（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業や文部科学省科学

研究費助成事業として、全国の小児がん研究者や

患者・家族支援団体と協力しながら研究を進めて

いる。さらに発達段階（小児・成人）や疾患の有

無を問わず、さまざまな人の QOL 向上を目指し

た研究に取り組んで来た経験から、平成 24 年 4

月より「QOL研究センター」を設立し、さらに組
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織的なQOL研究の計画・実施と知の蓄積、統合、

発信を行っている。平成 23 年の東日本大震災に

より甚大な被害を受けた地域において、がんに罹

患した子どもとその家族が経験するさまざまな経

験を明らかにすることをねらいとした研究も行っ

ている。 

平成 29 年度は、小児慢性疾患患者において課

題となっている「成人科医療への移行」や「患者

の自立・自律」といったトランジションに関する

研究を行っている。平成 28 年より継続して、ト

ランジション外来において、先天性心疾患やてん

かん、染色体異常、血液疾患、内分泌疾患を抱え

る患者に移行期支援を行っている。さらに、患者

が自身の疾患について、情報の整理や周囲とのコ

ミュニケーションを促進するために、「マイヘルス

パスポート」を作成し、評価研究を進めている。

また、造血幹細胞移植を受けた患者への長期フォ

ローアップや小児がん患者の復学支援チェックリ

ストの開発も東京大学医学部附属病院と共同で行

っている。 

さらに、家族ケア症例研究会を定期的に開催し、

近隣の看護系大学や医療機関、教職員との連携を

もとに家族看護の実践に関する理解を深め、家族

看護学の臨床・研究の質の向上および家族看護学

の確立をめざしている。 
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沿革と組織の概要 

地域看護学教室は 1992年に発足し、1998年に

地域看護学分野と名称が変更された。2006年度よ

り、健康科学・看護学専攻に保健師コースが新設

されたことにより、行政看護学分野も兼ねている。

さらに、2014年度から修士課程での保健師教育コ

ースが開設され、本分野が課程の責任教室となっ

ている。 

構成員は、教授（兼担）1名、講師 1名、助教

3名（うち兼担 1名）、大学院生 11名（うち修士

6名、博士 5名）である。他に非常勤講師 9名、

客員研究員 8名である。 

 

教 育 

1. 学部教育 

本分野が担当している学部学生に対する教育

は以下の通りである。 

1) 在宅看護論（3年、2単位） 

在宅療養者をとりまく社会状況や保健医療福

祉のしくみの理解を踏まえて、在宅療養者の生

活や健康上の問題に対する個別的・家族的アプ

ローチの方法、ケアプランの組み方、ケアの提

供方法、ケア・システムなどに関する講義を行

う。 

2) 地域看護学（4年、2単位） 

地域で生活している個人、家族、特定集団を対

象に、健康増進、疾病の予防と回復、日常生活

や社会生活への適応を図るための方法論と基

盤となる理論について講義する。 

3) 在宅看護学実習（3年・4年、2単位） 

地域で生活しながら療養する人々とその家族

を理解し、在宅での看護の基礎を学ぶ。また在

宅で提供する看護を理解し、基礎的技術を身に

付け他職種と協働する中での看護の役割を理

解する。具体的には、訪問看護ステーションと

地域包括支援センター、通所介護事業所等で実

習を行う。 

 

2. 大学院教育 

大学院生の教育内容は以下の通りである。 

1) 地域看護学特論Ⅰ（2単位） 

コミュニティレベルの健康およびその理論・実

践・研究と地域看護活動の方法論の一つである

地域組織活動の理論と応用を学ぶ。 
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2) 地域看護学特論Ⅱ（2単位） 

地域看護学に関する研究の現状と課題、および

地域看護学研究の方法論について学ぶ。 

3) 地域看護学演習Ⅰ、Ⅱ、同実習Ⅰ、Ⅱ（8単位） 

地域看護学に関連した学術論文の抄読や、研究

計画・進捗状況の検討を毎週 1回の抄読会で行

っている。また、毎月第 3 金曜日の夕刻には、

地域看護学に関連した学際的な研究分野の外

部講師を招聘し、様々なテーマで教室研究会を

行っている。 

4) 支援技術論Ⅰ（保健師教育科目，2単位） 

地域住民への個別指導・集団指導を行う際の知

識と技術を習得することを目的とし、基盤とな

る理論を学ぶ。 

5) 支援技術論Ⅱ（保健師教育科目, 2単位） 

地域住民への個別指導・集団指導を行う際の知

識と技術を習得することを目的とし、ライフス

テージ別・健康課題別に健康問題の根拠法令、

支援システム、具体的な活動を学ぶ。 

6) 公衆衛生看護学Ⅰ（保健師教育科目, 2単位） 

公衆衛生看護学の歴史、世界の動向、基盤とな

る概念を学ぶ。地域診断の演習を行う。 

7) 公衆衛生看護学Ⅱ（保健師教育科目, 2単位） 

公衆衛生看護学の倫理、基盤となる概念、産業

保健活動を学ぶ。 

8) 公衆衛生看護学Ⅲ（保健師教育科目, 2単位） 

保健師実習に向けた準備を行う。実習地域の地

域診断の他、健康教育や保健指導などの準備を

する。 

9) 行政看護学特論（保健師教育科目, 2単位） 

公衆衛生看護実践に関わる健康政策を倫理的

思考で議論する能力、事業化および施策化能力、

リーダーシップを養うことを目的とする。公共

哲学、施策化、リーダーシップについて学ぶ。 

10)公衆衛生看護学実習Ⅰ（保健師教育科目，1単位） 

対象者の個別支援もしくは特定の公衆衛生看

護管理活動に着目し、継続的な活動展開を学ぶ。

また，産業保健・学校保健など、保健所以外の

場における保健師の役割・活動を学ぶ。 

11)公衆衛生看護学実習Ⅱ（保健師教育科目，4単位） 

公衆衛生看護活動が展開されている場で実践

に参加、もしくは見学することによって、地域

の特性を踏まえて健康課題をとらえ、地域で生

活する人々の健康を守るしくみや活動展開を

学ぶ。さらに、地域ケアシステムの構築や施策

化などの公衆衛生看護管理能力を養うととも

に、情報収集・分析の過程で公衆衛生看護学の

実践的研究能力を養う。 

そのほか、学部学生の卒業論文、大学院学生の

論文指導に個別にあたっている。また、毎週火曜

日にゼミ形式の勉強会、月に 1 回（主に金曜日）

講義形式の研究会を行っている。 

 

研 究 

本分野では、地域で生活する人々を、個別に、

また家族や集団、地域全体としてとらえ、その健

康やQOLの向上をめざした研究を展開している。

また、保健師の技術の抽出と体系化に関する研究

にも重点を置いている。文部科学省科学研究費等

のほか、民間の財団からも助成金を得て研究を実

施している。 

本分野において進行中の主な研究プロジェク

トは以下の通りである。 

1. 地域ケアシステムの整備：機関・職種間連携 

地域医療・高齢者保健活動において、在宅ケア

サービス機関・サービス提供職種間の連携を強

化することは、国際的に重要な課題である。当

教室では、在宅ケアにかかわるサービス機関が

果たす機能や機関・職種間の連携状況を客観的

に評価し、その具体的な改善方法を提案するこ

とを目的に研究を行っている。 

2. 地域ケアシステムの整備：退院支援 

在院期間の短縮、在宅ケアの推進に伴い、ケア

を要する状況で早期に退院する患者が増加す
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る中、退院支援の重要性は増大している。当教

室では、病院への退院支援システム導入の効果

測定、支援方策の標準化に向けた支援内容の分

析、外来における在宅療養支援の調査研究など

を行っている。 

3. 母子保健活動 

親が子育てに対して感じる困難や課題は深刻

化・多様化しており、虐待や不適切な育児、親

の健康問題の予防は公衆衛生上の大きな課題

である。当教室では、子どもの事故予防や、子

どもを持つ家庭における外出環境に関して研

究している。 

4. 高齢者保健活動 

地域に暮らす人々が、できるだけ健やかに、自

分らしい生活を最後まで送り続けるために、高

齢者を対象とした研究に取り組んでいる。 

具体的には、地域在住要介護高齢者のサービス

ニーズの特定や、高齢者・家族に対するサービ

ス提供効果の評価などの「サービスニーズ」研

究、終末期の療養場所に関する現状調査やニー

ズに応じた介入方法の開発等を行う「終末期療

養への支援」研究がある。 

5. 保健師の技術 

保健師は、高い支援技術を用いて住民を支援し

ているが、研究で明確化されていない支援技術

も多い。当教室では、自治体と協働した新しい

地域診断の方法、グループの相互作用を活用し

て個人やコミュニティを育てるグループ支援

技術などの研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

成人保健・看護学教室は、平成 4年の保健学科

から健康科学・看護学科への改組に伴う看護学講

座の拡充により、それまでの成人保健学教室の伝

統を引き継いで設けられた、50年近くの歴史を持

つ教室である。平成 9年の大学院重点化以降、成

人看護学分野とターミナルケア看護学分野という

2分野構成となり、平成 18年度からターミナルケ

ア看護学分野は緩和ケア看護学分野と名称が変更

になった。さらに、平成 28 年度より成人看護学

分野は高齢者在宅長期ケア看護学分野と名称が変

更された。平成 24 年度より山本が教授として教

室運営を担当している。 

 

教育 

学部教育では、成人看護学に関する講義・演

習・実習ならびに疾病論 I・II の教育責任を教室

として預かっている。 

大学院教育においては、自立した研究者・研究

利用者の育成を目指し、個々の大学院学生の臨床

経験に基づく関心を大切にした研究教育を行って

いる。すなわち、成人慢性期および高齢者への看

護実践に関連したテーマを学生自身の問題意識を

もとに選び、臨床上の問題意識をリサーチ･クエス

チョンに落とし込み、研究計画を立てて研究を実

践する。研究課題の着想からリサーチクエスチョ

ン、研究方法の選択に至る思考過程の展開と、各

自の研究者としての問題意識の確立を研究者育成

の要として重視している。 

 

研究 

研究としては、今後の日本社会の変化を見据え、

看護学の発展と看護実践の質の向上に資する研究

を、実践現場と共に展開する。日本文化に根付い

た看護を学問的に探求し日本の看護学を確立する

ことを目指したい。 

教員はそれぞれの関心に基づき、成人慢性期・

高齢期における看護に関するいくつかの領域で研
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究を実施している。 

研究方法としては、従来の統計的手法を用いた

研究とともに、個別の患者・看護師の経験を理解

するための概念化・理論化を目指した質的研究手

法も多用している。 

 

１）長期ケア(long-term care)看護の質管理・向上 

療養病床・施設・在宅ケアなどでの看護実践は、

たとえ疾患があってもなるべく快適な生活を不自

由なく送ることが目的であり、疾患からの回復を

目指す急性期病院におけるケアとは異なるパラダ

イムを持つ。このような長期ケア（long-term 

care）の看護はこれまで日本においてあまり注目

されてこず、質管理・向上のための取り組みも進

んでいない。当教室では、医療療養病床と訪問看

護ステーションを主な対象として、ケアの質管

理・向上に関わる多角的な研究的取り組みを行っ

ている。 

一つめの視点は、長期ケアに携わる実践者（看

護師・介護職者）と研究者との協働によるケアの

質向上のための介入枠組みの開発である。医療療

養病床や訪問看護ステーションの看護職と共に、

現場の通常の実践活動が改善にむかう仕組みを持

続可能な形で導入する工夫をしている。 

二つめの視点は、長期ケアの質を評価する指標

の開発である。長期ケアに求められるアセスメン

トのデータセットと連動させる形で質の指標を開

発している。 

急性期病院よりも研修等の教育機会が限られ

る医療療養病床や訪問看護ステーションの場で、

対象の多様なニーズに応える看護の質保証・改善

は、今後ますます重要性が高まる領域である。 

 

２）現場発の看護学を構築するための事例研究方

法の検討 

実践の学問である看護学を現場での実践から

帰納的に開発する方法として、事例研究方法論の

開発を実施している。事例研究は現場において長

く行われてきているが、事例研究が看護学の構築

に資するようにするために必要な看護研究のプロ

トコール化を目指している。 

 

３）地域包括ケアにおける高齢者支援システムの

検討 

我が国の高齢社会において、地域全体で高齢者

の生活を支える仕組みを確立することが喫緊の課

題である。その一方策として地域における公的サ

ービスの適切性の評価が必要であり、要介護高齢

者が介護保険サービスをどのような組み合わせで

利用しており、どのような要因が関連しているの

かを検討してきている。今後、利用されるサービ

スの組み合わせによる効果についても評価を進め

ていく予定である。 

また地域包括ケアにおいては、民間サービス等

の地域の資源を活用することが求められる。我々

は、地域に多数存在するコンビニエンスストアを

高齢者支援の拠点として活用できる可能性を考え

た。地域の高齢者支援におけるコンビニエンスス

トアとの協働を推進するためのアクションリサー

チを実施している。 

 

４）地域高齢者に対するエンドオブライフケアの

意思決定支援 

地域高齢者（高齢者施設入居者含む）を対象に、

エンドオブライフケアの意思決定の選好に関して

調査を行っている。アジア圏において、高齢化率

が高く医療水準が高いことで共通する日本・香

港・韓国を中心にアドバンスケアプランニングを

推進することが求められ、制度設計がなされたと

ころである。これら三か国での共同研究を行い、

アジア圏共通の課題や本邦特有の課題を明確にし、

行政が行うべき具体的な政策を提案する。それに

より、文化的要因を考慮したアドバンスケアプラ

ンニングの推進に貢献することを目指している。 
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５）看護師の臨床判断力を強化する卒後教育プロ

グラムとその評価指標の確立 

臨床判断力を育成する教育は、基礎教育、臨床

教育のいずれにおいても教育指針に則り取り組ま

れている。しかし、指針の中には、具体的な技術

習得方法については言及されていない。そのため、

それぞれの立場で様々な教育方法が取られており、

基礎教育と臨床において一貫した教育がなされて

いるとは言えない。そのことは、学校での学習が

実践に結びつかないことへ影響していると考えら

れる。本研究では、まず看護基礎教育と臨床教育

の現状を踏まえた、実践看護師の臨床判断力強化

を目指した卒後フィジカルアセスメント研修プロ

グラムの開発を試みている。 

 

そのほか、慢性期・高齢期を中心として、回復

期からターミナルの時期に渡る非常に幅広い期間

における看護について検討を重ねている。この期

間において看護を要する人々がどのような状態に

あるのかの理解に資する研究や、それらの人々に

対する効果的・効率的な看護ケアについての研究

を行なっている。 
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沿革と組織の概要 

母性看護学・助産学分野は、平成 14 年に設置

された。平成 29 年度の構成員は、准教授 1 名、

助教 3名、大学院生 12名（修士課程 7名、博士

課程 5名）、客員研究員 5名であった。 

 

教 育 

学部および大学院教育として、母性看護学・助

産学の単位を担当している。 

学部教育では、看護学コースの学生（学部 3年

生）を対象として母性看護学・救急処置の講義 3

単位、母性看護学実習 2単位の計 5単位を行って

いる。 

大学院教育では、母性看護学・助産学特論Ⅰ、

Ⅱ、同演習Ⅰ、Ⅱを行っている。また、助産師教

育コース（助産師国家試験受験資格が付与される）

を選択した学生を対象として助産学の講義 11 単

位、実習 11単位の計 22単位を担当している。 

 

研 究 

当分野は、周産期における母子の健康だけでな

く、女性の生涯を通じた健康づくりに焦点を当て

て研究に取り組んでいる。現在の主な研究プロジ

ェクトは以下の通りである。 

 

1. 妊娠中の保健指導のエビデンスの創出 

1) 妊娠中の母体の栄養・体重管理 

母体体重、体組成、栄養素の測定、および日

常生活習慣や食習慣、身体活動量の調査により、

妊娠中のより適切な体重管理や生活習慣につ

いて調査している。 

2) 妊娠中の運動効果 

エビデンスに基づく妊娠期の運動指導を目

的に、健康な妊婦を対象に運動介入を行い、精

神的・身体的な効果の検証を行っている。 

3) 妊婦の日常生活習慣と酸化ストレスとの関連 

妊娠中の酸化ストレスについて、適切に評価

できる生化学的パラメーターを探索し、日常生

活習慣との関連を調べ、適切な保健指導を行う

ための基礎資料を得ることを目的としている。 

4) モンゴルにおける妊婦の受動喫煙の実態調査 

バイオマーカーを用いて、モンゴル人妊婦の

受動喫煙の実態を調査している。また、妊娠中

の受動喫煙が、周産期アウトカムに与える影響
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についても調査し、保健指導を行うためのデー

タを得ることを目的としている。 

4) 妊婦の睡眠時無呼吸症候群の実態調査 

携帯型睡眠評価装置を用いて、妊婦の閉塞性

睡眠時無呼吸の実態とその関連要因を調べて

いる。また、閉塞性睡眠時無呼吸の周産期アウ

トカムへの影響についても調べている。 

 

2. 安心できる出産の支援体系構築 

1) 経会陰超音波による産道のアセスメント方法

の開発 

経会陰超音波を使って産道を評価し、分娩方

法との関連を明らかにし、分娩のメカニズムや

ケアの構築を目指している。 

2) 出産恐怖感と心理社会的要因の検討 

産後のメンタルヘルスに悪影響を及ぼすと

される出産恐怖感について測定尺度（Wijma 

Delivery Expectancy/Experience Question-

naire: W-DEQ）の日本語版の開発と検証を行

い、妊産婦の心理社会的要因について検討し、

妊娠期からの出産準備支援の一助とする。 

3) エルサルバドルにおける安全な出産・出生のた

めの戦略の構築 

科学的根拠に基づいた産科医療・ケアにより、

母児の安全・安楽を向上させながら妊産婦死亡

率の削減に貢献するプログラムを、「人間的な

出産（出産のヒューマニゼーション）」を概念

の中心に据えて構築している。 

 

3. 女性の健康への支援体系構築 

1) 働く女性の生活・睡眠に関する調査 

小さな子どもをもって働く母親の生活リズ

ムや睡眠の状態、さらに日中の過度な眠気に影

響する要因について調べている。 

2) 働く女性の母乳育児支援 

母乳育児を希望する就労女性が、職場復帰後

に母乳育児を続けるための要因について調査

をしている。 

3) パ－トナーからの暴力（IPV: Intimate partner 

violence）とその関連要因 

妊娠期のパートナーからの暴力（IPV）と不

安・うつ症状、愛着障害などの関連を調査して

いる。 

 

4. 新生児に対する保健指導エビデンスの創出 

1) 効果的な新生児皮膚トラブル予防法の開発 

新生児皮膚トラブルの予防のため、生後早期

での保湿に重点を置いたスキンケアの介入を

実施し、皮膚バリア機能改善への効果、さらに

は乳児期の皮膚トラブルとその後2歳までのア

レルギー疾患との関連を検討している。 

2) スキンケアによる皮膚バリア機能・皮膚常在菌

叢の変化の検討 

沐浴をはじめとするスキンケアの皮膚への

影響を、皮膚バリア機能に加え、皮膚常在菌叢

も含め調査している。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看護

学第四講座である。その後、1965（昭和 40）年

の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い東京

大学医学部保健学科精神衛生学教室となった。精

神衛生学教室という名称での活動が長く続いてい

たが、1992（平成 4）年 4月、保健学科が健康科

学・看護学科に移行すると同時に精神衛生・看護

学教室となった。そして大学院重点化構想に基づ

く大学院講座制への移行に伴い、1996（平成 8）

年 4月に精神衛生・看護学教室は組織上、東京大

学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻健康

科学講座精神保健学分野及び看護学講座精神看護

学分野の２つの分野となった。 

しかし 1996（平成 8）年の大学院講座化以降も

精神保健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任

しており、教室は教職員も院生も精神保健学分野

と精神看護学分野が一体となって活動している。

また、学部教育は従来の学部講座の担当を引き継

いでいるため、医学部健康総合科学科での教育活

動には精神衛生・看護学教室として当たっている。 

精神看護学分野は、教授 1（兼任）、准教授 1、

特任助教 1、大学院生 12（博士課程 4、修士課程

8）、非常勤講師、客員研究員等によって構成され

ている。 

当分野のミッションは、精神保健学分野との協

力体制のもとに、国際的、学際的な視点から、精

神看護学に関する国内・国際リーダーとなる研究

者・実践家を教育すること、及び幅広いテーマに

関する研究を推進することである。  

 

教育 

精神保健学及び精神看護学に関わる諸問題を研

究及び実践の対象としている当分野の学部教育は

講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看

護学教室として精神保健学分野と精神看護学分野

が一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師によって行われている。学部での講義

は、健康心理学、公共健康科学統合講義Ⅱ、心の

健康科学、心の健康トピックス、精神看護学を担

当している。実習は精神保健学実習及び精神看護

学実習を担当している。精神保健学実習及び精神

看護学実習は、多くの施設の協力を得て、大学院

生のティーチングアシスタントなども関与して行

われている。 
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大学院教育は、精神保健・精神看護の疫学研究

方法について学ぶ精神看護学特論Ⅰ、及び英文文

献抄読を通じて Wellness に関するトピックにつ

いて検討する精神看護学特論Ⅱが開講されている。

また、精神看護学分野と精神保健学分野共通の教

室セミナーとして、毎週水曜日夕方に、教室所属

の大学院生と研究生、教員らが参加して研究発表

と討議を行っている。また、大学院生や研究生、

卒業生らが参加し、精神保健看護学領域に関する

最新の実践についてその実施方法やエビデンスに

ついて取り上げる研究会や質的研究の勉強会、そ

れぞれの研究計画についてディスカッションする

勉強会など、有志による勉強会が多数行われてい

る。 

 

研究 

当分野の教員及び大学院生は、精神保健学及び

精神看護学全般に関わる諸問題を研究の対象とし

て活動している。 

研究テーマは多岐にわたる。精神健康に困難を

有する人にとってのリカバリー、精神保健領域に

おける健康の自己管理、身体疾患や物質依存を有

する人の精神健康、看護師をはじめとした労働者

の精神健康、ピアサポート、精神疾患を有する人

の地域生活支援（精神科訪問看護、地域での包括

支援等）、隔離や拘束などの行動制限最小化、ステ

ィグマ、ソーシャルインクルージョン、災害精神

保健看護などに取り組んでいる。 
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沿革と組織の概要 

老年看護学教室は、平成 15 年 6 月に開講され

た教室である。平成 29年度構成員は、教授 1、准

教授 1、助教 2、特任助教 1、学部非常勤講師 2、

大学院非常勤講師 7、大学院生 13（修士 8、博士

後期 5）、学部生 1、研究生 2である。平成 18年

度より、創傷看護学分野が開講され、現在は 2分

野の教育・研究活動を行っている。教室の基本方

針は、“エビデンスに基づいた老年看護学／創傷看

護学の実践と展開”である。 

 

教育 

1. 学部 

学部教育では、老年看護学に関する講義・演習

・実習、ならびに健康支援実習、疾病論、解剖示

説の教育責任を教室として預かっている。 

1）「健康支援実習」（新カリキュラム：2 年次 W

ターム，1単位） 

看護学が実社会で応用される場は病院や保健所、

施設などにとどまらない。人々の健康を支援し、

各々が自己実現を達成するために必要な方策を探

求するのが看護学といえる。本実習の目的は、「既

存の概念にとらわれない看護学の在り方に早期に

触れることにより、学問の多様性と広がりを体感

し、健康を支援する方法を学ぶ」である。平成 29

年度の主な内容は、看護における課題を解決する

ための政策作り、健康支援サービスの取組みや看

護からの病院経営の取組み、看護の知の創出が行

われている現場の見学を行った。 

2）「疾病論」（新カリキュラム：3年次 S2ターム

，2単位） 

学習目標は、「将来、健康関連の実務および研究

者・教育者として活躍することを目指す学生が、

臨床医学を理解するために必要な基礎的知識およ

び思考過程を学ぶ。また、看護実践に必要な薬剤

学を理解する」である。平成 29 年度の主な内容

は、外科的治療概論、放射線医学概論、手術麻酔、

術前術後の管理、各診療科別疾患の病態・自然経

過と治療、看護薬剤学であった。なお、本授業は

本学医学部附属病院の教職員による協力の下に展

開している。 

3）「解剖示説」（新カリキュラム：3年次 A1ター

ム，1単位） 

学習目標は、「『生』『健康』の対極にある『死』
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『疾患』を身近で体験することにより、生命・生

活についての深い理解に役立てる。マクロ解剖を

実際に行うことで、人体の構築について学習する。

また、さらに、医学標本室における見学を通して

俯瞰的・総合的に学ぶ。」である。平成 29年度の

主な内容は、①病理解剖学概論、②症例提示、③

研究紹介、④病理解剖の実際、⑤剖検室実習、⑥

本学医学部標本室見学であった。 

4）「老年看護学」（新カリキュラム：3年次 A2タ

ーム，2単位／旧カリキュラム：3年次 A2ターム

，4年次 S1ターム，4単位） 

学習目標は、「高齢者の身体的・心理的・社会的

特徴および老年看護に活用可能な理論を理解する。

加齢に伴う身体の変化に対する病態生理・治療方

法を知り、特に高齢者に特徴的な老年症候群に対

するケアの実際を理解する」である。平成 29 年

度の主な内容は、①高齢者模擬体験（演習）、②老

年期の身体的・心理的・社会的特徴と看護、③老

年症候群と看護（認知症、摂食嚥下、栄養障害、

褥瘡、排泄障害）、④加齢に伴う身体の変化、⑤加

齢と認知症、⑥加齢と骨粗鬆症、⑦加齢と腎臓・

高血圧・脳卒中、⑧加齢と循環器疾患、⑨加齢と

呼吸器疾患、⑩高齢者の薬物療法、⑪歩行・移動

支援、⑫高齢者との関わり コミュニケーション技

術（演習）、⑬グループワークであった。 

なお、授業内容の一部は本学医学部加齢医学講

座および医学部附属病院の教職員による協力の下

に展開している。 

5）「老年看護学実習」（旧カリキュラム：4 年次

S2ターム，2単位） 

実習目的は、「介護老人保健施設の高齢者を通し

て、高齢者看護のあり方を学ぶ」である。平成 29

年度は、医療法人社団龍岡会龍岡介護老人保健施

設の協力の下に展開した。 

6）卒業論文 

平成 29年度の実績は以下の通りである（1題）。 

“ Developing a pressure ulcer severity 

estimation algorithm via machine learning” 

 

2. 大学院 

1）「老年看護学特論Ⅰ」（S1ターム，2単位） 

基礎・臨床・工学の 3つの観点から、高齢者の

ケアに関連した最新の研究動向を把握し、今後の

老年看護学のあり方を考察することを学習目標と

し、関連論文の抄読および批判的吟味を行った。 

2）「老年看護学特論Ⅱ」（A1ターム，2単位） 

高齢者医療・看護を様々な視点、つまり生物機

能の側面から、個体機能や社会機能の側面まで含

んだ視点を専門家から幅広く学び、今後の日本社

会の在り方について考察できるよう科学的思考を

身につけることを目標に、非常勤講師による講義

形式で展開した。平成 29 年度の主な内容は、①

老年看護学と法、②排便機能障害の評価と治療、

③高齢者の栄養管理・がん患者の栄養管理・微量

栄養素の生理活性と欠乏症、④認知症者の看護、

⑤医用画像 近年の画像処理と生体信号を用いた

画像操作、⑥救急医工学・片麻痺患者のリハビリ

テーションであった。 

3）「創傷看護学特論Ⅰ」（S2，2単位） 

創傷看護学に関する研究を理解する上で必須と

なる基本的知識（臨床的、基礎生物学的、工学的

知識）の習得を目標に講義を展開した。平成 29

年度の主な内容は、①皮膚の構造と機能、創傷治

癒と管理、②臨床看護研究の基礎、③計測の原理

とデータ化、医療・介護・福祉研究における計測

デバイスの活用、④創傷看護学における超音波画

像診断技術の応用、⑤バイオロジカルナーシング

の基礎と応用、⑥新たな看護技術創生におけるナ

ーシングトランスレーショナルリサーチ、⑧褥瘡

の基礎と看護学の取り組みであった。 

4）「創傷看護学特論Ⅱ」（A2，2単位） 

各論について基礎から最新の知見まで含めて各

分野の専門家が講義を行い、討議を通じて自らの

研究の糧とすることを目的とし講義を展開した。
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平成 29 年度の主な内容は、①訪問診療における

創傷との関わり、②創傷治癒学の最先端、③アド

バンスト創傷ケアの取り組み ～診療科との協働

の実際と～、皮膚・排泄ケア認定看護師活動④ア

ドバンスト創傷ケアの取り組み、⑤褥瘡のケア：

体圧分散寝具、⑥分子生物学的手法を用いた創傷

アセスメント、⑦創傷治癒の基礎と応用であった。 

5）修士論文 

平成 29年度の実績は以下の通りである（4題）。 

“Development of a mattress sensor system to 

estimate desire to void for elderly patients with 

physical and cognitive impairment” 

“ Fecal distribution changes using colorectal 

ultrasonography in elderly patients with physical 

and cognitive impairment at long- term care 

facilities: A longitudinal observational study” 

“Prediction of healing in Category I pressure 

ulcers by skin blotting with a lymphangiogenesis 

marker, vascular endothelial growth factor C: A 

pilot study” 

“Validity of biofilm detection by wound blotting 

on chronic wounds” 

6）博士論文 

平成 29年度の実績は以下の通りである（2題）。 

“Development of a biomarker for adrenocorti-

cotropic hormone-induced mechanical hyper-

sensitivity using a full-thickness cutaneous 

wound model” 

“ Healing process of incontinence-associated 

dermatitis and promoting effect of acylated 

homoserine lactone on its healing in rats” 

 

研究 

当教室では、老年看護学の対象として高齢者の

褥瘡、排泄障害、低栄養、疼痛（痛み）、嚥下障害、

骨粗鬆症、認知症等のいわゆる老年症候群の症状

／状態について、また創傷看護学の対象として褥

瘡、糖尿病性潰瘍、血管性潰瘍、癌性創傷などに

ついての研究を行っている。 

臨床研究のフィールドとしては、東京大学医学

部附属病院の褥瘡対策委員会による褥瘡回診、糖

尿病・代謝内科におけるフットケア外来、泌尿器

科・大腸肛門外科におけるストーマ外来などに参

加している。さらに、平成 24年 12月に設立され

た社会連携講座アドバンストナーシングテクノロ

ジーの協力講座として、診療科、看護部、大学院

のより一層の連携強化を図り、臨床現場に立脚し

た看護技術開発システムを構築している。また、

学外の関連施設において疫学研究ならびに臨床試

験を精力的に行っており、臨床との連携を強固に

とりながら、実践に即した研究を遂行している。 

平成 29 年 4 月には、教室主任がセンター長を

務める東京大学医学部附属グローバルナーシング

リサーチセンターが設立された。当センターは、

少子・超高齢社会において重要となるケアイノベ

ーション開発研究および看護システム開発研究を

強力に推進することを目指しており、当教室の教

員はケアイノベーション創生部門を兼任している。 

平成 29 年 7 月には、グローバルナーシングリ

サーチセンター主催第 5 回看護理工学入門セミナ

ーの開催を通じて、看護学が対応すべき臨床上の

課題のメカニズムを基礎的に検討し（バイオロジ

ー）、明らかになったターゲットに介入する機器開

発を行い（エンジニアリング）、さらにその技術・

システムを臨床で評価し、さらに新しい課題を抽

出する（ナーシングトランスレーショナルリサー

チ）研究ダイアグラムである「看護理工学：バイ

オエンジニアリングナーシング」の研究方法論を、

学内外の多くの看護学研究者、臨床看護師に教授

した。この入門セミナー参加者の中から希望者に

対して、看護理工学ハンズオンセミナーを行い、

より高度な研究手法を少人数制でレクチャーした。 

国際的な活動として、英国ノッティンガム大学

で開催された International Research and 
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Development Summer Schoolに参加した。5か

国から研究者が集い、創傷とリンパ浮腫に関する

講義や活発な意見交換が行われた。さらに、当教

室よりエコーとサーモグラフィを用いた褥瘡アセ

スメント手法を紹介し、各国の研究者と共有した。

国際共同研究としては、現在 University of 

California, Los Angeles (CA), Florida 

University (FL), Curtin University (Australia), 

The University of Nottingham (UK) との研究が

昨年度に引き続き進行中である。また、教室主任

は平成 29 年度現在、引き続き世界創傷治癒連合

会議（WUWHS）の Continental Board、国際リ

ンパ浮腫フレームワーク（ILF）International 

Board of Directorsを務めている。 

平成 29 年 4 月には社会連携講座イメージング

看護学を設立した。本講座では、「安全安心で快適

な療養生活」の実現するために、看護の臨床現場

を基軸として、イメージング技術を用いた看護技

術の提案を行い、新たなイメージング手法による

看護におけるイノベーション技術の開発を目指し

ている。 

以下、当教室で平成 29 年度に実施された主な

具体的な研究テーマを挙げる。 

１．動物実験・基礎的研究 

・細菌および宿主遺伝子発現に着目した新たな

創傷感染症コントロール手法の開発 

・創傷滲出液を用いた新たな創評価法の検討 

・スキンブロッティング法による皮膚の生理機

能推定方法の確立 

・バイオフィルム検出方法の開発 

・糖尿病モデル動物の創傷治癒に関する研究 

・スカルプケアサイエンスに関する研究 

・創傷の疼痛のメカニズムに関する研究 

２．看護工学的研究 

・体圧センサ内蔵自動制御マットレスの開発 

・エコー、サーモグラフィによる創傷および前

駆病変の非侵襲的診断法の確立 

・サーモグラフィによる末梢静脈留置カテーテ

ルによる合併症早期発見法の確立 

・高齢者向けコミュニケーションロボットアプ

リケーションの開発 

・失禁関連皮膚炎予防パッドの開発 

３．臨床研究 

・褥瘡の新規アセスメント手法の開発 

・糖尿病性足病変（潰瘍、胼胝、亀裂、爪白癬

など）の実態調査とその要因探索 

・癌化学療法による頭皮機能の変化の把握 

・リンパ浮腫の実態調査とその国際比較 

・エコーを用いた不顕性誤嚥同定方法の開発 

・エコーを用いた高齢者の栄養状態評価手法の

開発 

・エコーを用いた便秘のアセスメント方法の開

発 

・施設入所中の高齢者の皮膚の実態調査 

・車いすバスケットボールアスリートの皮膚の

実態調査 

・褥瘡患者における寝床内環境と創感染の関連

に関する調査 

なお、これらの研究活動のうち、下記のテーマ

について受賞している。 

・第 47 回日本創傷治癒学会 研究奨励賞 

山根拓実, 金野凌介, 仲上豪二朗, 岩槻健, 真

田 弘 美 , 大 石 祐 一 . Hydrocellular foam 

dressing貼付が leptinシグナルを介した創傷治

癒に及ぼす影響とその分子メカニズムの解明. 

第 47 回日本創傷治癒学会プログラム・抄録集. 

2017;126. 

・第 5 回看護理工学会 奨励賞 

松本勝, 大貝和裕, 根本鉄, 栗田俊治, 須釜淳

子.意識障害のある寝たきり高齢者における 24

時間の睡眠評価とバイタルサインズのモニタリ

ング. 看護理工学会誌, 2015;2(1):47-53 . 

・第 5 回看護理工学会 奨励賞 

Nitta S, Matsumoto M, Sugama J, Nakagami 
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G, Okuwa M, Nakatani T, Sanada H. New 

quantitative indicators of evaluating the skin 

care regimen for older adults with dry skin by 

using the digital image analysis, Journal of 

Nursing Science and Engineering, 

2016;3(2):93-100. 

・LIFE2017 若手プレゼンテーション賞 

荒木大地, 野口博史, 川口孝泰, 真田弘美, 森

武俊. OS-5-3 看護と工学. 圧力センサ内蔵型エ

アマットレスを用いたベッド上姿勢・動作分類

の学習手法間比較 , LIFE2017 講演要旨集 , 

2017. 

・第 26 回日本創傷・オストミー・失禁管理学会

学術集会 会長賞 

大屋麻衣子, 村山陵子, 大江真琴, 田邊秀憲, 

藪中幸一, 小見山智恵子, 真田弘美. パクリタ

キセル・カルボプラチン療法における末梢点滴

刺入部の皮下組織の特徴. 日本創傷・オストミ

ー・失禁管理学会会誌第 25 回学術集会抄録集. 

2017;21(2):167. 

・日本創傷・オストミー・失禁管理学会 2017

年 学術論文奨励賞  

Hori N, Tamai N, Noguchi H, Nakagami G, 

Sugama J, Mori T, Sanada H．Development 

and assessment of air mattress with 

independent air cell pressure control 

responsive to interface pressure distribution. 

Journal of Japanese Society of Wound, 

Ostomy, and Continence Management. 2017;

20(3):300-9. 

・独立行政法人日本学術振興会 表彰 

真田弘美：特別研究員等審査会専門委員・国際

事業委員会書面審査員・書面評価員 審査貢献

による表彰 
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incontinence-associated dermatitis in older 

women: A cluster randomized controlled 

trial. Journal of Wound Ostomy and 

Continence Nursing. 2017;44(5):1-6.  

4. Tamai N, Minematsu T, Tsunokuni S, Aso 

K, Higashimura S, Nakagami G, Sanada H. 
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validity of thermography in identifying 
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Reliability and validity of the Japanese 
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Wound, Ostomy, and Continence. 2017;
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国際保健政策学 
 

教 授  

渋谷 健司 

助 教  

阿部 サラ、野村 周平 

特 任 助 教  

ラハマン・ミザヌール  

 

ホームページ http://www.ghp.m.u-tokyo.ac.jp 

 

 

沿革と組織の概要 

2008 年 10 月に渋谷健司が教室主任に就任、国

際保健政策教室として新スタートした。2018 年 3

月現在の構成員は、教授［渋谷健司］、助教［阿部

サラ、野村周平］、特任助教［ラハマン・ミザヌー

ル］、研究員 3 名、非常勤講師 12 名、博士課程学

生 10 名、修士課程学生 9 名である。 

 

教室のミッション 

- 国内外を問わず科学的根拠に基づいた政策を

推進し人口レベルでの人々の健康を増進する。 

- 社会的・学問的にインパクトの高い研究を通し

て新しい知識やアイデアを生み出し、専門性及

び指導力を発揮するためのスキルを磨く。 

- グローバルヘルスの実践や共同研究を通じ発

展途上国のキャパシティービルディングに貢

献する。 

- そして、最も大切なことは、グローバルヘルス

の次世代のリーダーを育成することである。 

主な研究課題 

- 保健アウトカムについての研究 

死亡、疾病・障害、保健サービス、感染症のモ

デリング、生活習慣病、比較危険因子分析、小

地域分析、放射線被爆 

- 保健医療制度のパフォーマンスの評価 

国内医療政策改革、医療技術評価と費用効果分

析、保健医療に置ける格差の分析、保健システ

ムのインプット（財政や人材）及びアウトプッ

ト分析、インパクト評価 

- 医療と外交政策 

グローバルヘルスの構造とガバナンス、グロー

バルヘルスのイノベーション、G8 とグローバ

ルヘルス、ドナーのコミットメント 

 

教 育 

すべての講義は英語で行われ、討論やプレゼン

テーション能力の向上をも伴わせて行われている。

また、グローバルアントレプレナー育成推進事業 

「東京大学グローバルイノベーション人材育成促

進事業」を通して、グローバル・リーダーの育成

も行っている。 

 

修士課程 

修士課程は、様々な分野について学ぶ学際的プ

ログラムである。自ら学ぶ姿勢、論理的に課題を

解決する能力、保健政策分析や統計などグローバ

ルヘルスでの実践に必須とされるスキルを身につ

ける。修士課程では、30単位の取得に加え、研究
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を英文査読雑誌に出版できるレベルの修士論文と

してまとめる必要がある。 

 

博士課程 

博士課程では、研究の立案から査読雑誌への投

稿、研究費の獲得、あるいは、グローバルヘルス

関連の国際機関への就職が可能となるグローバル

ヘルスの次世代のリーダーを養成する。博士課程

では、24単位以上の取得に加え、博士論文の関連

論文が査読システムのある英文国際誌に出版され

る必要がある。また、公衆衛生・保健分野での修

士号を持たない博士課程の学生は、保健政策、生

物統計学、疫学等の授業も受講しなくてはならな

い。 

 

国際保健政策学特論 I 、II 

国際保健政策学特論は、グローバルヘルスの 基

本的原理や理論について学ぶ。さらに、国際保健

政策の課題を分析し理解するために、数量分析手

法（人口学、統計学、疫学、数量経済学、シミュ

レーション）の実践を学ぶ。 

2015 年度は、以下のトピックについて講義が行

われ、さらに数量分析の講義が追加された。 

 

- Innovations in global health  

- Global health policy 

- Global health governance 

- Social determinants of health 

- Universal health coverage 

- Global health diplomacy  

- Quantifying health outcomes 

- Using GBD to inform policies 

- Old and new challenges in global health 

- Comparative risk assessment 

- Health system performance assessment 

- Health service quality  

- Monitoring and evaluation 

- Financing health systems 

 

国際保健政策学セミナー 毎週月曜 13:00-15:00 

1) ジャーナルクラブ 

学生が著名な医学、社会学、経済学雑誌から最

新の論文を選んで概要を発表する。保健政策に関

する知識を共有し、活発に議論するために行われ

る。 

2) リサーチセミナー 

ゲストスピーカー、修士・博士課程の学生が研

究を発表する。15 分の発表に続いて、30 分のデ

ィスカッションの時間が与えられる。 

 

研 究 

現在助成を受けている研究 

渋谷健司、我が国の疾病負担予防に関する包括的

研究、科学研究費助成事業科学研究費補助金基盤

研究（A）、主任研究者 

渋谷健司、エビデンスに基づく日本の保健医療制

度の実証的分析研究、厚生労働科学研究費補助金

地球規模保健課題解決推進のための行政施策に関

する研究事業、主任研究者 

渋谷健司、医学研究のため、AXA寄附講座、主任

研究者 

野村周平、福島原発事故後の内部被ばく検査受診

の経時傾向と受診行動に関わる因子についての分

析、広島大学・長崎大学・福島県立医科大学共同 

放射線災害・医科学研究拠点、主任研究者 

野村周平、福島第一原子力発電所事故による中・

長期的な健康影響に関する研究―災害に強い保健

医療体制の構築を目指して、トヨタ財団研究助成

プログラム、主任研究者 
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沿革と組織の概要 

国際地域保健学教室は大井玄教授（1993 年 4

月-1996 年 3 月）、ソムアッツ・ウオンコムトオン

教授（1996年 6月-1999年 3月）、若井晋教授（1999

年 8 月-2006 年 3 月）、神馬征峰教授（2006 年 6

月-現在）によって運営されてきた。 

本教室にとって国際保健学とは健康に焦点をあ

てつつ、「公正」と「社会正義」の実現を目指す「学」

である。「社会正義」実現のための科学的根拠を探

求し、その根拠を具体的な行動と政策へとつなげ

ていくことがこの「学」の大きな課題である。 

国際保健学が投げかける問いは、「国と国の間、

また国内で、人々の健康状態、社会・経済状態に

何故不公正が存在するのか？ 持てる者と持たざ

る者の格差がなぜこれほどまでに存在するのか？

それを取り除くにはどうしたらよいのか？」とい

うことである。この問いは私たちがよって立つ学

問的、政治的立場を問いかけている。 

何のために、そして誰のために、私たちは学問

としての「国際保健学」に携わり、「国際保健」活

動に関わって行こうとしているのか？ 常にこの

問いを念頭において本教室は教育と研究を続けて

きた。本教室の具体的な目的は、国際保健の質向

上のための人材育成と研究を行い、かつ国際協力

活動を実践することである。 

本教室では、コミュニティレベルでの活動を活

性化し、コミュニティからのボトムアップの動き

をいかに国レベル、国際レベルの政策にリンクさ

せていくかに力を注いでいる。2017 年度の構成員

は、教授 1 名、助教 2 名、秘書 4 名、非常勤講師

13 名、博士課程 15 名、修士課程 19 名、研究生 2

名、客員研究員 30 名である。全学生の約半数は

留学生である。 

 

国際協力 

グローバルな活動としては、親子健康手帳協会

を介して中国の母子手帳づくりに貢献した。また、

世界ヘルスプロモーション・健康教育連合の副会

長となり、世界のヘルスプロモーション推進に努

めた。アジア太平洋公衆衛生連合会長として、ア

ジア太平洋地域の公衆衛生の推進への役割を果た

した。フィールド活動としては、ネパールの震災

対応やミャンマーの母子保健継続ケアに関する研

究協力を行った。 

 

教育 

教育活動の主な目的は、以下の２つである。 

 

(1) 現場の実践者の活動がわかる研究者の育成 

(2) 研究のわかる実践者の育成 
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大学院教育カリキュラムは大きく「国際地域保

健学特論」「国際地域保健学演習」「国際地域保健

学実習」からなっている。いずれもコミュニティ・

ヘルスに力点を置いている。カリ キュラム以外の

教育活動として、修士論文の作成、博士論文の作

成支援に力をいれており、国際ジャーナルへの投

稿を促している。 

純粋培養の研究者とならないように、できる限

りフィールド体験をし、フィールドからの学びが

得られるような支援もしている。外国人留学生が

多いので講義、実習、討議はすべて英語で実施し

ている。保健医療のバックグランドを持たない学

生も多いため、基本的な入門事項から専門的内容

まで広くカバー出来るように工夫している。 

大学院外でも、海外からきた JICA 研修員への

教育、他大学での国際保健学の講義等を数多く実

施している。 

 

研究 

研究活動の主な目的は、以下の 2 つである。 

 

(1) グローバルにもローカルにも社会的インパク

トのある研究の推進 

(2) 内発的発展に貢献しうる研究の推進 

 

本教室では、できる限りコミュニティレベルで

の一次収集データをもとに研究成果を示すように

している。そのためのフィールドワークを重視し、

同時にその成果の政策や実践活動への貢献を目指

している。大学単独としてというよりは、欧米・

途上国の諸機関、国際機関、JICA、NGO などと

協力して研究を行っている。途上国の研究がメイ

ンではあるが、日本国内の研究活動も行っている。

現在の研究課題の重点は以下の通りである。(1) 健

康、栄養と開発、 (2) 健康、人権と人間の安全保

障，(3) 生態学と感染症、(4) ヘルスプロモーショ

ン、(5) 災害と健康、(6) 世界の保健人材、(7) 母子

保健 

対象となる国・地域としては、ネパール、ミャ

ンマー（ビルマ）、タイ、バングラデシュ、ベトナ

ム、ラオス、カンボジア、インドネシア、ガーナ、

タンザニア、ケニア、ザンビア、ペルーなどがあ

げられる。 
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沿革と組織の概要 

人類遺伝学分野は平成４年に新設された。平成

29年度の構成員は、教授、准教授、助教 2、特任

助教 4、特任研究員 1、大学院生 6、実験・事務補

佐員 6名のほか、本学の臨床各科の医員 1名を研

究のため受け入れている。  

 

教育 

大学院生の教育としては、人類遺伝学において

重要な英文論文抄読会あるいは英文教科書の輪読

を英語で行う（人類遺伝学特論Ⅰ、Ⅱ）。 

学部学生の教育としては、医学科M0の学生へ

の人類遺伝学の講義のほか、M4 の学生への社会

医学コースの一部を分担する。健康科学・看護学

科では、人類遺伝学Ⅰ（必修）において、人類遺

伝学全般を概括する基礎的講義を行い、人類遺伝

学Ⅱ（選択）において、より深く、先端的内容を

含んだ、各論的講義を行っている。 

 

研究 

1) 睡眠リズム障害感受性遺伝因子の探索 

睡眠リズム障害は、患者の社会生活活動に大き

な支障をきたすばかりでなく、一般社会において

も産業事故や交通事故の原因と成りえる無視でき

ない疾患である。睡眠リズム障害の発症メカニズ

ムは複雑で、環境因子と遺伝因子が互いに関与し

合って発病すると考えられている。当教室では、

代表的な過眠症であるナルコレプシーなどを対象

としてゲノム全域からの発症関連遺伝子の単離・

同定を目指している。これらの遺伝因子から得ら

れる情報は、複雑な睡眠リズム障害の発病メカニ

ズムの解明に貢献するばかりでなく、これらの疾

患の早期予防、新たな治療法の開発にも貢献でき

ると考えられる。 

2) 骨関節疾患を対象とした感受性遺伝子探索研

究 

骨や関節に障害をもたらす疾患、とりわけ変形

性膝関節症や変形性股関節症、変形性脊椎症など

は、高齢者の生活の質を低下させ、健康寿命を短

縮させている重大な疾患である。その患者数は、

変形性膝関節症だけでも国内で 1,000万人を超え

ると推測され、高齢社会にある我が国にとってき

わめて重要な問題となっている。しかしながら、

根本的な治療法がないだけでなく、その発症・進
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行のメカニズムは不明なままである。当教室は、

東大医学部整形外科と協力し、本疾患の遺伝的背

景を解明するため、国内の地域集団を対象とした

大規模ゲノム疫学研究を行い、変形性関節症を始

めとした骨関節疾患感受性遺伝子の同定を試みて

いる。 

3) 各種複合疾患の遺伝要因の探索 

単一塩基多型（SNP）を解析するための独自の

マルチプレックス解析技術を開発するとともに、

先端的な大規模ゲノムワイド多型解析システムを

確立した。これを用いて、糖尿病、高血圧などの

生活習慣病、肝炎・結核などの感染症、パニック

障害などの精神疾患といった各種の複合疾患（多

因子疾患）に関する多施設共同研究グループに参

加し、大規模ゲノム多型解析を担当している。さ

らに、得られた大規模ゲノム多型解析結果を、公

開・共有するためのデータベースの構築も行って

いる。（https://gwas.biosciencedbc.jp/） 

4) アジア・オセアニア集団におけるゲノム多様性

解析 

国内外の多数の施設と共同し、日本の地域集団

を含めたアジア系集団におけるゲノムワイド

SNP解析を行っている。また、結核感受性や臨床

亜型と関連する遺伝子を同定するため、タイ人、

インドネシア人などにおいて、ゲノムワイド探索

研究を行っている。またこれらの解析により、ア

ジア系集団の形成過程および生体防御系遺伝子か

らみた微生物環境への遺伝的適応について考察し

ている。 

5) HLA（ヒト白血球抗原）と疾患関連の分子機

構解析 

HLA 遺伝子領域はヒトゲノム中で最も多型に

富む領域であり、自己免疫疾患・感染症に対する

感受性と非常に強く関連することが、ゲノムワイ

ド関連解析で明らかにされている。しかし、特定

の HLA 対立遺伝子が疾患感受性を規定する分子

機構は不明である。当教室では、HLAタンパク質

の安定性・特異的な抗原ペプチド結合性の二つの

観点から、疾患に関わる HLA タンパク質の機能

を解析し、ナルコレプシー及び他の自己免疫疾患

の分子機構解明を目指している。 
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沿革と組織の概要 

本講座は母子保健学講座として 1966 年に設立

された。わが国で最初に発足した母子保健学の教

室である。母子保健とは、母子の心身の健康を保

持、増進するためのすべての活動をいい、その基

盤となる学問が母子保健学である。大学院化に伴

い 1998 年に発達医科学分野と改称し、さらに関

連領域が広まった。実験系では神経・発生，感

染・免疫，内分泌・代謝など、調査系では発達、

環境、栄養、予防接種、精神保健などに関する研

究を行ってきた。 

現在の構成員は、教授 1、准教授 1、助教 2、

事務補佐員（非常勤）1、研究補助員１、非常勤

講師 17、客員研究員 15、大学院生 8（うち外国

人留学生 2名）である。 

学部学生（健康総合科学科・医学科）、大学院

生（国際保健学専攻）を対象とした講義のほか、

教室内部での研究報告会議や抄読会、小児科（と

くに神経、新生児グループ）やアジアの若手研究

者との会合を開いている。国内外の研究者や行政

官を招待しセミナーも催している。 

海外からの留学生をアジア諸国（インドネシア、

ベトナム、ラオス、タイ、バングラデシュ、台湾、

中国、モンゴルなど）から多数受入れ、国際的な

視点に立った研究を進めている。世界の母子の健

康を向上させ、健やかな子どもの発達を促進する

ため、発達医科学（とりわけ発達神経科学、感染

症学）の研究を進めるとともに、国内外で科学研

究・保健行政に指導的役割を果たす人材を養成す

る。 

 

教 育 

医学部健康総合科学科学生に対する講義とし

て (1) 発生発達学、(2) 免疫と生態防御、(3) 感

染症、(4) 生命環境科学のトピックス、(5) 母子

保健学、(6) 学校保健学を担当している。さらに、

(7) 国際保健学、(8) 生命科学実習、(9) 生命科学

演習、(10) 健康総合科学概論の一部を受け持って

いる。実習は生命科学実習のうち、血液検査一

般・神経科学・免疫学の分野を担当している。医

学科の講義（小児科学、病理学、基礎・臨床統合

講義）も受持つ。さらに、健康科学・看護学科の

卒論生に対して卒論指導を行なっている。 

大学院に関しては、国際保健学専攻修士課程

の 1年生を中心に、発達医科学特論(Ⅰ) (Ⅱ)を通

年にわたり開講している。さらに、大学院生・研

究生を対象に毎週１回教室内カンファレンスを開

講しており、これは大学院生に対しては、発達医
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科学演習となっている。 

研 究 

当教室では、実験系では神経・発達、代謝・

栄養、感染症など、調査系では発達、母子、保健

に関する幅広い研究を行なっている。いずれも国

際的視点で行なっている。研究テーマの主なもの

を以下に列挙する。 

(1) 急性脳症の臨床病理学的研究。とくに急性壊死

性脳症、けいれん重積型（二相性）急性脳症、

難治頻回部分発作重積型急性脳炎、可逆性脳梁

膨大部病変を有する軽症脳炎・脳症の病因とな

る遺伝子変異・多型と病態生理の解明。急性脳

症診療ガイドラインの作成 

(2) 発達障害の病態・治療に関する神経薬理学的研

究。自閉症、注意欠如・多動性障害のモデル動

物を用いた行動解析と薬物治療のトランスレ

ーショナルリサーチ 

(3) 先天異常症候群、とくに結節性硬化症、

Noonan 症候群、Ellis-van Creveld 症候群な

ど細胞内シグナル伝達異常に起因する疾患の

臨床遺伝学的研究 

(4) 小児の難治性てんかん・発達障害に関する神経

科学的研究。West症候群・Rett症候群の原因

遺伝子のモデル動物作成と分子標的の解明 

(5) 神経細胞移動を制御する分子（doublecortin、 

cdk5 など）の機能と相互作用に関する分子細

胞生物学的、遺伝学的手法およびポストゲノミ

ックアプローチによる研究 

(6) 胎児・新生児の栄養、免疫、神経とエピジェネ

ティクス 

(7) 母子保健に関する国際保健学的研究 

(8) ヘルペスウイルス、ポックスウイルスの病原性

や薬剤耐性の機序の解明と予防接種の開発 

(9) 感染症の分子疫学的研究。消化器感染症（下痢

症）ウイルス（ロタウイルス、ノロウイィルス、

サポウイルス、ボカウイルスなど）、呼吸器感

染症ウイルス（インフルエンザウイルス、RS

ウイルス、ライノウイルスなど）、発疹症ウイ

ルス（風疹ウイルスなど）の分子疫学、HIV

の遺伝子変異と薬剤耐性など 
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沿革と組織の概要 

1965 年 4 月 1 日に浦口健二教授が医学部保健

学科人類生態学講座に赴任したのが人類生態学教

室の始まりである。1966年 3月 31日に浦口教授

が定年退官となった後、1967年 12月 1日から勝

沼晴雄教授（医学科公衆衛生学講座）が人類生態

学講座を兼任した。翌 1968年 3月 1日に鈴木継

美助教授が就任し、1971年 8月 31日に東北大学

医学部に教授として異動するまで在籍した。1972

年 3 月 31 日に勝沼教授が兼担を辞めたのにとも

ない、同年 4月 1日に小泉明教授が専任の講座主

任となった。1976年 3月 31日をもって小泉教授

が医学科公衆衛生学講座教授として転任した後、

同年 4月 1日から 1979年 3月まで鈴木庄亮助教

授が講座主任を務めた。 

1979年 4月 16日に鈴木継美が教授に就任し、

人間の環境に対する適応機序の解明を基軸とする、

現在の人類生態学の理論的枠組みの基礎を作るこ

とになった。1981年 7月 31日に鈴木庄亮助教授

が群馬大学医学部教授として転出したのち、同年

9月 1日に大塚柳太郎助教授が就任した。大塚助

教授は長期間のフィールドワークによって、主に

小集団を対象として人口や栄養、生業等に関して

定量的データを収集するという、現在の教室員に

受け継がれる手法を確立した。1992年 3月 31日

に鈴木継美教授が定年退官したのにともない、同

年 4月 1日に大塚柳太郎教授が就任した。 

1997年 12月に渡辺知保助教授が就任し、フィ

ールドで採取した生体試料中のバイオマーカー測

定や動物実験など、多様な手法を用いて環境と健

康の関わりを研究する手法をさらに発展させた。

2005年 3月 31 日大塚柳太郎教授が定年退職し、

同年 4月 1日に渡辺教授が就任した。同年 8月に

は梅﨑昌裕助教授が就任し、フィールドワークに

よる定量的なデータ収集に重点を置くという従来

の方針を踏襲しつつも、腸内細菌叢などの新たな

（体内）環境要因と健康との関わりについても研

究の対象を拡げている。2017 年 4 月 1 日付で渡

辺知保教授が国立環境研究所に異動した。2018

年 1月 1日付で梅﨑昌裕教授が就任した。 

2017年度は、准教授（2018年 1月より教授）

梅﨑、助教小西、助教小坂の体制で教室運営をお

こなった。学部・大学院あわせて 11 名の非常勤

講師がいる。なお、梅﨑は地球観測データ統融合

連携研究機構（EDITORIA）、日本・アジアに関

する研究教育ネットワーク機構の委員を兼任した。 

 

教 育 

大学院においては、国際保健学専攻の一領域と

して教育をおこなった。講義「人類生態学特論Ｉ」

では、人類生態学の基礎的な構成要素である人

口・栄養・環境、人間-生態系の概念について講義
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し、フィールドにおける栄養調査、行動調査、人

口調査の方法論について解説をおこなった。「人類

生態学特論 II」では、人類生態学およびその関連

分野における最近の研究トピックスを、主として

外部から招いた非常勤講師が紹介する形式で講義

を行った。大学院レベルでの教育は、国際保健学

と人類生態学の相対的な位置づけが明らかになる

ように工夫しつつ、人類生態学分野で取り組んで

いる課題を紹介し、本領域の特色が理解されるこ

とを目的とした。大学院レベルの教育は英語で実

施している。  

学部においては健康総合科学科において、「人

類生態学」「環境と健康」（必修）、「人口学」・「国

際保健学」・「医療人類学」（選択）を担当した。ま

た、当分野が担当するものの、講義の多くあるい

は全ての部分を非常勤講師が担当している科目と

して「薬理・毒性学」・「生理学」・「解剖学」（以上

必修）、「環境工学・人間工学」（選択）を実施した。

学部教育では、人類全体・地球規模における生存・

健康をめぐる諸問題を、集団ごとの生物的多様性、

文化とのかかわりなどに言及しながら解説した。 

 

研 究 

人類生態学は、人間集団の生活形態・健康現象

を、個々の集団の生態学的枠組みおよび地球全体

の生態学的な枠組みの中で解析する学問領域で、

従来、環境保健学やヒト個体群生態学で扱われて

きた課題をより包括的な立場から解明することを

目指している。したがって、扱う課題に応じてフ

ィールドワーク、実験室での解析、空間情報科学、

シミュレーションを用いた解析を柔軟に組み合わ

せて研究を行う。調査地域は、日本を含むアジア・

オセアニア地域を中心としており、生活形態の変

容にともなう環境の変化とこれに対する行動的適

応・生体影響の評価（感受性要因の解明を含む）、

地域の持続可能性を規定する要因、広い意味での

生活空間と身体活動・栄養摂取との関連などの研

究を展開している。包括的で多面的な分析を必要

とする分野の性格上、多くの研究課題が国内外の

研究機関との共同研究として実施されている。 

また近年は大気汚染物質曝露などの環境要因

が健康に及ぼす影響を解析することを目的として、

2 次データを用いた統計解析に基づく研究も実施

している。 

1．南アジアにおける金属による環境汚染と健康

影響 

ミャンマーのヒ素汚染地域における前向きコ

ホート調査を実施し、ヒ素およびカドミウムへの

曝露が母体と新生児の健康に及ぼす影響について

調査研究を実施した。 

２．低タンパク食への適応に関する研究 

パプアニューギニア高地の住民は、サツマイモ

を主食としタンパク質摂取が低いにもかかわらず

筋肉質であり、タンパク欠乏にともなう臨床症状

を示さないことが報告されている。この生物的メ

カニズムを解明するために、特に腸内細菌叢の機

能に焦点をあてたフィールド調査・実験をおこな

った。 

３．高齢化・人口減少社会に対する適応方策の研

究 

日本社会が直面する少子化・高齢化・人口減少

は、人類社会がはじめて経験するグローバルレベ

ルの課題である。その先進地域である日本の地方

を対象に、具体的な人口推計と、食環境、栄養摂

取、主観的健康観などの項目を含む質問紙調査を

実施した。それと並行して、地域ごとにみられる

高齢化・人口減少への固有の対処策をケーススタ

ディーとして整理する調査もおこなった。 

４．インドネシアにおける栄養不良の二重負荷世

帯に関する研究 

世帯内で生じる栄養不良の二重負荷（同一世帯

内で低栄養の者と過栄養の者が同時に存在する状
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態）の背景やメカニズムの探求をめざし、インド

ネシア・西ジャワ州の都市および村落において調

査を実施した。二重負荷世帯は都市部においてよ

り高率に観察された。また、世帯員の栄養摂取パ

タンが異なることが要因として示唆された。 

５．日本における妊孕力の研究 

 男女の年齢による妊娠待ち時間（避妊をやめて

から妊娠するまでにかかった期間であり、妊孕力

の指標とされる）について調査を実施し、得られ

た知見について論文を発表した。これとは別に、

妊娠待ち時間を前向きに調査した 2年間のコホー

ト調査を終了し、結果の統計解析を実施した。 

６．大気環境の健康影響に関する研究 

 大気中の微小粒子状物質などの大気汚染物質や

飛散花粉が健康（死亡や医療機関受診者数）に及

ぼす影響について、環境疫学の手法を用いて解析

を実施した。 
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沿革と組織の概要 

生物医化学教室は国際保健学専攻に属し、平成

28 年３月に北 潔が定年で教授を退任した後、同

年 10 月より国立感染症研究所の野崎智義が教授

を委嘱され、平成 29 年 8 月に専任となった。現

在の構成員は教授（野崎智義）、准教授（渡邊洋一）、

助教（Jeelani Ghulam）、ポスドク 1、秘書（長

井由美子）と大学院生（博士課程 4、修士課程 1）、

客員研究員 11、短期研究生 1、特別研究学生 5 と

なっている。 

研究室の方針は「基礎研究を通して人類の向上

と福祉をめざす事」であり、代謝調節と生体膜の

生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物学

的研究とともに国際的な医療問題に対する共同研

究を含めた指導、調査による研究室外の活動（中

南米、東南アジア、アフリカ等の発展途上国や欧

米の先進国）も積極的に進めている。 

 

教 育 

医学部の健康総合科学科において生命科学・ゲ

ノム学 I、栄養学、生命科学実習 I などの必修科

目や、基礎生命科学、生命科学・ゲノム学 II、生

命科学実習 II などの選択科目、また医学科の微生

物学 II（寄生虫学）を担当している。国際保健学

専攻においては生物医化学特論の講義を行ってい

る。 

研 究 

寄生性原虫、特に赤痢アメーバ原虫、熱帯熱マ

ラリア原虫、リーシュマニア原虫を材料に、生化

学、分子細胞生物学、逆遺伝学、ライブイメージ

ング、オミックス解析等の手法を用いて、原虫の

感染性に関わる機構や代謝系の研究を行っている。

特に、小胞輸送、ファゴサイトーシス、オートフ

ァジー、プロテアーゼ活性化・輸送、アミノ酸代

謝、RNA 成熟化、タンパク質生合成、創薬、オ

ルガネラ特殊進化などに注目している。実験手法

は、分子生物学、生化学、細胞生物学、遺伝学な

ど多岐に渡る。以下に主な研究テーマを挙げる。 

1. 寄生虫の感染性の分子機構の解明 

2. 寄生虫に特異的な代謝、オルガネラの生化学 

的、生物学的解析 

3. 寄生虫の小胞輸送、ファゴサイトーシス・トロ

ゴサイトーシスの解析 

4. 寄生虫株間のゲノムワイド解析およびゲノム

比較解析 

5. マラリアやアメーバ症などの寄生原虫症に対

する創薬 
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6. RNA 成熟化・タンパク質合成系の多様性の解

析 
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沿革と組織の概要 

社会予防疫学教室は、医学系研究科に公共健康

医学専攻（公衆衛生大学院）が開設された 2007

年 4月に開設された研究室です。 

健康状態や疾患発生を集団内で計量的に把握し、

疾患発生のリスクに関係する因子と疾患発生の関

係を統計的に分析する学問が疫学です。飲酒・喫

煙、栄養や身体活動などの因子に加え、遺伝子や

その発現をコントロールする因子や社会経済要因

を対象とする疫学研究も盛んになっています。薬

物など治療の評価を行うためにも、疾患発生状況

などを把握するためにも疫学のデータが必要です

が、さらに、疫学は、予防保健分野における研究

方法論を提供するとともに、予防保健を実践する

実学として、健康科学の中心分野と考えられてい

ます。しかしながら、わが国ではその教育体制も

研究体制も十分ではありませんでした。 

社会予防疫学は、人間社会で起こっているさま

ざまな現象（個人の生活習慣も含む）と疾病との

関連について疫学的手法を用いて明らかにすると

ともに、それを疾病予防・疾病コントロールに用

いるための具体的な方策を探る学問です。 

社会予防疫学教室では、その中でも、個人なら

びに集団の健康を支える上で欠かせない「栄養」

の問題を中心的な研究課題として取り上げ、それ

を疫学的手法で研究する、「栄養疫学研究」を主に

行っており、この分野ではわが国の中心的な役割

を果たしています。 

現在の組織は教授１、（助教１）となっています。 

 

教育 

公共健康医学専攻（公衆衛生大学院）において、

次の２つの講義を受け持っています。 

 

・疫学研究と実践 

・予防保健の実践と評価 

 

ともに、公衆衛生・保健分野の実務に深くかか

わる内容であり、疫学の理論に立脚した保健活動、

保健業務を行える能力を授けることを目的として

います。 

また、学部教育においては、健康総合科学科に

おける教育や、医学科における公衆衛生教育の一

部も担当しています。 

 

研究 

「栄養疫学研究」の中でも、調査方法論の確立

とその利用に関する基礎的な研究を中心的なテー

マにしています。また、これらの研究で得られた

成果を用いて、栄養と健康ならびに疾患との関連

を検討するための各種疫学研究も広く行っていま

す。研究分野の性格上、共同研究が多いのが特徴
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であり、研究数のみならず、関連する疾患の種類

が多いのも特徴のひとつです。 

また、栄養と健康ならびに疾患との関連を検討

した国内外の疫学研究の成果（論文）の収集にも

力を入れており、当教室が有する情報は、栄養改

善を通じた健康管理や疾病管理、公衆衛生行政に

広く活用されています。 
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沿革と組織の概要 

臨床疫学・経済学分野は 2007年 4月に開設さ

れた公共健康医学専攻の一分野としてスタートし

た分野である。近年、医療技術の適正な評価や医

療政策・社会保障制度の改革が求められるなか、

確固たる科学的アプローチに依拠した保健医療技

術・政策の評価を行うべく、手法論開発と実証的

研究を推進し、またそれを支える人材育成に寄与

することをミッションとして掲げている。また本

分野は社会医学専攻との協力分野として博士課程

の教育にも参画している。 

本分野は上記の社会的任務を果たすために、臨

床疫学と経済学という背景の異なる２つの数量的

分析手法と関連の社会科学的理論を裏付けとし、

境界領域的な応用学問分野として、実証データに

基づいた研究と実践・教育を志向している。 

 

教 育 

公共健康医学専攻公共健康医学修士課程では、

臨床医学概論、臨床疫学講義、臨床疫学演習、保

健医療経済学講義、医療技術評価額演習、および

医療経営学演習を担当している。 

臨床医学概論は非医師の学生を対象とした臨

床医学の導入である。臨床疫学講義では、初等～

中等レベルの疫学の体系として、研究デザインや

バイアス・エラー、統計的検定などについて復習

したのち、応用分野の既存研究を題材としたディ

スカッションを通じてその知識を実践知に転換す

ることを促している。 

保健医療経済学講義では、ミクロ経済学をベー

スとした医療経済学の基礎を講義し、経済学的な

観点から保健・医療について考察することを学ぶ。 

臨床疫学・経済学演習では、学生は自らの研究

課題を選択し、それにそって実際の研究プロトコ

ールを作成し、それを発表、相互に評価・講評す

ることを段階的に体験する。 

医療技術評価演習では、費用対効果分析や意思

決定分析など、学生自らが分析技術の習得するた

めに様々な事例研究を行う。 

医療経営学演習では、会計学の基礎、人的資源

管理、リスク管理、情報・戦略設定の枠組みを講

義したのち、実在の事例に基づいたシナリオを用

いたケースメソードによる実践的ディスカッショ

ンを展開する。 

2017年度は、公共健康医学専攻（修士課程）の

課題研究生 10名の指導にあたった。 

研 究 

本分野が取り組む研究の領域はヘルスサービ

ス研究の広い分野にまたがるものとなっている。 

本分野では、日本独自の患者分類システム

（Patient Classification System）として知られ
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るDiagnosis Procedure Combination（DPC）を

用いた大規模データベースを用いた臨床疫学・医

療経済学・医療政策学への応用研究を展開してい

る。DPCの標準様式を用いて収集された詳細かつ

世界的に見てもユニークなプロセスデータによっ

て、わが国の急性期病院における診療の内容につ

いて実証的な分析が可能となりつつある。また既

存のデータ（たとえば患者調査）と DPC データ

を組み合わせた、新たな分析を展開しつつある。 
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沿革と組織の概要 

平成 19年 4月 1日に公共健康医学専攻（専門

職修士課程）の発足とともに、附属病院大学病院

医療情報ネットワーク研究センター（UMINセン

ター）の大学院講座化が行われ、医療コミュニケ

ーション学分野が誕生した。医療コミュニケーシ

ョン学分野は、教授、准教授各１名から成り立っ

ており、両者ともUMINセンターを兼任している。 

医療コミュニケーション学は、海外、特に米国

では、数多くの専門の研究室が存在して活発な研

究活動が行われており、Health Communication

と呼ばれることが多い。日本でも、近年その重要

性についての認識が少しずつ高まっているが、医

療コミュニケーション学を専門とする講座・分野

は数少なく、本分野は九州大学に次いで全国で２

番目に創設された。 

 

教 育 

医療コミュニケーション学分野は、専門職大学

院（公共健康医学専攻）に所属し、研究者の養成

のみならず、医療・公衆衛生分野における実務家

養成を目的としている。このため、研究、教育に

ついても、UMINセンターにおける実務経験も生

かした教育活動を行っている。 

大学院修士課程については、公共健康医学専攻

（専門職大学院修士課程）において、医療コミュ

ニケーション学講義、医療コミュニケーション学

実演習、医学研究と CDISC 標準の講義を行って

いる。その概要は下記のようになっている。 

 

[医療コミュニケーション学講義] 

1. 医療コミュニケーション学概論 

2. 医療者のコミュニケーション教育 

3. 個人の行動変容を促すコミュニケーション 

4. 集団の行動変容を促すコミュニケーション 

5. 患者市民の立場からみた医療者との関係とコ

ミュニケーション 

6. グループ･組織のコミュニケーション 

7. メディアコミュニケーション(1)：テレビ 

8. メディアコミュニケーション(2)：新聞 

9. 行動変容を促す保健医療文書の作り方 

10. 医療コミュニケーションの評価と実証研究 

11. エンターテイメント・エデュケーション 

12. 政策形成とアドボカシーのコミュニケーショ

ン 

13. メディアコミュニケーション(3)：インターネ

ット 

14. グループ討論と総合討論 

 

[医療コミュニケーション学演習] 

1. 行動変容を促す保健医療文書の作り方 

2. インターネットによる情報発信 ：インターネ
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ット演習(1) 

3. 自分を知る・相手を知る：MBTI演習(1) 

4. 自分を知る・相手を知る：MBTI演習(2) 

5. 自分を知る・相手を知る：MBTI演習(3) 

6. メディア報道のあり方を考える：メディアド

クター演習 

7. 行動変容を支援するスキル：コーチング演習 

8. インターネットによる情報発信 ：インターネ

ット演習(2) 

 

[医学研究と CDISC標準] 

1. CDISC標準概論 

2. 臨床研究データマネジメント概論 

3. データとメタデータ – Define.xml 

4. Case Report Formの標準化 – CDASH 

5. データ形式の標準化 – SDTM 

6. 解析データセットの標準化 – AdaM 

7. CDSIC標準による電子申請 

 

学部教育では、医学部医学科学生向けの医療情

報学の講義を１コマ（「医学文献情報学（木内）」）

と健康総合科学科の講義を１コマ（「ヘルスコミュ

ニケーション（石川）」を担当している。 

 

研 究 

医療コミュニケーション学分野では、従来の大

学病院医療情報ネットワーク研究センターにおけ

る情報システムの構築・運用を主体とした研究を

継続しつつ、医療･公衆衛生関連分野におけるコミ

ュニケーション一般に関する研究にまで、その研

究対象範囲を広げようとしている。大学病院医療

情報ネットワーク研究センターから継続している

研究は、下記を特徴としている。 

 

１）情報ネットワーク・コミュニケーションの研究 

医学・医療情報関係の研究部門の中で、インタ

ーネット等の情報ネットワーク・コミュニケーシ

ョンを専門に研究する全国唯一の部門となってい

る点が特徴である。 

 

２）医療でなく、医学を主たる対象としていること 

日本の医学分野における情報学の研究部門が、

病院情報システムを中心とした「医療」関係の情

報システム（病院情報システム、電子カルテ、遠

隔医療、レセプト電算化等）の研究を主として行

っているのに対して、「医学」関係の情報システム

（医学文献データベース、医学研究データ収集、

医学教育用情報システム等）の研究を主体として

いることに大きな特徴がある。 

 

新たな医療コミュニケーション学の研究及び従

来から継続して行っている情報システムの構築・

運用に関連した研究の具体的な内容は、下記であ

る。 

 

(1) ヘルスコミュニケーションに関する研究 

様々な臨床研究の成果は、実際に臨床あるいは

社会の中で活用されることで初めてアウトカムの

改善に結びつくため、近年、医療と社会のコミュ

ニケーションという視点が重要視されている。こ

の点を踏まえ、我々は、臨床と社会のニーズを集

め、研究成果を医療従事者あるいは一般市民、患

者に広く伝えるために必要な「情報」と「コミュ

ニケーション」に関する知識と技術に関する研究

を行なっている。 

 

(2) 患者－医療者間コミュニケーションに関する

研究 

患者－医療者間のコミュニケーションは、効果

的な医療のための基盤である。実際の診療や模擬

診療場面における患者-医療者間コミュニケーシ

ョンの分析を行い、患者アウトカムにどのような

影響を持つのか、患者および医療者の属性によっ

てどのような影響を受けているのかなどを検討し
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ている。また、医療コミュニケーションの分析手

法として欧米を中心に広く使用されている Roter 

Interaction Analysis System（RIAS）の普及を

目指した研修も行っている。 

 

(3) ヘルスリテラシーに関する研究 

マスメディアによる報道やインターネットの急

速な普及に伴い、健康や医療に関する様々な情報

が一般市民にも利用可能になる一方、必ずしも質

の保証されていない情報も多く流布するようにな

った。このような中、｢健康の維持･増進のために

情報にアクセスし、理解、活用する動機や能力を

決定する認知的、社会的スキル｣として、ヘルスリ

テラシーという概念が注目を集めている。日本の

社会的文脈に沿ったヘルスリテラシーの測定尺度

を開発し、それが患者および医療者のコミュニケ

ーションや健康行動などにどのように影響するか

分析を行っている。 

 

(4) メディアに関する研究 

マスメディアやソーシャルメディアは社会的影

響力を持つが、配信される情報の質は様々である。

課題の明示に向け、マスメディアやソーシャルメ

ディアで配信される健康医療情報の内容等の分析

を行っている。また、健診・検診案内等のスモー

ルメディアの影響力を高めるための研究と実践活

動も行っている。 

 

(5) UMINに関するもの 

UMINで開発・運用されている多くの情報シス

テムが研究の対象となっており、先進的なもの・

学術的に特徴のあるものについて、論文・学会発

表等を行っている。他の分野の研究者との共同作

業によって構築されているシステムも多い。 

 

(6) 臨床・疫学研究のための情報システム 

臨床・疫学研究のための情報システムの開発・

運用の研究を行ってきた。最近では、CDISC 等

の治験の電子化・標準化への取り組みを中心に行

っている。UMINにおいても、この成果を生かし

て、インターネット医学研究データセンターの運

用を行っている。 

 

(7) 情報ネットワークのセキュリティに関する研究 

全国の医療機関を VPN で結ぶ、医療 VPN、

Web メールを用いた暗号電子メールの運用等の

研究を行っている。UMINの運用の上でもセキュ

リティは非常に重要な要素であり、研究成果を

UMIN運営に役立てている。 
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沿革と組織の概要 

当分野は、故宮坂忠夫名誉教授を初代とする保

健社会学講座を前身とし、わが国医学部における

医療社会学・行動科学研究部門として最も早期に

創設されたもののひとつである。第２代教授であ

る故園田恭一教授は、社会学者としての独自の視

点からこれを発展させ、わが国における保健社会

学の確立に多大な貢献を果たした。さらに第３代

教授である川田智恵子教授は、エンパワーメント・

学習支援などの教育学的概念を健康教育の領域に

導入することで、健康教育研究に新たな展開をも

たらした。1997年からは、第 4代教授である甲斐

一郎教授のもと、倫理学などのより広い社会科学

を統合した老年社会科学分野の創設によりわが国

における gerontology 発展の基礎の一角を形成す

るとともに、山崎喜比古准教授を中心として慢性

疾患の病体験やスティグマ形成の問題、健康生成

論、健康格差論、医師患者コミュニケーションな

どの社会学的研究が精力的に展開された。2007年、

公共健康医学専攻専門職大学院の創立に伴い、本

分野も改組され、さらに 2012 年より、ライフコ

ースアプローチを取り入れた、社会的健康決定要

因の健康影響を射程に入れるべく、老年社会科学

分野を保健社会行動学分野に改名し、今日に至る。

当分野は社会的文脈の中で形作られる健康、行動、

認識のありようについて、社会学・行動科学・経

済学・心理学などの人文科学と健康科学の融合を

通じて研究することを一環としてミッションとし、

健康の社会的格差の解消と、医療疾病モデルにと

らわれない、健康を主体的に育む個人や社会の構

築に向けた科学的知見の蓄積と発信を志向してい

る。 

 

教 育 

2017 年度は大学院では公共健康医学専攻専門

職大学院において 4コース、学部教育では健康総

合科学科において 7コースを担当した。 

1. 公共健康医学専攻修士課程 

1) 社会と健康 I, II：社会的健康決定要因に焦点

を当て、健康の社会的格差の形成メカニズム

や政策的取り組みの可能性について外部講師

を交えて、テーマ別のオムニバス講義を提供

した。テーマとしては収入格差、社会階層の

生成、職業ストレス、ジェンダー、差別、健

康影響評価などを取り上げた。IIでは、より

実践的に社会的健康決定要因を取り上げ、演
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習方式を採用している。  

2) 健康教育：健康増進や生活習慣行動に関する

基礎的な行動理論・教育理論の講義を提供し、

その後職場・学校・地域などのケースシナリ

オをもとに、外部講師の話題提供なども交え、

グループディスカッションを通じて、健康教

育の目的、限界・問題点、介入プログラムの

マネジメントにおける課題について理解を深

化させた。  

3) 健康社会学：健康の医療モデルと社会モデル

を対比させ、健康の社会的決定要因について

取り上げるほか、医師の社会化、慢性患者の

疾患世界の理解、文化と健康など、医療・健

康をとりまく社会学モデルについて講義した。 

 

  昨年度実施した医療経営学演習（臨床疫学・

経済学分野と共同で担当）は休講。 

 

学部教育については、学科が３専修制にカリキ

ュラム再編成を行ったことに伴う移行期間にあり、

健康総合科学科において 3年生を対象に「健康教

育（職域、地域）」、「社会保障・福祉論」、「疫学論

文の読み方と書き方」の講義に加え、進学予定の

2 年生を対象とした「社会と健康（旧；健康社会

学）」、「公共健康科学統合講義Ｉ」（幹事教室）を

開講した。また、「科学論文・表現技術」を通じて

科学的論文のロジック・レトリックについて演習

を交えた実践的講義を提供した。一方、「産業保健・

看護」はカリキュラムの再編に伴い閉講となり、

産業保健関連の講義は今年度より実施された公共

健康科学統合講義 II（精神保健学講座担当）にそ

の一部の講義内容は引き継がれたが、リスク管理・

ミッションマネジメントなどの側面については、

今後新たな教育機会を模索する必要を残した。こ

れまで 3年夏季に実施してきた社会調査実習は健

康科学調査実習として 4 年夏季に移動となり、

2017年度は空白となった。昨年に引き続き、駒場

の学生を対象とする「ヘルスサイエンスへの招待」

（学科担当者のオムニバス講義）についても幹事

教室として担当し、医療倫理学教室との共同で初

年次セミナー（たばこの疫学と倫理）を開講した。 

 

研 究 

本分野では、社会経済的格差による健康格差の

実態把握やそのメカニズムの解明など、いわゆる

社会疫学的研究を、最重要な研究テーマとして現

在位置づけている。これまでも国民生活基礎調査

などの 2 次データを用いた解析を実施してきた。

また経済産業研究所や本学経済学部との共同研究

として、高齢者を対象とした大規模パネル調査

（「くらしと健康」調査 Japanese Study of Ageing 

and Retirement; J-STAR）を実施し、所得・資本・

学歴・就労などの社会経済的要因と、医療・介護

サービスへのアクセス、生活習慣、社会的支援な

ど社会関係が健康に及ぼす影響について包括的か

つ多面的な検討を進めている。 

また 2010～2013 年に渡り 25～50 歳成年とそ

の配偶者・子どもを対象とした新たな社会調査

（「まちと家族の健康」調査 Japanese Study 

of Stratification, Health, Income, and 

Neighborhood; J-SHINE）を、医学・経済学・社

会学・社会心理学・医療政策学などの研究グルー

プと共同で実施し、収集データの公開利用を進め

社会経済的格差の形成が健康格差につながるメカ

ニズムの同定と、それを回避するための社会経済

的政策の在り方について実証的研究の基盤を提供

している。2015-16年度の子ども第 3 回追跡調査

に引き続き 2017年度は 5年ぶりに成人対象者の

第 3 回追跡調査を実施した。また 2015年以降、

公衆衛生学・臨床疫学経済学・医療情報学の各講

座と共同で、厚生労働省全国レセプトデータオン

サイト利用センターの運営、研究環境の整備に参

加してきた成果を受け、医療費将来推計などの予

備的研究を進めた。 
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千葉大学などと共同で、高齢者の大規模社会疫

学調査である JAGES（Japan Gerongological 

Evaluation Study）について、近藤が事務局を務

め、全国 30 以上の自治体が参加し、20 万人規模

のデータが集積され、社会参加・連携と高齢者の

健康との関連が明らかにされつつある。16年度で

は AMED などを活用し、神戸市などにおいて、

収集データの可視化ツールを開発し、地域診断を

当該自治体の担当者とともに実施し、介護予防な

どにおける根拠に基づく政策決定の実践的モデル

の開発と標準化を進めている。 

また、高木は新潟大学などと共同で、ミャンマ

ーとマレーシアの地域在住高齢者を対象とした社

会疫学調査の準備を進めている。アジアで特色の

ある経済発展段階、文化、高齢化率を有する両国

において、従来の健康の社会モデルの検証、およ

び両国の文脈における新たな理論の構築を行う。

2017年に確率比例抽出法による調査地点抽出、現

地での調査実施者の選定が完了し、2018年中に訪

問インタビュー調査が実施される予定である。 
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沿革と組織の概要 

情報工学とは、客観的な形で存在する情報を対

象とし、その伝達、記憶、処理、入出力などに関

する方法を考案し、その装置やシステムを構築す

る技術を作ることに重点が置かれ、国内では情報

科学とほぼ同義に使われている。 

医学への計算機（コンピュータ）の応用の歴史

を紐解くと、1950年代に科学者や技術者の計算を

支援する装置として登場し、1960年代には統計や

会計処理などの計算に用いられている。 

1980 年代になるとパーソナルコンピュータが

登場し，コンピュータが個人の一般的な知的作業

に利用される一方、大学病院などの大規模病院基

幹部門の業務の情報システム化が急速に行われた。 

Information Engineering（情報工学）という

言葉は、1981年Martin J. と Finkelstein C.によ

り最初に提唱され、組織での情報処理技術を効率

的かつ効果的に行うための計画、分析、設計、実

装などから構成される一連の情報システム化の方

法論とされている。 

1990年代に入ると，表現，設計，科学的発見な

どのヒトの思考への支援ツールとして利用されて

いる。同時に、組織の中の情報流通のみならず組

織間や社会全体での情報流通がインターネットを

介して国際的にも容易となり、高度情報化社会や

第四次産業革命とまで称されるまでになる。医学

分野も同様で、国内の大学の中に情報学関連の講

座が登場し始める。 

特に 21 世紀に入り、ヒトゲノム情報の解読に

代表されるバイオインフォマティクスの登場や病

院業務支援や地域医療連携をはじめとした多くの

医療分野の情報化のみならず，診療ガイドライン

の電子化や知識処理技術を駆使した診療ナビゲー

ション機能の実用化など医学・医療分野における

知識マネジメントへの応用も始まり、医学及びそ

の関連分野における情報処理はコンピュータ無く

しては成り立たなくなってきている。つまり、医

学研究、診療、保健など医学・医療のどの分野を

とってもその発展には情報工学への基本的理解が

必須不可欠のものとなっている。 

このような時代背景の中、臨床情報工学

（Clinical Information Engineering）教室は、平

成14年度から始まった文部科学省科学技術振興調

整費新興分野人材養成プログラムの一つであるク

リニカルバイオインフォマティクス研究ユニット

の中の臨床情報工学部門を前身として、平成 19年

4 月国内で初めて公共健康医学専攻医療科学講座

の中の一分野として設置され、現在に至っている。 
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教 育 

最先端の情報工学技術の医学分野への応用に関

する医学と工学双方の知識と技術を有する国際レ

ベルの人材の育成を行うことを目指している。そ

のため、医学・医療・保健分野の臨床における情

報工学技術の設計・開発・評価に関する教育を担

当している。本務を当教室に置く教育スタッフは

教授１名、助教 2名。京都大学や国立がん研究セ

ンタ-等から世界的に著名な非常勤講師及び客員

研究員を招聘し、重責を果たせるよう努めている。 

(1)大学院医学系研究科 

公共健康医学専攻では、公共保健・医療分野へ

の 情 報 工 学 技 術 の 応 用 （ Public Health 

Informatics）に関する講義と実習を担当し、情報

工学技術を応用したに関する実践的知識と技術の

習得を目標としている。 

また、社会医学専攻医療情報経済学分野を兼担

し、医学博士課程（4 年制）を受け持ち、データ

マイニングや Virtual Reality 技術の応用と評価

法の修得を目標とした大学院セミナーや研究発表

会を実施している。医科学修士専攻の学生も受け

入れており、当教室では医学博士、公衆衛生学修

士の学位取得が可能である。 

(2)医学部医学科 

社会医学専攻医療情報経済学分野の兼担により

医学部医学科の講義も一部担当している。 

 

研 究 

医学への情報工学の応用について社会的価値が

高く、国際レベルの研究開発を目指し、以下の四

項目を中心に進めている。 

(1)Medical Decision Making： 

初期診療ガイドラインの電子的利活用を行う上

で必要な医学知識構造化とその応用に関する研究

を行っている。 

(2)Data Mining & Knowledge Discovery from 

Databases： 

インターネット上に公開されている複数の医学

系データベースを仮想的に統合する仮想統合化技

術と多様な情報要求に応じた情報処理技術に関す

る研究開発を行っている。 

(3)Biomedical Computer Graphics & Virtual 

reality： 

脳神経外科学教室と共同で本モデルを用いた

3D Interactive Visualization 手法による手術前

診断精度の向上や手術への有用性, 術者の熟達度

の評価に関する研究開発を行っている。 

(4)Public Health Informatics (PHI)： 

Public Health Informatics の現状について国

内の情報化の現状とその課題について調査分析し、

欧米との国際比較研究を行っている。 

 

出版物等 
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Journal of Biomedical Informatics, 2016, 

64:20-24.  

2. Nakagawa D, Shojima M, Yoshino M, Kin T, 

Imai H, Nomura S, Saito T, Nakatomi H, 

Oyama H, Saito N. Wall-to-lumen ratio of 
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indocyanine green angiography. Asian J 

Neurosurg. 2016 Oct-Dec;11(4):361-364. 
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ユビキタス予防医学 
 

特任准教授 

池田祐一 

特任助教 

上田和孝 

 

 

沿革と組織の概要 

ユビキタス予防医学講座は東京大学大学院医

学系研究科寄付講座として、平成 19 年（2007 年）

8 月１日より活動を開始した。第一期（平成 19

年 8 月〜平成 22 年 7 月）はトーアエイヨー株式

会社、シオノギ製薬株式会社、日本電気株式会社

の 3 社から、第二期（平成 22 年 8 月〜平成 27 年

7 月）はシオノギ製薬株式会社 1 社から、第三期

（平成 27 年 8 月〜）はシオノギ製薬株式会社、

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社の 2 社

から御支援を頂いている。前身部門は東京大学大

学院医学系研究科クリニカルバイオインフォマテ

ィクス研究ユニットであり、同部門は平成 14 年

（2002 年）に文部科学省科学技術振興調整費人材

養成プログラムとして東京大学医学部附属病院内

に設置された。平成 19 年に同ユニットが終了す

ることを受け、これを引き継ぐ形で本講座と臨床

疫学研究システム学講座が設置された。なお、両

講座とも協力講座は東京大学大学院医学系研究科

循環器内科である。 

 

講座設置目的 

 生活習慣の変化により心血管病は癌とともに増

加の一途を辿っている。21 世紀は予防医学の時代

とも言われており、心血管病の発症予防・早期発

見は現代社会において解決すべき重要な課題の一

つである。本講座は、心血管病の発症予防を強力

に推進していくために、様々な医療技術、医学研

究を統合したトータルな予防医学基盤（ユビキタ

ス予防医学）を構築することを目的としている。

そのためには東大病院検診部における人間ドック

の実施を通じた予防医学の実践と、疾患予測型バ

イオマーカーの開発・予防医学的効果のある新規

生理活性物質の同定といった基礎医学研究をバラ

ンスよく行い、予防医学分野において臨床と研究

を連動させることが肝要である。またそれらを同

時に遂行できる人材を養成することも不可欠であ

る。 

 このような幾つかの異なる分野を統合して行う

活動を現有の循環器内科・検診部単体で遂行する

ことは組織的にも経済的にも極めて困難であるた

め、協力講座である循環器内科、関係講座である

検診部と有機的に連携できる本寄附講座の存在意

義は極めて高い。 

 

研究 

 研究面においては疾患予測型バイオマーカーの

開発に取り組み、その業績により学内外から大い

に注目されてきた。第二期途中より、心血管病予

防効果の期待できる新規生理活性物質を同定する

ための基盤技術（アッセイ系）の開発、またそれ

らを用いた天然成分（生体臓器、微生物代謝産物、

食品などからの抽出物）や低分子化合物のスクリ

ーニングプロジェクトを開始した。新たな機能を

持つ生理活性物質・低分子化合物の発見は研究成

果としてインパクトがあるだけでなく、将来的に
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新規医薬品やサプリメントの開発へと大きく発展

する可能性があるため、本探索型研究プロジェク

トは予防医学分野においても大変有意義である。  

 

期待される研究成果 

（１）疾患予測型バイオマーカーの臨床応用 

（２）心血管病に対して予防効果のある新規生理

活性物質同定のための基盤技術・アッセイ系の開

発及びそれら技術・アッセイ系に対する特許申請、

論文発表。 

（３）心血管病に対して予防効果のある新規生理

活性物質・低分子化合物の同定及びそれら新規物

質に対する特許申請、論文発表。 

（４）上記（３）で同定された新規生理活性物質

を元にした医薬品、サプリメントの開発及び循環

器内科・検診部と連携した臨床研究の推進。 

 

診療 

 臨床面においては関係講座である検診部に心血

管ドックを設置するとともに、心血管ドックにお

いて未病段階で発見された動脈硬化に対して早期

に薬物治療を導入するための検診後外来を開設し、

これにより予防医学を実践するための有機的な連

携を実現している。 

 

教育 

本講座の協力講座である循環器内科の大学院

生の教育および研究指導を行っている。 

 

競争的研究資金獲得状況 

1. 文部科学省科学研究費：基盤研究（B） 

新規 Wnt シグナル制御系を標的とした抗癌剤

の開発（代表：藤城光弘） 

H27-29：研究分担者 

2. 一般財団法人東京医学会医学研究助成 

慢性炎症に関与する新規脂質性 GPCR リガン

ドの網羅的探索研究（代表：池田祐一） 

H27-29 

3. 武田科学振興財団：医学系研究奨励 

脳神経核特異的にGPCRのbiased agonismの

意義を検証できる実験系の開発（代表：池田祐

一） 

H27- 

4. 細胞科学研究財団研究助成金 

常在性腸内細菌叢の産生する生理活性代謝産

物の網羅的探索（代表：池田祐一） 

H28.4-H29.3 

5. 文部科学省科学研究費：萌芽研究 

プロスタグランディン D2 系を介した心臓炎

症性リモデリングの制御（代表：池田祐一） 

H28-29: 2 年 

6. 文部科学省科学研究費：基盤研究（C） 

新規 G タンパク質共役受容体 CXCR7 の心不

全改善効果の検討（代表：原田睦生） 

H28-30: 研究分担者  

7. 独立行政法人日本医療研究開発機構 

難治性疾患等実用化研究事業 

マルファン症候群における長期多系統障害増

悪機構の解明と新規薬物療法開発に向けた研

究（代表：武田憲文） 

H28-30: 3 年：研究分担者 

8. 武田科学振興財団：ビジョナリーリサーチ助成

脂質性 GPCR リガンド探索研究 

（代表：池田祐一） 

H28- 

9. 文部科学省科学研究費：若手研究（B） 

エストロゲンによる脂肪細胞の褐色化を介し

た代謝恒常性維持機構の解明（代表：上田和孝） 

H28-29 

10. 文部科学省科学研究費：挑戦的研究（萌芽） 

常在性腸内細菌叢由来生理活性代謝産物の探

索（代表：藤城光弘） 

H29-30：研究分担者 

11. 文部科学省科学研究費：基盤研究（C） 
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次世代心不全治療薬の開発：NFATc4サブタイ

プ選択的阻害剤の探索（代表：熊谷英敏） 

H29-31: 3 年：研究分担者 

12. 一般財団法人島原科学振興会研究助成金：医薬

品研究部門 

Wnt シグナルを介して幹細胞を制御する幹細

胞増殖因子 R-spondin の代替え低分子化合物

の開発（代表：池田祐一） 

H29- 

13. 公益財団法人ヤクルト・バイオサイエンス研究

財団一般研究助成金 

腸管に発現する化学感覚受容体を標的とした

腸内細菌叢由来生理活性代謝産物の網羅的探

索（代表：池田祐一） 

H29- 

14. 武田科学振興財団：医学系研究奨励 

「血管の褐色脂肪化」からとらえる動脈硬化へ

の新たなアプローチ（代表：上田和孝） 

H29- 

15. 一般財団法人東京医学会医学研究助成 

エストロゲンによる血管保護作用の新たなメ

カニズムの解明（代表：上田和孝） 

H29- 

16. 持田記念医学薬学振興財団研究助成 

エストロゲンの血管保護作用を「血管の褐色化」

から捉えなおす：新世代ホルモン補充療法の開

発に向けて（代表：上田和孝） 

H29- 

 

出版物等 

 

2017 年度英文論文 

1. Sato H, Suzuki J, Aoyama N, Watanabe R, 
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isoproterenol-induced myocardial remodeling 

in mice. Hypertens Res. 40:35-40, 2017 

2. Watanabe R, Suzuki J, Wakayama K, 

Maejima Y, Shimamura M, Koriyama H, 

Nakagami H, Kumagai H, Ikeda Y, Akazawa 

H, Morishita R, Komuro I, Isobe M. A peptide 

vaccine targeting angiotensin II attenuates 

the cardiac dysfunction induced by 

myocardial infarction. Sci Rep. 7:43920, 2017 

3. Takanashi M, Taira Y, Okazaki S, Takase S, 

Kimura T, Li CC, Xu PF, Noda A, Sakata I, 

Kumagai H, Ikeda Y, Iizuka Y, Yahagi N, 

Shimano H, Osuga J, Ishibashi S, Kadowaki 

T, Okazaki H. Role of hormone-sensitive 

lipase in leptin-promoted fat loss and glucose 

lowering. J Atheroscler Thromb. 24(11):1105, 

2017 

4. Kamo T, Akazawa H, Suda W, Saga-Kamo A, 

Shimizu Y, Yagi H, Liu Q, Nomura S, Naito 

AT, Takeda N, Harada M, Toko H, Kumagai 

H, Ikeda Y, Takimoto E, Suzuki JI, Honda K, 

Morita H, Hattori M, Komuro I. Dysbiosis 

and compositional alterations with aging in 

the gut microbiota of patients with heart 

failure. PLoS One 12(3): e0174099, 2017 

5. Nagata N, Iwanari H, Kumagai H, Kusano-

Arai O, Ikeda Y, Aritake K, Hamakubo T, 

Urade Y. Generation and characterization of 

an antagonistic monoclonal antibody against 

an extracellular domain of mouse DP2 

(CRTH2/GPR44) receptors for prostaglandin 

D2. PLoS One 12(4): e0175452, 2017 

6. Aoyama N, Suzuki J, Kobayashi N, Hanatani 

T, Ashigaki N, Yoshida A, Shiheido Y, Sato H, 

Kumagai H, Ikeda Y, Akazawa H, Komuro I, 

Izumi Y, Isobe M. Periodontitis deteriorates 

peripheral arterial disease in Japanese 

population via enhanced systemic inflame-

mation. Heart Vessels 32(11):1314-1319, 2017 

7. Aoyama N, Suzuki J, Kumagai H, Ikeda Y, 

Akazawa H, Komuro I, Minabe M, Izumi Y, 

Isobe M. Specific periodontopathic bacterial 

infection affects hypertension in male cardio-

vascular disease patients. Heart Vessels 
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effects of specific periodontopathic bacterial 

infection on tachyarrhythmia compared to 

bradyarrhythmia. BMC Cardiovasc Disord. 

17(1):267, 2017 

9. Lu Q, Schnitzler GR, Vallaster CS, Ueda K, 
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Karas RH. Unliganded estrogen receptor 

alpha regulates vascular cell function and 

gene expression. Molecular and Cellular 

Endocrinology. 442:12-23, 2017 

10. Adachi Y, Kinoshita O, Hatano M, Shintani Y, 

Naito N, Kimura M, Nawata K, Nitta D, 

Maki H, Ueda K, Amiya E, Takimoto E, 

Komuro I, Ono M.  Successful bridge to 

recovery in fulminant myocarditis using a 

biventricular assist device: a case report. J 

Med Case Rep. 11(1):295, 2017 
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慢性腎臓病（CKD）病態生理学 
 

講座主任（特任准教授） 

稲城玲子 

特任助教 

Jao, Tzu-Ming 

研究員 

正路久美 （腎臓・内分泌内科） 

石本 遊 （腎臓・内分泌内科） 

岡田 啓 （腎臓・内分泌内科） 

大学院生 

前川 洋 （D3 腎臓・内分泌内科） 

青江麻里 （D2 腎臓・内分泌内科） 

Wu, Chia-Hsien （D1 腎臓・内分泌内科） 

短期留学生（医学部国際交流） 

Maria Ponce Nava  

(Faculty of Medicine, National Autonomous University of Mexico 

Mexico City, Mexico) 在籍期間：2017 年 10 月から 2017 年 12 月 

Yen-Chen Liu 

(Department of Life Science, National Taiwan Normal University Taipei, 

Taiwan) 在籍期間：2018 年 1 月から 2018 年 2 月 

技術補佐員 

奥秋郁美 

 

ホームページ http://www.todai-ckd.com 

 

 

沿革と組織の概要 

日本の慢性腎臓病（CKD）患者数は 1,300万人

を超え、成人 8人に 1人が患う新たな国民病とし

て注目されている。なぜ今、そんなに CKD 患者

が増えているのか？多くの基礎的・臨床的研究か

らその理由がわかってきた。大きな理由の一つに

糖尿病合併症の一つである糖尿病性腎症（1998

年から透析導入原疾患の一位）の治療・診断が十

分でないといった医学的要因や、生活スタイルや

超高齢社会の到来といった社会的要因が挙げられ

る。腎臓は沈黙の臓器と呼ばれ、自覚症状がない

まま糖尿病や加齢によって CKD は進行する。そ

のように無症状で進行する CKD には多様なリス

クが潜んでいることがわかってきた。 

その一つに CKD は末期腎不全による血液透析

に至るのみならず、生活習慣病（心筋梗塞、動脈

硬化）発症・進展のリスクとなることが明らかに
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なってきた。つまり、腎臓は心臓や血管など他の

臓器と密接に繋がっており、そのため腎機能が低

下すると心臓や血管の機能低下を著明に引き起こ

す。CKD の進行が他の臓器に悪影響を及ぼすこ

とは、腎臓が全身の健康を保つためにとても重要

であることを示している。 

 

さらに老化は CKD 進行を早める要因ともいわ

れ、その逆に CKD は老化を加速させることも科

学的に実証され、老化と CKD の悪循環も昨今の

超高齢社会においてますます注目されている。言

い換えれば、現代の生活スタイルや超高齢化社会

といった社会的背景においては、生活習慣病と老

化は CKD と切り離せない密接な関係にあること

を念頭に置いて新たな切り口で CKD 病態生理学

を研究する必要がある。 

 

将来の活力ある健康長寿社会づくりを目指す上

で、高齢者の生活の質（QOL）向上や総医療費の

削減は、解決が急がれる重要な課題のひとつであ

る。そこで、CKD 撲滅によって健康長寿社会を

築くことを目指し、2013年 11月に協和発酵キリ

ン株式会社のご支援のもと CKD 病態生理学講座

が新設された。本講座では革新的視点から CKD

の病態生理を解明し、より有効な CKD 予防・治

療戦略の開発、ひいては高齢者が健康で自立した

豊かな生活を送れる高齢健康長寿社会づくりに貢

献することを目指すものである。 

 

主な研究課題 

CKD 病態生理学講座では、東京大学大学院医

学系研究科腎臓・内分泌内科 (南学正臣教授) と

の連携のもと、CKD の病態生理に関連する基礎

研究や臨床研究を遂行している。 

1) 様々なストレス（小胞体ストレス、虚血、糖化

ストレス、酸化ストレス）に対する適応シグナ

ルの CKDにおける破綻機構の解明と、それら

成果に基づく新規 CKD治療戦略の確立 

2) 腎臓エリスロポエチン（EPO）産生細胞の

CKD進行に伴う機能的変化と腎性貧血発症進

展の機序解明 

3) 超高齢社会における腎臓老化とCKD進展の関

連性 

4) 糖尿病患者における CKD 増悪因子の同定と、

それを標的とした診断・創薬の開発 

5) 臓器連関における尿毒素の病態生理活性の解

明とそれに基づく新たなCKD患者の尿毒素対

処法の確立 

 

研究助成 (研究代表者のみ抜粋) 

稲城玲子（研究代表） 

 日本学術振興会文部科学研究費 平成27-29年

度 特設（ネオ・ジェロントロジー）基盤研究(Ｃ)

「腎臓老化における小胞体ストレスシグナル

（UPR 経路）のエピゲノム制御の解明」 

 日本学術振興会文部科学研究費 平成28-29年

度 挑戦的萌芽研究「D-アミノ酸による蛋白恒

常性破綻（小胞体ストレス）の腎臓病における

病因論の解明」 

 

Jao,Tzu-Ming（研究代表） 

 日本学術振興会文部科学研究費 平成28-30年

度  基盤研究 ( Ｃ ) 「 Development of Novel 

therapeutic approaches targeting ATF-6- 

mediated metabolic alteration」 

 

受賞 

Jao, Tzu-Ming 

 Nagoya Chronic Kidney Disease Frontierに

て Investigators Awardを受賞 

 第 60 回日本腎臓学会学術総会で Highest 

Asian Session Oral Awardを受賞 
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岡田 啓 

 The 3rd International Conference of D-amino 

acid Research (IDAR2017, Varese, Italy)で

Travel grantを受賞 

 

出版物等 
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activation. Sci Rep. 2017 Sep 11;7(1):11168. 

doi:10.1038/s41598-017-11049-8. 
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T. Dual Regulation of Gluconeogenesis by 

Insulin and Glucose in the Proximal Tubules 

of the Kidney. Diabetes. 2017 Sep;66(9):

2339-2350. doi: 10.2337/db16-1602. 

5. Nangaku M, Hirakawa Y, Mimura I, Inagi R, 

Tanaka T. Epigenetic Changes in the Acute 

Kidney Injury-to-Chronic Kidney Disease 
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1159/000476078. 
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Pathophysiology and therapeutics of 

premature ageing in chronic kidney disease, 

with a focus on glycative stress. Clin Exp 
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7. Hasegawa S, Jao TM, Inagi R. Dietary 

Metabolites and Chronic Kidney Disease. 

Nutrients. 2017 Apr 4;9(4). pii: E358. doi: 

10.3390/nu9040358. Review. 

8. Tanaka S, Tanaka T, Kawakami T, Takano H, 

Sugahara M, Saito H, Higashijima Y, 

Yamaguchi J, Inagi R, Nangaku M.  

Vascular adhesion protein-1 enhances 

neutrophil infiltration by generation of 

hydrogen peroxide in renal ischemia/

reperfusion injury. Kidney Int. 2017 Jul;92

(1):154-164. doi: 10.1016/j.kint.2017.01.014.   

9. Maekawa H, Inagi R. Stress Signal Network 

between Hypoxia and ER Stress in Chronic 

Kidney Disease. Front Physiol. 2017 Feb 8;8:
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10. Hirakawa Y, Inagi R. Glycative Stress and Its 

Defense Machinery Glyoxalase 1 in Renal 

Pathogenesis. Int J Mol Sci. 2017 Jan 17;
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11. Yamaguchi J, Tanaka T, Inagi R. Effect of 

AST-120 in Chronic Kidney Disease 

Treatment: Still a Controversy. Nephron. 
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(国内原著) 

1. 岡田啓, 稲城玲子.  腎臓を中心とした小胞

体ストレスと臓器間ネットワーク. 最新醫
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特任教授 

廣川信隆 

特任助教 
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ホームページ http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

教 育 

本講座では、最先端光学顕微鏡法によるイメー

ジングの手法及びクライオ電子顕微鏡による原子

レベルの解像度で機能蛋白の構造と動態を時間・

空間分解能の極限まで追求する試みを行っている。

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、細

胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 

学部・大学院教育は細胞生物学・解剖学大講座

と一体となって行っている。教育は、講義と実習

ならびにフリークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨学、

肉眼解剖学、細胞生物学、発生学、組織学総論・

各論 合計323時間を大講座全体で協力し一体と

して行っている。また健康科学・看護学科生に研

究方法論、解剖示説、合計 22 時間の教育を行っ

ている。実習は教授、准教授、講師の内１名と助

教が１名組んで担当している。なお、加えて講師

が他学部（教育学部、理学部、文学部等）生を対

象に肉眼解剖学及び組織学の講義、実習（25 コマ、

80 時間）を行っている。又大学院共通講義（分子

細胞生物学入門）を 15 コマ（23 時間）と実習 40

コマ（70 時間）行っており、教育は大講座全体で 

総計 518 時間である。 

研 究 

本 講 座 で は 、 私 達 が 発 見 し た Kinesin 

superfamily molecular motors（KIFs）の構造、

機能、動態を解析することを目的としている。 

用いる手法は、最先端の光学顕微鏡法、クライ

オ電子顕微鏡、Ｘ線結晶解析、生物物理学、分子

遺伝学等を駆使して課題を解決する。 

すべての細胞は、細胞の機能にとり必須の機能

蛋白分子を合成後、様々な膜小器官あるいは蛋白

複合体さらには mRNA 蛋白複合体として目的地

へ適正な速度で輸送する必要がある。この細胞内

の物質輸送は細胞の重要な機能、形作りそして生

存のため必須である。私達は今までにこの輸送機

構の主役である微小管をレールとしたキネシンス

ーパーファミリーモーター分子群（KIFs）を発見

し哺乳類の全遺伝子４５個を同定した。またこの

KIFs が多様な機能分子を輸送するだけでなく脳

の高次機能、神経回路網形成、左右の決定、腫瘍

の抑制等に重要な役割を果たす事を明らかにして

来た。このようにモーター分子群 KIFs は重要な

細胞機能の根幹を担っていると同時に私達の体の

様々な基本的生命現象に深く関わっておりこの研

究は分子細胞生物学、神経科学、発生生物学、生

物物理学、臨床医学等の広範な学問分野に大きな

学術的意義を有すると思われる。私達は今まで遺

伝子群の発見、機能の解析、個体レベルの機能解



400 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

析、作動原理等すべての課題について常に世界を

リードする研究を行なって来た。しかしながら未

知の多くの課題が存在しこれらを解く為、世界に

先駆けて研究を大きく発展させることを目的とし

ている。本年度は以下の研究成果を得た。 

 

A) KIF2 による効率の良い微小管脱重合機構を解

明 

KIF2 は私たちが同定したキネシンで、微小管を

脱重合する特殊な活性を持つ。今回私達は KIF2

が ATP を使い、チューブリンと大きな複合体を

形成して微小管を効率良く脱重合することを示し

た。神経細胞の形成や細胞分裂など、微小管の脱

重合は秩序立って効率良く進められる必要がある

が、多くのチューブリンからなる微小管を、どの

ように少数の KIF2 が先端から順番に解体するの

か、その仕組みは不明だった。 

 私達は KIF2 が微小管を脱重合する過程の分子

の変化を、サイズ排除クロマトグラフィーや動的

光散乱法・超遠心分析法・質量分析法などを用い

て詳細に解析し、ATP１分子を加水分解する過程

で、KIF2 の機能ドメイン１つがチューブリン二

量体を２セット捉えた大きな構造（１：２複合体）

を形成し、１分子の KIF2 でチューブリン二量体

を２分子解体することを明らかした(Ogawa T et 

al. Cell Rep,  2017)。 

 私達はさらにそのメカニズムも明らかにした。

微小管末端におけるKIF2のATP加水分解開始は、

KIF2 表面の屈曲や α４ヘリックス末端の弛緩な

どの構造変化を伴いチューブリン表面への強い結

合を引き起こす。さらに、KIF2 に特異的な Neck

と呼ばれる構造がとなりのチューブリン２量体の

表面に結合し、後から結合しようとする KIF2 を

阻害する。これらのメカニズムによって KIF2 は

チューブリンと１：２複合体を形成できる

(Ogawa T et al. Cell Rep,  2017)。 

微小管の重合／脱重合のコントロールの破綻は、

神経変性疾患や細胞分裂異常による癌の形成など、

多くの疾患を引き起こす。本研究によって明らか

になった微小管脱重合機構の解明は、今後の微小

管関連疾患の病態理解・治療法解明の基盤となる。 

 

B) KIF2A は、神経軸索、及び樹状突起の形成、

及び海馬の神経回路形成に基本的役割を持ちその

欠損は、回帰性回路を形成し癲癇を起因する。 

マウスの生後の海馬において、歯状回顆粒細胞に

特に多く存在する KIF2A が、細胞骨格である微

小管に働きかけて神経突起の長さと形状を巧みに

調節することによって、その突起が将来軸索と樹

状突起のどちらになるかを決定づけ、さらには精

緻な神経回路の形成と維持に重要な役割を果たし

ていることを明らかにした（Homma N et al. 

eLife, 2018）。 

KIF2A は、微小管を端から脱重合させることで、

その長さを調節するタンパク質である。KIF2A は、

哺乳類胎児の脳に多く存在し、胎児の神経系が発

達する時に、神経細胞の軸索分枝の不必要な伸長

を抑制し、神経細胞の移動や伸び縮みに重要な働

きをすることを私たちは、先に明らかにした。こ

の KIF2A は、神経細胞の新生が生後も長く続く

とされる海馬や嗅球で多く見られることから、生

後の脳の成長や機能に重要な役割を果たしている

と考え、さらには、大脳皮質形成異常をもつヒト

乳児において、KIF2A の遺伝子に異常がみつかっ

たことから、大脳皮質の発達にも関わりがあると

注目した。しかし、既存の KIF2A欠損マウスは、

生後 1日で死んでしまうため、生後の機能解析が

不可能であった。 

 そこで今回、タモキシフェンを投与するとその

タイミングで KIF2A を欠損させられる「条件つ

き KIF2A 欠損マウス」を作成し、生後のいくつ

かの時期に KIF2A を欠損させた。その結果、幼

若期に KIF2A を欠損させたマウスは、過活動や

てんかん発作を起こして多くが死亡した。KIF2A
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が海馬の中でも特に「歯状回顆粒細胞」に多く存

在したことから、歯状回に注目して解析を進めた

ところ、KIF2A は、歯状回顆粒細胞の突起が適正

な長さになると、その伸長を抑制することで、軸

索を軸索として、樹状突起を樹状突起として成長

させることを明らかにした。また、条件付き

KIF2A欠損マウスの歯状回には、異常な回帰性神

経回路ができていて海馬全体が興奮しやすくなっ

ていたことから、歯状回顆粒細胞の神経突起が正

常な長さに伸長して適正な軸索や樹状突起に成長

することは、正確な神経回路の形成と維持・再編

に重要であることが示唆された（Homma N et al. 

eLife, 2018）。 

 ヒトの海馬では、歯状回の顆粒細胞のみが、一

生を通じて作り続けられており、新生した細胞の

突起形成や神経回路の精緻な再構成が、記憶に特

に重要と考えられていることから、KIF2A は、記

憶や学習の要となる過程に深く関わっていること

が示唆された。また、KIF2A のさらなる機能の研

究は、神経系疾患の病態解明・創薬にも応用でき

る可能性がある。 

C) 分子モーターKIF21B による恐怖記憶の制御

機構の解明 

恐怖の記憶消去の異常は、心的外傷後ストレス障

害（PTSD）などに重要な役割を演じているが、

そのメカニズムはほとんど明らかになっていなか

った。私たちは、KIF21B 分子モーターがシナプ

スの構造を制御する Rac1 タンパク質の制御分子

ELMO1 複合体をダイナミックに輸送して Rac1

タンパク質の「活性サイクル」を終結させ、シナ

プス伝達効率の「長期抑圧」を通して恐怖記憶が

消去されることを解明した（Morikawa Mo. et al. 

Cell Rep, 2018）。Kif21b 遺伝子を欠損したノッ

クアウトマウスを作成したところ、Rac1 タンパ

ク質の活性化が長く持続し、場所につながる恐怖

の記憶がほとんど消去できない PTSD 様の症状

を示した。そこで、このノックアウトマウスに

ELMO1 複合体の阻害剤 CPYPP を投与してみる

と、野生型マウスとまったく同じように恐怖記憶

を消去できるようになった。この研究により、キ

ネシン分子モーターのかかわるシナプス可塑性の

新しい分子機構が解明されたことは、記憶の書き

換え障害が関与する PTSD 等の難治性精神疾患

の治療に道を開くものである（Morikawa Mo et 

al. Cell Rep, 2018）。 

D) KIF1B beta は、IGF1R を輸送し軸索伸長に基

本的な役割を持ち、ヒトでのその結合部位の変異

は、IGF1R 輸送を傷害し Charcot-Marie-Tooth 

type 2A1（CMT2A1）の病態の本態をなす。 

私たちは先に、KIF1B beta モーター分子を同定

し、KIF1B beta が、相同性の高い KIf1A ととも

にその satlk domain が DENN/MADD を介して

シナップス小胞前駆体に含まれる Rab3A に結合

しシナップス小胞前駆体を軸索内で順行性に輸送

する事を示した。さらにその遺伝子欠損マウスの

解析により、KIF1B beta の欠損により、軸索の

伸長が障害され神経細胞死が起こることを示した。 

ホモ個体は、生後すぐに死ぬがヘテロ個体は、生

き残り 1年後には、筋力低下、staggering gate を

示しヒト神経変性症様の症状を呈した。そこで

KIF1B beta の遺伝子座の解析から CMT2A1 の

家系の患者の KIF1B beta のモーター領域に、

Q98L 変異がありこの為この変異モーターの運

動活性は極めて低くこれが病態の根拠となってる

ことを示した。しかしシナップス小胞蛋白の遺伝

子欠損マウスでは、神経細胞死を説明できずに不

明な点が残っていた。 

今回、私たちは、KIF1B beta の stalk domain が

直接 IGF1R beta の細胞内 domain と結合し、

KIF1B beta は、IGF1R を含む小胞を軸索内で順

行性に輸送する事を解明した。これにより KIF1B 

beta が PI3K signaling を介して軸索の伸長を制

御していることも分かった（Xu et al. J. Cell Biol, 

2018）。 
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又、米国の CMT2A1患者の 2家系で共通に stalk 

domain にY1087C 変異があり、このKIF1B beta

は、IGF1R と結合できずに 1GF1R を含む小胞を

輸送できず、この為、軸索伸長も障害されること

が判明した。この解明により CMT2A1 の病態が

より明らかになった。 
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沿革と組織の概要 

コンチネンス医学講座は、泌尿器外科学分野を

協力講座として、平成 22年 7月 1日に新設され

た寄付講座である。平成 25年 7月および平成 28

年 7月に講座継続設置が承認され、現在に至って

いる。 

「コンチネンス」というのは、英語の失禁

（ incontinence ） の 反 対 語 で あ る 禁 制

（continence）を片仮名で標記したものである。

この「コンチネンス」のもつ本来の意味は，我慢

できる・自制心のある、といったものであるが、

こと排泄に限ると、失禁しない状態を意味する。

しかし、広い意味では、「身体的・社会的に排泄

障害のない状態」を指す。従って、「コンチネン

ス医学」は「排泄障害の予防・治療・管理に関す

る医学」を意味することになる。 

本講座は、この「コンチネンス医学」に特化し

た世界でも例をみない研究講座で、排泄障害を基

礎医学的・臨床的・社会的側面から総合的に捉え、

その病態の解明、新規治療の開発、ケア方法の改

善、患者の QOL の向上などを通して、コンチネ

ンス医学の発展に寄与することを目指している。 

尿失禁、頻尿、排尿困難、大便失禁、便秘とい

った排泄の問題は、生命に直接関わることはまれ

であるが、本人はもとより周囲の家族や介護者に

とっても、日常生活上大きな支障となり、生活の

質（QOL）を著しく低下させる要因となっている。

また、排泄をしている姿・音･臭いを他者に知ら

れることは恥ずかしい思いがあり、「いくつにな

ってもシモの世話だけは受けたくない。」といっ

たように、排泄の問題は、根源的に人間の尊厳に

関わるものでもある。排泄障害はこれまで，排尿

障害は泌尿器科医が担当し，排便障害は大腸肛門

専門医が担当するといったように、診療科単位で

個別に扱われてきたが、本来，排泄の問題は、こ

れらの専門医に加えて、リハビリテーション医、

皮膚・排泄ケア（WOC）認定看護師、作業療法士、

理学療法士、保健師、介護士、社会福祉行政の専

門家などの多職種が関わって、全人的に、かつ、

統合的に取り組むべき対象である。現在の講座の

研究テーマは、主に下部尿路機能やその障害に関

する基礎研究が多いが、今後は、このような視点

から、関連する多くの職種の専門家が連携して統

合的な排泄ケア・システムを構築することも目指

したい。 

 

診療 

井川は、泌尿器科・男性科において、難治性排

尿障害、小児泌尿器科疾患を主体とした専門外来

を担当している。 

さらに、難治性排泄障害に対する先進医療の提

供と排泄障害に対する集学的診療・ケアの実践を
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目指して、附属病院内に、多職種の連携による横

断的な診療システムの構築に着手している。 

 

教育 

医学部学生の「泌尿器科学」の系統講義および

クリニカル・クラークシップを分担担当してい

る。 

 

研究 

当講座では、下部尿路機能の制御機構と様々な

下部尿路機能障害の病態生理を解明する研究を行

っている。 

特に、膀胱知覚伝達機構の解明、過活動膀胱の

発症機序の同定、間質性膀胱炎の病態解析、加齢

やメタボリック症候群における下部尿路機能障害

の病態解析、下部尿路機能障害の新規薬物療法の

開発などを主な研究テーマとしている。 

今年度は特に、基礎研究としては、膀胱伸展刺

激受容求心性神経活動に対する PDE5 阻害薬[1]

ならび Kv7 channel 刺激薬[2]の抑制効果につい

て報告した。また、ハンナ型間質性膀胱炎の膀胱

粘膜では、Toll-like receptorの発現が亢進してお

り、マウス膀胱におけるその活性化は膀胱の炎症

と膀胱痛を惹起することを確認し、報告した[7]。

下部尿路閉塞ラットモデルを用いて、下部尿路閉

塞に伴う過活動膀胱症状の発生機序として、膀胱

の微小収縮とそれに伴う膀胱求心性神経活動の亢

進が関与することを明らかにした[8]。臨床研究と

しては、ロボット支援下前立腺全摘出術後尿失禁

の遷延の危険因子として術前の過活動膀胱がある

ことを報告した[9]。 
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沿革と組織の概要 

ゲノム医学講座は、機能スクリーニング法とゲ

ノム解析技術とを有機的に統合しヒト発がんメカ

ニズムを解明することを目指して 2009年 9月に

設立された。実際の開設にあたっては協力講座と

して本学分子病理学講座（宮園浩平教授）、寄付者

としてアステラス製薬株式会社およびイルミナ株

式会社のサポートをいただいた。なお 2012 年 8

月からはアステラス製薬株式会社単独のサポート

で運営される形に寄付者が変更となった。また

2013 年 4 月より特任教授の間野博行が本学細胞

情報学分野の教授に転出したことを受け、2013

年 9月より当講座は山下義博が特任准教授として

主導した。また協力講座に細胞情報学分野（間野

博行教授）が加わった。2014 年 9 月にエーザイ

株式会社のサポートにより第 2期ゲノム医学講座

がスタートし、山下義博が細胞情報学分野の准教

授に転出したことを受け、当講座は崔永林が特任

准教授として主導した。さらに 2017年 3月に崔

永林の退職を受け、2017年度より河津正人が特任

准教授として当講座を牽引している。 

ゲノム医学講座は国内外の多くの研究期間と共

同研究を展開しており、特に細胞情報学分野とは

密接な連携を取り、両講座で得られる次世代シー

クエンサー解析データは共同の大型サーバーで解

析を行っている。 

 

教育 

本学医学部学生の生化学実習を分担して担当し

た。また医科学博士学生及び修士学生の実験指導

を行っている。 

研究 

ゲノム医学講座は、ヒトがん細胞株及びがん臨

床検体を用いて、主に以下の 2種類のアプローチ

により発がん原因を解明することを目指している。 

(1) レトロウィルスライブラリーによる機能スク

リーニング 

我々は「がん組織内のmRNAから cDNAを作

り、それらを発現させる組換え型レトロウィルス

ライブラリー」を構築するシステムを開発した。

本ライブラリーを用いれば 3T3 細胞のみならず

任意の増殖細胞にがん組織内 cDNAを導入・発現

可能であり、しかもライブラリーに組み込んだ全

ての cDNA の発現は強力なプロモーターである

レトロウィルス LTR によってドライブされる。

我々らのシステムは微量の臨床検体からでも

cDNAを増幅し多数のクローンからなるライブラ

リーを構築でき、しかも得られたライブラリー内

の cDNA サイズが十分に長くかつ人為的配列変

異がほとんど無いことを特徴とする、世界有数の

機能スクリーニング法である。 
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我々らは肺がんにおける新たな原因遺伝子を同

定する目的で、このライブラリーシステムを用い

て喫煙者に生じた肺腺がん切除検体から cDNA

発現レトロウィルスライブリーを作成し、3T3繊

維芽細胞に感染させて複数の形質転換フォーカス

を得た。それらの一つから回収した cDNAを解析

したところ、新たな融合型がん遺伝子 EML4-

ALK を発見することに成功した（Nature 448:

561）。本遺伝子は、肺がん細胞中で 2番染色体短

腕内に極めて短い逆位（～12 Mbp）が生じ、本来

2 番染色体短腕上に互いに反対向きにマップされ

る微小管会合タンパク EML4（Echinoderm 

microtubule associated protein like 4）遺伝子と

受容体型チロシンキナーゼ ALK（Anaplastic 

lymphoma kinase）遺伝子とが融合した結果生じ

たものであり、活性型チロシンキナーゼ

EML4-ALKを産生することになる。 

本年度は EML4-ALK陽性肺がん細胞のゲノム

コピー数異常を解析し、EML4-ALK 陽性肺がん

が他の肺がんに比べがん遺伝子･がん抑制遺伝子の

コピー数異常が有意に少ないことを明らかにした。 

(2) がんゲノムリシークエンス 

次世代シークエンサーを用いた網羅的配列解析

は、近年のがん研究の大きなトレンドとなってい

る。我々はイルミナ社の次世代シークエンサー

HiSeq2500およびHiSeq 2000システムを用いて

極めて高精度に塩基配列異常を検出する新しいリ

シークエンス技術の開発に成功した。 

ゲノム中のエクソン領域のみを純化した上でそ

のゲノム断片を配列解析することで、効率よく配

列異常を有するタンパクをスクリーニングするこ

とが出来る。ヒトゲノム内にエクソン領域が占め

る割合は約 1%程であり、タンパク配列異常を探

索するのであれば、このエクソンキャプチャー法

を用いることで効率よく次世代シークエンサー解

析が可能である。 

しかし発がん原因となる融合遺伝子は一般にイ

ントロン間結合で生じ、上記エクソンキャプチャ

ーを用いるとイントロン情報が失われるため融合

遺伝子が検出不可能である。そこで我々はゲノム

からエクソンを純化する代わりに、cDNAを基質

としてエクソンを純化する「cDNA-キャプチャー

法」を開発した。 

(3) がん遺伝子変異機能スクリーニング法の開発 

がんゲノムプロジェクトが進んだ結果、臨床的

意義不明の遺伝子変異（variants of unknown 

significance: VUS）が数多く同定されている。例

えば gefitinibなどの使用根拠となる EGFR遺伝

子変異としてL858Rやエキソン 19内欠失が知ら

れるが、公共のがんゲノム変異データベースには

1000種類以上のアミノ酸置換が登録されている。

これら変異の発がん・薬剤耐性への関与を一度に

解析可能な mixed-all-nominated-mutants-in-

one手法を開発し、EGFRの非同義変異 101種類

について薬剤感受性への関与を明らかにした。 

出版物等 

 

1. Takamochi K, Takahashi F, Suehara Y, Sato 

E, Kohsaka S, Hayashi T, Kitano S, Uneno T, 

Kojima S, Takeuchi K, Mano H & Suzuki K. 

DNA mismatch repair deficiency in surgically 

resected lung adenocarcinoma: Microsatellite 

instability analysis using the Promega panel. 

Lung Cancer 110, 26-31, 2017. 

2. Soh SX, Siddiqui FJ, Allen JC, Kim GW, Lee 

JC, Yatabe Y, Soda M, Mano H, Soo RA, Chin 

TM, Ebi H, Yano S, Matsuo K, Niu X, Lu S, 

Isobe K, Lee JH, Yang JC, Zhao M, Zhou C, 

Lee JK, Lee SH, Lee JY, Ahn MJ, Tan TJ, 

Tan DS, Tan EH, Ong ST & Lim WT. A 

systematic review and meta-analysis of 

individual patient data on the impact of the 

BIM deletion polymorphism on treatment 

outcomes in epidermal growth factor receptor 

mutant lung cancer. Oncotarget 8, 41474-

41486, 2017. 



408 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

3. Seki M, Kimura S, Isobe T, Yoshida K, Ueno 

H, Nakajima-Takagi Y, Wang C, Lin L, Kon 

A, Suzuki H, Shiozawa Y, Kataoka K, Fujii Y, 

Shiraishi Y, Chiba K, Tanaka H, Shimamura 

T, Masuda K, Kawamoto H, Ohki K, Kato M, 

Arakawa Y, Koh K, Hanada R, Moritake H, 

Akiyama M, Kobayashi R, Deguchi T, Hashii 

Y, Imamura T, Sato A, Kiyokawa N, Oka A, 

Hayashi Y, Takagi M, Manabe A, Ohara A, 

Horibe K, Sanada M, Iwama A, Mano H, 

Miyano S, Ogawa S & Takita J. Recurrent 

SPI1 (PU.1) fusions in high-risk pediatric T 

cell acute lymphoblastic leukemia. Nat Genet 

49, 1274-1281, 2017. 

4. Nakamura T, Yamashita S, Fukumura K, 

Nakabayashi J, Tanaka K, Tamura K, 

Tateishi K, Kinoshita M, Fukushima S, 

Takami H, Fukuoka K, Yamazaki K, 

Matsushita Y, Ohno M, Miyakita Y, Shibui S, 

Kubo A, Shuto T, Kocialkowski S, Yamanaka 

S, Mukasa A, Sasayama T, Mishima K, 

Maehara T, Kawahara N, Nagane M, Narita 

Y, Mano H, Ushijima T & Ichimura K. 

Genome-wide DNA methylation profiling 

identifies primary central nervous system 

lymphoma as a distinct entity different from 

systemic diffuse large B-cell lymphoma. Acta 

Neuropathol 133, 321-324, 2017. 

5. Matsubara D, Soda M, Yoshimoto T, Amano 

Y, Sakuma Y, Yamato A, Ueno T, Kojima S, 

Shibano T, Hosono Y, Kawazu M, Yamashita 

Y, Endo S, Hagiwara K, Fukayama M, 

Takahashi T, Mano H & Niki T. Inactivating 

mutations and hypermethylation of the 

NKX2-1/TTF-1 gene in non-terminal respire-

tory unit-type lung adenocarcinomas. Cancer 

Sci 108, 1888-1896, 2017. 

6. Kohsaka S, Nagano M, Ueno T, Suehara Y, 

Hayashi T, Shimada N, Takahashi K, Suzuki 

K, Takamochi K, Takahashi F & Mano H. A 

method of high-throughput functional eval-

uation of EGFR gene variants of unknown 

significance in cancer. Sci Transl Med 9, 

eaan6556, 2017. 

7. Kawazu M, Kojima S, Ueno T, Totoki Y, 

Nakamura H, Kunita A, Qu W, Yoshimura J, 

Soda M, Yasuda T, Hama N, Saito-Adachi M, 

Sato K, Kohsaka S, Sai E, Ikemura M, 

Yamamoto S, Ogawa T, Fukayama M, Tada 

K, Seto Y, Morishita S, Hazama S, Shibata T, 

Yamashita Y & Mano H. Integrative analysis 

of genomic alterations in triple-negative 

breast cancer in association with homologous 

recombination deficiency. PLoS Genet 13, 

e1006853, 2017. 

 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 409 

 

ライフサポート技術開発学 

（モルテン）寄付講座 
 

特任教授 

森武俊 

特任講師 

野口博史 

特任助教 

荒木大地 

 

ホームページ http://www.lifesupport.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は、理学・工学などの自然科学を基盤と

して、生活に起因する疾患・症候の病態を解明す

るとともに、直接介入可能な看護学的アプローチ

から広く生活支援を行う方法論を創り出す Life 

Support Technologyを創設することを目的に、東

京大学大学院医学系研究科・医学部に 2010年 10

月 1日に設立された株式会社モルテンによる寄付

講座である。 

かねてから、看護学分野において強力にトラン

スレーショナルリサーチを進めていた東京大学大

学院医学系研究科健康科学・看護学専攻老年看護

学／創傷看護分野の真田弘美教授と、医療・福祉

機器開発を手がけていた株式会社モルテンの協力

のもと、講座の設立が企画され、東京大学大学院

情報理工学系研究科土肥健純教授（当時）の仲介

もあり、東京大学情報理工学系研究科知能機械情

報専攻から、森武俊准教授を招聘することにより

本寄付講座が設立された。 

その後，2015年 10月 1日より 2期目をスター

トしている。2016年 2月 20日には、設立祝賀パ

ーティが開かれた場所と同じ学士会館にて 2期目

開始並びに，森特任教授の就任のお祝いのパーテ

ィが開かれた。パーティでは、株式会社モルテン

からは、民秋清史代表取締役社長、健康用品事業

本部最高執行責任者梶原隆司取締役を含め関係者

の方々、また、本学からは健康科学・看護学専攻

長の山本則子教授をはじめとする健康科学・看護

学の先生方、ならびに、東京大学工学部の名誉教

授でもある土肥健純教授をはじめ工学系の先生方

もお招きし、非常に盛大に行われた。 

2012 年より看護学と理工学の融合としての初

めての学会である看護理工学会の立ち上げに携わ

り、2013年 10月 5日の学会設立と同時に行われ

た第１回の学術集会を森武俊特任准教授（当時）

が大会長として開催し、講座がホスト役として重

大な役割を果たした。 

組織としては、2010年 10月 1日に、森武俊特

任准教授が着任するとともに、大江真琴特任助教

が着任した。その後、2011年 4月には、大江真琴

特任助教が、連携協力講座である老年看護学／創

傷看護分野の助教に異動し、入れ替わりで情報理

工学系研究科知能機械情報学専攻から、野口博史

特任助教が着任した。また、2012 年 4 月には、
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看護領域との協力研究促進を目指し、看護学の研

究者として、玉井奈緒特任助教が着任した。その

後、2012年 12月に玉井奈緒特任助教が連携協力

講座である老年看護学／創傷看護分野の助教に異

動し、代わって、同じく看護学研究者として吉田

美香子特任助教が着任した。また、講座の 2期目

のスタート時に、森が特任教授へと昇進し、野口

も特任講師へと昇任している。2016 年 8 月より

吉田美香子特任助教は、連携協力講座である老年

看護学／創傷看護分野の助教に異動し、2017年 2

月より看護学研究者として筑波大学より荒木大地

特任助教が着任している。また，2017 年 4 月よ

りグローバルナーシングリサーチセンターが設立

されたのに伴い，森武俊特任教授がケアイノベー

ション創生部門のロボティクスナーシング分野を

兼任している． 

よって、現状の講座組織としては、特任教授 1

名、特任講師１名、特任助教 1名である。講座は

健康科学・看護学専攻の修士課程・博士課程学生

を受け入れており、2014 年度末に 2 名の在籍学

生が修士課程を修了している。留学生も受け入れ

ており、2013年度にはメキシコからの留学生を 1

名半年間受け入れている。今年度より韓国からの

留学生を１名学部研究生として受け入れている。 

 

教育 

授業としては、連携協力講座である老年看護学

／創傷看護分野の修士向け授業である、創傷看護

学特論 Iでは、医療機器や計測に関係する電子回

路やセンサ技術についての講義ならびに，概念モ

デルや研究デザインについての講義を行った。ま

た、老年看護学特論 Iでは、工学系の論文の特徴

や読み込み方などについて典型的な 2 件の論文を

元に授業を行った。また、老年看護学特論 II に、

早稲田大学の岩田浩康教授をはじめとする工学専

門家をお招きしご講義いただいた。学部演習のラ

ボメソ、駒場向け講義「看護学概論 I」ならびに，

「看護学概論 II」においても老年看護学分野を補

助担当している。 

外部向けの啓発講義・演習としては、医学系研

究科附属グローバルナーシングリサーチセンター

主催の第 5回看護理工学入門セミナーにおいてに、

工学に関する講義を行った。また、今年度からは

新たに 3D スキャナやプリンタについての講義を

追加している。また、同ハンズオンセミナーには、

アドバンストコースとして、外部の方 4 名に３D

計測・造形技術に関する講義・実習を行った。 

GNRC開設に関連し，本寄付講座ではセンター

の工学系実験室で，海外から８組，国内から１１

組，合計１９回の研修（見学対応）を行った． 

 

研究 

講座では、人間の日常生活行動に起因する様々

な病気やけがを予防するため、その原因を解明し、

効果的なモニタリング・予防機器を開発する研究

を進めている。その中で、みまもり工学、看護工

学、人間行動計測を中心とした科学・技術を追究

している。また、情報工学、メカトロニクス、ロ

ボティクスをベースに、みまもり・看護と工学と

を越境する新たな領域の開拓を目指して研究を進

めている。特に、みまもり工学としては、日々の

生活をさまざまなセンサ技術でみまもることでそ

の人のふだんの状況を把握し、病気・怪我や事故

を予見することで、健康で快適な暮らしを支援す

る方法論を確立することを目指した研究を推進し

ている。 

 

講座における主なテーマとしては、 

・ベッドにおける生体情報モニタリング・マット

レスによる生体情報観察・推定システムの開発 

・日常生活環境における簡易モニタリング・生活

パターンやその変化の推定アルゴリズムの作成 

・足・下腿の三次元動態モニタリング・褥瘡予防

を目的とした足の 3 次元時変状態計測 
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・排泄障害の実態・管理に関する臨床研究 

・測域センサによる人位置計測・行動推定 

・生活行動データベースデザイン・データベース

構築 

に取り組んでいる。 

工学部・工学系・情報理工学系との協調研究と

しては、 

・個人用モビリティの運転・操縦の補助・支援 

・生活行動や運転行動の確率モデル・統計的クラ

スタリング 

・次世代モーションキャプチャ・マーカレスモー

ションキャプチャ 

に取り組んできている。 

 

臨床研究のフィールドとして、連携講座である

老年看護学／創傷看護分野のフィールドである、

東京大学付属病院の糖尿病・代謝内科におけるフ

ットケア外来に参加している。また、泌尿器科外

来にも参加し，調査も実行している。 

今年度より森特任教授がグローバルナーシング

リサーチセンターのロボティクス分野を兼任して

いることもあり，東大病院においてロボットを利

用した研究もはじめている． 

 

連携協力講座である老年看護学／創傷看護分野

との共同研究として、エアマットレス内部に身体

部位に合わせて部分的に埋め込んだ荷重センサに

よって微小な体動変化を捉えることにより尿意を

検出するための方法論の開発にも取り組んでいる。

そのアルゴリズムや健常者実験、患者でのケース

スタディなどをまとめ，連携協力講座の老年看護

学／創傷看護分野の修士学生がその内容を

「Development of a mattress sensor system to 

estimate desire to void for elderly patients with 

physical and cognitive impairment」としてまと

め、修了している。 

また、新たな取組として質的スケッチ法におけ

る妥当性検証の方法として，テキストマイニング

手法で自動的にカテゴライズした方法との比較方

法についても取り組み，連携協力講座の老年看護

学／創傷看護分野の修士学生の「 Fecal 

distribution changes using colorectal 

ultrasonography in elderly patients with 

physical and cognitive impairment at long-term 

care facilities: A longitudinal observational 

study」の修士論文の一部としてまとめている． 

 

なお、研究活動の内、下記テーマについて、受

賞している。 

1. 第 26回日本創傷・オストミー・失禁管理学会

学術集会 学術論文優秀賞 （2017年 6月）．Hori 

N, Tamai N, Noguchi H, Nakagami G, Sugama 

J, Mori T, Sanada H ． Development and 

assessment of air mattress with independent 

air cell preessure control responsive to interface 

pressure distribution. 日本創傷・オストミー・

失禁管理学会会誌．2017；20(3)：300-309. 

2. 若手プレゼンテーション賞．2017年 11月．荒

木 大地．荒木大地, 野口博史, 川口孝泰, 真田弘

美, 森武俊. 圧力センサ内蔵型エアマットレスを

用いたベッド上姿勢・動作分類の学習手法間比較. 

LIFE2017 講演 要 旨集 , p.22. OS5-3. 2017.

（LIFE2017, 東京, 2017年 9月 15日） 

 

出版物等 

 

1. Miura Y, Nakagami G, Yabunaka K, Tohara 

H, Noguchi H, Mori T, Sanada H. A 

Randomized Controlled Trial to Investigate 

the Effectiveness of the Prevention of 

Aspiration Pneumonia Using Recommen-

dations for Swallowing Care Guided by 

Ultrasound Examination. Healthcare 

(Basel). 2018;6(1):E15.  

2. Watanabe A, Noguchi H, Oe M, Sanada H, 

Mori T. Development of a Plantar Load 
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Estimation Algorithm for Evaluation of 

Forefoot Load of Diabetic Patients during 

Daily Walks Using a Foot Motion Sensor. 

Journal of Diabetes Research. 2017;2017:

1-8. 

3. Noyori S, Nakagami G, Noguchi H, 

Yabunaka K, Mori T, Sanada H. A New 

Ultrasonographic Image Displaying System 

to Support Vein Detection. Journal of 

Robotics and Mechatronics. 2017;29(2):306-

16. 

4. Mori T, Kobayashi Y. Innovative Technology 

for Nursing Care and Nosotrophy. Journal 

of Robotics and Mechatronics. 2017;29(2):

287. 

5. Oe M, Takehara K, Noguchi H, Ohashi Y, 

Amemiya A, Sakoda H, Suzuki R, 

Yamauchi T, Ueki K, Kadowaki T, Sanada 

H. Thermographic findings in a case of type 

2 diabetes with foot ulcer due to callus 

deterioration. Diabetology International. 

2017;8(3):328-33. 

6. 野口博史, 真田弘美, 森武俊. 特集：ビジュア

ル化への挑戦─糖尿病足潰瘍教育への応用を

目指して 歩行時のずれ力，靴のフィッティン

グの可視化. 日本フットケア学会雑誌. 2018;

16(1):13-7. 

7. 吉田美香子，森武俊．看工連携の視点 The 

University of British Columbia. 看護研究．

vol. 50, no. 2. pp. 147-152. Mar.-Apr. 2017. 

8. 森武俊，吉田美香子．看工連携の視 点

University of Missouri, Columbia. 看護研究．

vol. 50, no. 2. pp. 139-146. Mar.-Apr. 2017. 

9. 森武俊，真田弘美．下肢救済における看護工

学の現状と未来．J Jpn Soc Limb Salvage 

Podiatr Med 9:3-10, 2017.総説 

10. 竹原君江，大江真琴，野口博史，大橋優美子，

常深祐一郎，真田弘美．糖尿病足潰瘍予防を

目的とした足白癬・爪白癬のアセスメントと

ケア．J Jpn Soc Limb Salvage Podiatr Med. 

9:25-32, 2017.特集 

11. 野口博史，雨宮歩，大江真琴，竹原君江，真

田弘美，森武俊．工学技術に基づく足のアセ

スメント―歩き方，足底の圧とずれの客観計

測―． Jpn Soc Limb Salvage Podiatr Med. 

9:42-49, 2017. 特集 

12. 森 武俊．看護・介護領域でのロボットの活躍

と見守りシステム．保健の科学．Vol. 59, No. 

8, pp. 510-517, 2017. 

13. 野口 博史．テーラーメイド支援を実現するロ

ボティックマットレス．保健の科学．Vol. 59, 

No. 8, pp. 524-529, 2017. 

14. 荒木 大地，長田 拓也，中内 靖，川口 孝泰 ベ

ッド上からの転倒・転落予防に向けた体動変

化解析手法の提案. 83 巻 (2017) 856 号 p. 

17-00210． 
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ユースメンタルヘルス講座 
 

特任准教授 

荒木 剛 

特任助教 

正岡美麻 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/~youth-mh/ 

 

 

沿革と組織の概要 

ユースメンタルヘルス講座は、2011年 5月に、

大塚製薬の寄附により新設された寄附講座である。

本学大学院医学系研究科精神医学分野を協力講座

とし、特任准教授および特任助教を各１名配置し

ている。 

ユース（Youth）とは、主に 10 代～20 代の思

春期青年期の若者世代をさす言葉である。ユース

期（思春期・青年期）は、生物の中で人間だけが

持つ「自分が自分であるという意識＝自我機能」

が育まれる人間の一生の中で非常に大切な時期で

あり、何らかの原因で自我の成長が上手くいかな

い場合には、精神疾患の発症につながると推測さ

れる。実際、ユース期の精神疾患の発症は多く見

られている。そのため、精神的な健康を生涯にわ

たって保つためには，ユース期は非常に重要な時

期になる。しかし、ユース期は、子どもと大人の

はざまの時期に当たり、これまで精神医学の歴史

の中で、特別に焦点を当てた研究や実践が行なわ

れてこなかった。この大切な時期において、から

だ（生物学的変化）とこころ（心理的変化）と環

境（社会的変化）の全ての要因を鑑みて、支援を

行う必要がある。 

ユースメンタルヘルス講座では、ユース期のメ

ンタルヘルスについて、これまでの生物学的精神

医学と社会精神医学を融合させ、新たな社会精神

医学を構築し、支援と人材育成を通じて成果を社

会に還元していきたいと考えている。以下に述べ

る活動は協力講座である精神医学教室との協同に

よって成り立っている。 

 

診療 

1) こころのリスク外来 

東大病院精神科において行われている精神疾患

を発病して間もない人を主に対象として治療をお

こなう「こころのリスク外来」にも参加している。

本外来の開設時より関わりを持っており、引き続

き支援を行っていく 

2) 啓発事業 

都立高校において、高校からの希望に応じて精

神科医・コメディカルの派遣を行っている。学生

全員に対してわかりやすく講演を行ったり、教員

からの相談に応じたりするなど、多彩な活動を続

けている。 

3) 震災支援 

東日本大震災の直後から、東大精神科は宮城県

東松島市において震災支援を行っていた。震災後

中長期に渡って継続した支援を行っている。震災

後の精神医療の体制構築・一般市民への啓発活動

など本講座との関連も深く、本講座教員が支援を

継続している。 
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教育 

協力講座である精神医学教室と共に、各種医学

部講義・文学部講義への参画、駒場における全学

自由研究ゼミナールへの講師としての参画、大学

院生やフリークオーター学生の受け入れ、精神科

研修生の教育、臨床研究者育成プログラムにおけ

るmental health research courseの指導、など

様々な教育をおこなっている。 

 

研究 

1) IN-STEP（Integrative neuroimaging studies 

for schizophrenia targeting early 

intervention and prevention）研究 

統合失調症をはじめとする思春期に発症する精

神疾患について、複数の神経画像検査や心理検査

や血液検査などを行って、縦断的に個々人の経過

をみていく研究である。欧米では行われているも

のの、日本では行われておらず、本研究は貴重な

研究となっている。診断、予後予測など個々人の

支援を行うに当たって何らか役立つ生物学的指標

を探索している。 

2) コホート研究（Tokyo Teen Cohort） 

東京大学のみならず、学外連携組織である東京

都精神医学総合研究所・東京都立松沢病院ととも

に思春期コホート研究の立ち上げに参画している。

日本では複数のコホート研究が行われているもの

の、メンタルヘルスの要素を十分に取り入れたも

のはなかなかない。特にユース期における一定数

の人々を複数年追跡して、どのような要因が精神

疾患の発症に結び付くのかなどを明らかにしてい

きた。 

3) コホート（Tokyo Teen Cohort）サブサンプ

ル研究 

前記コホート研究の参加者のうち同意を頂けた

方々に、MRIや脳波などの脳機能画像指標を測定

している 

出版物 

 

1. Ando S, Kuwabara H, Araki T, Kanehara A, 

Tanaka S, Morishima R, Kondo S, Kasai K: 

Mental Health Problems in a Community 

After the Great East Japan Earthquake in 

2011: A Systematic Review. Harv Rev 

Psychiatry 25(1):15-28, 2017 

2. Kanehara A, Ando S, Araki T, Usami S, 

Kuwabara H, Kano Y and Kasai K: Trends 

in psychological distress and alcoholism 

after The Great East Japan Earthquake of 

2011. SSM – Population Health 2: 807-812, 

2016 

3. Sakakibara E, Homae F, Kawasaki S, 

Nishimura Y, Takizawa R, Koike S, 

Kinoshita A, Sakurada H, Yamagishi M, 

Nishimura F, Yoshikawa A, Inai A, 

Nishioka M, Eriguchi Y, Matsuoka J, 

Satomura Y, Okada N, Kakiuchi C, Araki T, 

Kan C, Umeda M, Shimazu A, Uga M, Dan 

I, Hashimoto H, Kawakami N and Kasai K: 

Detection of resting state functional con-

nectivity using partial correlation analysis: 

A study using multi-distance and whole-

head probe near-infrared spectroscopy. 

Neuroimage 142: 590-601, 2016 

4. Araki T, Kirihara K, Koshiyama D, Nagai T, 

Tada M, Fukuda M and Kasai K: Intact 

neural activity during a Go/No-go task is 

associated with high global functioning in 

schizophrenia. Psychiatry Clin Neurosci 

70(7): 278-285, 2016 

5. 荒木剛、安藤俊太郎、笠井清登：トラウマテ

ィックストレスとうつ；東日本大震災―現場

からの報告．樋口輝彦（監）、朝田隆、内富庸

介、熊野宏昭、野村総一郎、渡邉義文（編）

DEPRESSION FRONTIER 2 うつ病臨床の

こんな疑問に答える - 脳科学からのアプロ

ーチ - ．医薬ジャーナル社．2016、pp115-123. 
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免疫療法管理学 
 

特 任 准 教 授  

神田浩子 

特 任 助 教  

井上眞璃子、立石晶子 

 

ホームページ http://ryumachi.umin.jp/immu.html 

 

 

沿革と組織の概要 

近年、サイトカインや細胞表面分子を標的とし

た「生物学的製剤」、免疫担当細胞の特定分子を標

的とした「低分子化合物」が開発され、種々の自

己免疫疾患に対し、大きな成果を上げています。

これらの薬剤は「分子標的治療薬」と呼ばれ、対

象疾患は、関節リウマチ、若年性関節リウマチ、

乾癬、ベーチェット病、炎症性腸疾患と多岐にわ

たります。本講座は、患者数の多い関節リウマチ

および乾癬を主に扱っているアレルギー・リウマ

チ内科、皮膚科、整形外科が母体となり、2013

年 4 月に設立されました。2016 年 6 月より新た

に製薬会社 6社（田辺三菱製薬、中外製薬、あゆ

み製薬、大正富山医薬品、日本化薬、ユーシービ

ージャパン、アッヴィ）の厚意により II期目を迎

えました。 

現在、関節リウマチに対し投与可能な「分子標

的治療薬」は、TNF-α阻害剤のインフリキシマブ、

インフリキシマブ BS、アダリムマブ、ゴリムマ

ブ、セルトリズマブ、エタネルセプト、エタネル

セプト BS, IL-6阻害剤のトシリズマブ、サリルマ

ブ、T細胞共刺激抑制剤のアバタセプト、JAK阻

害剤であるトファシチニブ、バリシチニブの 12

剤です。乾癬に対しては、インフリキシマブ、イ

ンフリキシマブ BS、アダリムマブ、抗

IL-12/23p40抗体のウステキヌマブ、抗 IL-23p19

抗体のグセルクマブ、抗 IL-17A 抗体であるセク

キヌマブ、イキセキズマブ、抗 IL-17受容体抗体

であるブロダルマブの 8剤です。 

「分子標的治療薬」は、新規薬剤が続々と開発

されています。抗 CD20抗体のリツキシマブは多

発血管炎炎性肉芽腫症と顕微鏡的多発血管炎に、

抗 IL-5 抗体のメポリズマブは好酸球性多発肉芽

腫症に、抗 BlyS 抗体のベリムマブは全身性エリ

テマトーデスに投与可能となりました。一方、こ

れらの「分子標的治療薬」は全ての患者に効果が

あるわけではなく、重大な副作用も少なからず経

験します。どのような患者にどの分子標的薬が効

くのか、どのような患者にどのような副作用が出

現するかなどを予見することは現時点ではほとん

ど不可能です。そこで、本講座では、各「分子標

的治療薬」による免疫学的変化の解析やバイオマ

ーカーの探索、遺伝子情報の検討を行うことで、

個人個人に適した新規治療プロトコールの作成お

よび新規分子標的治療薬の開発の基盤を構築する

ことを目的としています。  

 

診療 

診療面では、(月)～(金)の午前中に、アレルギ

ー・リウマチ内科外来の中に「バイオ外来」を設

け、主に関節リウマチにて生物学的製剤投与中の

患者の臨床的管理を行っています。また、他科で
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生物学的製剤導入予定の患者に対し、内科的診察

や各種検査を行い、導入可能かどうかの判断を行

い、連携を図っております。(金)午後には「乾癬

性関節炎外来」を設け、診断確定および疾患活動

性の評価を臨床的・画像的に行っております。 

 

教育 

病棟や外来スタッフに対する教育は、新たな薬

剤の導入にあわせて施行しています。医学部学生

には、BSL・系統講義などを通じて教育を行って

います。 

 

研究 

自己免疫疾患に対する治療薬として重要な「分

子標的治療薬」について、免疫への影響、バイオ

マーカーや遺伝子情報との関連の研究を介して、

個人個人の治療法の至適化や新規分子標的治療薬

開発の基盤を構築することを目指しています。 

 

出版物等 

 

1. Nakachi S, Sumitomo S, Tsuchida Y, 

Tsuchiya H, Kono M, Kato R, Sakurai K, 

Hanata N, Nagafuchi Y, Tateishi S, Kanda 

H, Okamura T, Yamamoto K, Fujio K. 

Interleukin-10-producing LAG3+ regulatory 

T cells are associated with disease activity 

and abatacept treatment in rheumatoid 

arthritis. Arthritis Res Ther. 2017;19(1):97-

107 See comment in PubMed Commons 

below 

2. Nagafuchi Y, Shoda H, Sumitomo S, 

Nakachi S, Kato R, Tsuchida Y, Tsuchiya H, 

Sakurai K, Hanata N, Tateishi S, Kanda H, 

Fujio K, Yamamoto K. Enhanced gut 

homing receptor expression of unswitched 

memory B cells in rheumatoid arthritis. 

Clin Exp Rheumatol. 2017;35(2):354-5 

3. 神田浩子：乾癬性関節炎に対する生物学的製

剤治療 整形・災害外科 2017年；60巻 3号: 

315-23 
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運動器疼痛 

メディカルリサーチ＆マネジメント講座 
 

特任教授 

松平浩 

特任准教授 

岡敬之 

特任研究員 

藤井朋子 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/research/center22/contribute/undouki_toutu.html 
 

 

沿革と組織の概要 

運動器疼痛メディカルリサーチ＆マネジメント

講座は、小野薬品工業(株)、昭和薬品化工(株)、日

本臓器製薬(株)、(株)MTG、SOMPOホールディ

ングス(株)、ニューベイシブジャパン(株)、塩野義

製薬(株) の 7社の寄付金により、22世紀医療セ

ンターに設立された寄付講座で、整形外科学講座、

リハビリテーション科、および麻酔科・痛みセン

ターを協力講座としている。現在、治療指針が確

立されていない多くの運動器疼痛の診断・治療ア

ルゴリズムの体系化を行い、原因療法開発の可能

性に繋がるエビデンスの解明を目指している。 

 

講座概要 

厚生労働省が公表している「国民生活基礎調査」

や「業務上疾病発生状況等調査」では、長年に亘

り運動器に関わる問題、特に腰痛や関節痛は国民

の訴える愁訴および仕事を休む原因として上位に

位置づけられており、腰痛や関節痛を主とする運

動器疼痛は、有訴率が高く社会的損失も大きい問

題といえる。 

2014年 4月、運動器疼痛メディカルリサーチ

＆マネジメント講座は、有病率の高い運動器疼痛

を熟知し、集学的臨床研究を主導する中核となる

べく開講した。 

目的の達成のため、当講座では整形外科・脊椎

外科、リハビリテーション科、そして麻酔科・痛

みセンターと密に連携し、広範囲な疫学的調査を

もとに、運動器疼痛の治療方針と予後決定に寄与

する危険因子を同定する。また得られた危険因子

を元に診断ツール/アルゴリズムと、それに連結し

た予防・治療プログラムを開発・提案する。上述

した活動を通して臨床データの収集と分析を行な

い、運動器疼痛を主とする慢性疼痛の診断/予防/

治療を体系化する。 

 

研究 

以下のサブテーマを通じて、運動器疼痛の治療

方針と予後決定に寄与する危険因子を探索する。 

１）身体、心理社会的要因、さらにはバイオメカ

ニクスを統合したアプローチによる、運動器疼痛

の発症・増悪に関する危険因子の同定。 

２）世界的に推奨されるスクリーニングツール

の本邦標準値および妥当性の検証。 
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今後の展望 

運動器疼痛のうち、最も頻度が多い非特異的腰

痛に関し、専門的な運動療法や認知行動療法も含

めた運動器疼痛リハビリテーションに精通する臨

床家の育成を行う。さらには看護部と連携して臨

床および産業衛生の現場で役立つ簡易な腰痛予防

ツールを開発し、その有用性を検証する診断する

など治療プログラム、予防ツールについても、さ

らに研究を進める予定である。 

 

出版物等 
 

1. Matsudaira K, Oka H, Kikuchi N, Haga Y, 

Sawada T, Tanaka S. The Japanese version of 

the STarT Back Tool predicts 6-month 

clinical outcomes of low back pain. J Orthop 

Sci 22: 224-229, 2017 

2. Isomura T, Sumitani M, Matsudaira K, 

Kawaguchi M, Inoue R, Hozumi J, Tanaka T, 

Oshima H, Mori K, Taketomi S, Inui H, 

Tahara K, Yamagami R, Hayakawa K. 

Development of the Japanese Version of the 

Leeds Assessment of the Neuropathic 

Symptoms and Signs Pain Scale (LANSS-J): 

Diagnostic Utility in a Clinical Setting. Pain 

Pract 17 :800-807, 2017 

3. Coggon D, Ntani G, Walker-Bone K, Palmer 

KT, Felli VE, Harari R, Barrero LH, Felknor 

SA, Gimeno D, Cattrell A, Vargas-Prada S, 

Bonzini M, Solidaki E, Merisalu E, Habib RR, 

Sadeghian F, Kadir MM, Warnakulasuriya 

SS, Matsudaira K, Nyantumbu B, Sim MR, 

Harcombe H, Cox K, Sarquis LM, Marziale 

MH, Harari F, Freire R, Harari N, Monroy 

MV, Quintana LA, Rojas M, Harris EC, Serra 

C, Martinez JM, Delclos G, Benavides FG, 

Carugno M, Ferrario MM, Pesatori AC, 

Chatzi L, Bitsios P, Kogevinas M, Oha K, 

Freimann T, Sadeghian A, Peiris-John RJ, 

Sathiakumar N, Wickremasinghe AR, 

Yoshimura N, Kelsall HL, Hoe VC, Urquhart 

DM, Derrett S, McBride D, Herbison P, Gray 

A, Salazar Vega EJ.: Epidemiological differ-

ences between localised and non-localised low 

back pain.Spine  42 :740-747, 2017 

4. Tonosu J, Oka H, Matsudaira K, 

Higashikawa A, Okazaki H, Tanaka S. The 

relationship between the findings on mag-

netic resonance imaging and previous history 

of low back pain. J Pain Res 10: 47-52, 2017 

5. Matsudaira K, Oka H, Kawaguchi M, 

Murakami M, Fukudo S, Hashizume M,  

Löwe, B. Development of a Japanese Version 

of the Somatic Symptom Scale-8: Psycho-

metric Validity and Internal Consistency. 

Gen Hosp Psychiatry 45: 7-11, 2017 

6. Wakaizumi K, Yamada K, Oka H, Kosugi S, 

Morisaki H, Shibata M, Matsudaira K. 

Fear-avoidance beliefs are independently 

associated with the prevalence of chronic 

pain in Japanese workers. J Anesth 31:255-

262, 2017 

7. Yamada K, Matsuadira K, Tanaka E, Oka H, 

Katsuhira J, Iso H. Sex-specific impact of 

early-life adversity on chronic pain: A large 

population-based study in Japan. J Pain Res 

10: 427-433, 2017 

8. Fukushima M, Oka H, Hara N,Oshima Y, 

Chikuda H, Tanaka S, Takeshita K , 

Matsudaira K. Prognostic factors associated 

with the surgical indication for lumbar spinal 

stenosis patients less responsive to conserva-

tive treatments. J Orthop Sci 22:411-414, 

2017 

9. Oka H, Matsudaira K, Fujii T, Kikuchi N, 

Haga Y, Sawada T, Katsuhira J, Yoshimoto T, 

Kawamata K, Tonosu J, Sumitani M, 

Kasahara S, Tanaka S. Estimated risk for 

chronic pain determined using the generic 

STarT Back 5-item screening tool. J Pain Res 

10: 461-467, 2017 

10. Yoshimoto T, Oka H, Katsuhira J, Fujii T, 

Masuda K, Tanaka S, Matsudaira K. 
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Prognostic Psychosocial Factors for Disabling 

Low Back Pain in Japanese Hospital 

Workers. PLoS One 12: e0178694, 2017 

11. Asai Y, Tsutsui S, Oka H, Yoshimura N, 

Hashizume H, Yamada H, Akune T, Muraki 

S, Matsudaira K, Kawaguchi H, Nakamura 

K, Tanaka S, Yoshida M. Sagittal spino-pelvic 

alignment in adults: The Wakayama Spine 

Study. PLoS One 12: e0178697, 2017 

12. Hashimoto Y, Matsudaira K, Sawada S, 

Gondo Y, Kawakami R, Kinugawa C, 

Okamoto T, Tsukamoto K, Miyachi M, Naito 

H, Brair SN. Obesity and Low back pain: A 

retrospective cohort study of Japanese males. 

J Phys Ther Sci 29: 978-983, 2017 

13. Tanaka Y, Oka H, Nakayama S, Ueno T, 

Matsudaira K, Miura T, Tanaka K, Tanaka S. 

Improvement of walking ability during 

postoperative rehabilitation with the hybrid 

assistive limb after total knee arthroplasty: A 

randomized controlled study. SAGE Open 

Med 5: 1-6, 2017 

14. Izawa S, Matsudaira K, Miki K, Arisaka M, 

Tsuchiya M. Psychosocial correlates of 

cortisol levels in fingernails among middle-

aged workers. Stress 20:386-389, 2017 

15. Oka H, Kadono Y, Ohashi S, Yasui T, Ono K, 

Matsudaira K, Nishino J, Tanaka S. 

Assessing joint destruction in the knees of 

patients with rheumatoid arthritis by using a 

semi-automated software for magnetic 

resonance imaging: therapeutic effect of 

methotrexate plus etanercept compared with 

methotrexate monotherapy. Mod Rheumatol. 

2017 Aug 2:1-7 [Epub ahead of print] 

16. Kawaguchi M, Matsudaira K, Sawada T, 

Koga T, Ishizuka A, Isomura T, Coggon D. 

Assessment of potential risk factors for new 

onset disabling low back pain in Japanese 

workers: findings from the CUPID (cultural 

and psychosocial influences on disability) 

study. BMC Musculoskelet Disord 18 :334, 

2017 

17. Kasahara S, Okamura Y, Matsudaira K, Oka 

H, Suzuki Y, Murakami Y, Tazawa T, 

Shimazaki H, Niwa S, Yamada Y. Diagnosis 

and Treatment of Attention-Deficit Hyper-

activity Disorder in Patients with Chronic 

Pain. Open Journal of Psychiatry 7: 261-275, 

2017 

18. Oka H, Matsudaira K, Fujii T, Okazaki H, 

Kitagawa T. Epidemiology and psychological 

factors of whiplash associated disorders in 

Japanese population. J Phys Ther Sci 29: 

1510-1513, 2017  

19. Tonosu J, Oka H, Higashikawa A, Okazaki H, 

Tanaka S, Matsudaira K. The associations 

between magnetic resonance imaging 

findings and low back pain: A 10-year 

longitudinal analysis. PLoS One 12(11):

e0188057, 2017 

20. Sasaki T, Yoshimura N, Hashizume H, 

Yamada H, Oka H, Matsudaira K, Iwahashi 

H, Shinto K, Ishimoto Y, Nagata K, Teraguchi 

M, Kagotani R, Muraki S, Akune T, Tanaka S, 

Kawaguchi H, Nakamura K, Minamide A, 

Nakagawa Y, Yoshida M. MRI-defined 

paraspinal muscle morphology in Japanese 

population: The Wakayama Spine Study. 

PLoS One 12(11):e0187765, 2017 

Ishikura H, Ogihara S, Oka H, Maruyama T, 

Inanami H, Miyoshi K, Matsudaira K, 

Chikuda H, Azuma S, Kawamura N, 

Yamakawa K, Hara N, Oshima Y, Morii J, 

Saita K, Tanaka S, Yamazaki T. Risk factors 

for incidental durotomy during posterior open 

spine surgery for degenerative diseases in 

adults: A multicenter observational study. 

PLoS One 12(11): e0188038, 2017 
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沿革と組織の概要 

本講座は平成 25年 4月 1日にアクテリオンフ

ァーマシューティカルジャパン株式会社の寄附に

よって 5年を期限に設立された講座です。肺高血

圧および心不全の病態解明とその新規治療法の開

発を目的とした研究をおこなっています。開設当

初より循環器内科学講座と分子病理学講座を協力

講座としていましたが、平成 28 年度からは循環

器内科学講座が単独で協力講座となりました。 

本講座は、米国ジョンズホプキンス大学で

Principal InvestigatorとしてサイクリックGMP

と心血管疾患について研究をおこなっていた瀧本

英樹（平成 4年卒）が特任准教授として責任者に

招聘されました。講座の成り立ち上、主に循環器

内科に所属する大学院生を対象に研究を指導して

います。 

 

診療 

本講座に所属している教員は東京大学循環器内

科に所属する循環器内科専門医であり、東京大学

医学部附属病院において循環器内科診療に携わっ

ています。診療内容は肺高血圧に限らず、広く循

環器内科一般にわたり、外来診療、入院診療、各

種の循環器検査をおこなっています。 

 

教育 

前出のように、東京大学循環器内科に所属する

大学院生を中心に基礎研究を指導しています。講

座開設より毎年 4人以上が本講座教員の指導のも

とで、研究に取り組んできました。 

 

研究 

本講座の研究内容は、肺高血圧、心不全、心筋

症などの心血管疾患についてであり、大きく 2つ

の研究チームに分かれて、それぞれが特徴のある

研究に携わっています。 

瀧本研究グループでは、疾患マウスモデルの解

析を中心として、分子生理学的なアプローチを用

いた病態解明を目指しています。また新領域創成

科学研究科のUT Heartとの共同研究で、個別心

臓モデルをスーパーコンピュータで作成していま

す。東口、原田研究グループでは、食事療法によ

る心血管疾患の治療法開発を目指しています。 

 

出版物等（英文のみ） 

 

1. Numata G, Kodera S, Kiriyama H, 

Nakayama A, Amiya E, Kiyosue A, Hatano 

M, Takimoto E, Watanabe M, Komuro I. 

Usefulness of central venous saturation as a 

predictor of thiamine deficiency in critically 
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ill patients: a case report. J Intensive Care. 

2017;5:61 

2. Adachi Y, Kinoshita O, Hatano M, Shintani 

Y, Naito N, Kimura M, Nawata K, Nitta D, 

Maki H, Ueda K, Amiya E, Takimoto E, 

Komuro I, Ono M. Successful bridge to 

recovery in fulminant myocarditis using a 

biventricular assist device: a case report. J 

Med Case Rep. 2017;11:295 

3. Rouf R, MacFarlane EG, Takimoto E, 

Chaudhary R, Nagpal V, Rainer PP, 

Bindman JG, Gerber EE, Bedja D, Schiefer C, 

Miller KL, Zhu G, Myers L, Amat-Alarcon N, 

Lee DI, Koitabashi N, Judge DP, Kass DA, 

Dietz HC. Nonmyocyte ERK1/2 signaling 

contributes to load-induced cardiomyopathy 

in Marfan mice. JCI Insight. 2017;2. 91588.  

4. Tanaka M, Ishizuka K, Nekooki-Machida Y, 

Endo R, Takashima N, Sasaki H, Komi Y, 

Gathercole A, Huston E, Ishii K, Hui KK, 

Kurosawa M, Kim SH, Nukina N, Takimoto 

E, Houslay MD, Sawa A. Aggregation of 

scaffolding protein DISC1 dysregulates 

phosphodiesterase 4 in Huntington's disease. 

J Clin Invest 2017;127:1438-1450. 

5. Kamo T, Akazawa H, Suda W, Saga-Kamo A, 

Shimizu Y, Yagi H, Liu Q, Nomura S, Naito 

AT, Takeda N, Harada M, Toko H, Kumagai 

H, Ikeda Y, Takimoto E, Suzuki JI, Honda K, 

Morita H, Hattori M, Komuro I. Dysbiosis 

and compositional alterations with aging in 

the gut microbiota of patients with heart 

failure.  PLoS One. 2017;12:e0174099.  

6. Tobita T, Nomura S, Morita H, Ko T, Fujita T, 
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分子糖尿病科学 
 

特任准教授 

脇 裕典 

特任助教 

小林 正稔 

 

 

講座設置の概要 

 近年、メタボリックシンドローム・糖尿病が激

増している。厚生労働省の平成 23 年国民健康・栄

養調査では、我が国の国民において肥満者（BMI 

25 以上）の割合は男性 30.3%、女性 21.5%、糖尿

病が強く疑われる人や可能性を否定できない「予

備群」が合わせて男性 33.0%、女性の 23.0%と推

計されており、社会的にもメタボリックシンドロ

ームや糖尿病の根本的な病態を解明することがそ

の対策の上でも急務と考えられる。分子生物学的

手法や解析技術の進展に伴い、メタボリックシン

ドロームや糖尿病の病態解明においても、遺伝子、

細胞や個々の臓器レベルでの病態の解明が飛躍的

に進歩してきた。しかしながら、メタボリックシ

ンドロームや糖尿病においては多くの臓器の機能

破綻とともに、臓器間のネットワークの破綻が重

要な役割を果たしており、個別の臓器に注目した

成果単独では、必ずしも個体レベル、疾患の全体

像が解明できるわけではない。 

 我々はこれまで、糖・脂質・エネルギー代謝の

恒常性維持において重要臓器である骨格筋、肝臓、

膵臓、脂肪組織などの末梢臓器と中枢神経におけ

る各臓器の解析技術や病態モデルマウス、遺伝子

欠損マウスなどの要素技術を蓄積し、メタボリッ

クシンドローム、糖尿病の分子病態メカニズムの

解明において世界をリードする研究を推進してき

た。これらの個々の臓器レベルでの解析により得

られた知見と個体レベルでの臓器間ネットワーク

を統合した解析が求められている。 

 本講座においては、個々の臓器における分子レ

ベルでの病態の解明を深化させるとともに、臓器

間ネットワークの視点から個体レベルでの解明を

進めることにより、糖・脂質・エネルギー代謝の

恒常性維持およびその破綻としてのメタボリック

シンドローム・糖尿病の病態解明を目指す。 

 

教育 

 東京大学大学院医学系研究科糖尿病・代謝内科

と密接に協力し、大学院生などの多くの若手研究

生の育成に力を注いでいる。糖尿病・代謝内科が

これまで培ってきた教育研究体制に参画し、さら

なる強化を図り、次世代の若手研究者の育成に貢

献する。また、学部生の実習・講義を通して、学

部教育にも貢献する。 

 

研究 

脂肪細胞とエネルギー代謝 

 熱産生によるエネルギー消費を介して抗肥満作

用が期待される褐色脂肪組織のオープンクロマチ

ン解析で、モチーフ解析と mRNA 発現解析から

NFIA に注目した。細胞生物学、遺伝子改変動物、

ヒト褐色脂肪組織の解析により、NFIA が褐色脂

肪特異的な転写プログラムの制御に重要な役割を

果たす新しい因子であることを見出した。次世代

シークエンサーを用いた解析により、NFIA は、

PPARγに先駆けて褐色脂肪遺伝子のエンハンサー
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に結合し、PPARγ をリクルートし、共局在するこ

とで、その作用を発揮することを明らかにし報告

した。 

 ２型糖尿病や肥満のゲノムワイド関連解析で疾

患感受性遺伝子として同定された Cdkal1 は、

tRNA のチオメチル基転移酵素であり、その欠損

マウスにおいては、膵臓の β 細胞で、インスリン

などのタンパク翻訳に異常をきたし ER ストレス

を介してインスリン分泌が低下することが報告さ

れている。我々は、脂肪細胞において Cdkal1 が脂

肪細胞の分化を抑制することを見出した。脂肪細

胞分化における Cdkal1 の作用は、Wnt 経路を介し

ていることが示唆され、既存の報告とは異なる作

用を有していると考えられた。 

 また、我々は Wilms’ tumor 1-associating protein 

(WTAP), methyltransferase like 3 (METTL3) と 

METTL14を含むRNA N6-adenosine メチル基転移

酵素複合体が、mitotic clonal expansion期における

細胞周期を介して、脂肪細胞分化を促進すること

を見出した。WTAPヘテロ欠損マウスは、脂肪細

胞が小型で肥満に抵抗性で、インスリン感受性が

亢進していた。 

 これらの因子の役割を詳細に明らかにすること

は、肥満・２型糖尿病・メタボリックシンドロー

ムの発症機構や治療標的の同定に有用であると考

えている。 

 

加齢とインスリン抵抗性 

 近年注目を集めている老化に伴うインスリン抵

抗性の原因として、骨格筋量の減少が挙げられる。

骨格筋におけるインスリンシグナルの低下がサル

コペニアの発症に関連するとの仮説を検証する。

実際に骨格筋特異的にインスリンシグナルを低下

させた遺伝子改変マウスは、体重、速筋重量、及

び筋力・持久力の低下、次いでインスリン抵抗性

と耐糖能異常を呈することを見出した。筋線維の

タイプの変化に加え、ミトコンドリア生合成、解

糖系関連の遺伝子の発現も低下しており、実際に

運動負荷後の ATP含量は減少していた。このこと

から、過栄養と運動不足に伴うインスリン抵抗性

が、加齢に伴う速筋の減少と機能低下を加速させ、

それが更なるインスリン抵抗性をもたらす悪循環

が存在する可能性が示唆された。 

 

β 細胞機能とインスリンシグナル 

 糖尿病における膵臓からのインスリン分泌低下

の原因として膵 β 細胞における小胞体ストレスの

関与を検討する。小胞体ストレス応答転写因子を

膵 β 細胞に発現した遺伝子改変マウスはインスリ

ン分泌低下を伴う耐糖能異常を示し，単離膵島 1

個あたりのインスリン含量と分泌が低下していた。

膵全体のインスリン含量は出生直後から低下して

おり、小胞体ストレスが重要な役割を果たすこと

が示唆される。 

 

肝臓のインスリン抵抗性と小胞体ストレス・酸化

ストレス 

 肝臓は糖代謝に中心的な役割を果たす臓器であ

るが、絶食・再摂食のサイクルに置いて、肝臓で

は生理的に一過性の小胞体ストレスが誘導される

ことを見出し、そのなかで、新規小胞体ストレス

調節因子が肝臓における摂食時の小胞体ストレス

を介して、インスリン作用と糖・脂質代謝を調節

することを見出した。この因子の欠損マウスでは、

摂食時の小胞体ストレスが亢進し、耐糖能異常と

インスリン抵抗性を認める一方、過剰発現では、

再摂食時に小胞体ストレスが軽減され、インスリ

ン感受性の亢進と耐糖能の改善を認めた。さらに

糖尿病の病態に発現が低下することが、過剰な小

胞体ストレスの原因となっており、糖尿病の治療

戦略の重要なターゲットとなることを明らかにし

た。 
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統合的分子代謝疾患科学 
 

特任准教授 

岩部 真人 

特任講師 

岩部 美紀（〜平成 29 年 8 月） 

 

 

 

沿革と組織の概要 

統合的分子代謝疾患科学講座は、現在、大きな

社会問題となっている日本における糖尿病患者

急増という実態を受け、日本人における遺伝素因

と環境因子の相互作用による生活習慣病発症様

式を明らかにし、それを予防・診断・治療に役立

てることを目的としています。遺伝子多型

（SNP）解析などによる「生活習慣病遺伝素因

情報」と詳細な食物摂取量の聞き取り調査などか

らの「生活習慣病環境因子情報」を統合し、遺伝

因子・環境因子の総合データベースを作成し、生

活習慣病発症リスクの正確な予測法を確立する

ことを目指しています。効果的な糖尿病の一次予

防、糖尿病発症様式・病態の分子診断、最適な治

療法の提供など、科学的な側面からも、社会的な

側面からも大いなる効果が期待できると考えて

います。糖尿病新規発症者が抑制され、糖尿病治

療水準の向上に繋がるものと考えています。 

東大病院における患者情報・環境因子情報・遺

伝因子情報・発現情報から、薬剤に対する反応性

を予測する計算式や、安全性を予測する計算式を

立て、開発薬剤の安全・効果的使用を評価できる

システム構築を考えています。 

東大病院に代謝疾患関連ヒト組織バンクを設

置し、ヒトの肝臓、脂肪組織サンプルからの発現

情報や、電子カルテ、SNP の情報、生活習慣を

含めた網羅的臨床情報を「統合データベース」と

し、実際のヒト疾患における標的分子の

validation、SNP・発現情報を考慮した臨床試験

システム、環境・遺伝相互作用を考慮した治療薬

反応性予測モデルを確立し、標的分子を同定し、

候補化合物をスクリーニングし、優れた新薬の創

出を目指し、かつ、安全・効果的使用が行われる

ことを最終目標としています。 

統合的分子代謝疾患科学講座は、人々の健康と

未来の医療に貢献する講座となりうることを目

指し、日々、研究・診療活動を行っています。 

 

研 究 

当研究室は、肥満症に伴うメタボリックシンド

ローム・糖尿病・心血管疾患等の生活習慣病の病

因・病態の分子メカニズムを解明し、それを標的

分子とした治療に応用することを目標としてい

ます。これまでにアディポネクチン受容体などの

生活習慣病の「鍵分子」を複数同定し、発生工学・

RNA 工学を利用した機能解析によってどのよう

に生活習慣病が発症・発展するかを解明してきま

した。また、アディポネクチン受容体のリガンド

であるアディポネクチンは高分子量型が高活性

であり、その測定がインスリン抵抗性やメタボリ

ックシンドロームの診断に有用であることを見

出しました。更に、アディポネクチンの受容体を

介して、植物由来ペプチドであるオスモチンが抗

生活習慣病作用に重要な AMPKを活性化するこ
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とを発見しました。臨床応用に向けて、立体構造

解析から、アディポネクチン受容体の特異的リガ

ンドによる生活習慣病根本的治療薬の開発に取

り組んでいます。 
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骨免疫学 
 

特 任 准 教 授  

岡本一男 

特 任 助 教  

寺島明日香 

 

 

 

沿革と組織の概要 

骨は身体の支柱を構成し身体運動を可能にする

運動器の一部として働く。一方でカルシウムやリ

ンなどのミネラル代謝と密接に関わる他、造血幹

細胞や免疫系前駆細胞を維持し必要に応じて生体

に動員する「一次リンパ組織」としての免疫機能

も果たす。さらに骨と免疫系は、サイトカインや

受容体、細胞内シグナル伝達因子といった多くの

制御因子を共有しており、不可分な関係を築いて

いる。こうした骨と免疫系の相互作用や共通制御

機構を扱う新規学際領域として「骨免疫学」は創

成され、特に関節リウマチの病態研究を中心に発

展してきた。近年、関節リウマチ治療において

TNF、IL-6 を対象にしたサイトカイン療法、

CTLA4 阻害といった T 細胞を標的とした生物学

的製剤の恩恵により、いまや関節破壊制御が可能

な時代となった。骨免疫学研究から生み出された

数々の知見はこうした医療開発にも還元され、臨

床的にも骨免疫学の重要性が増しつつある。骨粗

鬆症や変形性関節症、歯周病などの骨疾患や、自

己免疫疾患や感染症などの免疫疾患の病態機構を

理解する上で、骨と免疫の相互関係を包括して捉

えることが必要であるといえる。 

このように骨免疫学は、学問的な側面にとどま

らず疾患制御という観点でも重要視され、基礎研

究および製薬開発研究いずれにおいても国際的な

競争が激化してきている。こうした研究情勢の中、

骨免疫学研究の発展に注力する新たな講座として、

2016 年 5 月に株式会社ノエビア、中外製薬株式

会社、あゆみ製薬株式会社の支援を受けて、本寄

付講座が設立された。特任准教授として岡本一男

が、特任助教として寺島明日香が着任し、骨代謝

制御と免疫制御の両観点から、疾患克服に向けた

病態誘導機構の解明及び創薬標的の同定に取り組

み、新しい運動器疾患・免疫疾患制御の開発を目

指している。 

 

教育 

本講座は東京大学大学院医学系研究科 免疫学

と協力体制にあり、大学院生及び学部生（MD研

究者育成プログラム履修生）など若手研究者の育

成に務めている。また医学部 M1免疫学講義およ

び免疫学実習に参画し、本学の医学・生命科学教

育に貢献している。 

 

研究 

骨免疫学視点を関節リウマチのみならず、様々

な運動器疾患・免疫疾患に向け、病態形成の根幹

に関わる骨−免疫間相互作用を包括的に解明する

ことで、疾患克服に向けた研究基盤の構築を目指

している。骨免疫制御に関与する新規因子の同定

とその個体レベルでの意義を解明し、最終的には

新規薬剤開発や革新的治療法の確立につなげ、グ

ローバルレベルでの人類の福祉や医療水準向上に
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結びつける。 

 

主な研究成果 

破骨細胞分化と RANKLシグナル 

骨組織の恒常性は、骨の古い組織が分解されて

新しい組織に置き替えられること（骨リモデリン

グ）により維持され、それは骨芽細胞による骨形

成と破骨細胞による骨吸収とのバランスによって

制御されている。このバランスの破綻は、関節リ

ウマチ、閉経後骨粗鬆症、癌骨転移などの骨量減

少性疾患や大理石骨病などを引き起こす。破骨細

胞は単球/マクロファージ系前駆細胞由来の多核

巨細胞であり、骨基質に接着すると極性化し、酸

やタンパク質分解酵素を分泌することで、骨を吸

収する。その分化には、破骨細胞前駆細胞が骨芽

細胞や骨細胞、滑膜線維芽細胞などの間葉系の支

持細胞と接触し、RANKLと呼ばれるサイトカイ

ンからのシグナルを受け取ることが必要である。

RANKL 及びその受容体である RANK の遺伝子

欠損マウスは重篤な大理石骨病と歯の萌出不全を

呈する。またヒトの常染色体劣性大理石骨病にお

いても RANKLと RANKの機能喪失型変異が見

出されている。従って、RANKLは破骨細胞分化

に必須のサイトカインであり、生体の骨量を規定

する重要因子である。また現在、完全ヒト型

RANKL 抗体は骨粗鬆症や多発生骨髄腫およびが

ん骨転移による骨病変、さらに国内では関節リウ

マチの骨びらん抑制に対する治療薬として使用さ

れ、骨吸収阻害薬として注目されている。一方で、

RANKLシグナルに依存しない破骨細胞分化経路

の存在もこれまで報告され議論されてきた。最近、

コラーゲンの架橋形成に関わる酵素である lysyl 

oxidase が乳癌細胞から分泌され、RANKL 非依

存的かつRANKLよりも強力に破骨細胞分化を誘

導して、骨転移を促すことが報告された（Cox et 

al., Nature, 2015）。しかしその報告では末梢血由

来単球細胞を用いた長期間培養系に限定しており、

RANKL 非依存性に対する実験的証拠が十分とは

いえなかった。我々は、RANKL 欠損マウスの解

析により、lysyl oxidaseは単独では破骨細胞分化

を誘導できない一方、間葉系細胞などの RANKL

発現誘導を介して破骨細胞分化を促す活性を有す

ることを実証することができた（Tsukasaki et al., 

J Bone Miner Res, 2016）。本研究はがん骨転移

機序の理解を深めただけでなく、RANKL 非依存

的分化経路研究の再考の提起に繋がった。 

 

炎症性骨破壊における T細胞機能 

関節リウマチの病態は、樹状細胞による自己抗原

の提示、自己反応性Ｔ細胞の誘導、Th17 細胞の

分化の結果、滑膜の局所炎症と破骨細胞による骨

吸収が亢進し、骨破壊が生じると考えられる。我々

は以前、マウスの関節リウマチモデルの解析から、

Foxp3 陽性 T 細胞の一部が炎症環境下で Foxp3

の発現を消失して Th17細胞へ分化転換すること

を 見 出 し 、 分 化 転 換 後 の Th17 細 胞 

（exFoxp3Th17 細胞と呼ぶ）が関節リウマチの

滑膜炎と骨破壊の増悪要因であることを報告した 

（Komatsu et al, Nat Med, 2014）。また一方で、

Foxp3 陽性 T 細胞からの分化転換という現象は、

I 型糖尿病や多発性硬化症など様々な病態におい

てもその病理学的重要性が指摘されつつある。

我々は、マウスの歯周病モデルを用いた解析から、

歯周炎における歯槽骨破壊においても

exFoxp3Th17 細胞が骨破壊誘導性 T 細胞として

働くことを見出した。exFoxp3Th17 細胞は口腔

細菌依存的に歯周炎組織に集積し、歯根膜線維芽

細胞や骨芽細胞に作用してRANKLを誘導し破骨

細胞活性化を促すと共に、抗菌免疫の誘導と歯の

脱落を介した口腔細菌の感染防御にも携わること

が分かった（Tsukasaki et al, Nat Commun. 

2018）。炎症性骨破壊が単なる病的な組織損傷だ

けではなく、歯周炎においては口腔細菌感染に対

する生体防御機構としての役割も果たすという新
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しい概念の創出に繫がった。 

 

骨髄における骨芽細胞による免疫制御 

骨髄内の造血幹細胞の自己複製能や多分化能の

維持には、造血幹細胞ニッチと呼ばれる特別な微

小環境が必要とされる。造血幹細胞ニッチに関す

る研究分野は国際的に非常に競争が激しく、これ

まで CAR細胞（CXCL12を発現する特殊な細網

細胞）やレプチン受容体陽性血管周囲間質細胞、

Nestin 陽性間葉系幹細胞、神経系細胞といった細

胞群が造血幹細胞制御に関わると報告されてきた。

一方、約 10 年前に骨芽細胞の増減と造血幹細胞

の細胞数との相関性が示され、骨芽細胞による造

血幹細胞制御が報告されたものの、これまで統一

した結果は得られておらず、骨芽細胞性ニッチの

重要性については不明な点が多い。我々は骨芽細

胞を特異的に欠損させた遺伝子改変マウスを作成

し、骨髄造血における骨芽細胞の生理学的役割を

検討した。その結果、骨芽細胞特異的欠損マウス

では骨髄の造血幹細胞数に影響しないものの、末

梢のリンパ球および骨髄のリンパ球共通前駆細胞

の数が減少することが判明した。骨芽細胞は IL-7

を産生することで、骨髄中の共通リンパ球前駆細

胞の維持に寄与することを見出した。敗血症など

の急性炎症時におこるリンパ球減少症が、こうし

た骨芽細胞によるリンパ球前駆細胞制御の破綻に

起因することも判明し、骨による免疫制御という

新たな骨—免疫間相互作用の一端を明らかにす

ることができた（Terashima et al., Immunity, 

2016）。 
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沿革と組織の概要 

現代医療では、患者に最適な医療を提供するた

めに、医師を始めとする複数の医療従事者がより

一層連携を深める必要がある。とりわけ、医師と

薬剤師が共通した認識で疾病を把握し理解するこ

とで適正な薬物治療ができ、持続的に患者フォロ

ーができ、治療の評価も正確に実施できる。最適

な薬物治療を実践するためには、患者への薬剤選

定の検討から薬剤投与計画、服薬状況、薬効判定、

副作用管理などに至るまで、実際には多くの連続

した過程が存在し、医師や薬剤師からなる多職種

によるチーム医療の関与が必要不可欠であり、そ

れにより効率的で効果的な薬物治療が初めて可能

となる。残念ながら、このような「多職種による

最適な薬物治療の実践」は現状では少ない。超高

齢社会が到来し多くの薬剤を服用する高齢患者が

急増し薬物治療の適切な実践が行われず非常に大

きな課題になっている。従来型の医療システムや

地域医療体制では対応できないため、新しい医療

システムの構築、すなわち新しいシステムによる

薬物治療の実践が要請されている。 

医学と薬学の間における、あるいは医師と薬剤

師における医療システムがシームレスに連携され

ず、システムが個別的に機能し、効率の悪い制度

設計のまま放置されている。これらを解決するた

めの諸施策は、エビデンスが不足しているために、

政策立案ができない状況に陥っている。 

例えば、がん治療やプライマリケアなどにおけ

る長期処方の分割調剤の実施が議論されているが、

その理論研究や実証研究は未だ行われていない。

病状が安定している慢性疾病の患者に対して事前

に取り決めを行ったプロトコールに基づく薬物治

療管理体制も同じく未整備である。また、高額医

薬品の市販後追跡調査による適切な治療方法（適

応患者の選択や効率的な治療手順など）の開発に

関する実証研究も十分に行われていない。 

上述した背景の下、本講座では医師による薬物

治療の最適化に向けた薬剤師との新しい連携シス

テム構築を理念に据え、具体的には医師（病院・

診療所）と薬剤師（院内・院外薬局）の間におけ

る新しい地域医療体制や連携システム開発の理論

研究や実証研究を行うことを講座運営の目的とし

ている。 

効率的で効果的な地域医療の実現を支える施策

立案のための理論研究、また大規模なデータを使

用した実証研究を企画し、診療録データ・処方薬

剤（薬歴含む）データや独自の疫学調査データな

どを活用し統計学や疫学の手法を使いながら、主

治医と薬剤師を始めとする多職種が連携して実効

性ある薬物治療を実施するシステム、特に長期処

方の分割調剤、地域フォーミュラリ導入、認知症

治療及びがん治療における多職種連携の介入方法

の研究などを実施する。 

本講座の定員構成は、特任教授１名と特任助教

１名となっている。前者には社会医学系専門医・

指導医で公衆衛生学および疫学を専門とする今井

博久が就任、後者には薬剤師で疫学が専門の木下

節子が就任した（現在は、家庭の事情で退職し後
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任を公募中）。事務補助員の常勤が２名、非常勤が

１名が在籍している。また公共健康医学専攻（専

門職学位過程）の大学院生および学部の健康総合

科学科の学生が当方の講座に出入りしており、丁

寧に研究指導を行っている。なお、本講座は平成

30年７月下旬より附属病院８階の 22世紀医療セ

ンターから臨床研究棟北（旧最先端臨床研究セン

ター）に移動し、本講座の基本的な性格である基

礎研究に適した静粛な建物に入居することができ、

より一層研究に集中できる環境になった。 

 

教育 

超高齢社会に相応しい医療連携を実践できる医

療専門職を育成することを目標にしている。ひと

りの医師がひとりの患者の診療を行い完了する時

代は終わり、今後は医師、薬剤師、看護師、福祉

系専門職などが多職種連携を行い、行政とも連携

しながら地域包括ケアシステムを実践する時代に

なっている。こうした時代の要請に相応しい医療

専門職を育成を目指し、次世代の若手研究者の育

成にも貢献するために、学部の系統講義や統合講

義を担当している。学部講義では、「疫学」科目の

中で疫学の応用として地域医療の課題抽出や対策

実施についてとりわけ、薬剤疫学や医薬品経済学

の講義を行っている。現場感覚がない学部生には

地域医療における身近な事例を通じて「疫学」の

意義と基本を伝えることを目標にしている。また

卒業論文として、学生指導を行い、本年度は健康

総合科学科 4年生に「特定保健指導による介入効

果の推定」「処方箋データを用いた高齢者へのダビ

ガトラン処方実態調査」の指導を行った。 

公共健康医学専攻（専門職学位課程）では、医

学共通講義の中で薬剤疫学や医薬品供給体制、ま

た副作用の問題、製薬企業の行動などの講義を行

っている。将来自立した研究者として研究活動を

行うことが期待される博士後期課程の院生を対象

とした指導では、研究論文のテーマ設定、データ

の解析方法、参考文献の扱い方など基礎的でかつ

重要な能力の育成を行っている。実際の論文執筆

ではテーマの一貫した論理展開および参考文献の

引用方法について指導している。 

 

研究 

本講座の研究では、基本的に処方薬剤データ（薬

歴も含む）や診療録データを活用し「医師による

薬物治療を最適化する多職種との新しい連携方法

開発」に関して生物統計学および疫学の方法論を

駆使した理論研究と実証研究を実施している。 

 

1. 長期処方の分割調剤に関する研究 

1) 長期処方の分割調剤とは、例えば 90日処方

がなされた場合に患者は 30日毎に薬局に行

きその日数分を受け取る。薬剤師はその都度

処方医にトレーシングレポートを提出する。

慢性的な疾病状態においては患者の薬物治

療管理が適切にでき、医師労働の軽減が可能

となり、残薬管理ができ、ひいては医療費適

正化ができるなど多くのメリットがあると

されている。がん薬物医療及びプライマリケ

ア医療で実施する「長期処方の分割調剤」に

おける医師と薬剤師の連携システムのモデ

ル確立に向けた理論および実証研究を行う。 

2) 長期処方の分割調剤のパイロットスタディ

が進行中であり（高血圧、糖尿病、脂質異常

症、骨粗鬆症、乳がんホルモン療法、リウマ

チ）、今後は、厚労省と連携しながら大規模

なスタディを展開する予定である。 

 

2. 地域医療の薬物治療における多職種連携の介入

方法の研究 

1) 地域の市郡医師会および薬剤師会、地域の国

保連合会支部、協会けんぽ支部、県薬務課な

どとの協働作業により高齢者の薬物治療の

適切化の介入研究を行う。医師（会）と薬剤
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師（会）からなる選考委員会にて介入すべき

患者が決定されて改善介入が実施される。 

2) 健康保険組合のレセプトデータを使用して

高齢者の薬物治療の適切化のための通知介

入の研究を行う。処方医師および調剤担当薬

剤師へ服用薬剤の不適切性を指摘した通知

書を送付し改善を試みる介入研究を実施し

ている。半年後に通知介入の成果に関する評

価を実施する。 

 

3. 地域フォーミュラリ実施の方法論開発に関する

研究 

1) 医薬品使用では費用対効果が近年厳しく問

われ、地域包括ケアシステムの枠組みの中で

効率的な使用が求められている。フォーミュ

ラリはその有効な方策のひとつだろうが、

「院内フォーミュラリ」と「地域フォーミュ

ラリ」は似て非なるもので後者はステークホ

ルダーが多いためその実施は非常に難しい。

わが国では未だ実施されていないが、「地域

フォーミュラリ」の方法論の研究開発を行っ

ている。データ収集解析、収載する医薬品選

考、収載薬剤使用への強制力とインセンティ

ブなどについて定量的に科学性を有しなが

ら検討する。 

2) ある地域医療連携推進法人のフィールドを

使用して地域フォーミュラリの導入効果の

評価研究を開始した。該当の県の国保連合会

および協会けんぽから患者属性、疾患名、医

療施設、薬剤などのデータ提供を受け、導入

のインパクト評価を行う。 

 

4. 人工知能を活用した薬物治療の最適化システム

開発 

1) 本研究は AMEDや NEDOの研究費により

実施している。東大情報理工学系研究科ソー

シャル ICT 研究センターとの共同研究によ

り人工知能を活用した薬物治療の最適な実

施に向けたシステムの開発を行っている。 

2) 複数の薬剤による相互作用や、ある薬剤の代

謝産物との相互作用などによる副作用の原

因は多く、その探索や予防は非常に労力が必

要になる。人の手による原因追及や、副作用

の回避は現実的に多くの課題があるため、人

工知能の介入により安全で効果的な薬物治

療を実施するシステム開発を行っている。現

在、研究班では膨大なデータの収集と管理を

行っており、また医師や薬剤師が人工知能を

容易に操ることができるようになるインタ

ーフェイスの創意工夫を進めている。 
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剤師会雑誌．2018；Vol.54(No.3)：307-312 
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医療経済政策学講座 
 

特任教授 

田倉智之 

特任助教 

一色玲、新谷嘉章 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/hehp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

医療経済政策学講座は 2017年 2月に、株式会

社日本政策投資銀行、中外製薬株式会社、バクス

ター株式会社、日本メジフィジックス株式会社、

株式会社メディブレーン、旭化成メディカル株式

会社、ニプロ株式会社、東レ・メディカル株式会

社、株式会社 ジェイ・エム・エス、テルモ株式会

社の計 10社の寄付金により、22世紀医療センタ

ーに設立された寄付講座で、心臓外科学講座、腎

臓・内分泌内科講座および臨床疫学・経済学講座

を協力講座としている。 

近年、社会構造が変遷するなか、医療制度や医

療産業に係わる各種施策についても、我が国は大

きな転換点に立たされていると推察される。本講

座の目的は、“医療分野の価値評価”などに係わる

理論構築や実証研究を中心に、将来の健康システ

ム（臨床・制度と経済・産業）を論じることにあ

る。具体的には、医療価値評価、費用対効果学、

医療産業論などの理論や手法の研究を推進し、医

療技術や診療システムの価値評価を目指している。

また、協力講座とともに、医療技術評価の人材育

成プログラム（医療価値の胎動プログラム）を推

進する。 

 

研究 

今後、合理的な根拠に基づく適切な医療資源の

整備を促し、臨床現場を支え医療技術を発展させ

るために、次の研究課題に取り組んでいる。 

 

1) 重症心不全の VAD治療、末期腎不全の透析治

療、及び核医学診断などの費用対効果水準の検

証を進めている。 

2) 我国における疾病負担の整理として、慢性疼痛

が及ぼす社会経済学的な影響の研究を推進し

ている。 

3) 包絡分析法（DEA）などを応用した循環器領

域などの医師の労働生産の評価手法の開発も

試行している。 

 

今後は、医療経済系のビッグデータなどを応用

した医療技術評価（HTA）の予測モデル事業も実

施する予定である。また、金融工学などを応用し

た研究開発事業の市場価値を予測する研究も展開

する予定である。 

 

出版物等 

 

1. Tomoyuki Takura, Takashi Takei, Kosaku 

Nitta. Cost-Effectiveness of Administering 

Rituximab for Steroid-Dependent Nephro-

tic Syndrome and Frequently Relapsing 

Nephrotic Syndrome: A Preliminary Study 

in Japan. Sci. Rep. 7,46036; doi: 10.1038/
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srep46036 (2017). 

2. Tomoyuki Takura. An Evaluation of 

Clinical-economics and Cases of Cost-

effectiveness. Intern Med. 2017 Dec 27. doi: 

10.2169. 

3. Takura T, Yoshimatsu M, Sugimori H, 

Takizawa K, Furumatsu Y, Ikeda H, Kato 

H, Ogawa Y, Hamaguchi S, Fujikawa A, 

Satoh T, Nakajima Y. Cost-Effectiveness 

Analysis of Percutaneous Vertebroplasty 

for Osteoporotic Compression Fractures. 

Clin Spine Surg. 2017 Apr;30(3):E205-

E210. 

4. Takura T, Tachibana K, Isshiki T, Sumitsuji 

S, Kuroda T, Mizote I, Ide S, Nanto S. 

Preliminary report on a cost-utility 

analysis of revascularization by percutane-

ous coronary intervention for ischemic 

heart disease. Cardiovasc Interv Ther. 2017 

Apr;32(2):127-136. 

5. Shiroiwa T, Fukuda T, Ikeda S, Takura T. 

New decision-making processes for the 

pricing of health technologies in Japan: The 

FY 2016/2017 pilot phase for the introduce-

tion of economic evaluations. Health Policy. 

2017 121(8):836-841.  

6. 田倉智之. 腎移植の医療経済的な価値評価. 

日本臨床腎移植学会雑誌. 2017 5(2):113-121. 

7. 田倉智之. "国民医療費の動向（第 1章 3部）

". 臨床薬学テキスト－薬学と社会. 東京. 中

山書店; pp.26-32. 2017 

8. 田倉智之. "我が国の医療経済の現状と課題

（第 7部 4章）". 国際・未来医療学. 大阪. 大

阪大学; pp.368-388. 2017 

9. 田倉智之. "服薬アドヒアランスの医療経済－

第四部：リン吸着薬のアドヒアランス". 高リ

ン血症治療の新たな選択肢―スクロオキシ水

酸化鉄の果たす役割. 透析療法ネクストⅩⅩ

Ⅲ（編集：秋葉隆） . 東京 . 医学図書 ; 

pp.136-140. 2017 

10. 田倉智之. "人間ドックと Cost-effectiveness

（第 8章）". 人間ドック健診の実際. 東京. 文

光堂; pp.316-318. 2017 
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生物統計情報学 
 

特任教授 

小出大介 

特任准教授 

平川晃弘 

特任講師 

坂巻顕太郎 

特任助教 

大野幸子 

 

ホームページ http://biostatistics.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

生物統計学（Biostatistics）は、医療・健康科

学分野を対象とした応用統計学であり、臨床研究

や疫学研究における研究デザインと統計解析の方

法論を研究する学問である。わが国では、欧米に

比べて臨床研究の実施体制の整備が遅れているが、

その原因のひとつが生物統計学を専門とする統計

家（生物統計家、Biostatistician）の不足である

と言われている。 

このような背景の下、2016 年 7 月、国立研究

開発法人日本医療研究開発機構（Japan Agency 

for Medical Research and Development, 

AMED）は、「生物統計家育成支援事業」の公募

を開始した。本事業は、医療機関等で臨床研究の

デザインと解析の実務に従事する生物統計家の育

成を目的としており、東京大学大学院と京都大学

大学院が選定された。 

東京大学では、2018年 4月に大学院情報学環・

学際情報学府に生物統計情報学コース（修士課程）

を設置されることとなり、2017 年 3 月に医学系

研究科に設置された生物統計情報学講座が、同研

究科公共健康医学専攻生物統計学分野と協同して

その運営にあたる。また、学生は修士課程在学中

に、医療機関で統計関連業務の OJT（On-the-Job 

Training）を受ける予定であり、東京大学医学部

附属病院および国立がん研究センターの生物統計

家が担当する。なお、本コースの修士課程修了者

には「修士（学際情報学）」の学位が授与される予

定である。 

このように、生物統計情学講座は、情報学環・

学際情報学府の生物統計情報学コースの学生に対

して、生物統計学の知識だけではなく、臨床研究

を実施するための幅広い実務能力（研究デザイン

立案、計画書作成、統計解析、プログラミング、

報告書作成等）を習得するための専門教育を実施

する。当コースの座学・実習・研究をとおして、

医療関係者と協同して質の高い研究を推進できる、

高いコミュニケーション能力と倫理観を有する生

物統計家を育成する。 

 

教 育 

1) 生物統計情報学コースにおける教育 

生物統計情報学コースにおける座学では、以下

の授業科目をとおして、生物統計家に必要な幅広
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い知識・スキルを教育する。そのカリキュラムは，

学際情報学府の必修科目と併せて 28科目 42単位

で構成される。なお、42 単位の約 90%以上に相

当する 38 単位以上を履修した学生に対しては、

修了時に、学位記と併せて生物統計家育成支援事

業教育プログラム修了証明書を発行する予定であ

る。 

 

【生物統計学関連科目】 

線型推測論、カテゴリカルデータ解析、生存時

間解析、経時データ解析、ベイズ統計学、多重比

較法、多変量解析、因果推論、欠測データ解析、

確率過程と時系列解析、ファーマコメトリクス、

統計プログラミング、遺伝子とゲノム解析 

 

【臨床研究・疫学関連科目】 

臨床試験方法論、疫学研究のデザインと解析、

研究倫理とガイドライン、医学研究と CDISC 標

準、臨床医学概論、医薬品評価科学、メディカル

ライティング、医療技術評価学演習 

 

また、東京大学医学部附属病院と国立がん研究

センターで実施する OJT は、修士課程 2 年間を

とおして実施される。各機関の生物統計家が開発

した OJT プログラムは、座学では学ぶことので

きない、臨床研究に係る実務能力を養うことがで

きる。具体的には、修士課程 1年目は、東京大学

医学部附属病院において、臨床研究のデザインと

解析について議論する会議への参加や、医師等を

対象とした統計コンサルティング業務のサポート

等をとおして、実務家としての基本業務に関する

トレーニングを受ける。修士課程 2年目は、国立

がん研究センターにおいて、臨床研究のデザイン

や解析計画を立案し、さらに実際の臨床研究デー

タを解析するなど、より実践的なトレーニングを

受ける。 

このような教育プログラムを受けた本コースの

修了生は、生物統計業務を担う実務家として、臨

床研究実施機関・研究センター等での活躍が期待

される。 

 

2) 医療関係者や生物統計家を対象としたセミナ

ー及びシンポジウムの開催 

生物統計家育成支援事業では、臨床研究に従事

する医師、看護師、臨床研究コーディネータ、モ

ニター、データマネジャや生物統計家を対象とし

たセミナーおよびシンポジウムを実施していく。

臨床研究に従事する医療関係者には、臨床研究の

実施に必要な生物統計学の基礎を整理した教育セ

ミナーを、東京大学医学部附属病院臨床研究支援

センターと協同して定期的に実施していく予定で

ある。また、アカデミアや製薬企業等の生物統計

家には、生物統計学の最新の知見等を提供するシ

ンポジウムを開催する。 

2017年 10月 25日には基礎セミナー第一回「ラ

ンダム化臨床試験と最新デザイン」(申込 80 名)、

2017 年 11 月 29 日には生物統計学シンポジウム 

「臨床試験における検定の多重性～ガイダンス・

ガイドラインと実際～」(申込 83名)、2017年 12

月 18 日には基礎セミナー第 2 回「観察研究のデ

ザインと交絡調整」(申込 78名)、2018年 2月 21

日には基礎セミナー 第 3 回「医学研究で頻用さ

れる検定手法」(申込 71名)、2018年 3月 14日に

は生物統計学シンポジウム 「臨床研究における生

物統計家の活躍」(申込 133名)が開催された。 

 

研 究 

主として、以下のような研究に取り組んでいる。 

1) 臨床試験のデザインと統計的方法論の研究開

発 

様々な統計的または実務的条件下で、臨床試験

をより効率的に実施するためのデザインについて

研究を行っている。その研究領域は非常に幅広く、

例えば、がん領域の早期探索ベイズ流デザイン、
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バイオマーカーを利用した臨床試験デザイン、ア

ダプティブデザイン、臨床試験におけるベイズ統

計学の利用に関する研究、多重比較法について重

点的に研究を行っている。 

 

2) 疫学的方法論の研究開発 

疫学は、健康・疾病に関する事象を集団の中で

計量的に捉え、これらの原因や影響因子を評価し、

最終的には予防手段につなげる実践の学問である。

疫学は、古くは感染症の疫学から始まり、現在で

はがん・循環器疾患などの生活習慣病の疫学につ

いて重点的に研究が行われている。また、我が国

における各種医療データベースシステムの基盤整

備も急速に進みつつあり、データベースを利用し

た様々な疫学研究、薬剤疫学研究、臨床における

判断の根拠を与える臨床疫学研究も重要になって

きている。 

 

3) 薬剤疫学 

薬剤疫学は、人の集団における薬物の使用とそ

の効果や影響を研究する学問である。近年の病院

情報システムや電子カルテから得られるデータを

用いて、有効性、リスク、コストに関する研究に

取り組んでいる。 

 

4) 臨床疫学 

臨床疫学は、臨床の問題を扱うという点で極め

て臨床的であると同時に、疫学の手法を用いると

いう点で極めて公衆衛生的な学問である。医学の

国際的潮流である EBM（ Evidence-based 

medicine, 根拠に基づく医療）を実践する基盤と

なる学問領域として、その重要性は増大している。 

 

5) 医療情報学 

医療情報学とは、診療・医学研究・医学教育・

医療行政など医学のすべての分野で扱われるデー

タ・情報・知識をその医学領域の目的に最も効果

的に利用する方法を研究する科学である。近年、

バイオインフォマティクスなどゲノム領域の進展

や、さらにバーチャルリアリティや人工知能（AI）

など新たな技術の導入もなされるようになってお

り、医療情報学の取り扱う領域は大きな広がりを

みせている。 

 

6) 計算代数統計学 

計算代数統計学は、統計的問題の背後にある代

数的・組合せ論的構造を積極的に活用することで、

問題に対する解決手法を与え、その数理的理解を

深める学問領域であり、特に、マルコフ基底の理

論とその正確検定への応用やホロノミック勾配法

について研究を行っている。 

 

出版物等 
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Modern Dose-Finding Designs for Cancer 

Phase I Trials: Drug Combinations and 

Molecularly Targeted, Springer. 2017.  
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study of model-based dose-finding methods 
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Biostatistical Methods and Applications in 

Clinical Oncology, Springer. 2017. 
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8. Ono Y, Ono S, Yasunaga H, Matsui H, 

Fushimi K, Tanaka Y. Clinical Features and 

Practice Patterns of Treatment for Adrenal 

Crisis: A Nationwide Cross-Sectional Study 

in Japan. Eur J Endocrinol; 176 (3): 329-337. 

2017.  

9. Ono S, Ishimaru M, Yamana H, Morita K, 

Ono Y, Matsui H, Yasunaga H. Enhanced oral 

care and health outcomes among nursing 

facility residents: analysis using the national 

long-term care database in Japan. J Am Med 

Dir Assoc; 18: 277. e1-277.e5. 2017. 

10. Ono Y, Ono S, Yasunaga H, Matsui H, 

Fushimi K, Tanaka Y. Clinical characteristics 

and outcomes of myxedema coma: analysis of 

a national inpatient database in Japan. J 

Epidemiol; 27(3): 117-122. 2017. 
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ロコモ予防学講座 
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沿革と組織の概要 

ロコモ予防学講座は 2017 年に、中外製薬株式

会社、富士フイルム株式会社、味の素株式会社、

旭化成ファーマ株式会社、アルケア株式会社、イ

ンターリハ株式会社、アニマ株式会社、帝人ファ

ーマ株式会社、サントリーホールディングス株式

会社の寄付金により、22世紀医療センターに設立

された寄付講座で、整形外科学講座およびリハビ

リテーション医学分野を協力講座としている。本

講座は、変形性関節症、骨粗鬆症、サルコペニア

をはじめとする高齢者運動器疾患の大規模統合デ

ータベースを構築し、運動器疾患や運動器の障害

のために要介護となる危険の高い状態であるロコ

モティブシンドロームの予防法の確立や、原因療

法開発の可能性に繋がるエビデンスの解明を目指

している。 

 

講座概要 

運動器の障害は歩行障害を介して高齢者の生活

の質（Quality of life：QOL）を著しく損なうため、

超高齢社会に突入したわが国における高齢者の

QOLの維持増進や健康寿命の延伸、医療費の低減

のためには、運動器疾患の予防対策は喫緊の課題

であるといえる。そこで日本整形外科学会は、運

動器の障害のために要介護となる危険の高い状態

をロコモティブシンドローム（ locomotive 

syndrome、以下ロコモ）と定義し、要介護予防の

立場から疾患横断的に運動器疾患をとらえ、その

予防対策に取り組んでいる。 

一般に疾病の予防のためには、まず目的疾患の

基本的疫学情報、即ち有病率や発生率、危険因子

を把握することが必須である。しかし慢性に進行

し経過が長いことが多い運動器疾患は発生の日時

を特定することが困難であるため、一般住民の集

団を設定して集団全体について経時的に調査を行

う必要がある。そのため患者数が極めて多いと考

えられるにもかかわらず、運動器障害の疫学エビ

デンスの集積はまだ十分とは言えない。 

我々は 2005 年からわが国の高齢者運動器疾患

およびそれによる要介護移行の予防を目的として、

一般住民を対象とした大規模コホート疫学研究を

開始し ROAD（ Research on Osteoarthritis 

/osteoporosis Against Disability）プロジェクトと

名付けた。本プロジェクトにおける、骨関節疾患

を予防目的とした住民コホートは世界最大規模で

ある。本コホートは 2015年～2016年に 10年目

の追跡調査を完了し、さらなる追跡調査の準備に

入っている。 

本講座は、ROADプロジェクトの追跡調査結果

から、運動器疾患の有病率、発生率などの疫学情

報に加えて、要介護への影響、死亡との関連など

の予後情報、加えてこれらの年代別の変化など長
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期コホートならではの質の高いエビデンスの創出

を目指している。 

 

研 究 

研究内容 

ROADプロジェクトでは、都市（東京都板橋区）、

山村（和歌山県日高川町）、漁村（和歌山県太地町）

と、特性の異なる 3 地域にコホートを設置し、

2005年から 2007年にかけて総数 3,040人からな

るベースライン調査を完了した。ベースライン調

査に引き続き、ROAD では、2008～2010 年に 3

年目の第１回追跡調査、2012～2013 年に 7 年目

の第 2 回追跡調査、2015～2016年に 10年目の第

3 回追跡調査を完了した。今後 2018～2019 年の

第 4 回追跡調査の準備中である。 

 

今後の研究の展望 

10年間の追跡調査結果をふまえて、観察疫学と

ゲノム疫学の手法を駆使し、変形性関節症、骨粗

鬆症、サルコペニアをはじめとする高齢者運動器

疾患の発生率、発生に関わる危険因子、ADL/QOL

への影響、要介護移行率、要介護予防のためのス

クリーニング手法の開発などの充実をはかる予定

である。 
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沿革と組織の概要 

分子神経学講座は、神経疾患に関する詳細な臨

床情報、および、網羅的なゲノム解析を統合した

研究により、神経疾患の分子機構を明らかにし、

さらに、解明された神経疾患の分子機構に基づき、

その病態機序に対して介入できる治療法の開発研

究、そして臨床治験への応用研究を進めることに

より、神経疾患に対して有効な新たな治療法を実

現することを目的として、2017 年 4 月 1 日に開

設され、現在に至る。 

 

診療 

多系統萎縮症に対する専門外来を、神経内科と

連携して行っている。外来診療においては、多系

統萎縮症患者レジストリーの登録を行うと共に、

充実した診療を行っている。また、病棟診療では、

神経内科とも協力して、多系統萎縮症患者の検査、

検査結果に基づいた適切な治療を行っている。  

院内、院外からの脊髄小脳変性症などの遺伝性神

経疾患のクリニカルシーケンスを行っている。 

 

教育 

卒前教育では、フリークォーターで、多系統萎

縮症に対する分子遺伝学的研究など、できるだけ

多くの機会を学生に提供するようにしている。卒

後教育では、神経内科と連携して、初期研修医、

神経内科を専門とする後期研修医を受け入れ、多

系統萎縮症患者の診察に対する教育を行っている。

神経内科と連携して、神経内科専門医の養成に対

する教育も行っている。大学院教育については、

学生の希望に応じて幅広い研究を進めている。 

 

研究 

多系統萎縮症は、自律神経の障害、小脳性運動

失調、パーキンソン症状など、様々な神経の障害

を引き起こす神経変性疾患で、いくつかの症状を

緩和する薬物があるものの、有効な治療法が乏し

い難治性疾患である。 

当教室では、疾患克服に向けた基礎的な研究、

病気の根本的な原因を標的とした治療法の研究な

どを行っている。 

これまでの研究成果として、多系統萎縮症多発

家系の中に、COQ2 遺伝子に 2 alleles の変異（ホ

モ接合性変異、あるいは、複合ヘテロ接合性変異）

を見いだし、さらに、ヘテロ接合性の変異を有す

ると孤発性多系統萎縮症の発症リスクを高めると

いう研究成果を得ている（Mitsui J, et al. N Engl 

J Med. 2013;369:233-44）。COQ2 は coenzyme 
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Q10 の合成系の酵素の一つをコードしているこ

と、さらに、最近の研究では、COQ2変異を有し

ていない患者においても、血中、脳脊髄液、剖検

小脳において coenzyme Q10の含量が有意に低下

していることが報告されていることから（Mitsui 

J, et al. JAMA Neurol. 2016;73:977-80, Kasai T, 

et al. PLoS One. 2016;11:e0147574, 

Schottlaender LV, et al. PLoS One. 

2016;11:e0149557, Barca E, et al. J 

Neuropathol Exp Neurol. 2016;75:663-72, 

Compta Y, Parkinsonism Relat Disord. 

2018;46:16-23.）、本疾患の治療法として、

coenzyme Q10の補充が有効ではないかと考えら

れている。 

これらの研究成果に基づいて、bioavailability

が高いユビキノール（，（還元型の coenzyme Q10）

の投与が多系統萎縮症の症状進行に対して治療効

果があるかどうかを検証することを目的とした第

II相医師主導治験を、１３施設が参加する多施設

共同研究として立案し、平成３０年度に開始する

予定である。 

また第 II 相臨床試験の患者登録を支援するこ

と、多系統萎縮症の自然歴を取得することを目的

とした多系統萎縮症レジストリーを構築し、その

運用を進めている。 

第 II相臨床試験において、主要評価項目として

設定したunified multiple system atrophy rating 

scale（UMSARS）について、原著者の協力を得

て、逆翻訳を含めて正式の日本語版を作成した。

評価者間のばらつきを少なくするために評価がば

らつきやすい項目に重点を置いて、トレーニング

ビデオを作成した。 
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Okumura Y, Miyahara J, Yamaguchi Y, 

Kitamura S, Haginoya K, Mitsui J, Ishiura H, 

Tsuji S, Takashima H. Clinical and 

mutational spectrum of Japanese patients 

with Charcot-Marie-Tooth disease caused by 

GDAP1 variants, Clin Genet. 2017 Sep;92(3):

274-280. 

14. Eriguchi Y, Kuwabara H, Inai A, Kawakubo Y, 

Nishimura F, Kakiuchi C, Tochigi M, Ohashi 

J, Aoki N, Kato K, Ishiura H, Mitsui J, Tsuji 

S, Doi K, Yoshimura J, Morishita S, Shimada 

T, Furukawa M, Umekage T, Sasaki T, Kasai 

K, Kano Y. Identification of candidate genes 

involved in the etiology of sporadic Tourette 

Syndrome by exome sequencing. Am J Med 

Genet B Neuropsychiatr Genet. 2017 Oct;

174(7):712-723.  

15. Hosoe J, Kadowaki H, Miya F, Aizu K, 

Kawamura T, Miyata I, Satomura K, Ito T, 

Hara K, Tanaka M, Ishiura H, Tsuji S, 

Suzuki K, Takakura M, Boroevich KA, 

Tsunoda T, Yamauchi T, Shojima N, 

Kadowaki T. Structural Basis and 

Genotype-phenotype Correlations of INSR 

Mutations Causing Severe Insulin 

Resistance. Diabetes. 2017 Oct;66(10):2713-

2723. 

16. Ando M, Hashiguchi A, Okamoto Y, 

Yoshimura A, Hiramatsu Y, Yuan J, Higuchi 

Y, Mitsui J, Ishiura H, Umemura A, 

Maruyama K, Matsushige T, Morishita S, 

Nakagawa M, Tsuji S, Takashima. Clinical 

and genetic diversities of Charcot-Marie-

Tooth disease with MFN2 mutations in a 

large case study. J Peripher Nerv Syst. 2017 
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Tooth disease type 2Z caused by MORC2 
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先進代謝病態学 
 

特 任 准 教 授  

岩部 美紀 

 

 

 

沿革と組織の概要 

先進代謝病態学講座は、糖尿病や関連する代謝

疾患の根本的な病態を解明し、有効な発症予防法

を開発することを目的として、平成 29 年に設置

されました。 

我が国で糖尿病が強く疑われる人や可能性を否

定できない「予備群」は合わせて、男性 28.5%、

女性の 21.4%と推計されており、社会的にもこれ

らの病態の根本的な解明は、急務と考えられます。

糖尿病は、膵臓から分泌されるインスリンの分泌

量やその作用が不足するために、高血糖をきたす

状態であり、ミトコンドリア糖尿病や脂肪萎縮性

糖尿病などの希少疾患から common diseaseとし

ての糖尿病まで包含されます。また、その発症に

は、遺伝的素因に加えて、過食、運動不足などの

生活習慣の乱れや、加齢の影響により生じます。

本講座では、糖尿病や関連する代謝疾患の根本的

な病態を解明し、有効な発症予防法を開発するた

めに、common diseaseとしての糖尿病に加えて、

希少疾患由来のヒト組織も幅広く研究の対象とし

て、ゲノム、エピゲノム、メタボローム、メタゲ

ノムなどのオミクス解析 iPS細胞などの最新の技

術を駆使しています。そして、明らかにされた成

因や病態に基づき、診断・予防・治療法開発を行

うことを目指しています。 

本講座における研究の推進によって、糖尿病や

関連代謝疾患の発症のメカニズムが明らかにされ

ることが期待されます。また、希少疾患や iPS細

胞などを用いた病態の解明は、common disease

としての糖尿病の病態の解明に還元されることが

期待されます。解明された成因や病態メカニズム

に基づいた画期的な診断法、予防法、および治療

法を開発することにより、糖尿病の効果的な予防

や治療の向上に貢献することを目指して、研究を

推進しています。 

 

教育 

協力講座である糖尿病・代謝内科、腎臓・内分

泌内科と密に連携し、大学院生を中心として、学

術的感覚と社会感覚を備えた国際的な若手人材育

成を行っています。学位論文指導、学会発表指導

を通じて、大学院生の研究者としての科学的能力

の向上につとめています。 

また、臨床研究者育成プログラムにも積極的に

参画しています。臨床研究者育成プログラムは、

医学部学生および臨床研修医を対象に医学におけ

る臨床研究の重要性を知ってもらい、臨床研究者

としての考え方の基礎を身につけることを主眼と

するプログラムです。臨床研究個別プロジェクト

コースMetabolism Research Courseに所属して

おり、肥満 2型糖尿病発症・増悪に関わる鍵分子

の探索を研究テーマとして、設定・提案していま

す。メタボリックシンドローム、2 型糖尿病、肥

満症や認知症、フレイル等の生活習慣病や加齢関

連疾患は、遺伝素因と環境因子の相互作用によっ

て発症・増悪することが知られていますが、未だ

根本的な予防・治療法の確立に至っていません。

ゲノム・エピゲノム・トランスクリプトーム・メ
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タボローム等や臨床情報を統合的に解析して、鍵

分子を探索することをプログラムの目的としてい

ます。 

Metabolism Research Courseにおいては、学

部学生、研修医を幅広く、積極的に受け入れてい

ます。設定した研究テーマにとどまらず、興味あ

る研究が意欲的に推進できるよう、全面的にサポ

ートしています。研究の成果は、国内外の学会で

の発表への挑戦の機会もあり、最終的に論文発表

を行える基盤・環境を整えています。 

 

研究 

糖尿病は、遺伝的素因に加えて、過食、運動不

足などの環境因子や、加齢の影響により生じます。

また、糖尿病は、遺伝的な希少疾患から common 

disease としての糖尿病を含む幅広い疾患単位で

すが、その病態は十分に解明されていません。 

本講座では、糖尿病の発症に重要な役割を果た

す、膵内分泌細胞、肝臓、脂肪組織、骨格筋、神

経系、免疫系、腸管などの臓器に注目し、ゲノム、

エピゲノム、メタボローム、メタゲノムなどのオ

ミクス解析や iPS細胞などの最新の技術、細胞や

実験動物における遺伝子工学を駆使することによ

り、各臓器の生理的な機能制御とその破たんとし

ての病態の解析を行っています。 

また、慢性疾患として加齢に伴う病態の進展や

合併症の発症、ミトコンドリア糖尿病や脂肪萎縮

性糖尿病など希少疾患も研究の対象としています。

明らかにされた成因や病態に基づいた、画期的な

診断法、予防法、および治療法の開発を行うこと

を目指して、研究を推進しています。 

 

出版物等 

 

1. Okada-Iwabu M, Yamauchi T, Iwabu M, 

Kadowaki T. Aging and homeostasis. 

Development of novel AdipoR-targeted 

drugs with exercise-mimicking and anti-

aging properties. Clin Calcium. 27(7): 975-

981, 2017 

2. Iwabu M, Yamauchi T, Okada-Iwabu M, 

Kadowaki T. Developing Exercise-

mimicking Drugs toward Realization of 

Preemptive Medicine for Lifestyle-related 

Diseases. Clin Calcium. 28(1): 73-80, 2018 

3. 【動脈・静脈疾患の基礎研究動向】「アディポ

ネクチンと血管疾患」動脈・静脈の疾患（下）

日本臨床 75 巻 5 号, 1068-1075, 2017 

岩部 美紀、山内 敏正、岩部 真人、門脇 孝 
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免疫細胞治療学 
 

特任教授 

垣見和宏 

特任講師 

松下博和 

 

ホームページ http://immunoth.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

「免疫細胞治療学講座」は、株式会社メディネ

ットからの寄付により 心臓外科・呼吸器外科

（高本眞一教授）を親講座として 2004 年 6 月に

２２世紀医療センター内に開講した。当初より垣

見和宏が特任准教授として着任し、がん治療にお

ける免疫細胞治療の役割を明確にすることを目的

として、がんに対する免疫細胞治療の基礎および

臨床研究を実施している。 

免疫細胞治療とは、生体の免疫を担う細胞を体

外で加工・処理することで大量に数を増やしたり、

または機能を付加したりした上で、それを治療に

用いる先進的ながん治療法である。本講座は、が

んに対する免疫細胞治療の基礎および臨床研究を

実施し、がん治療における本治療技術の役割を明

確にすることを目的としている。 

2006 年 9 月から中央診療棟 2 の 9 階に設置さ

れた新しい施設を使用することが可能となり、

2007 年 2 月から「がんに対する免疫細胞治療」

の外来診療を開始した。施設の設計段階から、「ベ

ンチからベッドサイドへ」の臨床研究を行うため

に必要な要素として、①基礎研究と前臨床研究を

行う研究部門、②細胞調整部門、③がん患者の診

療を行う外来診療部門の 3 つの部門を合わせたが

んの免疫細胞治療専門講座を作り上げ、トランス

レーショナルリサーチを実践するためのモデル講

座として活動している。安全で信頼性の高い治療

用細胞を供給するために、適切なハード面の構造

設備基準に則った施設と、その取り扱いを規制す

るソフト面の基準に則った、一貫した品質保証シ

ステムの構築が不可欠である。免疫細胞治療に用

いるために加工された細胞は、各患者本人の自己

由来の細胞であるため、現行薬事法への適応は困

難であるが、高い倫理観に基づいた自主的な取り

組みで GMP に準拠して細胞を調整し、質の高い

臨床研究を実施している。現在、倫理委員会で承

認されたプロトコールに基づき、UMIN 臨床研究

登録システムに登録し、東京大学医学部附属病院

の各診療科と共同で臨床研究を実施している。

2009 年度から肝胆膵外科（國土典宏教授）2010

年度から心臓外科（小野稔教授）2012 年度からは

呼吸器外科（中島淳教授）の 3 つの講座を親講座

として活動している。 

2014 年 11 月 25 日に施行された「再生医療等

安全性確保法」に対応するため、2015 年 2 月 25

日に「特定細胞培養加工物製造届書」を受理され

た（施設番号DC3140011）。10 月 20日に開催さ

れた第 2回東京大学認定再生医療等員会において、

7件の第 3種再生医療等提供計画の審査を受け承

認を得て臨床試験を実施した。 
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診療・研究 

当講座の研究内容は、癌に対する免疫細胞治療

として、とくに 

①腫瘍特異的な免疫応答の誘導法の開発 

②γδ（ガンマデルタ）T 細胞を用いたがんに対

する免疫細胞治療 

③ペプチドワクチン・樹状細胞ワクチン治療に関

する研究 

④抗 CCR4 抗体+抗 PD-1 抗体併用治療など免疫

制御分子を標的とした治療 

免疫応答を詳細に解析するための 

⑤免疫モニタリング 

⑥ネオアンチゲン、免疫シグネチャー解析の開発 

に関する研究を実施した。 

 

今後の展望は、学内連携だけでなく、広く大学

間、拠点病院間をつなぐがん免疫治療研究センタ

ーとしての活動を実現するために、理化学研究所、

がん研有明病院、都立墨東病院、川崎医科大学、

大阪大学、京都大学、名古屋市立大学、愛知医科

大学、国立がん研究センター東病院、帝京大学、

埼玉医科大学、関西医科大学との共同研究を進め

る。平成 29 年 10 月より、理化学研究所医科学イ

ノベーションハブ推進プログラム、健康医療デー

タ多層統合プラットフォーム推進グループの、が

ん免疫データ多層統合ユニットとして活動するこ

とになり、理化学研究所の AI チームと、東大を

中心として、がん患者の臨床データをがん免疫の

立場から解析することで、新しい疾患概念や、治

療法の開発、また免疫チェックポイント阻害剤の

有効性を予測するバイオマーカーの探索などを行

う。東京大学のアカデミアにおける科学的な医学

研究の裏付け、東大病院の学内外との連携による

豊富な臨床症例に、産学連携として企業からのノ

ウハウを導入して、がんに対する免疫治療という

新しい医療の研究開発に取り組む。今後この領域

を我が国において正しく発展させるための拠点と

して貢献していきたい。 

 

出版物等 

英文論文 

1) Aoki T, Matsushita H, Hoshikawa M, 

Hasegawa K, Kokudo N, Kakimi K. Adjuvant 

combination therapy with gemcitabine and 

autologous γδ T-cell transfer in patients with 

curatively resected pancreatic cancer. 

Cytotherapy. 2017 Apr;19(4):473-485.  

2) Karasaki T, Nagayama K, Kuwano H, 

Nitadori JI, Sato M, Anraku M, Hosoi A, 

Matsushita H, Morishita Y, Kashiwabara K, 

Takazawa M, Ohara O, Kakimi K, Nakajima 

J. An Immunogram for the Cancer-Immunity 

Cycle: Towards Personalized Immunotherapy 

of Lung Cancer. J Thorac Oncol. 2017 May;

12(5):791-803. 

3) Ando K, Fujita H, Hosoi A, Ma L, Wakatsuki 

M, Seino KI, Kakimi K, Imai T, Shimokawa T, 

Nakano T. Intravenous dendritic cell 

administration enhances suppression of lung 

metastasis induced by carbon-ion irradiation. 

J Radiat Res. 2017 Jul 1;58(4):446-455 

4) Matsushita H, Hasegawa K, Oda K, 

Yamamoto S, Nishijima A, Imai Y, Asada K, 

Ikeda Y, Karasaki T, Fujiwara K, Aburatani 

H, Kakimi K. The frequency of neoantigens 

per somatic mutation rater than overall 

mutational load or number of presicted 

neoantigens per se is a prognostic factor in 

ovarian clear cell carcinoma. OncoImmunol-

ogy. 2017 Jul 14;6(8):e1338996. 

5) Nagaoka K, Hosoi A, Iino T, Morishita Y, 

Matsushita H, Kakimi K. Dendritic cell 

vaccine induces antigen-specific CD8+Tcells 

that are metabolically distinct from those of 

peptide vaccine and is well-combined with 

PD-1 checkpoint blockade. Oncoimmunology. 

2017 Nov 20; 7(3): e1395124. 

6) Hoshikawa M, Aoki T, Matsushita H, 

Karasaki T, Hosoi A, Odaira K, Fujieda N, 
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Kobayashi Y, Kambara K, Ohara O, Arita J, 

Hasegawa K, Kakimi K, Kokudo N. NK cell 

and IFN signatures are positive prognostic 

biomarkers for resectable pancreatic cancer. 

Biochemical and Biophysical Research 

Communications 495(2018)2058-2065 

7) Hosoi A, Takeda K, Nagaoka K, Iino T, 

Matsushita H, Ueha S, Aoki S, Matsushima 

K, Kubo M, Morikawa T, Kitaura K, Suzuki 

R, Kakimi K. Increased diversity with 

reduced “diversity evenness” of tumor 

infiltrating T-cells for the successful cancer 

immunotherapy. SCIENITIFIC REPORTS. 

2018 Jan 18;8(1):1058. 

 

和文論文 

1) 唐崎隆弘、垣見和宏、がん免疫療法とネオア

ンチゲン、がん分子標的治療 第15巻、2号 

page 72-76(2017年6月） 

2) 浦川真哉、土岐祐一郎、小島隆嗣、鈴木進、

石田高司、西川博嘉、垣見和宏、飯田真介、

岡三喜男、中山睿一、上田龍三、和田尚、特

集 免疫療法の進歩と問題点 Tregを標的と

したがん免疫治療、腫瘍内科 第20巻第2号

（2017年8月） 

3) 長岡考治、垣見和宏、樹状細胞療法 第2回樹

状細胞のin vivo ターゲッティング、がん免疫

療法 Vol.1 No.2 Page49(2017.09) 

4) 長岡考治、垣見和宏、樹状細胞療法 第3回樹

状細胞ワクチン療法の効果に影響する因子、

がん免疫療法 Vol.1 No.2 Page52-55(2017.

09) 

 

学会・講演会発表 
 

国際学会 

1) 2017/4/3, AACR (American Association for 

Cancer Research) Annual Meeting 2017、

Washington Convention Center, Hirokazu 

Matsushita, Kosei Hasegawa, Katsutoshi 

Oda, Shogo Yamamoto, Akira Nishijima, 

Yuichi Imai, Kayo Asada, Yuji Ikeda, 

Takahiro Karasaki, Keiichi Fujiwara, 

Hiroyuki Aburatani, Kazuhiro Kakimi, 

Neoantigen frequency as an independent 

prognostic factor in patients with clear 

ovarian carcinoma(CCOC) 

2) 2017/4/4, AACR (American Association for 

Cancer Research) Annual Meeting 2017、

Washington Convention Center, Koji 

Nagaoka, Akihiro Hosoi,Tamaki Iino, 

Hirokazu Matsushita, Kazuhiro Kakimi, 

Advantage of dendrituc cells for the 

therapeutic cancer vaccine 

3) 2017/6/23, The 36th sapporo Internatonal 

Cancer Symposium、Sapporo, Japan (Royton 

Sapporo), Kazuhiro Kakimi, An 

Immunogram for the Cancer-Immunity Cycle 

4) 2017/9/22, Cold Spring Harbor Asia 

conferences、Suzhou, China(Suzhou Dushu 

Lake Conference Center), Kazuhiro Kakimi, 

An immunogram for the cancer-immunity 

cycle-Towards personalized immunotherapy 

5) 2017/10/13, JDDW (Japan Digestive Disease 

Week) 2017 FUKUOKA、Fukuoka, The Best 

Presenter Award in International Session, I. 

Wada, K. Odaira, K. Kakimi, Immunological 

analysis of the tumor infiltrating 

lymphocytes of the advanced gastric cancer 

6) 2017/10/16, IASLC (INTERNATIONAL 

ASSOCIATION FOR THE STUDY OF 

LUNG CANCER) 18TH WORLD 

CONFERENCE ON LUNG CANCER 、

Yokohama, Japan, T. Karasaki, K. Nagayama, 

K. Fukumoto, K. Kitano, J. Nitadori, M. Sato, 

M. Anraku, A. Hosoi, H. Matsushita, K. 

Kakimi, J. Nakajima, ASSESSMENT OF 

CANCER IMMUNITY STATUS IN EACH 

PATIENT USING IMMUNOGRAM 

7) 2018/2/23, The 2nd workshop on Microscopic 

Simulation and Cell Experiments for 

Biological Systems, Kashiwa-shi, Chiba, 

JAPAN, K. Kakimi, Development of Cancer 

Immunotherapy 
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国内学会 

1) 2017/4/29、第117回 日本外科学会定期学術集

会、神奈川県横浜市（パシフィコ横浜）、唐崎隆

弘、長山和弘、中尾啓太、乾雅人、長野匡晃、

川島光明、桧山紀子、桑野秀規、似鳥純一、佐

藤雅昭、安樂真樹、松下博和、垣見和宏、中島

淳、イムノグラムを用いた肺癌治療の最適化 

2) 2017/5/18、第34回 日本呼吸器外科学会総会、

福岡県福岡市（福岡国際会議場）、唐崎隆弘、長

山和弘、垣見和宏、中島淳、Immunogramを用

いた肺癌免疫治療の最適化 

3) 2017/6/8、第54回薬剤学懇談会研究討論会（特

別講演）、静岡県熱海市（新かどや）、垣見和宏、

がん免疫治療におけるパラダイムシフト 

4) 2017/6/15、第21回日本がん分子標的治療学会

学術集会（シンポジウム）、福岡県福岡市（九州

大学医学部百年講堂・同窓会館）、垣見和宏、が

ん免疫療法と免疫応答 

5) 2017/6/29、第21回日本がん免疫学会総会、千

葉県千葉市（幕張メッセ国際会議場）、小林由香

利、大平公平、泉謙道、長岡考治、木村真之介、

藤枝奈緒、神原佳織、細井亮宏、飯野環、高橋

卓也、中川徹、松本明彦、佐藤悠佑、唐崎隆弘、

松下博和、垣見和宏、腫瘍ライセート樹状細胞

治療およびネオアンチゲンの同定 

6) 2017/6/29、第21回日本がん免疫学会総会、千

葉県千葉市（幕張メッセ国際会議場）、長岡考治、

佐藤靖祥、飯野環、木村真之介、高橋卓也、細

井亮宏、松下博和、垣見和宏、ネオアンチゲン

ワクチンの有効性の検討 

7) 2017/6/29、第21回日本がん免疫学会総会、千

葉県千葉市（幕張メッセ国際会議場）、根城尭英、

松下博和、唐崎隆弘、相原功輝、野村昌志、高

柳俊作、田中將太、永江玄太、山本尚吾、上田

宏生、辰野健二、成田善考、永根基雄、西川亮、

植木敬介、油谷浩幸、武笠晃丈、垣見和宏、齊

藤延人、グリオーマ複数回手術症例のオミクス

解析によるネオアンチゲンと免疫微小環境の経

時変化の検討 

8) 2017/6/29、第21回日本がん免疫学会総会、千

葉県千葉市（幕張メッセ国際会議場）、細井亮宏、

長岡考治、飯野環、竹田和由、北浦一孝、鈴木

隆二、松下博和、垣見和宏、免疫制御にかかわ

る抗体治療による腫瘍内浸潤T細胞レパトアと

抗腫瘍効果の比較 

9) 2017/6/30、第21回日本がん免疫学会総会、千

葉県千葉市（幕張メッセ国際会議場）、垣見和宏、

免疫チェックポイント阻害剤がもたらしたパラ

ダイムシフト 

10) 2017/9/28、第76回日本癌学会学術総会、神奈

川県横浜市（パシフィコ横浜）、小林由香里、大

平公平、泉謙道、細井亮宏、長岡考治、松下博

和、垣見和宏、HLA-A*02トランスジェニマッ

クマウスと健常人ドナーPBMCを用いたネオ

アンチゲン反応性Ｔ細胞の検出 

11) 2017/9/28、第76回日本癌学会学術総会、神奈

川県横浜市（パシフィコ横浜）、長岡考治、佐藤

靖祥、細井亮宏、松下博和、垣見和宏、ネオア

ンチゲンワクチンによる抗腫瘍免疫応答の誘導 

12) 2017/9/28、第76回日本癌学会学術総会、神奈

川県横浜市（パシフィコ横浜）、長谷川幸清、松

下博和、織田克利、山本尚吾、西島明、黒崎亮、

浅田佳代、池田悠至、藤原恵一、油谷浩幸、垣

見和宏、卵巣明細胞癌におけるネオアンチゲン

と局所免疫プロファイル 

13) 2017/9/28、第76回日本癌学会学術総会、神奈

川県横浜市（パシフィコ横浜）、根城尭英、松下

博和、唐崎隆弘、野村昌志、永江玄太、成田善

孝、永根基雄、西川亮、植木敬介、油谷浩幸、

武笠晃丈、垣見和宏、グリオーマ複数回手術症

例のオミクス解析によるネオアンチゲンと免疫

微小環境の経時変化の検討 

14) 2017/9/28、第76回日本癌学会学術総会、神奈

川県横浜市（パシフィコ横浜）、野村幸世、山本

昌美、細井晃弘、長岡浩二、飯野環、松下博和、

瀬戸泰之、垣見和宏、立松政衛、塚本徹哉 

C57BL/6マウス可移植マウス胃癌細胞株の樹

立とFGFR4の腫瘍形成能、腹膜播種形成能に関

わる検討 

15) 2017/9/30、第76回日本癌学会学術総会（モー

ニングレクチャー）、神奈川県横浜市（パシフィ

コ横浜）、垣見和宏、ネオアンチゲンを標的とし

たがん免疫治療 

16) 2017/9/30、第76回日本癌学会学術総会、神奈
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川県横浜市（パシフィコ横浜）、唐崎隆弘、福元

健人、松下博和、長山和弘、中島淳、垣見和宏、

イムノグラムを用いた個別化癌治療の最適化 

17) 2017/9/30、第76回日本癌学会学術総会、神奈

川県横浜市（パシフィコ横浜）、上羽悟史、橋本

真一、垣見和宏、伊藤哲、松島綱春、TCRシー

クエンスが明らかにする抗ＣＤ4抗体投与後の

担がんマウスにおける腫瘍浸潤ＣＤ8陽性Ｔ細

胞クローンの増幅 

18) 2017/10/14、第58回 日本肺癌学会学術集会、

神奈川県横浜市（パシフィコ横浜）、唐崎隆弘、

長山和弘、垣見和宏、中島淳、イムノグラムを

用いたがん免疫微小環境の解析 

19) 2017/10/22、第55回日本癌治療学会学術集会

（学術セミナー）、神奈川県横浜市（パシフィコ

横浜）、垣見和宏、次世代シーケンサーを活用し

た抗腫瘍免疫応答の評価 

20) 2017/10/28、第23回 国際個別化医療学会学術

集会、東京都港区（品川フロントビル）、唐崎隆

弘、網羅的遺伝子解析に基づく個別化がん免疫

治療の開発 

21) 2017/12/1、第30回 日本バイオセラピィ学会学

術集会総会、岐阜県岐阜市（ホテルグランヴェ

ール岐山）、垣見和宏、（教育講演）免疫チェッ

クポイント分子によるがん免疫抑制機構 

22) 2018/1/13、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会（プレナリーレクチャー）、東京都

千代田区（都市センターホテル）、垣見和宏、が

ん免疫治療とImmunometabolism 

23) 2018/1/13、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センター

ホテル）、神原佳織、大平公亮、藤枝奈緒、小林

由香利、泉謙道、髙橋卓也、木村真之介、小林

史弥、松下博和、垣見和宏、γδT細胞治療に

おけるTIM-3とGalectin-9の発現 

24) 2018/1/13、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センター

ホテル）、藤枝奈緒、大平公亮、小林由香利、神

原佳織、泉謙道、髙橋卓也、木村真之介、小林

史弥、松下博和、二見淳一郎、垣見和宏、がん

免疫細胞治療（γδT細胞治療）におけるバイ

オマーカーの検索 

25) 2018/1/13、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センター

ホテル）、小林由香利、山田大介、久米春喜、転

移性腎細胞癌におけるmTOR阻害剤の免疫モ

ニタリング 

26) 2018/1/13、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センター

ホテル）、松下博和、長谷川幸清、垣見和宏、卵

巣がんにおけるネオアンチゲンと腫瘍局所免疫

プロファイル 

27) 2018/1/14、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センター

ホテル）、大平公亮、和田郁雄、八木浩一、瀬戸

泰之、胃癌における免疫動態の解析 

28) 2018/1/14、第52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センター

ホテル）、佐藤靖祥、松下博和、垣見和宏、瀬戸

泰之、進行食道癌に対するDCF療法と活性化自

己γδT細胞治療の併用療法の第Ⅰ相試験 

29) 2018/2/1、先端医療シーズ開発フォーラム2018 

新しい医療へのブレークスルー（口演）、東京都

文京区（伊藤国際学術研究センター）、垣見和宏、

遺伝子変異産物を標的としたがん免疫治療法の

開発 

30) 2018/2/1、先端医療シーズ開発フォーラム2018 

新しい医療へのブレークスルー、東京都文京区

（伊藤国際学術研究センター）、長岡孝治、松下

博和、垣見和宏、ネオアンチゲンを標的とした

樹状細胞ワクチン治療 

31) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会（シンポジウム・招待講演）、東京都文京

区（伊藤国際学術研究センター）、垣見和宏、次

世代シーケンサーを用いた腫瘍内免疫応答の評

価 

32) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、優秀演題賞（江川賞）受賞、長岡孝治、

細井亮宏、飯野環、松下博和、垣見和宏、ペプ

チドがんワクチンに対する樹状細胞ワクチンの

優位性 

33) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン
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ター）、飯野環、細井亮宏、藤原光輝、松下博和、

垣見和宏、W/O/W型微小エマルションを用いた

ペプチドがんワクチンの腫瘍特異的免疫応答の

誘導 

34) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、細井亮宏、長岡孝治、飯野環、竹田和由、

北浦一孝、鈴木隆二、松下博和、垣見和宏、腫

瘍内浸潤Ｔ細胞の多様性の増加と均一性の低下 

35) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、小林由香利、細井亮宏、木村真之介、長

岡孝治、飯野環、高橋卓也、藤枝奈緒、神原佳

織、大平公亮、泉謙道、松下博和、垣見和宏、

ネオアンチゲン反応性Ｔ細胞の検出 

36) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、神原佳織、大平公亮、藤枝奈緒、小林由

香利、泉謙道、高橋卓也、木村真之介、小林史

也、松下博和、垣見和宏、γδＴ細胞治療にお

けるTIM-3とGalectin-9の発現 

37) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、藤枝奈緒、杉本勝俊、竹内啓人、大平公

亮、神原佳織、小林由香利、松下博和、垣見和

宏、森安史典、糸井隆夫、肝がん局所療法にお

ける免疫応答－ラジオ波焼灼療法と不可逆電気

穿孔法の比較 

38) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、藤枝奈緒、石井健太郎、糸井隆夫、大平

公亮、神原佳織、小林由香利、松下博和、垣見

和宏、後藤重則、森安史典、切除不能進行膵が

んに対するゲムシタビン併用自己樹状細胞腫瘍

内局注療法 

39) 2018/2/17、第15回 日本免疫治療学研究会 学

術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究セン

ター）、大平公亮、三浪圭太、藤枝奈緒、小林由

香利、神原佳織、泉謙道、高橋卓也、木村真之

介、松下博和、垣見和宏、ゾレドロン酸、デノ

スマブを投与した患者のγδＴ細胞の増殖 

 

講演会・研究集会の主催 

1) 第70回東京大学医学部附属病院・22世紀医療セ

ンター産学連携メディカルフロンティアセミナ

ー、川崎医科大学 呼吸器内科、大植 祥弘先生、

「ヒト肺がんにおける免疫統合解析」平成29年

9月1日(金) 

2) 第71回東京大学医学部附属病院・22世紀医療セ

ンター産学連携メディカルフロンティアセミナ

ー、理化学研究所統合生命医科学研究センター、

中川 英刀先生、「がんの全ゲノムシークエンス

および免疫ゲノム解析：がんゲノム医療にむけ

て」平成30年2月2日(金)  

3) 第72回東京大学医学部附属病院・22世紀医療セ

ンター産学連携メディカルフロンティアセミナ

ー、理化学研究所医科学イノベーションハブ推

進プログラム、健康医療データAI予測推論開発

ユニット ユニットリーダー 川上英良先生、

「機械学習・数理科学で疾患の多様性と個別性

に迫る」平成30年2月26日(月) 
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先端臨床医学開発 
 

特任准教授 

鈴木淳一 

特任助教 

若山幸示 

熊谷英敏 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/sentan/ 

 

 

沿革と組織の概要 

先端臨床医学開発講座は、2004年 10月に、心

血管疾患の新しい治療法の開発とそれを臨床応用

に発展させることを目的にアンジェスＭＧ株式会

社の寄附講座として医学部附属病院 22 世紀医療

センター内に開設されました。 

高度先進医療を安全かつ確実に医療現場に還元

するためには、従来の診療科や研究範囲を超えた

大きな枠組みのなかで研究成果を共有することが

必要になっています。本講座では、近未来の先進

医療に応用しうる、ユニークな病態解析、複合疾

患モデル開発、新規治療法を有機的に結びつけ、

これらの研究成果を臨床応用すべくトランスレー

ショナル・リサーチのさらなる充実に力をいれて

研究を進めております。 

 

研究 

本講座では、以下のような基礎および臨床研究

を進めています。 

基礎研究 

• 皮下脂肪細胞由来幹細胞を用いた新規動脈硬化

治療法の開発 

• 心臓移植後拒絶の病態解明と治療法の開発 

• 心不全の病態解明と治療法の開発 

• 心筋炎の病態解明と治療法の開発 

• 心筋梗塞の病態解明と治療法の開発 

• 動脈硬化の病態解明と治療法の開発 

• 動脈形成術後の病態解明と治療法の開発 

• 血管新生機序の病態解明と治療法の開発 

• 慢性腎臓病の病態解明と治療法の開発 

 

臨床研究 

• 大動脈瘤・解離の発症機序とその治療法の開発 

• 動脈硬化に対する核酸医薬の効果 

• 歯周病の心血管疾患に対する影響 

• 冠動脈 CTによる川崎病や先天性心疾患の解析 

• 睡眠時無呼吸症候群の心血管疾患への影響 

• 腎機能障害の心血管疾患に対する影響 

• 人工透析の心血管疾患に対する影響 

 

今後の研究の展望 

医学研究の基礎成果と臨床応用を結びつけるた

めに、上記の研究活動を継続して参ります。 

 

出版物等 

英文原著論文 

1. Wakayama K, Shimamura M, Suzuki J, 

Watanabe R, Koriyama H, Akazawa H, 

Nakagami H, Mochizuki H, Isobe M, 

Morishita R. Angiotensin II peptide vaccine 

protects ischemic brain through reducing 
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oxidative stress. Stroke. 48(5):1362-1368, 

2017.  

2. Watanabe R, Suzuki J (corresponding 

author), Wakayama K, Maejima Y, 
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沿革と組織の概要 

コンピュータ画像診断学／予防医学講座は、

2005 年 5 月に開講した。放射線医学講座を親講

座とする寄付講座である。当講座は特任准教授 3

名と寄付講座教員 5 名、特任研究員 2 名で構成さ

れているが、その他に検診部門では検診業務に従

事する医師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、

事務職員など約 50 名の職員が存在する。 

当講座の研究目的は、下記の通りである。 

1) データベース構築：長期にわたる経過観察が可

能な受診者を対象として、高度な検査内容から

なる健康診断を定期的に施行し、詳細かつ信頼

性の高いデータベースを構築する。特に先進的

な画像診断機器である FDG-PET、多列 CT 及

び 3T-MRI を用いて、全身の微細な初期病変

の検出を可能とする体積データを収集する。 

2) 大量画像データ処理方法の研究：検査日・種類

の異なる画像を１つの多次元データとして取

り扱うための基本的な画像処理機能を開発す

る。さらに大量の多次元データの中から微細な

異常所見を自動的に検出するアルゴリズムの

研究を行う。 

3) コホート研究：データベースを経時的に解析  

し、上記手法により自動的に検出される様々な

異常所見の疾病予測における臨床的有用性に

ついて検証する。 

 

診 療 

当講座はコンピュータ画像診断学／予防医学

検診部門の診療を担当している。この検診部門で

は株式会社ハイメディックから委託された検診を

行っており、東大病院としては検診受診者の募集

を行っていない。検診場所は中央診療棟 2 の 9 階

であり、一般的な検診項目に加えて、PET（陽電

子断層撮影）や超高磁場の MRI(磁気共鳴画像）、

多列 CT、超音波検査やマンモグラフィーを導入

している。 

 

教 育 

現在、コンピュータ画像診断学／予防医学講座

としては学生の受け入れを行っていないが、放射

線医学講座の大学院生や研修医などの学生教育に

協力している。研究テーマとして CAD をはじめ

とする画像処理の研究、あるいは、検診データを



460 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

用いた疫学的研究を行う場合には積極的な支援を

行っている。 

 

研 究 

1) 検診データベースの構築： 

独自の検診システムを開発し、日常の検診業務

の運営や検診データの入力に活用している。この

検診システムは現在も改良を重ねている。検診で

撮像された画像は病院のPACSに保存されている。

研究目的に限って使用される医用画像は検診部門

内に設置された独自の PACS に保存されている。 

2) 画像処理ソフトウェア開発： 

われわれは統合的ソフトウェア開発環境を構

築した。このシステムは臨床サイドと研究サイド

に分かれており、後者ではデータが匿名化されて

いる。臨床サイドのシステムではソフトウェア開

発のための症例登録と、開発されたソフトウェア

の臨床応用が行われる。研究サイドではソフトウ

ェアを開発するための典型症例の取出しと、集積

された症例によるソフトウェアのテスト環境が整

備されている。 

3) ソフトウェアの臨床評価と応用、疫学的研究： 

検診データベースに基づいた研究が他の様々

な専門領域の研究者と共同で行われている。検診

データのうち画像に関しては、開発されたソフト

ウェアを利用して解析されている。 
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沿革と組織の概要 

医療安全管理学講座（Department of Health 

Care Safety Management）は 2005年 12月，東

京海上日動火災保険会社の寄付により東京大学医

学部附属病院 22世紀医療センターに開講した． 

20世紀の終わりころ，ブリストル小児病院事件

やダナファーバー事件などの事件を契機として，

多くの先進国で，医療事故や医事紛争に対する社

会的関心が高まった． わが国では，1999 年を境

として，医療事故や医事紛争に関するメディアの

報道が激増し，医師法 21 条の警察届出を介して

刑事事件化への危惧が高まる中で，いくつかの事

件が捜査の対象となるとともに複数の無罪判決が

出されるなど，医療への刑事手続の介入について，

さまざまな議論と混乱が渦巻いている状況である． 

一方，民事損害賠償をめぐる医事紛争について

は，永きにわたり，多数の紛争事案について，さ

まざまなチャンネルを通じて，訴訟になる前の説

明や和解などの対応が行われてきている．このよ

うな努力にもかかわらず，民事医療訴訟新受件数

は，1970 年ころ（新受件数年間約 100 件）から

2004年（年間 1110件）まで 10年ごとに倍増す

るペースで増加を続けた．2004年以後新受件数は

減少傾向を示しているが，2017年において新受件

数 857件，既済件数 782件であり，多数の医療紛

争事案について訴訟が行われている． 

当講座では，医療事故や医事紛争の現実を直視

しながら，患者・医療者・社会のそれぞれの視点

から，健全な医療制度の再建と医療への信頼回復

をめざして、よりよい法的システムのあり方を考

えるとともに，患者と医療者との対話による相互

理解を推進する取り組みや未来の医療を支える技

術に関する研究を行なっている． 

 

研究 

従来の研究テーマである医療事故の防止に関す

る研究，事故が発生した場合のその真の解決のた

めの研究（紛争・訴訟化の防止）に加え，2012
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年から医療安全支援センターに関する厚生労働科

学研究（地域医療基盤開発推進研究事業），2017

年からは日本医療研究開発機構委託研究として肺

移植患者のための長期耐久型人工肺システムの開

発を行っている．上述の研究活動を積極的に進め，

その成果を広く社会に還元すべく教育活動を展開

している． 

 

教育 

当講座では，研究活動における成果を踏まえて，

学内では大学院生等を対象に研究者を養成するた

めの教育を進めている．専門職大学院である東京

大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻

（School of Public Health， SPH）においては，

医療安全管理学の講義と実習を担当している． 

 

実践 

当講座では，研究活動における成果を踏まえて，

現場の課題の抽出，課題の検討，現場へのフィー

ドバックと支援が継続的に行えるようなシステム

の構築，人材育成に関する取り組みを行っている。 

また，患者教育や相談支援に関する教育，先端

医療に関する啓発等，法律，医療，福祉，関連業

界への講義、講演を行っている。特に，医療安全

支援センター総合支援事業（厚生労働省委託事業）

において医療法の規定に基づき各都道府県等に設

置されている「医療安全支援センター」の職員を

対象に研修等の支援を行っている． 

 

出版物等 
 

和論文・総説・その他 

1. 原伸太郎．人工肺（基礎）人工臓器 46(3):152-154,

2017 

2. 原伸太郎．リレー随筆 生体工学 55(6)274,

2017 

 

学会・講演会発表 （国際学会，国内学会） 

国際 

1. Shintaro Hara, Takashi Isoyama, Terumi 

Yurimoto, Xin-Yang Li, Itsuro Saito, Masaki 

Anraku, Yusuke Abe, Development of the 

Sequential flow pump: Principle of the 

sequential pressurization and hemolysis 

results in secondary model. ASAIO, 2017. 

Chicago 

 

国内 

1. 安樂真樹．「肺移植プログラムの準備と開始～高

難度手術導入の例として」．第 117 回日本外科

学会定期学術集会．2017 年 4 月．パシフィコ

横浜．横浜市 

2. 安樂真樹．「画像支援」．第 34 回日本呼吸器外

科学会．2017 年 5 月．福岡国際会議場．福岡

市 

3. 水木麻衣子．「在宅医療支援における薬剤師の活

動～困っていませんか？服薬管理～！」日本老

年看護学会ランチョンセミナー（エ―ザイ株式

会社）．2017年 6月．愛知． 

4. 原伸太郎 血圧センサーとして働く人工心臓

用カニューレの基礎研究. 第５５回人工臓器

学会JSAO GRANT受賞者講演. 2017年9月 

東京 

5. 原伸太郎 東京大学医用生体工学講座におけ

るシミュレーションを用いた研究開発事例. 

ANSYSDAY2017 2017年10月 

6. 水木麻衣子．「医療の苦情相談対応における情報

連携の現状」．日本臨床医学リスクマネジメント

学会．2017年 5月．東京． 

7. 水木麻衣子．「非医療職による医療の苦情相談対

応に必要な支援ツールの作成」第 76 回日本公

衆衛生学会 2017年 10月．鹿児島． 

8. 原伸太郎, 磯山隆, 安樂真樹, 斎藤逸郎, 

阿部裕輔 小児用 ECMO を目指したシーケン

シャルフローポンプの基礎研究. 第 55 回人工

臓器学会 2017年 9月 東京 

10. 浅野 由莉，水木 麻衣子，長川 真治．「医療安

全支援センターにおける相談体制の実態につい

て」．日本公衆衛生学会．2017．鹿児島． 
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11. 浅野 由莉，水木 麻衣子，児玉 安司，安樂 真

樹．「医療安全支援センターにおける相談対応

について」．医療の質・安全学会．2017．千葉． 
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臨床試験データ管理学 
 

特任助教  

宮路天平 

特任研究員 

山口拓洋 

登録研究員 

冨金原悟、菅波秀規、林行和 

学術支援職員 

寺田規美代、黒崎美雪 

 

ホームページ http://ctdm.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

臨床試験データ管理学講座は、東京大学大学院

医学系研究科公共健康医学専攻生物統計学分野及

び東京大学医学部附属病院（東大病院）臨床試験

部（現在は臨床研究支援センター）を協力講座と

して、平成 19 年度 4 月に設立されました。平成

28年度からは、4期目に入り、ACメディカル株

式会社、エイツーヘルスケア株式会社、FMD K&L 

Japan株式会社、小野薬品工業株式会社、株式会

社 CAC クロア、日本たばこ産業株式会社、日本

メディア株式会社、メディデータ・ソリューショ

ンズ株式会社、ルミナリーメディカル株式会社の

寄付を受けて講座を更新させて頂いております。

臨床試験におけるデータ管理は重要であるという

共通認識は存在しますが、本邦では十分な教育シ

ステムが存在せず試験ごとの対応であったため、

試験の多様化・効率化に対応できない状態にあり

ます。これは、統計学や品質管理学に臨床医学の

特性を融合したデータ管理学の体系構築が未成熟

なことが原因であり、早急に人的およびツール面

での支援・人材育成を実施しなければなりません。

本講座では、本邦における臨床試験の質向上を目

指した臨床データ管理学の研究と体系化を目指し

た教育の実践及び研究者主導研究支援を行うこと

を目的として活動を行っております。 

 

教 育 

国内外の組織と連携し、臨床試験データ管理の

研究と体系化を目指した教育の実践を行っていま

す。国内においては、産学連携勉強会、公開セミ

ナーを通じて、全国レベルでの教育・人材育成を

行っています。平成 29年度は、「臨床研究従事者

に対する教育」－次世代のデータマネジャーやモ

ニターをどう育成するか？-」というテーマで臨床

研究方法論セミナーを企画し、80名近くが受講さ

れました。日本医療研究開発機構主催データマネ

ージャー養成研修では、講師やファシリテーター

として、全国の国立大学病院の新人データマネジ

ャーへの教育にも携わりました。また、当講座が

事務局となって全国規模でデータマネジメントの

研究に関するネットワークを展開しており、110

名以上の方にご登録いただいております。 

海外においては、臨床データ管理の国際学会で

ある、Society for Clinical Data Management
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（SCDM）の Academia Task Force（ATF）の一

員として、アカデミア・データマネジャーのグロ

ーバルネットワークの構築など、国際共同プロジ

ェクトに参画しています。 

東大病院においては、臨床研究支援センターと

連携し、統計学を中心とした医学研究のコンサル

テーション（研究支援）を実施しております。平

成 29 年度は 5 件の統計・医学研究コンサルテー

ションを受け、東大病院内の医学研究者・看護研

究者向けの支援を行いました。統計コンサルテー

ションは主に、研究後から論文投稿およびレビュ

ーア対応で、幅広い領域から依頼を受けておりま

す。 

 

研 究 

臨床試験データ管理学の研究として、

Risk-Based Monitorning の方法論の研究や

ePRO（患者から直接電子的にデータを収集する

ツール）の開発、臨床研究におけるモバイルヘル

スの活用の検討などについて、他大学、製薬企業、

CRO、ベンダーと連携しながら、取り組んでおり

ます。 

国内外の多数の医学研究に医学統計やデータ

管理の専門家として参加しているとともに、当講

座がデータセンターとしての役割を果たしている

研究もございます。さらに、他センターや他大学

が主導している臨床研究についても、研究事務局

や研究協力者として、積極的に研究支援を行って

おります。例としては、「自閉スペクトラム症に対

する当事者研究の方法および効果に関する探索的

臨床試験」（熊谷晋一郎 東京大学先端科学技術研

究センター・当事者研究分野）や「PRO-CTCAE

日本語版の計量心理学的特性に関する研究」、「モ

バイルヘルスを用いた Patient – generated 

health data の収集の実施可能性に関する研究」

（東加奈子 東京医科大学病院薬剤部）などの臨

床試験がございます。 

最後に、東大病院臨床研究支援センターの生物

統計統計・データ管理部門の一員として、センタ

ーの立ち上げ当時から、プロジェクト管理・デー

タ管理・統計解析（計画時のプロトコル策定支援）

において、助言や実際のプロジェクト推進に関与

しております。 

これまでの本邦における臨床試験データ管理

は、「なぜ、データ管理が必要なのか？」や「どう

いう人材が必要なのか？」といった本質が論じら

れることはなく、臨床試験において臨床データが

集まった後のテクニカルな入力ミスや変換ミスを

なくすことに主眼が置かれ続けてきた感は否めま

せん。しかしながら、これらは臨床データ管理学

の役割のあくまで一部分にしか過ぎません。臨床

試験実施中の進捗状況やデータを直接眺められる

のはまぎれもなくデータ管理担当者であり、その

判断により試験をコントロール可能な重要な役割

を担っています。従って、これからの臨床データ

管理担当者は、自分の専門領域を軸としながらも、

IT・統計学・疫学・医学研究者ともコミュニケー

ションが取れ、臨床試験実施中のデータプロジェ

クトマネージングができる人材が必要となってき

ていると考えます。 

一方で、特に本邦において「臨床データ管理」

に対する認識の差は非常に大きく、企業・実施機

関ごとにデータ管理のやり方やアプローチが異な

り、優秀な人材が活用されていないあるいは生み

出されていないと本講座は考えております。また

昨今、研究者主導臨床研究におけるデータ不正に

係る事件が相次ぎ、アカデミアによる臨床研究に

対する信頼を大きく揺るがす事態になっておりま

す。臨床試験を取り巻く規制についても、最近で

は疫学と臨床試験の倫理指針の統合、Good 

Cliical Practiceの改訂（ICH E6-R2）、臨床試験

法の成立があり、また、今後は臨床試験の一般指

針（IHC E8）の刷新が予定されており、大きな

変革の時期を迎えております。 
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この状況を打開するためにも、標準的な教育

（臨床、統計学、品質管理、IT、法規制、倫理な

ど）とOJT（On the Job Training）を同時に行

える機関の育成が急務であり、本講座が新たな臨

床データ管理の潮流を生みだせる機関となるよう

研究と教育を続けていく所存です。 

 

出版物等 

 

1. Ishigami H, Fujiwara Y, Fukushima R, 

Nashimoto A, Yabusaki H, Imano M, 
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Study Group. Phase III Trial Comparing 

Intraperitoneal and Intravenous Paclitaxel 
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PHOENIX-GC Trial. J Clin Oncol 2018 (in 

press) 
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沿革と組織の概要 

本寄付講座の目的は「重症心不全研究対策の推

進」であり、「重症心不全の集学的診断・治療戦略

の研究」および「重症心不全に対応した先端的医

療システムの構築」を研究目標としている。重症

心不全治療を支える以下の柱を中心に、集学的診

断・治療戦略の研究を行い、重症心不全に対応し

た先端的医療システムを構築することを計画して

いる。 

中でも、特に本邦において早急にとりくむ必要

性の高い研究項目は、①補助人工心臓（VAD）

Destination Therapyプログラムの確立と臨床的

有効性の検討、②小児（新生児・乳児）心臓移植

プログラムの確立、小児補助人工心臓の臨床導入

③重症心不全薬物治療体系の確立：特に補助人工

心臓治療症例に対するLVAD離脱を含めた薬物治

療 体 系 （ β-blocker, ACEI, spironolactone, 

digitalis, amiodalon hANP, PDEⅢ阻害薬, PDE

Ⅴ阻害薬 etc）の確立と臨床的有効性の検討、④重

症心不全理学療法（体外式カウンターパルセーシ

ョン治療、和温療法）プログラムの確立と臨床的

有効性の検討であると考えている。また、リアル

タイム三次元超音波診断装置は重症心不全の診断

および治療効果の評価に必要な高度な心機能情報

を提供することにより、早期の臨床導入を推進し

ている。 

本寄付講座における先端的医療システムの構築

により、入退院を繰り返す高齢者を含めた重症心

不全患者の在宅治療・社会復帰が促進される効果

が期待される。また、海外渡航移植に依存してき

た小児（新生児・乳児）心臓移植も本邦で開始さ

れ、今後の発展が期待される。 

また、「重症心不全」の構成要素として、左心不

全のみならず右心不全も重要であり、近年特に注

目を集めている。LVAD装着後の右心不全は解決

するべき大きな課題であると考えている。また、

右心不全の原因として肺高血圧症も重要な問題で

ある。東大病院は 2014 年より肺移植の実施施設

にもなったため、特に重症の肺高血圧の患者が多

く紹介されるようになった。本講座では、そのよ

うな重症肺高血圧患者に対する至適医療を構築す

ることも目的としている。 

 

診療 

1. 心臓移植治療 

心臓移植後の症例は、原則的には月一回の外来

診療を受けている。臨床的な拒絶反応の有無にか

かわらず、移植後 1 年以内は月一回の心筋生検、
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1 年以後は年一回の心筋生検のため入院治療を受

け、臨床的或いは心筋生検所見で拒絶反応が見ら

れた場合は、入院治療を行っている。平成 22年 7

月に臓器移植法が改正され、以降国内移植は急増

している。 

 

2. 補助人工心臓治療 

①東大病院における補助人工心臓治療 

東京大学医学部附属病院では最大限の内科治療

に抵抗性を示す重症心不全に対して積極的に補助

人工心臓治療を行っている。従来の対外設置型だ

けでなく、植込型の補助人工心臓治療を推進して

いる。現在、EVAHEART、HeartMate II、Jarvik 

2000 の 3 機種が使用可能であり、患者の体格・

臨床症状・全身状態を鑑みてデバイスを適時使い

分けている。また、デバイス選択方法や最適な患

者選択、最適な治療時期を検討しながら決定して

いる。さらに、自己心機能が改善する事によるデ

バイスの離脱も積極的に行っており、これを推進

する治療戦略を検討している。 

②協力病院における補助人工心臓治療 

東大病院における移植の発展のためには、心臓

移植待機症例の長期補助人工心臓治療は極めて重

要である。現時点では移植症例の 90％以上が補助

人工心臓ブリッジ（BTT）症例であり、ブリッジ

期間は平均 950日におよぶ。平成 23年 3月まで

は大部分のブリッジ症例に用いている保険償還可

能な東洋紡補助人工心臓は体外設置型であり、移

植まで入院治療を要した。しかし、平成 23 年 4

月以後、EVAHEART、DuraHeart、HeartMate II、

Jarvik 2000によるBTTを積極的に行い在宅治療

に移行することで、ニプロ補助人工心臓による長

期入院は減少しつつある。 

 

3. 肺高血圧治療 

肺動脈性肺高血圧症（PAH）は極めて予後不良

の疾患であったが、この 10 年の間に次々と新し

い治療薬が登場し、その治療成績は飛躍的に改善

した。現在では内服、吸入、皮下注、静注といっ

た様々な投与経路で 10 を超える薬剤が使用可能

となったが、それらの薬剤をどのタイミングで、

どのように組み合わせるのが良いのかは未だに明

らかではない。東大病院も他施設共同のレジスト

リーに参加するなどして PAH における至適医療

構築のための取組みを行っている。また、先にも

述べた通り現在東大病院は肺移植の実施施設にも

なっている。移植実施施設として、重症肺高血圧

患者の受け入れも広くおこなっている。 

 

教育 

学部教育としては夏に心臓外科と協力して M4

臨床統合講義学を行っている。内容は、重症心不

全に対する心臓移植・補助人工心臓治療を中心と

した非薬物治療を担当している。 

M3で行われる BSLでは、学生 1人が 2名の患

者を担当し、補助人工心臓診療チームと行動を共

にする。見学ではなく、積極的な参加型の実習を

目指し、術前診断・管理、手術、術後管理を一貫

した流れの中で学べるように配慮している。また

2週間のBSLの間には2単位のクルズスを担当し、

心臓移植・補助人工心臓治療・心臓再生医療に関

する基礎知識を学習する。M3 の最後に行われる

クリニカルクラークシップでは参加型実習を徹底

して、補助人工心臓チームの一員として診療に参

加して、日常的な補助人工心臓症例の創部管理や

心不全薬物治療・心臓リハビリテーション実習を

含んだ実際的な内容としている。 

 

研究 

重症心不全治療開発講座の主たる研究目的は、

本邦における末期的重症心不全症例に対して心臓

移植や機械的補助循環（LVAD等）による治療戦

略を研究し推進することである。本邦においては

末期的心不全の究極的治療法である心臓移植が極
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端なドナー心不足により 1997 年の臓器移植法成

立後も極めて少なく年間平均 10 例以下のレベル

に留まっていた。それ故、補助人工心臓（VAD）

を用いた長期心不全治療は 2年以上に亘る心臓移

植へのブリッジ治療として不可欠である。しかし

ながら現時点では体外設置型補助人工心臓である

東洋紡 VAD のみが市販製品として心臓移植のブ

リッジに保険償還可能な VAD である。それ故、

VAD 装着症例は心臓移植に到達するか死亡する

まで入院していなければならない。過去 20年間、

欧米先進国では植込型補助人工心臓が開発され、

今日では標準的なブリッジデバイスとなっている。

2002年以後欧米では、植込型補助人工心臓の適応

は心臓移植へのブリッジから心臓移植を受け皿と

しない長期在宅治療（Destination Therapy=DT）

に拡大されてきている。心臓移植が極端に限られ

ている日本だからこそ、重症心不全治療戦略に植

込型補助人工心臓の導入が不可欠である。これま

で、重症心不全治療開発講座は日本の小児心臓移

植の道を開くために、臓器移植法改正に全力を挙

げて取り組んできたが、平成 21 年７月に衆参両

議院で可決され、平成 22 年７月に施行された。

また、心臓移植へのブリッジを含めた補助人工心

臓による在宅治療推進のために、世話講座である

心臓外科と協力し、EVAHEART, DuraHeart, 

Jarvik 2000, HeartMate II などの第二世代・第

三世代の植込型補助人工心臓臨床治験を計画し取

り組んできた。現在は 4種類のデバイスいずれも

臨床使用が可能となっており（DuraHeartは平成

29年 3月までで販売中止）、病態によって使い分

けている。その他、いくつかの補助人工心臓関連

合併症（出血、血栓、右心不全、感染など）を減

少させる基礎的・臨床的研究に取り組んでいる。

以上の結果、東京大学医学部附属病院においては

この数年間に末期的重症心不全治療は格段に進歩

した。 
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月着任）、北芳博 特任准教授（平成 23 年 6 月着

任）、徳岡涼美 特任助教（平成 23 年 6 月着任）

の 3 名でスタートし（平成 25 年 12 月に北芳博は

医学系研究科ライフサイエンス研究機器支援室准

教授に異動）、平成 26 年 4 月には、徳舛富由樹 特

任准教授が、平成 30 年 5 月には、小田吉哉 特

任教授が着任しました。この他、客員研究員（ 2 名）、

研究補佐（ 2 名）、大学院生（1 名）により研究活

動等を行いました。 

 

教育 

リピドミクス講座では、以下の学部生講義およ

び大学院生向けの講義等を担当しました。 

・学部講義：「生理活性脂質（清水）」「脂質と生体

膜（北）」 

・医科学修士講義：「プロテオーム・メタボローム

（北）」 

・博士講義（医学共通講義）：「質量分析の原理と

応用（北）」 

 

研究 

リピドミクス講座では、最新の質量分析技術の

開発を通して、脂質代謝を基盤とする生命現象や

疾患メカニズムの解明に取り組んでいます。具体

的には、以下に示すようなテーマについて研究を

行なっています。 

脂質メディエーターの高感度一斉定量解析技術の

開発と応用 

プロスタグランジンやロイコトリエンなどのエ

イコサノイド（アラキドン酸代謝物）に代表され

る脂肪酸系の生理活性脂質、血小板活性化因子

（PAF）に代表されるリゾリン脂質系生理活性脂

質など、多数の脂質メディエーターが疾患や生理

に関わる分子として注目されています。疾患等の

メカニズムの研究において、既知の脂質メディエ

ーター群の包括的定量解析は仮説に基づかない発

見的手法として有効であると同時に、脂質メディ

エーター群の量的なバランス「定量的脂質メディ

エータープロファイル」が、病態を特徴づけるパ

ラメータとして有用です。私たちはこれまで
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LC-MS 法による脂質メディエーターの高感度一

斉定量法を独自に開発してきましたが、さらに高

感度に、より多くの成分を、より短時間で一斉定

量解析することにより、大規模臨床検体解析やハ

イスループットスクリーニングに対応可能な技術

として確立することを目指しています。 

脂質バイオマーカー探索法の開発と応用 

LC-MS 法による未知の生理活性脂質や脂質バ

イオマーカー探索においては、クロマトグラフィ

ー手法による脂質分離と、質量分析計による検出

～同定解析（MSn解析、精密質量分析、等）を高

度に融合させる必要があります。分析装置メーカ

ーとの協働により、脂質のクロマトグラフィー分

離の抱える問題点（多数の分離困難な脂質が存在）

の解決をはかると同時に、LC-MS における検体

間の差分解析および特徴抽出技術の開発、データ

ベースとリンクした測定システムの構築を目指し

ています。 

臨床検体からの脂質解析基盤技術の開発と応用 

血液、尿、便、バイオプシー試料などのヒト臨

床検体を対象としたリピドミクス解析は、動物実

験と比べて個人差によるデータのばらつきが大き

く、試料の採取・保存の条件が必ずしもリピドミ

クス解析に最適化されていないことが問題です。

我々は、リピドミクス解析に供する臨床試料の取

り扱い技術を開発し、実用性の高いリピドミクス

解析手法の創出に取り組んでいます。 

脂質代謝解析法の開発 

シンプルなリピドミクス解析により膨大な脂質

プロファイルデータが得られますが、それだけで

は脂質代謝経路（パスウェイ）の状態を知るには

不十分です。代謝流量（生成・分解の速度）の変

化が必ずしも代謝物の静的な量に反映されないた

めです。この問題を解決するために、安定同位体

を用いたメタボリックラベリング法を細胞や個体

のリピドミクス解析に応用するための技術基盤の

開発に取り組んでいます。 

マウス疾患モデルを用いた脂質バイオマーカー／

脂質メディエーター探索 

生活習慣病を含む各種疾患のマウスモデルの解

析に最新のリピドミクス技術を応用して、脂質バ

イオマーカー探索を行います。各種遺伝子欠損マ

ウス、遺伝子導入マウスを用いた比較解析も併せ

て実施することで、重要な脂質マーカー、脂質メ

ディエーター、および脂質代謝プロファイルの発

見を目指しています。 

新規脂質メディエーター代謝経路の探索 

これまで、脂質メディエーターの代謝は、産生

酵素や分解酵素の研究により主要な経路が明らか

にされていますが、生体内には、組織や細胞種に

特異的な脂質メディエーター代謝経路が存在する

可能性があります。実際、私たちは、遺伝子欠損

マウスの解析から従来の知見とは異なる新たな脂

質メディエーターの産生経路の存在を示唆するデ

ータを得ています。培養細胞や動物モデルに対し、

新たなリピドミクス技術を用いることで、新規脂

質代謝経路の存在とその意義を明らかにします。 

熱帯熱マラリアの脂質プロファイルとエネルギー

リサイクリング機構の解析 

マラリアは毎年 50 万人近くの犠牲者を出す世

界 3 大感染症の一つですが、薬剤耐性という大き

な問題を抱えており、新規薬剤開発が急務です。

我々は、脂質分子プロファイリングと高解像度バ

イオイメージング、生物物理学的解析を組み合わ

せ、生化学的に解明することが困難な寄生虫タン

パク質輸送に関わる膜システムの形成機構と膜物

性、それらに依存する寄生虫タンパク質の分子局

在のバイオロジー、そして様々な環境（ヒトや蚊

の体内）を行き来する寄生虫のエネルギー再利用

メカニズムを解明します。 
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沿革と組織の概要 

音声病態分析学講座は、マツダ株式会とＭＫＩ

（三井情報）株式会社の出資により、平成 26年 9

月に社会連携講座として設置された［設立時の協

力講座：生体管理医学講座 救急医学（矢作直樹 教

授）］。平成 29 年 9 月からはマツダ株式会とＰＳ

Ｔ株式会社からの出資により運営されている。［協

力講座：生体管理医学講座 麻酔科学（山田芳嗣 教

授）］。 

本講座は救急医療を必要とする人が適時適切な

救急医療に到達できる、安心安全な社会を構築す

るため、音声病態分析を確立し、日常生活におけ

る疾病の発症以前（未病）状態から疾病発症時ま

での救急医療へのアプローチ等を支援する仕組み

を構築することを目的としている。 

一般に医師は患者の声の質的な変化を聞き分け

病状を推察するが、音声病態分析技術とは患者の

音声からその病態を可視化し、診断・治療・予防

に役立てようとする技術のことである。この技術

を学問体系化し、これまであまり省みられなかっ

た音声という生体情報を用いて病気を見える化し

ようとするのが音声病態分析学である。 

教員構成は、徳野慎一 特任准教授（平成 26年

9月着任）、光吉俊二 特任講師（平成 26年 12月

～平成 29年 8月）、中村光晃 特任助教（平成 29

年 9月着任）および特任研究員 1名と客員研究員

2名である。 

教育 

光吉俊二 特任講師が工学部で音声病態分析技

術の概説とその基礎となる音声感情認識技術につ

いて講義を行っている。 

 

研究 

音声には言語成分のような随意的な成分と主と

して自律神経由来の不随意な成分が含まれる。こ

の不随意成分をパターン化し評価することで話者

の感情を認識する音声感情認識技術は既に確立さ

れている。本講座では、この技術をさらに発展さ

せた音声から心の健康度（うつ傾向・躁傾向）を

計測する音声病態分析技術の医学的妥当性の評価

と社会実装に向けた研究を行っている。また、こ

の技術をさらに発展させ他の疾患への応用を試み

ている。 

 音声によるうつ度評価の医学的検証と社会

実装に向けた研究 

1) 健常者と患者の音声比較 

現在のところ、2 週間程度の長期の音声を

取ることで、患者と健常者の声をほぼ識別す

ることが可能となった。今後、さらに症例数

を増やし詳細に検討する。 

2) スマートフォンを用いた音声による健康状
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態のモニタリングに関する研究 

 社会実装研究として、ボランティアによる

長期利用の前向き研究を実施中。 

3) 音声によるストレスチェックの産業衛生現

場への導入 

 社会実装に向けた研究として、実際の産業

衛生の場面での使用に向けた研究を実施中。 

4) 他言語での検証 

 日本語以外の言語での有用性を確認する

ため、外国語の音声データベースや諸外国と

の共同研究を実施中である。 

5) 多施設共同研究によるより詳細な検討 

 技術の堅牢性評価のため、多施設での共同

研究を実施中である。 

 音声病態分析技術のストレス・うつ病以外へ

の応用 

 出資企業であるＰＳＴ株式と共同研究を

実施中である。 

1) 睡眠時無呼吸症候群 

 患者の覚醒時の音声および入眠中のいび

きの解析による、睡眠時無呼吸症候群におけ

る睡眠の質の計測に関する研究を行ってい

る。 

2) その他の疾患への応用 

 現在、精神疾患（大うつ病、双極性障害）、

神経疾患（パーキンソン病）、認知症（含；

アルツハイマー病）、口腔外科疾患（舌癒着

症）などについて、研究を実施中である。 

 自動車の運転が心の健康に及ぼす影響に関

する研究 

 出資企業であるマツダ株式会社と共同研

究を実施中である。 
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沿革と組織の概要 

本講座は患者に「我慢させない療養生活」を実

現し人々の健康を早期に取り戻すために、臨床現

場を基軸とし、高度な看護技術を創生する学問領

域を発展させることを目的に、東京大学大学院医

学系研究科社会連携講座として2012年12月に開

設された。 

看護技術発展における課題として、大学で行う

研究と臨床現場で行われている看護技術との乖離

があげられる。つまり、大学では研究を通して看

護の発展に寄与する方策を持っていても、病院か

ら離れているためにそれを還元することや臨床の

ニーズを把握することが困難な場合がある。一方

で病院では、新しい技術の創生が、看護師の経験

に依存する傾向があり、科学的プロセスを経た開

発は極めて限定されてきた。看護師が臨床で業務

をこなしながら研究ができるような、人材の育成

や支援体制は十分といえない点も挙げられる。 

これらの課題を解決し、さらなる看護技術の進

化をめざし、テルモ株式会社の協力のもと、老年

看護学／創傷看護学分野、看護部、糖尿病・代謝

内科を協力講座とする社会連携講座が、病院内に

設置された。病院の看護部、診療科、大学院看護

学専攻が協力してチーム医療・研究を推進する、

日本の新たな研究基盤のモデルを構築する。そし

て実践の場のニーズにあった、新しい看護をスピ

ーディーに世界に発信することを目指して取り組

む。2015年 12月からは、パラマウントベッド株

式会社の協力も得て、両社との共同研究を推進し

ている。 

講座構成員は、村山陵子特任准教授、阿部麻里

特任助教、田邊秀憲客員研究員（テルモ株式会社）

である。 

また、平成 29 年 4 月に東京大学大学院医学系

研究科附属グローバルナーシングリサーチセンタ

ー（Global Nursing Research Center: GNRC）

が開設された。本講座教員は GNRC のケアイノ

ベーション創生部門、クリニカルナーシングテク

ノロジー分野を兼担し、異分野融合型イノベーテ

ィブ看護学研究の推進、およびケアイノベーショ

ンを先導できる若手看護学研究者育成に貢献した。 

 

教 育 

研究指導として、老年看護学／創傷看護学分野
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の大学院生の研究計画について、演習・実習を通

して指導協力を行った。 

学部、大学院の講義の一部を老年看護学／創傷

看護学分野とともに担当した（健康支援実習、老

年看護学特論Ⅰ、創傷看護学特論Ⅰ）。 

平成 29 年度の博士論文の実績は以下の通りで

ある（1題）。 

“ Interventional study by bundle care to 

reduce mechanical irritation for prevention of 

peripheral intravenous catheter failure” 

GNRCが主催する博士研究員、研究者を対象と

したセミナーの看護トランスレーショナルリサー

チについての講義を担当した（看護理工学入門セ

ミナー、ハンズオンセミナー）。 

 

研 究 

講座では臨床現場に立脚した新しい看護技術

を開発し、患者さんの「我慢させない療養生活」

の確立をめざしている。臨床現場のニーズを把握

し、病態生理に基づくメカニズム解明を進め、看

護技術や医療機器を開発し臨床現場に還元してい

くという、看護トランスレーショナルリサーチを

推進している。東京大学医学部附属病院看護部と

の共同研究により、輸液療法における点滴トラブ

ルの実態調査をベースとして、点滴トラブルの予

防を目指したエビデンスに基づく看護技術への介

入研究、また、早期発見を目指した感温フィルム

の開発、実装に向けての人を対象とした臨床研究

へと進めている。 

看護部のキャリアラダーシステムの中で、看護

師に対する研究指導を行った。この中で、静脈穿

刺針に関する研究を実施している。 

研究のコンサルテーションや論文執筆指導を

行い、看護師の研究の推進を図っている。また、

研究に必要な知識や技術を看護師に提供するため、

大学院の協力を得て勉強会を企画した。 

以下、本講座で平成 29 年度に実施された主な

研究テーマを挙げる。 

・点滴トラブルのメカニズムの解明 

・点滴トラブルを予防する静脈留置カテーテル

の開発 

・血管外漏出の早期発見を目指した感温フィル

ムの評価 

・超音波検査装置を用いた静脈カテーテル留置

技術向上のプログラム開発 

 

その他、協力講座の専門領域の研究テーマであ

る車椅子アスリートの褥瘡に関する研究を行った。 

 

なお、これらの研究活動のうち、下記のテーマ

について受賞している。 

第 26 回日本創傷・オストミー・失禁管理学

会 最優秀会長賞（2017 年 6 月）。パクリタ

キセル・カルボプラチン療法における末梢点

滴刺入部の皮下組織の特徴。 
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ホームページ http://webpark1902.sakura.ne.jp/wp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

ヘルスサービスリサーチ講座は、超高齢社会に

おける持続可能な医療の実現に向けて、臨床医

学・疫学・医療経済等の学際領域であるヘルスサ

ービスリサーチを発展させるとともに、ヘルスサ

ービスリサーチに関わる研究者やアナリストの人

材育成を目的として、株式会社ツムラの出資によ

り社会連携講座として平成 28 年 4 月に開設され

た。協力講座は、臨床疫学・経済学講座（康永秀

⽣教授）と呼吸器内科学（⻑瀬隆英教授）である。 

設立時の構成教員は、城 大祐 特任准教授（平

成 28 年 4 月着任）、道端伸明 特任助教（平成 28

年 4 月着任）、笹渕裕介 特任助教（平成 28 年 4

月着任）の 3 名である。平成 29 年の構成教員は、

城と道端の 2 名であった。 

 

教育 

ヘルスサービスリサーチ講座では、協力講座の

臨床疫学・経済学講座にて行われる公共健康医学

専攻学生の講義や指導のサポートを行った。また、

協力講座の呼吸器内科学の学部学生の系統講義の

一部を担っている。 

・公共健康医学専攻学生の講義（臨床疫学・経済

学演習）のサポート；城、笹渕、道端 

・公共健康医学専攻学生の指導；城、笹渕、道端 

・東京大学医学系研究科大学院生（呼吸器内科学、

呼吸器外科学）の指導：城、笹渕、道端 

・医学部系統講義：「間質性肺疾患と膠原病肺」；

城 

 

研究 

ヘルスサービスリサーチとは、疾患の疫学や医

療技術の効果等に関する臨床疫学研究から、医療

サービスの構造・プロセス・アウトカム分析、医

療の質評価、医療経済分析、医療サービス資源配

分や財政分析に至るまでを幅広くカバーする学際

的領域である。本講座は大規模データベースを用

いて以下の研究課題に取り組んでいる。 

(1)呼吸器疾患を中心とした各種疾病の臨床疫

学研究 

(2)⻄洋医学・漢方医学を含めた多くの要素技術

に関する効果分析、医療経済分析 

(3)超高齢化による人口動態変動と医療サービ

ス必要量に関する分析 

(4)医療従事者、医療施設・設備等の医療サービ

ス資源の効率的配分に関する分析 

具体的には、以下に示すような研究をおこない

論文報告した。 

1) 増悪入院した慢性閉塞性肺疾患患者の在院死亡

リスクを予測するためのノモグラムの作成 

COPD 患者はしばしば増悪を起こし、入院治療

を必要とすることもあり死亡率の増加にも関連し
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ている。これまでに COPD 増悪による死亡率につ

いては報告されてきたが、個々の在院死亡率を予

測するには情報が限られていた。そのため、本研

究では日本の入院患者データベースを用いて入院

時の患者背景から在院死亡率を予測するノモグラ

ムを作成することを目的とした。 

COPD 増悪によって入院し 2010 年 7 月から

2013 年 3 月の間に退院した患者を後ろ向きに解

析した。ロジスティック回帰分析によって在院死

亡率に関連する因子を検証し、それらの因子を用

いて在院死亡率を予測するノモグラムを作成した。 

解析対象者は 3,064 人、在院死亡者は 209 人（在

院死亡率 6.8％）だった。高い死亡率は高齢、男

性、BMIが低いこと、意識障害、呼吸困難症状の

強さ、機械的人工呼吸の使用歴、肺炎を併発して

いること、喘息を併発していないことと関与して

いた。これらの因子を用いて在院死亡率を予測す

るノモグラムを作成した。Concordance index は

0.775 であり、Bootstrap 法を用いて Internal 

validation を行い calibration plots を作成したと

ころ、予測される在院死亡率とよく一致していた。 

COPD 増悪によって入院した患者の在院死亡

率を予測するノモグラムを作成した。このノモグ

ラムは臨床医がより良い治療を行う助けとなり、

また、患者及びその家族に適切な情報を伝えるた

めに役立つと考える。 

2) 気管支喘息発作にて入院した患者の予後予測ノ

モグラムの検討（文献 52） 

気管支喘息発作は救急外来受診や入院を要し、

時に致死的な疾患である。しかし入院を要する気

管支喘息発作の予後を予測する因子の知見は限ら

れており、入院患者の予後を予測する方法は現在

までに知られていない。そこで我々は本邦の入院

患者データベースを用いて、気管支喘息発作にて

入院した患者の臨床的特徴と入院中死亡に関連す

る因子を調査し、入院中死亡を予測するノモグラ

ムを作成した。 

本邦の DPC データベースを用いて 2010 年 7

月から 2013 年 3 月までに気管支喘息発作にて入

院した患者のデータを後ろ向きに収集した。患者

背景を調査し、Cox比例ハザード解析を用いて全

ての原因の入院中死亡に関連する因子を検討した。 

総患者数は 19,684 人、平均年齢は 58.8歳(標準

偏差 19.7 歳)、入院日数の平均値は８日（四分位

範囲 5–12 日）、入院中死亡は 118 名（0.6％）で

あった。高い入院中死亡率に関連する因子は高齢、

男性、意識低下、肺炎および心不全の併存であっ

た。これらの入院時の変数を使用してノモグラム

を作成した。結果に基づいた calibration plot は

妥当であり、このノモグラムにより入院中死亡の

確率を予測可能と言えた。 

今回我々が作成したノモグラムにより、気管支

喘息発作にて入院した患者個人の入院中死亡が予

測可能であった。 

3) 小細胞肺がん、とくにリンパ節転移症例の最適

な術後の治療戦略は明らかでない。我々はリン

パ節転移を伴う術後小細胞肺がんに対する化学

療法と化学放射線療法を比較した。 

DPC データベースを用いて、2010 年 7 月から

2015 年 3 月までの N1 と N2 リンパ節転移のある

小細胞肺がん症例を抽出した。年齢、性別、併存

疾患、手術時の TNM 分類、手術法、化学療法薬

剤、入院中の放射線治療、退院状況を検討した。

Cox回帰分析を用いて、化学療法と放射線化学療

法の無再発生存期間を比較した。 

無増 悪 生存期間 の 中央値は 、 化 学 療法群

（n=489）と放射線化学療法群（n=75）でそれぞ

れ、1,146 日（95％信頼区間 885-1407）と 873

日（95％信頼区間 464-1,282）であった。患者背

景で調整したのちには 2つの治療法に差はみられ

なかった（ハザード比  1.29、  95％信頼区間 

0.91-1.84）。 

N1、N2 リンパ節転移を伴う小細胞肺がん患者

において化学療法と放射線化学療法とで無再発生
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存期間に有意な差を認めなかった。無作為盲検試

験が必要と考えられた。 

引き続き、大規模データベースを用いた様々分

析を進めている。 
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Y, Matsui H, Fushimi K, Nagase T. 

Prognostic nomogram for inpatients with 

asthma exacerbation. BMC Pulm Med. 

2017;17(1):108. 
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社会連携講座 

スキンケアサイエンス 
 

特 任 准 教 授  

峰松健夫 

特 任 講 師  

玉井奈緒 

 

ホームページ http://skincarescience.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

 社会連携講座スキンケアサイエンスは、サラヤ

株式会社の協力を得て、平成 29 年 2 月 1 日に開

講された教室である。老化や疾患等の影響により

機能が低下した脆弱な皮膚に対し、生理学的な状

態を評価し、改善する看護技術の開発を目的とし、

看護学研究における生物学的基礎研究に積極的に

取り組んでいる。 

 平成 29 年度構成員は、特任准教授 1、特任講師

1 である。 

 

教育 

学部の講義の一部を老年看護学/創傷看護学分

野とともに担当した。担当した講義は以下のとお

りである。 

「看護学概論 2」（1—2 年次 A セメスター） 

「老年看護学」（3 年次 A2 ターム） 

「老年看護学Ⅱ」（4 年次 S1 ターム） 

「老年看護学実習」（4 年次 S2 ターム） 

大学院の講義の一部を老年看護学/創傷看護学

分野とともに担当した。担当した講義は以下のと

おりである。 

「老年看護学特論Ⅰ」（S1 ターム） 

「創傷看護学特論Ⅰ」（S2 ターム） 

また研究指導として、老年看護学/創傷看護学分

野の大学院生の研究について、演習・実習を通し

て指導協力を行った。 

平成 29 年度の修士論文の実績は以下の通りで

ある（1 題）。 

 “Prediction of healing in Category I pressure 

ulcers by skin blotting with a lymphangio-

genesis marker, vascular endothelial growth 

factor C: A pilot study” 

 

研究 

 当研究室では、我々が日常的に直接見て触るこ

とのできる臓器である皮膚から見た、健康を守る

ための看護ケアを中心に研究を行っている。特に、

看護理工学の考えに基づき、臨床上の課題を抽出

し、そのメカニズムを基礎的に検討し、明らかに

なった問題に介入するための機器開発ならびに評

価を行うという一連のトランスレーショナル・リ

サーチに取り組んでいる。 

また、特任准教授は医学系研究科附属グローバ

ルナーシングリサーチセンター ケアイノベーシ

ョン創成部門 バイオロジカルナーシング分野を

兼任し、看護学研究における分子生物学的アプロ

ーチの方法論の確立と普及に努めている。 
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医学系研究科附属グローバルナーシングリサー

チセンターが主催する看護理工学入門セミナーで

は、特に臨床の看護現場で直面する課題に対して、

包括的思考に加えて、分析的思考に基づく生理学

や分子生物学的な手法および臨床での応用につい

て、学内外の多くの看護学研究者、臨床看護師に

教授した。さらに本入門セミナー受講者のうち、

希望者に対して、看護理工学ハンズオンセミナー

を行い、質的スケッチ技法や分子生物学的実験方

法の具体的な手法の実践指導を行った。 

本講座で平成 29 年度に実施された主な研究テ

ーマを以下に挙げる。中でも、創面ブロッティン

グ法を用いた創傷アセスメント技術は、サラヤ株

式会社と共同して取り組んでおり、平成 30 年度

の実用化に向けて、具体的な製品仕様を検討して

いる状況である。また、車椅子アスリートの褥瘡

ケアの取り組みを通して、東京 2020 パラリンピ

ックへの貢献も行っている。 

・スキンブロッティング法を用いた低侵襲スキ

ンアセスメント技術の開発 

 皮膚バリア機能の評価 

 足白癬の同定 

 脱水症の同定 

・創面ブロッティング法を用いた創傷アセスメ

ント技術の開発と実用化に向けた取り組み 

 褥瘡治癒の予測 

 バイオフィルムの同定 

・スカルプケアサイエンスに関する研究 

 男性型脱毛症の早期発見と予防 

 抗癌剤性脱毛症の頭皮生理機能の変化 

 医療用ウィッグの効果検証 

・車椅子アスリートの褥瘡ケアに関する研究 

 車椅子アスリートの皮膚の実態 

 競技中の体圧変化と皮膚変化の関連 

・皮膚再生医療に関する研究 

 表皮微細構造を再生する足場素材の開発 

また、創傷看護学の分野で世界的な権威である

Curtin University（オーストラリア）の Keryln 

Carville 教授との国際的共同研究として、スキン

テアの予測・予防法の開発に取り組んでいる。 

なお、これらの研究活動のうち、下記のテーマ

について受賞している。 

・第 26 回日本創傷・オストミー・失禁管理学会

学術集会 学術論文優秀賞 

Hori N, Tamai N, Noguchi H, Nakagami G, 

Sugama J, Mori T, Sanada H．Development and 

assessment of air mattress with independent 

air cell pressure control responsive to interface 

pressure distribution.日本創傷・オストミー・失

禁管理学会誌，20巻 3号：300-309，2016. 

・The Best Presentation Award．21st East Asian 

Forum of Nursing Scholars & 11th 

International Nursing Conferences  

Sari WD, Minematsu T, Yoshida M, Sanada H．

Skin blotting as a measure of albumin and 

nerve growth factor β can predict presence 

pruritus among elderly population. Seoul 

(Korea), 2018/1/11-12. 

 

出版物等 

 

1. Uehata Y, Yoshida M, Yabunaka K, 

Minematsu T, Tamai N, Sugama J, Sanada H. 

Relationship of skin hardness of the temporal 

region to nutritional status. Journal of 

Nursing Science and Engineering. 2017;4(1):

49-57. 

2. Nakagami G, Schultz G, Gibson DJ, Phillips 

P, Kitamura A, Minematsu T, Miyagaki T, 

Hayashi A, Sasaki S, Sugama J, Sanada H. 

Biofilm detection by wound blotting can 

predict slough development in pressure 

ulcers: a retrospective observational study. 

Wound Repair and Regeneration. 2017;25(1):

131-8. 

3. Tamai N, Minematsu T, Tsunokuni S, Aso K, 

Higashimura S, Nakagami G, Sanada H. 
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Detection of albumin using skin blotting as a 

measure of skin barrier function. Journal of 

Nursing Science and Engineering. 2017;4(2):

116-20. 

4. Nozawa K, Tamai N, Minemtsu T, Kitamura 

A, Saegusa M, Amaike K, Sanada H. 

Situation of occurrence and morphological 

characteristics of peressure ulcers among 

inpatients with mental illness. Journal of 

Japanese Society of Wound, Ostomy, and 

Continence Management. 2017;21(1):10-24. 

5. Minematsu T, Nakagami G, Mugita Y, Tamai 

N, Sanada H. Development of a distribution 

analysis method for metalloproteinase 

activity by combining wound blotting and 

zymography techniques：A pilot study in mice. 

Journal of Nursing Science and Engineering. 

2018;5(1):58-64. 

6. Takahashi T, Murayama R, Tanabe H, Tamai 

N, Yabunaka K, Sanada H. Observational 

study at the time of peripheral venous 

catheter placement using the ultra-

sonography and qualitative sketching 

method. Journal of Nursing Science and 

Engineering. 2018;5(1):2-11. 
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イメージング看護学 
 

特任准教授  

藪中幸一 

特任講師  

吉田美香子 

特任助教  

松本勝 

共同研究員  

半田真弓、苅部樹彦 

 

ホームページ /http://www.imagingnursing.m.u-tokyo.ac.jp/index.html 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は患者に「安全安心で快適な療養生活」

の実現を目指して、イメージング技術を基盤とす

る看護ケアの実態調査、看護技術の提案、評価ま

でのトランスレーショナルリサーチを実践し、ケ

アシステムの開発と臨床現場への適用を目的に、

東京大学大学院医学系研究科社会連携講座として

2017年 4月に開設された。 

具体的には、(1)看護ケアをサポートする超音波

技術支援システムの開発(2)診療の補助のための

イメージング技術を用いた遠隔サポートシステム

の開発(3)看護における新たなイメージング手法

によるイノベーション技術開発を予定している。 

これらの課題を解決し、さらなる看護技術の進

化をめざし、富士フイルム株式会社の協力のもと、

老年看護学／創傷看護学分野を協力講座とする社

会連携講座が設置された。これは世界に類を見な

い超高齢社会を先導する日本の看護学において、

臨床現場に立脚したイメージング看護技術を確立

し、いち早く世界に発信することを目指して取り

組む。 

講座構成員は、藪中幸一特任准教授、吉田美香

子特任講師、松本勝特任助教、半田真弓・苅部樹

彦共同研究員（富士フイルム株式会社）である。

また、特任准教授は医学系研究科附属グローバル

ナーシングリサーチセンター ケアイノベーショ

ン創成部門 ビジュアライズナーシング分野を兼

任し、看護学研究におけるイメージング看護技術

の確立と普及に努めている。 

 

教育 

研究指導として、老年看護学／創傷看護学分野

の大学院生の研究計画について、演習・実習を通

して指導協力を行った。学部、大学院の講義の一

部を老年看護学／創傷看護学分野とともに担当し

た（創傷看護学特論 I、保健学実習）。 

平成 29 年度の修士論文の実績は以下の通りで

ある（1題）。 

“ Fecal distribution changes using colorectal 

ultrasonography in elderly patients with physical and 

cognitive impairment at long-term care facilities: A 

longitudinal observational study.” 

医学系研究科附属グローバルナーシングリサー

チセンターが主催する看護理工学入門セミナー 
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では、特に臨床の看護現場で直面する課題に対し

て、イメージング看護技術を学内外の多くの看護

学研究者、臨床看護師に教授した。さらには、本

入門セミナー受講者の中で、ハンズオンセミナー

を希望する者に対して、看護に有益な超音波技術

の実践指導を行った。 

外部向けの啓発講義・演習では、福岡県看護協

会・京都橘大学 看護教育研修センター・静岡県

立静岡がんセンターで行われた皮膚・排泄ケア認

定看護師教育課程の講義を担当した。日本看護協

会・看護研修学校では認定看護師教育課程の講義

をおこなった。また、ノッテンガム大学で行われ

たサマースクールで講義を担当した。 

 

研究 

本講座では、超音波技術を用いた看護アセスメ

ント技術の開発を行い、臨床の現場に直結するイ

メージング看護学の研究を推進することにある。

そのために、超軽量、高画質、広帯域な周波数に

よる汎用型携帯型超音波装置を開発する。さらに、

画像解析による看護アセスメントコーチングソフ

トを開発し、特別な技術を要することなく看護師

のアセスメント支援を実施している。 

 具体的には、日本医療研究開発機構の研究で研

究開発課題名“アドバンスドな看護技術を導入し

た在宅・施設療養者の「食べること」「排便するこ

と」を支える多職種連携システムの構築”におい

て下記の研究を実施した。 

１） 摂食嚥下を支える在宅・介護施設―病院間多

職種連携システムの開発と評価 

２） 排便を支える在宅・介護施設―病院間多職種

連携システムの開発と評価 

その他には、超音波装置を使用した排尿自立支

援ソフトの開発、超音波装置を使用した深部褥瘡

の評価を実施した。また、研究に必要な知識や技

術を看護師に提供するため、大学院の協力を得て

超音波セミナーを企画した。 

なお、これらの研究活動のうち、下記のテーマに

ついて受賞している。 

・第 5 回看護理工学会 奨励賞（2017年 10月）. 

意識障害のある寝たきり高齢者における 24 時間

の睡眠評価とバイタルサインズのモニタリング.  

・第 5 回看護理工学会 奨励賞（2017年 10月）. 

New quantitative indicators of evaluating the 

skin care regimen for older adults with dry skin 

by using the digital image analysis. 

・第 26 回日本創傷・オストミー・失禁管理学会

学術集会 会長賞（2017年 6月）.パクリタキセ

ル・カルボプラチン療法における末梢点滴刺入部

の皮下組織の特徴.  

 

出版物等 
 

1. Yabunaka K, Matsumoto M, Yoshida M, 

Tanaka S, Miura Y, Tsutaoka T, H, a M, 

Nakagami G, Sugama J, Sanada H. 

Assessment of rectal feces storage condition 

by a point-of-care pocket-size ultrasound 

device for healthy adult subjects: a 

preliminary study. Drug Discoveries and 

Therapeutics. 2018;12(1): 42-6. 

2. Miura Y, Nakagami G, Yabunaka K, Tohara 

H, Noguchi H, Mori T, Sanada H. A 

Randomized Controlled Trial to Investigate 

the Effectiveness of the Prevention of 

Aspiration Pneumonia Using Recommenda-

tions for Swallowing Care Guided by 

Ultrasound Examination. Healthcare. 6(1), 

15, 2018. 

3. Komagata K, Yabunaka K, Nakagami G, 

Ikeda M, Takehara K, Takemura Y, Sanada 

H. Confirming the placement of nasogastric 

tubes by hand-carried ultrasonography 

device. Journal of Nursing Science and 

Engineering. 5 (1): 52-57, 2018. 

4. Matsumoto M, Ogai K, Aoki M, Urai T, 

Yokogawa M, Tawara M, Kobayashi M, 

Minematsu T, Sanada H, Sugama J. Changes 
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in dermal structure and skin oxidative stress 

in overweight and obese Japanese males 

after weight loss: a longitudinal observation 

study. Skin Research and Technology. 

24(3):407-416, 2018. 

5. Matsumoto M, Ogai K, Ohashi R, Tanaka K, 

Aoki M, Kobayashi M, Sugama J. Influences 

of different methods of cleaning agent 

removal on the effectiveness of skin dirt 

removal. Journal of Nursing Science and 

Engineering. 5(1):22-30, 2018. 

6. Ogai K, Matsumoto M, Dai M, Aoki M, 

Kobayashi M, Maeba H, Uchide K, Sugama J. 

Comparative study on high-frequency 

ultrasonography and histological structure of 

the skin: Relationship between collagen/

elastin content and echogenicity, Journal of 

Nursing Science and Engineering. 5(1):65-73, 

2018. 

7. Ogai K, Matsumoto M, Aoki M, Ota R, 

Hashimoto K, Wada R, Kobayashi M, 

Sugama J. Wash or wipe? A comparative 

study of skin physiological changes between 

water washing and wiping after skin 

cleaning. Skin Res Technol. 23(4):519-524, 

2017. 

8. Takahashi T, Murayama R, Oe M, Nakagami 

G, Tanabe H, Yabunaka K, Arai R, 

Komiyama C, Uchida M, Sanada H. Is 

thrombus with subcutaneous edema detected 

by ultrasonography related to short 

peripheral catheter failure? a prospective 

observational study. J Infus Nurs. 40(5):313-

322, 2017. 

9. Iuchi T, Kobayashi M, Tsuchiya S, Ohno N, 

Dai M, Matsumoto M, Ogai K, Sato A, 

Sawazaki T, Miyati T, Tanaka S, Sugama J. 

Objective assessment of leg edema using 

ultrasonography with a gel pad. PLoS One. 

2017 Aug 9;12(8):e0182042. 

10. Yatake H, Sawai Y, Nishi T, Nakano Y, 

Nishimae A, Katsuda T, Yabunaka K, Takeda 

Y, Inaji H. Accuracy assessment methods of 

tissue marker clip placement after 11-gauge 

vacuum-assisted stereotactic breast biopsy: 

comparison of measurements using direct 

and conventional methods. Breast Cancer. 

24(4): 593-600, 2017. 

11. Yoshida M, Igawa Y, Higashimura S, Suzuki 

M, Niimi A, Sanada H. Translation and 

reliability and validity testing of a Japanese 

version of the Intermittent Self-

Catheterization Questionnaire among 

disposable and reusable catheter users. 

Neurourol Urodyn. 36(5):1356-1362, 2017. 

12. Uehata Y, Yoshida M, Yabunaka K, 

Minematsu T, Sugama J, Sanada H. 

Relationship of skin hardness of the temporal 

region to nutritional status. Journal of 

Nursing Science Engineering. 4(1): 49-57, 

2017. 

13. 松本勝，田中志保，藪中幸一，吉田美香子，

蔦岡拓也，半田真弓，仲上豪二朗，三浦由佳，

須釜淳子，岡田晋吾，太田秀樹，真田弘美. 超

音波検査法による直腸貯留便の性状と量の評

価を試みた高齢患者の 3 例. 日本老年医学会

雑誌. In press. 2018 

14. 高橋 聡明, 村山 陵子, 田邊 秀憲, 玉井 奈

緒, 藪中 幸一, 真田 弘美. 超音波検査とス

ケッチ技法を用いた末梢静脈カテーテル留置

時の観察研究 . 看護理工学会 . 5(1): 2-11, 

2018. 

15. 浦井珠恵，松本勝，井内映美，小林正和，西

村誠次，須釜淳子. エアマットレス使用時の

枕のあて方が上肢・胸部の筋の硬さと自覚症

状に及ぼす影響. Journal of Wellness and 

Health Care. 42 (2): 151-158, 2017. 

16. 正源寺美穂, 池永康規, 小西あけみ, 湯野智

香子, 中田晴美, 新多寿, 西野昭夫, 吉田美香

子. 脳卒中患者に対する急性期病院から回復

期リハビリテーション病棟への継続的排尿自

立支援の効果. 日本創傷・オストミー・失禁

管理学会誌．21(4):304-312, 2017. 

17. 青木未来, 光村実香, 松本勝, 須釜淳子.  ウ
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ォーキング教室を介した地域密着型健康増進

活動の取り組み－ 活動の振り返りと今後の

支援の在り方－ , 看護実践学会誌 . 30(1): 

56-65, 2017. 
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認知症先進予防治療学講座 
 

特 任 准 教 授  

橋本唯史 

特 任 助 教  

井原涼子 

 

ホームページ http://www.neuropathology.m.u-tokyo.ac.jp 

 

 

沿革と組織の概要 

認知症先進予防治療学講座は、小林製薬株式会

社の出資により、平成 29 年 7 月に設置された社

会連携講座です。協力講座を神経病理学分野（岩

坪威教授）とし、設置時の教員構成は、橋本唯史

特任准教授、井原涼子特任助教の 2名でスタート

し、小林製薬より伊澤大介博士が共同研究員とし

て参加されました。 

超高齢化社会を迎えた現代、アルツハイマー病

をはじめとする高齢者認知症の克服は、人類喫緊

の課題ですが、未だ認知症のメカニズムに即した

治療薬はなく、解決の目処は立っていません。認

知症先進予防治療学講座では、認知症の分子レベ

ルの病態解明と臨床評価法の開発を並行して進め

ることにより、認知症の新規予防・治療標的を同

定し、薬剤や機能性食品による認知症の予防・進

行遅延法の確立を目指しています。さらに、本講

座では、認知症の基礎・臨床研究に関する教育を

行い、社会啓発の推進を図ることも目的としてい

ます。 

 

教育 

平成 29年度、認知症先進予防治療学講座では、

神経病理学分野（岩坪威教授）と協力のもと、同

分野に在籍する 2 名の医学系博士課程大学院生、

１名の薬学系修士課程大学院生、及び１名のMD

研究者育成プログラムに在籍する医学部生に対し

て研究指導を行いました。また、東京大学ライフ

イノベーション・リーディング大学院「ライフイ

ノベーションを先導するリーダー養成プログラ

ム」の学内実習として、１名の工学系修士課程大

学院生に対し、実習指導を行いました。さらに、

臨床研究面では、主に医学生および研修医を対象

とする臨床研究者育成プログラムにおいて「アル

ツハイマー病の臨床研究」のテーマで講義を行い

ました。 

 

研究 

アルツハイマー病の脳では、広汎な神経細胞死

に加えて、アミロイドタンパク質（以下 A）が

アミロイド線維となって蓄積した、老人斑と呼ば

れる病理学的構造物が出現することが特徴です。

これまでに、アルツハイマー病の発症メカニズム

に関して、Aがその原因であると考える「アミロ

イド仮説」が広く支持されていますが、が神経

細胞死を導く詳細な分子メカニズムは明らかにな

っていません。近年、ヒトでのアミロイド PET

イメージング技術の進歩により、脳内において

病理の進行と症状発現の間に時間的なギャップが

存在することが明らかとなりましたが、A蓄積の

病理過程がどのようなメカニズムで神経細胞死を

招来し、アルツハイマー病の発症に至るのかは未
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だ明らかではありません。このため、アルツハイ

マー病発症の予防法、あるいは進行を遅延する方

法が確立されるには至っていません。そこで、認

知症先進予防治療学講座では、発症メカニズムに

基づいた認知症予防法創出のため、以下の４つの

テーマについて研究を進めています。 

 

① Aの脳内ダイナミクスに関わる分子機構の解

明 

② apolipoprotein E（apoE）がアルツハイマー

病発症に与える影響の解明と apoE を標的と

したアルツハイマー病予防法の開発 

③ 三次元培養を利用した新規アルツハイマー病

モデル実験系の構築と脳内A代謝を標的とし

たアルツハイマー病予防法の開発 

④ アルツハイマー病の臨床・認知機能データの解

析 

 

① Aの脳内ダイナミクスに関わる分子機構の解

明 

アルツハイマー病発症の鍵分子である Aは、

神経細胞に発現する A前駆体タンパク質

（Aprecursor protein、以下 APP）から、

-secretase、次いで-secretaseによる切断を受け

て「産生」され、細胞外へ「放出」されます。放

出された Aは速やかに「クリアランス」を受け

分解、あるいは脳外へ排出されますが、何らかの

理由でクリアランスを免れた Aは「凝集」を開

始し、アミロイド線維を形成して老人斑として「蓄

積」します。このように「産生」、「放出」、「クリ

アランス」、「凝集」、「蓄積」などの素過程からな

る Aの脳内ダイナミクスがどのような分子機構

によって担われているか明らかにすることは、ア

ルツハイマー病発症機序を解明し、その予防・治

療法を開発する上で肝要です。しかし、脳内の A

濃度はピコモルレベルと極めて微量であるため、

各過程を解析するには鋭敏な測定技術が必要とな

ります。

そこで私たちは、神経病理学分野と協力して、

Aの脳内ダイナミクスを評価する最新の実験系

を取り入れ、その分子機構の検討に着手しました。

1,000 kDaカットオフの微小透析膜をマウス脳海

馬に埋め込み、脳間質液を回収して、その A濃

度を経時的に測定する in vivo微小透析膜法によ

り、Aの産生とクリアランスを in vivoレベルで

測定することが可能です（Yamamoto K, et al., 

Cell Rep., 2015）。また、予め Aの凝集核を脳内

に接種し、その後に形成される A蓄積を評価す

る in vivo seeding実験系（Hori Y, et al., J. Biol. 

Chem., 2015）も利用可能です。本年はこれらの

実験系を用い、加齢と共に脳内に A蓄積を呈す

るアルツハイマー病モデルである APP トランス

ジェニックマウス（以下 APP tgマウス）脳を解

析し、200 kDa以上の高分子量 Aオリゴマーに

A蓄積誘導能が存在することを明らかにしまし

た（Hashimoto T, Soc for Neuroscience meeting 

2017 ）。今後さらに、A蓄積や毒性発揮に関わる

A分子種を明らかにすると共に、Aの脳内ダイ

ナミクスに関与する分子機構の解明を進めます。 

 

② apolipoprotein E（apoE）がアルツハイマー

病発症に与える影響の解明と apoE を標的と

したアルツハイマー病予防法の開発 

apoE は中枢神経系では主にアストロサイトで

産生され、脳内の脂質輸送を担うタンパク質です。

ヒト APOE遺伝子には2, 3, 4の 3つの遺伝多

型が存在することが知られており、それらがコー

ドする apoE2、apoE3、apoE4の 3種のアイソフ

ォームは apoE2（112Cys, 158Cys）、apoE3

（112Cys, 158Arg）、apoE4（112Arg, 158Arg）

と 112位と 158位のアミノ酸が異なっています。

この中で、本邦では APOE 4のアレル頻度は健

常人において約 8%であるが、アルツハイマー病

患者では、約 31%と著しく高値を示すことが分か
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り、APOE 4は、アルツハイマー病発症の強力な

遺伝的危険因子であると考えられるに至りました。

しかし、これまでに apoE4がどのようなメカニズ

ムによってアルツハイマー病の発症リスクを上昇

させているかは不明であり、apoE を標的とした

アルツハイマー病予防・治療法は存在しませんで

した。 

そこで私たちは、ヒト apoE2、apoE3、apoE4

をそれぞれ発現するノックインマウス（以下apoE 

KIマウス）を APP tgマウスと交配し、ヒト apoE

が Aの脳内ダイナミクス、それぞれの過程にお

いて、どのようにアイソフォーム特異的に作用す

るかを明らかにしようとしています。そして、脳

内で apoE が Aに及ぼす作用を修飾する方法を

開発し、アルツハイマー病発症の予防への応用を

目指します。本年は、APP tgマウスと比較して、

ヒト apoE3 KI / APP tgマウス脳では、A蓄積が

有意に減少することを見出しました。一方、in 

vivo 微小透析膜法を用いて脳間質液中の A濃度

を測定したところ、APP tgマウスとヒト apoE3 

KI / APP tgマウス間に差異がみられないことを

明らかにしました。 

また、私たちは apoEと Aの相互作用に注目し、

bi-molecular complementation assay法によって

apoEと Aの結合を簡便に、かつ特異的に測定す

る実験系を樹立してきました。そこで、本実験系

を利用し、apoEと Aの相互作用に介入すること

により、アルツハイマー病の発症を抑制する新た

なアルツハイマー病予防薬の開発を行うことを計

画しています。

 

③ 三次元培養を利用した新規アルツハイマー病

モデル実験系の構築と脳内A代謝を標的とし

たアルツハイマー病予防法の開発 

これまで、アルツハイマー病の A病理を解析

するモデル実験系として、APP tgマウスを用いて

A蓄積を評価する in vivo レベルの解析や、in 

vitroで合成 Aの凝集を測定する実験系が用いら

れてきましたが、培養細胞系で Aの凝集・蓄積

を評価可能な実験系はありませんでした。そこで

私たちは、マトリゲルを用いた立体培養系を利用

し、ヒト由来神経幹細胞 ReNcell-VMを神経細胞

に分化させ、三次元培養系を樹立することにしま

した。本実験系では、マトリゲル中に A蓄積が

生じ、さらにヒト神経細胞に対する A蓄積依存

的な障害性が観察されると期待されます。さらに、

本実験系を用い、A産生や、A蓄積を標的とし

た認知症治療薬の開発を目指します。 

 

④ アルツハイマー病の臨床・認知機能データの解

析 

私たちは、臨床的には正常であるがバイオマー

カーでアミロイド蓄積が示される、前臨床期アル

ツハイマー病（プレクリニカル AD）に着目し、

Japanese ADNI（J-ADNI）研究によって得られ

たデータの解析を行っています。プレクリニカル

AD に相当する高齢者は、正常高齢者と比して、

MMSE や論理的記憶といった認知機能検査の学

習効果を欠くことを見出しました。米国 ADNI研

究のデータも用いて、認知機能低下に関する国際

比較の検討も進めています。 
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沿革と組織の概要 

本講座は、時間的・空間的に分散して取得管理

された電子的な健康・医療データを、携帯電話や

無線 LAN 端末といったモバイル情報機器と、携

帯電話などの情報ネットワークとによって仮想的

に統合できる新しい健康情報空間を構築し、その

実証実験を行うことを使命とする。医療提供者側

に対しては、特に医療機関において診療時間内と

いう限られた時空間でのみではなく、いつでもど

こからでも施設内と同様の情報環境にアクセスで

きる仮想情報空間を提供することを目指し、その

医学的効果を検証する。また患者や保健サービス

利用者には、どこからでも自身の医療・健康情報

を携帯電話や無線 LAN 端末を用いて仮想的に持

ち運びできるような環境を提供する。こうした情

報環境は、救急時などに確かな病歴・処方情報を

医療機関に提示でき、リスクに対して自身を守る

大きな価値を持つものと考えられ、このような実

証研究の延長として将来的には、医療もしくは保

健サービス提供者と、その利用者（患者等）の双

方が、同時に物理的に医療機関にいなければ医療

ができないという時間的・空間的制約を取り除く

将来の診療の在り方そのものへの検討を行うこと

も目指す。モバイル ICTおよび周辺機器環境開発

を軸とし、これを応用し疫学・情報工学・臨床工

学専門家の協力による臨床医学的検証を行う。 

研究 

(1) ICTを利用した２型糖尿病管理システム 

我が国において糖尿病が疑われる人・糖尿病の

可能性を否定できない人は平成 19 年をピークに

減少しているが、依然として約 2,000万人が該当

すると推計される（平成 28 年国民健康・栄養調

査）。治療が必要と考えられる糖尿病患者の約

23％が治療を受けておらず、治療体制整備と医療

資源の効果的利用が課題である。医療 ICT技術を

用いた mHealth は糖尿病患者の血糖コントロー

ルと QOL を改善するが医療者の業務を増大させ

るという問題がある。当講座では、安全性を重視

し半自動応答により医療者の負担を軽減した糖尿

病診療支援システムDialBetics
ダイアルベティックス

を開発し先端的

な mHealth の樹立を目指している。これまでの

研究により、安全性ならびに医学的効果を明らか

にし、利用意向についても調査した。 

29 年度は前年度に実施したイタリアとの共同

研究の結果を論文投稿した。また、DialBeticsの

機能にAI技術を取り入れることを念頭に置いた、

糖尿病患者を対象としたアンケート調査を実施し

た。更に、DialBeticsと尿中ナトカリ計を組み合

わせて食物繊維摂取量の推定に有用か検討するた

めに、秤量法による食事調査を 3か月間実施した。

結果の解析を行い、日本糖尿病学会にて発表を行

った。 
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(2) 2型糖尿病・糖尿病予備群を対象としたスマホ

アプリによる臨床研究 

Apple 社 ResearchKit を用いたスマホアプリ

GlucoNote（グルコノート）による臨床研究を 27

年度末より開始した。健診データに加えて、従来

の臨床研究では収集することが難しかった、家庭

などで計測した血糖値、血圧、体重、活動量など

のデータと、食事や運動、睡眠など生活習慣に関

する情報を継続的に収集することによって 2型糖

尿病患者・糖尿病予備群の健康状態と日常生活の

関連性をより多角的に検討することができるよう

になる。研究開始後 1年間の参加者は 522 名であ

り、利用を継続できた場合は体重減少などの効果

が期待できるデータの収集が出来た。結果の解析

を行い、日本糖尿病学会にて発表を行った。 

 

(3) 不整脈のスクリーニングを目的としたスマホ

アプリの開発 

Apple 社 ResearchKitを用いて、一般被験者か

ら得られた脈拍情報とスマートフォンから得られ

る生活習慣情報を用いて不整脈と生活習慣との関

連性を検討するために、不整脈の自己管理を目的

としたスマホアプリHeartily（ハーティリー）を

開発した。28 年度はアプリを一般公開し、29 年

度にかけて臨床試験を開始し、約 15,000 名の被

検者を集め、その 1.9%に新規の不整脈を検出し、

また本アプリの使用により優位に生活習慣の改善

が認められ、現在論文として投稿準備中である。 

 

(4) 着衣型心拍計による不整脈検出効率に関する

多施設共同前向き観察研究 

心原性脳梗塞は大きな後遺症を残すという点で

予後が悪く、その早期発見が重要である。簡便に

脈の不整を捉えることが可能かどうか検討するた

めに、市販されている着衣型心拍計を用いて、長

期心拍モニタリングする研究を計画した。一般企

業の従業員で心房細動の診断がされておらず、高

血圧、糖尿病、脳梗塞の既往、心不全などの心房

細動を有していた場合に脳梗塞発症のリスクが高

い方に対して臨床研究を行った。結果 100 名の被

検者に 2 名の新規心房細動を認め、長期の心電図

モニタリングにより心房細動を検出できることを

証明した。この結果は、現在論文として投稿準備

中である。 

 

(5) 血糖値と呼気アセトン濃度の相関関係の検証 

糖尿病においてシックデイなどに見られるケト

アシドーシスの判断としてケトン体を測定するが、

現状では血液検査や尿検査を行う必要がある。28

年度より、呼気ガスからアセトン濃度を測定でき

るポータブル呼気アセトン測定装置と、血中ケト

ン体等の指標の相関性について検証するための臨

床研究を計画した。これまでに糖尿病患者 120 名

を対象に呼気アセトンを測定、同一対象者での変

動についても検証した。特許申請の準備中である。 

 

(6) 特定保健指導対象者に対する DialBetics の有

効性の検討 

企業（4 社）における特定保健指導対象者に対

し、DialBeticsLite を使用した臨床試験を実施し

た。引き続き糖尿病患者との違いや有効性を検討

する予定である。また、東大病院として

DialBeticsLite を用いた企業における特定保健指

導を実用化させた。結果の解析を行い、日本糖尿

病学会にて発表を行った。 

 

(7) 調剤薬局利用者における服薬・健康管理ならび

に PHRの利用意向調査 

DialBeticsに未実装の服薬管理について、調剤

薬局の利用者（高血圧、脂質異常症、糖尿病のい

ずれかを治療中の患者）を対象とした服薬・健康

管理状況と PHRの利用意向調査を行い、PHRに

服薬管理情報が必要か、また、利用者がどのよう

な項目を PHR として管理したいか等を明らかに
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するための調査を行った。3717 名の対象者のうち

2307 名（62.1%）から有効回答を得た。結果の解

析を行い、医療情報学会にて発表を行った。 

 

今後はこれまでの成果を発展させ、AIなどの技

術も取り入れた療養指導の実現に向けて研究活動

に取り組む。 
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沿革と組織の概要 

医療品質評価学講座は東京大学大学院医学系研

究科 22 世紀医療センターに設置されている寄付

講座です。当講座は東京大学医学部附属病院心臓

外科・呼吸器外科を協力講座として、2006 年 4

月に発足しました。また、2009年より同大大学院

医学系研究科公共健康医学専攻臨床疫学・経済学

講座が、2010年より同大大学院医学系研究科小児

外科学講座が協力講座として加わりました。2012

年からは臨床疫学・経済学講座に代わり同大大学

院医学系研究科保健社会行動学分野が加わり、現

在では心臓外科および保健社会行動学分野の 2講

座を中心とした様々な部門の支援の下で運営を行

っています。 

医療の目的は、「患者に対してより良いサービ

ス」を提供することであり、良質なサービスを提

供するための医療提供体制の構築や臨床現場の取

り組みにおいて、「医療の質向上」の視点が重要視

されている。Institute of Medicine が 21世紀の

医療改革にむけて、「患者中心主義」を主軸の 1

つとして提示したように、今後の医療においては

患者の価値を中心に考えることがますます重要と

なります。医療品質評価学講座では、「医療の質向

上」というコンセプトを主軸に、臨床現場のスタ

ッフの方々との連携の下で研究・実践活動を行っ

ています。具体的には、以下のような活動を展開

しています。 

a. 医療・社会に関わる各専門領域において臨床現

場が理解・納得できる指標の同定、継続的に情

報を活用するための基盤構築 

b. 「医療の質」を定義・測定・評価するための枠

組みの設定、評価指標の検討 
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c. 臨床現場が理解・納得して改善に活用するため

のベンチマーキング、患者の治療後の予後推定

機能の開発（術後の合併症発症率・死亡率等の

フィードバック） 

d. 専門医分野別に測定された治療提供体制や診

療過程、治療成績のデータに基づく、継続的な

医療水準評価 

e. 専門医分野別のアウトカムに対するリスクモ

デルの開発 

f. 臨床データベースを基盤とした共同研究（外科

専門医制度との連携、心臓外科領域における欧

米・アジア諸国との連携、臨床データベースを

活用した多施設臨床研究（各種投薬や手術手技、

医療機器の評価） 

 

研究 

「医療の質の向上」を考える上では，まず各専

門領域における「医療の質」自体を適切に定義し、

評価を行うことが必要とされます。専門家の関わ

りやそれによってもたらされる影響を正しく把握

することが、医療の質において必要とされる要素

です。これは継続的に専門分野別の治療提供体制

（structure）や診療過程（process）、治療成績

（outcome）を測定し、臨床現場が理解・納得し

て改善に活用すること（Plan-Do-Study-Actサイ

クル）により実現されます。このようなパフォー

マンス指標を各領域で明らかにし、全体との比較

の下で改善に取り組む、ベンチマーキング手法に

よって質が向上することは、医療だけでなく製造

業や教育などさまざまな分野で広く実証されてい

ます。しかしながら、最近まで日本には、医療の

質を示す信頼できる客観的な指標がありませんで

した。適切な指標を求めるには臨床現場が理解・

納得できる情報を継続的に収集し、その情報を分

析・活用するデータベース事業を行うことが極め

て重要となります。2010 年 4 月には日本外科学

会と関連する 10 学会の連携のもとで、一般社団

法人 National Clinical Database（通称 NCD）が

設立されました。2011 年 1 月 1 日の手術・治療

症例から登録が開始され、2017 年 3 月の段階で

約 4800施設が参加しています。初年度（2011年）

の登録症例数は約 120 万症例に上り、毎年 130 万

以上の症例の登録を経て現時点で650万以上の症

例が登録されています。2012年からはNCDデー

タに基づいた外科専門医の認定制度が開始され、

さらに、内科領域との連携も活発化しています。

専門医制度と連結しながら広範な診療科領域が連

携する医療の質向上の取り組みである NCD の活

動は、国内外でも前例がない非常に先進的な活動

です。 

また、医療の質を考える上で、アウトカム（治

療結果）は不可欠な要素です。ただし医療では、

患者の個々の状態像が異なるため、アウトカムを

考える上では、重症度を考慮した指標を用いるこ

とが重要となります。医療品質評価学講座におい

ては、患者のための最善の医療を長期的に提供す

ることができる体制を構築するため、体系的なデ

ータ収集に基づいたアウトカム分析を行っていま

す。当講座では、設立当時より、心臓外科領域の

国際的な連携の下で、日本全国から詳細なデータ

を蓄積し、これらのデータ分析から、心臓外科手

術におけるリスクの同定が行われ、冠動脈バイパ

ス術・弁膜症手術・胸部大血管手術の 3分野にお

いて精 緻なリスクモデルを作成しました

（JapanSCORE）。医療品質評価学講座は NCD

との共同研究を通じて、この臨床ビッグデータを

医療現場で活用する取り組みとして、前述した心

臓外科領域で発展させてきたリスクモデルの開発

や各施設へのレポートの実装などを、消化器外科

領域や、乳癌領域など、各専門領域における医療

水準の把握、診療の質評価の分析を実施し、現場

へフィードバック可能な機能として開発・実装に

取り組んでいます。2016年には、新たに乳腺外科

領域において、これまでの手術リスクモデルと異
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なる、治療プロセスの評価を行うプロセス型フィ

ードバックを開始しました。このような医療の質

に関わる情報は、医療提供者が術前カンファレン

スで活用するだけではなく、インフォームドコン

セントなどで利用されることにより、患者にとっ

てもよりよく治療を理解するために有用となって

います。 

今後の展望として、循環器領域における外科・

内科の連携だけでなく、他の外科領域とも広く連

携し、医療の質向上に向けた実践的取り組みのた

めの支援を行っていく予定です。さらに、今後は

治療成績の改善に向けた取り組みの支援とそれら

を支える政策提言を行っていきます。また、デー

タベースに登録された症例データのさらなる活用

を通じて、手術手技・治療法や、投薬、医療機器

の評価などを行う臨床研究も、より積極的に行わ

れる予定です。既に一定の成果を挙げている心臓

外科領域についても、国内だけでなくアジア諸国

の主要施設と共同研究を進め、アジア全体のデー

タベース事業および、医療の質向上を体系的に支

援する活動にも注力しています。今後は国際的な

枠組みの中でも、医療の質向上を体系的に支援す

る活動を行っていく予定です。 
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【 公募科学研究費補助金による研究 】 

厚生労働省科学研究費補助金 

１．地域医療基盤開発推進研究 

研究テーマ：NCD を活用した医療提供体制の

構築に関する研究 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究代表者 

２．地域医療基盤開発推進研究 

研究テーマ名：医療安全支援センターにおける

業務の評価及び質の向上に関する研究 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

３．がん対策推進総合研究事業 

研究テーマ名：全国がん登録と連携した臓器が

ん登録による大規模コホート研究の推進及び高

質診療データベースの為の NCD 長期予後入力
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システムの構築に関する研究 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

４．がん対策推進総合研究事業 

研究テーマ名：がんの医療提供体制および医療
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研究テーマ名：疾患予後と医療の質の改善を目

的とした多領域横断的な難治性肺高血圧症症例

登録研究 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 
 

日本医療研究開発機構研究費 

１．臨床研究等 ICT基盤構築研究事業 

研究テーマ名：既存の診療情報と一体的に運用

可能な症例登録システムの構築とアウトカム指

標等の分析・利活用に関する研究 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

２．臨床研究等 ICT基盤構築研究事業 

研究テーマ名：医療の質向上を目的とした臨床

データベースの共通プラとフォームの構築 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

３．移植医療技術開発研究分野 

研究テーマ名：臓器移植における抗体関連型拒

絶反応の検討／心臓移植における抗体型拒絶

反応の検討 

４．臨床研究等 ICT基盤構築研究事業 

研究テーマ：SS-MIX２を基礎とした大規模診

療データの収集と利活用に関する研究 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金） 

１．基盤研究（C） 

研究テーマ名：先天性心臓外科手術の全国的デ

ータベース解析及びフィードバックシステムの

構築 

期間：平成29年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究代表者 

２．基盤研究（B） 

研究テーマ名：冠動脈疾患の診療適格化：循環

器領域での Precision Medicineの実践 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

３．基盤研究（B） 

研究テーマ名：全国乳癌登録ビッグデータによ

るがん治療の均てん化と予後予測ツールの開発 

期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究分担者 

４．若手（B） 

研究テーマ名：医療機器レジストリーを用いた

使用成績調査：有害事象報告のあり方の研究 

期間：平成28年4月1日～平成30年3月31日 

参加形態：研究代表者 

５．基盤研究（C） 

研究テーマ：心拍動下冠動脈バイパス術の長期

成績：日本心臓血管外科手術データベースを用

いた検討 
 

【 共同研究・受託研究 】 

１ ． 名 称 ： 一 般社団 法 人 National Clinical 

Database 

研究テーマ：ＮＣＤを用いた医療の質向上と資

源利用の最適化に関する研究 

研究期間：平成29年4月1日～平成34年3月31日 

参加形態：共同研究 

２．ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 メ

ディカルカンパニー 

研究テーマ：医療品質評価 

研究期間：平成29年10月17日～平成34年3月31日 

参加形態：共同研究 

３．ニプロ株式会社 

研究テーマ：心臓血管外科関連の臨床研究・ヘ

ルスサービスリサーチの手法論開発 

研究期間：平成30年1月17日～平成34年3月31日 

参加形態：共同研究 
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敷地・建物 

敷地総面積は、113,853 ㎡、建物総面積は、

259,862㎡である。 

 

組 織 

病院長の下に、内科、外科、感覚・運動機能科、

小児・周産・女性科、精神神経科、放射線科の 6

診療部門および薬剤部、看護部、検査部、手術部、

放射線部、救急部、企画情報運営部、事務部（総

務課、管理課、経営戦略課、医事課）等の中央施

設部門、臨床研究支援センター等の臨床研究部門

からなり、常勤職員数は教員 723名、看護師･医療

技術職員 1,729名、事務職員等 203名の計 2,655

名（平成 29年 4月 1日現在）である。 

運営体制は、病院諮問機関としての病院運営審

議会（総長指名 3名、医学系研究科長、医学系研

究科副研究科長、病院長、事務部長、病院長指名

2名、外部有識者2名の計11名から構成）を置き、

病院の運営に対する意見を外部からも取り入れ、

病院運営に反映させている。 

病院執行部は、病院長、副院長、病院長補佐、

事務部長、看護部長、その他病院長が必要と認め

る者で病院運営審議会での承認を得た者により構

成され、病院運営に関する最終的な意思決定を行

っている。また、診療科（部）長は病院長指名と

し、任期 1年を設定し、適宜、病院体制の見直し

が可能となるようにしている。さらに、各診療科

（部）の運営は、診療運営組織（入院診療運営部、

外来診療運営部、中央診療運営部）と運営支援組

織の指導下に入り、各診療科（部）は病院全体の

機能と調和しながら、それぞれの役割を果たして

いる。なお、運営支援組織は、人事部、医療評価・

安全部、教育・研修部、企画経営部、研究支援部

で構成されている。 

平成 29 年度には高難度新規医療技術評価部、

未承認新規医薬品等評価部（4月）、小児・新生児

集中治療部（7月）をそれぞれ設置した。 

また、皮膚科・皮膚光線レーザー科、眼科・視

覚矯正科、耳鼻咽喉科・聴覚音声外科、顎口腔外

科・歯科矯正歯科をそれぞれ皮膚科、眼科、耳鼻

咽喉科・頭頸部外科、口腔顎顔面外科・矯正歯科

に改称した。 

 

診療実績 

平成 29 年度の入院延患者数は 358,923 名、1

日平均 983名、外来延患者数は 698,780名、1日

平均 2,864名であった。 

平均在院日数は、一般病棟で 12.9日、新入院患

者数は 26,588人であった。 

手術件数 11,017 件、厚生労働省の先進医療承

認件数は 13 件で、高度医療機関としての機能を

果たしている。 

救急患者 16,133 名をはじめ、小児・周産期の

分野においては、分娩件数 1,212件であった。 

臨床検査件数は、8,296,244 件、うち血液学的

検査 1,323,040件、生化学的検査 5,175,447件、

内分泌学的検査 328,791 件、免疫学的検査

564,075件、微生物学的検査 104,042件、生理機

能検査 121,094件、採血・採液等検査 236,135件

であった。 

放射線検査・治療患者数は 304,026名、うち X

線 CT検査 50,454件、MRI検査 19,797件であっ

た。 

平成 29年度中の死亡患者数は 281名、うち病
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理解剖を行ったものは47件、剖検率は16.73％で、

外部からの受託解剖が 1件あった。 

病院再開発計画 

現在、未来の研究・開発の拠点となる「東京大

学クリニカルリサーチセンター」建築構想に向け

た活動を一層推進している。 

本院の再開発は昭和 56 年以来、将来計画委員

会病院部会を軸として営々と継続されており、そ

の一環として昭和 63 年に中央診療棟 1、平成 6

年に外来診療棟がオープンした。その後、平成 13 

年 7月には本院・分院の組織統合が行われ、同年

9月に入院棟 Aがオープンした。 

さらに、旧中央診療棟において診療を行ってい

た救急部や光学医療診療部、生理学検査、リハビ

リテーション部等の診療体制の充実を図るための

中央診療棟Ⅱ期工事が平成 14年度から計画され、

平成 17年度末に竣工、翌 18年度より順次運用が

開始された。この中央診療棟 2には、旧中央診療

棟に配置されていた部門や手術部、病理部、院内

学級、組織バンク、CPC等の部門が配置されてい

る他、平成 16年より活動を開始した 22世紀医療

センターの拠点となっている。 

22世紀医療センターは、本院をフィールドとし

て新たな臨床医学や医療関連サービスの研究と開

発を行う組織である。本センターは予防医学、疫

学研究、臨床試験、医療安全、機器等をテーマと

する 16講座（寄付講座 12、社会連携講座 3）・1

プロジェクト（平成 29 年 7 月現在）によって構

成されており、すべて企業からの寄附を基礎とし

て設置されており、産学連携の一大拠点となって

いる。 

また、平成 27 年 12 月には、臨床研究棟 A－I

期が完成し、平成 28 年 2 月には、産学連携プロ

ジェクトを推進するための全学の拠点である分子

ライフイノベーション棟が病院地区に竣工した。

これらの新研究棟は、基礎研究や臨床研究を大き

く前進させるための拠点となることが期待されて

いる。 

平成 29 年度には新しい入院棟「入院棟 B」が

オープンし、既存の入院棟 Bにあった病棟の移転

が完了した。入院棟 Aと合わせて診療機能が一段

と強化され、超急性期から予防医学まで、多様な

ニーズを有する個々の患者に最適な医療をシーム

レスに提供することを目指している。 
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沿革と組織の概要 

昭和 30 年（1955 年）6 月 15 日、東大病院の

近代化の一環として臨床検査を中央化して熟練技

術者の手により、大量かつ高度の検査を集中的に

しかも迅速精密に行い、総合病院としての医療水

準を向上させる目的で東大病院に臨床検査部が開

設された。 

当初は、一般・細菌・血清・病理組織・生化学

の 5検査室にすぎなかったが、その後設備の充実

に伴って各種の臨床生理、臨床血液、内視鏡など

の諸検査室が逐次開設活動を始めた。昭和 34 年

（1959年）4月より 2部の組織に分けられ細菌・

血清・病理組織・生化学の検体を主として扱う 4

検査室は中央検査部に、Ｘ線診断を含め、患者を

扱うその他の検査室は中央診療部に包括された。

昭和 38年（1963年）7月中央検査部にフォトセ

ンターの業務が新たに加わり、昭和 45 年（1970

年）1 月リハビリテーション部が独立するのに伴

い中央診療部は解消し、中央検査部は検体検査の

第 1部と患者検査の第 2部で構成されることにな

った。管理機構としては病院長に直属する部長・

副部長（現在は大学院医学系研究科臨床病態検査

医学分野の教授・准教授が併任）が全体を統括し、

各検査室では教員はじめ、必要に応じ各領域の専

門家の協力を得てこれを運営している。昭和 50

年（1975年）10月、検査第 1部の病理組織検査

室が病理部として分離独立した。 

昭和 57年（1982年）7月中央検査部に専用の

汎用コンピュータが導入されて、まず生化学検査

室業務が、昭和 59年（1984年）7月からはそれ

以外の検体検査部門のシステム化が行われた。昭

和 58年（1983年）4月医事システムのオンライ

ンシステム化が行われるに際して、中央検査部検

体総合受付が設けられて、医事システム、診療科

情報システムと中央検査部システムが結合し、相

互に情報を利用できるようにして、事務作業の合

理化が図られた。また、検体検査部門では検査機

器の発展に伴って作業内容が年々変わってきてい

る。これらの変化に対応するため、昭和 58 年

（1983年）4月一般検査室は、生化学 2検査室、
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従来の生化学検査室は生化学 1検査室に改称する

とともに作業の合理化が図られた。昭和 63 年

（1988年）1月から新中央診療棟（現在の中央診

療棟 1）に検体検査部門が移った。昭和 63年 10

月検査部の機構を改め、新たに検体管理部門、緊

急検査室、微量物質分析検査室が設置された。昭

和 63年 11月 1日より各科共通の外部委託検査の

窓口が検査部となり、これらの検査結果も検査部

内の検査結果と同様にデータベースに貯えられ、

オンライン検索できるようになった。 

また、医療の 24 時間態勢に臨み、平成元年

（1989年）3月から時間外及び休祝日検査体制を

試行し、同年 6 月より宿日直業務が開始された。

次いで平成 4・5 年度の両年に亘り総合検体検査

システムが導入されることになり検体自動搬送検

査システムが構築稼働し、検査オーダリングと検

査結果報告の迅速化が実現した。また平成 5年 10

月から外来患者の採血を主として検査部技師が担

当し、平成 6年（1994）7月 1日から遺伝子検査

室を開設した。平成 8年（1996年）10月 1日か

ら生理検査総合受付（24）が開設した。平成 8年

（1996 年）各科配属の技師が中央化され、検査

部・輸血部・病理部に所属する臨床検査技師系職

員は技師長のもとに一元化され一体となって運営

されるようになった。平成 10年（1998年）に総

合検体検査搬送システムが更新されることになり、

平成 11年（1999年）10月に同システムは完成し

稼働した。更新に際して一般検査室と採血室にも

搬送システムが導入された。平成 11年（1999年）

4 月より輸血部・検査部の技師による輸血検査の

宿日直業務を開始した。 

平成 13年（2001年）4月、細菌検査室が感染

制御部のもとに移され、検査部・輸血部・病理部・

感染制御部の四部は、それぞれ独立した組織では

あるが、技師人事なども含め、お互いに連携をと

りながら一体となって運営されることになった。

平成 13年 4月に本院と分院が組織的に統合され、

実質的には 7月より分院の職員が加わった。同年

4月消化器内科に技師を 2名派遣し腹部超音波検

査を開始した。同年 9 月 22 日、新入院棟が完成

し、それに伴い各科から検査部への検体搬送は、

中型搬送システムを用いて行われることとなり、

また緊急検査室へはエアーシューターが使われる

こととなった。分院との統合により検体数が増加

した。さらに病棟に常駐して検査を実施するため

病棟検査部門を新設し、平成 14年（2002年）12

月より 2 名の病棟検査技師を配置した。平成 15

年（2003年）4月からは 3名に増員した。国立大

学病院検査部門の人事交流が開始され、平成 14

年度（2002年）は東大と筑波大・山梨大との間で、

平成 15年度（2003年）は東大と筑波大・東京医

科歯科大との間で技師を 1名ずつ 1年間入れ換え

配置し、交流を実施した。平成 15 年 7 月から病

棟採血血管システムが稼動し、検査部で入院患者

の翌日分の採血・採尿管を準備して病棟へ配信す

るサービスを開始した。 

平成 16年（2004年）4月、国立大学の法人化

に伴い、人事院規則から労働基準法に準拠するこ

とになった。公務員は非公務員となり、従来の当

直は夜勤として位置づけられ、教員の講師以上は

裁量労働制になるなど、労働形態が大きく変化し

た。また病院の独立採算制推進により、検査にお

いても従来にも増して検査の適正化、医療経済の

観点からの効率化が求められるようになった。さ

らに平成 16 年度からスタートした研修の必修化

と、特定機能病院における DPC の導入によって

もさまざまな影響が出現している。2005年 4月、

東大病院検査部は創立 50周年を迎えた。1955年

に設立された東大病院検査部が歩んできたこの半

世紀は、そのまま我が国の臨床検査の歴史でもあ

った。東大病院検査部も牽引役となった中央検査

システムの導入は、その後の我が国の医療の発展

に大きな貢献をなし、以後の全国大学病院検査部

門の先駆けとなった。 
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2006年 11月、検査部生理検査部門が新しい中

央診療棟 2へ移転した。これまで、旧診療棟に分

散していた生理検査室は、有機的に統合されるこ

ととなった。この長年の念願が達成できるととも

に、以下の拡充・新設がなされた。1) Vascular 

Board支援のための無侵襲血管検査の拡充（頚動

脈・下肢血管エコー、ABPI/CAVI）、2) 腹部エコ

ー検査中央化、3) 生理機能検査の依頼状・結果報

告の電子化、4) 光トポグラフィー、磁気刺激

（CMCT）検査の開始、5) He併用フローボリュ

ム曲線（アイソフロー）検査の開始 

2007 年 1 月、検査部検体検査部門が、ISO 

15189「臨床検査室-品質と能力に関する特定要求

事項」の認定を受けた。本規格は、臨床検査室の

質の向上と認定のための国際基準を提供する目的

で作成されたもので、国際的に臨床検査室の認定

基準として広く受け入れられているものである。

東大検査部は、本規格の品質マネジメントシステ

ムにより、臨床検査室としてのさらなる質の向上

を目指すとともに、臨床検査のグローバルな標準化

や検査データの共有化に寄与したいと考えており、

現在も本 ISO規格の更新を継続している。 

診療 

東大病院の中央診療部門の 1つとして、院内の臨

床検査業務を担当している。大きく、検体検査部

門、生理検査部門より構成される。 

検体検査部門は、採血室（検体管理）、システム、

一般、生化学、微量分析、免疫、血液、血栓止血・

血糖、遺伝子、緊急、P1ユニットの検査室により

成る。迅速な検査結果の報告、検体の随時受付、

外来での診察前検査の実施、また外来採血の検査

部での完全実施、遺伝子検査や新しい検査項目の

導入、検査インフォメーションの開始など、多方

面にわたっての質の高い業務拡大を展開している。 

緊急検査室は常時オープンしており、夜間・休

日は宿日直者を配置して対処している。 

生理検査部門は、平成 18年 11月より中央診療

棟２の２階に循環機能、血管エコー、呼吸機能、

神経筋電図、腹部超音波全てが統一して配置され

た。Vascular Boardを支える血管検査が充実して

きている。また、検診部におけるエコー検査も担

当している。 

 

・教育 

教員は、臨床検査医学の講義（系統講義、臨床

統合講義）を担当するほか、M4 のクリニカルク

ラークシップ教育に携わっている。各部署ごとに

勉強会やカンファレンスを開いており、検査部全

体としては症例検討会を適宣開催し、学会前には

予行を行っている。臨床各科のカンファランスに

も出席して研讃を積んでいる。当検査部では、多

くの大学、検査技術学校の学生の臨地実習を引き

受けており、主任技師が中心となって実習指導を

行っている。また時に、諸外国や JICAから研修

実習の依頼があり協力している。 

 

・研究 

病院検査部と大学院臨床病態検査医学は密な協

力関係の下、臨床検査に関するテーマを中心とし

て研究を行っている。新しい検査法の開発・改良、

各種病態の臨床検査を通した解析を行っている。

具体的には、以下の研究テーマが進行中である。 

 

 リゾリン脂質性メディエーターの病態生理

学的意義の解明とその測定の臨床検査医学

的応用 

 血小板生物学の構築と臨床検査医学的応用 

 肝臓病の新たなバイオマーカーの発見 

 AI、臨床検査関連データマイニング 

 遺伝子検査 

 還元型・酸化型アルブミン測定系の開発研

究：臨床検査への応用 

 超音波による心機能の解析 
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 呼吸機能と種々の病態との関連 

 がんにおけるエピジェネティクス異常と診

療への応用 

 脳磁図による視聴覚統合の神経機構の研究 
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はじめに 

手術部では手術の医療面をあつかう手術医学を

とおして周術期の教育、研究、診療活動を行って

いる。手術部の現在の職員は、部長、副部長、講

師、助教各 1名、看護師長 1名、主任副師長 3名、

副師長 3名、看護職員 83名、職員 11名（行一 3

名、行二 3名、日々雇用 3名、時間雇用 2名）で、

さらに、医事課より医事課職員 2名、検査部より

臨床検査技師 1名、医療機器管理部より臨床工学

技士 10名が、連日手術部へ派遣されている。2011

年より薬剤部より 1名職員が派遣され，麻酔薬や

麻薬管理を行っている 

2001 年 7 月の本院と分院との統合により、手

術部も本院と分院が統合された。この統合と 2001

年 9月の新病棟開設により手術件数が増加したた

め、新中央診療棟 2が完成するまでの措置として、

2001年 10月から新病棟 4階の ICU･HCU処置室

を手術室 15 号室、外来棟 1 階の整形外科外来の

手術室を手術室 16 号室として使用した。手術室

16号室においては、整形外科の外来手術も併せて

行った。 

手術列に関しては 2001年 9月までは定時手術

枠 9.5列/日であったが、2001年 10月からは手術

室 2室の増設に伴い 12列/日とした。2006年 10

月からは新中央診療棟 2の手術部完成により定時

手術枠 14列/日で運用を開始した。その後、2007

年 6月 16列/日、2008年 7月 18列/日、2009年

5月 18.5列（外来手術 0.5列）/ 日、2010年 5月

19.5列（外来手術 0.5列）/ 日、2011年 7月 20.5

列（外来手術 0.5列）/ 日、2013年 5月 21.5列（外

来手術 0.5列）/ 日と順調に手術室の使用枠を拡張

している。2009年 10月からは一部を外来手術枠

として運用を開始し、2011年 11月からロボット

支援手術も導入し、2014 年 5 月からはハイブリ

ッドアンギオ手術室の稼働が始まった。さらに

2015 年 6 月からは午後の手術室の効率的運用を

目指して「午後オンコール枠」の運用を開始した。 

 

診 療 

手術部は、入院患者及び救急患者の手術環境を

提供し、その管理と運用を行なっている。 

総手術件数は、2006年度 8,485件、2007年度

9,550 件、2008 年度 9,921 件、2009 年度 9,944

件、2010 年度 10,397 件、2011 年度 10,170 件、
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2012年度 10,752件、2013年度 11,235件、2014

年度 11,150件、2015年度 10,960件、2016年度

11,161件、2017年度 11,014と増加傾向にある。 

手術申込および術後の手術情報は、電子カルテ

と連動して、全てコンピユータ管理され、1999

年 5月より、手術申込は各診療科の診療用コンピ

ュータ端末より行うようになった。術後の実施入

力も、2000 年 3 月より手術部内の専用の端末か

ら行っている。手術予定は、1997 年 5 月より翌

日の予定を手術部ホームベージに掲載していたが、

2000年 11月からは翌週の週間手術予定を手術部

のホームベージに掲載するようになった。現在は、

翌週以降の空枠情報をホームページ上に掲載して

外科系全診療科が閲覧可能とし、手術室のさらな

る有効利用に取り組んでいる。 

最近の手術の特徴として、先進的な手術機器を

使用する高難度の先進手術や肝臓、心臓、肺など

の移植手術の施行、腹腔鏡・胸腔鏡下手術や

MIDCAB 手術に代表される低侵襲手術の施行、

重篤な合併症を有する患者の手術の増加がある。

先進的な手術機器を使用する手術では、補助心臓

装置装着や術脳神経外科、整形外科、耳鼻科手術

領域へのナビゲーション手術、ロボット支援手術

などがある。さらに、2014 年 5 月からはハイブ

リッドアンギオ装置を用いたカテーテルによる心

臓治療が開始された。 

周術期の患者ケアを充実させるため、2014年か

らは、麻酔科術前コンサルト外来にくわえて、手

術部の 3階部分を利用した周術期管理外来を開始

している。 

 

教 育 

高度先進医療を安全で効率的に行うためには、

手術部の看護職員、臨床工学技士をはじめとした

メディカルスタッフへの教育が重要である。また、

感染症の手術においては、院内感染症や職業性感

染を防止するための教育や予防対策の実施を行っ

ている。針刺し事故防止のためには、感染制御部

の指導のもと、診療科と協力して術野に neutral 

zoneを設置するなどの工夫も実行している。 

医学部学生の教育として、M2 学生を対象に外

科系統講義と手術部での手洗い実習を担当してい

る。系統講義では無菌操作、消毒・滅菌法、感染

防止法、外科感染症に加えて、周術期の栄養管理

ついても講義を行っている。外科系診療科のベッ

トサイド教育が開始される前に手術前手洗い法、

ガウンテクニック、周術期感染防止法などについ

ての実習指導も行っている。 

1999年 6月より術野の動画を LAN経由で、各

診療科へリアルタイムで配信している。1997年 2

月からは、術中写真、標本写真などの静止画像も

配信可能となり、それらは教育にも役立てている。 

新研修医の教育として、毎年 5 月に無菌操作、

消毒・滅菌法、感染防止法、手術時手洗い法、ガ

ウンテクニック、周術期感染防止法について講義

を行い、手術時手洗い法について指導している。

さらに、先進的な機器が手術部に導入された時に

は、医療機器管理部と協力して、関連診療科の医

師、看護師を対象に講習会を開催し、医療機器管

理部の協力のもと、正しい機器の取扱法を周知徹

底している。 

看護職員の教育は、手術室認定看護師を中心と

して、新規入職者を対象として 3年間のカリキュ

ラムを作成し、手術介助の基本、無菌操作、滅菌

法、消毒法、感染防止法などをマンツーマン方式

で教育している。 

看護学生への教育としては、手術介助の基本な

らびに無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法、

手術室の建築学、周術期栄養管理などについて講

義を行っている。 

臨床工学技士および臨床工学技士専門学校生に

は各種手術用ME機器、特に体外循環法，手術用

電気メス・レーザー機器、手術室電気安全工学な

どについての講義と実習を支援している。また、
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手術用ME機器は，マニュアルを作成し、看護職

員を対象に安全な使用方法を周知徹底している。 

その他の手術部メディカルスタッフの教育とし

ては、手術部で使用される医療材料やこれらの在

庫管理をとおして手術部内の医療経済についての

情報を共有している。さらに医療機器の故障・破

損についても保守点検情報を共有して医療安全を

推進している。 

 

研 究 

「手術医学」に関する次の課題について研究を

行っている。 

(1) 手術部内のリスク管理 

(2) 手術質の効率的運用 

(3) コンピュータによる術中患者監視装置開発 

(4) ロボット支援手術の運用支援 

(5) 手術部における職員の効率配置 

(6) 顕微鏡、内視鏡を用いた手術の支援 

(7) 内視鏡外科用手術器機の保守・管理の効率化 

(8) 術中映像・画像の高度画像処理、共有化 

(9) 標識による手術器具や医療材料の個別管理 

(10) 洗浄・消毒、滅菌法の徹底と周術期感染制御 

(11) 手術室の空調管理、環境工学 

(12) 手術用ME器機の保守・管理 

(13) 周術期の栄養管理 

(14) その他 

 

おわりに 

手術手技および手術を取り巻く技術の急速な進

歩により手術はますます、高度化、複雑化、長時

間化している。それにともない、手術に用いられ

る医療機器や医療材料も急速に進歩している。こ

のような大きな変化のなかで、手術室を安全、か

つ効率的に運用し、手術患者へ提供する医療サー

ビスの質を向上することは、今後の手術部の重要

な役割となっている。 
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沿革と組織の概要 

放射線部は，中央診療施設の一つとして 1964

年（昭和 39 年）8 月に新設された。現在は，放射

線診断部門（画像診断），核医学部門，放射線治療

部門の 3 部門および管理業務を行う診療放射線管

理室からなる。放射線部の構成員のうち，阿部教

授（部長）が平成 28 年 10 月に着任した。そのほ

かの構成員は，佐藤次郎講師（副部長）1 名，桂

正樹助教（医局長）1 名，白木尚技師長以下診療

放射線技師 75 名，放射線管理担当技術専門職員

1 名である。これに放射線科教官や放射線科医師

（大学院生，研修医）が加わり，さらに各診療科

の医師や診療検査部所属の看護師や臨床工学技士

が協力して，各種画像検査・放射線治療・放射線

安全管理等の放射線診療業務に従事している。近

年放射線診療業務は増加傾向にあり，業務の効率

化・人員配置の最適化・新規装置の導入等によっ

て対応を図っている。 

放射線診療の進歩・改善のための技術開発は，

医師や診療放射線技師が協力して行っている。画

像検査や放射線治療の分野はもちろんのこと，近

年では画像管理システムの構築，画像処理や画像

転送システムの開発が重要なテーマとなっている。

放射線オーダーおよび画像診断レポートの電子化

が平成 6 年になされており，これに加えて平成

15 年 5 月からは院内全体で PACS（picture 

archiving and communication system）が稼動し

ている。平成 24 年度より，読影負担軽減と均霑

化を進める試みとし，高機能読影システムの試験

的導入を進めている。 

 

診 療 

１）放射線診断部門 

業務内容： 単純 X 線撮影（骨・胸腹部・頭

部・小児・乳腺・骨盤計測），各種造影検査（消

化管・尿路），手術室撮影，救急外来，病室出張

（ポータブル）撮影，歯科口腔撮影，骨塩定量，

CT，MRI，血管造影・interventional radiology

（IVR），画像解析・画像処理（3D 画像作成等） 

大部分は中央診療棟 1 の 1 階にある放射線診断

部門で施行され，一部は中央診療棟 2 の MRI

室・手術室・救急部や 2，3 の診療科でも行われ

ている。いずれの検査においても撮影件数は増加

傾向にあり，特にCTおよびMRIの件数が飛躍的

に増加している。CTは6 台のマルチスライスCT

装置（320列×1 台，160列×1 台，64列 CT×2

台，80列×2 台）MRI は 7 台（3T MRI×5 台，

1.5T MRI×2 台）で検査に対応している。また，
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血管撮影は 6 台（ハイブリットアンギオ装置 1

台：手術部を含む）で検査に対応している。 

平成 29 年度は，X 線透視装置 2 台および CT

装置 1 台が更新された。 

２）核医学部門 

業務内容： 各種核医学検査（ガンマカメラ・

SPECT・PET），放射性医薬品管理，加速器を用

いたＰＥＴ用核種の製造，標識合成，品質検定，

放射性汚染物管理，アイソトープ内部照射療法 

中央診療棟１地下１階にある核医学部門で非

密封放射性核種を用いた各種医療業務を実施して

いる。核医学検査には，骨・腫瘍・腎・甲状腺シ

ンチグラフィ，心筋 SPECT や脳 SPECT が含ま

れ，トレーサ法を応用した機能画像や統計処理画

像も診療に供されている。近年，悪性腫瘍症例の

FDG-PETを中心として，PET検査の需要が増加

している。小型サイクロトロンで製造したポジト

ロン核種（11C,13N,15O,18F）で標識したトレー

サを用いる PET 検査が血流・代謝の評価やレセ

プターイメージング，脳内アミロイド蓄積量の有

無の評価等に利用されている。また，中央診療棟

2 の開設に伴い，PET-CT 装置の導入およびサイ

クロトロンの増設が行われた。平成 21 年度から

は，放射性同位元素を用いた骨転移除痛療法や悪

性リンパ腫に対する放射免疫療法が行われている。

平成 23 年度に GMP 基準のホットラボ室が備え

られた。 

３）放射線治療部門 

業務内容： 深部放射線治療，ガンマナイフ

治療，密封小線源治療，永久挿入治療，RI 内用

療法 

中央診療棟2 の地下3 階で業務を施行している。

また入院棟 A9 階には RI 内用療法用の専用病室を

完備している。放射線治療部門では，リニアック

3 台，イリジウム小線源治療装置，前立腺癌永久挿

入小線源装置，頭部定位放射線照射用ガンマナイ

フ，治療計画専用CT 撮影装置，治療計画装置等を

用い放射線治療を行っている。全てのリニアック

には位置照合のための CT 撮影機能が装備されてお

り，精度の高いイメージガイド下放射線治療が可

能となっている。また，平成 26 年度にリニアック

１台の更新が行われ，Tomotherapy が導入された。

これはヘリカル式強度変調放射線治療専用装置で

あり，前立腺，頭頸部，全身照射，全身皮膚照射等

の高精度放射線治療が実施されている。また，平成

24 年度より医療安全の観点から導入された治療

RIS は，がん治療の総合管理システムの構築を目

指し運用を進めている。 

平成 30 年 2 月にガンマナイフ装置が更新された。 

４）その他 

診療放射線管理室にて，院内のX線発生装置の

管理・放射性汚染物の管理・放射線教育・健康管

理（ガラスバッジ管理等）を扱っており，医療法・

障害防止法等に沿った管理運営を行っている。 

 

おわりに 

平成 14 年度に画像診断装置がフルデジタル化

され，翌年には病院情報システムを介した画像及

び診断レポート配信によるフィルムレス化が実現

した。中央診療棟 2（平成 18 年竣工）への救急

部・MRI 撮影室，放射線治療部門の移転や最新

機器の導入なども行われた。現在，入院棟 2期の

建設が行われており，新病棟稼働後の準備が進め

られている。 

デジタル技術による診断装置と画像処理，画

像診断・放射線治療技術は高度化が進んでいる。

今後も，放射線部は診断各科に対するサービスの

向上を通じて東大病院の診療レベルの向上に寄与

すべく努力を続けていく。 

 

論文発表は，放射線医学講座の項を参照され

たい。 
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部門統計 （平成２９年度実績） 

 

 項目 入院（人） 外来（人） 合計（人）

一般（単純） 86191 82827 169018

一般（透視） 4477 1280 5757

血管造影検査 3536 0 3536

Ｘ線ＣＴ検査 17314 33140 50454

ＭＲＩ検査 5244 14553 19797

骨塩定量 453 3024 3477

核医学検査

ＳＰＥＣＴ 624 741 1365

全身シンチグラム 167 371 538

部分（静態）シンチグラム 21 52 73

部分（動態）シンチグラム 48 83 131

ＰＥＴ 0 0 0

ＰＥＴ/ＣＴ 899 1184 2083

センチネルリンパ節シンチグラフィー 141 10 151

放射線治療

高エネルギー放射線治療（体外照射IMRT含む）件数 4619 8762 13381

ガンマナイフ定位放射線治療 120 0 120

直線加速器定位放射線治療（人数） 42 227 269

IMRT（人数） 105 137 242

全身照射 20 0 20

腔内照射高線量率イリジウム 3 35 38

腔内照射　その他 0 0 0

組織内照射高線量率イリジウム 0 0 0

非密封線源内用療法（甲状腺がん） 44 0 44

内用療法（機能亢進症） 9 0 9

固形がん骨転移（疼痛緩和） 0 0 0

画像誘導放射線治療（IGRT）加算 3314 5308 8622

治療計画 327 432 759
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教授 
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講師 
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助教 
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ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/~todaiyak/ 

 

 

沿革と組織の概要 

薬剤部の 2018年 1月 1日現在の構成員はスタ

ッフ 9 名、薬剤師職員 72 名、薬学系研究科大学

院生 8名、薬学部生 5名である。 

 

診療 

薬剤部は以下の６部門に分類される。 

１）情報・研究部門 

医療従事者からの医薬品に関する質疑に対する

薬品情報の提供、入院患者への薬剤管理指導業務

等の支援を行っている。また、薬事委員会で薬剤

の採用・削除の審議を行うための資料作成、およ

び定期的に「DIニュース」などを作製、刊行して

いる。 

２）調剤部門 

適正使用に基づいた全ての処方せんの鑑査の後

に調剤が行われる。患者に対して窓口、あるいは

個室にて医薬品の適正使用のための情報提供を行

っている。調剤に際しては効率化を目的にコンピ

ュータを導入したオーダリングシステムおよびこ

れらとリンクした自動分包機、注射薬に関しては

自動調剤機、バーコードラベルプリンターが導入

されている。 

３）製剤部門 

注射剤、点眼剤、消毒剤等の無菌製剤ならびに

錠剤、カプセル剤、軟膏剤、坐剤等の一般製剤、

入院患者および在宅療養患者のための中心静脈栄

養（IVH）輸液の調製を行っている。また、抗悪

性腫瘍剤の注射薬の調製を、処方鑑査支援システ

ム（各診療科から提出されたプロトコル、患者情

報、調剤済み処方せんをデータベース化）を利用

した厳重な処方鑑査の上で行っている。さらに、

高度先進医療をサポートするため、必須であるが

市販されていない製剤の開発および患者個別の特

殊製剤の開発、それらの物理的特性試験および含

有量均一性試験、安定性などの品質管理試験を行

い、品質保証された薬剤の安定供給を行っている。 

４）薬務・薬品管理部門 

薬務室は病院採用医薬品（院内、院外採用）の

定期的見直し、薬剤部内の購入物品等の帳票の処

理、薬剤業務の諸統計資料作成、薬事委員会事務

ならびに部内外との連絡調整などの事務的な事項

の処理を行っている。薬品管理室は院内取扱い医

薬品 2,508品目の供給・管理（医薬品管理システ

ム）、外来診療棟において繁用される処置薬の供

給・管理（外来処置薬管理システム）、手術部にお

ける術式毎の麻酔関連の医薬品の供給・管理（手

術部医薬品集中管理システム）及び各病棟・処置
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室における管理医薬品（筋弛緩薬、向精神薬、毒

薬）の管理を行っている。 

５）麻薬管理部門 

麻薬管理者（薬剤部長）の指導・監督の下に、

麻薬について管理、記録、報告、鑑査、指導など

を行い、調剤用薬および注射剤を調剤室、各診療

科にそれぞれ定数配置している。 

６）病棟部門 

以下の業務を通じて、薬剤師の立場から得られ

た情報を医療スタッフ間で共有し、あるいは薬剤

師の専門的立場から情報を提供し、薬物治療への

参画を通してチーム医療に貢献している。 

① ICU 部門に常駐し、急性期患者の薬剤処方支

援、注射薬の無菌調製、在庫管理、スタッフ教

育などを行っている。 

② 血液・腫瘍内科および無菌病棟を対象とした注

射薬の混合調製を病棟のスタッフステーション

で行っている。 

③ すべての病棟に薬剤師を配置しており、処方支

援、診療科のカンファレンスへの参加、服薬指

導、その他の薬学的管理（薬剤の投与量、投与

方法、投与速度、相互作用、重複投与、配合変

化等に関する確認ならびに効果、副作用等に関

する状況把握）など種々の薬剤業務を行ってい

る。特に重篤な患者を扱う ICU・CCU や循環

器内科病棟、血液内科病棟、小児科病棟をはじ

めとする 18 病棟には病棟専任薬剤師が常駐し

ている。 

④ 病棟在庫薬の調査・管理 

⑤ 院内NSTへの参加により、患者の栄養管理に

貢献している。 

⑥ 緩和ケアチームへの参加により、医療用麻薬な

どの適正使用に貢献している。 

⑦ ICT への参加により、院内ラウンド、院内で

の抗菌薬使用状況データの管理、スタッフ教育

を行っている。 

 

数値データ（2017年度） 

院内採用薬品 2,508品目 

処方せん枚数 or 件数 

外来  405,355 枚 

    （院外 : 341,090 枚） 

    （院内 : 64,265 枚） 

外来化学療法 : 13,315 枚 

入院 : 232,080 枚 

注射 : 178,297 枚 

IVH : 2,432 件 

化学療法 : 10,013 件 

TDM 件数  16,312 件 

薬剤管理指導件数  17,997 件 

 

教育 

医学部附属病院薬剤部では、本学医学部医学科、

医学部健康総合科学科、および薬学部の学生の医

療薬学関連の教育を担当するとともに、独自の薬

剤師卒後研修制度を主宰している（2009年度まで

は一年間、2010年度以降は半年間）。 

医学部医学科学生の教育としては「病因・病理

学」の選択講義を担当し、薬物療法に関する基盤

知識、特に臨床的に重要な薬物動態学的および薬

力学的な考え方を教育している。また 5・6 年次

に医学部臨床実習の一部として、3 日間の臨床薬

剤学実習を実施し、適正な処方設計とそのリスク

マネジメントなど薬物療法を実践するために必須

な知識を教育している。医学部健康総合科学科学

生に対しては、必須講義「薬理学・毒性学」の臨

床薬物動態学を担当している。 

一方、薬学部学生に対しては、2 年次に「医療

薬学」（必修）の講義を通し、臨床現場での薬剤使

用に関して、薬理学、薬物動態学的知識を教育し

ている。薬学系大学院では、協力講座（臨床薬物

動態学講座）として、講義「基礎薬科学特論 IV」

「クリニカルサイエンス特論」「医療薬学特論（偶

数年度開講）」を担当し、医療における薬学の実践
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を教育している。なお、薬学部からは卒業研究、

修士及び博士後期課程の学生を多数受け入れ、活

発な研究活動を進めている。 

病院薬剤部の担う薬剤師教育の重要性は、平成

18 年度より開始した薬学部 6 年制教育への移行

により、ますます高まっている。薬剤部ではこれ

までに入職前の薬剤師に対し独自の薬剤師卒後研

修制度を行なってきた歴史がある。従来の 一年間

の研修期間を半年に短縮しながらも、6 年制の卒

業生に対して同様の制度を継続中である。平成 29

年度には、研修生 13 名がこのプログラムを修了

している。 

外部に対しては、定期的に「薬薬連携スキルア

ップセミナー」および｢処方と薬の情報研究会｣を

開催し、地域医療を担う薬剤師のレベルアップを

図るなど、薬剤師生涯教育の一端を積極的に担っ

ている。 

 

研究 

各生体要素の分子レベルでの機能と、生命活動

全体において果たしている機能の関係は、単純な

一対一対応では理解できないことが判ってきてお

り、薬物と単一標的分子の関係のみの理解では臨

床効果を評価・予測する上では不十分である。薬

物、標的分子を取り巻く他の多種分子がどのよう

に組み上がって全体を構成し、どこに位置して機

能し、全体としてどのように動作しているのかを

明らかにする必要があり、これはすなわち生命活

動を「システムとして理解」することに対応する。 

薬効標的・副作用と想定される複数候補分子の

中から、最も密接に関連する標的分子を同定する、

あるいは創薬段階の初期において、発現しうる効

果・副作用を包括的に予測するなど、現在では未

だ解決困難な問題点に関して、システム薬理学の

手法を用いて解決することを目指し、以下のよう

な研究を進めている。 

1. 脂質・胆汁酸・尿酸などの生体内輸送を制御す

る分子メカニズムを解明し、それらの統合的理

解に基づく生活習慣病治療法の確立を目指し

た研究 

2. 骨吸収・骨形成に関わるシグナル分子の動的制

御メカニズムを解明し、それらの統合的理解に

基づく骨代謝疾患治療法の確立を目指した研

究 

3. 創薬段階で意図しなかった分子に対する作用

を包括的に考慮した、分子標的抗がん剤の薬

理・毒性発現メカニズムの定量的理解と、臨床

応用・新規創薬手法の確立を目指した研究 

4. 大規模オミクス解析を用いて、薬物の副作用発

現に関わる分子メカニズムを解明し、それらの

定量的な理解に基づく副作用発現の予防・治療

法の確立を目指した研究 

5. 薬物の体内動態に関連する分子機能の精密な

定量化に基づく臨床薬理動態学研究 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション部は昭和 38年（1963年）

にリハビリテーション診療を目的として中央診療

部に運動療法室が開設されたことに由来する。そ

の後 1966 年に水治療法室、作業療法室等を増設

整備してリハビリテーション・センターと改称、

さらに 1970 年からリハビリテーション部と改称

された。1984年に専任部長職（教授）が設置され

たが、正式名称は理学療法部のままであった。リ

ハビリテーションは患者の生命の延長だけでなく

生活の充実を重視するようになった近代の保健医

療サービスの流れに中で誕生した診療部門である。

20世紀半ばに主として米国より導入されたが、わ

が国独自の医療環境によりニーズの急速な拡大に

もかかわらず、普及が遅れた。厚生労働省により

リハビリテーション科が標榜科名として認可され

たのは 1996年のことである。 

本学においてはようやく大学院医学系研究科

外科学専攻感覚運動機能医学講座内にリハビリテ

ーション医学分野が設置された 2001 年度に病院

理学療法部もリハビリテーション部への名称変更

が文部科学省により認められた。しかし、教員の

配置は配慮されないまま今日に至っている。した

がって、大学院のスタッフは教授１名のみで、大

学院生数名が在籍する。 

部の名称変更に伴い、関連職種を統合し、診療

部としての整備が行われた。関連して 2002 年度

から精神科デイホスピタル部門（DH）がリハビ

リテーション部の所属となった。現在のスタッフ

として、医師部門は教授 1名、講師 1名、助教 3

名、特任臨床医 2名である。メディカルスタッフ

については、理学療法部門はかつて整形外科に所

属していた職員を合わせて理学療法士 19 名とな

った。作業療法部門は作業療法士 9名である。さ

らにアレルギーリウマチ内科に所属していた鍼灸

マッサージ師 4名が所属している。その他に DH

には、看護師、臨床心理士などが活動している。 

 

診 療 

2006年 11月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転した。 

リハビリテーション部は中央診療部として活

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続し

たり、経過を追跡したりする。また、紹介外来患

者の診療も行う。東大病院は、1996年度よりリハ

ビリテーション診療総合承認施設に指定され、保

険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリハビリテ
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ーション診療に関わる保険診療システムは大きく

変わり、疾患別リハビリテーションの体制となっ

た。この中で東大病院リハビリテーション部は、

脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器リハ

ビリテーション料、呼吸器リハビリテーション料

の施設基準認可を受け、更に 2007年 11月には循

環器内科・心臓外科等の協力により心大血管疾患

リハビリテーション料の施設基準認可が追加され、

理学療法および作業療法を行っている。2010年度

にはがん患者リハビリテーションの施設基準も取

得している。 

年間の新患数は入院・外来合わせて約 4,000人

で、入院患者の約 25～30％に相当する 250～300

人程度を常時担当し、リハビリテーション診療を

行っている。外来通院でのリハビリテーション診

療対象は 1 日約 30 人である。入院患者へのサー

ビスのニーズ拡大に対応することを優先するため、

外来通院患者数の比率は減少傾向にある。臨床各

科からの依頼に応じて入院患者の診療を行うのが

主であり、ほぼ全科から依頼がある。診療件数の

多い主な診療科は、整形外科、精神科、循環器内

科、心臓外科、神経内科、脳神経外科、小児科な

どである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られな

い患者も多く、各セラピストが病棟に出張して訓

練する例が増加している。毎朝、前日の新患患者

のプレゼンテーションを行い、毎週木曜の午前中

に、過去 1週間の入院新患患者の回診を教授以下

の医師により行っている。 

精神疾患のリハビリテーション診療について

は、作業療法士 4名が専門的に担当している。精

神科作業療法室は主として入院患者の治療を分担

している。また、精神科デイホスピタルは精神科

より移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッ

フ等と連携して外来でのデイケアを施行している。

デイケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ば

れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005

年 4月からは自由診療として外来診療を行ってい

る。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ４の臨床実習

（クリニカルクラークシップ）等を行っている。

系統講義は、リハビリテーション医学総論、切断

と義肢、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋

疾患、骨関節疾患、小児疾患、呼吸障害のリハビ

リテーション医学・医療をテーマとして年間 7単

位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3日間行っている。この必修の

臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関（国立療養所東京病院、JR

東京総合病院、東京都リハビリテーション病院、

荏原病院）の協力により、4週間のエレクティブ・

クリニカルクラークシップを実施している。さら

に、メディカルスタッフの学生教育として、年間

20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ指導を行

っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学か

らの研修希望者を多く受け入れていたが、近年は

私学を中心として他大学にリハビリテーション医

学講座が増えてきたこともあり、入局者は一時減

少していた。しかし 2012 年度以降、増加傾向に

ある。初期研修は、卒後初期 2年間の臨床研修義



532 東京医学・第 136 巻・平成 30 年 10 月 

務化に伴い、2 年目のローテート研修医十数名を

受け入れ指導している。後期研修希望者に対して

は、いくつかの協力施設との連携により研修プロ

グラムを設定し、臨床医として学会専門医の取得

を目標とした教育を行っている。 

2001年度に、大学院にリハビリテーション医学

分野が設置されたことから、正式に大学院生を受

け入れている。2006年にはリハビリテーション医

学に初めて研究室が設置され、大学院生に対する

教育体制を整えている。 

 

研 究 

リハビリテーション部が新中央診療棟２に移

転するとともに、研究室の設置が初めて認められ

たこともあり、リハビリテーション部としての研

究体制は整いつつある。特に今までも利用してい

た動作解析システムが一部更新され、運動器の障

害に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2017年現在進行

中の研究を幾つか挙げる。 

1) 三次元動作解析を用いた運動器疾患研究 

2) 感覚障害と運動コントロールの関係に関する

研究 

3) 骨系統疾患のリハビリテーション、長期予後に

関する研究 

4) 先天性四肢形成不全の病態、治療に関する研究 

5) DPC データを用いたリハビリテーション効果

に関する研究 
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概要 

材料管理部は、手術器械を始めとするリユース

品の再生処理（確実な洗浄・消毒・滅菌）を行い、

手術部・外来・病棟に安全かつ安心できる器材を

提供する使命を担っている中央診療部門である。

必要な器材なしには医療の実践は不可能であり、

安全な器材なしには感染制御の土台が崩れ、再生

処理なしには膨大なコストを要する。病院運営の

根幹を担っているという責任感のもとスタッフは

業務にあたっている。 

 

沿革 

昭和 39 年（1964）4 月、現在の材料管理部の

前身といえる組織が設置され、当初は手術部のリ

ネン類のランドリーを主業務としていた。昭和 40

年（1965）6月中央材料部と改称し、病院全体の

診療に必要な器材の消毒・滅菌の再生処理業務及

び補給業務を開始。昭和 50年（1975）12月より

器械セット類の供給業務を開始、昭和 62 年

（1987）12 月に中央診療棟Ⅰの 3 階に移転し、

昭和 63 年（1988）4 月、中央材料部から材料部

に改称、近代的な材料部となり、外科病棟への中

型自動搬送機システム（東京大学で開発）の稼動

を開始した。平成 6年（1994）7月、新外来診療

棟移転・開設と同時に、外来で使用した器械セッ

トについても、中型自動搬送機システムによる供

給・回収システムを確立した。 

職業感染予防策としてのスタンダードプリコー

ションを遵守し、平成 9年（1997）には医療現場

での一次洗浄を廃止した。更に平成 10年（1998）

には 4槽式トンネル型自動洗浄機（ウォッシャー

ディスインフェクター）を導入し洗浄効率が格段

に向上した。 

平成 13年（2001） 4月には、組織再編に伴い、

材料部及びその一部門であったME部門が部に昇

格し、医療機器・材料管理部と改組された。（ME

部門は、国立大学附属病院の中で、初めて正式に

認められた。） 

平成 17 年（2005）材料管理部と医療機器管理

部とに分離し、現在に至っている。 

 

業務内容 

自動洗浄機は、4 槽型ウォッシャーディスイン

フェクター2台、2槽型 2台、単槽型 3台、自動

真空超音波洗浄機 1台、ステリライザー2台が稼

動中である。滅菌機は、オートクレーブ 6台（う

ち手術部専用 3 台）、エチレンオキサイドガス滅

菌機 2台、プラズマ滅菌機 1台、過酸化水素滅菌

機 1台、低温蒸気ホルムアルデヒド滅菌機 1台が

設置されている。 

これらの機械をフル稼動し、さらに手洗い洗浄

を加え、手術部での年間 1万件を超える手術で使
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用する鋼製小物をはじめとするリユース品の再生

処理をおこなっている。また、ロボット支援手術

システム導入に対応し、instrumentの再生処理工

程も確立した。 

自動洗浄機の洗浄試験、滅菌器の化学インジケ

ーター・生物学的インジケーター使用により、作

業工程の確実性を担保し、器械のセット組みにあ

たっては、細心の注意を払い正確な作業を心掛け

ている。 

材料管理部における処理負荷は年々増加の一途

をたどり、平成 26年度には洗浄業務の 24時間体

制を導入した。平成 29 年度には、手術部分のコ

ンテナ作成数が 29419 点、外来・病棟分の回収コ

ンテナ数が 14157 件におよんだ。また、平成 23

年度から開始した材料管理部職員による手術部回

収廊下における使用器械の再カウントは、平成 26

年度から委託業者スタッフに引き継がれ（平成 29

年度実施実績は 5949 件）器械の紛失・体内遺残

防止等、医療安全に大きく貢献し、手術部看護師

の負担軽減にも役立っている。 

 院内の感染対策ラウンドにもスタッフが加わ

り、器材の正しい管理に力を尽くしている。 

 

教育 

現在、材料管理部には手術部との兼任で、深柄

部長（准教授）、村越副部長（講師）の計 2 名の

教官が所属し、手術部教官と共に、研修医や学生

に対して手術部での手洗い実習等を担当している。 

 

研究 

安全かつ効率的な作業工程確立に向けて、洗浄

方法の見直しを適宜おこない、残留たんぱく質、

ATP レベル測定等で、その効果を判定している。

また、器材の適正な流通数の見直しを図っている。

これらの実践的な研究成果は、関連学会で報告さ

れている。さらに、外科侵襲と生体反応に関する

基礎研究も手術部・他の診療科・学外施設との共

同のもとおこなっている。 
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病理部・病理診断科 
 

部 長  

牛久哲男（准教授）＊ 

副 部 長  

佐々木毅（地域連携推進・遠隔病理診断センター長） 

教 授  

深山正久＊ 

准 教 授  

森川鉄平＊ 

講 師  

牛久綾（病理部） 

池村雅子＊（「総合医学教育のための CPC 教育推進室」準備室） 

助 教  

堂本裕加子、阿部浩幸（特任講師（病院））、山内直子＊、田中麻理子＊、 

種井善一、田中淳、日向宗利（病理部） 

宮川隆（特任、「放射線の健康影響に係る研究調査事業」） 

医 員  

市村香代子 

近藤篤史、村田翔平（専門研修医） 

 

ホームページ http://pathol.umin.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野（＊）は、一つのユニットとして機能

し、東大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）

と、人体病理の教育、研究に当たっている。 

平成 25 年度より「遠隔病理診断・地域連携推

進センター」を立ち上げた。さらに病理診断科を

開設し、病理外来を開始し、佐々木准教授が乳が

ん患者に病理診断の説明を行っている。 

平成 26 年度よりゲノム医学の進歩を臨床の場

に積極的に応用することを目的に、バイオバン

ク ・ ジ ャ パ ン の 一 環 と し て 東 大 病 理 部 に

「ゲノム病理標準化センター」を設置した

（http://genome-project.jp/）。病理組織検体バン

キングのための基礎研究とともに、医師、技師を

対象に、「病理組織検体取扱講習会―ゲノム医療実

現のための病理標準化センター講習会―」を開催

している（佐々木准教授、森川准教授、教室国田

助教）。平成 28 年度末からゲノム医療研究プロジ

ェクトとして、がんのクリニカルシーケンシング

の実装に向け「臨床ゲノムカンファランス」を行

っている（研究代表間野博行教授）（牛久准教授、

牛久綾講師）。年度末に東大病院が、がんゲノム医

療中核拠点病院に選定され、来年度から先進医療
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として実際の診療に取り入れられる予定である。 

平成 28 年度末から日本病理学会による「AI 等

の利活用を見据えた病理組織デジタル画像

（P-WSI）の収集基盤整備と病理支援システム開

発」に協力し、人工知能による病理診断補助シス

テムの開発を目指して whole slide image を含め

た症例登録を行った。また、放射線科、脳外科と

共に院内で画像登録を行う際の問題点について検

討を行った。 

 

診療（病理診断・病理解剖） 

平成 29 年度は、組織 16,719 件、細胞診 16,301

件、迅速診断 924 件、迅速細胞診 408 件、院内

病理解剖 47 例（病理解剖率 16.7%）、受託病理

解剖 1 例であった。 

手術症例については、以下のカンファランスを

行っている（カッコ内は責任スタッフ名）。呼吸

器外科（牛久綾講師、日向宗利助教）、肝臓・胆

膵（山内、田中麻里子助教）、肝転移（阿部病院

講師）、泌尿器（森川准教授）、婦人科（池村講

師、堂本病院講師）、乳腺（池村講師、佐々木准

教授）、整形外科（牛久准教授、田中淳助教）。

生検について臨床各科と定期的にカンファランス

を行っている臓器は、腎臓（堂本病院講師、日向

助教）、皮膚（田中麻里子助教）である 

我々の業務上の目標は、正確な診断を可能な限

り早く臨床に提供することである。また、報告書、

スライドのレビューを全例について行い、確実な

診断を保証するため、継続的に努力している。 

バーチャルスライド・スキャナーを用い、すべ

ての生検標本をデジタル情報として保存し、診断

時に参照できるようにしている。 

病理解剖に関しては，全例について毎週月曜日

に臨床・病理所見を検討し、また毎月 1回、2 症

例について病院 CPC を実施している。 

 

教 育 

M2 を対象に系統病理学講義、実習を行ってい

る。クリニカルクラークシップ（CC）は M4 を

対象に行っている。エレクティヴ・クラークシッ

プでは、4 名の学生を受け入れた。  

卒後臨床研修制度で各研修医に義務付けられ

ている CPCレポートの指導を行った。CPC スラ

イドのダイジェスト版を院内に公開しており、ま

た、臨床研修医が自ら問題を解決して、CPC の内

容を理解できるよう、CPC e-learning コースを作

成している（池村講師）。 

また、研修二年目のプログラムとして、平成 29

年度には 9 名の研修医（延べ 34 ヶ月）を病理部

に受け入れた。新専門医制度のもと平成 29 年よ

り開始された東京大学医学部病理専門研修プログ

ラムとして，専攻医 2 名を受け入れた。 

研 究 

佐々木准教授を中心に遠隔病理診断の信頼性、

有用性に関する実証研究を進めている（人体病理

学：文献 32）。厚生労働科学研究費「病理デジタ

ル画像・人工知能技術を用いた、病理画像認識に

よる術中迅速・ダブルチェック・希少がん等病理

診断支援ツールの開発（代表佐々木）」の実施、

ならびに「Deep Learning 技術を用いた腎生検

病理画像の自動分類による病理診断の効率化と

診断補助に関する研究（代表大江和彦教授）」へ

の協力など、人工知能を活用した病理診断補助シ

ステム開発を進めている。 

病理解剖を補助する手段として、オートプシー

補助 CT 室に設置した CT 装置を用い死後画像を

撮影し、画像所見と病理解剖結果を対比し、病態

理解の向上に役立てるべく検討を行っている（堂

本・阿部病院講師）（人体病理学：文献 25, 31）。 

臨床各科とのカンファランスを基に、腫瘍性疾

患の概念整理、病理形態学的解析に取り組んでい

る。肝胆膵外科、上部消化管外科の in vivo 
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imaging などを取り入れた技術開発に協力して

いる（人体病理学：文献 19）。 

宮川特任助教（病理部）は放射線の健康影響に

係る研究調査事業を主たる業務としている。 

 

出版物等（症例報告のみ） 

 

人体病理学・病理診断学分野の該当項参照。 
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(3) Hana T, Tanaka S, Nakatomi H, Shojima M, 

Fukumoto S, Ikemura M, Saito N. Definitive 

surgical treatment of osteomalacia induced 

by skull base tumor and determination of the 
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部長・准教授 

臼井 智彦 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/kakumaku.html 

 

 

沿革と組織の概要 

角膜移植部は角膜移植手術の実施と角膜に関す

る研究の発展、進歩を目的として昭和 51 年に東

大病院中央診療施設内に設置された部である。構

成は部長（准教授：臼井智彦）1名からなる。 

 

診 療 

診療は眼科診療科の一部として運営され、特に

角膜移植および角膜疾患に関する診察、治療を重

点的に担当しているが、眼科のスタッフとして眼

科の一般診察も担当している。 

専門外来としては月曜（午後）、水曜（午前）、

木曜（午前）、金曜日（午前）に角膜外来を担当

し、角膜疾患全般の外来診療および角膜移植手術

の適応の決定、術後の管理を行っている。また、

円錐角膜や角膜移植などの角膜の特殊症例に対す

るコンタクトレンズ外来や円錐角膜に対する新し

い治療である角膜クロスリンキングを行う円錐角

膜外来は毎週水曜（午後）に行われている。平成

29年の角膜移植は 72件であった。従来の全層角

膜移植に加えて、角膜移植の最も多い適応疾患で

ある水疱性角膜症に対しては、角膜内皮移植を導

入し、良好な結果を得ている。移植提供眼は保存

期間内に可能な限り速やかに移植手術を行う必要

があるため、原則として臨時（救急）手術として

行っている。 

角膜移植部の活動として、附属病院での角膜移

植手術の実施以外に、各地のアイバンクの協力の

もとに提供眼の摘出、医学的検査、移植眼を必要

としている他の医療機関への眼球の再送があげら

れる。患者の希望により一部海外アイバンクの角

膜を使用する角膜移植も実施している。さらに、

現在当移植部では角膜移植手術の安全性と術後成

績を向上させるため、以下の点について重点的に

検討を行っている。 

１）角膜提供者の感染症、特に肝炎ウィルス、梅

毒、その他感染症の判明率の向上、提供者の生

前の病歴については、当該医療機関への問い合

わせを徹底し、また動脈血採血による検査を組

み合わせることによりほぼ 100％の判明率が得

られている。 

２）全層角膜移植術、表層角膜移植術および角膜

内皮移植術などの手術成績の評価を定期的に行

っている。 

３）各種角膜移植術の術後成績に影響を及ぼす因

子の検討を行っている。 

 

教 育 

学生への講義としてクリニカルクラークシップ

で角膜疾患および角膜移植に関する教育を担当し

ている。各地域の眼科医に対して、角膜に対する

最新の診断、治療法に関する啓蒙活動を行うほか、

大学の研修医、助教、および角膜専門外来を担当

する臨床医に対しては、実践的な角膜診療につい

ての教育を行っている。 
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研 究 

角膜移植部では角膜内皮移植の術後成績につい

ての臨床研究、角膜クロスリンキングの術後成績

についての臨床研究、前眼部 OCT を用いた角膜

のバイオメトリーに関する臨床研究をおこなって

おり、また角膜血管新生や遺伝性角膜疾患に対す

る核酸医薬の点眼製剤の開発、遺伝性角膜疾患に

対する遺伝子治療の開発、人工角膜の開発、コン

タクトレンズによる疾患の治療法の開発なども行

われている。 

 

出版物等 

 

1: Taketani Y, Kitamoto K, Sakisaka T, 

Kimakura M, Toyono T, Yamagami S, 

Amano S, Kuroda M, Moore T, Usui T, 

Ouchi Y. Repair of the TGFBI gene in 

human corneal keratocytes derived from a 

granular corneal dystrophy patient via 

CRISPR/Cas9-induced homology-directed 

repair. Sci Rep. 2017 Dec 1;7(1):16713. 

2: Aixinjueluo W, Usui T, Miyai T, Toyono T, 

Sakisaka T, Yamagami S. Accelerated 

transepithelial corneal cross-linking for 

progressive keratoconus: a prospective 

study of 12 months. Br J Ophthalmol. 2017 

Sep;101(9):1244-1249.  

3: Kim EC, Toyono T, Berlinicke CA, Zack DJ, 

Jurkunas U, Usui T, Jun AS. Screening 

and Characterization of Drugs That Protect 

Corneal Endothelial Cells Against 

Unfolded Protein Response and Oxidative 

Stress. Invest Ophthalmol Vis Sci. 2017 

Feb 1;58(2):892-900.  

4: Benischke AS, Vasanth S, Miyai T, 

Katikireddy KR, White T, Chen Y, 

Halilovic A, Price M, Price F Jr, Liton PB, 

Jurkunas UV. Activation of mitophagy 

leads to decline in Mfn2 and loss of 

mitochondrial mass in Fuchs endothelial 

corneal dystrophy. Sci Rep. 2017 Jul 27;

7(1):6656. 
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無菌治療部 
 

部長 

黒川峰夫 

講師 

樋渡光輝 

助教 

遠山和博、牧宏彰 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/mukin/ 

 

 

沿革と組織の概要 

無菌治療部は1995年6月に院内措置によって設

置され、1996年 5月に文部省（当時）により正式

に東大病院中央診療施設として承認されました。

発足時は入院棟B（旧北病棟）8階に無菌室 8室（8

床）を有する無菌病棟が設置されましたが、その

後入院棟A 5階にやはり 8室（8床）の無菌室を有

する無菌病棟が設備されました。2018年 1月に入

院棟B8階に移転し、造血幹細胞移植を中心とした

医療を行っています。無菌治療部のスタッフの数

は、部長 1、講師 1、助教 2です。 

 

診療 

同種および自家造血幹細胞移植を中心とした診

療を行っています。1995年以降 2017年末まで約

1000例の造血幹細胞移植を行ってきました。尚、

1996年に骨髄移植財団認定施設、1998年に国際

間骨髄移植認定施設、2000年にHLAミスマッチ

骨髄移植認定施設となっています。2017年には自

家造血幹細胞移植が 17 件，同種造血幹細胞移植

（臍帯血移植を含む）が 26 件実施されました。

このうち、小児患者に対する移植は 8件（同種造

血幹細胞移植）でした。成人患者（あるいはドナ

ー）については血液・腫瘍内科が、小児患者（あ

るいはドナー）については小児科（血液腫瘍グル

ープ）が担当科となり、両科・グループが緊密に

無菌治療部スタッフと連携をとりながら診療にあ

たっています。また、末梢血幹細胞採取に関して

は輸血部スタッフと、骨髄採取に関しては手術部

スタッフと、放射線照射には放射線科スタッフと

の連携が重要であり、その他無菌集中治療に関係

する各診療科・診療部との緊密な協力のもとに運

営されています。 

自家・同種造血幹細胞移植 

（骨髄・末梢血幹細胞、臍帯血） 

自家造血幹細胞移植は化学療法後の骨髄回復期

に患者様の末梢血または骨髄から造血幹細胞を採

取凍結し、改めて大量化学療法・放射線療法をし

た後に、造血幹細胞を輸注する治療法です。さら

に、他人の造血幹細胞を大量化学療法・放射線療

法後に移植する同種移植も患者様の病態に応じて

積極的に行っています。もととなる造血幹細胞と

しては血縁者・骨髄バンク・臍帯血などあらゆる

種類のものから患者様の状態とご希望に基づいて

最適なものを選択し使用します。 

高齢者移植 

同種造血幹細胞移植は、疾患の治癒まで期待で
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きる非常に有効な治療法でありますが、大量化学

療法・放射線療法などの治療に関連した副作用、

合併症により、高齢者においてはその適応が制限

されています。しかし近年、骨髄非破壊的同種造

血幹細胞移植（ミニ移植）の確立や、支持療法の

進歩に伴い、高齢者に対する移植適応は拡大して

います。無菌治療部においては、倫理委員会の承

認を得て、55-60 歳以上の高齢者に対する同種造

血幹細胞移植を積極的に行っており、疾患予後の

改善を目指しています。 

 

教育 

無菌治療部のスタッフは、M2 を対象とする血

液内科学系統講義、M3 を対象とするクリニカル

クラークシップといった学生教育においても、血

液・腫瘍内科および小児科・血液腫瘍グループの

メンバーと共同して取り組んでいます。 

 

研究 

新しい造血幹細胞移植法開発を目指した臨床的

および基礎的研究に重点を置いています。造血幹

細胞の生成・維持機構の解明、造血器腫瘍発症機

構の研究を行っています。さらにはリプログラミ

ング技術を用いた造血器腫瘍細胞の iPS細胞化の

研究を行っています。また、特に小児領域では、

乳児白血病、神経芽細胞腫や横紋筋肉腫などの固

形腫瘍の発症機構の研究に注力しています。 
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沿革と組織の概要 

病院検査部に所属していた内視鏡部門は、1996

年 4 月より院内措置として、1997 年 4 月より正

式に光学医療診療部として独立した。消化管内視

鏡検査を中心に年間約 2万件の内視鏡が行われて

いる。専任教員は准教授 1名、助教 1名であるが、

消化器内科、胃食道外科、大腸肛門外科、肝胆膵

外科、呼吸器内科・外科、耳鼻咽喉科、女性外科

等の医師が担当している。 

 

診 療 

上部消化管内視鏡検査、下部消化管内視鏡検査、

気管支鏡検査、喉頭鏡検査、婦人科検査等が行わ

れている（表１）。近年は、各内視鏡分野において

緩やかに検査件数の増加がみられる。特に消化管

内視鏡では、より精度の高い画像強調拡大観察に

よる診断内視鏡、消化管腫瘍に対する内視鏡的粘

膜下層剥離術などの治療内視鏡の件数が増加して

いる。この他に、光学医療診療部では、外来、手

術室、放射線部等、他部門で使用される全ての内

視鏡の洗浄消毒を行っている。 

 

教 育 

光学医療診療部を使用する各診療科における

学生教育の一部として、内視鏡に関する教育を光

学医療診療部で行っている。卒後教育については、

各診療科の教育プログラムに沿って、内視鏡の研

修が行われている。 

 

研 究 

光学医療診療部を使用する各診療科と協同で、

多岐にわたる研究を行っている。 

 

 表 1. 光学医療診療部検査件数の年次推移 

 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

上部内視鏡 9822 10682 10556 10963 11376 11840 11740 11874 11944 11490

下部内視鏡 4679 4996 5152 5208 5688 6000 6043 6394 6814 5921 

気管支鏡 165 226 255 197 196 169 218 228 362 350 

超音波内視鏡 402 518 551 630 698 763 766 882 1084 1023 

小腸内視鏡 133 181 181 282 282 375 396 310 86 304 

耳鼻咽喉科 63 75 70 108 823 128 102 105 125 114 

婦人科 256 307 361 378 365 404 327 295 417 430 

合計 15520 16566 17256 17764 18688 19679 19592 20088 20832 19632
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沿革と組織の概要 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成

12 年に設置，稼働するようになったもので，東京

大学医学部附属病院としては比較的新しい部門の

一つである。従来，腎不全は各科でそれぞれ対応

してきたが，このような対応は設備・人的資源の

面から非効率的であるため，関係各科の連携を企

図して設立された。 

平成 18 年 12 月より中央診療棟 2 での診療を新

たに開始し，現在の血液浄化療法室では圧コント

ロール可能な個室1 床を含む 12 床を稼働している。

当院の特殊性にフルに対応したシステムを開発し，

血液透析のみならず，血漿交換療法，免疫吸着療

法等の浄化療法を網羅的に実施する過程で，機器

情報・生体情報・会計情報を電子情報として確保

し，当院の院内システムとの情報のリンクを可能

とした。同時に当部門が業務担当している ICU で

の持続的血液濾過透析，血漿交換等の機器情報・

生体情報についても，多方面よりモニターを可能

とするプラットフォームを作製した。更に，機器

統一を図ることで，高度の安全性・透明性・教育

性を確保している。 

診療 

末期腎不全の透析導入，各科に検査・治療目的

で入院した維持血液透析患者の入院透析，ICU の

急性腎障害症例等への持続的血液濾過透析及び血

液透析，神経疾患・自己免疫疾患・固形臓器移植

（肝移植や腎移植など）前後の血漿交換，免疫吸

着療法，血球成分除去療法など多彩な血液浄化療

法を行っている。腹膜透析の導入および維持管理

も腎臓・内分泌内科と連携しながら積極的に行っ

ている。また，担癌患者などの難治性腹水に対す

る腹水濾過濃縮再静注法（CART）を各科と協力

の上で行っている。国際的には AKIN（Acute 

Kidney Injury Network），ADQI（Acute Dialysis 

Quality Initiative）に参加している。 

 

教育 

卒前教育は M2 の系統講義等を行っており，内

容は，急性腎障害及び急性腎不全の病態の理解と

重症度分類や鑑別診断の運用である。急性腎障害

は，我が国で年間約 100万症例が高齢者を中心に

発症していると推定され，慢性腎臓病化しやすい

ため，近年注目を集めている。BSL は血液浄化療
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法部としては行っていないが，腎臓・内分泌内科

での教育における腎不全治療に関しての内容を分

担している。卒後研修教育では，後期研修の希望

者を中心に透析治療の基本的考え方から，日々行

われている持続的血液濾過療法，血漿交換，DFPP，

LCAP，GCAP などの特殊治療における病態の把

握と処方の決め方を実践的に教えており，これら

をアフェレシス療法ポケットマニュアル（第二

版）・CRRT ポケットマニュアルの 2 部構成にマ

ニュアル化した。中国の基幹病院・大学病院から

のニーズに応えるべく中文化も完了した。また，

救急部・集中治療部との合同で臨床研究者育成プ

ログラムに Critical care nephrology コースを推

進している。 

 

研究 

当院の特殊性を生かして，肝移植後に血漿交換

療法を行った症例における予後を決める因子の解

明を移植外科の協力の下に行った。また，救急部・

集中治療部や他施設と連携しながら，ICU におけ

る急性腎障害や CRRT 症例における，バイオマー

カーを中心とした予後予測因子の同定を行ってい

る。更に，ネフローゼ症候群感受性遺伝子に関与

する Genome wide association study 及びその機

能解析，関連解析が進行している。腎代替療法導

入期の因子と長期予後との関連を明らかにするた

めの研究を進めている。Cardio-renal-anemia 

syndrome は進行性腎障害における臨床的なトピ

ックスのひとつであるが，その存在を基礎的に解

明した研究はないため，動物実験モデルでの証明

を行った。基礎研究では，急性腎障害の病態解明，

急性腎障害モデルを用いた再生医療の研究，マウ

ス進行性腎障害モデルの樹立等をおこない，ヒト

型L-FABPを中心とした腎疾患バイオマーカーと

病態の分子生物学的，生理学的研究，疫学研究，

更には尿バイオマーカーによる国際協力を広く行

っている。 
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沿革と組織の概要 

1997 年 4 月に退院支援専門部署として「医療

社会福祉部」が医学部附属病院内に設置され、

2000 年 4 月全国国立大学で初めて正式に認可さ

れました。2005 年 4 月に紹介患者の外来受診の

支援を開始し、部署の名称を「地域医療連携部」

に改めました。 

 

診療 

「受診支援（紹介・前方支援）」地域医療機関か

ら紹介された患者の外来受診を前方連携として支

援しています。受診予約、受診手続き、資料作成・

送付、返書などの諸手続を行っています。現在、

一般初診の外来枠の他、専門外来枠、医師個人枠

の受付も行っています。 

「退院支援（逆紹介・後方連携）」退院が困難な

入院患者の地域への円滑な移行を支援しています。

医療依存度の高い重症、難病の患者が多く、在宅

では往診医や訪問看護の調整、転院では一般床や

ホスピス（緩和ケア病棟）への支援が増加してい

ます。 

「在宅療養支援（在宅支援外来）」外来に通院し

ている患者の在宅療養を支援するために、2003

年 1月より在宅支援外来を開設しています。在宅

サービスの導入や調整、また、在学が困難になっ

た際の転院先や入所先を紹介しています。 

「外来学紹介の機能強化」当院と地域医療機関

の役割分担を明確化し、また、地域医療機関と連

携して高度急性期医療を提供することに取組み、

外来患者の逆紹介率は 80%以上を維持していま

す。  

 

教育 

院外から社会福祉士履修コース学生を受入れ、

教育活動に従事しています。 

 

研究 

・高度急性期病院における退院支援数の適正数の

把握、 

・重症、難病患者の就労支援についての研究、等

に取り組んでいます。 
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沿革と組織の概要 

臨床研究支援センターの前身である臨床試験部

は、平成 13 年 4 月、従来の「治験管理センター」

（平成 10 年設置）を改組し、治験に加えて、研

究者主導の臨床試験（自主臨床試験）をも支援す

る組織とした。さらに院内の臨床研究が盛んにな

るにつれ、多施設共同研究の事務局の支援、新規

医療技術のエビデンス確立研究、トランスレーシ

ョナルリサーチ等と支援する臨床研究が多様化し

た。その多様化に対応し、支援をより充実させ臨

床研究の円滑な実施を推進する基盤として、平成

22 年 4 月に臨床試験部を改組して臨床研究支援

センターを設立した。 

センター内には、院内での臨床試験の実施を支

援する「サイト管理ユニット（従来の臨床試験部

に相当）」と、多施設共同研究などの研究事務局を

支援する「中央管理ユニット」を設置した。 

サイト管理ユニットには「事務局部門」、「治

験薬・安全性情報管理部門」、「コーディネータ

ー部門」を設置した。中央管理ユニットには、従

来の「コンサルテーション部門」に加えて、「生

物統計部門」と「データ管理部門」、「安全性情

報部門」、「オペレーション部門」、「モニタリ

ング部門」を設置した。 

平成 23 年 7 月には、厚生労働省「早期・探索

的臨床試験拠点（精神・神経疾患領域、医薬品）」

に採択され、平成 24 年 5 月に first-in-human 試

験を含む臨床第 I 相試験を実施することが可能な

施設（臨床試験棟、525 ㎡、13 床）と組織（P1

ユニット）を開設した。 
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これにより、臨床研究支援センターは、治験と

治験以外の臨床研究を同一組織で支援し、臨床研

究から治験へのシームレスな支援が可能な組織と

なった。 

 平成 27 年 4 月に施行された「人を対象とする

医学系研究に関する倫理指針」に準拠した規則・

手順書の改訂を行い、東大病院のガバナンス機能

強化を目的に臨床研究に係る機能の再配置として、

平成 27 年１月に臨床研究ガバナンス部を設立し、

その中に臨床研究支援センターとは独立した部署

として、監査信頼性保証室を設置した。また各診

療科における臨床研究の品質向上を目指し、平成

27 年 5 月から各診療科員 1-2 名を臨床研究指導員

として任命し、臨床研究支援センター兼務とする

ことで診療科内の指導・監督体制を強化した。次

に審査支援と申請・実施支援を切り分け透明性を

確保することを目的に、侵襲介入試験（特定臨床

研究）の審査を平成 28 年 4 月より医学部倫理委

員会に移管した（特定臨床研究倫理委員会）。病院

にある IRB は治験・医師主導治験のみを審査する

治験審査委員会（IRB）となり、IRB の事務局は

引き続き臨床研究支援センターが担うことになっ

た。これに合わせて治験と特定臨床研究の規則類

を新たに制定した。さらに、病院長のガバナンス

体制として、特定臨床研究に関わる部署の人員で

構成される特定臨床研究運営委員会、また外部よ

り評価をうける特定臨床研究監査委員会を設置し、

利益相反管理体制の強化、臨床研究に関わる者の

教育受講整備、臨床研究支援センターと医療評

価・安全部との連携による安全性管理体制の基盤

強化等の臨床研究に対する一元管理体制が評価さ

れ、平成 28 年 3 月に臨床研究中核病院の承認を

得た。臨床研究中核病院として日本で第 1例目と

なる患者申出療養対応を実施し、規則改定により

中央 IRB として一括審査を可能とするなど継続

して臨床研究中核病院としての役割を果たしてい

る。 

 再生医療等の安全性の確保等に関する法律の施

行に基づき、東大本部に特定認定再生医療等専門

委員会を設置し、臨床研究支援センターがその申

請支援と東大病院案件の事務局機能を担うことと

なった。 

 また、臨床研究支援センターが幅広く関与する

機能の強化を目指し、平成 27 年度に、ユニット

外に教育研修部門、研究実施部門、大学病院ネッ

トワーク推進部門を設置した。平成 29 年度は、

サイト管理ユニットの治験薬・安全性情報管理部

門の安全性情報と中央管理ユニットの安全性情報

を統合して新たに安全性情報部門としてユニット

外に設置し、サイト管理ユニットに残る部門は名

称を試験薬管理部門とした。さらにコンサルテー

ション部門もユニット外に移設した。平成 29 年

度には、中央管理ユニット内に薬事戦略部門を新

設した。 

 臨床研究支援センターでは、ガバナンス体制及

び機能強化を目指し、一元管理担当、先進医療担

当を新設し、臨床研究ガバナンス部と共同して適

正な研究実施を管理している。また平成 30 年 4

月から施行される臨床研究法に対応するための体

制、運用などを検討している。 

 平成 30 年３月現在の構成員は、教員は 10 名（教

授１名、准教授１名、特任講師１名、助教 2 名、

特任助教 5 名）、サイト管理ユニット配属の専任

職員は 23 名（薬剤師 9 名、看護師 6 名、臨床検

査技師 3 名、臨床心理士 2 名、学術支援専門職員

1 名、事務員（派遣）2 名）、中央管理ユニット配

属の専任の職員は 21 名（特任専門員１名、薬剤

師 6 名、臨床検査技師 5 名、学術支援職員 4 名、

事務員（派遣）5 名）、安全性情報部門には薬剤師

3 名(うち 2 名は兼務)、事務員（派遣）1 名、P1

ユニット配属の職員は 23 名（看護師 13 名、臨床

検査技師８名、学術支援専門職員 1 名、事務員（派

遣）1 名）である。 
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診療・業務 

臨床研究支援センターは、治験審査委員会の事

務局業務を含め、申請前の相談から、実施の支援、

試験の終了まで幅広い支援業務を行っている。 

＜サイト管理ユニット＞ 

サイト管理ユニットでは、臨床試験部時代の平

成 14 年度より従来からの治験に加えて薬物治療

に関する介入等研究および未承認薬等の臨床使用

に対する支援を開始した（未承認薬等の臨床使用

に関しては平成 27 年より医学部倫理委員会に移

行し、更に平成 30 年より未承認新規医薬品等評

価委員会に移行。）。これらの質の向上を図るため、

世界的標準である ICH-GCP を準用することとし、

以下の指針、手順書、様式、手引き等を整備し

た。 

１) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

指針（平成 28 年 4 月より特定臨床研究実施

に関する指針） 

２) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

手順書（平成 28 年 4 月より特定臨床研究実

施に関する手順書） 

３) 自主臨床試験の実施計画書作成の手引き（平

成 28 年 4 月より特定臨床研究の実施計画書

作成の手引き） 

４) 自主臨床試験等の説明文書・同意文書作成の

手引き（平成 28 年 4 月より特定臨床研究の

説明文書・同意文書作成の手引き） 

５) 医師主導の治験ならびに自主臨床試験等にお

ける患者の費用負担の取扱要領 

平成 21 年からは、すべての侵襲的介入試験を

支援対象にしている。 

治験についても、申請から承認までの期間を短

縮し、かつ審査内容を充実させるために、委員会

に先立ちプロトコール説明会を行っている。これ

により、情報不足のために治験審査委員会で再審

査となることはほぼ無くなった。 

治験審査委員会事務局業務として、平成 29 年

度治験については、新規申請 35件、平成 28 年度

からの継続申請 65件、一部変更申請 396件、重

篤有害事象・安全性情報報告 910 件、終了・中

止・中断報告 31 件、モニタリング・監査結果報

告 91 件であった。介入等研究については、新規

申請件数は 23件、一部変更申請 171件、重篤有

害事象・安全性情報報告 61 件、終了・中止・中

断報告 75件であった。 

治験の新規申請に先立って行うプロトコール説

明会は平成 29 年度にはのべ 17回、自主臨床試験

の申請前に行うコンサルテーションはのべ 26 回、

ガイダンスは 58 回行った。研究の計画段階から

専門的な助言を行うため、ガイダンスからの相談

を推奨し、ガイダンス・コンサルテーション体制

を整備した結果、ガイダンスの件数が急増した。 

臨床研究支援センターで試験薬等を管理・調剤

するプロトコール数は、平成 29 年度医薬品治験

96件、医療機器治験 3件、製造販売後臨床試験 4

件、自主臨床試験 42 件、未承認薬の臨床使用 7

件、再生医療製品 4件であった。処方枚数は、治

験・製造販売後臨床試験993件、自主臨床試験等

462 件であった。多施設共同試験の中央試験薬管

理も 2 試験で担当し 34 回の発送を行った。二重

盲検試験のマスキングを 4件行った。 

臨床研究コーディネーターは、平成 14 年度か

ら医療機器を含む原則すべての治験・製造販売後

臨床試験を担当している。また、平成 16 年度よ

り医師主導型臨床研究についても一部の業務の支

援を開始した。平成 17 年度には、医師主導型臨

床研究に対し受益者負担によるコーディネーター

支援の制度を整備した。平成 24 年度には、健常

人を対象とした臨床薬理試験の支援を開始した。

平成 29 年度からは、当院が主施設で実施する先

進医療 B の臨床試験について支援を開始した。担

当する年間のべ被験者数は、29 年度 4466 人であ

った。モニタリングおよび監査応対のべ件数は、

平成 29 年度 911件であった。 
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患者への啓発活動等の一環としては、患者向け

ホームページの更新、パンフレットの作成・外来

各受付カウンター等への配置を行った。また、こ

れらに被験者募集中の試験を掲載している。 

また、患者相談・臨床倫理センター、がん相談

支援センター、地域医療連携部、医事課等と連携

を図りながら、当院で実施中の治験や臨床研究に

参加中もしくは参加を希望している患者もしくは

その家族等からの相談対応を行っており、平成 29

年度の相談件数は 213件であった。 

＜中央管理ユニット＞ 

 中央管理ユニットは、平成 22 年度に設立され、

成 23 年度に開始された厚生労働省の早期・探索

的臨床試験拠点整備事業などを活用して体制整備

を行ってきた。平成 26 年 12 月に施行された「人

を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に準

拠するため、平成 27 年度 5 月より、院内の臨床

研究を、ガイドライン作成を目指す研究等（検証

研究）とそれ以外（探索研究）に分類し、検証研

究については中央管理ユニットでが全面的に支援

することにした。探索研究については、モニタリ

ングとデータ管理を各診療科で実施することにな

ったため、それを中央管理ユニットが管理監督す

る QC 体制を開始した。平成 29 年度までの支援

対象プロジェクトは累計 46 件である。内訳は医

師主導治験 14件（自施設 10件）、先進医療 B 6

件などである。また他施設支援は 9件（うち医師

主導治験 4件）である。主要な成果の一つに小児

用補助人工心臓がある。これは、平成 24 年 2 月

に医師主導治験が開始され、平成 26 年 11 月に製

造販売承認申請が行われて平成 27 年 6 月 18日に

承認を受けた。 

＜安全性情報部門＞ 

 試験が安全に実施されるよう、重篤な有害事象

報告の管理や安全性情報の報告支援などを行って

いる。 

＜PI ユニット＞ 

 P1 ユニットは、平成 24 年 5 月の開設時より、

様々な臨床薬理試験に対応できるようスタッフの

研修、訓練を実施し、手順書・マニュアル類の整

備、院内の各部署との連携体制の構築、健常被験

者の募集に必要な準備を行い、平成 24 年 10 月か

らユニットでの試験を開始している。平成 29 年

度は、前年度から実施している自閉スペクトラム

症薬の第 I 相医師主導治験（単回投与、反復投与）

を実施した。また、アルツハイマー病治療薬の患

者対象第Ⅰ相国際共同治験、アルツハイマー病患

者・軽度認知障害対象の自主臨床観察試験、呼吸

器系希少難病治療薬の第 I 相医師主導治験、生物

学的同等性試験、平成 28 年 9 月より開始された

健常高齢成人を対象としたアルツハイマー病治療

薬の第Ⅲ相国際共同治験を実施中である。 

＜大学病院臨床試験アライアンス＞ 

平成 18 年 2 月に関東地区６国立大学（東京大

学、新潟大学、群馬大学、筑波大学、東京医科歯

科大学、千葉大学）の治験管理部門により、大学

病院臨床試験アライアンス（UHCT Alliance）を

設立した。平成 19 年 2 月には信州大学、平成 25

年 2 月には山梨大学、そして平成 27 年 2 月には

東京大学医科学研究所附属病院が加わり 8 大学 9

病院となった。 

平成 26 年 4 月より第 2 期の事業として臨床研

究における教育･研修とシーズ開発における連携

を強化する体制を構築するなど、さらなる展開を

図った。 

アライアンスの活動の一環として東京大学が担

当し、臨床研究を支援するための臨床研究支援シ

ステム（UHCT ACReSS）を富士通と共同開発し、

平成 23 年度運用を開始した。当システムは、研

究者によるカスタム化が容易なシステムである。

平成 30 年 3 月現在、241 試験の臨床試験が本シ

ステムを使用して稼働中である。現在、クラウド

化を検討し、アライアンス会員校以外の研究者へ

の利用拡大を進めている。 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 555 

また、「系統的臨床研究者・専門家の生涯学習研

修」カリキュラム（CREDITS）を臨床研究支援

センター内の教育・研修部門と共同で平成 27 年

度より策定した。現在、アライアンス会員校外の

利用拡大を進めている。 

アライアンス会員校のシーズ育成として、平成

27 年度より東京大学TR拠点地域ネットワークと

連携した活動を開始した。 

＜国立大学附属病院臨床研究推進会議＞ 

 平成 24 年 10 月には東京大学が中心となり国立

大学病院臨床試験推進会議（のち国立大学附属病

院臨床研究推進会議に改称）を立ち上げた。事務

局は 24 年 7 月の設立準備会よりアライアンス事

務局（東京大学内）が支援している。 

推進会議は全国の国立大学病院の教育の共通プ

ログラムの一つとして、アライアンスの教育カリ

キュラム（前述）を共有することを検討した。平

成 28 年に国立大学附属病院長会議より各大学へ

情報提供を行った。 

医師主導臨床研究のフィジビリティー調査シス

テムを構築し、国立大学附属病院の臨床研究推進

の支援を開始した。 

医師主導臨床研究契約書の雛形を作成し、国立

大学附属病院長会議より各大学病院に雛形として

提供した。現在、臨床研究法対応の契約書雛形を

作成し、大学病院に提供準備を行っている。 

各大学が実施したユニークな取り組みを冊子に

まとめ、また、HP に掲載し情報を共有した。 

 

教 育 

平成 25 年度より、医学部医学科の M3/M4 の全

学生を対象とする臨床実習クリニカルクラークシ

ップが必修化され受け入れを行っている。また、

文部科学省 未来医療人材育成養成拠点事業 医療

イノベーションイニシアティブコース参加の医学

部・薬学部・工学系の学部生・修士・博士課程の

中から希望者に対して 2日間の実習での受け入れ、

および薬学系大学院および学部生の東大内外から

の受け入れを行った。平成 29 年度より新たに医

学部医学科の M2 系統講義「臨床研究」を担当し

ている。また、卒後の初期臨床研修カリキュラム

の一環としては、初期研修医の受け入れを行って

いる。 

平成 27 年度より新規に教育研修部門が設置さ

れ、研究者や学生への臨床研究に関する教育・研

修を実施することとなった。特に、大学病院臨床

試験アライアンス（前述）と共同で臨床研究の人

材育成のために CREDITS「系統的臨床研究者・

専門家の生涯学習研修」カリキュラムを提供して

おり、約 5400 名が登録を行っている。 

平成 27 年度より臨床研究指導員制度を設置し、

各診療科から推薦された臨床研究指導員は、各科

と兼任で教育・研修部門に所属し、所属科内の臨

床研究に関する情報の一括管理と教育研修等の情

報発信を目的に定期的な研修会を行っている。 

文部科学省より委託を受け全国国公私立大学病

院臨床研究（治験）コーディネーター養成研修を

平成 22 年度から東大病院主催で開催しており、

29 年度は 6 月に 5 日間の実習を開催し、98（東

大 5 名）名が参加した。また、関東甲信越アライ

アンス 8 大学と共同開催の講習会として、臨床研

究者養成講習会（東大のみ全 6 回）、モニタリン

グ講習会（全 5 回）、臨床研究レクチャーシリー

ズ（全 4回）を開催し、それぞれのべ 195（東大

168 名）名、79（東大 24 名）名、400（東大 156

名）名が参加した。国立研究開発法人日本医療研

究開発機構（AMED）の医療技術実用化総合促進

事業の一環として平成 29 年度より東京大学医学

部附属病院主催で平成 29 年度臨床研究・治験従

事者研修会（東大で 1日研修（各期定員 30 名）2

回：1 期：25（東大 4 名）名、2 期：30（東大 7

名）名参加）、シンガポール国立大学との人材育成

ワークショップ（2日間：のべ 75 名参加）を開催

した。 
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また平成 28 年度から国内で不足する医療現場

の生物統計家を育成するため国立研究開発法人日

本医療研究開発機構（AMED）により病院内に生

物統計情報学講座が設置され、さらに平成 30 年

度開始の修士コースも学際情報学府に設置される

こととなり、臨床研究支援センターはその実習の

現場として体制を整えている。 

臨床研究の研究者を対象とした公開セミナー

「臨床試験セミナー」を当センター主催で毎年 3

月に開催しており、企業や大学から約 300 名が参

加した。 

 

研 究 

平成 19 年 4 月に「臨床試験データ管理学講座」

（寄付講座）を生物統計学分野と当センターが親

講座となり開設した。 

平成 28 年度の学会等研究発表は 30件、うち筆

頭演者は 26 件であった：国際学会 3 件（髙田、

小出）、日本臨床薬理学会 6件（渡部、吉本、羽

賀、和田、影山、筋野）、CRC と臨床試験のあり

方を考える会議 1件（渡部）、日本臨床試験学会

5件（髙田、田中、上村、川原、本間）、DIA日

本年会 1件（影山）等であった。 

投稿論文等出版物については、16報（英文論文

12報、和文論文 4報）であった。 
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沿革と組織の概要 

企画情報運営部は、東京大学医学部附属病院が

医療制度のさまざまな変革や大学病院組織の変革

の動きに対して戦略的かつ迅速に対応するととも

に医療情報を最大限活用した運営を行うため、

2002年度まで中央医療情報部、新病院整備企画室

（院内措置）、経営改善企画室（院内措置）、医事

課、管理課などに分散していた病院運営支援部門

を統合し、2003年（平成 15年）4月に新設され

た。前身である中央医療情報部は、1975年、東京

大学医学部附属病院に院内措置として設置された

情報処理部をその前身としている。1983年、文部

省（当時）により正式に東京大学医学部附属病院

の中央診療施設のひとつとして中央医療情報部が

設置された。同時に大学院第一基礎医学として博

士課程の学生の受け入れが可能となりました。初

代教授、中央医療情報部長は日本の医療情報学を

確立した開原成允（故人）であり現在は二代目で

ある。1997年には中央医療情報部に所属していた

教授１と助教授１が大学院重点化に伴い大学院を

本務とするようになり、2003年に前述したように

企画情報運営部となった。 

企画情報運営部では、これまで中央医療情報部

が行ってきたオーダリングシステムを中核とする

病院情報システムの調達、開発、導入、運用を行

っていくことに加えて、電子カルテシステムの導

入などにより診療情報の電子化を進めていきます。

さらに病院全体での戦略的な情報管理・分析を行

い、それにもとづいた運営支援を行うとともに、

中長期計画の立案とその実行支援、企画調整をも

任務としている。 

具体的には 

１) オーダリングシステムと電子カルテシステム

の導入による診療データの電子化管理 

２) 診療データと経営データを含めた病院情報の

一元化をすること 

３) 一元管理された病院情報の活用による病院運

営分析、及びそれに基づいた経営企画案及び

経営戦略案の策定を病院執行部の諮問を受け

て提示すること 

４) 病院執行部が決定した運営方針に基づいた施

設整備計画案、物品の調達案などの策定をす

ること 

５) 診療スタッフが安全で質の高い医療を、ゆと

りをもって実践できる環境づくり、及びその

ために必要な部門間意見調整と運営支援を行

うこと 

などの業務を行っている。 
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以上の業務を円滑に行うため、企画情報運営部

は「医療情報管理部門」と「企画調整部門」の２

つで構成されている。 

■「医療情報管理部門」の職務とスタッフ 

・電子カルテシステムなど病院情報管理システム 

・運用・管理・開発指導・運用監督 

・情報化に関わる院内教育 

・プライバシー保護教育等 

・各種病院情報管理システムの運用に関する日常

管理業務全般 

・各種病院情報管理システムの仕様見直しに関す

る業務 

・経営分析に関する各種資料・データ収集 

・各種病院情報管理システムの運用に関する事務

業務全般 

担当：大江和彦教授（部長、H29年度は途中から

病歴管理部長とパブリックリレーションセンター

長を兼務）、田中勝弥講師（副部長）、河添悦昌講

師、横田慎一郎特任講師(病院）、笠井暁史助教、

井田有亮助教、土井俊祐助教、北川陽一郎技術専

門員、佐藤陽水技術専門員 

■「企画調整部門」の職務 

関係部署とともに企画経営部に参画し、下記の

業務をおこなう。 

・病院経営情報の分析 

・戦略的管理会計分析 

・病院経営分析手法の研究・教育 

・病院経営シミュレーション実施による将来分析 

・病院将来計画に関する院内意見調整・ヒアリン

グ等 

・調査・統計、整備計画に関する企画事務 

・診療報酬等病院収入及び決算に関する調査・分

析・統計類の作成 

・経営改善案に関する調査、分析、報告書の作成 

担当：新秀直講師（企画経営部副部長、パブリッ

クリレーションセンター副部長兼務）、毛利王海助

教、天羽宏治技術専門員 

 

業 務 

医療情報システム関係では、 2017 年度

（2017/12/28-2018/01/04）にシステム更新を行い、

1994 年来継続して使用し発展的に改良と更新を

続けてきた独自のオーダシステムと電子カルテシ

ス テ ム の 使 用 を 終 了 し 、 富 士 通 社 製

EgMAING-GXシリーズのパッケージシステムに

更新した。全面的なシステム更新でありデータ移

行等で困難な面もあって、更新当初は大きく運用

が混乱したが、数ヶ月かけて収束し稼働した。 

また厚労省医薬品食品局と PMDA との合同事

業である医療情報データベース基盤整備事業

MID-NET の協力機関として事業に参画してきた

が、平成 30 年度から本格運用が開始され、正式

に運用の事業受託を開始した。 

また 2014 年度から稼働している国立大学病院

災害時医療データバックアップシステムは引き続

き当部が主幹世話部門として 2017 年度も継続し

て運用している。 

2017 年度途中から文科省経営のできる医療人

材育成事業が開始され、当部教員が運営委員会に

参加して同事業の推進をサポートしている。 

 

教育･研究・出版物等 

社会医学専攻医療情報学分野を参照ください。 
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沿革と組織の概要 

昭和の終わり頃には、すべての国立大学病院に

電算機が導入されるようになっていた。当時東大

病院中央医療情報部長だった開原教授らによって、

これらの計算機をネットワークで接続して情報共

有やコミュニケーションに活用することが構想さ

れるようになった。開原教授他関係者の努力によ

って、文部科学省に予算が認められ、大学医療情

報ネットワーク（UMIN=University Medical 

Information Network、後に現在の名称に改称）

が、東京大学医学部附属病院中央医療情報部内に

設置され、平成元年 3月に公式にサービスの運用

が開始した。その開設目的としては、下記が掲げ

られていた（ 6は後に追加） 

1．最新の医学・医療情報の提供 

2．医学・医療上の交流の支援 

3．大学病院共通の作業の共同化 

4．医学研究の情報支援 

5．データ標準化及び諸統計の収集 

6．医学教育及び臨床研修の情報支援 

 

当初のシステムは、大型汎用機を N1という無

手順のプロトコールで相互接続するものであった。

平成元年 5 月の櫻井恒太郎が新設された UMIN

専任の助教授ポスト（純増）として着任した。 

平成 6年度には、当時普及が始まっていたイン

ターネットによるサービスを開始した。電子メー

ルを中心に利用者･利用件数が次第に増加してき

た。 

平成 8年度には、北海道大学に栄転した櫻井恒

太郎に代わり、木内貴弘が着任し、システムは全

面的にWebベースのものに更新していった。その

後、インターネットの急速な普及の助けもあり、

飛躍的に利用者・利用件数が増加していった。主

要な情報サービスとして、医療・生物学系電子図

書館（ELBIS）のサービスが 1997年より、イン

ターネット医学研究データセンター（INDICE）

が 2000 年より、オンライン臨床研修評価システ

ム（EPOC）が 2004年より、開始されている。 

平成 14 年 4 月には、院内措置により、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターとして、中

央医療情報部から独立した。平成 15 年度には、
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文部科学省から正式に予算措置がなされ、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターが設置され

た。純増によって教授ポスト 1が認められ、平成

16年 4月 1日付で、木内貴弘が昇任した。 

平成 19 年 4 月には、公共健康医学専攻疫学保

健学講座医療コミュニケーション学分野として、

大学院講座化された（詳細は、医療コミュニケー

ション学分野の項目参照）。 

 

診 療 

本センターは、制度上、東京大学医学部附属病

院の中央診療施設として位置づけられているが、

いわゆる診療活動は実施しておらず、全国の医

学・医療関係者に対してサービスを行っている。

現在、登録利用者数約 47 万名、月間 WWW アク

セス件数1 億 2000 万ページビューに達しており、

世界最大規模のアカデミック医学情報センターに

発展している。そのサービスは、研究・教育・診

療・病院業務等にまたがり、下記のように非常に

多岐に及んでいる。 

○研究 http://www.umin.ac.jp/research 

AC - 学会情報 

ELBIS - 医療・生物学系電子図書館 

FIND - 各種助成等公募情報   

INDICE - インターネット医学研究データセンター 

ROCOLS - 教職員・学生公募情報 

CTR - 臨床試験登録システム 

ICDR - 症例データレポジトリ 

○教育 http://www.umin.ac.jp/education/ 

SUPERCOURSE  - オンライン講義集 

EPOC - オンライン卒後臨床研修評価システム 

Debut - オンライン歯科卒後臨床研修評価システム 

Web-QME - オンライン教育評価システム 

ARIA - オンライン案内・募集情報システム 

○診療 http://www.umin.ac.jp/uhosp/ 

中毒データベース 

医療材料データベース 

看護度分類 

文部科学省文書広報システム 

大学病院に関する統計資料収集システム群 

各種業務担当者・委員会等名簿 

各種官職指定・業務指定 HP及びML 

○総合 

(1)情報提供・検索 

医療・生物学系リンク集 

医療用語集 

医学研究機関・医療機関データベース 

(2)情報提供支援 

一般公開ホームページサービス 

会員制ホームページサービス 

永久保存ホームページサービス 

(3)情報交流支援 

電子メール 

メーリングリスト開設 

電子会議室 

ファイル交換システム 

 

教 育 

大学院・学部教育については、公共健康医学専

攻疫学保健学講座医療コミュニケーション学分野

をご参照願いたい。 

 

研 究 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュニ

ケーション学分野をご参照願いたい。 

 

出版物等 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュニ

ケーション学分野をご参照願いたい。 
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臓器移植医療部は、平成 15 年 4 月より、中央

施設の一つとして、活動を開始している。欧米に

おいては、肝臓、腎臓、心臓、肺、膵臓、小腸な

どの移植医療は、一般的な治療法として広く受け

入れらており、年間 20,000 例を越える移植が行

われている。一方、本邦では平成 9 年 10 月臓器

移植法が施行され、国家的プロジェクトとして、

臓器の分配機関、臓器提供施設、臓器移植実施施

設などの体系的な基幹整備の枠組みが構築された。

平成 22 年度の臓器移植法改正後、脳死ドナーか

らの移植数は一定の増加をみたものの、年間 80

例程度の実施に留まっている。今後、臓器提供者

や、移植施設の確保など環境整備及び啓蒙活動が

課題となっている。移植医療では、概して全身状

態不良の臓器不全患者に対し移植手術を行うもの

であり、術後も拒絶反応、感染症、血栓症など様々

な合併症に気を配る必要がある。すなわち、通常

の外科手術に比べ、術後早期に死亡する危険も高

い。 

東大病院では，これまで臓器移植医療に積極的

に関与している。昭和 41年（1966），慢性腎不全

に対する移植としては，本邦初の成功を収めた。

また，平成 8年（1996）１月より，生体肝移植の

実施を開始し，平成 29 年（2017）12 月までに

583 例，また脳死肝移植を 26 例施行している。

その成績も良好であり，全国平均を 10％程上回る

成績を維持している。東大病院は，本邦における

心臓移植実施 10 施設の１つでもあり，他に治療

法のないと診断された末期重症心不全患者の治療

に積極的に取り組んでいる。平成 29 年（2017）

12 月現在 95 例の脳死移植を行い 88 例生存中で

ある。実施上述の臓器移植法改正に伴う症例数の

増加は著しく，この 95例中 86例は平成 22年 8

月以降に行われた。さらに平成 26 年 3 月には全

国で 9番目の肺移植実施施設として認定され、肺

移植適応患者登録を開始し､生体肺移植を 1例、脳

死肺移植を 6例行った。このように，臨床成績の

さらなる向上を目指し，国内はもとより国際的に

も通用する積極的な基礎そして臨床研究活動を行

っている。このように，臨床成績のさらなる向上

を目指し，国内はもとより国際的にも通用する積

極的な基礎そして臨床研究活動を行っている。 

我が国の特徴として，心臓以外の臓器移植は，

生体ドナーがほとんどを占めているという状況が

ある。ドナーの受ける肉体的，精神的負担は決し

て軽視できるものではなく，レシピエント，ドナ

ー家族を含めた社会的，精神的サポートは極めて

重要であり，これらなくして生体移植は成立しえ

ない。臓器移植医療部には，看護師が専属のレシ

ピエント移植コーディネーターとして配属され，

主に生体移植を受けるレシピエント，生体ドナー，

そして家族に対する支援を行っている。また，院

内外における移植医療の啓蒙活動にも積極的に参

加してきた。今後も，いまだ発展途上にある臓器

移植医療の一層の拡充を目指し，機能していく必

要がある。現在、東大病院臓器移植医療シンポジ

ウムを年 2回開催している。 
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組織の沿革 

平成 18年（2006年）11月の東京大学医学部附

属病院における新中央診療棟（中央診療棟２）開

設を機に、平成 19年 1月 1日、検診部を中央診

療部門の中に組織。病院規則改正。以下、同年 1

月 9日、検診部設立ワーキング・グループを設置。

4月 1日、検診部運営委員会を設置。5月 31日ま

で開業準備。6月 4日～、試験開業（院内向け）

を行った。7 月より本開業となり、一般向けサー

ビスを開始した。 

検診部設立の理念は以下にまとめられる。(1)各

種検診や予防的介入の有効性・有用性を科学的に

証明する。(2)膨大な検査データおよび健康関連情

報を統合し、より質の高い disease management

のモデルを開発する。(3)上記のことを通じて、よ

り質の高い予防医学・健康増進医学を推進し、も

って国民衛生の向上に寄与する。(4)上記のことを

実践できる人材を養成する。 

管理機構としては病院長に直属する部長が全体

を統括する。なお、検診部はユビキタス予防医学

講座が運営を支援している。また、検査には検診

部に加えて、３つの部（中央検査部、放射線部、

光学診療部）および６つの診療科（乳腺・内分泌

外科、女性外科、眼科・視覚矯正科、顎口腔外科・

歯科矯正歯科、神経内科、老年病科）の支援から

成り立っている。 

検診部スタッフは医師が 10 名（うち 7 名が専

任、3 名が関連寄付講座等に所属）からなり、専

任医師１名は光学診療部で上部および下部消化管

内視鏡検査にも従事している。看護師は 8名専任、

事務も 5名専任である。また、検診部設立に伴い、

他部門においても増員が行われた。放射線部に放

射線技師、検査部に検査技師、栄養相談室に管理

栄養士ら、数名が検診部所属スタッフとして配属

されている。 

 

診 療 

全員が受診する基本検診の他、現在下記の 10

のオプションを提供している。1)心血管ドック、

2)脳血管ドック、3)もの忘れ検診、4)大腸がん検
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診、5)子宮がん検診、6)乳がん検診、7)肺がん検

診、8)腫瘍マーカー検診、9)胃がんリスク検診、

10)口腔歯科検診。受診者のニーズにも応える形で、

オプション検査項目を追加し、充実させてきた経

緯がある。 

診察、検査結果の判定、総合評価、受診者への

説明は検診部医師が行っている。一人あたり充分 

な時間をかけて丁寧に行うことを、当人間ドック

サービスのひとつの特徴としている。正式には結

果報告書として約 3 週間で受診者に書面で報告

するが、結果の解釈や精密検査の受診相談（無料

のコンサルテーション）にも応じている。 

 

教 育 

平成 29年度より、医学部 5、6年生に対する臨

床実習「検診学実習」を開始した。予防医学に関

連する講義に続き、検診部内で行っている検査見

学・受診者への医師からの結果説明の見学を通し

て、予防医学の実践に触れる他、接遇についても

学ぶ機会となっている。また、関連寄付講座であ

るユビキタス予防医学講座に所属の大学院学生の

疫学研究に関する指導を行っている。 

 

研 究 

人間ドックサービスの提供のみならず、エビデ

ンスに基づいた科学的検診を推進することも東京

大学医学部附属病院に社会から期待されることで

あり、検診部の使命である。検診部は学術面にお

いては、臨床データをもとにしたデータベースの

構築と疫学研究の推進を目指している。そのこと

により、科学的データに裏付けられた疾患予防が

期待される。運営開始初年度の平成 19 年度は各

受診者の測定データを蓄積し、データベースの基

盤づくりを行った。平成 20 年度以降はデータ蓄

積すると共に、横断的・縦断的解析を行っている。 

 

活動実績 

平成 29年度（平成 29年 4月 1日～平成 30年

3月 31日）の受診者総数は 7529人（基本検診＋

オプション検診受診者のべ人数）、であった。各検

査項目の受診者数は下記の通りである。基本検診 

2,798人、心血管ドック 526人、脳血管ドック 646

人、もの忘れ検診 72 人、大腸がん検診 307 人、

子宮がん検診 551 人、乳がん検診 670 人、肺が

ん検診 577人、腫瘍マーカー検診 1135人、胃が

んリスク検診 199人、口腔歯科検診 41人、上部

消化管内視鏡後日実施 10人であった。 

精密検査および治療目的で院内各科あるいは他

院受診の際には受診者の希望に応じて紹介状を発

行している。平成 29 年度の紹介状発行数は院内

あてに 771通、院外あてに 29通であった。 

広報活動も積極的に行っており、平成 29 年度

内のパンフレット配布部数は 15,000部であった。

また、ポスターも作製し、院内および東京大学学

内に広く貼付した。ホームページ（上記URL）も

随時更新して受診者向けに最新の情報を発信して

いる。 
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ティッシュ・エンジニアリング部 
 

部長・教授 

高戸 毅（6 月まで）、星 和人（7 月から） 

副部長 

星 和人（6 月まで）、疋田温彦（7 月から） 

特任准教授 

疋田温彦、松本卓巳 

特任教員 

浅輪幸世、古村 眞、矢野文子 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/t-e/ 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学医学部附属病院において、平成 13 年

10 月に特殊診療部としてティッシュ・エンジニア

リング部が設立され、入院棟 B８階に約 800 ㎡の

完備した研究室が設置された。ティッシュ・エン

ジニアリング部は、骨・軟骨再生医療寄付講座（イ

ーライリリー株式会社）、血管再生医療寄付講座

（第一製薬株式会社）、先端腎臓・再生医学寄付講

座（善仁会）、軟骨・骨再生医療寄付講座（富士ソ

フト株式会社）、造血再生医療プロジェクト、角膜

再生プロジェクト、小児再生医療研究室の 4 つの

寄付講座および 3 つのプロジェクトとから構成さ

れ、各方面の優秀な人材を国内外から招聘した。

各講座には 1 名の特任准教授と 1－2 名の特任教

員が配置され、多くの大学院生とともに研究を遂

行している。今後数年以内の臨床応用を目標とし、

トランスレーショナル・リサーチの拠点として機

能すべく研究を行っている。 

現在、国家的プロジェクトとして認識されてい

る再生医療の実現には、企業とのタイアップと技

術移転、開発技術の特許化、GMP レベルでの治

療用材料の生産、安全性の評価研究、治験のため

の組織化などが必要とされている。産学官連携が

強く求められるとともにベンチャーカンパニーの

設立・運営も必須とさえ言われており、まさに国

レベルでの取り組みが必要と思われる。広くティ

ッシュ・エンジニアリング技術あるいは再生医療

が発展することにより、内科、外科を問わず、す

べての領域の治療や創薬に大いに寄与することが

期待される。 

 

2001 年 10 月 東京大学医学部附属病院に特殊診

療科としてティッシュ・エンジニアリング部が設立 

2002年6月 HOYAヘルスケア(株)の寄付により

角膜組織再生医療寄付講座が設立 

2002 年 7 月 第一製薬(株)の寄付により血管再生

医療寄付講座が設立 

2002 年 7 月 武田薬品工業(株)の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座が設立 

2002 年 9 月 麒麟麦酒(株)の寄付により造血再生

医療寄付講座が設立 

2002 年 11 月 持田製薬(株)の寄付により腎臓再

生医療寄付講座が設立 

2002 年 11 月 メニコン(株)の寄付によりメニコ
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ン軟骨・骨再生医療寄付講座が設立 

2003 年 3 月 入院棟 B8 階に細胞プロセシングセ

ンター部研究室開設 

2005 年 6 月 アムニオテック(株)（後、アルブラ

スト(株)に社名変更）の寄付により角膜組織再生

医療寄付講座（アルブラスト）更新 

2005 年 7 月 武田薬品工業(株)の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座更新 

2005 年 9 月 麒麟麦酒(株)の寄付により造血再生

医療寄付講座更新 

2005 年 11 月 持田製薬(株)の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 

2005 年 11 月 富士ソフト ABC(株)の寄付により、

メニコン軟骨・骨再生医療寄付講座から富士ソフ

ト ABC 軟骨・骨再生医療寄付講座へ更新 

2007 年 1 月 小児外科学講座が母体となり、小

児再生医療研究室が設立 

2007 年 7 月 日本イーライリリー(株)の寄付によ

り、骨・軟骨再生医療寄付講座更新 

2008 年 11 月 持田製薬(株)の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 

2012 年 3 月 医療法人善仁会の寄付により先端腎

臓・再生医学寄付講座が設立 

2016 年 4 月 分子ライフイノベーション棟 4 階に

移転し、名称を細胞プロセシング・バンキングセン

ターに変更 

2017 年 11 月 軟骨・骨再生医療寄付講座よりセル

＆ティッシュ・エンジニアリング寄付講座へと名称

変更 

 

研究 

骨・軟骨再生に関しては、骨・軟骨分化を簡便・

正確・非侵襲的に検出するシステムの開発、骨・

軟骨分化に必要十分なシグナルの決定、骨・軟骨

の細胞シート培養法の開発、血管新生をともなう

骨誘導法の開発、骨・軟骨誘導薬のスクリーニン

グ、非ウイルス性遺伝子導入法の開発、バイオマ

テリアルの三次元精密造形、再生骨・軟骨の作製

と移植を目標としている。これらを達成するため

に、骨軟骨生物学・発生学・幹細胞生物学・再生

医学・バイオマテリアル工学の研究を行っている。 

腎臓再生研究に関しては、ヒト iPS 細胞の

epigenetics レベルでの違いに注目し、腎臓構成細

胞へ分化する最適なヒト iPS 細胞の樹立を試み、

腎臓再生因子 BMP7 の制御機構の解明を行って

いる。また、合成ハイドロゲルを用いたヒト iPS

細胞のゲノム安定性を保つ３次元培養法の開発お

よびガン細胞の iPS 化に着目した新規治療ターゲ

ットの探索を行っている。 

軟骨・骨再生医療寄付講座においては、安全性

と実用性に優れた再生軟骨、再生骨の作出・現実

的な生産体制と品質管理法の確立・臨床治験の推

進と日常診療への導入を目標としている。これら

を実現するために、間葉系組織の成人幹細胞に関

する細胞生物学・軟骨の組織修復に関する分子生

物学と再生医療への応用・軟骨・骨再生における

新規足場素材の開発・再生組織への三次元形態付

与方法の開発・生体内における軟骨・骨再生組織

の動向の評価・軟骨・骨再生組織の臨床治験と医

療導入の研究を行っている。先行して行われたヒ

ト幹細胞臨床研究「口唇口蓋裂における鼻変形に

対するインプラント型再生軟骨の開発」で得られ

た知見を基に、医師主導治験である「インプラン

ト型自己細胞再生軟骨の安全性及び有効性を確認

する臨床試験」を行った。 

小児再生医療研究室においては、気道の組織再

生研究を行っており、臨牀研究の為の基盤技術を

開発している。また、気管軟化症に対するサイト

カイン療法の臨床研究を行うための基礎研究を行

っている。 

ヒト ES 細胞を使った基礎研究活動 

また、より先の将来への応用を睨んでヒト胚性

幹（ES）細胞の基礎研究を進めるため、腎臓再生

医療寄付講座において京都大学再生医科学研究所
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からヒト ES 細胞の分与を受けている。 

 

臨床研究 

研究成果として特に注目すべき点は、基盤研究

の結果として、臨床研究が開始されていることで

ある。骨軟骨再生医療寄付講座では、非荷重部の

骨欠損に対するヒト臨床研究（承認番号＃1310）

を 10 例の患者さんに対して無事終了し、東大病

院を中心とした大規模臨床治験を開始している。

また、軟骨再生プロジェクトにおいて、医師主導

治験である「インプラント型自己細胞再生軟骨の

安全性及び有効性を確認する臨床試験」を行った。

このように、組織工学・再生医学の医療現場への

展開に向けて、順調にトランスレーショナル・リ

サーチ活動を進めていると考えられる。 

 

病院に対する貢献 

ティッシュ・エンジニアリング部は、病院の共

同研究施設として、共焦点レーザー顕微鏡・細胞

解析装置・細胞ソーター等の非常に高価で各研究

室で揃えることの難しい特殊機器を共用として病

院の職員に開放し、若干のコスト負担で使用でき

るようにしている。実際に、この施設を利用して、

形成外科等が研究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

 近年の臨床研究を取り巻く諸問題について適切

かつ機動的に対応し、研究倫理問題・研究不正を

未然に防止し、信頼性の高い臨床研究を推進でき

るよう、臨床研究の管理役を果たす「臨床研究ガ

バナンス部門」が、「臨床研究実施支援部門」と独

立して 2015 年 1 月 1 日付で設置された。臨床研

究ガバナンス部は、高度医療を提供する大学附属

病院が推進する臨床研究の倫理を遵守し研究の信

頼性を確保するために、率先して臨床研究を管理

して推進する体制を構築することを目的としてい

る。 

 臨床研究ガバナンス部は、①TR 戦略・推進室、

②臨床研究者教育研修室、③監査信頼性保証室の

３つの室から構成され、相互連携し、ガバナンス

機能の推進、強化に当たる。 

 

 TR 戦略・推進室は、（1）東大病院の研究開発

に関する総合戦略案の検討、（2）大型研究事業公

募時の対応本部機能、（3）研究費獲得や知財に関

する窓口相談、（4）臨床研究拠点の財務面におけ

る自立戦略の検討、（5）臨床現場におけるニーズ

や研究シーズ発掘、（6）東大病院の研究活動の調

査とデータベース化、（7）臨床研究に関する外部

機関からの情報収集、（8）東大病院における利益

相反に関する業務、（9）先端医療開発支援管理委

員会にかかる事務局業務、（10）特定臨床研究運

営委員会にかかる事務局業務を行う。2017 年 12

月に組織改変が行われ、企画・戦略推進室となっ

た。 

 臨床研究者教育研修室は、（1）臨床研究者教育

に関する業務、（2）研修会開催要領の提供を行う。

2017 年 12 月に組織改変が行われ、臨床研究公正

推進室となった。 

 監査信頼性保証室は、（１）臨床試験・研究の監

査の実施、（２）臨床試験・研究の信頼性に関わる

指導と助言、（３）監査結果および信頼性に関する

定期的状況分析と病院長への報告、本院の信頼性

確保の体制構築に関する提案、（４）規制当局によ

る適合性調査等への対応支援および結果の一元管

理、（５）外部監査機関に業務を委託した場合の一

元管理、（６）本院に対する外部機関による監査結

果の一元管理、（７）調査および監査の指摘事項へ

の是正措置・予防措置の対応状況の確認、（８）信

頼性に関わる法規制情報の収集、問題事例等の分

析、教育の提供、（９）橋渡し拠点間ネットワーク

監査ワーキング事務局に関する業務を行う。 

 

 2018 年 3 月時点の構成員は、部長（専任）1名、

TR 戦略・推進室配属の職員 2 名（特任研究員・

URA1名、事務職員（派遣）2名）である。臨床

研究者教育研修室の職員は 1名。監査信頼性保証
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室の職員は、室長 1 名（特任専門員）、職員 3 名

（特任専門員、特任専門職員、学術専門職員各 1

名）、派遣 4 名（監査専門派遣 1 名、監査補助 1

名、事務 2名）、8名体制となっている。 

 

診療・業務 

 TR 戦略・推進室は、2017 年度は、以下の業務

を実施した。 

1）組織調整業務：医療法上の臨床研究中核病院

承認維持対応（業務報告、医療監視）、特定臨床

研究運営委員会運営、特定臨床研究監査委員会

対応 

2）TR 推進業務：橋渡し研究戦略的推進プログラ

ム対応 

3）その他：研究論文発表活動調査、先端医療シ

ーズ開発フォーラム 2018 開催（事務局） 

 

 監査・信頼性保証室は、2015 年 4 月に新設さ

れ、3 年目として以下の信頼性保証業務を完了し

た。 

1）監査の実施：①東大内については、多施設医

師主導治験 2試験について 3件、多施設臨床研

究３試験について 6件、合計 9件の監査を実施

した。②他大学病院から受託の多施設医師主導

治験について 1件の監査を実施した。③その他、

東大内の医師主導試験と臨床研究、他大学から

受託の臨床研究について受託しており、今期は

監査計画上実施していない試験や準備中（実施

計画書作成支援、監査手順書・計画書作成支援

している試験）のものが複数ある。④研究費が

確保されている場合は、外部監査機関に監査業

務を委託し、当室が監督・統括することで、当

室の人員を補い、同時に監査の質を維持する対

応を取っている。 

2）各種調査への対応：拠点調査、AMED 実地調

査、中核実地調査等の関係当局による調査に参

加し、信頼性保証体制について説明を行った。 

3）一元管理：監査について、当室が関わってい

ないが東大に対して臨床研究・医師主導治験に

関する監査結果等も当室が情報を収集し、一元

管理を推進している。また、医薬品等の申請後

に実施される規制当局による適合性調査（GCP

実地調査）を過去に受けてきているが、その結

果通知書等を前年に臨床研究支援センターより

当室に移管されたが、それ以降、東大病院に対

して行われた GCP 実地調査の結果等の一元管

理を行っている。 

4）アドバイザリー等：中央管理ユニット、サイ

ト管理ユニット等からの信頼性に関わる種々の

相談を受けアドバイスを行い、アドバイザリー

ログとして記録を室内で管理している。 

5）橋渡し事業：2017 年 6 月に「橋渡し研究戦略

的プログラム：拠点間ネットワーク監査ワーキ

ンググループの取り組み」の事務局として東大

が採択された。10 拠点からの監査担当者（1-3

名）から構成される監査ワーキングを立ち上げ、

第 1回WG（12 月 1 日）を開催し、監査担当者

教育研修（3 月 14 日）を実施し、3 つのテーマ、

①監査担当者教育、②監査に関する課題収集と

検討、③監査のあり方について、サブワーキン

グ会議（3 月 13 日）を開催した。 

６）その他の活動：①UCHTアライアンス活動と

して、8 大学間で相互ビジットを行い、実施体

制の評価を行った。②国立大学附属病院臨床研

究推進会議の活動として信頼性体制の検討に参

画した。③日本 QA 研究会へ参加した。④日本

臨床試験学会の臨床研究法対応ワーキングに参

加し、「臨床研究法の手引き」を作成した。 
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こころの発達診療部 
 

准教授 

金生由紀子 

助教 

江里口陽介、石井礼花、川久保友紀 

 

ホームページ http://kokoro.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

こころの発達診療部は、特別教育研究経費に

よる「こころの発達」臨床教育センターに対応す

る診療部門として、2005 年 4 月に、院内措置で

開設された。「こころの発達」臨床教育センター

は、児童精神医学・脳科学を基礎としながら幅広

い職種におけるこころの発達に関する専門家の育

成を目的とした。精神神経科（小児部）での 37

年間にわたる発達障害の治療教育などの蓄積を踏

まえつつ、精神神経科、小児科はもちろん教育学

研究科、さらにはこころの発達や発達障害に関わ

る他の教育機関・診療機関とも連携して活動を展

開してきた。こころの発達診療部は、このセンタ

ーの実践的な教育･育成の場であると同時に、こ

ころの発達に関わる様々な問題を有する患者の診

療の場として機能してきた。 

2009年度で「こころの発達」臨床教育センター

が期間満了を迎えると同時に、2010 年度から医

学系研究科脳神経医学専攻統合脳医学講座にここ

ろの発達医学分野が開設された。それに伴って、

こころの発達診療部は、専門性の高い児童精神医

療及び児童精神医学の発展に資する人材の育成と

共に研究に対応することにも重点を置くこととな

った。こころの発達医学分野の教員に加えて、こ

ころの発達診療部専任の診療要員として特任臨床

医 3名、心理職 3名（うち 2名が特定有期雇用）

が配置されている。また、主としてこころの発達

診療部の業務を行う精神保健福祉士 1 名（医事

課・地域連携部）が勤務している。 

 

診 療 

こころの発達診療部では、2017 年度には常

勤・非常勤を合わせて 13 名の医師が診療に携わ

り、また、常勤・非常勤を合わせて 6名の心理職

が診療を担当してきた。 

診療の対象は、こころの発達に関する多様な

問題であり、その中でも発達障害に比較的に重き

を置いている。ここで言う発達障害とは、自閉症

を中心とする自閉スペクトラム症（autism 

spectrum disorder: ASD）、注意欠如・多動症

（ attention- deficit/ hyperactivity disorder: 

ADHD）、学習障害（learning disabilities: LD）、

知的能力障害（intellectual disability: ID）、さ

らにはチック症やその近縁の児童思春期強迫症

（obsessive-compulsive disorder: OCD）までも

含めたかなり幅広いものである。新来は、一部が

医学生実習に対応している一般外来と、チック/

強迫外来からなる。新来患者数は239名であり、

2016 年度とほぼ同じであった。ASD、ADHD、

チック症が新来患者の大部分を占めていることも

2016 年度と変わりなかった。年齢別では、小学

生年代が 105名、中学生年代が 30名であり、両
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者を合わせると過半数に達していた。幼児は 73

名であり、2016 年から微増しており、早期診

断・早期介入へのニーズに対応していることを反

映していた。 

再来も一般外来と専門外来（チック/強迫外来）

に分けられる。一般外来では、治療期間を区切っ

て専門的な診断・評価に基づいて治療方針を策定

して実施し、一定の方向性を明らかにして地域の

医療・療育・教育機関につなぐ。専門外来は、専

門的な診療への高いニーズに応えると同時に研究

にも対応する外来となっている。 

児童精神科医による外来では、薬物療法や精

神療法だけでなく、心理教育、学校などの関連機

関との連携を含めて行っている。 

心理職は心理検査に加えて心理相談も担当し

ている。対象の多くは発達障害児・者であり、発

達的観点を重視して一人一人の患者に合わせて行

っている。多くの場合に、心理相談では、(1)発

達の評価、(2)療育指導（患児に対して、教育的手

段を用いて精神機能の障害や行動の異常の改善を

図る）、(3)療育相談（親を中心とする関係者に対

して、適切な対応法などの相談にのる）及び環境

調整を主治医と相談しつつ行っている。環境調整

には精神保健福祉士が関与することもある。時に、

強迫や不安などに焦点を当てた認知行動療法が行

われる。 

療育については、早期療育の重要性が高まっ

てきたことに対応して、3 歳代までの幼児を対象

とした個別療育が、毎週約 10 回で 4 クール実施

された。 

2011年度から開始されたADHD学童の親を対

象とするペアレントトレーニングプログラムは、

小集団で実施し、参加者が、育てにくさを持つ子

どもへの理解を深めて、適切な対応の仕方を学ぶ

ことを目指している。 

これらの他に、精神神経科病棟を使用した発

達障害検査入院も実施している。うつなどの精神

症状を有するもののその基盤にASDやADHDな

どの発達障害の存在が疑われて精査を希望する成

人を対象とする。精密な評価の結果に基づいて、

こころの発達診療部の医師・心理職から患者本人

に障害特性及びその対応法への説明を行う。 

また、小児科をはじめとする院内他科とのリ

エゾン活動にも力を入れている。 

 

教 育 

医学生に対して、小児新患見学または小児新

患ポリクリと ASD 幼児療育実習を行っている。

心理系大学院生に対して、ASD 幼児療育研修を

行っている。 

2017年度は、初期研修医（小児科重点コース履

修者など）の 1 ヶ月間の研修として、新患の予診

とり、再来の陪席、治療教育の見学、地域の児童

精神関連施設の見学などを組み合わせたプログラ

ムを実施した。また、研修医を含む一般精神科医

に対しては、「発達回診」及び「発達障害検査入

院プログラム」の機会を活用して、発達障害の知

識と経験を得られるようにした。 

成人の発達障害への関心の高まりに対応して、

医師や心理職などを対象とする発達障害研修会を

2017年 7月に開催し、約 200名が参加した。 

 

研 究 

これまで精神神経科が発達障害に関わる他の

研究機関・教育機関・診療機関と連携して行って

きた ASD や ADHD の原因究明と効果的発達支

援・治療法の開発を目指す研究に引き続き参加す

ると共に、こころの発達診療部の診療活動の特性

を生かした研究も進めている。 

 

・臨床評価、治療 

ASD 幼児を対象にする療育の効果を検討し続

けている。特に、早期介入（子どもの療育に加え

て、親支援も含む）の検討を深めている。高機能
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ASD 成人に対する集団認知行動療法のプログラ

ムに関する多施設共同の RCT のデータの解析も

行っている。 

また、トゥレット症候群（多様な運動チックと

音声チックを有する慢性のチック症）や児童思春

期 OCD を対象としてチックや強迫症状などを評

価して症状間の関連を検討する研究も進行してい

る。チックに対する包括的行動介入（Comprehen-

sive Behavioral Intervention for Tics: CBIT）の

予備的検証も行ってきた。一般の幼児におけるチ

ック及び関連行動の調査、チックの客観的な計測

も行っている。 

 

・神経心理 

ASD、ADHD、トゥレット症候群を対象とし

た神経心理学的研究が行われて、臨床評価との関

連を検討したり、患者の健常同胞と比較したりし

て解析を行ってきた。 

 

・遺伝 

遺伝と環境との相互作用にも注目しており、

親の年齢や生殖補助医療と発達障害との関連につ

いて検討している。また、ASDの多発家系につい

てエクソンシークエンスによる解析を行ってきた。

トゥレット症候群の遺伝子解析も進めている。 

 

・脳画像 

ASD を主な対象として、MRI による形態画像

研究、NIRS や fMRI による機能画像研究を行っ

ている。特に、小児や発達障害でも施行しやすい

NIRS を用いた前頭葉血流変化の検討が ASD 及

び ADHD で積極的に進められてきた。NIRS を

用いて ADHD 児童におけるメチルフェニデート

の効果予測の検討もされてきた。ADHD 成人及

びトゥレット症候群成人を対象として遅延報酬課

題を用いて fMRI 計測したデータの解析も行って

いる。 
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沿革と組織の概要 

2008 年度における日本のがんによる死亡者数

は 34 万人を超えており、死因の第 1 位を占めて

います。このような背景により、わが国では 1984

年度から「対がん 10 カ年総合戦略」、1994 年度

には「がん克服新 10 カ年戦略」、2004 年度には

「第 3 次対がん 10 カ年総合戦略」が策定され、

実施されてきました。さらに、2006年 6月に「が

ん対策基本法」が成立、日本のがん対策の基本方

針を定める法律が策定されております。 

これらのがん対策のなかで、緩和ケアは重要な

位置を占めており、がん対策基本法では「自宅や

施設においても、適切な医療や緩和ケアを受ける

ことができる体制の整備を進めること」と、がん

医療における緩和ケアが重要視されていることが

示されています。さらに 2012 年にはがん対策推

進基本計画が見直され、「がんと診断された時から

の緩和ケアの推進」を重点課題とし、癌治療の中

での緩和ケアの位置づけはますます重要なものと

なっております。 

東大病院緩和ケア診療部では、緩和ケアチーム

を中心として、単に身体症状のコントロールだけ

でなく、こころのケアや社会的なサポートも同時

に行い、患者さんのQOL（Quality of life）を総

合的に高めることを目的として活動を行っていま

す。また、医学部生などの教育や緩和医療学研究

の拠点ともなっています。 

2003 年に中央診療部門の一部として発足した

緩和ケア診療部は、2013年度に 10周年を迎えま

した。院内外のがん緩和ケアへのニーズの高まり

に応じて、当診療部の人員も医師、看護師、臨床

心理士ともに順次増員されて参りました。2014

年度からは疼痛医学を専門とする専任の准教授が

部長に就任し、診療、教育、研究すべてにおいて

益々実績を積み上げています。 

 

診 療 

東大病院では、日本緩和医療学会認定指導医を

含む専従医師 2名、専任医師 2名、がん専門看護

師および緩和ケア認定看護師、臨床心理士を中心

に多分野の専門家で構成される緩和ケアチームが

病棟および外来へ赴き、がん治療医のチーム、病

棟および外来の看護師、精神科リエゾンチーム、

リハビリテーション部、地域医療連携部などと連

携して、がん治療を受けている患者さんに緩和ケ

アを提供しています。依頼される内容としては、

疼痛コントロールなど身体症状に関するものが多

い結果となっておりますが、精神症状や臨床心理

の専門家を擁したコンサルテーション・チームと

なっているため、患者さんとご家族に対する全人

的な側面からのサポートを行うことが可能となっ

ております。 
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これまで、緩和ケアチームではのべ 5,000件以

上の新規依頼を受けており、2016年度には新規依

頼数 900 件以上を達成後、2017 年度にもその件

数を増やし、全国立大学中最多の対応件数となっ

ています。緩和ケア外来加算が算定可能となった

2012 年度からは緩和ケア外来も開かれており、

2013年度には「がん治療期の痛み外来」と「がん

性疼痛セカンドオピニオン外来」も新たに開設し

診療しています。「がん治療期の痛み外来」ではが

ん化学療法による神経障害性疼痛患者とがん術後

遷延性疼痛の受診が多く、院内外から患者さんを

受入れています。 

さらに、がん患者の身体的苦痛や気持ちのつら

さにがん診療医や看護師が対応した場合に算定可

能な「がん患者指導管理料 2」とがん薬物療法を

文書を用いて説明した場合に算定可能な「がん患

者指導管理料 3」の院内体制整備を担当し、院内

全体での緩和ケア診療と充実したインフォームド

コンセントの普及に貢献しています。 

 

教 育 

緩和ケア診療部における医師に対する初期研

修は、第 1年次、第 2年次に選択科目として、１

ヶ月、2ヶ月、4ヶ月、8ヶ月間行うことができ、

緩和ケアチームに同行し平日に毎日行われる緩和

ケアのカンファレンスに参加することで緩和ケア

の基礎知識を学ぶことができます。 

１）緩和ケア研修プログラム 

（１か月＊）２ヶ月（選択）研修コース 

・ 全ての研修医を対象とした、緩和ケアの基礎

知識および基礎技術の習得を目的としたプロ

グラム。＊「内科総合」選択の中でのみ 

４ヶ月、８ヶ月（選択）研修コース 

・ 臨床腫瘍医ないしは緩和ケア医を目指す医師

のための基礎知識および基礎技術とコミュニ

ケーション・スキルを身につけるためのプロ

グラム 

2008年度より、緩和医療学会により“認定研修施

設”に認定され、都内または地域の施設から緩和

ケアの研修生を受けいれており、がん拠点病院の

指定要件にもなる「緩和ケア講習会」の開催も年

2 回行っております。また、がんプロフェッショ

ナル基盤養成プランからも緩和ケアの研修を受け

入れております。 

２）教育課程 

研修医配置及び研修内容 

・ 研修医は全て緩和ケアチームに配属されます。

緩和ケアチームの病棟および外来診療にチー

ムの一員として参加し、基本的な緩和ケアの

理論および実践について習得します。 

・ ４ヶ月および８ヶ月コースでは、担当患者の

緩和ケアの診療計画を立て、病棟主治医、病

棟スタッフらと担当患者の緩和ケアについて

議論し、診療計画を実施して行きます。 

・ 週に一度の Research meeting を行い、緩和

ケアにおける介入試験、質問紙調査などを推

進しております。 

研修内容と到達目標 

・ 病棟診療（コンサルテーションでの診療患者

は 1 日約 40-50 名）：消化器がんなどわが国

で頻度の高い疾患について、一般病棟で提供

できる身体症状のコントロール、精神症状の

コントロールの概要を習得。全人的ケア、家

族ケアおよび地域連携についての概要も習得

します。 

・ 症例データベース登録：東大病院において緩

和ケアチームが診療する患者は終末期である

ことが多く、日々状態が変わっていくことも

珍しくありません。このように身体的に精神

的に変化する患者さんに対して、提供された

緩和ケアの内容は、簡潔かつ明瞭にデータベ

ースに入力されなければなりません。 臨床研

究とも直結する緩和ケアのデータ管理の概要

を習得します。 
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・ コミュニケーション・スキル：臨床医は患者

を診るすべての過程で頻回に「悪い知らせ」

を伝えなければなりません。がんの診断、進

行、予後についての正確な情報を患者に伝え

ることは、臨床医にとって非常に困難でスト

レスの多い仕事といえます。臨床医は、「悪い

知らせ」と「患者の希望や期待」とのバラン

スを取らなければならない一方で、治療が上

手く行かなかったときに、患者の喪失感や悲

嘆に対処する必要があります。緩和ケア診療

部では、コミュニケーション・スキルによっ

て患者さんとご家族の心理的援助を行うべく、

サイコオンコロジー学会によって推奨される

コミュニケーション・プロトコールを積極的

に実践しています。 

教育に関する行事 

・ 初期研修医に対する集中講義、以下の講義が

スタッフにより行われます。 

 疼痛コントロール 

 せん妄コントロール 

 ガイドラインの紹介と使用方法 

 緩和ケア薬物療法の基本 

 日本人のスピリチュアル・ケア 

 がん患者の心理社会的サポート 

 キャンサーサバイバーシップ 

臨床研修スケジュール 

・ カンファレンス：月〜金（毎日）9:00-10:00 

・ 病棟診療：月〜金（毎日）カンファレンス終

了後〜依頼患者の診療終了まで。 

指導体制 

・ 病棟診療：指導医 4名（准教授、特任講師 1

名、診療登録医 4 名）、がん専門看護師 1 名

と緩和ケア認定看護師 1名、薬剤師 2名、研

修医 1-2名、臨床心理士 1名からなる診療チ

ーム（緩和ケアチーム）を構成し、緩和ケア

チームで 1日約 50例〜60例の入院患者の診

療に当たります。 

・ カンファレンス：毎日のカンファレンスには

病棟をラウンドする緩和ケアチームのメンバ

ー以外に麻酔科医、精神科医、心療内科医、

麻薬専門薬剤師、リサーチレジデント、東大

大学院医学系研究科の教員が参加し、緩和ケ

アチームの提供する緩和ケアが集学的に議論

され、専門的な見地からの指導が行われます。 

 

研 究 

緩和ケア診療から集積された内容は、簡潔かつ

明瞭にデータ・ベース化され、臨床研究の成果と

して、国内外の専門誌に発表されています。 

以下の研究領域は、緩和ケア診療部で実施され

てきたものです。 

1) 専門緩和ケアチームの評価と質保証 

2) キャンサーサバイバーシップ 

3) 痛みによる脳認知機能の修飾 

4) がん治療による神経系合併症の機序解明 

5) 痛みによる睡眠障害の誘発機序 

6) 神経障害性疼痛の評価 

7) 在宅ケアと地域連携 

8) がん患者を支える診療プランの確立 

9) 緩和ケアにおける臨床研究と質問紙調査 

 

出版物等 

 

1. Matsuishi Y, Hoshino H, Shimojo N, 

Enomoto Y, Kido T, Jesmin S, Sumitani M, 

Inoue Y. Development of the Japanese 

version of the Preschool Confusion Assess-

ment Method for the ICU (psCAM-ICU). 

Acute Medicine & Surgery 2017; 5: 102-5 

2. Abe H, Sumitani M, Matsubayashi Y, 

Tsuchida R, Oshima Y, Takeshita K, 

Yamada Y. Validation of pain severity 

assessment using the painDETECT 

questionnaire. Int J Anesthesiol Pain Med 

2017; 3: 1-5 

3. Inoue R, Sumitani M, Ogata T, Chikuda H, 
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Matsubara T, Kato S, Shimojo N, Uchida K, 

Yamada Y. Direct evidence of central 

nervous system axonal damage in patients 

with postoperative delirium: a preliminary 

study of pNF-H as a promising serum 

biomarker. Neuroscience Letters 2017; 653: 

39-44 

4. Ichinose A, Sano Y, Osumi M, Sumitani M, 

Kumagaya S, Kuniyoshi Y. Somatosensory 

feedback to the cheek during virtual visual 

feedback therapy enhances pain alleviation 

for phantom arms. Neurorehabilitation & 

Neural Repair 2017; 31: 717-25 

5. Oka, H, Matsudaira K, Fujii T, Kikuchi N, 

Haga Y, Sawada T, Katsuhira J, Yoshimoto 

T, Kawamata K, Tonosu J, Sumitani M, 

Kasahara S, Tanaka S. Estimated risk for 

chronic pain determined using the generic 

StarT Back 5-item screening tool. J Pain 

Res 2017; 10: 461-7 

6. Kogure T, Sumitani M, Ikegami K, Abe H, 

Hozumi J, Inoue R, Kawahara K, Yamada Y. 

Donepezil, an acetylcholinesterase inhibitor, 

can attenuate gabapentinoid-induced 

somnolence in patients with neuropathic 

pain: a retrospective chart review. J Pain 

Palliat Care Pharmacother 2017; 31: 4-9 

7. Osumi H, Sumitani M, Kumagaya S, 

Morioka S. Optimal control of reaching is 

disturbed in complex regional pain 

syndrome (CRPS): a single-case study. J 

Pain Res 2017; 10: 167-73 

8. Osumi M, Ichinose A, Sumitani M, Wake N, 

Sano Y, Yozu A, Kumagaya S, Kuniyoshi Y, 

Morioka S. Restoring movement represent-

tation and alleviating phantom limb pain 

through neurorehabilitation with a virtual 

reality system. Eur J Pain 2017; 21: 140-7 

9. Kogure T, Sumitani M, Abe H, Hozumi J, 

Inoue R, Mietani K, Kawahara K, Yamada 

Y. Ischemic ulcer pain is both nociceptive 

and neuropathic pain based on a discrimi-

nant function analysis using the McGill 

Pain Questionnaire. J Pain Palliat Care 

Pharmacol 2017; 31: 98-104 

10. Osumi M, Sumitani M, Abe H, Otake Y, 

Kumagaya S, Morioka S. Kinematic 

evaluation for impairment of skilled hand 

function in chemotherapy-induced periph-

eral neuropathy. J Hand Ther 2017; 14: 

S0894-1130(16)30238-1 

11. Isomura T, Sumitani M, Matsudaira K, 

Kawaguchi M, Inoue R, Hozumi J, Tanaka 

T, Oshima H, Mori K, Takemoto S, Inui H, 

Tahara K, Yamagami R, Hayakawa K. 

Development of the Japanese version of the 

Leeds Assessment of the Neuropathic 

Symptoms and Signs Pain Scale 

(LANSS-J): Diagnostic Utility in a clinical 

setting. Pain Prac 2017; 17: 800-7 

(And, 17 Japanese articles) 
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がん相談支援センター 
 

センター長 

野村幸世 

副センター長 

分田貴子 

相談員 

山地のぶ子、安田恵美 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/cancer_support/ 
 

 

沿革と組織の概要 

我が国のがん対策として、全国どこに居住して

いても適切ながん医療を受けられるように「がん

診療連携拠点病院」の整備が進められています。

東大病院は平成 20 年度より地域がん診療連携拠

点病院に指定され、がん患者さんおよびご家族あ

るいは地域住民のがんに関する相談事を伺い、適

切な部門や施設へ誘導できるよう 「がん相談支援

センター」を開設しました。 

 

サービス 

1. がんになったときに必要な情報の提供  

がんになったら、まずがんについての情報を集

める必要があります。相談支援センターでは各種

のがんに関する情報・冊子 を提供しています。 

また、医師が提示する治療法の中から自分に最

適な治療を選択するためには、医師の説明を正確

に理解する必要があります。難しい医学用語をや

さしく説明し、医師の話を理解する手助けをしま

す。 

 

2. がん療養上の各種相談  

がんになると、どこでどのような治療を受ける

のかという医学的な問題以外にも、医療費、退院

後の過ごし方、介護サービス、仕事・就労など、

療養上の問題が発生してきます。社会的な悩み事

に対する相談支援を行います。 

 

3. セカンドオピニオンの情報提供  

セカンドオピニオンの受け方やセカンドオピニ

オンを行っている施設について情報提供します。 

 

4. がん治療中の外見変化に関する相談  

脱毛や、肌の色素沈着など、がん治療に伴う見

た目の変化に対し、ウィッグやカバーメイクなど

の相談支援を行います。 

 

5. がんに関する一般的な情報の提供と相談  

がんには罹ってはいないが、がんの治療やがん

検診などについて知りたい方のために情報発信・

情報提供を行います 

 

体制 

センター長の医師 1 名、副センター長の医師 1 名、

看護師 2 名の体制です。相談の対応は看護師が行

います。 

電話相談は予約の必要はありませんが、対面相談

は原則として予約が必要です。  
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・受付：平日 9 時～16 時（12 時～13 時除く） 

・電話：03-5800-9061  

・相談料：無料 

 

研究 

がん治療に伴う外見変化による QOL（生活の

質）の低下と、そのケアに関する研究を行ってい

ます。 

 

出版物等 
 

1. 【乳がんへのアプローチ】 乳がんの診断と治

療(解説/特集) 分田 貴子 医道の日本 (0287-

6760)76 巻 8 号 Page62-67(2017.08) 

2. Development of appearance care services at 

the University of Tokyo hospital 東大病院

における外見ケアサービスの発展 分田 

貴子、野村 幸世, 柘植 美恵, 三浦 恵美子, 

安田 恵美, 春木 ひかる, 菊地 武夫, 竹田 

あづさ 第 55 回日本癌治療学会学術集会 

(2017.10) 
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臨床ゲノム情報部門 
 

部長・教授 

門脇 孝 

 

 

 

組 織 

ゲノム医学およびその基礎となる臨床疫学調査

といった要請に重点的に対応するため、2003年に

発足した組織である。本部門は、臨床疫学のデー

タ収集と管理を確立して、近年発展しているゲノ

ム研究の結果を適切かつ効果的に臨床応用に結び

付けるための機能を担っている。さらにゲノム・

疫学統計に関する研修や教育にも貢献している。

本部門は、教授１が置かれ、糖尿病、腎臓病、循

環器、疫学等の専門家が参加して構成されている。 

 

活 動 

理化学研究所と共同で、日本人における 2 型糖

尿病、冠動脈疾患、腎機能障害、閉塞性動脈硬化

症（ASO）について疾患感受性遺伝子の同定を実

施してきた。現在、２型糖尿病感受性遺伝子につ

いて、糖尿病症例約 36,000例、コントロールには

155,000 例以上のサンプルを用い、約 50 万個の

一塩基変異の情報を用い、1000ゲノムプロジェク

ト phase3をレファレンスパネルとしてインピュ

テーションを行い、全ゲノム関連解析を実施して

いる。欧米人と比較して日本人においてアレル頻

度が高く、インスリン分泌に関与する遺伝子のア

ミノ酸変異を伴う変異を同定した。全ゲノム関連

解析により同定された遺伝子のパスウェイ解析に

て、2型糖尿病として人種に共通なパスウェイと、

日本人に特異的なパスウェイが見出された。これ

らの結果から、日本人に特徴的な 2型糖尿病の原

因が明らかにできたと考えられる。また、糖尿病

合併症感受性遺伝子について、腎症は１領域、網

膜症は２領域が関連を認めている。 

2 型糖尿病患者の全ゲノムシークエンスについ

て、理化学研究所とバイオバンクジャパンと協力

して実施し、シークエンスデータの解析を進めて

いる。バイオバンクジャパンの糖尿病重症化・合

併症(糖尿病腎症、糖尿病網膜症)の症例群と対照

群を選定して、ゲノムワイド関連解析による遺伝

因子、環境因子の同定を進めている。罰則付き機

械学習等のバイオインフォマティクスアルゴリズ

ムや公共オミックスデータベースを活用した、糖

尿病合併症や重症化の予測手法の開発に着手した。 

4 名の著明なインスリン抵抗性を有する患者を

対象としてインスリン受容体遺伝子の変異につい

て解析した 1)。また、オンラインデータベースの情

報も利用して、最重症臨床病型の Donohue 症候

群において変異が集積する遺伝子領域が

fibronectin type III domain（FnIII）であること

を明らかとした。さらに、FnIII に存在する変異

について、培養細胞を用いた機能解析を行い、プ

ロレセプターのプロセシング障害の原因となるこ

とを明らかとした。また、FnIIIの変異について、

in silico の解析により、立体構造の疎水性コアと

蛋白の安定性へ大きく関与することが予測される

ことから、FnIII の機能的重要性が強く示唆され

た。本研究で得られた知見は、高度のインスリン

抵抗性が発症する分子メカニズムの解明や早期診

断のために有用と考えられる。 

心血管疾患の領域としては、冠動脈狭窄や心筋
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梗塞など動脈硬化性疾患に重点をおいている。臨

床的に役立てるために、実臨床において得られる

臨床データベースと遺伝因子のデータを蓄積して

解析することが重要と考えられる。これらのデー

タの活用により、動脈硬化性疾患やその治療効果

についての遺伝因子の詳細が明らかになることが

期待される。 

院内外の複数の科と連携して、生活習慣病の

extreme phenotypeを示す症例について、若年発

症成人型糖尿病や脂肪萎縮症などについて遺伝素

因について、次世代シークエンサーを用いたパネ

ル解析を実施し、遺伝や重症化の予測や対応につ

いて明らかにした。 
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ゲノム診療部 
 

部門長・教授  

南学 正臣 

 

 

 

ゲノム医療に関連する広範・多様な要請に対応

するため、既存の臓器・系統別診療体制の枠を越

えた横断的組織として，2003 年に臨床ゲノム診

療部として発足した。2017 年改組によりゲノム

診療部となりより一層，多くの診療科・部門との

連携が図られるようになった。遺伝病・難病部門，

がん部門、とそれぞれの専門性を生かしつつ，領

域にとらわれない連携したゲノム医療の実践に取

り組んでいる。責任者として教授１（併任）が置

かれ、内科、外科、小児科、産婦人科、検査部、

病理部などの医師だけでなく看護部や企画情報運

営部、認定遺伝カウンセラーなどが参加している。

本診療部は、附属病院におけるゲノム医療の中核

をなすとともに、臨床遺伝専門医制度の教育研修

実施としての役割も担っている。 

 

診療 

外来棟 2階内科外来ブースエリアに専用診察室

（200 番診察室）を設けて、遺伝性疾患部門とが

ん部門として、多くの診療科とも協力して、臨床

遺伝専門医と認定遺伝カウンセラーによる遺伝カ

ウンセリング（完全予約制）を行っている。また、

他科からの確定診断のためのゲノム解析などのコ

ンサルトへの対応も行っている。 

検討会（毎月第１月曜日）にて、遺伝カウンセ

リングを行った全例について検討している。 

 

活動 

遺伝医療における遺伝カウンセリングの実施，

確定診断のためのゲノム解析の支援も行っている。

また、心臓外科、循環器内科、小児科、眼科、整

形外科・脊椎外科により開始された横断的なマル

ファン外来との連携で、遺伝カウンセリングの対

応、遺伝子診断及び臨床研究での協力支援を進め

ている。2018 年にがんゲノム医療中核拠点病院

に指定され、がんゲノム医療実装（先進医療 B: 

がん遺伝子パネル検査「Todai OncoPanel」の臨

床性能試験等）のための院内整備並びにがんゲノ

ム医療連携病院との体制整備も行なっている。八

栗遺伝学の診療への応用については，検査部、薬

剤部、関連臨床各科、企画情報運営部との連携に

よって、プロトンポンプ阻害剤、ワーファリン、

イリノテカン、タクロリムスについての薬理遺伝

学的検査を診療システムへ導入し、稼動している。

患者が希望した場合に、遺伝学的検査が実施でき

るよう検査項目の充実並びにリスク低減手術や確

定診断後のフォローアップ体制の構築も進めてい

る。 

 

出版物など 

 

1. Hosoe J, Kadowaki H, Miya F, Aizu K, 

Kawamura T, Miyata I, Satomura K, Ito T, 

Hara K, Tanaka M, Ishiura H, Tsuji S, 

Suzuki K, Takakura M, Boroevich KA, 

Tsunoda T, Yamauchi T, Shojima N, 

Kadowaki T. Structural Basis and Genotype-

Phenotype Correlations of INSR Mutations 

Causing Severe Insulin Resistance. Diabetes. 

2017 Oct;66(10):2713-2723. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 591 

2. Sato NS, Maekawa R, Ishiura H, Mitsui J, 

Naruse H, Tokushige SI, Sugie K, Tate G, 

Shimizu J, Goto J, Tsuji S, Shiio Y. Partial 

duplication of DHH causes minifascicular 

neuropathy: A novel mutation detection of 

DHH. Ann Clin Transl Neurol. 2017 May 

22;4(6):415-421. 

3. Yamashita T, Mitsui J, Shimozawa N, 

Takashima S, Umemura H, Sato K, 

Takemoto M, Hishikawa N, Ohta Y, 

Matsukawa T, Ishiura H, Yoshimura J, Doi 

K, Morishita S, Tsuji S, Abe K. Ataxic form 

of autosomal recessive PEX10-related 

peroxisome biogenesis disorders with a novel 

compound heterozygous gene mutation and 

characteristic clinical phenotype. J Neurol 

Sci. 2017 Apr 15;375:424-429. 

4. Harigaya Y, Matsukawa T, Fujita Y, 

Mizushima K, Ishiura H, Mitsui J, Morishita 

S, Shoji M, Ikeda Y, Tsuji S. Novel GBE1 

mutation in a Japanese family with adult 

polyglucosan body disease. Neurol Genet. 

2017 Feb 24;3(2):e138. 

5. Matsukawa T, Koshi KM, Mitsui J, Bannai 

T, Kawabe M, Ishiura H, Terao Y, Shimizu J, 

Murayama K, Yoshimura J, Doi K, 

Morishita S, Tsuji S, Goto J. Slowly 

progressive d-bifunctional protein deficiency 

with survival to adulthood diagnosed by 

whole-exome sequencing. J Neurol Sci. 2017 

Jan 15;372:6-10. 
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ゲノム医学研究支援センター 
 

部門長・教授  

南学 正臣 

 

 

 

ゲノム医学センター・ゲノム解析部門は，平成

23 年に，東大病院の共同利用施設として発足し

た。次世代シーケンサーとして，HiSeq 2500  3

台，Pacific Bioscience RS II  1 台，Pacific 

Biosciences Sequel  1 台，Oxford Nanopore 

MinION システム，  MiSeq  1 台，Droplet 

Digital PCR，サンプル処理を自動化するロボッ

ト，さらにゲノムインフォマティクスに必要な計

算サーバを整備し，共同利用施設としての活動を

行っている。特にゲノムインフォマティクスにつ

いては，新領域創成科学研究科の森下真一教授の

研究室との共同研究体制を構築して実施している。 

 

ゲノム解析実績 

院内の共同利用施設として，多くの診療科から

の解析依頼を受託して exome シーケンシング，

全ゲノムシーケンシングを実施している。さらに，

文部科学省の新学術領域研究先進ゲノム支援や，

厚生労働科研費に基づき，学外の研究機関からの

依頼も積極的に受託している。年間 2,000件程度

の解析を行っている。 

 

研究成果 

様々な診療科，研究室との共同研究から，シャ

ルコー・マリー・トゥース病 2A2A，2K，2Z，

脊髄症変性症 42型，巣状糸球体硬化症 9型の臨

床遺伝学的検討，トゥレット症候群の関連遺伝子

候補の発見，大脳病変を伴う脊髄性筋萎縮症の原

因遺伝子 TBCDの発見の報告を行った。また，5

件の症例報告を行った。 

 

出版物等 
 

1. Ando M, Hashiguchi A, Okamoto Y, 

Yoshimura A, Hiramatsu Y, Yuan J, 

Higuchi Y, Mitsui J, Ishiura H, Umemura A, 

Maruyama K, Matsushige T, Morishita S, 

Nakagawa M, Tsuji S, Takashima H. 

Clinical and genetic diversities of Charcot-

Marie-Tooth disease with MFN2 mutations 

in a large case study. J Peripher Nerv Syst. 

2017 Sep;22(3):191-199. 

2. Yoshimura A, Yuan J.-H., Hashiguchi A, 

Hiramatsu Y, Ando M, Higuchi Y, 

Nakamura T, Okamoto Y, Matsumura K, 

Hamano T, Sawaura N, Shimatani Y, 

Kumada S, Okumura Y, Miyahara J, 

Yamaguchi Y, Kitamura S, Haginoya K, 

Mitsui J, Ishiura H, Tsuji S, Takashima H. 

Clinical and mutational spectrum of 

Japanese patients with Charcot-Marie-

Tooth disease caused by GDAP1 variants. 

Clin Genet. 2017 Sep;92(3):274-280. 

3. Ando M, Okamoto Y, Yoshimura A, Yuan J-

H, Hiramatsu Y, Higuchi A, Hashiguchi a, 

Mitsui J, Ishiura H, FukumuracS, 

Matsushima M, Ochi N, Tsugawa J, 

Morishita S,  Tsuji S and Takashima H. 

Clinical and mutational spectrum of 

Charcot–Marie–Tooth disease type 2Z 

caused by MORC2 variants in Japan. Eur J 

Neurol. 2017 Oct;24(10):1274-1282. 
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4. Kimura M, Yabe I, Hama Y, Eguchi K, Ura 

S, Tsuzaka K, Tsuji S, Sasaki H. SCA42 

mutation analysis in a case series of 

Japanese patients with spinocerebellar 

ataxia. J Hum Genet. 2017 Sep;62(9):857-

859. 

5. Udagawa T, Jo T, Yanagihara T, Shimizu A, 

Mitsui J, Tsuji S, Morishita S, Onai R, 

Miura K, Kanda S, Kajiho Y, Tsurumi H, 

Oka A, Hattori M, Harita Y. Altered 

expression of Crb2 in podocytes expands a 

variation of CRB2 mutations in steroid-

resistant nephrotic syndrome. Pediatr 

Nephrol. 2017 May;32(5):801-809. 

6. Eriguchi Y, Kuwabara H, Inai A, Kawakubo 

Y, Nishimura F, Kakiuchi C, Tochigi M, 

Ohashi J, Aoki N, Kato K, Ishiura H, Mitsui 

J, Tsuji S, Doi K, Yoshimura J, Morishita S, 

Shimada T, Furukawa M, Umekage T, 

Sasaki T, Kasai K, Kano Y. Identification of 

candidate genes involved in the etiology of 

sporadic Tourette syndrome by exome 

sequencing. Am J Med Genet B 

Neuropsychiatr Genet. 2017 Oct;174(7):712-

723. 

7. Ikeda T, Nakahara A, Nagano R, Utoyama 

M, Obara M, Moritake H, Uechi T, Mitsui J, 

Ishiura H, Yoshimura J, Doi K, Kenmochi N, 

Morishita S, Nishino I, Tsuji S, Nunoi H. 

TBCD may be a causal gene in progressive 

neurodegenerative encephalopathy with 

atypical infantile spinal muscular atrophy. J 

Hum Genet. 2017 Apr;62(4):473-480.  

8. Hosoe J, Kadowaki H, Miya F, Aizu K, 

Kawamura T, Miyata I, Satomura K, Ito T, 

Hara K, Tanaka M, Ishiura H, Tsuji S, 

Suzuki K, Takakura M, Boroevich KA, 

Tsunoda T, Yamauchi T, Shojima N, 

Kadowaki T. Structural Basis and 

Genotype-Phenotype Correlations of INSR 

Mutations Causing Severe Insulin 

Resistance. Diabetes. 2017 Oct;66(10):2713-

2723. 

9. Sato NS, Maekawa R, Ishiura H, Mitsui J, 

Naruse H, Tokushige SI, Sugie K, Tate G, 

Shimizu J, Goto J, Tsuji S, Shiio Y. Partial 

duplication of DHH causes minifascicular 

neuropathy: A novel mutation detection of 

DHH. Ann Clin Transl Neurol. 2017 May 

22;4(6):415-421. 

10. Yamashita T, Mitsui J, Shimozawa N, 

Takashima S, Umemura H, Sato K, 

Takemoto M, Hishikawa N, Ohta Y, 

Matsukawa T, Ishiura H, Yoshimura J, Doi 

K, Morishita S, Tsuji S, Abe K. Ataxic form 

of autosomal recessive PEX10-related 

peroxisome biogenesis disorders with a 

novel compound heterozygous gene 

mutation and characteristic clinical 

phenotype. J Neurol Sci. 2017 Apr 15;375:

424-429. 

11. Harigaya Y, Matsukawa T, Fujita Y, 

Mizushima K, Ishiura H, Mitsui J, 

Morishita S, Shoji M, Ikeda Y, Tsuji S. 

Novel GBE1 mutation in a Japanese family 

with adult polyglucosan body disease. 

Neurol Genet. 2017 Feb 24;3(2):e138. 

12. Matsukawa T, Koshi KM, Mitsui J, Bannai 

T, Kawabe M, Ishiura H, Terao Y, Shimizu 

J, Murayama K, Yoshimura J, Doi K, 

Morishita S, Tsuji S, Goto J. Slowly 

progressive d-bifunctional protein deficiency 

with survival to adulthood diagnosed by 

whole-exome sequencing. J Neurol Sci. 2017 

Jan 15;372:6-10. 
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医工連携部 
 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/~ikourenk/ 
 

 

医工連携部紹介 

先端生命科学を応用した新規技術開発が 21 世

紀における重要課題となっている。次世代新医療

技術開発に向けて、臨床の現場である東京大学医

学部附属病院で、医学と工学を横断的に融合した

新しい研究教育を行うことを目的として医工連携

部が設立された。病院診療科と東京大学の工学系

研究者とで共同提案されたプロジェクトであるこ

と、研究室の設備・運営費用は使用者負担とする

こと、医工連携部への参加期間は原則 3 年とし、

継続の可否は医工連携部運営委員会で審査するこ

とという基本事項に基づいて公募されたプロジェ

クト 19 件が、現在も管理研究棟１階と地下 1 階

にある医工連携研究室で活発な活動を続けている。 

 

参加ユニット 

医学部附属病院 

循環器内科、糖尿病・代謝内科、大腸肛門外科、

血管外科、肝胆膵・人工臓器移植外科、心臓外科、

呼吸器外科、脳神経外科、泌尿器科・男性科、整

形外科・脊椎外科、顎口腔外科・歯科矯正歯科、

放射線科、ティッシュ・エンジニアリング部、臨

床疫学研究システム学講座、骨・軟骨再生医療講

座、軟骨・骨再生医療講座、免疫細胞治療学（メ

ディネット）講座、関節機能再建学講座 

工学系・薬学系研究科 

工学系研究科（化学システム工学専攻、機械工学

専攻、機械工学専攻流体工学研究室、精密工学専

攻医用精密工学研究室、システム量子工学専攻、

原子力国際専攻、化学生命工学、マテリアル工学

専攻）、医療福祉工学開発評価研究センター、情報

理工学系研究科（知能機械情報学専攻）、新領域創

成科学研究科（バイオメカニクス分野）、薬学系研

究科薬品代謝化学教室、医学系研究科疾患生命工

学センター（再生医療工学部門、臨床医工学部門）、

原子力工学研究施設、先端科学研究センター、生

産技術研究所 

 

沿革と組織の概要 

2002 年 6 月 東京大学医学部附属病院の特殊診

療部として医工連携部の設立が病院運営会議

で承認される。 

2002 年 9 月 病院の関連する診療科の中から選

定された委員で医工連携部運営委員会が組織

され、医工連携部への参加の基本原則（前記）

が決定される。 

2002 年 10 月 医工連携プロジェクトの公募開始。

18 件の応募があり、審査の結果承認される。

プロジェクトの代表からなる医工連携部利用

者連絡会議が組織され、管理研究棟の地下と

１階のスペース 554.4㎡に研究室の配置を決

める。 

2003 年 5 月 医工連携部工事完成。工事費用は

参加グループが分担する。 

2003 年 5 月 22 日 第一回医工連携研究会開催。

研究活動開始。 

2004 年 9 月 3日 第二回医工連携研究会開催。 

2005 年 9 月 13日 第三回医工連携研究会開催。 

2006 年 12 月 21日 第四回医工連携研究会開催。

（第三回先端医療開発研究クラスター、第二
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回疾患生命工学センター、第二回 22 世紀医

療センターとの合同シンポジウム） 

2007 年 12 月 13日 第五回医工連携研究会開催。 

2009 年 12 月 3日 第六回医工連携研究会開催。 

2011 年 2 月 2日 第七回医工連携研究会開催。 

2011 年 12 月 17日 第八回医工連携研究会開催。

（第七回 22 世紀医療センター、第四回 ティ

ッシュ・エンジニアリング部シンポジウムと

の合同シンポジウム） 

2013 年 1 月 25日 東京大学先端医療シーズ開発

フォーラム｛東京大学先端医療開発部門（22

世紀医療センター、医工連携部、ティッシュ・

エンジニアリング部、臨床研究支援センター、

臨床研究ガバナンス部、トランスレーショナ

ル・リサーチセンター、ゲノム医学センター、

早期・探索開発推進室／TR 戦略・推進室）

による共同主催）。 

2014 年 1 月 24日 東京大学先端医療開発フォー

ラム（同・共同主催）。 

2015 年 1 月 22日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム（同・共同主催）。 

2016 年 2 月 2 日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム（同・共同主催）。 

2017 年 2 月 2 日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム（同・共同主催）。 

2018 年 2 月 1 日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム（同・共同主催）。 

 

研究ユニット 

・高精度定位放射線がん治療システムの開発 

医学部附属病院放射線医学教室  

原子力専攻、原子力国際専攻 

工学系研究科化学システム工学専攻  

 高精度定位 X 線がん治療システム、先進小型電

子ライナックがん診断治療システムの開発。 

 独自に開発を進めてきた放射線治療中の治療部

位の可視化技術の臨床応用と、追尾型放射線治療

のための腫瘍動体予測システムの開発を目的とす

る。治療部位の可視化には、体内の臓器の動きを

反映した４次元コーンビーム CT 再構成アルゴリ

ズムを開発する。また、この可視化のために治療

中に撮影される２次元投影像をオンラインで取得

し、治療計画用や位置合わせ用に撮影されている

CT 画像を事前情報として臓器や腫瘍位置の確認

するシステム開発を行う。投影像の取得や解析に

よるタイムラグは、MSSA 法（Multi-channel 

Singular Spectrum Analysis）によって動きの予

測を実施する。加えて、予測を利用した腫瘍の異

常挙動を事前に検知するシステムにより、通常の

放射線治療よりも安全な照射が可能である。動画

予測については腫瘍の変形をも予測するという先

進的な研究であり、動画予測を改良することで、

より正常組織被曝量が低減できる高精度の追尾型

放射線治療の構築を目標とする。 

 

・脳神経外科手術用微細ロボティックシステムの

開発 

医学部附属病院 脳神経外科 

大学院工学系研究科 機械工学専攻 光石研究室 

 脳神経外科手術を対象として、微細ロボティッ

クシステムの研究開発を行う。ロボットによる微

細血管の吻合や顕微鏡画像処理による手術タスク

自動認識を研究する。 

 

・体外超音波砕石装置の開発 

医学部泌尿器科学講座 

工学部機械工学専攻流体工学研究室 

 腎臓結石の非侵襲な破砕を目指し，強力集束超

音波（HIFU）によって発生するキャビテーショ

ン気泡を利用した新たな結石破砕手法を開発する。 

 

・診療プロセスのリスク低減支援システムの開発 

工学部化学システム工学 

予防医学センター 
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 ゲノム情報を含む生物学的情報と臨床情報の統

合に関する研究・教育。循環器疾患に関するデー

タベースの構築と活用、テーラーメード医療の確

立。プロテオミクスによる薬剤ターゲットの選定

と創薬。代謝疾患、循環器疾患の転写制御の解明

と転写因子をターゲットとした創薬。医療データ

ベースを活用した医療安全モニタリング。医療情

報システムの評価手法の開発。臨床／疫学研究に

おける方法論の検討・開発。 

 

・高精度骨強度 3次元定量診断システムの開発 

医学部整形外科 

情報理工学系研究科知能機械情報学教室  

有限要素法を用いた骨の非侵襲的強度評価方法の

開発。関節リウマチ 患者にテリパラチドを新規に

投与し、投与効果を骨代謝マーカー、骨密度、CT

（computed tomography）を用いた有限要素解析

による予測骨折荷重を使用し、経時的・定量的に

評価。結果をもとに腰椎骨密度、予測骨折荷重を

上昇する因子を検討し、薬剤効果を効果的に反映

するかを検討。 

 

・難治性癌に対する中性子捕捉療法・免疫療法の

開発 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科/呼吸器外科 

医学部附属病院放射線科 

工学系研究科原子力国際専攻 

免疫細胞療治療学（メディネット）講座 

難治性癌に対する集学的治療として病院併設

型加速器を用いた中性子捕捉療法を確立すること

および免疫細胞療法との併用効果の増強をめざす。

このために、中性子捕捉剤であるボロンおよびガ

ドリニウム化合物を腫瘍選択的に送達するドラッ

グデリバリーシステムの構築を進めている。 

 

・新しい生体分子シグナルの高感度検出法と画像

化の開発とその臨床応用 

薬学系研究科薬品代謝化学教室 

医学部附属病院循環器内科 

 化学に基づいた生体物質の可視化プローブの開

発。螢光プローブや MRI 造影剤を用いた動脈硬

化巣や虚血部位の画像化ならびに体外診断 

 

・肝癒着動物モデルを用いた腹膜癒着防止材料の

開発 

医学部肝胆膵外科・人工臓器移植外科 

生産技術研究所 

医学系研究科疾患生命工学センター 

工学系研究科化学システム工学専攻 

工学系研究科バイオエンジニアリンング専攻 

 肝癌に対する肝切除は再発時の治療として再手

術の機会が多い。再手術においては、肝臓と他の

臓器や腹膜との癒着は、剥離に多大な時間を要す

る上に、術中リスクを向上させる。このため初回

手術時に癒着を回避することは大きな課題である。

このために癒着防止材の開発、材料の適用法及び

これを検証するモデルの開発が強く望まれる。と

ころが肝癒着モデルは確立したものがなく、また

これを防止する材料は未だ開発されていないのが

現状である。我々医学部肝胆膵・人工臓器移植外

科と疾患生命工学センター医療材料機器・工学部

門の共同研究チームは、従来よく用いられている

腹膜摩擦モデルでなく、肝切除による新しい癒着

モデルの開発と、これを防止する材料の適用法及

び開発に取り組んでいる。 

 

・ナノバイオテクノロジーと発生工学の融合によ

る生活習慣病の新規治療法の開発 

医学系研究科循環器内科 

医学系研究科糖尿病代謝内科 

疾患生命工学センター 

 生活習慣病の病因・病態の分子メカニズムを解

明し、それを標的分子とした治療に応用すること

を目標としている。この目的のため本拠点では、
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ナノ粒子を用いた遺伝子導入の系を用いる医工連

携を行う。新規生活習慣病モデル動物作製技術の

開発と遺伝子治療への応用。脂肪組織由来液性因

子（アディポカイン）がメタボリックシンドロー

ム（代謝症候群）の病態形成に及ぼす影響とその

メカニズムの解明。サルコペニアの分子メカニズ

ムの解明。 

 

・細胞増殖・分化を促進する Scaffold とメカニカ

ルストレスを利用した骨・軟骨再生法の開発 

医学部整形外科学教室 

医学系研究科関節機能再建学講座 

工学系研究科マテリアル工学専攻/バイオエンジ

ニアリング専攻 

医学部附属疾患生命工学センター再生医療工学部

門 

医学部顎口腔外科学教室 

 生体親和性に優れた MPC のナノ表面処理によ

る、長寿命型人工関節の創製。骨・軟骨・血管再

生に適合した生体親和性材料の創製。物理的刺激

を用いた再生骨・軟骨組織の生体外再構築 

 

・再生医療のための人工ウイルスによる遺伝子

導入法の開発に関する研究 

工学系研究科マテリアル工学専攻 

医学系研究科骨・軟骨再生医療寄付講座 

医学部整形外科学教室 

医学部顎口腔外科学教室 

大学院医学系研究科附属疾患生命工学センタ

ー臨床医工学部門 

医学部附属病院ティッシュ・エンジニアリング

部 

 非ウイルス性遺伝子導入法の開発。非ウィル

ス性 siRNA 導入法の開発。安全性と実用性に

優れた再生軟骨、再生骨の作出。現実的な生産

体制と品質管理法の確立。臨床治験の推進と日

常診療への導入。骨・軟骨分化を簡便・正確・

非侵襲的に検出するシステムの開発。骨・軟骨

分化に必要十分なシグナルの決定。血管新生を

ともなう骨誘導法の開発。骨・軟骨細胞シート

培養法の開発。骨・軟骨誘導薬のスクリーニン

グ 

 

・高分子ミセル型ナノ・パーティクルを用いた新

しい血管疾患治療システムの開発 

医学部附属病院血管外科 

工学系研究科マテリアル工学専攻 

 当研究室では、循環器・血管疾患の遺伝子治療

を実現するための安全かつ効率的な非ウイルス型

遺伝子ベクター（高分子ナノミセル）の研究開発

を行っている。ブロック共重合体の自己会合によ

り形成される高分子ナノミセルは、凝縮された遺

伝子（プラスミド DNA）を保持する内核が生体

適合性のポリエチレングリコール（PEG）外殻に

より覆われた構造を有しており、表層にはパイロ

ット分子を装着することが可能である。この天然

のウイルスの構造を模倣した高分子ナノミセルは、

生体内で内包遺伝子を DNA 分解酵素などから保

護し、タンパク質や細胞と非特異的な相互作用を

せず、パイロット分子を介して標的細胞に選択的

に取り込まれることにより、標的細胞への効率的

な遺伝子導入が実現できるものと期待される。

我々は、このような高分子ナノミセルを利用して、

動脈壁や筋組織への遺伝子導入を行っている。 

 

・腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤術後の臀筋跛行患者

における運動療法の介入研究 

情報理工学系研究科知能機械情報学専攻 

医学系研究科外科学専攻血管外科学分野 

腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤患者に対して低侵襲

なステントグラフト内挿・内腸骨動脈コイル塞栓

術を行い、術後臀筋跛行が出現した場合に運動療

法の介入を行う。モーションキャプチャを用いて

運動療法前後の歩行時の動きを生体力学的に解析
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し、臀筋跛行改善の機序や最適な運動療法の確立

を目的とする。 

 

・活性酸素、NO 検出プローブを用いた腎障害、

血管障害進展機序における酸化ストレス、NO

の役割の解明を目指した研究 

医学系研究科内科学専攻循環器内科学分野 

薬学系研究科薬品代謝化学教室 

酸化ストレス、NO は腎機能障害や血管障害に

おいてそれぞれ、障害因子、保護因子として 

重要な役割を演じていることが明らかになってき

ている。しかしながら、その不安性などから、臓

器はもとより、細胞においてもその正確な検出は 

困難な状況である。腎臓障害モデル及び血管障害

モデル動物及び細胞を用いて活性酸素、および

NO の正確な検出法の開発を目指す。 
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沿革と組織の概要 

平成 23 年の東日本大震災を受けて、東京大学

医学部附属病院は大災害時に医療を提供できるだ

けでなく、災害医療全般を鳥瞰できる学問領域が

必要であるという観点から「災害医療マネジメン

ト学」の確立を目指すこととなった。平成 24年 3

月、パブリックコメントにて、「災害医療マネジメ

ント部」の創設を発表した。 

平成 24 年 7 月、中尾博之准教授が災害医療マ

ネジメント部に初代部長として着任し、院内災害

対策委員会委員長を任ぜられた。その後、平成 27

年 1月に危機管理担当副病院長の岩中督教授が第

2代部長として着任。平成 27年 4月、危機管理担

当副院長の南学正臣教授が第 3代部長として着任。

平成 29年 4月に森村尚登教授が第 4代部長とし

て着任した。 

当部は中央診療部門に属し、当院内、学内外を

活動範囲としている。 

災害医療マネジメント学を確立するために、①

災害医療計画を立て、災害医療従事者を教育指導

できるリーダーの育成、②東大病院として災害医

療をリードできる体制としての関係機関とのパイ

プづくり、③災害時の組織づくりのもととなる体

制の開発を目指している。 

診療 

平成 24 年より東大病院総合防災訓練を災害対

策委員会として計画・立案し、定期開催行ってい

る。平成 27 年度には防火防災会議を設置し、外

来棟と研究棟の火災初動訓練、緊急地震速報発動

非常放送訓練、病院災害対策本部立ち上げ訓練、

院内被災情報入力報告訓練、トリアージエリア設

営訓練、救護エリア設営訓練、自主登院訓練を開

催した。また、東京消防庁と東京大学本部と合同

の東京大学構内多数傷病者トリアージ救護訓練を

初開催、平成 27 年度より政府総合防災訓練・大

規模地震時医療活動訓練に毎年参加している。 

 

教育 

学内外の教育活動として、英国 ALSG 

(Advanced Life Support Group) 公認のMIMMS 

(Major Incident Medical Management and 

Support) コースを定期開催し、災害時にも機能

できる医療人のリーダーシップ育成に寄与してい

る。その他、日本集団災害医学会MCLSコース、

日本救急医学会 JATEC コース等の開催協力を行

っている。 

 

研究 

諸関係機関との日常的な連携が災害時にも活用

できるという立場から、諸関係機関との連携会議
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を通じて機関間の連携方法を模索している。これ

は、異職種間の災害時における組織形成に役立て

られるものと考えている。 

そのほかにも外部研究グループを主催し、災害

時の救急医療体制の確立に関して協力を行ってい

る。 

 

出版物等 

 

1. 森村尚登: “2015 年パリ同時多発テロ事件に

おける救急医療対応の実際” 日本外傷学会雑

誌 31; 1: 56-62. 2017 

2. 森村尚登: “パリ同時多発テロ事件における医

療対応の実際” 日本臨床外科学会雑誌 77; 

306. 2016 

3. 森村尚登, 問田千晶, 安部猛, 竹内一郎, 服部
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検 討 ” Japanese Journal of Disaster 
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沿革と組織の概要 

東京大学のグローバル化は重要な課題であり、

東大病院が国際的な拠点病院として相応しいさら

なる発展を遂げるために開設されました。現在は、

専任部長（准教授）と、専任副部長（講師）、特任

専門職員２名の計４名で活動を行っております。 

 

今後の課題と活動 

東大病院では、多くの高度な手術や先端的な治

療を実施しています。これらの医療技術を海外の

患者に積極的に提供する体制を整えることが国際

診療部の重要な役割の一つです。国際診療部を中

心として、多言語への対応・医療文書の翻訳や経

済面での課題について対応し、今まで以上に診療

科が海外からの患者に対して高度医療の提供に専

念できる環境を整えることを目指します。 

また、患者の受け入れのみならず、臨床教育面

でのグローバル化を実現することも重要です。海

外からの招聘医師や高度医療修練を目的として訪

れる医師らが、当院にて国籍などの背景に依らず

手術・インターベンションの施行やデモンストレ

ーション、あるいは、技術の習得を日本人医師ら

と同様にできるような体制を整備し、併せて当院

で活動する若手医師や参加型臨床実習を行ってい

る本学学生医師らと交流する環境を実現したいと

考えます。現在は、外国医師等が行う臨床修練等

に係る医師法第十七条等の特例等に関する法律に

よる外国医師等臨床修練制度の積極的な活用と、

臨床教授等受入環境の整備を行っております。 

最後に、東京大学のグローバル化の一環として

は医師のみならず、メディカルスタッフを含む幅

広い病院職員の国際的な対応能力を向上させてい

くことも求められます。語学研修プログラムや

様々な国際交流の実践を通じて人材養成を図り、

当院が国際的に認められるさらなる発展を遂げる

ことができるよう尽力していきます。  
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沿革と組織の概要 

1922 年院内にて外来売店や病棟販売店にて牛

乳、パン、サイダー及びアイスクリームを販売し

ていた。1925年より病院と財団「好仁会」の請負

契約による患者給食が開始された。1936年には、

全国に先駆けて「特別治療食」（乳幼児、糖尿病、

腎臓病）の対応（個別に医師が食品構成を指示）

を実施。1950年国立病院の完全給食制度が発表さ

れ給与栄養量が統一され、当時の患者食の栄養量

は、2400kcal/日であった。1952 年財団へ入院患

者給食の外部委託を正式に実施した。 

1957 年患者食の質向上を目指すことを目的に

第 1回全国国立大学病院栄養士主任会議が東京大

学にて開催された。 

1958 年完全給食が廃止され基準給食の実施と

ともに栄養士の配置が必要条件となり、給食掛に

併任掛長と栄養士 1 名が配置された。1962 年東

京大学が中心となって活動をおこなった全国国立

大学病院栄養士主任会議からの要望が実現し、栄

養士法の一部改正による管理栄養士制度が創設さ

れた。1972年加算承認を目指し入院および外来患

者への栄養指導が積極的に実施され、1978年医療

食加算、栄養食事指導加算が新設された。1988

年病院食の「早い、冷たい、まずい」を拂拭する

ための温冷配膳車による適時配膳が開始された。 

1991 年かねてより全国国立大学病院管理栄養

士職員からの念願であった給食掛から栄養管理室

へと名称変更が実現。同時に本院と分院の栄養部

門を統合し組織が一本化され、掛長ポストに管理

栄養士の栄養管理室長が就任し、本院管理栄養士

5名、分院管理栄養士 3名体制となった。 

1994 年健康保険法の一部改正により基準給食

の承認制度が廃止され、入院時食事療養の届出制

度が創設される。さらに、入院栄養食事指導料が

新設された。 

1998 年外来棟玄関脇フリースペースにて東京

都糖尿病協会が開催する糖尿病週間の行事の一環

として、栄養管理室主催の第 1回食事療法展が実

施された。初年度は、来場者数 3,527名/週であっ

た。 

2001 年分院の本院への統合に伴い管理栄養士

8名の体制となった。2004年栄養管理室が医療サ

ービス課より分離。2005年食費自己負担制の導入

により病院食の患者負担が発生。同年、管理栄養

士（有期雇用）が 1名増員された。 

2006年栄養管理実施加算が新設され、全患者の

栄養管理を実施するということとなった。業務増

加に伴い管理栄養士が 1名（有期雇用）増員。同

年、チーム医療の導入として全科型ＮＳＴとした

院内活動を開始。病棟ごとに医師、管理栄養士、
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看護師のＮＳＴ担当を配置し必要に応じて他職種

（薬剤師、検査技師、理学療法士等）も加わり週

1回病棟ミーティングを実施。2010年栄養サポー

トチーム加算新設により栄養サポートチーム委員

会が新設された。それまでのＮＳＴディレクター

が委員となり院内のＮＳＴ活動の中心的立場とし

て活躍。栄養サポートチーム加算算定のための専

従者として管理栄養士（常勤）1 名の増員が認め

られた。2011年検診部にて人間ドック受診者を対

象とした栄養指導サービス開始にともない管理栄

養士（有期雇用）1名増員。2012年栄養管理実施

加算が廃止となり入院基本料に包括化され医師、

管理栄養士、看護師による栄養管理体制の整備が

おこなわれた。 

2013 年組織が改変され栄養管理室から病態栄

養治療部となった。医師（中央診療運営部長 教

授）が兼任の部長として就任、栄養管理室長は、

副病態栄養治療部長となり、給食管理やＮＳＴ活

動の整備と機能強化について請け負うこととなっ

た。2014 年専任の部長（准教授）と講師と 2 名

の医師を迎え、NST 活動とともに栄養管理・教

育・研究体制が整備され、戦略的人員配置によっ

て 5名の管理栄養士（常勤）が新たに配属となっ

た。また、P1 ユニット開設に伴う治験食提供業務

の増大に対し 2015年 3 月に管理栄養士 1名（特

定有期）が増員となった。 

2016年 10 月ニュークックチルシステム導入に

向けた準備を開始。2017 年 6 月厨房機能を入院

棟 A1 階（主厨房）・地下 3 階（洗浄、調乳）へ移

転し、患者食提供を開始。仮設厨房の制約に合わ

せた専用献立に変更し運用。2018 年 1 月新厨房

へ移転し 2 月よりニュークックチルシステムを開

始し、献立も変更した。 

 

診療 

糖尿病・慢性腎臓病・脂質異常症・肥満症など

の代謝疾患や胃癌術後食・肝胆膵疾患食・心臓疾

患食など周術期の栄養指導や母親教室などを積極

的に実施している。 

2016 年度の実績では、入院栄養指導 2,574 件/

年（うち 288件非加算）、外来栄養指導 5,628件/

年（うち 213件非加算）を実施。集団栄養指導で

は、外来糖尿病教室 152件/年、ベストウエイト教

室では、139件/年、母親教室 142名であった。 

2012 年度診療報酬改定により糖尿病透析予防

指導管理料が新設された。東大病院では、2012

年 7 月より医師・管理栄養士・看護師による透析

予防チームを結成し、外来で糖尿病透析予防指導

管理料の算定は週 1回実施し、管理栄養士と看護

師は、同室で指導をおこなっている。2013 年 11

月より週 2回に指導枠を増設。2016年度は、131

件/年であった。 

2014年 4 月よりNST加算算定を開始し、初年

度の算定件数は 1261 件であり、2015 年度は、

1529件と増加した。 

2014年 11 月、栄養管理手順書を改訂し多職種

による二段階の栄養スクリーニングを導入、栄養

障害低リスク群の患者を院内の統一基準にて多職

種でモニターする体制を構築。2 次スクリーニン

グ後に栄養障害高リスク群と判定された患者は、

病棟NSTの対象となる。2015年 4 月より 1 次ス

クリーニングに「小児用」「妊婦用」を追加した。

2017 年 1 月システム改定により給食管理システ

ム（ニュートリメイト Ver.9.0）と栄養指導システ

ム Ver9.0が更新された。入院棟 A・B 各フロアー

に臨床業務用の移動端末が設置され病棟業務の効

率性を向上した。2017年度は、8,485名の栄養介

入をおこなった。 

 

教育 

管理栄養士の臨地実習生の受け入れを実施。養

成校 7大学より 2017年度は 48名/年の受け入れ

をおこなった。 

受け入れ大学：お茶の水女子大学、東京家政大学、
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大妻女子大学、女子栄養大学、実践女子大学、日

本女子大学、和洋女子大学 

2011 年度よりＮＳＴ研修生の受け入れを開始。

年間で 4～5期（5日/週/期）と実施。参加者は、

管理栄養士、薬剤師、看護師、検査技師、理学療

法士などで学会認定資格取得や栄養サポートチー

ム加算の専従または専任の資格を取得することを

目的とした研修生を対象に実施している。2017

年度は、15名/年（管理栄養士 2名、薬剤師 4名、

看護師 8 名、理学療法士 1 名）であった。2017

年度よりクリニカルクラークシップ M4医学生実

習を開始。2日間の実習に 105名が参加した。 

院内にNST活動を普及するため、NST 研修医

セミナー、病態栄養セミナーを開催している。ま

た、症例検討の場として NST カンファ、チーム

医療合同カンファを開催し、病棟NST、多職種チ

ームとの連携を図っている。2015年度は、栄養管

理手順の基本的事項の学習を目的に全職員を対象

に「栄養管理 e-ラーニング」を開始した。10 月、

「病態栄養治療部マニュアル 2015-2016年度版」

発刊。2016年 12 月東京大学医科学研究所附属病

院栄養管理室と交換研修を開始。同月、「病態栄養

治療部ポケットマニュアル 2016-2017年度版」発

刊。2018 年 3 月、「病態栄養治療部マニュアル

2017-2018年度版」発刊。 

 

研究 

① 肝胆膵外科との共同研究 

・研究課題「ICGR15以上の肝硬変合併肝癌患者お

よび肝移植レシピエントにおける分岐鎖アミノ

酸製剤の周術期投与の単独試験による周術期栄

養状態改善の検討」 

・研究課題「膵頭十二指腸切除術患者における在

宅経腸栄養導入による退院後合併症率改善を検

討する探索研究」 

 

出版物等：平成 29 年度実績 

≪論文≫ 

1. Asano T, N Kubota, Koizumi N, Itani K, 

Miyake T, Yuhashi K, Liao H, Mitsuishi M, 

Takeishi S, Takahashi T, Ohnishi S, Sasaki S, 

Sakuma I, Kadowaki T: Novel and simple 

ultrasonographic methods for estimating the 

abdominal viseceral fat area. Int. J. 

Endocrinol. vol. 2017, Article ID 8796069, 12 

pages, 2017 

2. Kubota T, Kubota N, Kadowaki T: 

Imbalanced insulin actions in obesity and 

type 2 diabetes: Key mouse models of insulin 

signaling pathway. Cell Metabolism 25(4):

797-810, 2017 

3. Marangoni RG, Masui Y, Fang F, Korman B, 

Lord G, Lee J, Lakota K, Wei J, Scherer PE, 

Otvos L, Yamauchi T, Kubota N, Kadowaki T, 

Asano Y, Sato S, Tourtellotte WG, Varga J: 

Adiponectin is an endogenous anti-fibrotic 

mediator and therapeutic target.  Sci. Rep. 

7(1):4397, 2017 

4. Masamoto Y, Arai S, Sato T, Kubota N, 

Takamoto I, Kadowaki T, Kurokawa M: 

Adiponectin enhances quiescence exit of 

murine hematopoietic stem cells and 

hematopoietic recovery through mTORC1 

potentiation. Stem Cells 35:1835-1848, 2017 

5. Sakurai Y, Kubota N, Takamoto I, Obata A, 

Iwamoto M, Hayashi T, Aihara M, Kubota T, 

Nishihara H, Kadowaki T: Role of insulin 

receptor substrates in the progression of 

hepatocellular carcinoma. Sci Rep. 2017 Jul 

14;7(1):5387. 

6. Sasaki M, Sasako T, Kubota N, Sakurai Y, 

Takamoto I, Kubota T, Inagi R,Seki G, Goto 

M, Ueki K, Nangaku M, Jomori T, Kadowaki 

T: Dual regulation of gluconeogenesis by 

insulin and glucose in the proximal tubules of 

the kidney. Diabetes 66(9): 2339-2350, 

September 2017. 

7. Suyama S, Lei W, Kubota N, Kadowaki T, 
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Yada T: Adiponectin at physiological level 

glucose-independently enhances inhibitory 

postsynaptic current onto NPY neurons in 

the hypothalamic arcuate nucleus. 

Neuropeptides 2017, in press Mar 22. pii: 

S0143-4179(17)30006-9. doi: 10.1016/j.npep.

2017.03.003. [Epub ahead of print] 

8. Nakatsuka T, Tateishi K, Kudo Y, Yamamoto 

K, Nakagawa H, Fujiwara H, Takahashi R, 

Miyabayashi K, Asaoka Y, Tanaka Y, Ijichi H, 

Hirata Y, Otsuka M, Kato M, Sakai J, 

Tachibana M, Aburatani H, Shinkai Y, Koike 

K. Impact of histone demethylase KDM3A-

dependent AP-1 transactivity on hepato-

tumorigenesis induced by PI3K activation. 

Oncogene. 36(45):6262-6271, 2017. 

9. Mizuno S, Isayama H, Nakai Y, Yoshikawa T, 

Ishigaki K, Matsubara S, Yamamoto N, Ijichi 

H, Tateishi K, Tada M, Hayashi N, Koike K. 

Prevalence of Pancreatic Cystic Lesions Is 

Associated With Diabetes Mellitus and 

Obesity:  An Analysis of 5296 Individuals 

Who Underwent a Preventive Medical 

Examination. Pancreas. 46(6):801-805, 2017. 

10. Nakagawa H, Suzuki N, Hirata Y, Hikiba Y, 

Hayakawa Y, Kinoshita H, Ihara S, Uchino K, 

Nishikawa Y, Ijichi H, Otsuka M, Arita J, 

Sakamoto Y, Hasegawa K, Kokudo N, 

Tateishi K, Koike K. Biliary epithelial 

injury-induced regenerative response by 

IL-33 promotes cholangiocarcinogenesis from 

peribiliary glands. Proc Natl Acad Sci U S A. 

114(19):E3806-E3815, 2017. 

 

≪学会発表等≫ 

1. 窪田哲也, 窪田直人, 井上真理子, 林高則, 

相原允一, 高本偉碩, 山内敏正, 植木浩二郎, 

門脇孝：「糖代謝調節におけるマクロファー

ジの Irs2の役割の解明」第 90回日本内分泌

学会学術総会, 2017.4 

2. 桜井賛孝、窪田直人、高本偉碩、門脇孝：「肝

癌におけるインスリン受容体基質(Irs)の役

割」 , 第 90 回日本内分泌学会学術総会 , 

2017.4 

3. 相原允一、窪田直人、窪田哲也、井上真理子、

林高則、桜井賛孝、岩本真彦、高本偉碩、門

脇孝：「骨格筋における IRS-2の役割の解明」

第 60回日本糖尿病学会年次学術集会,2017.5 

4. 井上真理子，窪田哲也，窪田直人，高本偉碩，

林高則，相原允一，山内敏正，植木浩二郎，

門脇孝：「動脈硬化における血管内皮細胞の

Irs2の役割」第 60回日本糖尿病学会年次学

術集会, 2017.5 

5. 窪田哲也、窪田直人、井上真理子、林高則、

相原允一、高本偉碵、山内敏正、植木浩二郎、

門脇孝：「マクロファージにおける Irs2はイ

ンスリンシグナルと IL4 

6. シグナルを介してインスリン感受性を調節

する」第 60回日本糖尿病学会年次学術集会, 

2017.5 

7. 窪田直人、窪田哲也、門脇孝：糖尿病性大血

管障害の基礎から臨床新たな治療戦略（シン

ポジウム）「インスリン抵抗性と動脈硬化」

第 60回日本糖尿病学会年次学術集会,2017.5 

8. 窪田直人、窪田哲也、門脇孝：肝臓のエネル

ギー代謝：センシングと病態（シンポジウム）

「インスリン抵抗性の新視点―肝臓の

metabolic zonation―」第 60回日本糖尿病学

会年次学術集会, 2017.5 

9. 澤田実佳、高見真、中村衣里、伊地知秀明、

山内敏正、門脇孝、関根里恵、窪田直人：「肥

満を伴う高齢者糖尿病に対するサルコペニ

アを考慮した入院中の栄養管理」第 60 回日

本糖尿病学会年次学術集会, 2017.5 

10. 下嶋祐子、高梨麻子、宮島香織、大橋優美子、

澤田実佳、北久保佳織、冨樫仁美、関根里恵、

窪田直人、鈴木亮、山内敏正、門脇孝：

「DTRQOL の結果からみる透析予防外来で

の指導効果の検討その 1」第 60 回日本糖尿

病学会年次学術集会, 2017.5 

11. 高梨麻子、大橋優美子、下嶋祐子、宮島香織、

澤田実佳、北久保佳織、冨樫仁美、関根里恵、

窪田直人、鈴木亮、山内敏正、門脇孝：「DTR

―QOL の結果からみる透析予防外来での指
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導効果の検討その 2」第 60 回日本糖尿病学

会年次学術集会, 2017.5 

12. 高本偉碩、窪田直人、中屋恵三、桜井賛孝、

植木浩二郎、門脇孝：「モデル動物を用いた

KCNQ1遺伝子変異と耐糖能に関する検討」

第 60回日本糖尿病学会年次学術集会,2017.5 

13. 寺井愛、鈴木亮、渡辺隆介、周聖浦、熊谷勝

義、窪田直人、植木浩二郎、門脇孝：「膵β

細胞における活性型 XBP1 の過剰発現によ

りインスリン分泌が低下する」第 60 回日本

糖尿病学会年次学術集会, 2017.5 

14. 林高則、窪田直人、窪田哲也、井上真理子、

相原允一、高本偉碩、門脇孝：「中枢におけ

るインスリン受容体基質(IRS)-1 の役割の解

明」第 60 回日本糖尿病学会年次学術集会, 

2017.5 

15. 宮島香織，高梨麻子，下嶋佑子，大橋優美子，

澤田実佳，北久保佳織，富樫仁実，関根里恵，

窪田直人，鈴木亮，山内敏正，門脇孝：「個

別の対応により無理のないセルフケアに移

行できた透析予防外来症例」第 60 回日本糖

尿病学会年次学術集会, 2017.5 

16. 藤原洋子、射谷和徳、三竹毅、篠原通浩、大

木洋美、中川徹、小泉憲裕、窪田直人、佐久

間一郎、門脇孝：「縦横計測法を用いた内臓

脂肪計測」第 90回日本超音波医学会,2017.5 

17. 澤田実佳：（ポスター発表）「肥満を伴う後期

高齢糖尿病患者に対するサルコペニアを考

慮した入院中の栄養管理」第 50 回日本糖尿

病学会年次学術集会, 2017.5 

18. 澤田実佳、山田咲、高見真、飯島栄里子、笹

子敬洋、愛甲丞、門脇孝、関根里恵、窪田直

人：「栄養指導経験を有するバルーン留置術

施行高度肥満患者への効果的な栄養指導の

検討～週 1回のメール指導を実践して～」第

35回日本肥満症治療学会学術集会, 2017.6 

19. 上畑陽子：「側頭部エコーによる栄養モニタ

リングを用いた 在宅低栄養患者の栄養管理

プログラムの開発」第 26 回日本創傷・オス

トミー・失禁管理学会学術集会, 2017.6 

20. 窪田哲也、窪田直人、井上真理子、林高則、

相原允一、高本偉碵、山内敏正、植木浩二郎、

門脇孝：「血管内皮細胞の IRS-2 が動脈硬化

に及ぼす役割」第 50 回日本動脈硬化学会総

会・学術集会, 2017.7 

21. 荒川直子、諏訪内浩紹、高本偉碩、窪田直人、

山内敏正、門脇孝：「2 型糖尿病に腎盂癌を

合併した 1 例」第 18回 日本内分泌学会 関

東甲信越支部学術学会, 2017.9 

22. 會田梓、諏訪内浩紹、窪田直人、山内敏正、

植木浩二郎、門脇孝：「2型糖尿病に間質性肺

炎急性増悪を合併した 1 例」第 18回 日本内

分泌学会 関東甲信越支部学術学会, 2017.9 

23. 吉田紗衣子、高本偉碩、間中勝則、鈴木亮、 

窪田直人、山内敏正、門脇 孝：「フルドロコ

ルチゾンにより電解質異常が改善したミト

コンドリア糖尿病の一例」第 18回 日本内分

泌学会 関東甲信越支部学術学会, 2017.9 

24. 軣木喜久江、窪田哲也、大野治美、村上晴香、

宮地元彦、窪田直人：「健常人 302 名におけ

る血漿中脂肪酸及び胆汁酸濃度の性別や年

齢別解析」第 26回日本脂質栄養学会,2017.9 

25. 上畑陽子：「A change in temporal muscle 

thickness correlates with past energy 

adequacy in elderly individuals: a 

prospective cohort study」the 39th ESPEN 

Congress, 2017.9 

26. 上畑陽子：「超音波検査法を用いて計測した 

側頭筋厚と栄養状態の関連」第 19 回日本褥

瘡学会学術集会, 2017.9 

27. 相原允一、窪田直人、窪田哲也、井上真理子、

林高則、桜井賛孝、岩本真彦、高本偉碩、門

脇孝：「骨格筋における IRS-2の役割の解明」

第 38回日本肥満学会, 2017.10 

28. 窪田哲也, 窪田直人, 井上真理子, 林高則, 

相原允一, 高本偉碵, 山内敏正, 植木浩二郎, 

門脇孝：「マクロファージ Irs２の欠損は肥満

におけるインスリン抵抗性を象悪させる」第

38回日本肥満学会, 2017.10 

29. 桜井賛孝、窪田直人、高本偉碩、門脇孝：「Role 

of insulin receptor substrates in the 

progression of hepatocellular carcinoma」

第 38回日本肥満学会, 2017.10 

30. 笹子敬洋, 榎奥健一郎, 窪田直人, 小池和彦, 
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門脇孝, 植木浩二郎：「小胞体ストレスに対す

る応答不全が糖尿病合併脂肪性肝炎の進展

において果たす役割」第 38回日本肥満学会, 

2017.10 

31. 湯橋一仁、浅野岳晴、窪田直人、門脇孝：「内

臓脂肪面積を評価するための新しい簡便な

超音波検査法」第 38回日本肥満学会,2017.10 

32. 窪田哲也、窪田直人、井上真理子、林 高則、

相原允一、高本偉碵、門脇孝：「血管内皮細

胞の Irs2 が欠損すると血管内皮機能障害を

介して動脈硬化を促進する」第 40 回日本高

血圧学会, 2017.10 

33. 小泉千恵、青山倫久、川口智也、鈴木亮、澤

田実佳、関根里恵、窪田直人、山内敏正, 門

脇孝：「集学的治療により切断の範囲を大幅

に縮小し得た糖尿病性足壊疽の 1 例」第 32

回 日本糖尿病合併症学会・第 23回日本糖尿

病眼学会総会, 2017.10 

34. 森田あい、鈴木亮、高本偉碩、窪田直人、山

内敏正、門脇孝：「2型糖尿病に合併したサル

コペニアの臨床的特徴」第 32回 日本糖尿病

合併症学会・第 23回日本糖尿病眼学会総会, 

2017.10 

35. 松下由実 、原久男、福田尚司、木村昭夫、

稲垣剛志、窪田直人、窪田哲也、横山徹爾、

三好知明、明石秀親：「JAXA 等の衛星技術

を用いて生活習慣病予防・治療のための保健

医療サービス提供の試み」第 2回糖尿病・生

活習慣病ヒューマンデータ研究会, 2017.11 

36. 大谷藍：「安静時エネルギー代謝量測定に基

づく栄養管理が重度褥瘡の早期治癒に有効

であった 1 例」第 19回MET3・NST 研究会, 

2017.11 

37. 佐野俊春、若林朋子、松井健太郎、真野絢子、

窪田直人、門脇孝、岩坪威：「IRS-2 の欠損

が脳内アミロイドβ動態に与える影響の検

討」第 36 回日本認知症学会学術集会 , 

2017.12 

38. 笹子敬洋、佐々木元大、窪田直人、南学正臣、

城森孝仁、門脇孝：「腎臓・近位尿細管にお

ける糖新生の調節機構」第 29 回日本糖尿病

性腎症研究会, 2017.12 

39. 澤田美佳、高見真、中村衣里、前明日美、本

田友絵、伊地知秀明、畠山高年、大橋優美子、

高本偉碩、鈴木亮、永松健、山内敏正、門脇

孝、関根里恵、窪田直人：「妊娠糖尿病と糖

尿病合併妊娠における教育入院体制の構築

とその経過～管理栄養士の立場から～」第 21

回日本病態栄養学会学術集会, 2018.1 

40. 澤田美佳、関根里恵、窪田直人：（シンポジ

ウム）「糖尿病薬物治療と栄養管理「薬物治

療中の高齢糖尿病患者における栄養管理を

考える」第 21回日本病態栄養学会学術集会, 

2018.1 

41. 山田咲、上畑陽子、伊地知秀明、関根里恵、

窪田直人：「急速に栄養状態が低下した 高齢

膵癌患者に対し 術前栄養介入を行った一

例」第 21 回日本病態栄養学会学術集会, 

2018.1 

42. 関根里恵、窪田直人：「職域とライフステー

ジを考慮した生活習慣病対策 エネルギー

産生栄養素バランスを考慮した食事療法」第

52回日本成人病, 2018.1 

43. 澤田実佳、高見真、中村衣里、前明日美、小

泉千恵、青山倫久、鈴木亮、山内 敏正、関

根里恵、窪田直人、門脇孝：「複数の合併症

を有する糖尿病足壊疽における栄養管理の 1

例」第 55 回日本糖尿病学会関東甲信越地方

会, 2018.1 

44. 高見真、澤田実佳、中村衣里、前明日美、三

浦雅臣、高瀬暁、鈴木亮、山内敏正、関根里

恵、門脇孝、窪田直人：「体重維持に難渋し

た乳癌を合併した高齢糖尿病の栄養管理」第

55 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会 , 

2018.1 

45. 中村衣里、澤田実佳、高見真、前明日美、加

藤貴史、青山倫久、鈴木亮、山内敏正、関根

里恵、門脇孝、窪田直人：「中食に対する栄

養指導が奏功した肥満 2 型糖尿病患者の一

例」第 55 回日本糖尿病学会関東甲信越地方

会, 2018.1 

46. 関根里恵、窪田直人：「職域とライフステー

ジを考慮した生活習慣病対策 エネルギー

産生栄養素バランスを考慮した食事療法」第
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52回日本成人病(生活習慣病)学会, 2018.1 

47. 山田咲：「急速に栄養状態が低下した高齢膵

癌患者に対し術前栄養介入を行った一例」第

21回病態栄養学会, 2018.1 

48. 澤田実佳：「妊娠糖尿病と糖尿病合併妊娠に

おける教育入院体制の構築とその経過～管

理栄養士の立場から～」第 21 回日本病態栄

養学会年次学術集会, 2018.1 

49. 澤田実佳：「薬物治療中の高齢糖尿病患者に

おける栄養管理を考える」第 21 回日本病態

栄養学会年次学術集会, 2018.1 

50. 澤田実佳：「複数の合併症を有する糖尿病足

壊疽における栄養管理の 1 例」第 55回日本

糖尿病学会関東甲信越地方会, 2018.1 

51. 林高則、窪田直人、窪田哲也、井上真理子、

相原允一、高本偉碩、門脇孝：「中枢におけ

るインスリン受容体基質(IRS)1の成長・代謝

に関する役割の解明」第 32 回日本糖尿病・

肥満動物学会年次学術集会, 2018.2 

52. 寺井愛、鈴木亮、渡辺隆介、周聖浦、窪田直

人、植木浩二郎、 門脇孝：「膵β細胞におけ

る活性型 XBP1 の過剰発現によりインスリ

ン分泌が低下する」第 32 回日本糖尿病・肥

満動物学会年次学術集会, 2018.2 

53. 高本偉碩、桑野嘉法、鈴木亮、窪田直人、山

内敏正、門脇孝：「膵 IPMN・腎盂癌・DKD

を合併した肥満 2 型糖尿病の 1 例」第 639

回日本内科学会関東地方会 2018.2 

54. 廣田雄輔、鈴木亮、窪田直人、山内敏正、門

脇孝：「肥満症患者の教育入院における体組

成変化の解析と肥満の程度による差異の検

討」第 639回日本内科学会関東地方会 2018.2 

55. 大谷藍：（ポスター発表）「著明な低体重を有

する肺移植待機患者に対し栄養指導が有効

であった１例」第 33 回日本静脈経腸栄養学

会学術集会, 2018.2 

56. 上畑陽子：「超音波検査法を用いて計測した

側頭筋厚と栄養摂取量の関連」第 33 回日本

静脈経腸栄養学会学術集会, 2018.2 

 

≪国際学会≫ 

1. 39th European Society for Clinical 

Nutirition and Metabolism, Den Haag, 

2017.9 

2. Y. Uehata, M. Yoshida, A. Sato, Y. Fujimoto, 

T. Minematsu, J. Sugama, R. Sekine, N. 

Kubota, H. Sanada ： A CHANGE IN 

TEMPORAL MUSCLE THICKNESS 

CORRELATES WITH PAST ENERGY 

ADEQUACY IN ELDERLY INDI-

VIDUALS: A PROSPECTIVE COHORT 

STUDY 

Cell symposia: Metabolic Diseases Therapy, 

San Diego, 2017.10 

Tetsuya Kubota, Naoto Kubota, Mariko 

Inoue, Iseki Takamoto, Kohjiro Ueki 

Takashi Kadowaki: Dysregulation of M2 

macrophage activation by IL-4-Irs2-FoxO1 

pathway in obesity 

 

≪出版物≫ 

1. 窪田哲也、窪田直人、門脇孝：【心血管疾患発

症予防からみた糖尿病治療】 チアゾリジン誘

導体のアディポネクチン依存性・非依存性に

よる糖尿病・動脈硬化抑制メカニズム(解説/

特集)。医学のあゆみ 261(4)306-311、2017.04 

2. 窪田直人：心血管疾患発症予防からみた糖尿

病治療。医学のあゆみ 261(4)279、2017.04 

3. 窪田直人：新・相談コーナー せんせい教え

てください! 食塩は減らした方がいいので

すか? (2型糖尿病、71歳、男性)(Q&A)。さか

え: 月刊糖尿病ライフ 57(4)48-49、2017.04 

4. 窪田直人、窪田哲也、門脇孝：肝臓における

「選択的インスリン抵抗性」の分子機構。糖

尿病学 2017、20-27、2017.05 

5. 伊地知秀明：膵がんの分子生物学（訳）。デヴ

ィータがんの分子生物学第 2 版 p221-233、

2017.5 

6. 伊地知秀明：肝がんの分子生物学（訳）。デヴ

ィータがんの分子生物学第 2 版 p234-244、

2017.5 

7. 澤田実佳、関根里恵、窪田直人：糖尿病診療

update 最新の高齢者における栄養管理。

DM Ensemble 6(1)46-50、2017.05 
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8. 笹子敬洋、窪田直人、植木浩二郎、門脇孝：

サルコペニアとインスリン/IGF-1 シグナル。

日本体質医学会雑誌 79(2)81-87、2017.6.01 

9. 窪田直人：【ニュートリゲノミクスから斬る肝

胆膵疾患】栄養代謝学と遺伝学における相互

作用の理解にむけて。肝胆膵 75(1)7-9、

2017.07 

10. 窪田哲也、窪田直人、井上真理子、高本偉碩、

植木浩二郎、門脇孝：肥満に伴う高インスリ

ン血症がマクロファージの適応障害を誘導し

インスリン抵抗性を惹起する。適応医学

20(2)2-7、2017.07 

11. 福井道明、窪田直人、山田悟、矢部大介：糖

尿病患者の食事療法と適切な糖質摂取。

Diabetes Update6(3)132-142、2017.07 

12. 伊地知秀明：栄養輸液 アミノ酸製剤・脂肪製

剤の使い分け。内科 vol.120 No.1 p115-120、

2017.7 

13. 上畑陽子：経腸栄養の実施方法。認定 NSTガ

イドブック 2017第 5 版．日本病態栄養学会、

P 37-39、2017.07 

14. 澤田実佳：経腸栄養剤の種類とその選択。認

定 NSTガイドブック 2017第 5 版．日本病態

栄養学会、P51-54、2017.07 

15. 関根里恵：経腸栄養の実施方法。認定 NSTガ

イドブック 2017第 5 版．日本病態栄養学会、

P55-60、2017.07 

16. 伊地知秀明：すい臓がんにおける簡便なモデ

ル動物の作製手法。動物/疾患モデルの作製技

術・病態解析・評価手法、2017.8 

17. 窪田直人、窪田哲也、門脇孝：「選択的インス

リン抵抗性」のメカニズム。Diabetes Journal 

45(3) 121-122、2017.09 

18. 伊地知秀明：マウスモデルにおける膵癌

Carcinogenesis 。 肝 胆 膵 vol.75 No.4 

p731-737、2017.10 

19. 宮崎勝、伊地知秀明、福田晃久、高野重紹：

膵癌研究 Cutting edge -from carcinogenesis 

to metastatic colonization-。肝胆膵 vol.75 

No.4 p861-874、2017.10 

20. 田畑泰江、伊地知秀明、大谷藍、関根里恵、

深柄和彦、 窪田直人：今求められているNST

と薬剤師の役割 病院薬剤師に求められるこ

と。薬事新報 3017 9-12、2017.10 

21. 窪田直人、窪田哲也、 門脇孝：【糖尿病と肝

臓】 NASH/NAFLD のメカニズム インス

リン作用からみたメカニズム。Diabetes 

Frontier 28(69) 660-666、2017.12 

22. 関根里恵：モニタリングと再評価。臨床栄養

学 新スタンダード栄養食物シリーズ 12．東

京化学同人、P63-68、2017.12 

23. 澤田実佳：栄養ケアの記録。臨床栄養学 新

スタンダード栄養食物シリーズ 12．東京化学

同人、P73-76、2017.12 

24. 関根里恵：心身医学で知っておきたい栄養学

の基礎。心身医学．58巻 1号．日本心身医学

会、P80-87、2018.01 

25. 関根 里恵：チーム医療。看護栄養学第 4 版．

医歯薬出版、P201-207、2018.03 
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分子病態医科学部門 
 

教授 

宮崎 徹 

准教授 

新井 郷子 

助教 

森 伸子 

特任准教授 

松岡 茂 （寄付講座「新世代創薬開発」） 

 

ホームページ http://tmlab.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

研究方針と研究内容 

本研究室は、種々の疾患の発症増悪のメカニズ

ムの探究と、それに関連する生命現象の生理的な

解明を主眼とし研究を行う。遺伝子ノックアウト

やトランスジェニックマウスの手法を用いた生体

における遺伝子操作の豊富な技術的背景に基づき、

各々の対象疾患に対して、可能な限り vivo での解

析を行う。したがって、最終的には、研究成果を

新しい治療法の開発、検討にも結び付けて行く方

針である。未知の病態や生理現象の探究解明に挑

むという立場から、研究分野や戦略、技術におい

て、ある特定の領域に限定することはせず、多く

の研究室とコラボレーションしながら幅広く研究

を行う。これは、基礎医学、臨床医学、および工

学の総合科学をめざす疾患生命工学センターの趣

旨に準ずるものである。また、研究対象とする分

子は、なるべく自分たちでクローニングした新し

い遺伝子、蛋白質とし、既知の現象の detail の探

究ではなく、novel insights の発見を主眼とする。

現在は主に下記に示すプロジェクトを中心に研究

を行う。 

 

様々な現代病のマスタースイッチ AIM 

 （apoptosis inhibitor of macrophage） 

生活習慣や食環境などが急速に変化している

現代社会において、肥満、糖尿病、動脈硬化を中

心としたメタボリックシンドローム・生活習慣病

を始め、脂肪肝から NASH や肝癌を引き起こす

肝臓病、肥満に伴う自己免疫疾患、慢性腎不全、

アルツハイマー病など、多彩な疾患がクローズア

ップされている。我々は、こうした一見多様な現

代的疾患群の底流を結ぶ共通した病態メカニズム、

そして、それを統一的に制御する分子群‐マスタ

ースイッチ－が存在するのではないかという仮説

を立てた。そして近年の研究によって、我々が以

前 発 見 し た AIM （ apoptosis inhibitor of 

macrophage）がその重要な一つであることが明

らかになってきた。AIM はマクロファージが産生

し、血中に存在する分子であるが、脂肪細胞に取

り込まれ脂肪滴を分解することによって、肥満進

行を抑制する。しかし、肥満下でこの効果が過度

に作用すると、逆に脂肪組織に慢性炎症を惹起し、

インスリン抵抗性、ひいては 2型糖尿病や動脈硬

化の増悪を招く。また、AIM は血中で IgM と結
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合しており、そのことが肥満下で様々な自己抗体

の産生を促し、肥満に伴う自己免疫疾患の原因と

なっている。逆に、AIM が低いと、肝疾患や癌、

腎臓病の増悪を招くことも明らかになりつつある。

したがって、血中の AIM 濃度によって、様々な

疾患を発症するリスクが振り分けられる可能性が

高く、AIM 制御の診断・治療的応用への期待は大

きい。この様に、主に疾患モデルマウスを用いて、

種々の疾患の病態に対する AIM の関与を詳細に

解明する一方、ヒト検体の解析による AIM コホ

ート研究、さらには AIM 創薬に向けて研究を進

めている。 

 

教育および研究室としての活動 

医学生物学の研究には、アイデア、戦略、実験

技術の 3 つが不可欠であると考える。したがって、

学生の間に出来る限り広範囲な技術を習得し、ポ

スドクの期間に研究のアイデア、戦略を養ってい

くことを教育の目標としている。また、教授（宮

崎）の長期に渡る海外での研究歴によって培われ

た幅広い交友関係を基に、海外の第一線の研究者

によるセミナーシリーズを定期的に組織し、若手

研究者が英語でディスカッションできる場をなる

べく多く作るなど、インターナショナルな研究環

境を築いている。平成 18 年に研究室を開設以来、

以下のような活動を継続している。 

 

寄付講座「新世代創薬開発」講座 

本講座は、AIM タンパク質ならびに関連物質の

臨床応用を目指し、その創薬を目的とした開発研

究を行うために、平成 29 年 4 月に設立された研

究講座である。AIM タンパク質の産生と精製の効

率化による、GMP レベルによる大量生産に耐え

うる新規製造法の開発、また、AIM の構造解析を

基盤とした AIM 活性化剤のハイスループットス

クリーニング法の開発を行い、それを用いた AIM

を活性化する薬剤を探索している。 

合同ミーティング 

国立台湾大学、国立陽明大学、東京大学の 3 研

究室が参加した台湾・日本合同ミーティング（平

成 25 年）、熊本大学との CRESTミーティング（平

成 26 年、平成 27 年）、島根大学とのサイエンス

セミナー（平成 28 年）に続き、国防医学院（台

湾）との合同ワークショップを台北にて開催した。 

両大学の教員、大学院生、研究員によるワーク

ショップにおいて、非常に充実した内容の濃い発

表と活発な質疑応答が行われた。また、夕食・懇

親会などを通して、他では経験できない幅広い交

流ができ、今後の研究にも生かせる有意義な会と

なった。今後も継続的に同様の合同ミーティング

を開催する予定である。 

 

本研究室主催セミナー（MPUTC、動物資源学部

門共催） 

演題：Homeostasis of Peripheral CD4+ T Cells 

Maintained by Coronin 1 

森真弓先生（バーセル大学）をお招きし、セミ

ナーを開催した（平成 29 年 9月）。セミナーでは、

森先生が取り組まれているT細胞に関する研究に

ついて、最新のデータとともにご紹介いただいた。 

 

DBELS （ Disease Biology Excellent Lecture 

Series） 

医学・生物学は、臨床・基礎それぞれにおいて

過去めざましい発展を遂げてきた。我々医学に携

わる者が目指す次のステップは、臨床・基礎の双

方がこれまで築いてきた研究成果、研究戦略、ア

イデアそしてテクノロジーを十分に融合させ、病

気の根本的な原因となるメカニズムを明らかにし、

それによって対症療法にとどまらない新しい、革

新的な治療法を開発してゆくことにあると考える。

そうした先進的な視点から、研修医・若手の医局

員の先生方、さらに学生の方々を対象としたレク

チャー・シリーズを開催している。分子メカニズ
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ムから個体としての疾患まで見通すような研究を

行う、国内・外の一線の研究者を招待し講演をし

ていただいている。 

第１回： Towards Development of Novel 

Therapy for Atherosclerosis by AIM 

(Apoptosis Inhibitor of Macrophages)／

宮崎徹（東京大学大学院医学系研究科疾

患生命工学センター分子病態医科学 教

授） 

第２回： 細胞老化と疾患 ―Sir2/Sirt1 と Nampt/

PBEF/visfatin の代謝・老化制御におけ

る役割／今井眞一郎（ワシントン大学医

学部助教授） 

第３回： 初期発生過程における細胞分化運命決定

機構／丹羽仁史（理化学研究所 発生・

再生総合研究センター） 

第４回： Studies of the Cellular Topology of 

Prion protein: A novel view for its 

physiological function／遊佐精一（チュ

ーリッヒ大学・神経病理部門） 

第５回： AKT の活性化と発ガンの分子機構／野

口昌幸（北海道大学 遺伝子病制御研究

所 教授） 

第６回： マウスミュータジェネシスプロジェクト

と遺伝性難病モデル／山村研一（熊本大

学 発生医学研究センター 教授） 

第７回： タンパク質間相互作用を標的とした新し

い in silico 創薬方法論の開発／田沼靖一

（東京理科大学薬学部 教授） 

第８回： Genetic Pathways to Systemic Auto-

immunity／Edward K.Wakeland（テキ

サス大学教授 教授） 

第９回： Deciphering the Signaling Pathways 

Regulating Host Immunity against 

Mycobacterial Infections: Maintaining 

the Balance／Jean Pieters（University 

of Basel 教授） 

第 10回： Klotho 蛋白が制御する新たな生体応答

システム／鍋島陽一（京都大学大学院医

学系研究科 教授） 

第 11回： ゲノムに刻む抗体記憶／本庶佑（京都大

学大学院医学系研究科 教授 総合科学

技術会議議員） 

第 12回： 心筋梗塞後の心繊維化進行と予後に影響

をおよぼす新しい病態メカニズム "A 

novel role for the SFRP2 on myocardial 

infarction-associated fibrosis acting as 

a procollagen C-proteinase enhancer"／

Thomas N. Sato（コーネル大学 教授） 

第 13回： Wnt分子とその制御因子による心筋の発

生 分 化 制 御  “Regulation of cardiac 

myogenesis by Wnts and Wnt 

inhibitors" ／塩島 一朗（千葉大学大学

院医学研究院 心血管病態解析学講座 

准教授） 

第 14回： The European Conditional Mouse 

Mutagenesis Program (EUCOMM)／

Dr. Roland Friedel (Technical Univer-

sity Munich, GSF-National Research 

Center for Environment and Health, 

The Max-Planck-Institute of Psychia-

try) 

第 15回： ライフサイエンス分野における知財戦略

の現状と将来～iPS 知財支援プロジェク

トを含めて～／秋元浩（日本製薬工業協

会 知的財産顧問 知財支援プロジェク

トリーダー・東京大学大学院工学系研究

科 客員教授） 

 

DBELS スペシャルセミナー 

第１回： In vivo RNAi の新技術／タンデム型ク

ローニングと安定型株構築技術につい

てのセミナー（インビトロジェン社） 
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第２回： NanoSPECT/CT による新しい in vivo

イメージング技術を用いた Disease 

Biology／Victor Tchiprout（Bioscan 

Inc.） 

 

DBELS JUNIOR  

平成 21 年 4 月より開催している若手研究者に

よる疾患生命科学セミナーシリーズである。臨床

で忙しい研修医や若手の病院スタッフにとっては

自分たちと同じ年頃の研究者がどのような疾患研

究をしているのか知る機会になり、さらなる研究

意欲を高めるのに役立つ。一方、講演者にとって

は、疾患を研究する上で臨床の現場の最前線で働

いている医師のフィードバックを得られるよいチ

ャンスとなる。 

第１回： 血小板活性化因子（PAF）生合成酵素

と肺サーファクタント脂質生合成酵素 

- 炎症性メディエーターと呼吸必須因

子 ／進藤英雄（東京大学大学院医学系

研究科 分子細胞生物学専攻 生化学

分子生物学（細胞情報研究部門）助教） 

 

DBELS-EXTRA 

DBELS の extra-version として平成 19 年から

開始した、医学研究のために必要な実験技術のレ

クチャーシリーズであり、主に大学院生、若手研

究者を対象として行っている。分子生物学、細胞

生物学、遺伝学、免疫学など各分野を専門として

いる企業や大学、研究所のエキスパートによる、

最新の技術を含めた実験技術の講義・解説である。 

第１回： 効率の良いクローニングから蛋白質発

現について 

第２回： 様々なプロテオミクスアプローチと最

近の技術 

第３回： RNAi の原理から実験手法まで 

第４回： 細胞の蛍光免疫染色 

第５回： タンパク質の相互作用解析」 

第６回： miRNA の機能と網羅的プロファイリ

ング 

第７回： In situ Hybridization 法：データの評

価について 

第８回： 蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡を用いた細

胞イメージング解析 

第９回： 細胞観察による In Vivo Imaging の可

能性 

第 10回： Molecular Imaging Today 

 

DBELS WORKSHOP 

DBELS WORKSHOP は、DBELS の趣旨に賛

同してくださる高名な先生方と、若手研究者・学

生を中心とした一般参加者が環境のよいリゾート

地に集まり、ゆっくりとした雰囲気の中、最上の

サイエンスの話を聞き、普段なかなか接すること

の出来ないと有名な先生方とこれからのサイエン

スを担う若手が直接接する機会を作る、という目

的で行うものである。第一回は平成 19 年 7 月に

雲仙・普賢岳で行い盛況のうちに終了した。今後

も随時企画する予定である。 

 

Music and Science 

分子病態医科学部門発足記念行事として世界

的に有名なピアニスト Krystian Zimerman氏を

お迎えして、氏の独奏演奏会と宮崎との音楽と科

学に関する討論会を開催した（平成 18 年 6月）。 

 

客員教授 

平成 19 年（2～4 月）は University of Texas 

Southwestern Medical Center at Dallas の

Edward K. Wakeland教授（遺伝学・免疫学）に、

平成 20 年（3～5月）は Harvard Medical School

の Diane Mathis 教授（免疫学）、Christophe 

Benoist 教授（免疫学）に当研究室に在籍いただ

き、研究・教育・講演等に活発な活動を行ってい

ただいた。 
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主な出版物 

 

1. Tomita T, Arai S, Kitada K, Mizuno M, 

Suzuki Y, Sakata F, Nakano D, Hiramoto E, 

Takei Y, Maruyama S, Nishiyama A, 

Mastuo S, Miyazaki T & I to Y. “Apoptosis 

inhibitor of macrophage ameliorates 

fungus-induced peritoneal injury model in 

mice”, Sci Rep, 7, 6450, 2017. 

2. Koyama N, Yamazaki T, Kanestuki Y, 

Hirota J, Asai T, Mitsumoto Y, Mizuno M, 

Shima T, Kanbara Y, Arai S, Miyazaki T & 

Okanoue T. “Activation of apoptosis 

inhibitor of macrophage is a sensitive 

diagnostic marker for NASH-associated 

hepato cellular carcinoma”, J Gastroenterol, 

doi:10.1007/s00535-017-1398-y, 2017. 

3. Kimura H, Suzuki M, Konno S, Shindou H, 

Shimizu T, Nagase T, Miyazaki T & 

Nishimura M. “Orchestrating Role of 

Apoptosis Inhibitor of Macrophage in the 

Resolution of Acute Lung Injury”, J  

Immunol, 199, 3870-3882, 2017.  

4. Miyazaki T, Yamazaki T, Sugisawa R, 

Gershwin ME & Arai S. “AIM associated 

with the IgM pentamer: attackers on 

stand-by at aircraft carrier”, Cell Mol 

Immunol 14, 1-12, 2018. 

5. 新井郷子，森伸子，宮崎徹 “ネコ AIM の特

殊性と腎疾患との関連性”，Felis，11，88-94，

2017. 

6. 新井郷子，宮崎徹 “虚血再灌流障害による急

性腎障害における AIM の臨床応用の可能性”，

臨床免疫・アレルギー科，67（6），617-621，

2017. 

7. 新井郷子，宮崎徹 “血中タンパク質 AIM に

よる体内のスカベンジングシステム”，感染・

炎症・免疫，47（2），98-107，2017. 

8. 新井郷子，森伸子，宮崎徹 “猫 AIM の特殊

性と腎疾患との関連性”，info Vets，188，43-49，

2017. 
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構造生理学部門 
 

教 授  

河西春郎 

講 師  

高橋倫子 

助 教  

柳下 祥 

助 教  

根岸真紀子 

 

ホームページ http://www.bm2.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

疾患生命工学センターは平成 15年に設立され、

その後、各部門の人事選考が進行し、疾患生命科

学部門（Ⅱ）の初代の教授には、自然科学研究機

構生理学研究所の河西が選出され平成 16 年 7 月

に兼任となった。研究室の場所は医学部１号館に

予定された。しかし、医学部教育研究棟の完成が

遅れ、１号館を使用していた研究室が教育研究棟

へ移動を完了したのは平成 17年 10月であった。

そこで、河西研究室は自然科学研究機構生理学研

究所に平成 17年 12月まで留まり、平成 18年 1

月に東大医学部１号館に移動した。河西は平成 17

年 10月より東大医学部の専任となった。平成 16

年 7月に岸本拓哉を助手に、平成 17年 10月に松

崎を助手に、平成 18 年 1 月に高橋を特任講師に

採用した。平成 18年 10月に岸本は転出し、田中

淳一が 11月に助教となった。田中は平成 19年 10

月に転出し、平成 20 年 4 月薬学部の渡辺恵が助

教になった。平成 22 年 9 月に松崎は自然科学研

究機構基礎生物学研究所の教授となって転出した。

これに伴い、高橋倫子が講師となった。一方、平

成 22 年 7 月から特任助教となっていた林朗子は

平成 23年 1月から助教となった。平成 25年 4月

柳下祥と渡邉恵が特任助教に、野口潤が助教にな

った。平成 26 年 4 月渡邊が東北大学に転出し、

平成 28 年 3 月に林朗子が群馬大学教授に、野口

潤が６月に国立精神神経センター室長に転出した。

平成 28年４月柳下祥が助教となった。平成 29年

9月には高橋が北里大学教授に転出し、11月に根

岸真紀子が助教となった。当部門は機能生物学専

攻の協力講座として大学院に属している。平成 20

年 4月より部門名を構造生理学部門に改変した。 

 

教 育 

平成 29 年度は学生に対して、植物性生理学総

論（河西）、大脳シナプス（河西）及び内分泌各論・

循環器各論（高橋）を担当し、学生実習の内分泌

を担当した（柳下）。フリークオーター、で M1

とM4の学生を一人づつ指導した。医学修士過程

の授業を 4 コマ担当した。ヒト機能（河西）、シ

ナプスバイオロジー（柳下、根岸）。博士課程大学

院生 7名、修士課程大学院生が 2名が機能生物学

専攻に在籍している。 
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研 究 

我々は 2光子励起法を機軸的な方法に用い、分

子生物学的な方法と電気生理学的な方法を組み合

わせて、脳および分泌細胞の機能と疾患の研究を

している。2 光子励起法ではフェムト秒レーザー

を光源に用いたレーザー顕微鏡法で、生体組織の

やや深部を最も少ない侵襲で顕微観察できる手法

である。これまで観察できなかった組織内の生理

的現象が観察できるので、既に、多くの成果を生

んでいる。河西研究室では、1996 年より 2 光子

励起法を用いた研究を開始し、この顕微鏡法を開

拓しつつ、研究を進めてきた。本年度の代表的業

績としては以下がある（文献 5）。 

 

大脳において多くの興奮性シナプスは樹状突

起スパインにできる。スパインは多形で、その大

きさがシナプス結合を決める要因であり

（Matsuzai, Kasai et al. Nat Neurosci 2001）結

合が増強するときにはスパインは増大するが、こ

の際、刺激したスパインだけが増大して、隣のス

パインには広がらない（Matsuzaki, Kasai et al. 

Nature 2004）。これがスパインを記憶素子と考え

る主要な理由である。このスパイン増大の局在は、

隣のスパインと 1μm以内で隣接していることを

考えると余り当たり前のことではない。このこと

は、スパイン増大の反対の収縮現象が広がること

がわかったときに鮮明となった（Hayama, Kasai 

et al. Nature Neurosci 2013）。即ち、スパイン収

縮はアクチン繊維を切断する cofilin の活性化に

よっておき、この cofilinが通常の細胞内の側方拡

散で広がるために、スパイン収縮は広がることが

推定された。一方、スパイン増大の原因は cofilin

の脱活性化にあると考えられており、増大が広が

らない理由を説明する必要がある。 

本研究では、cofilinの拡散の様式を光活性化型

GFP（PA-GFP）をつけた cofilinを使うことで調

べた。Cofilinのリン酸化、脱りん酸化状態を模倣

することが知られる S3E変異体と S3A変異体を

使って調べたところWT-, S3A-, S3Eとも速く側

方拡散することがわかった。リン酸化型の変異体

S3Eは中でも拡散がやや速かった。これはりん酸

化型はアクチン繊維に結合できないためと考えら

れた。このリン酸化型 cofilinにより限局した頭部

増大が起きるので、静止状態の拡散現象では頭部

増大が説明できない。 

そこで、スパイン頭部増大を起こしている状態

で、同様なイメージングを行ったところ、頭部増

大を起こしている時だけ、WTや S3E-cofilinが増

大スパインに限局しており、３０分ほど増大スパ

インにとどまることがわかった。同様な性質を

S3A-cofilin は示さないので、S3E-cofilin は増大

スパインにできる分子凝集体（ゲル）に結合し、

増大を起こし、そのゲルがスパインから広がらな

いので増大も広がらないと考えられた。 

このゲルの正体こそはスパインを記憶素子た

らしめている要因に他ならない。これまでの生化

学的研究によると、リン酸化 cofilinは不活性なわ

けではなく、アクチン繊維には直接つかないが、

多くのリン酸化タンパク質と結合することが知ら

れている。たとえば、slingshot, PAK, LIMK,FAK, 

CaMKII, RhoA, 14-3-3などである。これらの蛋

白室はアクチン繊維に結合するので、リン酸化

cofilinは間接的にアクチン繊維と結合し、培養細

胞において stress-fiber を形成し、細胞外基質と

integrinを介して結合することが知られている。

実際、頭部増大に伴う長期増強においては、細胞

外基質との接着を行う、integrinの活性化が必要

であることが報告されている。従って、Ca 上昇

に伴う沢山の蛋白質のリン酸化に伴い cofilin も

リン酸化されつことで、分子凝集体（アクチンゲ

ル）が形成され、スパインに限局した頭部大が起

きるというモデルを提案した（文献 5）。 
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沿革と組織の概要 

平成 15年 4月 1日に発足した医学系研究科附

属疾患生命工学センターの研究部門の一つとし

て設立されました。疾患生命工学センターは医学

系研究科と工学系研究科が相互乗り入れした初

めての新しい組織ですが，当該研究部門は，その

中でも工学サイドから基礎医学，臨床医学へアプ

ローチするという観点から，疾患生命工学の新し

い分野を切り拓こうとするものです。平成 28年

より臨床研究棟 8Fに移動しております。 

 

教 育 

東教授は医学系研究科大学院および工学系研

究科機械工学専攻およびバイオエンジニアリン

グ専攻において Overview of Bioimaging，

Overview of Mechano-Bioengineering, Bio-

engineering exercise for social implementation

などの講義を担当している。医学系研究科におい

て，医用機器工学に関連する講義を行っている。

研究成果に関しては積極的な学会発表，論文報告

を行えるよう指導体制を整えている。 

伊藤准教授は，工学系研究科・化学システム工

学専攻およびバイオエンジニアリング専攻にお

いては，生体システム工学，分離工学Ⅰ，バイオ

テクノロジーⅡ，Basic Biolgy，Overview of 

Chemical Bioengineeringを，それぞれ講義して

いる。医学系研究科において，医用材料の講義を

担当している。 

 

研 究 

東研究室では臨床応用を目指した医療機器に

関する基盤技術の研究開発を進めている。特に，

生体と相互作用が大きくかつ侵襲性の低い超音波

を用いた新規なイメージングシステムや，超音波

を用いた低侵襲治療，薬剤とのコンビネーション

デバイスの開発を行っている。 

１．超音波イメージング 

超音波 CT（Computed Tomography） 

乳癌の極早期発見を目指した超音波 CT 検

診・診断の臨床試験装置を開発している。超音波

CTは低侵襲かつ、生体と相互作用の多い（取得

可能な情報量が多い）超音波を撮像手段として用

いている。情報量が多さに比例して演算負荷が大

きい。並列コンピューティングを活用した高精度

な画像再構成アルゴリズムや，新規なバイオロジ

カルな情報を抽出するアプリケーション技術の

開発を行っている。 

２．超音波治療 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 623 

１）低侵襲治療機器・システムの開発 

頭蓋内超音波照射システムの開発を行ってお

り、神経細胞に機械刺激を加え、活動電位や動き

の誘発を目指した研究を行っている。更に低侵襲

治療の高精度化を目指して，治療モニタリング手

法の開発も行っている。 

２）超音波薬剤送達システム 

超音波の治療応用として，超音波ドラッグデリ

バリーの開発も行っている。特に脳血管関門の薬

剤透過性の亢進を，超音波とマイクロバブルの併

用により実現を目指している。 

 

伊藤研究室は，医用ハイドロゲルと医用微粒子

の開発，及びこれらの再生医療・ドラッグデリバ

リー・低侵襲治療への応用を目指している。 

１．医用ハイドロゲル開発 

 アルギン酸・ヒアルロン酸・キトサン・デキス

トラン・カルボキシメチルセルロース・ゼラチン

等の多糖類やタンパク質，樹状ポリエステルや樹

状グリセロールを出発物質に，イオン架橋，シッ

フ塩基形成，クリック反応などを用いた，生体内

で安全にゲル化する in situ 架橋生体ゲルの開発

を行っている。 

２．医用微粒子の開発 

 ナノサイズの蛍光ナノ粒子や，PLGA・PEG・

アルブミンなどを用いたマイクロサイズの微粒

子開発を行っている。 

３．再生医療・DDS・低侵襲治療への応用 

 in situ 架橋ハイドロゲルを用いた腹膜播種や

中皮腫の DDS・腹膜癒着防止材・止血材・膵液

瘻防止材・食道狭窄防止材料・膵島再生や骨再生

の足場材料への応用に関する研究を，附属病院と

連携しながら進めている。 

微粒子を用いた，人工酸素運搬体，肝硬変治

療・強皮症治療に関する研究を，研究附属病院と

連携しながら進めている。 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センター臨床医工学部門は平成

15年 4月 1日に発足し、片岡一則教授が着任しま

した。当部門は、本学の医工連携の懸け橋となる

べく、工学系研究科、医学系研究科、医学部附属

病院、ティッシュエンジニアリング部、医工連携

部との積極的な人的、学問的交流を図りながら、

医工学の研究と教育に取り組んでいます。また、

博士課程教育リーディングプログラムをはじめと

した大学院教育、学部教育を通じて、医工学（メ

ディカルバイオエンジニアリング）に深い造詣を

持った医師、歯科医師、薬剤師、獣医師、生命科

学研究者や工学技術者、工学研究者の育成に貢献

することも大きな目標としています。 

平成 28 年 3 月まで当部門を主宰した片岡一則

教授は工学系研究科も兼担し、ナノバイオテクノ

ロジーを基軸とした薬剤・核酸送達システム

（Drug Delivery System－DDS）やイメージング

法の開発と実用化を推進しました。 

平成 28年 11月に鄭雄一教授が着任し、骨格系

組織（骨・軟骨）に焦点をあてて、細胞運命決定

機構の解明とシグナル因子を用いた分化・増殖制

御方法の開発に取り組んでいます。また、生体内

足場素材として使用するための要求特性を満足す

る新規バイオマテリアルを開発し、上記シグナル

因子と組み合わせることで、局所細胞の分化・増

殖を直接制御する新たな骨・軟骨組織工学・再生

医学の実現を目指しています。鄭教授は工学系研

究科バイオエンジニアリング専攻も兼務するほか、

東京大学センターオブイノベーション（COI）「自

分で守る健康社会拠点」の副機構長も務めている

ことから、当部門は、研究成果の社会実装・社会

還元を念頭においたオープンイノベーションプラ

ットフォームの構築と産学連携研究も推進してい

ます。 

 

教育 

再生医療や医療機器に代表される先端医療シス

テムは世界的に重要な成長分野で、医学生物学と

工学がともに重要な役割を果たす融合領域です。

従来の医工連携は共同研究が主体であり、学理体

系や教育体制の整備は遅れていました。このため

に臨床ニーズと技術シーズの間にミスマッチが生

じることがしばしばありました。医工学の学理体

系と教育体制の整備が遅れた原因は、医学生物学

と工学という二つの大きく異なる学問領域の融合



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018 625 

 

を行う際に、一貫して流れる基本原理を見出すこ

とが困難であったためと考えられます。 

そこで、当部門では、医学生物学と工学の分野

横断的研究を通じて、医と工のインターフェース

で学理を探求し、一人の人間の中で医工が融合し

た人材（医のわかる工、工のわかる医）を生み出

すことを目指しています。医学・生物学・工学と

いう広汎かつ異なる分野からやって来る学生や大

学院生が、各々の専門性をベースにして融合領域

を学習・研究し、生体の基本原理の解明から先端

医療システムの開発に取り組む環境を提供します。

また、東京大学センターオブイノベーション

（COI）「自分で守る健康社会拠点」と協力し、産・

官・学・民の全てのステークホルダーが一同に会

して研究開発の初期から対等に参加するオープン

イノベーションプラットフォームを、実践的な人

材育成の場としても利用します。 

 

研究 

「骨軟骨の細胞運命決定機構の理解に基づいた

細胞分化・増殖制御方法の開発」と「生体内足場

素材として使用するための要求特性を満足する新

規バイオマテリアルの開発」を研究基盤としてい

ます。これらの知見を組み合わせることで、局所

細胞の分化・増殖を直接制御する新たな骨軟骨組

織工学・再生医学の実現を目指します。以下の４

つのプロジェクトを中心に研究を行っています： 

 

① 細胞運命決定機構におけるエピゲノムダイナ

ミクス、遺伝子制御ネットワークの理解 

細胞運命の決定と細胞の分化・成熟によって器

官形成は進行します。遺伝子の転写が一連の過程

の根幹にあるといっても過言ではありません。遺

伝子の発現時期と量が厳密に制御され、必要な遺

伝子が必要な時期に必要な量転写されることで、

細胞の活動・性質が決められます。このとき、エ

ピゲノムは遺伝子発現のメインスイッチとして、

塩基配列依存性にゲノムへ結合する転写因子は発

現量を調節するボリュームとして働くと考えられ

ます。 

そこで、当部門では、エピゲノム動態と転写因

子のゲノム標的に着目することで、遺伝子転写機

構の観点から、骨格（骨・軟骨）発生過程におけ

る細胞運命決定・分化・成熟のメカニズムを明ら

かにし、骨格組織再生・修復療法につなげる基礎

的知見を集積することを目指しています。このと

き、「生体内・細胞内で実際に起こっていることを

あるがままに、網羅的・俯瞰的に観察」し、取得

したデータに基づいて前向きに仮説を構築し、検

証することを主眼としています。この方針のもと、

次世代シーケンサーを駆使して、遺伝子発現とエ

ピゲノム状態・転写因子結合領域に関するゲノム

ワイドデータを取得し、バイオインフォマティク

ス的手法により解析することで仮説を構築します。

そして、この仮説を種々の分子生物学的・マウス

遺伝学的アプローチにより検証することで、骨や

軟骨を形成する細胞（骨芽細胞、軟骨細胞）の表

現型や運命決定を規定するゲノム制御の全景

（regulatory landscape）の解明に取り組んでい

ます。これにより、多能性幹細胞の未分化状態と

分化を規定する転写因子ネットワークや（Stem 

Cells 31:2667, 2013）、骨芽細胞や軟骨細胞を特徴

づけるエピゲノム動態や分化に関わるマスター転

写因子の作動様式、さらにはそれらが構築する遺

伝子制御ネットワークの一端を明らかにしていま

す（Cell Reports 12:229, 2015; Developmental 

Cell 37:238, 2016; Development 143:3012, 2016; 

Trends in Genetics 32:774, 2016）。本研究を通じ

て骨軟骨の細胞運命決定機構が正しく理解できれ

ば、その機構を操作することで骨や軟骨の再生や

修復を促す手法の開発につながります。 

 

② 多能性幹細胞を用いた組織発生モデリングシ

ステムの開発 
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組織の発生や維持のメカニズムを研究する際は、

生体で実際に働いている細胞を用いて、生理的な

状態で解析を行うことが理想的です。そのため、

モデル動物の組織、あるいはモデル動物から採取

した細胞を解析することが一般的です。しかしな

がら生体から採取できる細胞の数には限界があり、

特に骨格系の発生や再生を研究する上での技術的

な制約となっております。この点において、あら

ゆる組織に分化できる能力と無限の増殖能をもつ

多能性幹細胞（胚性幹細胞－ES 細胞、人工多能

性幹細胞－iPS 細胞）は有望な研究ツールと考え

られます。多能性幹細胞を用いて、正常な発生過

程と生体内での代謝をインビトロでモデリングす

ることができれば、上記の制約を解決できる可能

性があります。また、多能性幹細胞を用いた組織

誘導においては、全て既知の成分を用いて、目的

としない組織への分化を抑え、さらに経済的かつ

安定な低分子化合物を用いた方法が理想的です。 

以上から、当部門では、細胞の培養に組成が不

明なものを用いることなく、低分子化合物のみを

誘導因子として用いることにより、マウスやヒト

の多能性幹細胞から、正常な発生過程を模倣しな

がら骨芽細胞を作製する方法を開発しています

（Stem Cell Reports 2:751, 2014）。さらに、骨芽

細胞・骨細胞・破骨細胞という骨の形成と維持を

制御する細胞が三次元的に機能する骨様組織を、

多能性幹細胞を用いて培養皿上・試験管内で作製

し、骨代謝をモデリング・イメージングする方法

の開発にも取り組んでいます（Science Advances 

3:e1602875, 2017）。これらの研究をベースに、

ヒト多能性幹細胞を活用しながら、ヒトの骨発生

や骨代謝機構を試験管内や培養皿上で再現したり、

イメージングにより可視化することができれば、

骨粗鬆症をはじめとした種々の骨疾患の治療薬開

発や骨再生医療のみならず、骨格組織に生じる疾

患の理解や形成と維持のメカニズムの理解に貢献

することが期待されます。 

また、幹細胞を用いることなく、線維芽細胞等

の成体細胞から直接骨芽細胞や軟骨細胞を作製す

るダイレクトリプログラミング法の開発にも取り

組んでいます（ Arthritis & Rheumatology 

50:3561, 2004; FASEB Journal 21:1777, 2007）。 

 

③ 骨・軟骨形成を誘導する生理活性物質の同定と

その骨・軟骨修復への応用 

骨・軟骨形成は様々なシグナル経路や転写因子

によって制御されています。その中でも特に重要

な経路や因子を操作することで、骨や軟骨の形

成・再生を誘導したり、変性を抑制することがで

きると考えられます。この観点から、当部門では、

マウス遺伝学的手法や分子生物学的手法を駆使し

ながら、骨形成性シグナルや軟骨形成性シグナル

の作用とその作動機序を明らかにし、その知見を

基に骨・軟骨形成を誘導する生理活性物質の同

定・応用に取り組んでいます。 

骨形成性シグナルとしては、ヘッジホッグ

（Hedgehog－Hh）シグナルによる骨芽細胞の運

命決定機構（Development 131:1309, 2004； 

Journal of Biological Chemistry 282:17860, 

2012; Journal of Biological Chemistry 288:9924, 

2013）と、骨芽細胞の分化と成熟に関わる転写制

御機構（Developmental Cell 14:689, 2008; PLOS 

ONE, 2014）に焦点をあてて研究を進めています。

これら基礎的知見に基づいて、Hh シグナルを活

性化する低分子 SAG を用いた骨折 治療

（ Biochemical and Biophysical Research 

Communications 479:772, 2016）や、SAGを搭

載したリン酸カルシウム人工骨による骨再生療法

（Biomaterials 34:5530, 2013）の開発を進めて

います。また、生物学的知見を工学的アプローチ

と組み合わせて、高分子ナノミセルを核酸キャリ

アとして用いたプラスミド送達による骨再生療法

（Molecular Therapy 15:1655, 2007）やmRNA

送達による軟骨変性の進行抑制治療（Scientific 
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Reports 6:18743, 2016）にも取り組んでいます。 

骨・軟骨分化をハイスループットに検出する細

胞センサー（ Biochemical and Biophysical 

Research Communications 376:375, 2008; 

Journal of Bone and Mineral Metabolism 

28:627, 2010）を用いた化合物ライブラリーのス

クリーニングにより、骨形成や軟骨形成を誘導す

る新しい低分子化合物の同定を進めています

（ Biochemical and Biophysical Research 

Communications 357:854, 2007; Annals of 

Rheumatic Diseases 72:748, 2013）。 

 

④ 高機能・高生体適合性バイオマテリアルと組織

再生シグナルの知見に基づいた、組織再生を誘

導するインプラントデバイスの開発 

高齢化社会を迎えた現代において、種々の疾患

によって生じた運動器における組織欠損の治療は

健康寿命の延伸につながる重要な課題の一つです。

低侵襲であり、かつ機能的にも審美的にも罹患前

と同等の状態を取り戻す再建法の開発は、高齢化

社会における喫緊の課題の一つといえます。組織

欠損に対する治療法としては、患者自身の健常部

位から採取した組織の移植による再建（自家組織

移植）がこれまでに広く行われてきましたが、組

織採取部位への侵襲による術後疼痛や審美障害が

しばしば問題となっております。一方、生体材料

を用いた再建は組織採取に伴う侵襲を回避できま

すが、自家組織移植に比較して組織を誘導する能

力（組織誘導能）では劣ることが問題点として挙

げられます。 

近年の幹細胞生物学の進歩により、組織・器官・

臓器の形成や再生に関わるシグナルネットワーク

は急速に解明されつつあり、シグナル因子を標的

細胞に送達する方法も開発が進んでいます。上記

①や③で述べたように、当部門でも精力的にこの

点について取り組んでいます。また、三次元プリ

ンター等の登場で、足場素材の三次元形状制御技

術が急速に発展しています。当部門でも、生体材

料の形状を制御することで、従来の組織修復用生

体材料が抱える問題点を解決するべく、研究を行

っています。三次元プリンターを用いて作製する

オーダーメイドリン酸カルシウム人工骨

（CT-bone）を開発し、東京大学医学部附属病院

口腔顎顔面外科とともに臨床応用に取り組んでい

ます（Journal of Artificial Organs 9:234, 2006; 

Journal of Artificial Organs 12:200, 2009; 

Regenerative Therapy 5:1, 2016）。また、射出成

型技術により、外形 1 mmのテトラポッド形状に

成型されたリン酸カルシウム微小人工骨や、レー

ザー焼結法で作製したテーラーメイドチタンメッ

シュケージを開発し、その骨再生医療への応用に

取り組んでいます（Acta Biomaterialia 8:2340, 

2012; Biomaterials 35:3229, 2014）。 

しかし、これらの要素単独では臨床的組織再生

を実現するには不十分であり、両者を統合するイ

ンターフェースとなるユニットの開発が不可欠で

す。この統合インターフェースの候補としては、

シグナル因子を保持して足場素材への空間的配置

を可能にし、かつ、望みの時間に分解してシグナ

ル因子を標的細胞に最適タイミングで届けること

ができる高機能ハイドロゲルユニットが考えられ

ます。しかし、従来のハイドロゲルは構造の不均

一性が高く、統合インターフェースとしての要求

特性を満たしていません。 

そこで当部門では、工学系研究科バイオエンジ

ニアリング専攻の酒井崇匡准教授と共同で、これ

までに蓄積してきた新たなハイドロゲルの設計・

製造方法に基づき、上記の要求特性を満たす高機

能ハイドロゲルユニットの開発に取り組んでいま

す（Macromolecules 41:5379, 2008; Science 

343:873, 2014; Advanced Materials 27:7407, 

2015; Nature Biomedical Engineering 1:44, 

2017）。この高機能ハイドロゲルユニットを用い

てシグナル因子と足場素材を統合することで、組
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織修復における足場であると同時に生理活性物質

のキャリアとして働き、組織再生を誘導するイン

プラントデバイスの開発につながるものと思われ

ます。一連の研究を通じて、局所細胞の分化・増

殖を時空間制御し、効率的な再生誘導を行う「四

次元足場システム」の創製を目指します。このよ

うな材料は、他臓器での再生はもちろん、様々な

疾患の予防・診断・治療においても汎用性のある、

「生体における組織形成の時空間制御」の基盤科

学技術となることが期待されます。 
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研究室の概要 

健康環境医工学部門は疾患生命工学センターの

一部門であり、2016 年 10 月に医学部１号館 3 階

から臨床研究等 A に研究室を移動した。2017 年

度は教授１名、准教授１名、助教１名、特任助教

１名、研究員 2 名、客員研究員１名、大学院博士

課程学生１名、卒論研修生など合わせて 13 名の

人員で研究を行った。 

本部門は、社会医学専攻に所属しており、分子

細胞生物学専攻の一部も担当している。また、国

際保健学専攻及び公共健康医学の協力講座でもあ

り、関係の教育・研究に携わっている。 

 

研究内容 

健康環境医工学部門は、2017 年度４月より村上

が教授として就任し、「脂質生物学」を柱とした新

たな研究体制をスタートさせた。一方、准教授の

大迫は引き続き「環境毒性学」を柱とした従来の

研究を継続している。研究内容が異なるため、こ

こでは村上・大迫それぞれのグループの研究進捗

状況について報告する。 

 

1. 脂質生物学【村上グループ】 

 本グループのメインテーマは、「脂質による健康

環境整備機構の解明」である。脂質は生体におけ

る最大のエネルギー源であり、細胞膜を構成する

主要成分であり、シグナル分子としても働く。ま

た脂質は食品から摂取される環境栄養因子である

と同時に、適宜代謝を受けて時空間的に生体応答

を制御する組織環境調節因子でもある。本部門で

は、脂質ならびにその代謝産物が関与する脂質ネ

ットワークにフォーカスを当て、脂質代謝に関わ

る酵素や受容体の遺伝子改変マウスの解析に脂質

の網羅的分析（リピドミクス）を展開することで、

代謝・免疫疾患等の現代社会で問題となっている

疾患の分子病態を解明する。これを基盤に、

Quality of Life（QOL）のための Quality of Lipids

（QOL）の研究を推進し、脂質代謝の変容が関わ

る疾患の診断・予防・治療に向けた理論基盤の構

築を目指す。 

2. 環境毒性学【大迫グループ】 

 本グループはこれまでの研究を継続し、以下 3

つの研究を行っている。 

1) エピジェネティック分子疫学研究：前世紀後半
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から尿道下裂等の男児外陰部異常症が増加して

いるとの疫学研究が世界的に提示されている。

尿道下裂患者の外科手術時に採取される包皮や

血液サンプルを用いて化学物質曝露レベル、遺

伝子発現、DNA メチル化等の調査を行い、疾

患と環境因子との関係を明らかにする。 

2) アフォーダブルゲノムワイドメチル化解析法

開発：独自開発した MSD-AFLP法は低コスト

高感度に行える網羅的メチル化解析法である。

他の手法を用いた網羅的解析法も開発している。

これらの手法を用いて環境因子によるエピゲノ

ム変化を捉える。 

3) EST（胚性幹細胞試験：代替法開発）：これま

で技術開発してきたヒト ES 細胞を含む分化培

養系を用いた毒性試験を利用して、動物実験や

ヒトへの外挿の困難な化学物質影響の予測シス

テム開発を行っている。 

 

研究成果 

1. 脂質による健康環境整備機構の解明 

 本グループは、脂質代謝のボトルネック酵素で

あるホスホリパーゼA2 (PLA2) 分子群ならびにそ

の下流の脂質代謝酵素・受容体の欠損マウスを網

羅的に展開・解析するとともに、これにリピドミ

クスを応用することで、健康維持や疾患と関わる

新しい脂質パスウェイを同定することを研究の中

核としている。 

1) 代謝疾患  

 これまでの研究で、脂肪細胞から分泌される酵

素 sPLA2-V と sPLA2-IIE がリポタンパク質の異

なるリン脂質に作用して代謝疾患に異なる影響を

与えることを発見し、Metabolic sPLA2 の概念を

提唱した（Sato et al, Cell Metab 2014）。今年度

は新たに、sPLA2-IID が代謝調節に関わることを

発見した。sPLA2-IID は脂肪組織の M2 マクロフ

ァージに構成的に発現しており、全身性およびマ

クロファージ特異的欠損マウスは肥満・インスリ

ン抵抗性増悪の表現型を示した。sPLA2-IID は脂

肪組織において高度不飽和脂肪酸を供給し、M1

マクロファージ誘導を抑制するとともに、白色脂

肪細胞のベージュ化を促進することが判明した。

この研究成果は代謝を制御する第三の Metabolic 

sPLA2 の 同定と 同 時 に 、熱産 生 に 関 わ る

Thermogenic sPLA2 の初めての発見である（投稿

準備中）。 

2) 大腸疾患 

 これまでの研究で、大腸炎を指標に PLA2群の

欠損マウスの網羅的表現型スクリーニングを行い、

cPLA2がアラキドン酸由来の PGE2、sPLA2-X が

ω3 脂肪酸を動員して大腸粘膜の保護に関わるこ

とを報告した（Murase et al, J Biol Chem 2016）。

今年度は、これまでの臨床研究で大腸癌との関連

が示唆されていた sPLA2-III の欠損マウスにおい

て、異なる３つのタイプの大腸癌モデルがいずれ

も改善し、大腸癌の前段階として位置づけられる

大腸炎も軽減することを見出した。リピドミクス

解析の結果、大腸上皮細胞の sPLA2-III は大腸

炎・大腸癌を促進する LPA などのリゾリン脂質を

動員し、当該疾患の増悪に関わることが明らかと

なった（Murase et al, Sci Rep 2016）。 

3) 皮膚疾患 

 これまでの研究で、表皮に分布する sPLA2-IIF

が特殊なリゾリン脂質を動員して表皮肥厚疾患の

増悪に関わることを報告した（Yamamoto et al, J 

Exp Med 2015）。今年度は、iPLA2 ファミリーの

新規酵素 PNPLA1（ヒト魚鱗癬の原因遺伝子）の

欠損マウスが皮膚バリア異常による致死的な魚鱗

癬を発症することを発見した。リピドミクス解析

の結果、PNPLA1 は皮膚バリアに必須の脂質成分

であるアシルセラミドの合成酵素として機能し、

ω 水酸化セラミド（アシルセラミドの前駆体）の

ω 水酸基にトリグリセリドからリノール酸を特異

的に転移するトランスアシラーゼ反応を触媒する

こ と が判明 し た （ Hirabayashi et al, Nat 
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Commun 2017）。 

4) 免疫アレルギー疾患 

 これまでの研究で、アレルギーの中心的役割を

担うマスト細胞の分化や機能を修飾してアレルギ

ー応答に影響を及ぼす新規脂質経路の探索を行っ

てきた（Taketomi et al, Nat Immunol 2013）。今

年度は東京大学薬学部衛生化学教室との共同研究

により、酸化リン脂質特異的 PLA2 である

PAF-AH2 のマスト細胞における新機能を発見し

た。PAF-AH2 はマスト細胞の膜中に存在する酸

化リン脂質から EPA, DHA 由来の新規脂質メデ

ィエーター（3 エポキシド）を構成的に遊離し、

マスト細胞の活性化を最適化させる役割を持つ。

PAF-AH2欠損マウスでは3 エポキシドが減少す

るため、マスト細胞が沈静化し、それに伴いアレ

ルギー応答も軽減する（Shimanaka et al, Nat 

Med 2017）。また、韓国グループとの共同研究に

より、脂質栄養状態をセンスする Srt1-LKB1-

AMPK 経路がマスト細胞の FcRI シグナルを負

に制御し、アレルギーを抑えることを報告した（Li 

et al, Sci Rep 2017）。 

5) 骨代謝 

 骨吸収に関わる破骨細胞は細胞融合により多核

細胞となる。本研究では脂質の観点から本現象に

アプローチし、膜リン脂質の一種であるホスファ

チジルエタノールアミン（PE）の合成と細胞表面

への露出の増加が破骨細胞の融合に重要であるこ

とを明らかにした（Irie et al, Sci Rep 2017）。 

 

2. 環境因子による毒性発現機構の解明 

1) エピジェネティック分子疫学研究 

 尿道下裂患者の 1歳児外科手術時の包皮や血液

サンプルを用いて曝露レベルと DNA メチル化と

の関連性を調査した。多環芳香族類化学物質の曝

露マーカーである CYP1 ファミリーの尿道下裂群

における発現レベルが比較対象の埋没陰茎群より

高く、また SRD5A2 遺伝子のミニマムプロモータ

ーメチル化レベルが尿道下裂患者内で曝露マーカ

ー発現レベルと相関していた。この結果は発症と

化学物質曝露に何らか関係があることを示唆して

いる（Ohsako et al, AECT, 2017）。福島県立大

学・名古屋市立大学・国立成育医療研究センター

との共同研究として臨床サンプルの供給体制は整

っており、臨床研究倫理申請を継続しつつさら検

体数を増やした解析も可能である。 

2) アフォーダブルゲノムワイドメチル化解析法

開発 

 網羅的メチル化解析法である MSD-AFLP法に

関して論文化した（Aiba et al., BMC Mol Biol, 

2017）。また、メチル化感受性制限酵素を用いた

メチル化ゲノム DNA 単鎖断片のみを増幅させる

手法について論文化した（Kurita et al, Gene 

Environ, in press）。 

3) EST（胚性幹細胞試験：代替法開発） 

 近年食品加熱調理中に非意図的に発生して含有

されていることが判明し問題となっているアクリ

ルアミド（ACR）の発達神経毒性に関する解析を、

EST を利用して行った。ACR は催奇形性が強く

動物実験では低用量曝露による影響の検出が困難

なため、EST は有効である。その結果、特にドパ

ミン神経の基盤となる TH陽性細胞の分化が抑制

されることがわかった。その他、ACR発達神経毒

性の分子機構について一通り解析が終わり、投稿

論文作成中である。この研究は新学術領域研究計

画研究大迫班「環境ストレスによる生体応答、エ

ピゲノムとプロテオーム解析」研究の一環で東京

理科大学市原学研究室との共同研究で行われた。 

 

教育 

本研究部門は、脂質生物学を基盤としたライフ

サイエンスに加え、臨床医学、工学を環境科学に

融合させて、環境因子の健康影響とそのメカニズ

ムの解明についての研究・教育を行ってきた. 
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（１）大学院教育 

講義と実習及び、修士及び博士課程学生の研究

指導を行ってきた。 

・医科学修士専攻 健康環境医工学各論 

・国際保健学専攻 国際環境医学特論・ 

演習・実習 

・公共健康医学専攻 環境健康医学 

・社会医学専攻 健康・環境医工学演習 

及び実習 
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沿革と組織の概要 

本部門の前身である医学部附属動物実験施設は

1971年 4月に開設された。そして、1972年 4月

の施設建設と同時に管理者として専任教員が着任

した。建物は 1973 年 3 月に竣工し、4 月より施

設運営が開始された。2001 年 4 月には医学系研

究科附属へ移行し、2003 年 4 月には医学系研究

科附属疾患生命工学センター発足に伴い、研究基

盤部門の一つとして改組され動物資源研究領域と

なった。さらに 2008 年度に動物資源学部門と改

称され、従来の動物実験の支援を主たる業務とす

る動物資源研究領域の業務を兼務することになっ

た。 

動物資源学部門は研究部門であり、遺伝子操作

マウスの解析により脳機能・神経発生の分子基盤

を明らかにすること、種々のコンディショナルノ

ックアウトマウスを作製し疾患モデル動物を樹立

すること、哺乳動物の発生工学における技術開発

を行うこと等を目標としている。 

動物資源研究領域は研究基盤部門であり、動物

実験施設の管理・運営を主な業務としている。6

名の教員の他、技術職員 5名、事務主任 1名、学

術支援専門職員 1名、技術補佐員 3名、事務補佐

員 4名より構成されている。さらに、動物飼育の

一部、空調管理、器材洗浄を外部委託しており、

外部契約職員 15 名前後が施設内で就労している。

動物資源研究領域事務室は医学系研究科動物実験

委員会事務局を兼務しているため、教員は医学系

研究科内の動物実験計画書に対する助言も行って

いる。 

動物実験施設で飼育中の実験動物は、イヌ、ブ

タ、ウサギ、ラット、マウス、マーモセットであ

る。また、2017 年度末時点での利用登録者数は

806人である。 

動物実験施設は建物と設備の老朽化が著しかっ

たため改修工事が行われた（2008 年 9 月工事終

了）。また、同時に医学部教育研究棟 9階Ⅱ期の

SPF マウス飼育施設を整備し、運用を開始した。

生命科学実験棟（旧動物実験施設）の工事終了に

伴い、2009 年 3 月からコンベンショナル動物の

導入が始まり、本格的な使用再開となった。さら

に、生命科学実験棟の 6 階の整備が終了し、

2012 年 6 月から全学に向けてのマウス発生工学

および SPFマウス飼育のサービスを開始した。 

 

教育 

医学科のM0に対して「実験動物資源学」の授

業を担当している。動物実験を行うために必要な
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知識の習得を目的とし、動物福祉と法規制、動物

実験の洗練、動物育種と実験動物種、実験動物の

微生物統御と動物由来感染症等について講義を行

っている。さらに、発生工学を用いた医科学研究、

疾患モデル動物の作製法等についての概説も行っ

ている。 

また、医学系研究科動物実験委員会が主催して

いる動物実験講習会の講師を担当している。内容

は「法律及び規則等の遵守に関する事項」「動物実

験等の実施及び実験動物の取扱いに関する事項」

「実験動物の飼養保管に関する事項」「安全確保及

び環境保全に関する事項」「実験動物学総論」等か

ら成る。2017年度は 7回開催し、569名の動物実

験従事者が受講した。 

 

研究 

本部門では、脳機能、エネルギー代謝等の分子

基盤を個体レベルで明らかにするため、種々の遺

伝子操作動物を作製、解析しており主要な研究内

容は以下の通りである。 

 

１）マーモセット受精卵の卵管移植法の開発 

従来行われていたマーモセットの子宮移植より

も体外培養時間が短縮できる受精卵の卵管移植法

を確立した。この方法により、ゲノム編集した受

精卵がより効率的に発生し、個体化可能となるこ

とが期待できる。 

２）ゲノム編集技術によるノックインマウス作製

の効率化 

マウス Grm1遺伝子へのオリゴ DNAによるエ

ピトープタグのノックインをモデルとして、マウ

ス受精卵を用いてノックイン効率の上昇に向けて

検討を行った。その結果、Cas9 タンパク質を

crRNA および tracrRNA と共にインジェクショ

ンを行った場合において、オリゴ DNA のノック

イン効率が 63.0％となり、極めて高いレベルにま

で引き上げることができた。 

 

３）カルシンテニン変異マウスの作製と脳におけ

る機能解析 

カルシンテニンは cadherin superfamily に属

する膜タンパク質であり、哺乳類では 3つのパラ

ログ（CLSTN1-3）が存在する。CLSTN1および

CLSTN3は、中枢神経系に広く発現し、細胞接着

因子としてシナプス形成に関与している。また、

APPの軸索輸送を介してAβの産生を制御するこ

とも知られている。一方、CLSTN2は海馬錐体細

胞や小脳プルキンエ細胞などに限局して発現する。

これらの細胞における CLSTN2 の機能はほとん

ど明らかでないが、ヒトでは知的障害との関連が

示唆されている。 

これまで、個々の遺伝子のノックアウトマウス

によりカルシンテニンの機能解析が行われてきた。

しかし、パラログ間の冗長性により、機能が十分

に明らかにされていない可能性がある。そこで

我々は、CRISPR/Casシステムによりカルシンテ

ニントリプルノックアウト（TKO）マウスを作製

し、中枢神経系におけるカルシンテニンの役割を

探索することとした。Clstn1-3を各々ターゲット

とする single-guide (sg) RNAをマウス前核期胚

に同時にインジェクションし、少なくとも 2つの

遺伝子で両アレルを欠損したマウスを得た。さら

に、これらのマウスの交配により TKO マウスを

作出した。カルシンテニン TKOマウスは致死で

はなく、これまで海馬長期増強（LTP）は正常に

生じることがわかった。一方で、パルブアルブミ

ン陽性ニューロン数の減少が認められ、種々の行

動異常が観察されている。現在、その分子メカニ

ズムを解析中である。 

 

４）22q11.2欠失症候群モデルマウスの樹立 

22q11.2欠失症候群（22q11.2DS）は，ヒト 22

番染色体長腕 11.2 領域のヘテロ接合性欠失を原
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因とする優性遺伝疾患である。大部分のヒト患者

（85%）では，3 Mb領域（LCR22A-LCR22D）

が欠失している。頻度は少ないが（10%未満）1.5 

Mb領域や 1.4 Mb領域といった 3 Mb領域の部分

的欠失を持つ患者もいる。ヒト患者は，先天性心

疾患，口蓋形成異常，免疫不全，腎臓の奇形，精

神疾患といった多様な臨床症状を示すことが知ら

れている。精神疾患の中でも統合失調症の発症リ

スクは，単一の遺伝的リスク因子の中で最も高い

（約30倍）。そのため，22q11.2DSの病態解明は，

統合失調症の発症メカニズムを解明する糸口にな

ると考えられている。また、22q11.2 患者で認め

られる欠失領域は、マウス 16qA13領域にシンテ

ニーを保って保存されている。我々は、22q11.2

患者で最も多くみられる 3 Mb欠失と相同な領域

の欠失をマウス染色体 16qA13領域に導入し，新

たな 22q11.2DS モデルを作製することを計画し

た。CRISPR/Cas9システムを用い 22q11.2DSモ

デルマウス（Del(3Mb)/+）を作製することに成功

し、このマウスは、大動脈弓離断，胸腺低形成等

22q11.2DS 患者で認められる異常が観察された。

同様の方法で、Del(1.5Mb)/+マウスおよび

Del(1.4Mb)/+マウスを作製し、現在解析中である。 
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沿革と組織の概要 

本教室の沿革は、2003年の疾患生命工学センタ

ーの発足に伴い、1967年に設立された放射線基礎

医学講座と 1992 年に設立された放射線研究施設

の 2つの教室が母体となって新たな組織となった

ことに由来する。当初は、医学系研究科における

放射線同位元素を使用する研究支援を主たる業務

とする研究基盤部門放射線研究領域の組織のみで

あったが、2008年度に研究部門として疾患生命工

学センター放射線分子医学部門が併設されたため、

同じ構成員が２つの組織の役割を担うこととなっ

ている。 

放射線分子医学部門は、放射線医学と分子生物

学を融合する研究を行うことによって、放射線の

より有効な医学応用を、最先端の生命科学を駆使

した分子レベルの研究から探索することを目標と

している。 

研究基盤部門放射線研究領域は、医学系研究科

における放射性同位元素研究施設の管理・運営を

主要な業務としている。管理に携わる教員として

の室長と放射線取扱主任者は、医学部と病院の 2

つの研究施設とも本教室より選任されている。管

理体制および施設の使用状況については、医学部

では変化はないが、病院の研究施設は、臨床研究

棟新設に伴い、2015年度途中から閉鎖された状態

が続いている。 

 

教 育 

医学科における放射線基礎医学の科目を担当

している。M1の講義においては、放射線の物理・

化学から始まり、放射線生物学の基礎的な部分の

理解を目的としている。また、安全な放射性同位

元素の取扱いを習得することを目的とした実習を

2日にわたって行なっている。 

M2 における放射線基礎医学は、臨床の現場に

おいて放射線を安全に使用するために必要な知識

を習得することを目的としている。この背景には、

医療において様々な放射線を利用した診断・治療

技術が導入されているにもかかわらず、それらの

人体影響に関する知識の不足から問題が発生して

いる事実がある。このような通常の医療における

被ばくの問題に加えて、この講義では予期しない

被ばく時における緊急的な医療対応についても教

育を行なっている。これはまれな事象ではあって

も、事故や災害などで大規模な被ばくがおきた場

合を想定して、医療に携わる人間が誰でも知って

おくべき事を教育することによって被害を最小限

に抑えることを目的とするものである。このよう
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な教育はこれまでに例のないものであったが、福

島原発事故によって、その重要性が広く認識され

るようになった。 

健康総合科学科の 3年では、放射線の測定に関

する実習を担当している。 

大学院では、放射線による DNA 損傷応答と修

復に関する分子生物学に重点を置いた教育を行な

っている。 

これらの学生に対する教育に加えて、放射性同

位元素の安全管理において、新規利用者に対する

教育訓練と継続者に対する教育訓練を、医学部と

病院において頻繁に行なっている。 

 

研 究 

DNA 二本鎖切断に対する細胞応答の機序を中

心として研究が行われている。多様な DNA 損傷

の中でも、DNA 二本鎖切断は、適切に修復され

ない場合には、重篤な影響をもたらす。このよう

な状況を回避するために、細胞は少なくとも 4つ

の情報伝達を行う経路を有している。非相同末端

結合、微小相同末端結合、単鎖アニーリングの 3

つの経路による修復はエラーを生じやすいのに対

して、相同組換えは、新たに複製された DNA を

鋳型として修復するために、原則的にはエラーを

生じない修復である。この相同組換えがはたらか

ないと、がんが発生しやすくなることが知られて

いる。そのよく知られている例として、遺伝性乳

がん・卵巣がんのがん抑制因子である BRCA1と

BRCA2は、DNA二本鎖に対する細胞応答を媒介

し、相同組換えを促進する。 

本研究室では、がんの病態に大きく寄与するゲ

ノム不安定性における相同組換え修復の意義を主

な研究対象としてきた。がんにおける相同組換え

修復に関わる遺伝子の異常は低頻度であるために、

近年はエピジェネティックな機序によるこの機構

の異常に焦点をあてている。その中でも、正常で

は減数分裂においてのみ発現する他は、がんで発

現する分子であるがん精巣抗原の、体細胞におけ

る役割の解明を進めている。 

このプロジェクトにおいて最も研究が進んで

いるのは、減数分裂の相同染色体間の接着のため

に特異的に形成されるシナプトネマ複合体を構成

する分子である SYCP3 の機能解析である。

SYCP3 のがんにおける発現を調べたところ、副

腎腫瘍、肝がん、胃がん、腎がんなど、由来臓器

を問わず発現していることが明らかとなり、がん

精巣抗原であることが確認された。この分子の非

発現細胞をメチル化阻害剤で処理すると、その発

現が誘導されることから、がんにおけるメチル化

異常によって、本来発現するべきではない体細胞

において発現することが明らかとなった。 

がん精巣抗原が体細胞において異所的に発現

した場合の生物学的意義は不明である。そこで、

SYCP3 の体細胞における発現の、細胞機能への

影響を検討した。その結果、SYCP3 発現によっ

て、細胞の放射線やシスプラチンに対する感受性

が亢進するとともに、染色体の異数性が促進され

ることが判明した。このような表現型は、相同組

換え修復の異常によるものと合致するために、

SYCP3 と細胞内において共局在する分子を蛍光

免疫によってスクリーニングしたところ、遺伝性

乳がん・卵巣がんで変異することで知られている

がん抑制分子 BRCA2と共局在することが発見さ

れた。また、これらはタンパク質複合体を形成す

ることも確認された。そして、SYCP3が BRCA2

に結合した場合には、BRCA2が Rad51と結合す

ることによって果たす相同組換え修復が抑制され

ることが明らかとなった。 

BRCA1 や BRCA2 の変異を有するがんにおい

ては、PARP阻害剤に対する感受性が著しく亢進

するために、これらのがんにおいては PARP阻害

剤の臨床試験が国際的に活発に行われている。た

だし、問題点としては、BRCA1あるいは BRCA2

の変異を有するがんは少ないために、この薬剤の
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適応となる症例は限定されることである。本研究

によって、SYCP3 が発現することによって、こ

れらの変異を有しないがんの中でもPARP阻害剤

が有効となるものが存在する可能性が示唆され、

この成果はがん治療の新しい方法を提案するもの

として注目されている。 

相同組換えの早期過程においては、Rad51が中

心的な役割を果たすが、それに加えて、Rad51と

構造が類似している 5 種類の Rad51 パラログ、

Rad54、Rad54B も相同組換えに関わる。これら

Rad51パラログと Rad54は、Rad51に依存する

相同組換えを補助することが知られているが、

Rad54Bのこの経路への関与は強くない。この事

実より、Rad54Bは、他の相同組換えに関わる因

子とは異なる機能を有することが仮説として導か

れた。 

Rad54B の発現レベルは、DNA 損傷後におい

ても、また Rad54Bのノックアウト細胞において

も、p53と逆相関することが発見された。タンパ

ク質相互作用の解析によって、Rad54B は、p53

のプロテアソーム依存性のタンパク質分解を担う

E3 ubiquitin ligaseであるMDM2/MDMXに直

接結合して、p53を抑制することが判明した。さ

らに、Rad54Bの過剰発現は、p53による細胞周

期のチェックポイントを抑制することによってゲ

ノム不安定性を促進することも判明した。このよ

うな結果を臨床的に支持する所見として、大腸が

んにおいてはRad54Bの高発現レベルは予後不良

と相関することが明らかとなっている。また、他

の種類のがんにおいても、その発現亢進は病態の

進展に関わることが判明している。 

このように、相同組換えの分子機序の研究は、

ゲノム不安定性における新たな原理を確立するこ

とによって、がん治療における重要な方法を開発

することに貢献するものである。放射線や多くの

抗がん剤は、DNA 二重鎖切断によって抗腫瘍効

果を発揮する。ところが、通常はそれに対して修

復機構がはたらくために、必ずしも DNA 切断が

細胞死に至るわけではない。このようながん細胞

における修復機構の詳細が解明されれば、それを

標的とすることによって、現在のがん治療をより

有効性の高いものにすることも可能である。この

ような視野から、本研究を今後も展開していきた

い。 

 

出版物等 

 

1. Enomoto A, Yamada J, Morita A, 

Miyagawa K: Bisdemethoxycurcumin 

enhances X-ray-induced apoptosis possibly 

through p53/Bcl-2 pathway. Mutation Res 

815:1-5, 2017 

2. Kobayashi W, Hosoya N, Machida S, 

Miyagawa K, Kurumizaka H: SYCP3 

regulates strand invasion activities of 

RAD51 and DMC1. Genes Cells 22:799-809, 

2017 

3. Sato H, Niimi A, Yasuhara T, Permata 

TBM, Hagiwara Y, Isono M, Nuryadi E, 

Sekine R, Oike T, Kakoti S, Yoshimoto Y, 

Held KD, Suzuki Y, Kono K, Miyagawa K, 

Nakano T, Shibata A: DNA double-strand 

break repair pathway regulates PD-L1 

expression in cancer cells. Nat Commun 

8:1751, 2017 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.136, Oct. 2018  639

 

医工情報学部門 
 

准教授 

今井 健 

 

ホームページ http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

本部門は、2003 年の疾患生命工学センターの設

立に伴い、疾患生命工学センター研究基盤部門の

一つとして、医工情報研究領域が発足したことに

始まる。その後、2017 年度に同センター内に研究

部門として疾患生命工学センター医工情報学部門

が併設されたため、同じ構成員が２つの組織の役

割を担っている。 

医工情報学部門は、医学と工学、情報学にまた

がる境界領域において、医療情報の解析と２次利

用による医学知の創出、診断・診療支援、医療情

報システムへの応用、などの研究を通じて、臨床

医学へのフィードバックを行い、医療と社会へ貢

献することを目指している。また医療情報学分野

の教育を担当しており、医科学修士課程ならびに

医学博士課程ならびに公共健康医学専攻の大学院

教育を担当している。 

研究基盤部門 医工情報研究領域は、医学部・

医学系研究科情報化推進室の担当として、医学研

究支援情報システム（MERCS: Medical Research 

infrastructure with Computer System）の維持

管理業務を行っている。具体的には、(1) 医学研

究支援情報ネットワーク基盤の維持管理ならびに

CERT インシデントへの対応、(2) 医学研究支援

ソフトウエアサービスの提供と管理、(3) 医学部

メールサービスの運用管理、(4) UT-Net 接続用グ

ローバル IP アドレスの割り当てと DNS サービス

の運用管理、(5) 医学部 Web サーバーの運用管理

と、医学系研究科、医学図書館、事務部、倫理委

員会、医科学修士課程、疾患生命工学センターな

どの Web サイトの保守管理、(6) 医学図書館にお

ける学生実習端末の提供、などである。 

 

教 育 

2017 年度は、医療情報学分野の教育担当として、

医科学修士課程での講義１コマ（「医学知識の記述

と処理」）、公共健康医学専攻（専門職修士課程）

における医療情報システム学講義１コマ（「臨床医

学知識のコンピュータ処理と AI 応用」）、また M2

の医療情報学講義１コマ（「人工知能技術を活用し

た臨床情報処理」）といった内容の講義を担当した。 

当部門では、医学博士課程ならびに医科学修士

課程の学生を受け入れており、関連教室である医

療情報学分野の教員とも連携し、教育する体制を

とっている。2017 年度は医科学修士課程４名、な

らびにMD研究者育成プログラムを通じて受け入

れている学部学生１名が在籍している。 

また、M3 Elective Clerkship では６名の学生

の実習教育を担当した。 

 

研 究 

当部門の主要な研究領域は、1) 医学医療におけ

る知識表現手法と知識処理、2) 自然言語処理や機

械学習技術を用いた診療情報の解析と医学知の創

出、3) これらを用いた診療・診断支援システムの

開発、4) 医療情報の標準化、などである。これら
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についての代表的なテーマを以下に挙げる。 

 

1) 医療知識基盤の開発研究 

 医療における電子化の進展に伴い、大量の診療

情報が電子的に蓄積されている。これを用いて、

類似症例検索や診断支援、新たな医学知の創出な

どに２次的に活用する需要が高まっている。計算

機がこれを行うためには、機械学習や知識推論な

どの情報・知識処理技術と共に、臨床医学分野に

おける用語・概念を体系的に整理し、相互の意味

関係を記述した知識データベース（オントロジー）

が必要である。そこで、これまで厚労省受託研究

により、解剖、疾患、異常状態の分野で上記オン

トロジーの開発を行ってきた。例えば疾患分野で

は、約 6,000 疾患の規模で、疾患概念を異常状態

の因果連鎖として記述したオントロジーの開発を

行ってきている。2015 年からは、AMED 受託研

究で開始された医用人工知能基盤開発研究に参画

しており、上記のオントロジーを発展させ、慢性

疾患の異常状態と実患者の臨床情報を自動マッピ

ングすることで、患者の病態遷移の把握や臨床支

援アプリケーションへ応用する研究を行っている。 

 

2) 総合診療医の診断支援システムの開発研究 

地域医療では専門医や高度医療機関との連携

は困難であり、僻地医療現場の医師には総合的な

診療能力とともに、一定の専門的知識が求められ

てきた。しかしこれを個々の医師の知識と経験に

のみ依存することは難しく、システムとして診療

支援を行う必要が指摘されている。本研究ではこ

のような問題に対し、僻地で診療に従事していて

もベテランの総合診療医の経験と知識、さらに専

門医が考慮すべき情報を参照できる総合診療医向

けの診療支援システムの開発を進めている。本研

究は２０１７年１月からの AMED 受託研究にて

開始された。これまで内科学会の症例報告（約 2

万）から抽出された、実際に患者に起こった病態

の連鎖を記述した疾患想起知識データベースを基

として、入力された症状・所見から鑑別疾患の候

補リストをその導出理由とともに提示するシステ

ムを開発している。また、継続的な知識の更新に

向け、症例報告文章から自然言語処理を用いてこ

れらの知識を自動抽出する研究にも取り組んでい

る。また今後社会実装に向けても取り組みを進め

て行く計画である。 

 

3) 深層学習を用いた心電図波形の解析 

現在診療現場で用いられる心電図計は主にル

ールベースの手法による自動解析機能によって、

波形データと共に自動付与所見が出力される。し

かし所見によっては感度が不十分、あるいは偽陽

性が多いといった問題が存在し、精度向上が課題

となっている。そこで、当部門では深層学習を用

いた心電図波形の自動診断研究に取り組んでいる。

これまで標準１２誘導心電図波形を対象とし、深

層学習を用いて非常に高い精度で正常異常判定を

行う手法を開発している。これは既存の心電図計

の出力した異常所見を教師データとして機械学習

で再現を行ったものであるが、今後、心臓超音波

検査で判明した患者病態を機械学習の教師データ

とすることで、専門家に近い高い精度で特定の異

常所見の有無判定を行う手法へと発展させて行く

予定である。 

 

  これらの研究の他にも、漢方診療データベース

からの機械学習による証の判別モデルと、これを

用いた非漢方専門家に向けた漢方製剤の処方選択

支援研究、診療ガイドラインに基づいた高血圧患

者に対する処方薬選択支援システムの開発研究、

2018 年 6 月にリリースされた国際疾病分類体系

ICD の第 11 版改定 (ICD-11) の国内適用化に向

けての研究、などを推進している。 

 

またその他、科学技術振興機構 研究開発戦略
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センター特任フェロー、厚労省 ICD 専門委員会委

員、国際標準化機構 ICD/TC215 WG3、WHO 

ICD11国内内科 TAG 検討委員会などの社会活動

を行っている。 
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沿革と組織の概要 

2000年（平成 12年）に発足した医学教育国際

協力研究センターは，大学直轄の附置センターの

一つとして全学的に機能しつつ，医学系研究科と

様々な関わりを持ってきた。2013年 4月からは，

医学系研究科の附属教育研究施設として「医学教

育国際研究センター」に名称を改め，移管される

に至った。内部組織は，医学教育国際協力研究部

門，医学教育国際協力事業企画調整・情報部門の

2つに分かれていたが、それぞれ医学教育学部門，

医学教育国際協力学部門に改称された。 

医学教育学部門は，東京大学医学部，さらに我

が国全体の医学教育の向上というミッションを持

つ。具体的には以下の通りである。 

(1) 医学教育の研究と学内外への発信：医学教

育・医療者教育は，それぞれの国や地域の保

健医療ニーズに応じて変革を続けていく必

要がある。しかし，各国・各地域では文化や

社会システムが異なるため，変革に関しては

最新の知見を実際に応用する経験が重要と

なる。実践的な研究活動を行うと共に，その

研究成果を発信して，本分野の中核的研究拠

点となることを目指す。 

(2) 本学の卒前・卒後教育の支援：医学部や附属

病院での教育を支援することで，上述した内

容の国内での有用性を示し，全国医学部の改

革につなげる。 

活動 

医学教育学に関連した分野の研究を推進する部

門である。国際的に急速に発展してきている医学

教育学に関して，理論を構築していく研究を展開

すると共に，教育実践活動も重視している。 

学内では教務委員会や教育改革に関するワーキ

ンググループ，クリニカル・クラークシップなど

において医学部における教育に関して委員として

活動を行っている。また PBL チュートリアルや

臨床導入実習などの教育も行っている。共用試験

OSCE においては，運営を担当している。また，

医療面接教育に不可欠な模擬患者を育成するため

に，東京医科歯科大学とのコンソーシアムである

「つつじの会」を運営，管理している。 
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沿革 

2000年（平成 12年）に発足した医学教育国際

協力研究センターは、大学直轄の附置センターの

一つとして全学的に機能しつつ、医学系研究科と

様々な関わりを持ってきた。2013年 4月からは、

医学系研究科の附属教育研究施設として「医学教

育国際研究センター」に名称を改め、移管される

に至った。内部組織は、医学教育国際協力研究部

門、医学教育国際協力事業企画調整・情報部門の

2つに分かれていたが、それぞれ医学教育学部門、

医学教育国際協力学部門に改称された。 

 

組織の概要 

医学教育国際協力学部門は、医療者教育に関連

した領域における国際協力と、国際保健・地域医

療・総合診療といった政策と実際の臨床をつなぐ

領域における実践やその研究を包括して取り扱う

部門である。具体的には以下の通りである。 

(1) 医療者教育分野における国際協力：アジアを

中心とした国々における国際協力事業への参画を

通じ、保健・医療領域の教育や政策がどうあるべ

きかを探る。国際協力機構のプロジェクトに専門

家として現地業務を行うなど、実践的な取り組み

を行いつつ、評価手法、政策提言、関係者の調整

といった経験を積むと共に、その研究成果を発信

して、本分野の中核的研究拠点となることを目指

す。 

(2) 学習者評価に関する研究：プログラムの修了

認定を行う際、学習者評価をどのような手法で行

い、どのように意思決定するかは非常に重要な事

項である。学習者評価に関する概念自体にも様々

な変化がみられる。研究としては、業務基盤型評

価手法の開発、信頼性や妥当性の検証、合否判定

基準設定の方法の改善などが挙げられる。 

(3) 保健政策と臨床とをつなぐ領域における実践

やその研究：地域包括ケアの担い手をどう育てて

いくか、高齢者医療におけるゴール設定をどのよ

うに行うか、地域で働く医師の生涯教育における

e ラーニングをどのように開発するかといった具

体的なテーマでの研究が進行している。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

少子超高齢社会をむかえ「治す医療」から「支え

る医療」への大転換が求められている。健康寿命

の延伸のためには、生活の困難性を緩和し、国民

が自律的に暮らすことのできる"ケア"社会を実現

することが課題である。我が国は、世界でも未体

験の人口構造となっており、この"ケア"社会実現

のためには、"ケア"の中核を担う看護学が新たな

分野を学問として築くことが必須といえる。 

 一方で、従来看護学が沿ってきた対象別分野は、

臨床実践者養成のための構造となって おり、「支

える医療」を学問として構築するための構造には

なっていないのが現状である。従って、この "ケ

ア"を体系化するためには、異分野融合型イノベー

ティブ看護学研究の推進が必要であり、特に、ケ

アイノベーションを先導できる若手看護学研究者

育成を目指す異分野融合研究・教育環境の醸成"

が必須である。  

 そのためには看護学を基盤に置き、生体工学、

分子生物学、人間工学、哲学、教育心理学、情報

工学や政策科学など、これまで領域を超えて必ず

しも十分に協働がなされてこなかった分野との融

合とその異分野融合研究を推進するための人材育

成が求められている。すなわち、若いうちから異

分野融合研究を行い、基盤的な研究から実用化・

制度化を見据えた長い視野での研究を実行できる

体制の盤石化と産官学連携が重要となっている。  

 また、世界に類を見ない少子超高齢社会を経験

する我が国において、日本の看護学の発展は国際

的に看護学を先導するモデルとなる。それには看

護システムの開発が必須であり、これらの研究成

果を実装できるグローバルリーダーを育成する必

要がある。 

 このような背景から、2017 年 4 月に東京大学

大学院医学系研究科附属施設として、看護系とし

て日本初のグローバルナーシングリサーチセンタ

ーを設立するに至った。 

 今後 4 年間で下記３つの実現を目指す。 

１．異分野融合によるイノベーティブ看護学研究

分野の確立  
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２．学問を志向する若手研究者と共に最先端研究

の実施、及び、グローバルへの発信  

３．学問体系・教育体系の開発と新分野の基盤確

立  

 2017 年度の構成員は、センター長 1（兼任）、

副センター長 2（兼任）、特任准教授 1（専任）、

特任助教 1（専任）、特任研究員 2（専任）であっ

た。加えて健康科学・看護学専攻の 8名の准教授

が当センターの兼任となった。 

イノベーティブ看護学研究分野の確立 

1. ケアイノベーション創生部門 

「各個人の健康障害による日常生活不利を緩和す

るケアプロダクトを開発・普及」を行うことを目

的とし、ロボティクスナーシング、バイオロジカ

ルナーシング、ビジュアライズドナーシング、ク

リニカルナーシングテクノロジー、リバーストラ

ンスレーショナルリサーチなどの研究を遂行する

5 分野を設立した。 

2. 看護システム開発部門 

「文化・社会的存在に対する看護実践の解明と質

の高い実践を支える日本発の看護理論の構築並び

に政策提言」を行うこと目的に、ヘルスクオリテ

ィ・アウトカムリサーチやケアクオリティ・マネ

ジメントなどの研究活動を強力に推進する 2 分野

を設立した。 

3. 成果 

外国人研究者との共同研究の開始 4件、特許申請

2 件、外国語査読付き論文 26 件、共同研究/受諾

研究の開始 5件であった。 

イノベーティブ看護学研究分野の実施 

1. 外国人特任教授/研究員招聘 

特任教授 2名（Claudia K. Y. Lai氏：Honorary 

Professor & Founding Director, The Hong Kong 

Polytechnic University, Hong Kong、Edward Ko 

Ling Chan 氏： Professor, The Hong Kong 

Polytechnic University, Hong Kong）および研究

員 1名（Pamela S. Hinds氏：Professor, George 

Washington University, USA）を招聘し、後述の

ポスドクセミナーを担当した。 

2. ポスドクプログラム 

課題となる研究内容に注力しながら、その成果を

英語論文、国際学会等にて、世界に発信する。セ

ミナーは 5単位/年必修となっており、外国人特任

教授による英語のセミナーを含め、グローバルリ

ーダーとなって明日の看護学研究を牽引するに相

応しい知識、スキル、国際力を身につける内容を

網羅した。 

 ポスドクセミナーは、How to write a research 

paper in English（必修）、Leadership in Nursing 

Research（必修）、質的研究法のセミナー（必修）、

ヘルスクオリティ・アウトカムリサーチセミナー

（必修）、看護理工学入門セミナー（必修）、看護

理工学ハンズオンセミナー（選択）の必修 5単位、

選択 5単位を開講した。 

 特任研究員 2名がポスドクプログラムを受講し、

うち 1 年コースの 1名が修了した。 

3. 学外の若手研究者の育成 

ポスドクセミナーは学外に公開し、のべ 359名が

受講した。12名の研究者に対し、研究コンサルテ

ーション、技術指導、実験室提供を行った。 

 ノッティンガム大学で行われたサマープログラ

ムに教員 5 名が参加し、創のアセスメント方法、

エコーおよびサーモグラフィの技術指導を行い、

共同研究を開始した。 

イノベーティブ看護学研究分野の基盤確立 

1. 記念講演会 

Claudia K. Y. Lai 氏（Honorary Professor & 

Founding Director, The Hong Kong Polytechnic 

University, Hong Kong ） お よ び Christine 

Moffatt 氏 （ Professor, University of 

Nottingham）を招聘し、記念講演会を開催した。

国会議員、省庁関係者を含む 186名が参加した。 

2. グローバルナーシングリサーチセンター基金 

若手研究者の育成を目的に、グローバルナーシン
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グリサーチセンター基金を開設した。 

3. 海外の大学視察 

アジアで QS ランキングの高い大学（National 

University of Singapore 、 National Taiwan 

University、The Chinese University of Hong 

Kong、The Hong Kong Polytechnic University）

を訪問し、その取り組みを視察した。 
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医学図書館 
 

館 長  

康永 秀生 

 

ホームページ http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

医学図書館は、本研究科・学部における教育・

研究のための総合施設として、1961年 11月に開

館した。2007 年度には耐震改修工事が行われ、

2008 年 7 月 14 日にリニューアルオープンした。

これを機に内装も一新し、明るく心地よい空間を

創出すると共に、次々に新規サービスを開始し、

国内有数の医学専門図書館としてのさらなる発展

を目指して努力を続けている。 

当館は、本学関係者はもとより、学外者も簡単

な手続きで入館することができる。館内は全面開

架方式を採用しており、資料を自由に利用するこ

とができる。 

本研究科・学部の学生・教職員および附属病院

の教職員に対しては、当館で所蔵していない資料

について、Web上で学内外への文献複写・図書借

用の申し込みができる MyOPAC 文献取寄サービ

スを実施している。さらに、他大学図書館等から

の当館所蔵資料の提供依頼に対しても迅速な対応

に努めている。 

近年、図書館をとりまく環境は激変し、図書館

の機能が大幅に拡大している。中でも図書館情報

の電子化によるサービスの進展は著しい。 

医学図書館では、この電子化された医学情報を

医学研究・教育に迅速に資するため、医学情報支

援機能を充実させて非来館型利用サービスを全学

的に提供し、図書館に足を運ばなくても多数の情

報が研究室等の端末から入手できるようにしてい

る。 

現在、Web上でサービスしている主なものには、

MEDLINE、EBM Reviews、CINAHL、医中誌

Ｗeb等の二次情報、UpToDate、今日の診療等の

臨床医学情報ツール、Journals@Ovid Full Text

等の電子ジャーナルコレクションがあり、

Harrison’s Principles of Internal Medicineなど

主要医学書については電子ブックでも提供してい

る。また、和雑誌特集記事索引および 1979 年以

降に本研究科に提出された学位論文論題データベ

ースを当館で作成し、Web上から検索が可能にな

っている。 

利用者向けの講習会にも力を入れ、学生・教職員

向けの医中誌Web、PubMedなどの医学系文献検索

講習会をはじめ、英語論文執筆に取り組む若手研究

者向けのセミナー、看護師向けの看護部文献検索講

習会などを行っている。 

館内にはUTokyo WiFiを敷設し、持ち込み PC

によるインターネットの利用を可能としており、

情報検索用端末、情報検索・ドキュメント作成用

端末、プレゼンテーション資料作成用端末等を備

えている。 

また、当館では、東西の古医学書や旧教員所蔵

文庫・関係資料、解剖図巻子本、本学医学部創設

期の文書・資料など様々な貴重資料を所蔵してい

る。これらは医学図書館史料室で保存し整理作業

を進めるともに、「医学図書館デジタル史料室」

（ http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp/digital/index.

html）で目録や画像を公開し、貴重な資料を広く
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利用に供することができるよう努めている。 

2011年度以降、各種端末を更新・増設し、図書

館 1 階に限った無人での利用を午後 11 時半まで

認める特別利用サービスの開始、グループ学習室

の設置など、学生の学習環境充実を図ってきた。 

また、地震対策の一助として、1 階閲覧室の書

架上段 2 段に落下対策を施している。 

現在の医学図書館における資料数、利用実績を

以下に示す。 

 

 

 

蔵書数 （平成 30年 4月 1日） 

 和  文 欧  文 計（冊） 備  考 

単行本 

雑誌（製本） 

54,818 

55,128 

60,968 

102,693 

115,786 

157,821 

教室所蔵分も含む 

同  上 

合計 109,946 163,661 273,607 同  上 

 

 

受入冊数 （平成 29年度） 

 和  文 欧  文 計（冊） 備  考 

単行本 

雑誌（製本） 

1,271 

 771 

148 

0 

1,419 

771 

 

 

合計 2,042 148 2,190  

 

 

受入雑誌種類数 （平成 30年 4月 1日現在） 

 和  文 欧  文 計（種類数） 備  考 

購入 

寄贈・交換 

203 

388 

19 

24 

222 

412 

 

 

合計 591 43 634  

 

利用状況 （平成 29年度） 

１． 開館日数 

２． 利用者総数 

３． 一日平均利用者数 

４． 貸出総冊数 

５． 一日平均貸出冊数 

６．特別利用入館者総数 

275日 

95,462 人 

347 人／日 

17,246 冊 

63 冊／日 

2,403 人 
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医学系研究科・医学部 国際交流室 
 

教授 

瀬戸泰之 

講師 

Joseph Green、Christopher Holmes、名西恵子 

 

ホームページ http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

医学部国際交流室は医学部長の直轄組織として、

国際交流委員会の決定事項に従って、1）国際教

育交流、2）国際学術・研究交流、3）国際保健医

療協力の大きな三本の機能・活動を果たしてきた。

以下例年通り、各項目にそって平成 29 年度の活

動状況を報告する。 

 

1．国際教育交流 

(1)留学生の教育・研究上の相談 

医学系研究科に在籍する平成 29 年度の留学生

総数は 150人(37ヶ国)であった。それ以外にも各

教官が個人的に指導している学生も多数存在する。

海外から留学・研修を肴望する者からの問い合わ

せは依然として多く、対応回数は延ベ、平成 28

年度 51件であった。留学生、留学希望者からは、

留学上の相談や学位取得に関する相談、奨学金に

関する相談などがあった。卒前の基礎臨床研修の

希望も大変多く、特に 1～3 カ月間の短期の研修

（これを海外では Electiveと呼ぶことが多い）を

本学で希望する者も依然として多い。諸々の事情

で受け入れが困難なことが多いが、国際交流室が

介在した範囲で受け入れが可能との回答を得られ

て、本学で実習した学生は平成 29年度は 9名（ド

イツ 2、スウェーデン 1、台湾 2、アメリカ 2、

タイ 1、オーストラリア 1）であった。それ以外

にも各教官が個人的にElectiveとして受け入れて

いる学生も多数存在する。東大の学生が毎年延ベ

25 人以上海外で受け入れてもらっていることを

考えると、短期研修希望者の受け入れ条件の整備

は今後の検討課題となっている。 

海外からの問い合わせ件数の急増に対処するた

め、平成 12年 10月より、国際交流室のホ－ム・

ペ－ジを立ち上げ、本学学生の留学支援、本学留

学生の支援、および本学に留学したい海外の学生

の支援に役立てている。 

また、恒例となった春の留学生懇親会をカポ・

ペリカーノで開催した。医学部長以下教職員・学

生の出席数は、平成 29年度は約 70名であった。 

 

(2)東京大学医学部学生および医学系研究科学生

の海外短期実習および海外留学に関する相談 

卒前、卒後に海外に研修に出たいという学生か

らの相談は年間約 35件あった。情報提供、指導、

推薦状の作成などを行った。東京大学医学部学生

による 1～3 カ月間の米国臨床研修に関しては、

平成 10 年 8 月に米国・ペンシルベニア大学医学

部と学部間交流協定が締結され、平成 29 年度は

東大側から 1名を派遣した。平成 14年 12月より

米国・ジョンズホプキンス大学と学術交流協定が

締結され、平成 29 年度は東大側から学生 1 名が

臨床実習（2か月間）に派遣された。平成 17年 1

月より米国・ミシガン大学と学術交流協定が締結
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され、平成 29 年度は東大側から学生 2 名が臨床

実習に派遣された。平成 17 年 2 月よりドイツ・

ミュンヘン大学と学術交流協定が締結されたが、

平成 29 年度は東大側から学生 2 名が研究実習に

派遣された。平成 20 年 4 月よりスウェーデン・

イエテボリ大学と学術交流協定が締結され、平成

29 年度は東大側から学生 2 名が臨床実習に派遣

された。平成 26 年 6 月より米国・シカゴ大学と

学術交流協定が締結され、平成 29 年度は東大側

から学生 1名が臨床実習に派遣された。 

学部間交流協定を締結していない大学や病院

（ハーバード医科大学、マギル大学、トロント大

学など）、その他の海外医療施設においても、1～

2 カ月間の臨床研修の申し込みを行い、平成 29

年度は、合計で約 35名(のべ人数)の学生が海外で

臨床実習あるいは研究実習を行った。 

 

2．教育・研究活動 

(1)教育 

講師の Joseph Greenは「健康アウトカム測定

法の開発および検証 I」と「健康アウトカム測定

法の開発および検証 II」と「国際疫学特論 I」と

「国際疫学特論  II」を担当した。講師の

Christopher Holmesは医学英語 I ＆II を担当し

た。また、大学院学生・学部学生・職員を対象に

英語口頭発表トレーニングを担当した。講師の名

西恵子は国際保健学専攻講師を兼任している。 

 

発表論文 

 

1: Kikuchi K, Yasuoka J, Nanishi K, Ahmed A, 
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MD 研究者育成プログラム室 
 

教授 （室長） 

尾藤晴彦 

助教 

菅谷佑樹、本田郁子 

 

ホームページ http://www.ut-mdres.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学医学部では、医学部出身の基礎医学研

究者の減少に歯止めをかけ、次代の基礎医学研究

者を積極的に育成する公的なカリキュラムとして、

平成 20年度にMD研究者育成プログラム室が設

置された。初代室長の岡部繁男教授（平成 20～22

年度）、前室長の吉川雅英教授（平成 23～26年度）

によりプログラムの基礎が築かれ、現室長の尾藤

晴彦教授（平成 27年度～）、助教 2名、事務員 2

名で、医学部生が最先端の基礎研究を自ら実践す

るための様々な支援を提供している。また、平成

23～27年度まで名古屋大学、京都大学、大阪大学

と連携して全国基礎医学研究者養成プロジェクト

が実施され、大学間リトリートや海外留学支援な

どのプログラム内容が飛躍的に充実した。 

 

MD研究者育成プログラムの初代履修生は 6名

であったが、現在は 3年生～6年生までの 4学年

で 70 名以上が履修しており、毎年 5～10 名の 6

年生が英語で研究成果をまとめた修了論文を提出

している。また、在学中に海外の一流学会で受賞

する学生や、国際学術雑誌に筆頭著者で掲載され

る学生もいる。 

 

教育 

基礎医学研究に興味をもつ学生に対して、入学

直後より 6年間にわたって様々なプログラムを提

供している。3 年次以降は実際に基礎医学の研究

現場に参加してもらい、最先端の基礎研究を自ら

実践してもらうことを強く推奨している。 

まずは入学後、早い段階で研究に興味をもって

もらい、実際に研究室に通う動機付けとするため

に、1年生､2年生を対象にした最先端医学研究の

セミナー、Medical Biology入門を開講している。

毎回、異なる講師が様々な分野の最先端の基礎研

究や臨床研究を医学研究初心者に紹介し、学生が

この講義を聞いて興味をもった研究室を訪れるな

ど研究開始のきっかけとなっている。また、早い

うちから英語で科学に携わる習慣をつけるために

Molecular Biology of the Cellを英語で読む輪読

ゼミを行っている。 

3 年生からは、専門分野の教員や上級生の指導

を受けて最新論文を自分で発表する基礎医学ゼミ

や、英語で科学をする習慣を身につけるための外

国人講師による科学コミュニケーションのゼミ

（Medical Research Communications）に参加し、

研究の基礎をトレーニングする。これと並行して、

実際に自分で研究室にコンタクトをとり、見学や

面談を通じて所属研究室を決定する。 

所属研究室が決定した学生は、その研究室の指

導のもと研究を遂行し、卒業までに修了論文とし

てまとめることが推奨されている。修了論文は審
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査会で医学部基礎医学系研究室の教室主任らによ

る厳正な審査を経て修了の可否を判定される。合

格者はその年の医学部大学院入学筆記試験が免除

される。また、特に優れた研究発表には学部長賞

を授与している。 

 

その他の支援 

海外短期留学、学会発表支援 

長期の休みを利用して海外の研究室で研究をし

たり、国際学会で発表したりするための経済的支

援を行っており、夏季休暇やエレクティブクラー

クシップの期間を利用して 1か月から 2か月の留

学をしている。平成 29 年度は 6 名の学生が研究

や発表のために渡航した。また、東京大学医学部

の卒業生である大坪修氏の寄付により平成 20 年

度から開始された大坪修鉄門フェローシップでは、

毎年、海外の医療機関での実習を経済的に支援し

ており、平成 29年度は 10名がフェローシップの

支援を受けて海外の大学病院での実習を行った。 

 

東京大学 MD 研究者育成プログラムリトリ

ート 

平成 30年 3 月 17 日、18 日に全学年合同でリ

トリート形式の研究発表会・留学報告会を開催し

た。MD研究者育成プログラムの履修生に加え、

MD研究者育成プログラムを履修していた研修医

や MD をもつ基礎系大学院生、教員など、46 名

が参加した。研究ポスターは英語で作製としたも

のの非常に活発に議論され、時間が足りないとい

う意見が多く聞かれた。情報交換会では、研究活

動をしている学生同士の情報交換や、先輩にキャ

リアパスに関する相談をするなど、多くの参加者

が基礎研究の道に進むことに対する具体的なビジ

ョンを描く機会となった。 

 

他大学との交流 

全国研究医養成コース学生リトリート 

全国基礎医学研究者養成プロジェクトでは、連

携大学である名古屋大学、京都大学、大阪大学と

協力して全国から 20 大学以上の参加がある研究

発表会（全国リトリート）を開催している。2017

年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）

と同時期に開催された平成 29 年 12 月 9 日、10

日の全国リトリートでは 90 名以上の参加があっ

た。このリトリートでは、ConBio2017 からフォ

ーラム枠を頂き、現在、第一線で活躍するMD研

究者 4名の講演があった。 

また、上記の全国リトリートとは別に平成 22

年より千葉大学、群馬大学、山梨大学の研究医養

成コースの学生との合同の研究発表交流会を行っ

ており、平成 29年は 8 月 16 日、17 日に山梨大

学の主幹で、石和で開催された。現在では当初の

4 校だけでなく、北海道大学、東北大学、金沢大

学、順天堂大学、横浜市立大学の参加があり、学

生だけでなく教員同士の情報交換の場としても有

用な機会となっている。 

 

実績 (平成 29 年度) 

履修生数 : 74名 (内訳：3年 :25、 

4年 :20、5年 :18、6年 :11) 

教養学部生対象講義 

Medical Biology入門 : 13回 

Molecular Biology of the Cell輪読ゼミ :11回 

医学部生対象少人数ゼミ 

基礎医学ゼミ : 3 回 

Medical Research Communications :36回 

研究発表会 : 3回 

海外留学者数 : 16名 

修了認定:5名 (うち学部長賞 : 2名) 

出版物等 

1. 菅谷 佑樹, 本田 郁子, 尾藤 晴彦 東京大学

の研究医養成と研究医養成コンソーシアム 
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医学のあゆみ 2017年 7 月, 262(3): 257-259 

2. 尾藤晴彦. 研究は楽しい！発見の喜びから未

来の医療へ. ドクタラーゼ 2017年, 21: 35 

3. 後藤愛佳、秋山果穂 アカデミックな環境で、

自分の学びたいことを究める. ドクタラーゼ 

2017年, 21: 35 
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健康と医学の博物館 
 

館長 

大江和彦 

助教 

北出篤史 

 

ホームページ http://mhm.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と概要 

東京大学医学部・医学部附属病院は、安政 5年

（1858年）の神田お玉ケ池種痘所の設立に起源を

発し、平成 20年に創立 150周年を迎えた。「健康

と医学の博物館」は、東京大学医学部・医学部附

属病院の創立150周年記念事業の一環で計画され

たものであるが、平成 23年 1月 20日に開館した。

創立150周年を迎えるにあたって掲げられた記念

事業のテーマの一つには「社会に開かれた医学・

医療の展開」があり、健康と医学の博物館は、そ

の一つの柱となる企画である。 

本博物館の目的は、（1）一般への健康・医学情

報の提供、（2）医学生や医療社会福祉系学校の学

生等の教育、（3）史料と器械・技術を通じた医学・

医療史の研究、（4）貴重な医学史料と器械等の保

存と調査、である。 

展示の特徴は、常設展示室で東京大学医学部・

医学部附属病院に関連した業績を紹介し、近代か

ら現代にわたるわが国の医学の発展における貢献

を紹介すると共に、企画展示に大きなスペースを

割き、一般に医学・医療の最新の進歩の理解を促

すための企画展を展開するということにある。常

設展および企画展の企画および監修については、

医学系研究科内の各教室の協力を受けており、さ

らに本学内の教室等、総合研究博物館、外部の専

門家、関連企業、博物館等の協力によって展示が

成立している。なお、企画展については、今後、

年に数回の入れ替えを行う予定としている。 

開館当初の常設展では、明治初期の医学書や医

療器具、石原式色盲検査表、本学で開発された胃

カメラなどを展示した。第 1回企画展では、東京

大学医学部・医学部附属病院の起源に因み、「感染

症への挑戦」と題し、様々な病原体、天然痘に対

する予防接種（種痘）の歴史、本学および本学出

身者が明治時代以降に行ってきた感染症に関する

研究、近年取り上げられる機会が多い感染症に関

する知識を紹介した。その後、第 2回「血管のひ

みつ」、第 3回「見えないがんをみる」、第 4回「わ

たしたちの脳」、第 5 回「健康長寿を支える身体

の医学」、特別展「史料で見る東大医学部・附属病

院の 155年」、第 6回「糖尿病の真実」、第 7回「こ

どもの成長と発達」、第 8 回「死の真相を知る医

学-法医学-」、第 9回「大腸のふしぎ」、第 10回「見

えざるウイルスの世界」、第 11回「縁の下で身体

を支える腎臓」を開催した。 

2017 年度の開館日数は 123 日、入場者数は

9,553名で、開館からの入場者総数は 127,131名

となった。 

なお、2017年 8月 21日から移転のため休館し

ており、2019 年 4 月以降の再開館を目指して、

作業を進めている。 
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運営の概要 

開館時間は 10時～17時（12時～13時お昼休

み）。休館日は毎週月曜日、年末年始（ただし、月

曜が祝日の場合は開館）。入館料は無料。 
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研究倫理支援室 
 

教授 （室長） 

矢冨裕 

教授 （副室長） 

赤林朗 

講師  

上竹勇三郎 

 

ホームページ http://www.m.u-tokyo.ac.jp/ethics/ethcom/gakugai2/index.html 

http://www.u-tokyo-ohrs.jp/ 

研究倫理審査申請システムトップページ：https://u-tokyo.bvits.com/esct/ 

 

 

沿革と組織の概要 

医学系研究科・医学部研究倫理支援室（以下当

室）は、研究倫理水準の向上を期すべく、2009

年（平成 21年）10月に新設された。 

当室は、医学系研究科・医学部・附属病院にお

いて行われる研究における被験者の健康、権利、

尊厳を守ることを第一義的な目的としており、そ

の上で、研究者が倫理的に適切な研究を円滑に実

施できるよう研究倫理支援サービスを提供してい

る。倫理委員会事務局の運営を主業務とし、研究

倫理セミナーの企画・運営、支援業務を通じた研

究者への倫理教育、研究倫理支援職を志す人材の

育成を行っている。 

 

業務 

・倫理委員会運営業務全般 

・治験を除く、全ての医学部、病院で行われる研究

に関連する審査書類の事前スクリーニング、多岐

にわたる内容の問い合わせ 

・倫理委員・他部局・他大学との様々な事項の調整 

・調書：危険度が高い（ハイリスク）症例の審査 

・東大病院で初めて行われる医療行為、未承認薬・

医療機器の臨床使用等の検討など 

・臓器移植マニュアル整備（肝臓・腎臓・心臓・改

正臓器移植法関連他） 

 

■倫理委員会関連審査・検討案件数（2017年度） 

・医学部倫理委員会（疫学・観察等研究、特定

臨床研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究） 

新規 427件、変更件数 1227件、SAE報告等

80件、調書（ハイリスク等）19件 

・新規診療等検討委員会 69件 
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倫理審査案件はここ数年各種包括申請を導入し

ているにも関わらず、増加の一途をたどっている。

また、倫理委員会事務局の運営は煩雑化、多様化

の様相を呈しており、研究倫理支援サービスの提

供においても難渋するケースが増加している。 

申請はオンラインシステムを導入しており、申

請者の利便性および業務の効率化を図っている。 

 

教育・研修 

医学系研究科・医学部 研究倫理セミナーを附属

病院臨床研究ガバナンス部と共催している。研究

に携わるすべての研究者、学生等を対象に広義の

研究倫理につき概説している。 

2017 年度は毎月開催し合計 2,589 名が出席し

た。 

また、研究倫理支援サービスを通じての研究者

教育、事務局スタッフの育成を行っている。 

さらに、各教室に選任されている倫理指導員と

の連携を図ることにより、研究倫理水準の向上を

目指している。 

 

研究 

現状、当室は実務部門である。研究については、

連携講座である医療倫理学講座の内容をご参照さ

れたい。 
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臨床実習・教育支援室 
 

教授 （室長） 

山岨達也 

助教 

堀田晶子 

 

ホームページ なし 

 

 

沿革と組織の概要 

臨床実習・教育支援室は、医学生の教育、特に

5・6年次の臨床実習であるクリニカルクラークシ

ップ（Clinical Clerkship: CC）を支援・推進するた

めに、平成 27年 4月に設立された。平成 25年 2

月より臨床実習が見学型の BSL（Bedside learning）

から参加型実習である CC に変更され、それに伴

い設置されたクリニカルクラークシップサポート

センターが前身である。CCの円滑な運営に加え、

診療科の教員や学生から適宜意見を聴取すること

により、実習カリキュラムや評価法の改良にも努

めている。また、チューター、医学部教務係や学

生支援室などと連携を取り、個々の学生へのサポ

ートも行っている。平成 30 年 1 月より本格的に

ICT（「UTAS臨床実習支援システム」）が稼働し、

大幅に学務及び関連事務作業の効率化がはかられ

た。現在、室長 1名、助教 1名、学術支援専門職

員等 3名で日常業務を行っている。 

 

業務 

医学部 4年次の 1月から開始となる CCに先立

ち、4 年次学生へ説明会を行い、学生の希望調査

に基づいて実習スケジュールの編成を行っている。

CC 開始直前に、医学部長、東大病院長、看護師

長、教務委員長にご列席いただいているスチュー

デントドクター命名式を、教務係と協同して行っ

ている。 

実習に際し、各診療科や学生、外部協力施設に

対して、実習を行う上で必要な連絡・手続きを案

内し、実習が円滑に実施されるよう支援している。

また実習中に生じた問題や検討事項に対して、必

要に応じて適宜対応している。特に、実習に際し

て個別にサポートを必要とする学生に対しては、

教務係、チューター、学生支援室などと連携をと

りながら、必要な対応を行っている。ICTにより、

平成30年1月より実習評価がリアルタイム化され、

学生は早ければ実習終了日に評価の確認が可能と

なった。 

また、年に 2回（例年 6月と 12月）、実習を担

当している診療科（部）の実習責任者である CC

支援部員に集まって頂き、CC 支援部会を行って

いる。この会では、実習終了時のアンケートにて

学生から寄せられた意見を診療科にフィードバッ

クするとともに、事前に診療科の方から提出され

たアンケート結果について、情報共有・意見交換

を行い、臨床実習の更なる改善に取り組んでいる。

一方で、医学教育検討委員会において学生医学教

育ワーキンググループとも定期的に話し合いの場

を持つことで、現状について学生の生の意見を聞

き、可能な限り実習の場に反映するよう努めてい

る。 
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教育 

 医学教育国際研究センターと合同で医学科 4年

の「臨床導入実習」および医学科進学内定 2年の

「チュートリアル PBL」を担当し、医療面接、身

体診察，プロフェッショナリズムの教育を主とし

て行っている。また、CC における個別指導・相

談も担当している。 

 

研究 

 現在，学生の生活状況と成績・卒業時アウトカ

ムとの関連に関する研究を実施中であり，途中成

果は 2018 年度の国内外の医学教育関連学会にて

発表予定である。 
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利益相反アドバイザリー室 
 

教 授 （ 利 益 相 反 ア ド バ イ ザ リ ー 機 関 委 員 長 ）  

岡 明 

教 授 （ 利 益 相 反 ア ド バ イ ザ リ ー 機 関 副 委 員 長 ）  

斉藤 延人 

教 授 （ 利 益 相 反 ア ド バ イ ザ リ ー 機 関 副 委 員 長 ）  

小山 博史 

室 長  

明谷 早映子 

 

 

 

沿革と組織の概要 

医学系研究科・医学部附属病院利益相反アドバ

イザリー室（以下当室）は、医学部の利益相反ア

ドバイザリー機関の事務部門として、2014 年（平

成 28 年）4 月に新設された。 

東京大学では、全学の利益相反委員会の下に、

各部局に担当部署として利益相反アドバイザリー

機関を設置して、職員に対して適切な利益相反マ

ネジメントを行うことになっている。医学部では

医学部利益相反防止規則を定め利益相反アドバイ

ザリー機関を設置し、医学部および医学部附属病

院で行われる臨床研究などの利益相反マネジメン

トを行っている。 

医学部で行われる研究では、その成果を社会に

還元し国民の健康に役立てるためにも、産学連携

活動を推進することが求められている。その一方

で、人を対象とする臨床研究では研究の対象者の

権利保護が不可欠であり、また、研究の結果は国

民の健康に影響を与える可能性があり研究の公正

性の担保も特に求められる。この様に医学部にお

ける研究活動においては、利益相反関係は不可避

であり、その適切なマネジメントと利益相反状態

の開示が求められている。 

わが国では日本医学会等による臨床研究におけ

る利益相反マネジメントのガイドラインが公開さ

れるなど判断の基準が少しずつ明示されてきてお

り、医学部利益相反アドバイザリー室ではこうし

たガイドラインなどを基準として利益相反管理を

行っている。 

 

業務 

 医学部利益相反アドバイザリー機関では、臨床

研究にかかる利益相反管理を行っている。 

 対象 

・医学部倫理委員会（疫学・観察等研究、特定

臨床研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究）で審

査を行う臨床研究 

・医学部附属病院ＩＲＢで審査される臨床試験 

・医学部附属病院から提出される再生医療提供

計画 

 日本医療研究開発機構（AMED）および厚生労

働科学研究費の利益相反管理にかかる審査資料

の作成 

 教職員に係る利益相反自己申告書の提出業務 

 医学部および医学部附属病院の委員会委員の利

益相反管理 
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2017 年度は、利益相反アドバイザリー機関委員

会は外部委員を含む 7 名の委員で構成され、11 回

の委員会を開催した。 

 

教育・研修 

医学系研究科・医学部で行われている研究倫理

セミナーで、臨床研究における利益相反マネジメ

ント部分を担当し、研修を行っている。 
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東京医学会 第 2722 回～2746 回 集会一覧 

 

 

第 2722 回集会 

日時：平成 29 年 5 月 22 日(月) 18：00～19：00 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 5 セミナー室 

演者：Prof. David N. Louis 

 Pathologist-in-Chief, Massachusetts 

General Hospital. Benjamin Castleman 

Professor of Pathology at Harvard Medical 

School 

演題：Computational pathology: a vision of the 

future of diagnostic pathology and laboratory 

medicine 

共催：人体病理学・病理診断学 

 

第 258 回特別学術講演会 

(第 2723 回集会) 

日時：平成 29 年 5 月 11 日（木）15：00～17：00 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：國土 典宏 

 臓器病態外科学講座  

 肝・胆・膵外科学、人工臓器・移植外科学担当 

演題：肝臓外科－正確で安全な肝切除を目指して－ 

主催：東京医学会 

 

第 2724 回集会 

日時：平成 29 年 5 月 19 日(金) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階 333 会議室 

演者：丸山 泉 

 日本プライマリ・ケア連合学会 理事長 

 医療法人社団豊泉会 理事長 

演題：プライマリ・ケア専門医はなぜ必要か 

 （第 99 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2725 回集会 

日時：平成 29 年 6 月 16 日(金) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階 310 会議室 

演者：加我 君孝先生  

 初代東京大学医学教育国際協力研究センター長 

 東京大学名誉教授 

演題：2500 年前のギリシャの医師ヒポクラテスの 

     “病気の本態・医療・医師”への鋭い洞察につ

いて 

     （第100回記念 東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 259 回特別学術講演会 

(第 2726 回集会) 

日時：平成 29 年 6 月 1 日（木）16：00～18：00 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：髙戸 毅 

 感覚・運動機能医学講座  

 口腔顎顔面外科学担当 

演題：再生医療が拓く新しい治療を目指して 

 －見果てぬ夢を見続けて－ 

主催：東京医学会 

 

第 2727 回集会 

日時：平成 29 年 7 月 31 日(月) 17：00～18：30 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 5 セミナー室 

演者：Dr. Tsukasa Shibue 

 Whitehead Institute for Biomedical 

Research (Cambridge, Massachusetts, USA) 

演題：Molecular control of disseminated tumor 

cell proliferation 

共催：微生物学分野 
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第 2728 回集会 

日時：平成 29 年 9 月 21 日(木) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階  333 会議室 

演者：パク ユンス先生 

 イリノイ大学シカゴ校医学部医学教育学講

座 准教授 

 東京大学大学院医学系研究科医学教育国際

研究センター 特任准教授 

演題：USMLE 臨床能力試験における臨床推論能力

評価に関する妥当性 

 （第 101 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2729 回集会 

日時：平成 29 年 10 月 19 日(木) 18：30～19：30 

場所：附属病院管理研究棟 2 階 第一会議室 

演者：Fredrik Ponten, MD, Ph.D. 

 Professor at Department of Immunology, 

Genetics and Pathology, Clinical and 

experimental pathology, Uppsala University, 

Sweden 

演題：Human Protein Atlas and the new 

Pathology Atlas 

共催：呼吸器内科学 

 

第 2730 回集会 

日時：平成 29 年 10 月 10 日(火) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階 333 会議室 

演者：江頭 正人先生 

 医学教育国際研究センター 教授 

 医学教育部門 教授 

演題：医学教育の現状と未来 

 （第 102 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2731 回集会 

日時：平成 29 年 10 月 27 日(金) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階 333 会議室 

演者：Jeffrey G. Wong, MD, FACP 

 Professor of Medicine, Associate Dean for 

Medical Education, The University Park 

Regional Campus, Penn State College of 

Medicine, USA 

 平成 24 年度東京大学医学教育国際協力研究

センター 特任教授 

演題：Reimagining Medical School: The 

Innovative Medical School Curriculum at 

Penn State College of Medicine 

 －University Park Regional Campus  

 （第 103 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2732 回集会 

日時：平成 29 年 11 月 2 日(木) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階  333 会議室 

演者：パク ユンス先生 

 イリノイ大学シカゴ校医学部医学教育学講

座 准教授 

 東京大学大学院医学系研究科医学教育国際

研究センター 特任准教授 

演題：マスターラーニングを用いた学習者の評価：

妥当性、判断基準設定、応用 

 （第 104 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2734 回集会 

日時：平成 30 年 1 月 31 日(水) 16：00～17：30 

場所：医学部 1 号館 1 階講堂 

演者：Yi Zhang 博士 

 Howard Hughes Medical Institue, Program 

in Cellular & Molecular Medicine, Boston 

Children’s Hospital, Dept. of Genetics & 

Pediatrics, Harvard Medical School 

演題：Epigenetic and chromatin reprogramming 
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at the beginning of mammalian life 

共催：消化器内科、分子生物学研究所 

 

第 2735 回集会 

日時：平成 29 年 12 月 21 日(木) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階  333 会議室 

演者：パク ユンス先生 

 イリノイ大学シカゴ校医学部医学教育学講

座 准教授 

 東京大学大学院医学系研究科医学教育国際

研究センター 特任准教授 

演題：医学教育におけるトランスレーショナル・サ

イエンスと妥当性：業務基盤型評価とそのシ

ステムからの洞察 

 （第 105 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2736 回集会 

日時：平成 29 年 12 月 12 日(火) 12：00～13：00 

場所：医学部教育研究棟13階 第7セミナー室 

演者：Kavita Shah, Ph.D. 

 Walther Professor – Bioorganic Chemistry 

and Chemical Biology, Department of 

Chemistry, Purdue University, West 

Lafayette, IN 47907, USA 

演題：Chemical Genetic Dissection of Signaling 

Pathways in Cancer and Alzheimer’s 

disease 

共催：発達医科学教室 

 

第 2737 回集会 

日時：平成 29 年 12 月 14 日(木) 18：45～19：45 

場所：医学部教育研究棟13階 第5セミナー室 

演者：Ian Roberts 

 Professor, London School of Hygiene and 

Tropical Medicine 

演題：Tranexamic acid in life threatening 

bleeding: new evidence new policies 

 大量出血に対するトラネキサム酸の効果：新

発見に基づいた新しい政策作り 

共催：国際地域保健学教室 

 

第 2738 回集会 

日時：平成 30 年 1 月 16 日(火) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階  333 会議室 

演者：パク ユンス先生 

 イリノイ大学シカゴ校医学部医学教育学講

座 准教授 

 東京大学大学院医学系研究科医学教育国際

研究センター 特任准教授 

演題：米国の卒前医学教育におけるカリキュラムの

トレンド：臨床前教育の身体診察とレジデン

シーへの準備カリキュラム 

 （第 106 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 2739 回集会 

日時：平成 30 年 2 月 11 日(日) 16：30～17：30 

場所：医学部 3 号館 S101 号室 

演者：Prof. Reza Shaker, MD 

 Joseph E Geenen Professor and Chief, 

Divison of Gastroenterology and Hepatology 

 Director, Digestive Disease Center 

 Sr Associate Dean and Director, Clinical 

and Translational Science Institute of 

Southeast Wisconsin Medical College of 

Wisconsin 

演題：Upper Esophageal Sphincter (UES); How to 

Improve its Function in Dysphagia and 

Reflux Patients 

共催：附属グローバルナーシングリサーチセンター 

 

第 2740 回集会 

日時：平成 30 年 3 月 28 日(水)  18：00～19：00 
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場所：附属病院入院棟B  6 階 カンファレンスルーム 

演者：Benjamin Tsang, Ph.D. 

 Director, Reproductive Biology Unit,  

 Department of Obstetrics and Gynaecology 

 Professor of Obstetrics and Gynaecology & 

Cellular and Molecular Medicine, 

University of Ottawa Senior Scientist, 

Chronic Disease Program, Ottawa Hospital 

Research Institute 

演題：Molecular and cellular basis of 

chemoresistance in ovarian cancer: 

Exosome-mediated crosstalk in the tumor 

microenvironment 

共催：産婦人科学教室 

 

第 2741 回集会 

日時：平成 30 年 2 月 9 日(金) 18：00～19：30 

場所：医学部総合中央館 3 階  333 会議室 

演者：パク ユンス先生 

 イリノイ大学シカゴ校医学部医学教育学講

座 准教授 

 東京大学大学院医学系研究科医学教育国際

研究センター 特任准教授 

演題：医学部卒業時の臨床能力評価：東大

PCC-OSCE の評価構造と信頼性 

 （第 107 回東京大学医学教育セミナー） 

共催：医学教育国際研究センター 

 

第 260 回特別学術講演会 

(第 2744 回集会) 

日時：平成 30 年 3 月 8 日（木）15：30～17：00 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：松島 綱治 

 社会医学専攻  分子予防医学担当 

演題：私の研究史： 

 炎症・免疫難病制御への果てしなき道 

主催：東京医学会 

第 261 回特別学術講演会 

(第 2745 回集会) 

日時：平成 30 年 3 月 12 日（月）15：00～17：00 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：門脇 孝 

 生体防御腫瘍内科学講座 

 代謝・栄養病態学分野（糖尿病・代謝内科） 

演題：2型糖尿病の成因解明と治療戦略 

 －35 年の歩み― 

主催：東京医学会 

 

第 262 回特別学術講演会 

(第 2746 回集会) 

日時：平成 30 年 3 月 19 日（月）16：30～17：30 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：山崎 力 

 臨床研究支援センター  検診部 

演題：臨床研究支援センターと検診部と私 

主催：東京医学会 
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